
Cosminexus アプリケーションサーバ V8

リファレンス コマンド編
文法書

3020-3-U14-21
マニュアルの購入方法
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■対象製品

●適用 OS：Windows Server 2003，Windows Server 2003 R2，Windows Server 2003（x64），Windows 
Server 2003 R2（x64），Windows Server 2008 x86，Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2
P-2443-7D84  uCosminexus Application Server Standard  08-50
P-2443-7K84  uCosminexus Application Server Enterprise  08-50
P-2443-7M84  uCosminexus Web Redirector  08-50
P-2443-7S84  uCosminexus Service Platform  08-50※

●適用 OS：Windows Server 2003，Windows Server 2003 R2，Windows Vista，Windows XP，Windows 7
P-2443-7E84  uCosminexus Developer Standard  08-50
P-2443-7F84  uCosminexus Developer Professional  08-50

P-2443-7T84  uCosminexus Service Architect  08-50※

●適用 OS：Windows Server 2003，Windows Server 2003 R2，Windows Server 2003（x64），Windows 
Server 2003 R2（x64），Windows Server 2008 x86，Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，
Windows Vista，Windows XP，Windows 7
P-2443-7H84  uCosminexus Client  08-50
●適用 OS：Windows Server 2003（x64），Windows Server 2003 R2（x64），Windows Server 2008 x64，
Windows Server 2008 R2

P-2943-7D84  uCosminexus Application Server Standard  08-50※

P-2943-7K84  uCosminexus Application Server Enterprise  08-50※

P-2943-7S84  uCosminexus Service Platform  08-50※

●適用 OS：AIX 5L V5.3，AIX V6.1

P-1M43-7D81  uCosminexus Application Server Standard  08-50※

P-1M43-7K81  uCosminexus Application Server Enterprise  08-50※

P-1M43-7S81  uCosminexus Service Platform  08-50※

●適用 OS：HP-UX 11i V2（IPF），HP-UX 11i V3（IPF）

P-1J43-7D81  uCosminexus Application Server Standard  08-50※

P-1J43-7K81  uCosminexus Application Server Enterprise  08-50※

P-1J43-7S81  uCosminexus Service Platform  08-50※

●適用 OS：Red Hat Enterprise Linux AS 4（x86），Red Hat Enterprise Linux 5 Advanced Platform（x86），
Red Hat Enterprise Linux ES 4（x86），Red Hat Enterprise Linux 5（x86），Red Hat Enterprise Linux AS 4
（AMD64 & Intel EM64T），Red Hat Enterprise Linux 5 Advanced Platform（AMD/Intel 64），Red Hat 
Enterprise Linux ES 4（AMD64 & Intel EM64T），Red Hat Enterprise Linux 5（AMD/Intel 64）

P-9S43-7D81  uCosminexus Application Server Standard  08-50※

P-9S43-7K81  uCosminexus Application Server Enterprise  08-50※

P-9S43-7M81  uCosminexus Web Redirector  08-50※

P-9S43-7S81  uCosminexus Service Platform  08-50※

●適用 OS：Red Hat Enterprise Linux AS 4（IPF），Red Hat Enterprise Linux 5（Intel Itanium），Red Hat 
Enterprise Linux 5 Advanced Platform（Intel Itanium）

P-9V43-7D81  uCosminexus Application Server Standard  08-50※

P-9V43-7K81  uCosminexus Application Server Enterprise  08-50※

P-9V43-7S81  uCosminexus Service Platform  08-50※

※印の製品については，サポート時期をご確認ください。



これらのプログラムプロダクトのほかにもこのマニュアルをご利用になれる場合があります。詳細は「リ
リースノート」でご確認ください。
本製品では日立トレース共通ライブラリをインストールします。

■輸出時の注意

本製品を輸出される場合には，外国為替および外国貿易法ならびに米国の輸出管理関連法規などの規制をご
確認の上，必要な手続きをお取りください。
なお，ご不明な場合は，弊社担当営業にお問い合わせください。

■商標類

AIXは，米国およびその他の国における International Business Machines Corporationの商標です。
AIX 5Lは，米国およびその他の国における International Business Machines Corporationの商標です。
AMDは，Advanced Micro Devices,Inc.の商標です。
BIG-IP，3-DNS，iControl Services Manager，FirePass　および F5 は F5 Networks Inc の商標，または
登録商標です。
Borlandのブランド名および製品名はすべて，米国 Borland Software Corporationの米国およびその他の国
における商標または登録商標です。
CORBAは，Object Management Groupが提唱する分散処理環境アーキテクチャの名称です。
HP-UXは，米国 Hewlett-Packard Companyのオペレーティングシステムの名称です。
IIOPは，OMG仕様による ORB(Object Request Broker)間通信のネットワークプロトコルの名称です。
Internet Explorerは，米国Microsoft Corporationの米国及びその他の国における登録商標または商標で
す。
Itaniumは，アメリカ合衆国およびその他の国における Intel Corporationの商標です。
Javaは，Oracle Corporation 及びその子会社，関連会社の米国 及びその他の国における登録商標または商
標です。
JDKは，Oracle Corporation 及びその子会社，関連会社の米国 及びその他の国における登録商標または商
標です。
JSPは，Oracle Corporation 及びその子会社，関連会社の米国 及びその他の国における登録商標または商標
です。
Linuxは，Linus Torvalds氏の日本およびその他の国における登録商標または商標です。
Microsoftは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。
Microsoft Internet Information Servicesは，米国Microsoft Corp.の商品名称です。
OMG，CORBA，IIOP，UML，Unified Modeling Language，MDA，Model　Driven　Architectureは，
Object Management Group, Inc.の米国及びその他の国における登録商標または商標です。
ORACLEは，Oracle Corporation 及びその子会社，関連会社の米国 及びその他の国における登録商標また
は商標です。
Oracle 及び Oracle Database 11g は，Oracle Corporation 及びその子会社，関連会社の米国 及びその他の国
における登録商標または商標です。
Oracle 10gは，Oracle Corporation 及びその子会社，関連会社の米国 及びその他の国における登録商標また
は商標です。
Oracle9iは，Oracle Corporation 及びその子会社，関連会社の米国 及びその他の国における登録商標また
は商標です。
Red Hatは，米国およびその他の国で Red Hat, Inc. の登録商標若しくは商標です。
Solarisは，Oracle Corporation 及びその子会社，関連会社の米国 及びその他の国における登録商標または



商標です。
すべての SPARC商標は，米国 SPARC International, Inc. のライセンスを受けて使用している同社の米国
およびその他の国における商標または登録商標です。SPARC商標がついた製品は，米国 Sun 
Microsystems, Inc. が開発したアーキテクチャに基づくものです。
Sunは，Oracle Corporation 及びその子会社，関連会社の米国 及びその他の国における登録商標または商標
です。
Sun Microsystemsは，Oracle Corporation 及びその子会社，関連会社の米国 及びその他の国における登録
商標または商標です。
UNIXは，The Open Groupの米国ならびに他の国における登録商標です。
VMwareは，VMware, Inc.の米国および各国での登録商標または商標です。
Windowsは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。
Windows Serverは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標で
す。
Windows Vistaは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。
X/Openは，The Open Groupの英国ならびに他の国における登録商標です。
This product includes software developed by the Apache Software Foundation (http://www.apache.org/).

■マイクロソフト製品の表記について

このマニュアルでは，マイクロソフト製品の名称を次のように表記しています。

製品名 表記

Microsoft(R) Internet Information Services 6.0 Microsoft IIS 6.0またはMicrosoft IIS

Microsoft(R) Windows(R) 7 Enterprise Windows 7 Windows

Microsoft(R) Windows(R) 7 Professional

Microsoft(R) Windows(R) 7 Ultimate

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003，
Enterprise Edition Operating System（x86） 日
本語版

Windows Server 
2003 Enterprise 
Edition

Windows 
Server 2003

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003，
Standard Edition Operating System（x86） 日本
語版

Windows Server 
2003 Standard 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2，
Enterprise Edition Operating System（x86） 日
本語版

Windows Server 
2003 R2 Enterprise 
Edition

Windows 
Server 2003 
R2

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2，
Standard Edition Operating System（x86） 日本
語版

Windows Server 
2003 R2 Standard 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003，
Enterprise x64 Edition Operating System 日本語
版

Windows Server 
2003 Enterprise x64 
Edition

Windows 
Server 2003
（x64）

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003，
Standard x64 Edition Operating System 日本語
版

Windows Server 
2003 Standard x64 
Edition



■発行

2008年 11月 (第 1版 ) 3020-3-U14
2010年 9月 (第 2.1版 ) 3020-3-U14-21

■著作権

All Rights Reserved. Copyright (C) 2008, 2010, Hitachi, Ltd.

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2，
Enterprise x64 Edition Operating System 日本語
版

Windows Server 
2003 R2 Enterprise 
x64 Edition

Windows 
Server 2003 
R2（x64）

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2，
Standard x64 Edition Operating System 日本語
版

Windows Server 
2003 R2 Standard 
x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 
Enterprise 32-bit 日本語版

Windows Server 2008 x86

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Standard 
32-bit 日本語版

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 
Enterprise x64 Edition 日本語版

Windows Server 2008 x64

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Standard 
x64 Edition 日本語版

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 
Enterprise 日本語版

Windows Server 2008 R2

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 
Standard 日本語版

Microsoft(R) Windows Vista(R) Business Windows Vista 
Business

Windows 
Vista

Microsoft(R) Windows Vista(R) Enterprise Windows Vista 
Enterprise

Microsoft(R) Windows Vista(R) Ultimate Windows Vista 
Ultimate

Microsoft(R) Windows(R) XP Professional 
Operating System

Windows XP

Microsoft(R) Windows(R) Internet Explorer(R) Internet Explorer

製品名 表記



変更内容

変更内容（3020-3-U14-21）

追加・変更内容 変更個所

同時実行スレッド数の制御単位が明確になるように記述を改善した。 －

［訂正前］
Cosminexus Web Services - Base
［訂正後］
SOAP通信基盤

表 4-11　詳細レベル
のトレース情報を取
得する場合の指定値
（cprfstartコマンド）
　
インデックス 1

［訂正前］
Cosminexus Web Services - Base
［訂正後］
JAX-WSエンジン

表 4-11　詳細レベル
のトレース情報を取
得する場合の指定値
（cprfstartコマンド）
　
インデックス 2

［訂正前］
タイムアウト間隔（単位：秒）の初期値を指定します。コマンドを実行から再
度要求を出すまでに CJMSPブローカーからの応答を待つ時間の初期値です。
リトライ間隔はタイムアウト間隔の初期値の倍数が設定されます。デフォルト
値は 10秒です。また，-1を指定した場合も，デフォルト値が適用されます。
［訂正後］
タイムアウト間隔（単位：秒）の初期値を 0～ 2147483647の整数で指定しま
す。コマンドを実行から再度要求を出すまでに CJMSPブローカーからの応答
を待つ時間の初期値です。リトライ間隔はタイムアウト間隔の初期値の倍数が
設定されます。デフォルト値は 10秒です。また，0を指定した場合は，タイム
アウトは発生しません。

表 5-6　コマンドユー
ティリティの共通オ
プションの一覧
　
-rtm timeoutInterval

［訂正前］
• 予約語である装置名は指定できません。
（例）
AUX，CON，NUL，PRN，COM1- COM9，LPT1-LPT9

• 指定できる文字数は，OSで規定されたディレクトリ作成時の最大文字数と
同じです。

• 英数字と特殊文字を組み合わせて指定します。ただし，次に示す特殊文字は
使用できません。
¥　/　:　*　?　”　<　>　|

［訂正後］
• Windows環境の場合は，予約デバイス名は指定できません。
（例）
AUX，CON，NUL，PRN，COM1- COM9，LPT1-LPT9

• 指定できる文字数は，OSで規定されたディレクトリ作成時の最大文字数と
同じです。

• 英数字と特殊文字を組み合わせて指定します。ただし，Windows環境の場合
では，次に示す特殊文字は使用できません。
¥　/　:　*　?　”　<　>　|
UNIX環境の場合では，使用可能な文字はファイルシステムの仕様に依存し
ます。

5.3　CJMSPブロー
カー管理のコマンド
の詳細
　
cjmsbroker（CJMSP
ブローカーの起動）
-name <インスタン
ス名称 >



変更内容（3020-3-U14-20）uCosminexus Application Server Enterprise 08-50，uCosminexus 
Application Server Standard 08-50，uCosminexus Client 08-50，uCosminexus Developer 
Professional 08-50，uCosminexus Developer Standard 08-50，uCosminexus Service Architect 
08-50，uCosminexus Service Platform 08-50，uCosminexus Web Redirector 08-50

［訂正前］
• 予約語である装置名は指定できません。指定した場合，エラーメッセージが
表示されます。
（例）
AUX，CON，NUL，PRN，COM1- COM9，LPT1-LPT9

• 英数字と特殊文字を組み合わせて指定します。ただし，次に示す特殊文字は
使用できません。使用できない特殊文字を使用した場合，エラーメッセージ
が表示されます。
¥　/　:　*　?　”　<　>　|

［訂正後］
• Windows環境の場合は，予約デバイス名は指定できません。指定した場合，
エラーメッセージが表示されます。
（例）
AUX，CON，NUL，PRN，COM1- COM9，LPT1-LPT9

• 英数字と特殊文字を組み合わせて指定します。ただし，Windows環境の場合
では，次に示す特殊文字は使用できません。
¥　/　:　*　?　”　<　>　|
UNIX環境の場合では，使用可能な文字はファイルシステムの仕様に依存し
ます。使用できない特殊文字を使用した場合，エラーメッセージが表示され
ます。

5.3　CJMSPブロー
カー管理のコマンド
の詳細
　
cjmsbroker（CJMSP
ブローカーの起動）
-varhome <ロケー
ション >

［訂正前］
コマンドを実行してから停止されるまでの待機時間を秒単位で指定します。
［訂正後］
コマンドを実行してから停止されるまでの待機時間を秒単位で指定します。
範囲は 0～ 2147483647の整数で指定します。

5.3　CJMSPブロー
カー管理のコマンド
の詳細
　
cjmsicmd shutdown 
bkr（CJMSPブロー
カーの停止）
引数 -time <待機時間
>

［追加］
注意事項

仮想化システムで使用するコマンドを実行している間は，［Ctrl］+［C］
キーなどで外部から停止しないでください。

9.3　仮想化システム
で使用するコマンド
の詳細
　
表 9-3の直後

追加・変更内容 変更個所

Cosminexus JMSプロバイダで使用するコマンドを追加した。 1.1，5章

仮想化システムで使用するコマンドを追加した。 1.1，1.4，9章，
付録 J.1

追加・変更内容 変更個所



単なる誤字・脱字などはお断りなく訂正しました。
なお，「はじめに」の記載の一部を「このマニュアルの参考情報」に移動しました。

次の製品の適用 OSにWindows Server 2008 R2を追加した。
• uCosminexus Application Server Standard
• uCosminexus Application Server Enterprise
• uCosminexus Web Redirector
• uCosminexus Service Platform
• uCosminexus Client

1.4，2.2，2.3，
2.4，2.5，3.3，
14.2，17.2

次の製品の適用 OSにWindows 7を追加した。
• uCosminexus Developer Standard
• uCosminexus Developer Professional
• uCosminexus Service Architect
• uCosminexus Client

1.4，2.2，2.3，
2.4，2.5，3.3，
14.2，17.2

JDK 6に対応した。 10章，15.2

Jheapprofコマンド（日立クラス別統計情報付き拡張スレッドダンプの出力）に，
次の引数を追加した。
• -garbage
• -nogarbage
• -rootobjectinfo
• -norootobjectinfo
• -rootobjectinfost

10.2

jheapprofanalyzerコマンド（日立クラス別統計情報解析ファイルの出力）を追加
した。

10.2

次の製品の適用 OSから Solarisを削除した。
• uCosminexus Application Server Standard
• uCosminexus Application Server Enterprise

－

追加・変更内容 変更個所



はじめに

このマニュアルは，Cosminexus（コズミネクサス）のアプリケーションサーバの機能について
説明したものです。このマニュアルでは，システムの構築，運用およびアプリケーションの開
発で使用するコマンドについて説明します。
アプリケーションサーバでは，次に示すプログラムプロダクトを使用してシステムを構築，運
用します。
• uCosminexus Application Server Enterprise
• uCosminexus Application Server Standard
• uCosminexus Client
• uCosminexus Developer Professional
• uCosminexus Developer Standard
• uCosminexus Service Architect
• uCosminexus Service Platform
• uCosminexus Web Redirector

このマニュアルでは，これらのプログラムプロダクトの構成ソフトウェアのうち，次に示す構
成ソフトウェアについて説明しています。
• Cosminexus Component Container
• Cosminexus Component Container - Client
• Cosminexus Component Container - Redirector
• Cosminexus Component Transaction Monitor
• Cosminexus DABroker Library
• Cosminexus Developer's Kit for Java
• Cosminexus Performance Tracer
• Cosminexus TPBroker

なお，オペレーティングシステム（OS）の種類によって，機能が異なる場合があります。

■対象読者
このマニュアルは，アプリケーションサーバを使用したシステムを設計，構築または運用する
方，およびアプリケーションサーバで動作するアプリケーションを開発する方を対象としてい
ます。
なお，次の内容を理解されていることを前提としています。

システムを設計，構築または運用する方
• Windowsまたはご使用の UNIXのシステム構築および運用に関する知識
• Java EEに関する知識
• SQLおよびリレーショナルデータベースに関する基本的な知識
• CORBAに関する基本的な知識

アプリケーションを開発する方
I



はじめに
• Windowsの基本操作に関する知識
• Javaによるプログラム開発に関する基本的な知識
• 使用する IDEに関する基本的な知識

■ご利用の製品ごとの用語の読み替えについて
ご利用の製品によっては，マニュアルで使用している用語を，ご利用の製品名に読み替える必
要があります。
次の表に従って，マニュアルで使用している用語をご利用の製品名に読み替えてください。

注※ 1　テスト環境で使用している場合にだけ読み替えが必要です。
注※ 2　uCosminexus Developer Standardと Application Serverには一部機能差があります。
機能差については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ V8 アプリケーション開
発ガイド」の Developer Standard使用時の注意事項に関する説明を参照してください。

■文法で使用している記号
このマニュアルの文法で使用している記号について次に示します。

記述記号

ご利用の製品名 マニュアルで使用している用語

uCosminexus Developer Professional※ 1 Application Serverおよび Application Server 
Enterprise

uCosminexus Developer Standard※ 1，※ 2 Application Server

uCosminexus Service Architect※ 1 Application Serverおよび Application Server 
Enterprise

uCosminexus Service Platform

記述記号 意　味

｜ 横に並べられた複数の項目に対する項目間の区切りを示し，「または」を意味します。
（例）　A｜ B
　Aまたは Bを指定することを示します。

{ 　 } この記号で囲まれている複数の項目のうちから一つを選択することを示します。項目が
横に並べられ，記号｜で区切られている場合は，そのうちの一つを選択します。
（例）　｛A｜ B｜ C｝
　A，Bまたは Cのどれかを指定することを示します。

［　］ この記号で囲まれている項目は省略してもよいことを示します。複数の項目が横に並べ
て記述されている場合には，すべてを省略するか，記号｛ ｝と同じくどれか一つを選択
します。
（例１）　［A］
　「何も指定しない」か「Aを指定する」ことを示します。
（例２）　［B｜ C］
　「何も指定しない」か「Bまたは Cを指定する」ことを示します。
II



はじめに
構文要素

注　すべて半角文字を使用してください。

… 記述が省略されていることを示します。
（例）　ABC…
　ABCの後ろに記述があり，その記述が省略されていることを示します。

<　> この記号で囲まれている項目は，該当する要素やファイルなどを指定したり，該当する
要素が表示されたりすることを示します。
（例 1）　<プロパティ >
　プロパティを記述します。またはプロパティが表示されます。
（例 2）　<ファイル名 >
　ファイル名を指定します。

... この記号の直前に示す記号を繰り返し，複数個指定できることを示します。
（例）　<プロパティ >...
　プロパティは複数個，繰り返して指定できます。

構文要素 定義

英字 A～ Z　a～ z

英小文字 a～ z

英大文字 A～ Z

数字 0～ 9

英数字 A～ Z　a～ z　0～ 9

記号 !　"　#　$　%　&　'　(　)　+　,　_　・　.　/　:　;　<　=　>　@　[　]　^　－　｛　｝
　‾　タブ　空白

記述記号 意　味
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1　 コマンドの概要
この章では，アプリケーションサーバで使用するコマンドの種
類，入力形式，文法などの記述形式について説明します。

1.1　コマンドの種類

1.2　コマンドの入力形式

1.3　コマンドの文法の記述形式

1.4　コマンド使用時の注意事項
1



1.　コマンドの概要
1.1　コマンドの種類
ここでは，アプリケーションサーバで使用するコマンドの種類について説明します。

アプリケーションサーバでは，実行するアプリケーションの種類によって使用できるコ
マンドが異なります。この節では，コマンドを次の四つに分類して説明します。

● J2EEアプリケーションを実行するシステムで使用するコマンド

●バッチアプリケーションを実行するシステムで使用するコマンド

● Javaアプリケーションを実行するシステムで使用するコマンド

●Webアプリケーションを実行するシステムで使用するコマンド

それぞれのコマンドについて次の表に示します。

表 1-1　J2EEアプリケーションを実行するシステムで使用するコマンド

コマンドの種類 コマンドの説明 参照先

J2EEサーバで使用するコ
マンド

J2EEサーバの起動や停止，J2EEアプリ
ケーションの設定などで使用する，cjで始
まるコマンドです。
例：cjstartsv，cjenvupdate

2章

性能解析トレースで使用す
るコマンド

性能解析トレースでアプリケーションサー
バのシステムの処理性能を解析する場合
に，PRFデーモンの起動や停止，トレー
ス情報の出力などで使用する，cprfで始ま
るコマンドです。
例：cprfstart，cprfed

4章

Cosminexus JMSプロバイ
ダで使用するコマンド

Cosminexus JMSプロバイダを使用して，
メッセージの送受信などをするコマンドで
す。

5章

CTM※で使用するコマン
ド

CTMを利用してリクエストのスケジュー
リングや負荷分散をする場合に，CTMド
メインの起動や停止，CTMの情報の出力，
キューの閉塞などで使用する，ctmで始ま
るコマンドです。
例：ctmstart，ctmholdque

6章

Management Serverで使
用するコマンド

Management Serverを使用する場合に，
運用管理エージェントの稼働確認，起動や
停止，Management Serverの起動や停止
などで使用するコマンドです。
例：adminagentcheck，mngsvrctl

7章
2



1.　コマンドの概要
注※　CTMは，構成ソフトウェアに Cosminexus Component Transaction Monitorを含む製品だけ
で利用できます。利用できる製品については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ 
概説」を参照してください。

表 1-2　バッチアプリケーションを実行するシステムで使用するコマンド

Smart Composer機能で使
用するコマンド

Smart Composer機能を使用する場合に，
Management Serverの管理ユーザアカウ
ントの設定，Management Server上の
Webシステムの構築などで使用するコマ
ンドです。
例：cmx_admin_passwd，
cmx_build_system

8章

仮想化システムで使用する
コマンド

仮想サーバマネージャから情報を取得した
り，更新したりするコマンドです。

9章

JavaVMで使用するコマン
ド

JavaVMの coreファイルの取得，ガー
ベージコレクションの発生などで使用する
コマンドです。
例：javacore，javagc

10章

ログの運用で使用するコマ
ンド

アプリケーションサーバのログを収集する
場合に，snapshotログの収集などで使用
するコマンドです。
例：snapshotlog

11章

監査ログの設定で使用する
コマンド

監査ログのセットアップ時に使用するコマ
ンドです。
例：auditsetup

12章

統合ユーザ管理で使用する
コマンド

統合ユーザ管理機能を使用する場合に，
ユーザ情報の暗号化，暗号鍵ファイルの作
成などで使用するコマンドです。
例：convpw，ssogenkey

13章

構築済み実行環境の切り替
えで使用するコマンド

アプリケーションサーバのシステム環境の
退避・回復などで使用するコマンドです。
例：cosmienv

16章

コマンドの種類 コマンドの説明 参照先

バッチサーバで使用するコ
マンド

バッチサーバの起動や停止，バッチアプリ
ケーションの実行や強制停止などで使用す
る，cjで始まるコマンドです。
例：cjstartsv，cjexecjob

3章

性能解析トレースで使用す
るコマンド

性能解析トレースでアプリケーションサー
バのシステムの処理性能を解析する場合
に，PRFデーモンの起動や停止，トレー
ス情報の出力などで使用する，cprfで始ま
るコマンドです。
例：cprfstart，cprfed

4章

コマンドの種類 コマンドの説明 参照先
3



1.　コマンドの概要
注※　CTMは，構成ソフトウェアに Cosminexus Component Transaction Monitorを含む製品だけ
で利用できます。利用できる製品については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ 
概説」を参照してください。

表 1-3　Javaアプリケーションを実行するシステムで使用するコマンド

CTM※で使用するコマン
ド

CTMを利用してリクエストのスケジュー
リングや負荷分散をする場合に，CTMド
メインの起動や停止，CTMの情報の出力，
キューの閉塞などで使用する，ctmで始ま
るコマンドです。
例：ctmstart，ctmholdque

6章

Management Serverで使
用するコマンド

Management Serverを使用する場合に，
運用管理エージェントの稼働確認，起動や
停止，Management Serverの起動や停止
などで使用するコマンドです。
例：adminagentcheck，mngsvrctl

7章

Smart Composer機能で使
用するコマンド

Smart Composer機能を使用する場合に，
Management Serverの管理ユーザアカウ
ントの設定，Management Server上の
Webシステムの構築などで使用するコマ
ンドです。
例：cmx_admin_passwd，
cmx_build_system

8章

JavaVMで使用するコマン
ド

JavaVMの coreファイルの取得，ガー
ベージコレクションの発生などで使用する
コマンドです。
例：javacore，javagc

10章

ログの運用で使用するコマ
ンド

アプリケーションサーバのログを収集する
場合に，snapshotログの収集などで使用
するコマンドです。
例：snapshotlog

11章

監査ログの設定で使用する
コマンド

監査ログのセットアップ時に使用するコマ
ンドです。
例：auditsetup

12章

構築済み実行環境の切り替
えで使用するコマンド

アプリケーションサーバのシステム環境の
退避・回復などで使用するコマンドです。
例：cosmienv

16章

コマンドの種類 コマンドの説明 参照先

Javaアプリケーションで
使用するコマンド

Javaアプリケーションの起動，ログの出
力先サブディレクトリの削除などで使用す
るコマンドです。
例：cjclstartap，cjcldellog

14章

コマンドの種類 コマンドの説明 参照先
4



1.　コマンドの概要
表 1-4　Webアプリケーションを実行するシステムで使用するコマンド

参考
 

サーブレットエンジンモードで使用するコマンドの種類を次に示します。
• 性能解析トレースで使用するコマンド
• JavaVMで使用するコマンド
• ログの運用で使用するコマンド
• 統合ユーザ管理で使用するコマンド
• Webアプリケーションで使用するコマンド

• Webコンテナサーバで使用するコマンド※

注※
サーブレットエンジンモードだけで使用できるコマンドです。
サーブレットエンジンモードでWebコンテナサーバを使用する場合に，Webコンテナ
サーバの起動や停止，プール管理情報の設定などで使用します。
例：cjstartweb，cjwebeditpool
コマンドについては，「17.　Webコンテナサーバで使用するコマンド」を参照してくだ
さい。

コマンドの種類 コマンドの説明 参照先

Webアプリケーションで使
用するコマンド

JSPソースのチェックなどで使用するコマ
ンドです。
例：cjjsp2java

15章
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1.　コマンドの概要
1.2　コマンドの入力形式
コマンドの入力形式を次に示します。

コマンド名称 [オプション…]

各項目について説明します。なお，コマンドプロンプトを「$」，コマンド名称を「cmd」
と表記します。

（1） コマンド名称

実行するコマンドのファイル名を指定します。

空白を含むパスを指定してコマンドを実行する場合，パス全体を ""で囲む必要がありま
す。

Windowsの場合
• 誤った指定例：$ C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥server¥bin¥cmd
• 正しい指定例：$ "C:¥Program 

Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥server¥bin¥cmd"

UNIXの場合
• 誤った指定例：$ /opt/program path/bin/command
• 正しい指定例：$ "/opt/program path/bin/command"

（2） 引数

引数には，オプションも含まれます。オプションの入力形式および指定規則を次に示し
ます。

（a）オプションの入力形式

オプションは，「-」（ハイフン）で始まる文字列です。オプションの入力形式には，オプ
ション引数を指定しない形式と，1個のオプション引数を指定する形式があります。

オプション引数を指定しない形式
$ cmd -オプションフラグ

1個のオプション引数を指定する形式
$ cmd -オプションフラグ <スペースまたはタブ >オプション引数

（凡例）
• オプションフラグ

1文字の半角英数字です。大文字と小文字が区別されます。
• オプション引数
オプションフラグに対する引数です。
6



1.　コマンドの概要
（b）オプションの指定規則
• オプションフラグは，一つの「-」（ハイフン）にまとめて指定できません。
誤った指定例：$ cmd -abc

正しい指定例：$ cmd -a -b -c

• オプション引数を必要とするオプションフラグのオプション引数は，省略できません。
• オプションフラグとオプション引数の間には，スペースまたはタブが必要です。
誤った指定例：$ cmd -afile

正しい指定例：$ cmd -a file

• 同じオプションフラグは，複数指定できません。
誤った指定例：$ cmd -a 1 -a 2

• オプション引数に空白を含む場合，オプション引数全体を ""で囲む必要があります。
誤った指定例：$ cmd -a file 1

正しい指定例：$ cmd -a "file 1"
7



1.　コマンドの概要
1.3　コマンドの文法の記述形式
2章～ 15章では，コマンドの文法について次の形式で説明します。なお，各コマンド
は，アルファベットの順に説明します。

形式
コマンドの入力形式を示します。

機能
コマンドの機能について説明します。

引数
コマンドの引数およびオプションについて説明します。

出力形式
コマンドの出力形式を示します。

入力例・出力例
コマンドの入力例および出力例を示します。

戻り値
コマンドの戻り値について説明します。

注意事項
コマンドを実行する上での注意事項について説明します。

参考
 

各コマンドの説明では，上記の項目のうち必要な項目についてだけ説明しています。また，
上記の項目以外に，各コマンドの固有情報を記載している場合があります。
8



1.　コマンドの概要
1.4　コマンド使用時の注意事項
コマンド使用時の注意事項を説明します。

（1） Windows Server 2008 x86，Windows Server 2008 x64，Windows 
Server 2008 R2，Windows 7またはWindows Vistaでアプリケー
ションサーバが提供するコマンドを使用する場合の注意事項

アプリケーションサーバが提供するコマンドは，管理者特権で実行する必要があります。
「管理者：コマンドプロンプト」で実行してください。

「管理者：コマンドプロンプト」は，Windows Server 2008 x86，Windows Server 2008 
x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows Vistaで提供されている機
能を使用して起動してください。起動方法の例を次に示します。

1.［スタート］ボタンをクリックします。

2.［すべてのプログラム］－［アクセサリ］を選択します。

3.［コマンド プロンプト］を右クリックして，［管理者として実行］をクリックします。

管理者のパスワードまたは確認を求められた場合は，画面の指示に従って，パスワード
を入力するか，または確認情報を設定してください。

（2） サーバ管理コマンドを使用する場合の注意事項

●コマンドの実行でメモリ不足が発生しコマンドが正常に実行できない場合は，サーバ
管理コマンド用のオプション定義ファイル（usrconf.bat）中の
USRCONF_JVM_ARGSキーに JavaVMのオプション -Xmx<size>を指定して，メ
モリ割り当てプールの最大サイズを拡張することで対応します。-Xmx<size>の指定
がない場合のデフォルト値は 64MBです。

［例］

Windowsの場合
set USRCONF_JVM_ARGS=-Xmx512m

UNIXの場合
set USRCONF_JVM_ARGS="-Xmx512m"

　

●属性ファイルの XML宣言部分で指定されているエンコーディングは，該当する属性
ファイルのエンコーディングを決定するものであり，サーバ側の Deployment 
Descriptorファイルのエンコーディングには影響しません（サーバ側の Deployment 
Descriptorファイルのエンコーディングは必ず「UTF-8」となります）。

●Windows Server 2008 x86，Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，
Windows 7またはWindows Vistaを使用している場合に，管理者特権でコマンドプロ
9



1.　コマンドの概要
ンプトを開いていないときには，管理者特権エラーとなり，終了コード「9」が返され
ます。

● UNIXの場合，Component Container管理者を設定すれば，スーパーユーザ以外の一
般ユーザでもコマンドを実行できます。
Windows Server 2008 x86，Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，
Windows 7またはWindows Vistaでは Administrator権限を持つユーザであっても，
コマンドプロンプトを管理者特権で開いていない場合，コマンドを実行できません。

●ディレクトリ名，ファイル名に Unicodeの補助文字は使用できません。
ログファイルに，実行時の文字エンコーディングに変換できない文字を出力した場合，
「?」に変換されます。

● Beanのメソッドに設定した実行権限が有効となるのは，createメソッド，ビジネス
メソッド，および removeメソッドだけです。これら以外のメソッドに対してサーバ
管理コマンドで設定された実行権限は無視されます。

●コマンドで J2EEサーバ，またはバッチサーバへリモート接続を実行した場合，コン
ソールおよびダイアログに KDJE30045-Eのメッセージが表示されることがありま
す。その場合には，サーバ管理コマンドと J2EEサーバ，またはバッチサーバの
Cosminexus Component Containerのバージョンを合わせてください。

● Cosminexus Component Container 06-00以前のバージョンからリモートで cjresetsv
コマンドを実行すると KDJE37516-Iのメッセージが表示されますが，サーバ管理コ
マンドの排他情報はリセットされません。

●削除系コマンドと一覧表示系コマンドを同一リソースに対し，同時に実行すると，
J2EEサーバ，またはバッチサーバを起動したコンソールに KDJE39057-Eのメッ
セージが表示されることがありますが，J2EEサーバ，またはバッチサーバの動作へ
の影響はありません。
削除系コマンドと一覧表示系コマンドを次に示します。
削除系サーバ管理コマンド
cjdeleteapp
cjdeleteres
cjundeployrar
cjdeletelibjar
一覧表示系サーバ管理コマンド
cjlistapp
cjlistres
cjlistrar
cjlistlibjar

●サーバ管理コマンドのコマンドオプションに空白を含む場合は，次のように指定して
ください。
Windowsの場合
空白を含むコマンドオプションをダブルクォーテーション（""）で囲んでください。
10



1.　コマンドの概要
（例）Display nameが TP1/Message Queue - Accessのリソースアダプタの情報を取
得する場合
cjgetresprop -type rar -resname "TP1/Message Queue - Access" -c 
C:¥temp¥rar.xml
　

AIXの場合
空白を含むコマンドオプションをダブルクォーテーション（""）で囲んでください。
（例）Display nameが TP1/Message Queue - Accessのリソースアダプタの情報を取
得する場合
cjgetresprop -type rar -resname "TP1/Message Queue - Access" -c /
home/rar.xml
　

そのほかの UNIXの場合
コマンドオプション全体をダブルクォーテーション（""）で囲み，さらに空白を含む
コマンドオプションをシングルクォーテーション（''）で囲んでください。
（例）Display nameが TP1/Message Queue - Accessのリソースアダプタの情報を取
得する場合
cjgetresprop "-type rar -resname 'TP1/Message Queue - Access' -c 
/home/rar.xml"
　

ただし，次の場合には正しく動作しないことがあります。
• シングルクォーテーションで囲んだオプション中に空白が 2個以上連続している。
• 先頭のシングルクォーテーションの直後に空白がある，または末尾のシングル
クォーテーションの直前に空白がある。

●サーバ管理コマンドで使用する属性ファイルでリソース環境変数用のタグ
（<resource-env-ref>タグ内の <linked-to>タグ）に指定する「キューの表示名」に
は，先頭がアンダースコア "_"で始まる文字列，または連続したアンダースコア "__"
を含む文字列は指定しないでください。

● CLASSPATH環境変数，またはサーバ管理コマンド用オプション定義ファイルで指定
したクラスパスに含まれるクラスから参照されるクラスは，アプリケーションに含め
ないでください。

●Windowsでサーバ管理コマンドを実行する場合，PATH環境変数や CLASSPATH環
境変数に設定するパスに「^，&」を含む文字列を使用しないでください。

（3） Smart Composer機能でコマンドを使用する場合の注意事項

次のコマンドを使用する場合は，物理ティアの J2EEサーバのコンフィグレーション設
定で，J2EEサーバの運用監視を有効（ejbserver.instrumentation.enabledパラメタに
trueを設定）にしてください。

• cmx_start_application
• cmx_stop_application
11



1.　コマンドの概要
• cmx_start_resource
• cmx_stop_resource

なお，物理ティアの設定は，簡易構築定義ファイルで実施します。簡易構築定義ファイ
ルについては，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ リファレンス 定義編
(サーバ定義 )」を参照してください。

（4） 管理ユーザアカウントの省略機能を有効にする場合の注意事項

Manager Serverおよび Smart Composerで使用するコマンドの中に，管理ユーザアカ
ウントの省略機能を有効にした場合に，通常と動作が変わるコマンドがあります。一覧
を次の表に示します。

表 1-5　管理ユーザアカウント省略機能有効時に動作が変わるコマンド

コマンドのオプションのデフォルト値を共通定義ファイルとして設定できます。これら
のファイルも管理ユーザアカウントの省略機能を有効にしたとき，動作が変わります。
動作が変わるファイルの一覧を次の表に示します。

分類 コマンド名 管理ユーザアカウント省略機能
有効時の動作

Manager Serverで使用するコマ
ンド

mngsvrctlコマンド 次に示す引数 setupの設定が無
効となります。
• -u <管理ユーザ ID>
• -p <管理パスワード >
• -nu <管理ユーザ ID>
• -np <管理パスワード >

メッセージが出力されますが，
セットアップ処理は通常どおり
実行します。引数 startおよび
stopの設定は有効となります。
管理ユーザアカウントおよびパ
スワードは，設定および変更で
きません。

mngsvrutilコマンド 次に示す引数の設定が無効とな
ります。
• -u <管理ユーザ ID>
• -p <管理パスワード >

Smart Composerで使用するコ
マンド

cmx_admin_passwdコマンド以
外

cmx_admin_passwdコマンド 設定値が無効となり，メッセー
ジが出力されます。
管理ユーザアカウントおよびパ
スワードは，設定および変更で
きません。
12



1.　コマンドの概要
表 1-6　管理ユーザアカウント省略機能有効時に動作が変わるファイル

（5） 仮想サーバマネージャのコマンドを使用する場合の注意事項

●仮想サーバマネージャのコマンドは，仮想サーバマネージャが起動している状態で実
行できます。仮想サーバマネージャが起動していない状態でコマンドを実行した場合
は，メッセージを出力してエラー終了します。

●仮想サーバマネージャのコマンドは，Windowsの場合は Administrator権限を持つ
ユーザが，Linuxの場合は root権限を持つユーザが実行できます。

●仮想サーバマネージャのメッセージは，標準出力で出力されます。

ファイル名 コマンド定義
ファイルの種類

管理ユーザアカウント省略機
能有効時の動作

.mngsvrutilrc mngsvrutilコマ
ンド定義ファイ
ル

次のプロパティの設定が無効
となります。
• mngsvrutil.connect.userid
• mngsvrutil.connect.passwor

d

mngsvrutilcl.properties

.cmxrc Smart 
Composerで使
用するコマンド
の定義ファイル

次のプロパティの設定が無効
となります。
• cmx.connect.userid
• cmx.connect.passwd

cmxclient.properties

.mngsvrmonitorrc mngsvrmonitor
コマンド定義
ファイル

次のプロパティの設定が無効
となります。
• mngsvrmonitor.connect.use

rid
• mngsvrmonitor.connect.pas

sword
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2　 J2EEサーバで使用するコマ
ンド
この章では，J2EEサーバで使用するコマンドの入力形式，機
能などについて説明します。

2.1　J2EEサーバで使用するコマンドの概要

2.2　J2EEサーバを操作するコマンド

2.3　J2EEアプリケーションで使用するコマンド

2.4　J2EEサーバで使用するリソース操作コマンド

2.5　J2EEサーバで使用するそのほかのコマンド
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
2.1　J2EEサーバで使用するコマンドの概要

ここでは，J2EEサーバで使用するコマンドの種類，プロバイダ URLについて説明しま
す。

（1） J2EEサーバで使用するコマンドの種類

J2EEサーバで使用するコマンドの種類について説明します。

J2EEサーバで使用するコマンドの種類と格納先を，次の表に示します。

表 2-1　J2EEサーバで使用するコマンドの種類と格納先

（2） プロバイダ URLについて

CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，および CORBAネーミングサー
ビスが稼働しているホスト名称，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。

 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

なお，該当する CORBAネーミングサービスは，接続先 J2EEサーバがネーミングサー
ビスとして利用しているものです。サポートしているアクセスプロトコルは corbaname
だけです。

以前のバージョンで，iioplocまたは iiopnameを指定していた場合，corbanameに読み
替えられます。

iioplocまたは iiopnameを指定する場合は，次の形式で指定します。

 
<プロトコル名称>://<ホスト名称>:<ポート番号>
 

<ホスト名称 >には CORBAネーミングサービスが稼働しているホスト名称を指定しま

J2EEサーバで使用するコマンドの種類 コマンドの格納先

J2EEサーバを操作するコマンド • Windowsの場合
<Cosminexusのインストールディレクトリ
>¥CC¥server¥bin¥

• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/CC/server/bin/

J2EEアプリケーションで使用するコマンド • Windowsの場合
<Cosminexusのインストールディレクトリ
>¥CC¥admin¥bin¥

• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/CC/admin/bin/

J2EEサーバで使用するリソース操作コマンド

J2EEサーバで使用するそのほかのコマンド
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
す。ただし，次の場合は vbroker.se.iiop_tp.hostキーに指定した値を <ホスト名称 >に
指定します。

●接続先 J2EEサーバの usrconf.properties（J2EEサーバ用ユーザプロパティファイ
ル）で ejbserver.naming.startupMode=inprocessを指定し，かつ
vbroker.se.iiop_tp.hostキーに値を指定している。

●接続先 J2EEサーバの usrconf.properties（J2EEサーバ用ユーザプロパティファイ
ル）で ejbserver.naming.startupMode=manualまたは automaticを指定し，
CORBAネーミングサービスの実行時オプションで vbroker.se.iiop_tp.hostキーに値
を指定している。

<ホスト名称 >を省略した場合は次のようになります。

● usrconf.properties（サーバ管理コマンド用システムプロパティファイル）の
"ejbserver.naming.protocol"キーの値をアクセスプロトコルとして使用します。

● "ejbserver.naming.host"キーの値をホスト名称として使用します。

● "ejbserver.naming.port"キーの値をポート番号として使用します。

また，<ホスト名称 >のデフォルト値は次のとおりです。

● "ejbserver.naming.protocol"キー：corbaname

● "ejbserver.naming.host"キー：localhost

● "ejbserver.naming.port"キー：900
17



2.　J2EEサーバで使用するコマンド
2.2　J2EEサーバを操作するコマンド

ここでは，J2EEサーバを操作するコマンドについて説明します。

J2EEサーバを操作するコマンドの一覧を，次の表に示します。

表 2-2　J2EEサーバを操作するコマンドの一覧

（凡例）
更新：更新系コマンド。J2EEサーバの内容を更新，または構成情報を取得するコマンドです。
－：該当なし

注※
-fオプションを指定した場合は，－（該当なし）になります。

コマンド名称 分類 概要 コマンド
の系統

cjdumpsv J2EEサーバのスレッ
ドダンプの取得

J2EEサーバで障害が発生した場合
などに，JavaVMのスレッドダンプ
を取得します。

－

cjenvsetup Component Container
管理者のセットアップ

インストールファイルの属性を変更
して，root権限を持つユーザ以外で
運用できるようにします。
このコマンドは，UNIX用です。

－

cjenvupdate 作業ディレクトリおよ
びユーザ定義ファイル
の移行

Cosminexus Component Container
の旧環境で利用されていた作業ディ
レクトリおよびユーザ定義ファイル
を新環境で動作する形式に移行しま
す。

－

cjgetsysinfo OS状態情報の取得 OSの状態情報を取得します。 －

cjrarupdate リソースアダプタの
バージョンアップ

Cosminexus Component Container
にインポート・デプロイされている
リソースアダプタをバージョンアッ
プします。

－

cjsetup J2EEサーバのセット
アップとアンセット
アップ

J2EEサーバの環境をセットアップ
して，デフォルトのユーザ定義を作
成します。

－

cjsleep J2EEサーバの起動間
隔

指定された秒数だけ実行を一時停止
します。バッチファイルなどでサー
バの起動間隔を空けるために使用し
ます。
このコマンドは，Windows用です。

－

cjstartrecover J2EEサーバのトラン
ザクション回復

J2EEサーバのトランザクションを
回復します。

－

cjstartsv J2EEサーバの開始 J2EEサーバを開始します。 －

cjstopsv J2EEサーバの停止 J2EEサーバを停止します。 更新※
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サーバ管理コマンドの系統ごとの排他制御については，マニュアル「Cosminexus アプ
リケーションサーバ アプリケーション設定操作ガイド」を参照してください。

セットアップ系コマンド（cjenvsetup，cjenvupdate，cjrarupdate，cjsetup）は単独で
実行してください。ほかのセットアップ系コマンドと同時に実行しないでください。

cjdumpsv（J2EEサーバのスレッドダンプの取得）

形式
cjdumpsv [<サーバ名称>]

機能

Webブラウザや EJBクライアントに応答が返らない場合，J2EEサーバで障害が発生し
た場合，アプリケーションの挙動を調査したい場合などに，JavaVMのスレッドダンプ
を取得します。

コマンドを実行すると，サーバ標準出力ログ（cjstdout.log）および次のファイルに，ス
レッドダンプが出力されます。

• Windowsの場合
<J2EEサーバの作業ディレクトリ >¥ejb¥<サーバ名称 >¥javacore*.txt

• UNIXの場合
<J2EEサーバの作業ディレクトリ >/ejb/<サーバ名称 >/javacore*.txt

なお，<J2EEサーバの作業ディレクトリ >とは，usrconf.cfg（J2EEサーバ用オプショ
ン定義ファイル）の ejb.public.directoryキーに指定したディレクトリです。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

注意事項

● UNIXの場合，このコマンドの実行には，root権限，または Component Container
管理者の権限が必要です。
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●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

cjenvsetup（Component Container管理者のセットアップ）

形式
cjenvsetup

機能

インストールファイルの属性（オーナー，グループ，および権限）を変更します。なお，
このコマンドは UNIX用です。

インストールディレクトリ（/opt/Cosminexus/CC）に設定されている属性（オーナー，
グループ）が，Component Container管理者および Component Container管理者グ
ループとして設定されます。

引数

なし

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

注意事項

●このコマンドを実行する前に，インストールディレクトリ（/opt/Cosminexus/CCを
シンボリックリンクしている場合は，リンク先ディレクトリ）の属性（オーナー，グ
ループ）を Component Container管理者および Component Container管理者グルー
プに変更する必要があります。

●このコマンド実行時に，次の操作をしないでください。操作した場合の動作は保証さ
れません。
• インストールディレクトリ（/opt/Cosminexus/CC）配下のファイル操作
• サーバの起動・停止などの操作

●インストールディレクトリ配下でシンボリックリンクを使用している場合，リンクが
指しているファイルまたはディレクトリが存在しない状態でこのコマンドを実行しな
いでください。必ずリンク先が存在することを確認してからコマンドを実行してくだ
さい。
20
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cjenvupdate（作業ディレクトリおよびユーザ定義ファイルの
移行）

形式
cjenvupdate [-f]

機能

旧バージョンの Cosminexus Component Containerで使用していた J2EEサーバが使用
しているすべての旧形式の作業ディレクトリおよび次のユーザ定義ファイルを，本バー
ジョンで使用する形式に移行します。

• usrconf.properties（J2EEサーバ用ユーザプロパティファイル）
• usrconf.cfg（J2EEサーバ用オプション定義ファイル）
• server.policy（J2EEサーバ用セキュリティポリシーファイル）
• usrconf.properties（サーバ管理コマンド用システムプロパティファイル）
• usrconf.bat※（サーバ管理コマンド用オプション定義ファイル）
• usrconf.properties（Webコンテナサーバ用ユーザプロパティファイル）
• usrconf.cfg（Webコンテナサーバ用オプション定義ファイル）
• web.policy（SecurityManager定義ファイル）

注※　UNIXの場合は，usrconfです。

旧バージョンからのアップグレードインストール終了後，続けてこのコマンドを実行す
る必要があります。また，作業ディレクトリを移行するには，作業ディレクトリのある
ドライブに，作業ディレクトリのディスク使用量の約 2倍分の空き容量が必要です。

なお，<作業ディレクトリ >とは，usrconf.cfg（J2EEサーバ用オプション定義ファイ
ル）の ejb.public.directoryキーに指定したディレクトリです。

このコマンドを実行すると，移行対象の定義ファイルのバックアップが，定義ファイル
と同じディレクトリに作成されます。作成されるバックアップファイルの名称は，「<移
行対象定義ファイル名 >.envupdate_bak」になります。バックアップが作成されるとき
に同名のファイルがすでにあった場合，バックアップファイル名は「<移行対象定義
ファイル名 >.envupdate_bak_?」（?は 1～ 2147483647の連番）となります。なお，
バックアップファイルは，このコマンドの完了後，自動で削除されません。

アプリケーションサーバの移行の手順については，マニュアル「Cosminexus アプリ
ケーションサーバ 機能解説 保守／移行／互換編」を参照してください。

引数

-f
移行できない DDファイルがある場合でも強制的に移行します。
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
移行後の作業

このコマンドによって作業ディレクトリが移行される場合，移行が完了すると，各 J2EE
サーバの作業ディレクトリの直下にバックアップ作業ディレクトリが作成されます※ 1。
作業ディレクトリには移行後の情報（ファイル），バックアップ作業ディレクトリには移
行前の情報（ファイル）が保存されています。なお，作業ディレクトリが「・・・¥<
ディレクトリ名 >」または「・・・/<ディレクトリ名 >」の場合，バックアップ作業
ディレクトリは，「・・・¥<ディレクトリ名 >¥<ディレクトリ名 >_old¥」または
「・・・/<ディレクトリ名 >/<ディレクトリ名 >_old/」※ 2になります。移行後，J2EE
サーバの起動確認，J2EEアプリケーションの動作確認，および J2EEサーバの停止確
認が終わり，移行前の作業ディレクトリの情報（ファイル）が不要な場合，バックアッ
プ作業ディレクトリを削除してください。ただし，バックアップ作業ディレクトリは，
別の場所に保存しておくことを推奨します。

注※ 1
作業ディレクトリが移行されない場合，バックアップ作業ディレクトリは作成され
ません。

注※ 2
すでにバックアップ作業ディレクトリが存在している場合，「・・・¥<ディレクト
リ名 >¥<ディレクトリ名 >_old¥」または「・・・/<ディレクトリ名 >/<ディレク
トリ名 >_old/」は，「・・・¥<ディレクトリ名 >¥<ディレクトリ名 >_old?¥」また
は「・・・/<ディレクトリ名 >/<ディレクトリ名 >_old?/」（?は，1～ 2147483647
の連番）にリネームされます。

エラー時の対処方法

作業ディレクトリ移行コマンドの実行に失敗した場合，コマンドが出力するメッセージ
から障害が発生したファイルパスを特定できます。メッセージの例を次に示します。

　

詳細情報には，例外情報などが出力されます。この詳細情報を参照して問題を取り除き，
ディスクに空き容量が十分にあることを確認して，再度コマンドを実行してください。

詳細情報から原因が判断できない場合，または見直し後再実行してもエラーが発生した
場合，保守員に連絡してください。

 
KDJE30220-I Migration of the definition files of the old version is in progress.
KDJE30221-I The definition files of the old version have been migrated 
successfully.
KDJE30204-I The server checking is in progress. Server name = [サーバ名称]
KDJE30202-E The Deployment Descriptor cannot be converted. File = [ファイルパス], 
Reason = [詳細情報]
KDJE30205-E The server will not be migrated because a problem occurred in the 
Deployment Descriptor. Server name = [サーバ名称]
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

注意事項

● UNIXの場合，このコマンドの実行には，root権限（Component Container管理者を
設定していない場合），または Component Container管理者の権限（Component 
Container管理者を設定している場合）が必要です。

● 06-50以前のバージョンのアプリケーションサーバからアップグレードインストール
したとき，スタンダードモードまたはアドバンスドモードの J2EEサーバ上に
JdbcDbpsv.jarファイルと JdbcDbpsvEX.jarファイルで構成されたデータソースが存
在する場合，DB Connector（DBConnector_DABJ_XA.rar）の J2EEリソースアダ
プタへ置き換えます。また，データソースの表示名および属性情報は J2EEリソース
アダプタへ引き継がれます。表示名が同じ J2EEリソースアダプタがすでに存在した
場合は，表示名の最後に 1～ 2147483647の連番を付けて一意な表示名に変更しま
す。ただし，J2EEリソースのリソースアダプタ（インポートされたリソースアダプ
タ）は作成されません。データソースの拡張 DDファイル（hitachi-ds.xml）がスク
ランブルされている場合，DB Connectorの Java EE仕様に準拠した DDファイル
（ra.xml）および拡張 DDファイル（hitachi-ra.xml）はスクランブルされます。

● J2EEリソースのリソースアダプタおよび J2EEリソースアダプタの拡張 DDファイ
ル（hitachi-ra.xml）がスクランブルされている場合，スクランブルされていない
Java EE仕様に準拠した DDファイル（ra.xml）はスクランブルされます。

cjgetsysinfo（OS状態情報の取得）

形式
cjgetsysinfo [-f <OS状態情報出力ファイルパス>]

機能

OSの状態情報を取得します。OSの状態情報取得コマンドの実行結果を，標準出力また
は -fオプションで指定したファイルへ出力します。

Windowsの場合の OSの状態情報取得コマンドを次に示します。

netstat -e
netstat -s

netstat -an※

set
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
注※　08-00以前のバージョンでは，netstat -aコマンドが使用されます。

UNIXの場合の OSの状態情報取得コマンドを次の表に示します。

表 2-3　OSの状態情報取得コマンドの一覧

注※ 1
08-00以前のバージョンでは，netstat -aコマンドが使用されます。

注※ 2
sysstatパッケージがインストールされている必要があります。

引数

-f <OS状態情報出力ファイルパス >
OSの状態情報を出力するファイルパスを指定します。

出力例

AIXの場合の例を次に示します。

AIX HP-UX Linux Solaris

df -k

ps -elf

ps -A -m -o THREAD

vmstat -t 1 1

vmstat -s

lsps -s

netstat -i

netstat -m

netstat -an※ 1

iostats

svmon -P

svmon -G

sar -A 1

instfix -i

lslpp -hac

uname -a

env

set

ipcs -a

df -kt

top -s 1 -d 1

ps -efl

vmstat

vmstat -s

netstat -i

netstat -an※ 1

iostat

sar -A 1

swapinfo -a

kmtune

swlist

swlist -l product

uname -a

env

set

ipcs -a

df

ps -eflm

vmstat

netstat -s

netstat -an※ 1

iostat※ 2

top -b -n 1

sysctl -a

sar -A 1※ 2

rpm -qa

rpm -qai

uname -a

env

set

ipcs

ipcs -t

ipcs -p

ipcs -c

ipcs -u

ipcs -l

df -k

ps -eflL

vmstat

vmstat -s

netstat -i

netstat -m

netstat -an※ 1

iostat

mpstat

swap -l

sar -A 1

sysdef

pkginfo

patchadd -p

uname -a

env

set
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
戻り値

0：
正常終了しました。

1以上：
異常終了しました。

注意事項

●指定したパスが存在しない場合，エラーとなります。

●環境によって，OSの状態情報取得コマンドが見つからない場合，そのコマンドの実
行結果は出力されません。

●このコマンドに掛かる処理時間は，OSの状態情報取得コマンドの処理時間に依存し
ます。

cjrarupdate（リソースアダプタのバージョンアップ）

形式

リソースアダプタをバージョンアップする場合
cjrarupdate -type {dbconnector|rar} [-force] [-f <ファイルパス> 
...]
            [-backupto <バックアップ格納先ディレクトリ>]

作業ディレクトリ環境を回復する場合
cjrarupdate -recoverfrom <バックアップRARディレクトリ>

機能

リソースアダプタをバージョンアップする場合
Cosminexus Component Containerにインポート・デプロイされているリソースア
ダプタをバージョンアップします。

リソースアダプタの移行には，作業ディレクトリのディスク使用量の約 2倍以上※

の空き容量が必要です。また，アップグレードインストールの場合は，移行コマン
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
ド cjenvupdateによって移行処理が問題なく完了していることを確認してから，こ
のコマンドを実行してください。
なお，<作業ディレクトリ >とは，usrconf.cfg（J2EEサーバ用オプション定義ファ
イル）の ejb.public.directoryキーに指定したディレクトリです。

注※
移行するリソースアダプタ数やコマンド実行回数によって，必要なディスクの
空き容量は変わります。移行に必要なディスク容量については，アプリケー
ションサーバの移行の手順で確認してください。アプリケーションサーバの移
行の手順については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ 機能
解説 保守／移行／互換編」を参照してください。

作業ディレクトリ環境を回復する場合
Cosminexus Component Containerにインポート・デプロイされているリソースア
ダプタのバージョンアップに失敗した場合，作業ディレクトリ環境を回復します。

引数

-type {dbconnector|rar}
バージョンアップするリソースアダプタの種類を指定します。
• dbconnector

DB Connectorの場合に指定します。
• rar

Cosminexus Component Containerがサポートしている DB Connector以外のリ
ソースアダプタの場合に指定します。

-force
強制的にバージョンアップを行います。この引数が指定された場合，リソースアダ
プタのバージョンにかかわらずリソースアダプタをバージョンアップします。

-f <ファイルパス >
• 移行対象として DB Connector以外のリソースアダプタを指定した場合（-type 

rarを指定した場合）
旧バージョンの既存リソースアダプタと置き換えるリソースアダプタのファイル
パスを指定します。ファイルパスは，複数回指定できますが，-fオプションは複
数回指定できません。
-fオプションに Connector 1.5の仕様に準拠するリソースアダプタを指定した場
合，メッセージ KDJE42356-Eが出力されます。

• 移行対象として DB Connectorを指定した場合（-type dbconnectorを指定した場
合）
この引数は無視されます。

-backupto <バックアップ格納先ディレクトリ >
作業ディレクトリのバックアップの格納先を指定します。このオプションを省略し
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
た場合，<作業ディレクトリ >下にバックアップディレクトリが作成されます。
作業ディレクトリのあるディスクの容量に余裕がない場合，またはファイルシステ
ムのパス長制限でバックアップが作成できない場合に，このオプションを指定して
ください。なお，このオプションでバックアップ格納先ディレクトリを指定する場
合，次のことに注意してください。
• 複数回このコマンドを実行する場合には，同一ディレクトリを指定してください。
• 長いパス名を指定すると，バックアップ作成に失敗することがあります。その場
合，失敗したバックアップを削除してから，短いパス名を指定して再度実行して
ください。

• Cosminexus Component Containerのインストールディレクトリを含まないよう
にしてください。

-recoverfrom <バックアップ RARディレクトリ >
回復元となる作業ディレクトリのバックアップ RARのディレクトリを指定します。

移行後の作業

移行が完了した場合，各 J2EEサーバの作業ディレクトリ，または -backuptoオプショ
ンで指定したディレクトリの直下にバックアップ作業ディレクトリが作成され，作業
ディレクトリには移行後の情報（ファイル），バックアップ作業ディレクトリには移行前
の情報（ファイル）が保存されています。なお，作業ディレクトリが「・・・¥<ディレ
クトリ名 >¥」または「・・・/<ディレクトリ名 >/」の場合，バックアップ作業ディレク
トリは，「・・・¥<ディレクトリ名 >¥rarupdate_bk¥」または「・・・/<ディレクトリ
名 >/rarupdate_bk/」※になります。移行後，リソースアダプタの開始，停止およびデー
タベースへの接続確認が終わり，移行前の作業ディレクトリの情報（ファイル）が不要
な場合，バックアップ作業ディレクトリを削除してください。ただし，バックアップ作
業ディレクトリは，別の場所に保存しておくことを推奨します。

注※
バックアップの対象ディレクトリは，リソースアダプタに関連するディレクトリで
す。
すでにバックアップ作業ディレクトリが存在している場合，「・・・¥<ディレクト
リ名 >¥rarupdate_bk¥」または「・・・/<ディレクトリ名 >/rarupdate_bk/」は，
「・・・¥<ディレクトリ名 >¥rarupdate_bk_?¥」または「・・・/<ディレクトリ名
>/rarupdate_bk_?」（?は，コマンド実行時のミリ秒までの日時）にリネームされま
す。

バージョンタグの比較方法

移行する RARファイルによっては，バージョンタグを比較できないため，移行処理が正
常に終了しないことがあります。次の手順でバージョンタグを比較してください。

1. バージョン文字列を，RARファイルに含まれる ra.xmlまたは J2EEサーバにイン
ポート，デプロイされたリソースアダプタの ra.xmlの <version>タグから取得しま
す。
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
2. バージョン文字列が，次の形式で指定されている場合は，比較可能な形式に編集しま
す。
<連続した数字 1>.<連続した数字 2><数字以外から開始する文字列 >

比較可能な形式
V1V2-R1R2-S1S2（またはV1V2-R1R2）
　
V1，V2，R1およびR2：0～9の数値
S1：/
S2：A～Z（英字大文字）
　

編集手順は次のとおりです。
• <連続した数字 1>と <連続した数字 2>の間に半角でハイフン (-)を追加します。
<連続した数字 1>-<連続した数字 2><数字以外から開始する文字列 >

• <連続した数字 1>が 10未満の場合，先頭に 0を付加します。
• <連続した数字 2>が 10未満の場合，末尾に 0を付加します。

編集例
1.0  → 01-00
1.1  → 01-10
1.12 → 01-12
2.0  → 02-00

バージョン文字列が，V1V2-R1R2[-S1S2]の形式で指定されている場合，次の順序で

バージョンの大小比較を行います。

• V1V2-R1R2部を文字列として比較して，Unicodeの辞書順で大きい方を新バージョン
とします。（例：01-00-/Zと 02-00では，02-00の方が新しい）

• V1V2-R1R2部が同一の場合，-S1S2部が存在している方を新バージョンとします。

（例：02-00-/Aと 02-00では，02-00-/Aの方が新しい）
• V1V2-R1R2部が同一の場合でどちらも -S1S2部が存在しているとき，次のようになり

ます。
1. S2を文字列として比較し，Unicodeの辞書順で大きい方を新バージョンとします。
2. S1を文字列として比較し，/ > P > S の順で新バージョンとします。

（例：02-00-/Aと 02-00-/Bでは，02-00-/Bの方が新しい
　02-01-SBと 02-01-/Aでは，02-01-SBの方が新しい
　02-01-SAと 02-01-PAでは，02-01-PAの方が新しい
　02-01-PAと 02-01-/Aでは，02-01-/Aの方が新しい）

• どちらかまたは両方の形式が異なる場合，バージョン文字列全体を文字列比較し，
Unicodeの辞書順で大きい方を新バージョンとします。

なお，ra.xmlの <version>タグの値がサポート外の文字列を使用している場合，正しい
比較ができません。次の対処が必要です。

• 入れ替える RARファイルが新しいバージョンでも古いバージョンと認識されてしま
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う場合は，-forceオプションを指定して実行してください。
• 誤って古いバージョンの RARファイルで J2EEサーバにインポートまたはデプロイ
されたリソースアダプタを移行してしまった場合，バックアップ作業ディレクトリか
ら元の環境を復旧してください。バックアップ作業ディレクトリについては，マニュ
アル「Cosminexus アプリケーションサーバ 機能解説 保守／移行／互換編」を参照し
てください。

入力例

-fオプションに，ファイルパスを複数回指定する場合
cjrarupdate -type rar -f file1 file2 file3

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

注意事項

●Windowsの場合，このコマンドの実行には，Administrator権限が必要です。

● UNIXの場合，このコマンドの実行には，root権限（Component Container管理者を
設定していない場合），または Component Container管理者の権限（Component 
Container管理者を設定している場合）が必要です。

● -typeオプションはコマンド名の直後に指定し，dbconnectorまたは rarを指定する必
要があります。-forceオプション，-fオプションおよび -backuptoオプションの順序
は任意です。

●このコマンドは同時に実行しないでください。

● J2EEサーバが起動している場合，または J2EEサーバの起動チェック中に問題が発
生した場合は，メッセージを出力して処理を中断します。

●次の RARファイルは，バージョンアップの対象外です。
• RARファイルの内容を変更している場合。
• Cosminexus Component Containerが提供，またはサポートしている RARファイ
ル名と同名のファイルを作成してインポートしている場合。

• Cosminexus Component Containerが提供，またはサポートしている RARファイ
ル名と，数字および文字を組み合わせて生成されたファイル名の場合。

• Connector 1.5の仕様に準拠するリソースアダプタの場合。

● Connector 1.5の仕様に準拠するリソースアダプタをバージョンアップする場合，再イ
ンポートおよび定義を再設定してください。
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● TP1/Message Queue-Accessの移行をする場合に，新しい RARファイルが同一バー
ジョンと認識されることがあります。その場合は -forceオプションを指定して強制的
に移行処理を実行してください。

● Cosminexus Component Container以外が提供するリソースアダプタ（uCosminexus 
TP1 Connectorおよび TP1/Message Queue-Access）は，バージョンアップした場合
にユーザがプロパティを追加する必要があるときがあります。その場合，このコマン
ドで移行しただけでは動作しません。リソースアダプタのマニュアルに従って設定を
してください。

● Cosminexus Component Container以外が提供するリソースアダプタ（uCosminexus 
TP1 Connectorおよび TP1/Message Queue-Access）は，バージョンアップに失敗す
る場合があります。その場合は，バージョンアップに失敗したリソースアダプタを削
除し，再度インポートしたあとプロパティを設定してください。なお，削除する前に
設定を控えておくことを推奨します。

●入れ替える RARファイルが新しいバージョンでも同一バージョンまたは古いバー
ジョンと認識されてしまう場合は，-forceオプションを指定して再度このコマンドを
実行してください。バージョンに関係なく強制的に移行されます。

● <Cosminexusインストールディレクトリ >¥CC¥DBConnector¥（Windowsの場合），
または /opt/Cosminexus/CC/DBConnector/（UNIXの場合）以下にある rarファイル
を変更，削除した場合，移行処理が正常に動作しないことがあるため，変更，削除し
ないでください。

●バックアップ中に例外が発生した場合は，例外メッセージ出力後，このコマンドは終
了しないで処理を続けます。このときバックアップディレクトリは作成されません。

●リソースアダプタが存在しない J2EEサーバについては，バックアップを作成しない
で処理を続けます。

●バックアップを作成していない J2EEサーバについては，移行処理をしません。

● DB Connectorの Connector属性ファイルの <config-property>タグに，
loginTimeout，PreparedStatementPoolSize，CallableStatementPoolSize，または
CancelStatementプロパティが存在しない場合にこのコマンドで移行をすると，移行
前に存在しなかったプロパティの <config-property-value>は，移行後に次の値にな
ります。
• loginTimeout:0
• PreparedStatementPoolSize:0
• CallableStatementPoolSize:0
• CancelStatement:false
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
cjsetup（J2EEサーバのセットアップとアンセットアップ）

形式

セットアップの場合
cjsetup [<サーバ名称>]

アンセットアップの場合
cjsetup -d <サーバ名称>

機能

指定したサーバ名称の J2EEサーバの環境をセットアップします。

次のディレクトリにセットアップした J2EEサーバ用のデフォルトのユーザ定義を作成
します。

• Windowsの場合
<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥<サーバ名
称 >¥

• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/CC/server/usrconf/ejb/<サーバ名称 >/

なお，-dオプションを指定した場合，次に示す J2EEサーバの環境（ディレクトリおよ
びファイル）を削除します。

●ユーザ定義ファイルの格納用ディレクトリ以下
• Windowsの場合

<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥<サーバ
名称 >¥

• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/CC/server/usrconf/ejb/<サーバ名称 >/

●一時作業用ディレクトリ以下
• Windowsの場合

<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥repository¥<サーバ名
称 >¥

• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/CC/server/repository/<サーバ名称 >/

●作業用ディレクトリ以下（デフォルト）
• Windowsの場合

<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥public¥ejb¥<サーバ名
称 >¥

• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/CC/server/public/ejb/<サーバ名称 >/
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
●Webアプリケーションの格納用ディレクトリ以下（デフォルト）
• Windowsの場合

<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥public¥web¥<サーバ
名称 >¥

• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/CC/server/public/web/<サーバ名称 >/

なお，作業用ディレクトリ，およびWebアプリケーションの格納用ディレクトリについ
ては，ユーザ定義ファイル（usrconf.cfg）の ejb.public.directoryキーにデフォルト値以
外が指定されていた場合，そのディレクトリ以下も削除します。

引数

<サーバ名称 >
セットアップ，またはアンセットアップする J2EEサーバのサーバ名称を指定しま
す。
サーバ名称には，半角英数字（0～ 9，A～ Z，a～ z），アンダースコア（_）また
はハイフン（-）を使用できます。サーバ名称の先頭の文字は英数字でなければなり
ません。また，サーバ名称は，255文字以下，かつマニュアル「Cosminexus アプリ
ケーションサーバ システム構築・運用ガイド」の J2EEサーバの作業ディレクトリ
の説明を参照して見積もった範囲内の長さで指定してください。
サーバ名称を省略したときは，ホスト名称がサーバ名称として使用されます。ただ
し，アンセットアップ時は省略できません。また，ホスト名称にサーバ名称として
使用できない文字が含まれている場合はエラーになります。

-d
J2EEサーバの環境を削除する場合に指定します。サーバ名称は省略できません。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

注意事項

● UNIXの場合，このコマンドの実行には，root権限（Component Container管理者を
設定していない場合），または Component Container管理者の権限（Component 
Container管理者を設定している場合）が必要です。

● UNIXの場合にアンセットアップ（cjsetup -d <サーバ名称 >）を実行すると，削除対
象のディレクトリ，ファイルのアクセス権の設定および使用状態に関係なく，すべて
削除します。
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
●セットアップ済みのサーバ名称を指定して再セットアップ（cjsetup <サーバ名称 >）
を行うと，エラーとなります。

●アンセットアップを実行するときにコマンドの引数に指定するサーバ名称には，セッ
トアップで指定したサーバ名称と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要
があります。ただし，Windowsの場合，サーバ名称の大文字・小文字は区別されませ
ん。すでに作成済みのサーバ名称と，大文字・小文字の区別以外は一致している文字
列を cjsetupのサーバ名称として指定した場合，次のように動作します。
• セットアップの場合 (cjsetup <サーバ名称 >)
セットアップに失敗します。

• アンセットアップの場合 (cjsetup -d <サーバ名称 >)
すでに作成済みである，<サーバ名称 >と大文字・小文字の区別以外は一致してい
るサーバが削除されます。

●サーバ管理コマンド，J2EEサーバの開始または停止コマンドを実行する場合，これ
らのコマンドにサーバ名称を引数として指定するときは，このコマンドで作成した
サーバ名称と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●起動中の J2EEサーバに対して，アンセットアップ（cjsetup -d <サーバ名称 >）を実
行しないでください。

●Windowsの場合，削除対象のファイルの属性が読み取り専用，または使用中のとき
に，アンセットアップ（cjsetup -d <サーバ名称 >）を実行しないでください。

cjsleep（J2EEサーバの起動間隔）

形式
cjsleep [<スリープ時間>]

機能

指定された秒数だけ実行を一時停止します。バッチファイルなどでサーバの起動間隔を
空けるために使用します。なお，このコマンドは，Windows用です。

スリープ時間に指定した値が 1～ 2147483647の正の整数でない場合は，デフォルト値
として 10が使用されます。

引数

<スリープ時間 >
J2EEサーバの起動を遅らせる時間を，1～ 2147483647（単位：秒）の正の整数で
指定します。

戻り値

0：
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
正常終了しました。

0以外：
異常終了しました。

cjstartrecover（J2EEサーバのトランザクション回復）

形式
cjstartrecover [<サーバ名称>] [-nosecurity] [-nostartapp] 
               [[-p <キー名称>=<値>] ...] [-t <タイマ監視時間>]

機能

J2EEサーバをリカバリ処理専用のリカバリモードとして起動します。

リカバリモードで起動した J2EEサーバは，トランザクションのリカバリ処理を完了し
たあと，J2EEサーバを停止します。

引数

<サーバ名称 >
リカバリする J2EEサーバのサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したとき
は，ホスト名称がサーバ名称として使用されます。

-nosecurity
SecurityManagerを解除する場合に指定します。リソースアクセス時の権限チェッ
クのオーバーヘッドを削減できますが，J2EEアプリケーションは任意のリソース
へのアクセスができるようになるため，セキュリティが低下します。

-nostartapp
無限ループなどの動作不正の J2EEアプリケーションがある場合に，J2EEサーバ
を強制終了してもサーバ再起動時に J2EEアプリケーションが自動開始されてしま
い，アプリケーションの入れ替えができない状態を回避するときなどに指定します。
このオプションを指定して J2EEサーバを起動し，登録済みの J2EEアプリケー
ションに対して次の操作をした場合，次回このオプションを省略して J2EEサーバ
を起動すると，その J2EEアプリケーションに対する開始処理をしません。
• アプリケーションの属性設定
• リソース（フィルタ，WAR，EJB-JAR，またはリソースアダプタ）の追加
• リソース（フィルタ，WAR，EJB-JAR，またはリソースアダプタ）の削除
• ライブラリ JARのインポート
• ライブラリ JARの削除
• アプリケーションの入れ替え
• CMP2.x Entity Bean用 SQL文の生成

なお，開始状態の J2EEアプリケーションを実行時情報を含めてエクスポートした
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
場合，この EARファイルをインポートすると，-nostartappオプションの指定に関
係なく J2EEアプリケーションは自動で開始されます。

-p <キー名称 >=<値 >
J2EEサーバを実行する JavaVMのシステムプロパティを指定します。指定できる
のは，usrconf.properties（J2EEサーバ用ユーザプロパティファイル）のキーです。
usrconf.properties（J2EEサーバ用ユーザプロパティファイル）については，マ
ニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ リファレンス 定義編 (サーバ定義
)」を参照してください。
値にスペースや記号（”|”,”&”など）が含まれる文字列を指定する場合は，値を
ダブルクォーテーション（""）で囲んでください。
指定したキー名称が，J2EEサーバ用ユーザプロパティファイルに定義されている
プロパティのキー名称と重複した場合，-pオプションで指定したプロパティ値が優
先されます。指定したプロパティの値に誤りがあった場合，指定したプロパティ
キー名称の仕様に従います。指定したプロパティのキー名称に誤りがあった場合，
その指定を無視して処理を継続します。

-t <タイマ監視時間 >
タイマ監視時間を 0～ 3600の整数（単位：秒）で指定します。
指定したタイマ監視時間内にリカバリ処理が終了しない場合，J2EEサーバは強制
停止します。このオプションを省略した場合，0秒が設定されます。
タイマ監視時間に 0を指定した場合，タイマ監視を行わないで，J2EEサーバが終
了するまで待ち続けます。

入力例
cjstartrecover MyServer -t 300

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
タイムアウトにより強制停止しました。

注意事項

●Windowsの場合，このコマンドの実行には，Administrator権限が必要です。

● UNIXの場合，このコマンドの実行には，root権限（Component Container管理者を
設定していない場合），または Component Container管理者の権限（Component 
Container管理者を設定している場合）が必要です。
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<タイマ監視時間 > -t）やオプション名と値を非対応にすること（例：-t <キー
名称 >=<値 > -p <タイマ監視時間 >）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●コマンドの引数に -tオプションを指定する場合は，そのほかの引数の後ろにする必要
があります。また，タイマ監視時間には，トランザクションタイムアウト時間と
J2EEサーバの開始処理に掛かる時間を考慮して長めに設定しておく必要があります。

●コマンドの引数に -pオプションを複数指定する場合，コマンドラインに指定できる文
字長は使用する OSによって制限があります。

cjstartsv（J2EEサーバの開始）

形式
cjstartsv [<サーバ名称>] [-nosecurity] [-nostartapp]

機能

指定したサーバ名称の J2EEサーバを開始します。サーバ名称を省略したときは，ホス
ト名称と同じサーバ名称が設定された J2EEサーバを開始します。

引数

<サーバ名称 >
開始する J2EEサーバのサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，
ホスト名称がサーバ名称として使用されます。

-nosecurity
SecurityManagerを解除する場合に指定します。リソースアクセス時の権限チェッ
クのオーバーヘッドを削減できますが，J2EEアプリケーションは任意のリソース
へのアクセスができるようになるため，セキュリティが低下します。

-nostartapp
無限ループなどの動作不正の J2EEアプリケーションがある場合に，J2EEサーバ
を強制終了してもサーバ再起動時に J2EEアプリケーションが自動開始されてしま
い，アプリケーションの入れ替えができない状態を回避するときなどに指定します。
このオプションを指定して J2EEサーバを起動し，登録済みの J2EEアプリケー
ションに対して次に示す操作をした場合，次回このオプションを省略して J2EE
サーバを起動すると，その J2EEアプリケーションに対する開始処理をしません。
• アプリケーションの属性設定
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
• リソース（フィルタ，WAR，EJB-JAR，またはリソースアダプタ）の追加
• リソース（フィルタ，WAR，EJB-JAR，またはリソースアダプタ）の削除
• ライブラリ JARのインポート
• ライブラリ JARの削除
• アプリケーションの入れ替え
• CMP2.x Entity Bean用 SQL文の生成

なお，開始状態の J2EEアプリケーションを実行時情報を含めてエクスポートした
場合，この EARファイルをインポートすると，-nostartappオプションの指定に関
係なく J2EEアプリケーションは自動開始されます。

ユーザ定義ファイル

●Windowsの場合
• <Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥<サーバ
名称 >¥usrconf.cfg

• <Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥<サーバ
名称 >¥usrconf.properties

● UNIXの場合
• /opt/Cosminexus/CC/server/usrconf/ejb/<サーバ名称 >/usrconf.cfg
• /opt/Cosminexus/CC/server/usrconf/ejb/<サーバ名称 >/usrconf.properties

戻り値

0：
正常終了しました。

1以上（143以外）：
異常終了しました。

143：
コマンド実行中に次の操作をしました（Windowsの場合）。
• コマンドを起動しているコマンドプロンプトのウィンドウを「×」ボタンを押下
して閉じた。

• Windowsシステムをシャットダウンした。
• Windowsシステムをログオフした。

注意事項

● J2EEサーバを自動起動するように設定できます。J2EEサーバの起動については，
マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ システム構築・運用ガイド」を参
照してください。

●Windowsの場合，このコマンドの実行には，Administrator権限が必要です。
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
● UNIXの場合，このコマンドの実行には，root権限（Component Container管理者を
設定していない場合），または Component Container管理者の権限（Component 
Container管理者を設定している場合）が必要です。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

cjstopsv（J2EEサーバの停止）

形式
cjstopsv [<サーバ名称>] 
         [-f|-fd [<スレッドダンプ取得間隔> <スレッドダンプ取得回数>]]
         [-wait <終了待ち時間>]

機能

サーバ名称の J2EEサーバを停止します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称が
サーバ名称になります。

引数

<サーバ名称 >
停止する J2EEサーバのサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，
ホスト名称がサーバ名称として使用されます。

-f
J2EEサーバを強制停止します。
Management Serverから論理サーバとして J2EEサーバを起動している場合，コン
ソールからのこのコマンドによる強制停止はできません。強制停止する場合は，
Management Serverから実行します。論理サーバの停止については，マニュアル
「Cosminexus アプリケーションサーバ システム構築・運用ガイド」を参照してくだ
さい。

-fd
J2EEサーバの障害情報を取得したあと，J2EEサーバを強制停止します。

<スレッドダンプ取得間隔 >
スレッドダンプを取得する間隔を 1～ 60の整数（単位：秒）で指定します。省
略した場合の初期値は 3秒です。

<スレッドダンプ取得回数 >
スレッドダンプを取得する回数を 1～ 60の整数（単位：回）で指定します。省
略した場合の初期値は 10回です。

取得する障害情報を次に示します。
1. OSの稼働状況
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
Windowsの場合の出力先：
<J2EEサーバの作業ディレクトリ >¥ejb¥<サーバ名称 >¥cjsysinfo.<出力時間
>.txt
UNIXの場合の出力先：
<J2EEサーバの作業ディレクトリ >/ejb/<サーバ名称 >/cjsysinfo.<出力時間
>.txt
<出力時間 >は，yymmddHHMMSSの形式になります。
なお，出力内容については，「cjgetsysinfo（OS状態情報の取得）」を参照してく
ださい。

2. JavaVMのスレッドダンプ
<スレッドダンプ取得間隔 >，<スレッドダンプ取得回数 >で指定した間隔と回
数でスレッドダンプを取得します。J2EEサーバプロセスの状態によっては指定
間隔，指定回数でスレッドダンプが出力されない場合もあります。なお，出力内
容については，「cjdumpsv（J2EEサーバのスレッドダンプの取得）」を参照して
ください。

3. J2EEサーバのクラッシュダンプ（Windowsの場合）または coreファイル
（UNIXの場合）
最後のスレッドダンプ取得要求後，スレッドダンプ取得間隔時間経過後にクラッ
シュダンプまたは coreファイルを出力します。
クラッシュダンプの出力先：
Windows Server 2003，Windows XPとWindows Server 2008 x86，Windows 
Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows Vista
ではクラッシュダンプの出力先は異なります。
・Windows Server 2003，Windows XPの場合
<ワトソン博士のクラッシュダンプ出力先 >※ ¥user.dmp
注※：ワトソン博士のクラッシュダンプ作成オプションの設定が必要です。
・Windows Server 2008 x86，Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 
R2，Windows 7またはWindows Vistaの場合
<環境変数 CJMEMDUMP_PATHで指定したディレクトリ >※

¥cjmemdump.dmp
注※：環境変数 CJMEMDUMP_PATHが指定されていないか，指定したディレ
クトリが存在しない場合，クラッシュダンプは出力されません。また，指定した
ディレクトリにクラッシュダンプがすでに存在する場合，クラッシュダンプは上
書きされます。
coreファイルの出力先：

<J2EEサーバの作業ディレクトリ >/ejb/<サーバ名称 >/core※

注※
Linuxの場合，core.<強制停止された J2EEサーバのプロセス ID>

-wait＜終了待ち時間＞
終了待ち時間を 0～ 86400の符号なし整数で指定します。デフォルト値は，180秒
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
です。
J2EEサーバへの正常終了要求を入力したあとから J2EEサーバの正常終了が完了
するまでの cjstopsvの終了待ち時間を指定します。終了待ち時間に 0を指定した場
合，J2EEサーバが正常終了するまで無限に待ちます。このとき，-fまたは -fdオプ
ションが指定されていても無視されます。
指定値に誤りがあった場合は，エラーを出力したあと，デフォルト値で正常終了を
待ちます。
指定時間を超えても J2EEサーバが正常終了しなかった場合，次の表に示すほかの
引数との組み合わせによる処理をしたあと，コマンドは終了コード 2で異常終了し
ます。

ユーザ定義ファイル

●Windowsの場合
• <Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥<サーバ
名称 >¥usrconf.cfg

• <Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥<サーバ
名称 >¥usrconf.properties

● UNIXの場合
• /opt/Cosminexus/CC/server/usrconf/ejb/<サーバ名称 >/usrconf.cfg
• /opt/Cosminexus/CC/server/usrconf/ejb/<サーバ名称 >/usrconf.properties

戻り値

0：
正常終了しました。

1以上：
異常終了しました。詳細については，次の表を参照してください。

ほかの引数との組み合わせ タイムアウト後の動作 

-fおよび -fdが未指定の場合 メッセージを出力して終了します。このとき，J2EEサーバの
停止はしません。

-fが指定されている場合 メッセージを出力し，J2EEサーバの強制停止をします。

-fdが指定されている場合 メッセージを出力し，障害情報とスレッドダンプを取得して
J2EEサーバの強制停止をします。なお，障害情報取得完了ま
で cjstopsvは終了しません。

終了コード 説明

2 -waitによる正常終了監視タイムアウトです。

2以外 パラメタ不正，内部エラーなどに関係するエラーの場合に出力されます（詳細は直
前に表示されるメッセージを参照してください）。
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
注意事項

●このコマンドで J2EEサーバを停止する場合，Enterprise Beanのビジネスメソッド，
またはサーブレット／ JSPのサービスメソッドが実行中のときは，該当するメソッド
が終了するまで J2EEサーバは停止しません。

● J2EEサーバを自動停止するように設定できます。J2EEサーバの停止については，
マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ システム構築・運用ガイド」を参
照してください。

●Windowsの場合，このコマンドの実行には，Administrator権限が必要です。

● UNIXの場合，このコマンドの実行には，root権限（Component Container管理者を
設定していない場合），または Component Container管理者の権限（Component 
Container管理者を設定している場合）が必要です。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<終了待ち時間 > -wait）やオプション名と値を非対応にすること（例：-f <ス
レッドダンプ取得回数 > -fd <スレッドダンプ取得間隔 >）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●アプリケーションが存在する状態でこのコマンドを実行した場合，J2EEサーバを停
止できないことがあります。この場合，-fオプションまたは -fdオプションを指定し
て，再度このコマンドを実行することで J2EEサーバを強制停止します。

●Windows Server 2008 x86，Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，
Windows 7またはWindows Vistaの場合で -fdオプションを指定する場合，環境変数
CJMEMDUMP_PATHは次のように設定してください。
• 環境変数 CJMEMDUMP_PATHで指定した保存先のディスクに十分な空き容量が
あることを確認してください。クラッシュダンプのファイルサイズは J2EEサーバ
の実メモリ所要量以上になります。

• 環境変数 CJMEMDUMP_PATHに日本語などのマルチバイト文字を含むディレク
トリを指定しないでください。クラッシュダンプの出力に失敗する場合があります。

• クラッシュダンプの出力先ディレクトリには，存在するディレクトリを指定してく
ださい。
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
2.3　J2EEアプリケーションで使用するコマン
ド

ここでは，J2EEアプリケーションで使用するコマンドについて説明します。

J2EEアプリケーションで使用するコマンドの一覧を，次の表に示します。

表 2-4　J2EEアプリケーションで使用するコマンドの一覧

コマンド名称 分類 概要 コマンド
の系統

cjaddapp リソースの追加 インポート済みの EJB-JARファイ
ル，WARファイル，RARファイル，
またはフィルタを J2EEアプリケー
ションに追加します。

更新

cjchmodapp アプリケーションの
モード切り替え

J2EEアプリケーションの動作モー
ドを変更します。

更新

cjdeleteapp※ 1 J2EEアプリケーショ
ンの削除

J2EEアプリケーションまたは J2EE
アプリケーションに含まれる
EJB-JARファイル，WARファイ
ル，RARファイル，またはフィルタ
を，指定された J2EEサーバから削
除します。

更新

cjdeletelibjar ライブラリ JARの削除 ライブラリ JARを J2EEアプリケー
ションから削除します。

更新

cjexportapp J2EEアプリケーショ
ンのエクスポート

J2EEサーバ上の J2EEアプリケー
ションをエクスポートします。

更新

cjgencmpsql CMP2.x Entity Bean
用 SQL文の生成

CMP2.x Entity Bean用の SQL文を
生成します。

更新

cjgetappprop※ 1 アプリケーションの属
性の取得

J2EEアプリケーションまたは J2EE
アプリケーションに含まれるリソー
スの属性を取得して，属性ファイル
を生成します。

更新

cjgetstubsjar※ 1 アプリケーションの
RMI-IIOPスタブおよ
びインタフェースの取
得

J2EEアプリケーションについて，
RMI-IIOPスタブおよびインタ
フェースを取得します。

更新

cjimportapp※ 1 J2EEアプリケーショ
ンのインポート

J2EEアプリケーションを J2EE
サーバにインポートします。

更新

cjimportlibjar ライブラリ JARのイン
ポート

J2EEアプリケーションにライブラ
リ JARをインポートします。

更新
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
（凡例）
更新：更新系コマンド。J2EEサーバの内容を更新，または構成情報を取得するコマンドです。
参照：参照系コマンド。J2EEサーバの内容を更新しないで，構成状態を表示するだけのコマ
ンドです。

注※ 1
テストモードでも実行できます。

注※ 2
-cancelオプションを指定した場合，特権系コマンドになります。

サーバ管理コマンドの系統ごとの排他制御の条件については，マニュアル「Cosminexus 
アプリケーションサーバ アプリケーション設定操作ガイド」を参照してください。

cjlistapp※ 1 アプリケーションの一
覧表示

すべての J2EEアプリケーションに
ついての名称と状態，J2EEアプリ
ケーションに含まれる EJB-JAR
ファイル，WARファイル，または
RARファイルの一覧を標準出力に出
力します。

参照

cjlistlibjar ライブラリ JARの一覧
表示

J2EEアプリケーションに含まれる
ライブラリ JARの一覧を標準出力に
出力します。

参照

cjreloadapp アプリケーションのリ
ロード

J2EEアプリケーションを停止しな
いで構成するクラスおよび JSPを入
れ替えます。

更新

cjrenameapp アプリケーション名の
変更

J2EEアプリケーションの名称を変
更します。

更新

cjreplaceapp※ 1 アプリケーションの入
れ替え

J2EEアプリケーションを入れ替え
ます。

更新

cjsetappprop※ 1 アプリケーションの属
性設定

アプリケーション，EJB-JARファイ
ルに含まれるリソース，WARファイ
ルに含まれるリソース，または RAR
ファイルの属性を，指定されたアプ
リケーション属性ファイルの値に変
更します。

更新

cjstartapp※ 1 J2EEアプリケーショ
ンの開始

J2EEアプリケーションを開始して，
クライアントからのリクエストを受
け取ることができるようにします。

更新

cjstopapp※ 1 J2EEアプリケーショ
ンの停止

J2EEアプリケーションを停止して，
クライアントからのリクエストを受
け取らないようにします。

更新※ 2

コマンド名称 分類 概要 コマンド
の系統
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
cjaddapp（リソースの追加）

形式

EJB-JARファイル，WARファイル，または RARファイルの場合
cjaddapp [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
          -type {ejb|war|rar} -name <J2EEアプリケーション名>
          -resname <表示名> [-resname <表示名> ...]

フィルタの場合
cjaddapp [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
          -type filter -name <J2EEアプリケーション名>
          -warname <WARファイルの表示名>
          -c <属性ファイルパス> [-c <属性ファイルパス> ...]

機能

EJB-JARファイル，WARファイルまたは RARファイルの場合
J2EEアプリケーションが存在する場合，インポート済みの EJB-JARファイル，
WARファイル，または RARファイルを J2EEアプリケーションに追加します。ま
た，一度に複数のファイルの追加もできます。その際，指定したファイルの順に処
理されます。
J2EEアプリケーションが存在しない場合，J2EEアプリケーションを新規作成し
て，インポート済みの EJB-JARファイル，WARファイル，または RARファイル
を J2EEアプリケーションに追加します。

フィルタの場合
J2EEアプリケーションおよびWARファイルが存在する場合，指定したWARファ
イルにフィルタを追加します。追加するフィルタは，-cオプションに指定するフィ
ルタ属性ファイルに指定します。また，一度に複数のフィルタの追加もできます。
その際，指定されたフィルタの順に処理されます。
J2EEアプリケーションまたはWARファイルが存在しない場合，エラーとなりま
す。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。

-type {ejb|war|rar|filter}
追加するリソースの種別を指定します。
• ejb：EJB-JARファイル
• war：WARファイル
• rar：RARファイル
• filter：フィルタ

-name <J2EEアプリケーション名 >
J2EEアプリケーション名を指定します。J2EEアプリケーション名は，1以上の文
字列長である必要があります。
新規に J2EEアプリケーションを作る場合，名称には英数字（0～ 9，A～ Z，a～
z）またはアンダースコア（_）を使用できます。

-resname <表示名 >
追加対象となる EJB-JARファイル，WARファイル，または RARファイルの表示
名を指定します。

-warname <WARファイルの表示名 >
フィルタの追加先となるWARファイルの表示名を指定します。

-c <属性ファイルパス >
フィルタ属性ファイルの入力元パスを指定します。

入力例

EJB-JARファイルの場合
cjaddapp MyServer -type ejb -name App1 -resname accountJsp

WARファイルの場合
cjaddapp MyServer -type war -name App1 -resname account-war

RARファイルの場合
cjaddapp MyServer -type rar -name App1 -resname account-rar

フィルタの場合
cjaddapp MyServer -type filter -name App1 -warname account-war 
-c FilterProp.xml

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
2：
排他エラーによってコマンドが実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<データソース表示名 > -resname）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-nameserver <データソース表示名 > -resname <プロバイダ URL>）はできま
せん。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●一度に複数のファイルを追加した場合，追加できないファイルがあったときでも，す
べてのファイルに対して追加を試みます。一つでも追加できないファイルがあった場
合，終了コードは 1（異常終了）になります。

●すでにアプリケーションに追加されている EJB-JARファイルと同じ表示名を持つ
EJB-JARファイルは，アプリケーションに追加できません。

●すでにアプリケーションに追加されているWARファイルと同じ表示名を持つWAR
ファイルは，アプリケーションに追加できません。

●すでにWARファイルに追加されているフィルタまたはサーブレットと同じ表示名を
持つフィルタは，WARファイルに追加できません。

●すでにアプリケーションに追加されている RARファイルと同じ表示名を持つ RAR
ファイルは，アプリケーションに追加できません。

●ネイティブライブラリを含む RARファイルは，アプリケーションに追加できません。

●すでに J2EEリソースアダプタとしてデプロイされている RARファイルの表示名と
同じ表示名を持つ RARファイルは，アプリケーションに追加できません。

● -cオプションで指定するフィルタ属性ファイルは，<filter-name>および
<filter-class>タグが指定されている必要があります。

● EJB-JARファイル，WARファイル，および RARファイルは，展開ディレクトリ形
式のアプリケーションに追加できません。
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
●拡張子が ".jar"ではない EJB-JARファイル，拡張子が ".war"ではないWARファイ
ル，および拡張子が ".rar"ではない RARファイルは，application.xmlを含まないア
プリケーションに追加できません。

●フィルタは，web.xmlを含まないWARファイルに追加できません。

●指定したアプリケーション名が 255文字より大きい場合は，エラーになります。

cjchmodapp（アプリケーションのモード切り替え）

形式

アプリケーションをテストモードから通常モードに変更する場合
cjchmodapp [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] -test 
           -name <アプリケーション名> -mode normal

アプリケーションを通常モードからテストモードに変更する場合
cjchmodapp [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] 
           -name <アプリケーション名> -mode test

機能

J2EEアプリケーションの動作モードを，テストモードから通常モードへ，または通常
モードからテストモードへ変更します。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。

-test
テストモードのアプリケーションに対してコマンドを実行する場合に指定します。

-name <アプリケーション名 >
モードを変更する J2EEアプリケーション名を指定します。
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-mode {test|normal}
アプリケーションの動作モードを指定します。
• test
テストモードに変更します。

• normal
通常モードに変更します。このオプションを指定する場合，-testオプションの指
定が必要です。

入力例

アプリケーションをテストモードから通常モードに変更する場合
cjchmodapp MyServer -test -name App1 -mode normal

アプリケーションを通常モードからテストモードに変更する場合
cjchmodapp MyServer -name App1 -mode test

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<アプリケーション名 > -name）やオプション名と値を非対応にすること（例：
-nameserver <アプリケーション名 > -name <プロバイダ URL>）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。
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cjdeleteapp（J2EEアプリケーションの削除）

形式

アプリケーションの場合
cjdeleteapp [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] [-test]
            -name <J2EEアプリケーション名>
            [-name <J2EEアプリケーション名> ...]

アプリケーションに含まれる EJB-JARファイル，WARファイル，または RARファイ
ルの場合

cjdeleteapp [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
            -type {ejb|war|rar} -name <J2EEアプリケーション名>
            -resname <表示名> [-resname <表示名> ...]

アプリケーション中のWARファイルに含まれるフィルタの場合
cjdeleteapp [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
            -type filter -name <J2EEアプリケーション名>
            -resname <WARファイルの表示名/フィルタの表示名>
            [-resname <WARファイルの表示名/フィルタの表示名> ...]
 
 

機能

アプリケーション，EJB-JARファイル，WARファイル，または RARファイルの場合
J2EEアプリケーションまたは J2EEアプリケーションに含まれる EJB-JARファイ
ル，WARファイル，または RARファイルを，指定された J2EEサーバから削除し
ます。また，一度に複数のファイルの削除もできます。その際，指定されたファイ
ルの順に処理されます。

J2EEアプリケーション中のWARファイルに含まれるフィルタの場合
J2EEアプリケーション中のWARファイルに含まれるフィルタを削除します。削除
するフィルタは，フィルタ属性ファイルに指定します。また，一度に複数のフィル
タの削除もできます。その際，指定されたフィルタの順に処理されます。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
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指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダURLについて」を参照してくだ
さい。

-test
テストモードのアプリケーションに対してコマンドを実行する場合に指定します。
このオプションを省略したときは，通常モードのアプリケーションに対してコマン
ドが実行されます。

-type {ejb|war|rar|filter}
J2EEアプリケーションから EJB-JARファイル，WARファイル，または RAR
ファイルを削除する場合，ファイル種別を指定します。
• ejb：EJB-JARファイル
• war：WARファイル
• rar：RARファイル

J2EEアプリケーション中のWARファイルからフィルタを削除する場合，次のファ
イル種別を指定します。
• filter：フィルタ

-name <J2EEアプリケーション名 >
削除する J2EEアプリケーション名を指定します。

-resname <表示名 >
削除する EJB-JARファイル，WARファイル，RARファイル，またはフィルタの
表示名を指定します。

入力例

アプリケーションの場合
cjdeleteapp MyServer -name App1

EJB-JARファイルの場合
cjdeleteapp MyServer -name App1 -type ejb -resname accountJsp

WARファイルの場合
cjdeleteapp MyServer -name App1 -type war -resname account-war

RARファイルの場合
cjdeleteapp MyServer -name App1 -type rar -resname account-rar

フィルタの場合
cjdeleteapp MyServer -name App1 -type filter -resname 
account-war/account-filter

戻り値

0：
正常終了しました。
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1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●該当する J2EEアプリケーションが開始状態の場合，このコマンドはエラー終了しま
す。

●指定された J2EEアプリケーションが存在しない場合，このコマンドはエラー終了し
ます。

●展開ディレクトリ形式のアプリケーションに対して実行した場合，J2EEサーバから
アプリケーションは削除されますが，アプリケーションディレクトリは削除されませ
ん。

●展開ディレクトリ形式のアプリケーションに対しては，アプリケーションに含まれる
EJB-JARファイル，WARファイル，または RARファイルの削除はできません。

●一度に複数のファイルを削除した場合，削除できないファイルがあったときでも，す
べてのファイルに対して削除を試みます。一つでも削除できないファイルがあった場
合，終了コードは 1（異常終了）になります。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<表示名 > -resname）やオプション名と値を非対応にすること（例：
-nameserver <表示名 > -resname <プロバイダ URL>）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

cjdeletelibjar（ライブラリ JARの削除）

形式
cjdeletelibjar [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] 
               [-test] -name <アプリケーション名> 
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
               -f <ライブラリJAR名> [-f <ライブラリJAR名> ...]

機能

ライブラリ JARを J2EEアプリケーションから削除します。複数のライブラリ JARを
指定できます。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダURLについて」を参照してくだ
さい。

-test
テストモードのアプリケーションに対してコマンドを実行する場合に指定します。
このオプションを省略したときは，通常モードのアプリケーションに対してコマン
ドが実行されます。

-name <アプリケーション名 >
ライブラリ JARを削除する J2EEアプリケーション名を指定します。

-f <ライブラリ JAR名 >
削除対象となるライブラリ JAR名を指定します。一度に複数のライブラリ JARを
指定できます。

入力例
cjdeletelibjar MyServer -name App1 -f applib.jar

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。
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3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●展開ディレクトリ形式のアプリケーションに対しては使用できません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<ライブラリ JAR名 > -f）やオプション名と値を非対応にすること（例：
-nameserver <ライブラリ JAR名 > -f <プロバイダ URL>）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

cjexportapp（J2EEアプリケーションのエクスポート）

形式
cjexportapp [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
            -f <EARファイルのパス> -name <J2EEアプリケーション名>
            [-raw|-normal]

機能

J2EEサーバ上の J2EEアプリケーションを EARファイルに出力します。実行時情報を
EARファイルに含めることができます。

インポートした J2EEアプリケーションに cosminexus.xmlが含まれている場合，
cosminexus.xmlを含んだ状態でエクスポートします。

インポートした J2EEアプリケーションに application.xmlが含まれていない場合は，
application.xmlを含まない状態でエクスポートします。ただし，cjsetapppropコマンド
または cjrenameappコマンドの実行で application.xmlが作成された場合は，
application.xmlを含んだ状態でエクスポートします。application.xmlが作成される場合
の説明については，cjsetapppropコマンドまたは cjrenameappコマンドを参照してくだ
さい。

引数

<サーバ名称 >
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダURLについて」を参照してくだ
さい。

-f <EARファイルのパス >
• -rawを指定した場合
エクスポートする J2EEアプリケーションを含める EARファイルのパスを指定し
ます。

• -normalを指定，または省略した場合
アプリケーションサーバのアプリケーション実行環境情報ファイル
（hitachi-runtime.jar（拡張子は zip））の出力先となるファイルのパスを指定しま
す。

-name <J2EEアプリケーション名 >
エクスポートする J2EEアプリケーション名を指定します。

-raw
EARファイルに実行時情報を含めない場合に指定します。この場合，出力 EAR
ファイルは，JavaTM 2 Platform, Enterprise Editionに準拠したものになります。

-normal
EARファイルに実行時情報を含める場合に指定します。実行時情報を含んだ EAR
ファイルは，実行時情報分だけファイルサイズが大きくなります。-rawオプショ
ン，-normalオプションのどちらも指定されていない場合，-normalオプションを指
定した場合と同じになります。

入力例
cjexportapp MyServer -f App1.ear -name App1 -raw

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。
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2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

● J2EEアプリケーションのエクスポート時には，実行時情報や EARファイルの DDに
関して注意事項があります。J2EEアプリケーションのエクスポートについては，マ
ニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ アプリケーション設定操作ガイド」
を参照してください。

●指定された J2EEアプリケーションが存在しない場合，このコマンドはエラー終了し
ます。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<プロバイダ URL> -nameserver）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-nameserver <J2EEアプリケーション名 > -name <プロバイダ URL>）はでき
ません。

● J2EEアプリケーションに含まれている cosminexus.xmlの定義を変更，追加または
削除した場合，cosminexus.xmlは次のようにエクスポートされます。
• コメントは保持されません。
• 文字エンコードが UTF-8になります。
• エクスポートしたアプリケーション実行環境情報ファイルや EARファイルに含ま
れるのは J2EEサーバが最後に読み込みに成功した cosminexus.xmlです。
J2EEサーバが cosminexus.xmlを読み込んだあとに，アプリケーションディレク
トリ内の cosminexus.xmlを変更しても，変更後の定義情報はエクスポートしたア
プリケーション実行環境情報ファイルや EARファイルに含まれません。
例：展開ディレクトリ形式の J2EEアプリケーションをインポート後に，アプリ
ケーションディレクトリ内の cosminexus.xmlを書き換え，J2EEアプリケーショ
ンを開始しないで，その J2EEアプリケーションを EAR形式でエクスポートした
場合，EARファイルにはインポート後に更新したアプリケーションディレクトリ内
の cosminexus.xmlは含まれません。インポート時点のものと同等の
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cosminexus.xmlが含まれます。

cjgencmpsql（CMP2.x Entity Bean用 SQL文の生成）

形式
cjgencmpsql [サーバ名称] [-nameserver <プロバイダURL>] [-test] 
            -name <アプリケーション名> 
            [-resname <EJB-JARの表示名/Entity Beanの表示名>]

機能

CMP2.x Entity Bean用の SQL文を生成します。

このコマンドを実行すると次の SQL文が生成されます。

● CMP2.x Entity Beanをマッピングしたテーブルを操作する SQL文

● CMR用のテーブルを操作する SQL文

● EJB QLから生成した SQL文

このコマンドは，CMP2.x Entity Beanに対して次のタイミングで実行する必要がありま
す。

● Bean間に CMRの関係がない場合
1. CMP2.x Entity Beanに対してフィールドをデータベース上のテーブルにマッピン
グします（cjsetapppropコマンドを使用）。

2. CMP2.x Entity Beanに対してこのコマンドを実行して SQL文を生成します。

● Bean間に CMRの関係がある場合
1. CMRに関係するすべての CMP2.x Entity Beanに対してフィールドをデータベー
ス上のテーブルにマッピングします（cjsetapppropコマンドを使用）。

2. CMRに関係するすべての CMP2.x Entity Beanに対してこのコマンドを実行して
SQL文を生成します。

なお，一度 SQLを生成したあとに CMRの設定を変更した場合は，デプロイをする前
に，変更した CMRに関する Beanについてこのコマンドを実行して SQL文を生成する
必要があります。

アプリケーションが停止状態の場合だけ実行できます。

また，展開ディレクトリ形式の場合，コマンド実行ホストと同じホストで稼働している
J2EEサーバに対して操作できます。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
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がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。

-test
テストモードのアプリケーションに対してコマンドを実行する場合に指定します。
このオプションを省略したときは，通常モードのアプリケーションに対してコマン
ドが実行されます。

-name <アプリケーション名 >
アプリケーション名を指定します。

-resname <EJB-JARの表示名 /Entity Beanの表示名 >
SQL生成対象となる Entity Beanの表示名を指定します。
省略したときは，アプリケーションに含まれるすべての CMP2.x Entity Beanが
SQL生成対象となります。SQLの生成に失敗した CMP2.x Entity Beanがある場合
でも，すべての CMP2.x Entity Beanに対して SQLの生成を試みます。どれか一つ
でも SQLの生成が失敗した場合の終了コードは 1となります。

入力例
cjgencmpsql MyServer -name App1 -resname EjbJar1/Ejb1

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドが実行できません。

3：
タイムアウトエラーが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
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Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<プロバイダ URL> -nameserver）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-name <サーバ名 >）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

cjgetappprop（アプリケーションの属性の取得）

形式

アプリケーションの場合
cjgetappprop [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] [-test]
             -name <J2EEアプリケーション名> 
             [-encoding <エンコーディング名>] -c <属性ファイルパス>

EJB-JARファイル，WARファイル，または RARファイルの場合
cjgetappprop [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>][-test]
             -name <J2EEアプリケーション名> -type {ejb|war|rar}
             -resname <リソース表示名>[/<下位リソース表示名>]
             [-encoding <エンコーディング名>] -c <属性ファイルパス>

すべての情報を取得する場合
cjgetappprop [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] [-test]
             -name <J2EEアプリケーション名> -type all
             [-encoding <エンコーディング名>] -c <属性ファイルパス>

機能

アプリケーション，またはそれぞれに含まれるリソース（EJB-JARファイルの場合：
EJB-JARファイル，Session Bean，Entity Bean，Message-driven Bean，WARファイ
ルの場合：WARファイル，サーブレット／ JSP，フィルタ）の属性，または RARファ
イルの属性を取得して，属性ファイルを生成します。

J2EEアプリケーションとリソースの設定で使用する属性ファイルについては，マニュア
ル「Cosminexus アプリケーションサーバ リファレンス 定義編 (アプリケーション／リ
ソース定義 )」を参照してください。

展開ディレクトリ形式の場合，コマンド実行ホストと同じホストで稼働している J2EE
サーバに対して操作できます。
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引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。

-test
テストモードのアプリケーションに対してコマンドを実行する場合に指定します。
このオプションを省略したときは，通常モードのアプリケーションに対してコマン
ドが実行されます。

-name <J2EEアプリケーション名 >
取得対象の J2EEアプリケーション名を指定します。

-type {ejb|war|rar|all}
取得するリソースの種別を指定します。
• ejb：EJB-JARファイルまたは EJB-JARファイル内の EJBファイル
• war：WARファイル，WARファイル内のサーブレット／ JSPまたは，フィルタ
• rar：RARファイル
• all：すべての情報

-resname <リソース表示名 >
取得対象となるリソースの表示名を指定します。
• ejb-jar：<EJB-JARファイルの表示名 >
• ejb：<EJB-JARファイルの表示名 >[/<Enterprise Beanの表示名 >]
• war：<WARファイルの表示名 >
• rar：<RARファイルの表示名 >
• Servlet/JSP：<WARファイルの表示名 >[/<サーブレット／ JSPの表示名 >]
• filter：<WARの表示名 >[/<フィルタの表示名 >]

なお，下位リソース表示名を指定しなかった場合は，それぞれ EJB-JARファイル，
またはWARファイルの指定となります。

-encoding <エンコーディング名 >
属性ファイル出力時のエンコーディング名を指定します。指定できるエンコーディ
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ング名を次に示します。
• UTF8
• UTF-8
• ASCII
• US-ASCII
• ISO-8859-1
• EUC_JP
• Shift_JIS
• SJIS
• windows-31j
• MS932
• JavaVMがサポートしているエンコーディング名

省略した場合は，JavaVMのデフォルトエンコーディング名を使用します。使用さ
れたエンコーディング名を確認するには，このコマンドで取得した属性ファイルの
先頭行の XML宣言部分を参照してください。
<?xml version="<XML規格のバージョン番号>" encoding="<エンコーディング
名>"?>

-c <属性ファイルパス >
属性ファイルの出力先パスを指定します。

入力例

アプリケーションの場合
cjgetappprop MyServer -name App1 -encoding Shift_JIS -c 
App1Prop.xml

EJB-JARファイルの場合
cjgetappprop MyServer -name App1 -type ejb -resname accountJsp/
MyAccount -encoding UTF-8 -c MyAccountProp.xml

WARファイルの場合
cjgetappprop MyServer -name App1 -type war -resname account-war/
Account -c AccountProp.xml

RARファイルの場合
cjgetappprop MyServer -name App1 -type rar -resname account-rar 
-c AccountProp.xml

すべての情報を取得する場合
cjgetappprop MyServer -name App1 -type all -encoding Shift_JIS 
-c App1AllProp.xml

戻り値

0：
正常終了しました。
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1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<J2EEアプリケーション名 > -name）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-name ejb -type <J2EEアプリケーション名 >）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●指定したパスにすでに属性ファイルが存在する場合，上書きします。

cjgetstubsjar（アプリケーションの RMI-IIOPスタブおよびイ
ンタフェースの取得）

形式
cjgetstubsjar [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] 
              [-test] -name <アプリケーション名> 
              -d <スタブおよびインタフェース格納先ディレクトリパス>

機能

J2EEアプリケーションの RMI-IIOPスタブおよびインタフェースを取得します。この
コマンドは，アプリケーションの状態（停止状態，開始状態）に関係なく，実行できま
す。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。
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-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダURLについて」を参照してくだ
さい。

-test
テストモードのアプリケーションに対してコマンドを実行する場合に指定します。
このオプションを省略したときは，通常モードのアプリケーションに対してコマン
ドが実行されます。

-name <アプリケーション名 >
RMI-IIOPスタブおよびインタフェースを取得する J2EEアプリケーション名を指
定します。

-d <スタブおよびインタフェース格納先ディレクトリパス >
RMI-IIOPスタブおよびインタフェースを格納するディレクトリのパスを指定しま
す。指定したディレクトリ下に，次のファイルが作成されます。
• stubs.jar（RMI-IIOPスタブのファイル名）
• ?.jar（RMI-IIOPインタフェースのファイル名）

?には，１からの連番が付与されます。
例えば，インタフェースが三つある場合，1.jar，2.jar，3.jarになります。

入力例
cjgetstubsjar MyServer -name App1 -d temp

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
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Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<アプリケーション名 > -name）やオプション名と値を非対応にすること（例：
-nameserver <アプリケーション名 > -name <プロバイダURL>）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●指定したパスにすでにファイルが存在する場合，ファイルは上書きされます。

●指定したパスが存在しない場合，エラーになります。

●アプリケーションが停止状態で取得した RMI-IIOPスタブおよびインタフェースは，
最新の状態ではない可能性があります。

● -nameオプションで指定したアプリケーションが一度も開始されていない場合，エ
ラーになります。

● J2EEアプリケーション内に，リモートインタフェースを持つ Enterprise Beanが存
在しない場合，エラーになります。

●次の J2EEアプリケーションでは，Webブラウザから RMI-IIOPスタブおよびインタ
フェースを取得することはできません。このコマンドで取得してください。
• 旧バージョンでエクスポートした J2EEアプリケーションをインポートしている場
合。

• 新規に作成した場合。
• cjrenameappコマンドでアプリケーション名称を変更した場合。

cjimportapp（J2EEアプリケーションのインポート）

形式

アーカイブ形式のアプリケーションをインポートする場合
cjimportapp [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] 
            [-test] [-nodelete]
            -f <EARファイルのパス> [-f <EARファイルのパス>...]

展開ディレクトリ形式のアプリケーションとしてインポートする場合（アプリケーショ
ンディレクトリ）

cjimportapp [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] 
            [-test] -a <アプリケーションディレクトリパス>

展開ディレクトリ形式のアプリケーションとしてインポートする場合（標準のアプリ
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ケーションファイル（拡張子 .ear）またはアプリケーションサーバのアプリケーション
実行環境情報ファイル（拡張子 .zip））

cjimportapp [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] 
            [-test] [-nodelete] -f <EARファイルのパス> 
            -d <展開ディレクトリパス>

機能

指定された J2EEサーバに J2EEアプリケーションをインポートします。なお，
cosminexus.xmlを含む J2EEアプリケーションをインポートした場合，
cosminexus.xmlもインポートされます。

実行時情報を含んだ EARファイルをインポートした場合，インポートした J2EEアプリ
ケーションの実行時情報は，エクスポートしたときの J2EEアプリケーションの実行時
情報と同じになります。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダURLについて」を参照してくだ
さい。

-test
テストモードのアプリケーションに対してコマンドを実行する場合に指定します。
このオプションを省略したときは，通常モードのアプリケーションに対してコマン
ドが実行されます。

-nodelete
実行時情報を含む EARファイルをインポートする場合，開始処理などに失敗したア
プリケーションを削除しないときに指定します。
このオプションを省略した場合，インポート後の開始処理などに失敗するとイン
ポートしたアプリケーションは削除されます。

-f <EARファイルのパス >
インポートする J2EEアプリケーションを含む EARファイルのパスを指定します。
一度に複数の EARファイルの指定もできます。
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-a <アプリケーションディレクトリパス >
アプリケーションディレクトリのパスを指定します。

-d <展開ディレクトリパス >
アプリケーションを展開するサーバ側のディレクトリのフルパスを指定します。
J2EEサーバを起動したユーザに対して展開先ディレクトリの書き込み権限が必要
です。

入力例

アーカイブ形式のアプリケーションをインポートする場合
cjimportapp MyServer -f App1.ear

アプリケーションディレクトリを展開ディレクトリ形式のアプリケーションとしてイン
ポートする場合

cjimportapp MyServer -a AppDirPath

標準のアプリケーションファイル（拡張子 .ear）またはアプリケーションサーバのアプ
リケーション実行環境情報ファイル（拡張子 .zip）を展開ディレクトリ形式のアプリ
ケーションとしてインポートする場合

Windowsの場合
cjimportapp MyServer -f App1.zip -d 
C:¥extractdir¥ApplicationDir

UNIXの場合
cjimportapp MyServer -f App1.zip -d /extractdir/
ApplicationDir

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

8：
実行時情報エラーが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
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Vistaの場合）。

注意事項

● -dオプションを使用して，EARファイルまたは ZIPファイルを展開して作成された
アプリケーションディレクトリが，次の条件のどれかと一致する場合，-aオプション
を使用してインポートできません。
• EJB-JARのモジュール名が ".jar"で終わっていない。
• WARのモジュール名が ".war"で終わっていない。
• モジュールの拡張子を除いた名称が，ほかのモジュールの拡張子を除いた名称と重
複している。

• モジュールの拡張子を除いた名称が，EARファイル内のディレクトリ名称と重複し
ている。

● application.xmlの <display-name>タグを設定していない場合，または
<display-name>タグに空文字を設定している場合，J2EEアプリケーションの表示名
にファイル名またはディレクトリ名が使用されます。なお，ファイル名またはディレ
クトリ名に汎用文字，半角英数字以外の文字が含まれている場合，その文字はアン
ダースコア "_"に置き換えられます。

● application.xmlを省略した場合，J2EEアプリケーションの表示名は次のように変換
されます。
• EARファイルのときは，ファイル名から拡張子を除いた文字列。ただしピリオド (.)
が最初にだけ現れるファイル名の場合，拡張子は除かれません。

• アプリケーションディレクトリのときは，アプリケーションディレクトリ名。

なお，変換された表示名に半角英数文字 (0～ 9, A～ Z, a～ z)，アンダースコア (_)以
外の文字の文字がある場合，その文字はアンダースコア (_)に置き換えられます。

●アプリケーションディレクトリを指定して展開ディレクトリ形式のアプリケーション
をインポートする場合，インポートする J2EEアプリケーションに application.xml
が存在するときは application.xmlの <module>タグで指定したパス名から拡張子を
省いた名称が EJB-JARディレクトリ名およびWARディレクトリ名になります。ま
た，インポートする J2EEアプリケーションに application.xmlが存在しないときは
EJB-JARディレクトリ名の最後は "_jar"，WARディレクトリ名の最後は "_war"にな
ります。

●同じアプリケーション名を持つ J2EEアプリケーションが，インポート先の J2EE
サーバにすでに存在する場合，このコマンドはエラー終了します。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<プロバイダ URL> -nameserver）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-nameserver <EARファイルのパス > -f <プロバイダURL>）はできません。
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●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

● J2EEアプリケーションのインポート時には，このほかにも注意事項があります。
J2EEアプリケーションのインポートについては，マニュアル「Cosminexus アプリ
ケーションサーバ アプリケーション設定操作ガイド」を参照してください。

●インポートするアプリケーションのアプリケーション名が 255文字より大きい場合は
エラーとなります。

cjimportlibjar（ライブラリ JARのインポート）

形式
cjimportlibjar [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] [-test] 
               -name <アプリケーション名> -f <ライブラリJARファイルパス> 
               [-f <ライブラリJARファイルパス> ...]

機能

J2EEアプリケーションにライブラリ JARをインポートします。また，一度に複数の
ファイルのインポートもできます。ライブラリ JARのインポート先は J2EEアプリケー
ションのルート直下です。

ライブラリ JARについては，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ システ
ム設計ガイド」の J2EEコンポーネントの説明を参照してください。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。

-test
テストモードのアプリケーションに対してコマンドを実行する場合に指定します。
このオプションを省略したときは，通常モードのアプリケーションに対してコマン
ドが実行されます。
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-name <アプリケーション名 >
ライブラリ JARをインポートするアプリケーション名を指定します。

-f <ライブラリ JARファイルパス >
読み込み対象となるライブラリ JARファイルのパスを指定します。

入力例
cjimportlibjar MyServer -name App1 -f applib.jar

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●すでにインポートされているライブラリ JARと同じファイル名を持つライブラリ
JARをインポートすることはできません。

●展開ディレクトリ形式のアプリケーションに対しては使用できません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<ライブラリ JARファイルパス > -f）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-nameserver <ライブラリ JARファイルパス > -f <プロバイダURL>）はでき
ません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。
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cjlistapp（アプリケーションの一覧表示）

形式

すべてのアプリケーションの場合
cjlistapp [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]

アプリケーションに含まれる EJB-JARファイルまたはWARファイルの場合
cjlistapp [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] [-test]
          -name <J2EEアプリケーション名> -type {ejb|war}
          [-resname <表示名>]

アプリケーションに含まれる RARファイルの場合
cjlistapp [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] [-test]
          -name <J2EEアプリケーション名> -type rar
          [-spec | -resname <表示名> -outbound| -resname <表示名> 
-inbound| -resname <表示名> -listenertype <メッセージリスナのタイプ名
>]

機能

すべてのアプリケーションの場合
すべての J2EEアプリケーションの名称，状態，およびモードの一覧を標準出力に
出力します。展開ディレクトリ形式のアプリケーションの場合，アプリケーション
ディレクトリのパスも標準出力に出力します。

アプリケーションに含まれる EJB-JARファイルまたはWARファイルの場合
J2EEアプリケーションに含まれる EJB-JARファイルまたはWARファイルの一覧
を標準出力に出力します。
-resnameを指定すると，EJB-JARファイルに含まれるリソース（Session Bean，
Entity Bean，Message-driven Bean）の一覧，またはWARファイルに含まれるリ
ソース（サーブレット／ JSP，フィルタ）の一覧を標準出力に出力します。

アプリケーションに含まれる RARファイルの場合
J2EEアプリケーションに含まれる RARファイルの一覧を標準出力に出力します。
-specを指定すると，RARファイルのコネクタアーキテクチャの仕様バージョンを
標準出力に出力します。
Connector 1.5のリソースアダプタで，-resnameと -outboundを指定すると，RAR
ファイルに含まれる Outboundリソースアダプタのコネクション定義識別子の一覧
を標準出力に出力します。Connector 1.0のリソースアダプタでは，-resnameと
-outboundは指定できません。
Connector 1.5のリソースアダプタで，-resnameと -inboundを指定すると，RAR
ファイルに含まれる，Inboundリソースアダプタのメッセージリスナのタイプの一
覧を標準出力に出力します。Connector 1.0のリソースアダプタでは，-resnameと
-inboundは指定できません。
Connector 1.5のリソースアダプタで，-resnameと -listenertypeを指定すると，指
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定したメッセージリスナのアクティブ化のために設定が必要なプロパティ名の一覧
を標準出力に出力します。Connector 1.0のリソースアダプタでは，-resnameと
-listenertypeは指定できません。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダURLについて」を参照してくだ
さい。

-test
テストモードのアプリケーションに対してコマンドを実行する場合に指定します。
このオプションを省略したときは，通常モードのアプリケーションに対してコマン
ドが実行されます。

-name <J2EEアプリケーション名 >
J2EEアプリケーション名を指定します。

-type {ejb|war|rar}
表示対象となるリソースの種別を指定します。
• ejb：EJB-JARファイル
• war：WARファイル
• rar：RARファイル

-resname <表示名 >
表示対象となるリソース（EJB-JARファイル，WARファイル，または RARファ
イル）の表示名を指定します。

-spec
コネクタアーキテクチャのバージョンを表示する場合に指定します。
次のどちらかのコネクタアーキテクチャのバージョンが表示されます。
• Connector 1.0
• Connector 1.5

-outbound
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RARファイルに含まれる Outboundリソースアダプタのコネクション定義識別子を
表示する場合に，-resnameとともに指定します。

-inbound
RARファイルに含まれる Inboundリソースアダプタのメッセージリスナのタイプを
表示する場合に，-resnameとともに指定します。

-listenertype <メッセージリスナのタイプ名 >
指定したメッセージリスナのアクティブ化のために設定が必要なプロパティ名を表
示する場合に，-resnameとともに指定します。

入力例

すべてのアプリケーションの場合
cjlistapp MyServer

EJB-JARファイルの場合
cjlistapp MyServer -name App1 -type ejb

WARファイルの場合
cjlistapp MyServer -name App1 -type war -resname account-war

RARファイルの場合
cjlistapp MyServer -name App1 -type rar

出力形式

すべての J2EEアプリケーションの場合
<J2EEアプリケーションの状態> <J2EEアプリケーションのモード> <J2EEアプリ
ケーション名> (path=<アプリケーションディレクトリのパス>)※
<J2EEアプリケーションの状態> <J2EEアプリケーションのモード> <J2EEアプリ
ケーション名> (path=<アプリケーションディレクトリのパス>)※
・・・
　
<J2EEアプリケーションの状態>
running：開始状態
stopped：停止状態
stopFailure：通常停止失敗状態
forceStopFailure：強制停止失敗状態
blockadeFailure：閉塞失敗状態
blockading：閉塞中
blockade：閉塞状態
stopping：通常停止中
forceStopping：強制停止中
illegal：定義不正状態
　
<J2EEアプリケーションのモード>
test：テストモードで動作
（空白）：通常モードで動作

注※　path=<アプリケーションディレクトリのパス >の情報は，展開ディレクト

リ形式のアプリケーションのときだけ出力されます。アーカイブ形式のアプリケー
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ションのときには出力されません。

EJB-JARファイルの場合（-resname指定なし）
<EJB-JARファイルの表示名>
<EJB-JARファイルの表示名>
・・・

EJB-JARファイルの場合（-resname指定あり）
<Enterprise Beanの表示名>
<Enterprise Beanの表示名>
・・・

WARファイルの場合（-resname指定なし）
<WARファイルの表示名>
<WARファイルの表示名>
・・・

WARファイルの場合（-resname指定あり）
<サーブレット／JSP，フィルタの表示名>
<サーブレット／JSP，フィルタの表示名>
・・・

RARファイルの場合（-resnameおよび -spec指定なし）

<RARファイルの表示名>
<RARファイルの表示名>
・・・

RARファイルの場合（-spec指定あり）
<コネクタアーキテクチャの仕様バージョン> <RARファイルの表示名>
<コネクタアーキテクチャの仕様バージョン> <RARファイルの表示名>
・・・

RARファイルの場合（-resnameおよび -outbound指定あり）

<コネクション定義識別子>
<コネクション定義識別子>
・・・

RARファイルの場合（-resnameおよび -inbound指定あり）

<メッセージリスナのタイプ>
<メッセージリスナのタイプ>
・・・

RARファイルの場合（-resnameおよび -listenertype指定あり）

<プロパティ名>
<プロパティ名>
・・・

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。
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3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<J2EEアプリケーション名 > -name）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-name ejb -type <J2EEアプリケーション名 >）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●一覧は大文字小文字の区別なしで，昇順でソートされます。

cjlistlibjar（ライブラリ JARの一覧表示）

形式
cjlistlibjar [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] [-test]
             -name <アプリケーション名>

機能

J2EEアプリケーションに含まれるライブラリ JARの一覧を標準出力に出力します。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。
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-test
テストモードのアプリケーションに対してコマンドを実行する場合に指定します。
このオプションを省略したときは，通常モードのアプリケーションに対してコマン
ドが実行されます。

-name <アプリケーション名 >
J2EEアプリケーション名を指定します。

入力例
cjlistlibjar MyServer -name App1

出力形式
<ライブラリJAR名>
<ライブラリJAR名>
・・・

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<アプリケーション名 > -name）やオプション名と値を非対応にすること（例：
-nameserver <アプリケーション名 > -name <プロバイダ URL>）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●一覧は大文字小文字の区別なしで，昇順でソートされます。
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cjreloadapp（アプリケーションのリロード）

形式
cjreloadapp [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] [-test] 
            -name <アプリケーション名> 
            [-t <強制リロード開始までのタイムアウト時間>]

機能

アプリケーションを停止しないで，構成するクラスおよび JSPを入れ替えます。

入れ替え後のアプリケーションに引き継がれるセッション情報の詳細については，マ
ニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ 機能解説 拡張編」を参照してくださ
い。

展開ディレクトリを使用し，開始状態およびリロードに失敗して停止状態にあるアプリ
ケーションだけに実行できます。

このコマンドを実行する場合は，J2EEサーバ側のユーザプロパティファイル
（usrconf.properties）に ejbserver.deploy.context.reload_scopeプロパティを指定してお
く必要があります。ユーザプロパティファイル（usrconf.properties）の詳細について
は，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ リファレンス 定義編 (サーバ定
義 )」を参照してください。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。

-test
テストモードのアプリケーションに対してコマンドを実行する場合に指定します。
このオプションを省略したときは，通常モードのアプリケーションに対してコマン
ドが実行されます。

-name <アプリケーション名 >
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アプリケーション名を指定します。

-t <強制リロード開始までのタイムアウト時間 >
コマンドを実行してから強制リロード開始までの待ち時間（秒）を指定します。
0～ 2147483647の整数です。
0を指定した場合は，構成するクラスおよび JSPの入れ替え処理が終了するまでク
ライアントへ応答は返りません。強制リロード開始までの待ち時間（秒）を指定し
なかった場合は，強制リロードを実行しません。

入力例
cjreloadapp MyServer -name App1

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドが実行できません。

3：
タイムアウトエラーが発生しました。

4：
閉塞失敗しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<アプリケーション名 > -name）やオプション名と値を非対応にすること（例：
-nameserver <アプリケーション名 > -name <プロバイダ URL>）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

● J2EEアプリケーションの停止処理が -tオプションで指定した時間内に終了しなかっ
た場合，サーバ管理コマンド用システムプロパティファイルの
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ejbserver.rmi.request.timeoutキーで指定した時間で強制終了します。

● J2EEアプリケーションに cosminexus.xmlが含まれている場合，cosminexus.xmlの
定義情報は読み込まれません。

cjrenameapp（アプリケーション名の変更）

形式
cjrenameapp [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] [-test] 
            -name <アプリケーション名> -newname <変更後アプリケーション名>

機能

指定した J2EEアプリケーションの名称を変更します。

アプリケーションの名前を変更することによって，アプリケーションの世代管理やバー
ジョン管理を行うことができます。

なお，application.xmlを省略したアプリケーションの名前を変更した場合，
application.xmlが作成されます。そのため，アプリケーション名を変更した J2EEアプ
リケーションは application.xmlを含むアプリケーションになります。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。

-test
テストモードのアプリケーションに対してコマンドを実行する場合に指定します。
このオプションを省略したときは，通常モードのアプリケーションに対してコマン
ドが実行されます。

-name <アプリケーション名 >
名称を変更する J2EEアプリケーション名を指定します。
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-newname <変更後アプリケーション名 >
変更後の J2EEアプリケーション名を 1文字以上で指定します。
アプリケーション名には，英数字（0～ 9，A～ Z，a～ z）またはアンダースコア
（_）を使用できます。

入力例
cjrenameapp MyServer -name App1 -newname App2

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<アプリケーション名 > -name）やオプション名と値を非対応にすること（例：
-nameserver <アプリケーション名 > -name <プロバイダ URL>）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●このコマンドを実行する場合，名称変更の対象となるアプリケーションは停止してい
る必要があります。

●アプリケーション名称を変更した場合，lookup名称も変更されるので lookup名称を
使用している EJBクライアントやネーミング切り替え機能などでパスを通している場
合は，修正が必要となります。

●テストモードと通常モードで，それぞれに一意のアプリケーション名称を登録できま
す。同一モードで同一アプリケーション名称が存在する場合は，エラーとなります。
このとき，アプリケーション名の大文字・小文字は区別されません。
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●旧バージョンで作成されたアプリケーションについても，アプリケーション名を変更
できます。

● <アプリケーション名 >と <変更後アプリケーション名 >に同じ名前を指定した場
合，正常に処理されますが，アプリケーション名は変わりません。

●指定したアプリケーション名が 255文字より大きい場合はエラーとなります。

cjreplaceapp（アプリケーションの入れ替え）

形式
cjreplaceapp [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] [-test] 
             -name <アプリケーション名> -f <ファイルパス> 
             [-t <タイムアウト時間>] [-replaceDD]

機能

J2EEアプリケーションを入れ替えます。

入れ替え後の J2EEアプリケーションが cosminexus.xmlを含む場合，入れ替え前のア
プリケーションサーバ独自の定義情報を破棄してデフォルト値に戻してから，
cosminexus.xmlの定義情報で上書きします。入れ替え後の J2EEアプリケーションが
cosminexus.xmlを含まない場合，入れ替え前の J2EEアプリケーションからアプリケー
ションサーバ独自の定義情報を引き継ぎます。

このコマンドは，アプリケーションの状態（停止状態，開始状態）に関係なく実行でき
ます。アプリケーションが開始されている場合，アプリケーション中のメソッドの終了
を待ってアプリケーションを停止して入れ替え処理をしたあと，アプリケーションを開
始します。ただし，-tオプションで指定された時間が経過しても停止処理が終了してい
ない場合，アプリケーションは強制停止します。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。
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-test
テストモードのアプリケーションに対してコマンドを実行する場合に指定します。
このオプションを省略したときは，通常モードのアプリケーションに対してコマン
ドが実行されます。

-name <アプリケーション名 >
入れ替えるアプリケーション名を指定します。

-f <ファイルパス >
読み込み対象となるアプリケーションファイルのパスを指定します。
このオプションで指定するアプリケーションファイルは標準のアプリケーション
ファイル（拡張子 .ear）を指定します。

-t <タイムアウト時間 >
コマンドを実行してから応答が返る時間を，0～ 2147483647までの整数（単位：
秒）で指定します。0を指定した場合は，開始状態のアプリケーションの停止処理
が終了するまでクライアントへ応答が返りません。
指定がない場合は 60秒が設定されます。

-replaceDD
入れ替え前のアプリケーションの DDファイル（application.xml，ejb-jar.xml，
ra.xml，web.xml）の定義を，入れ替え後のアプリケーションに引き継がない場合
に指定します。

入力例
cjreplaceapp MyServer -name App1 -f App1.ear

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。
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注意事項

●展開ディレクトリ形式のアプリケーションに対しては使用できません。

● DDファイル（application.xml，ejb-jar.xml，web.xml）のどれかが「なし」から
「あり」に，または「あり」から「なし」になった場合，J2EEアプリケーションの入
れ替えはできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<ファイルパス > -file）やオプション名と値を非対応にすること（例：
-nameserver <ファイルパス > -file <プロバイダURL>）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●アプリケーションサーバのアプリケーション実行環境情報ファイル（拡張子 .zip）を
指定した場合，エラーになります。

● -nameに指定されたアプリケーション名とアプリケーションファイル内の DDファイ
ル（application.xml）の <display-name>タグに指定されたアプリケーション名が異
なる場合，エラーになります。

●入れ替え前と入れ替え後の J2EEアプリケーションの構成に次のような違いがあった
場合，エラーになります。
• J2EEアプリケーション内の EJB-JAR，リソースアダプタ，WARの数が異なる場
合。

• J2EEアプリケーション内の EJB-JARファイル，RARファイル，WARファイルの
名称が異なる場合。

• -replaceDDを指定した場合に，DDファイル（application.xml，ejb-jar.xml，
ra.xml，web.xml）の定義が異なるとき。

• EJB-JARファイル内のホームインタフェース，コンポーネントインタフェースのメ
ソッド定義が異なる場合。

• EJB-JARファイル内のホームインタフェース（ローカル，リモート），コンポーネ
ントインタフェース（ローカル，リモート），ビジネスインタフェース（ローカル，
リモート）のメソッド定義が異なる場合。

• 設定しているアノテーションの値を変更した場合。

● J2EEアプリケーションの停止処理が -tオプションで指定した時間内に終了しなかっ
た場合，サーバ管理コマンド用システムプロパティファイルの
ejbserver.rmi.request.timeoutキーで指定した時間で強制終了します。

● 06-70より前のバージョンでは，入れ替え後のアプリケーションに，入れ替え前のア
プリケーションのランタイム属性※だけを引き継ぎます。06-70以降のバージョンで
は，デフォルトでは，J2EEアプリケーションのすべての属性情報を引き継ぎます。
06-70より前のバージョンと同じように，ランタイム属性だけを引き継ぎたい場合は，
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-replaceDDオプションを指定してコマンドを実行します。

注※
属性ファイルには，DDファイル（application.xml，ejb-jar.xml，ra.xml，
web.xml）の定義と属性ファイル独自の定義を設定できます。属性ファイル独自
の定義のことを，ランタイム属性といいます。

cjsetappprop（アプリケーションの属性設定）

形式

アプリケーションの場合
cjsetappprop [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] [-test]
             -name <J2EEアプリケーション名> -c <属性ファイルパス>

EJB-JARファイル，WARファイル，または RARファイルの場合
cjsetappprop [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] [-test]
             -name <J2EEアプリケーション名> -type {ejb|war|rar}
             -resname <リソース表示名>[/<下位リソース表示名>]
             -c <属性ファイルパス>

すべての情報を設定する場合
cjsetappprop [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] [-test]
             -name <J2EEアプリケーション名> -type all 
             -c <属性ファイルパス>

機能

アプリケーション，EJB-JARファイルに含まれるリソース（EJB-JARファイル，
Session Bean，Entity Bean，Message-driven Bean），WARファイルに含まれるリソー
ス（WARファイル，サーブレット／ JSP，フィルタ），または RARファイルの属性を
指定したアプリケーション属性ファイルの値に変更します。

下位リソース表示名が指定されない場合は EJB-JARファイル，またはWARファイルの
指定になります。

J2EEアプリケーションとリソースの設定で使用する属性ファイルについては，マニュア
ル「Cosminexus アプリケーションサーバ リファレンス 定義編 (アプリケーション／リ
ソース定義 )」を参照してください。

展開ディレクトリ形式の場合，コマンド実行ホストと同じホストで稼働している J2EE
サーバに対して操作できます。

cosminexus.xmlを含むアプリケーションのアプリケーションサーバ独自の定義情報がこ
のコマンドで変更，追加または削除された場合，アプリケーションに含まれる
cosminexus.xmlが更新されます。なお，変更，追加または削除されるアプリケーション
が展開ディレクトリ形式の場合，アプリケーションディレクトリ内の cosminexus.xmlが
更新されます。アプリケーションサーバ独自の定義情報については，マニュアル
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「Cosminexus アプリケーションサーバ リファレンス 定義編 (アプリケーション／リソー
ス定義 )」の cosminexus.xmlの説明を参照してください。

application.xmlを含まないアプリケーションに対して，次のタグの値を変更した場合，
application.xmlが作成されます。

アプリケーション属性ファイル
<hitachi-application-property> - <description>
<hitachi-application-property> - <icon> - <small-icon>
<hitachi-application-property> - <icon> - <large-icon>

WAR属性ファイル
<hitachi-war-property> - <war-runtime> - <context-root>

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。

-test
テストモードのアプリケーションに対してコマンドを実行する場合に指定します。
このオプションを省略したときは，通常モードのアプリケーションに対してコマン
ドが実行されます。

-name <J2EEアプリケーション名 >
設定対象の J2EEアプリケーション名を指定します。

-type {ejb|war|rar|all}
設定するリソースの種別を指定します。
• ejb：EJB-JARファイルまたは EJB-JARファイル内の EJBファイルを設定
• war：WARファイルまたはWARファイル内のサーブレット／ JSPを設定
• rar：RARファイルを設定
• all：すべての情報を設定

-resname <リソース表示名 >
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設定対象となるリソースの表示名を指定します。
• EJB-JARファイルの場合：<EJB-JARファイルの表示名 >
• EJBファイルの場合：<EJB-JARファイルの表示名 >[/<Enterprise Beanの表示
名 >]

• WARファイルの場合：<WARファイルの表示名 >
• サーブレット／ JSPの場合：<WARファイルの表示名 >[/<サーブレット／ JSP
の表示名 >]

• フィルタの場合：<WARの表示名 >[/<フィルタの表示名 >]
• RARファイルの場合：<RARファイルの表示名 >

-c <属性ファイルパス >
属性ファイルの入力元パスを指定します。

入力例

アプリケーションの場合
cjsetappprop MyServer -name App1 -c App1Prop.xml

EJB-JARファイルの場合
cjsetappprop MyServer -name App1 -type ejb -resname accountJsp/
MyAccount -c MyAccountProp.xml

WARファイルの場合
cjsetappprop MyServer -name App1 -type war -resname account-war/
Account -c AccountProp.xml

RARファイルの場合
cjsetappprop MyServer -name App1 -type rar -resname account-rar 
-c AccountProp.xml

すべての情報を設定する場合
cjsetappprop MyServer -name App1 -type all -c App1AllProp.xml

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
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Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<J2EEアプリケーション名 > -name）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-name ejb -type <J2EEアプリケーション名 >）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●指定した J2EEアプリケーション，またはリソースは存在している必要があります。

● -typeオプションで allを指定した場合，指定したアプリケーション属性ファイル内の
リソースの表示名で変更対象とするリソースが決定します。そのため，リソースの表
示名を変更することはできません。

cjstartapp（J2EEアプリケーションの開始）

形式
cjstartapp [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] [-test]
           -name <J2EEアプリケーション名> [-jspc]

機能

J2EEアプリケーションを開始して，クライアントからのリクエストを受け取ることがで
きるようにします。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。
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-test
テストモードのアプリケーションに対してコマンドを実行する場合に指定します。
このオプションを省略したときは，通常モードのアプリケーションに対してコマン
ドが実行されます。

-name <J2EEアプリケーション名 >
開始する J2EEアプリケーション名を指定します。

-jspc
この引数を指定すると，JSPの事前コンパイルが実行されます。既存のWebアプリ
ケーションに対して JSPの事前コンパイルを実行したあと，アプリケーションを開
始する場合に指定してください。JSPの事前コンパイルでエラーが発生してもアプ
リケーションの開始は実行されます。

入力例
cjstartapp MyServer -name App1

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●指定された J2EEアプリケーションが存在しない場合，このコマンドはエラー終了し
ます。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<プロバイダ URL> -nameserver）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-nameserver <J2EEアプリケーション名 > -name <プロバイダ URL>）はでき
ません。
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●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

● -jspcオプションを指定する場合は，次のことに注意してください。
• -jspcオプションを指定すると，Webアプリケーションに含まれるすべての JSP
ファイルがコンパイルされるため，コンパイル不要な JSPファイルがコンパイルさ
れてエラーになる場合があります。アプリケーション開始時の JSP事前コンパイル
でコンパイルエラーが発生した場合でも，cjstartappコマンドは処理を続行します。

• アーカイブ形式のアプリケーションの場合，アプリケーションの開始に失敗すると，
アプリケーションは停止状態になり，JSPコンパイル結果は削除されます。そのた
め，あらかじめアプリケーションが開始できる状態であることを確認してください。

• アプリケーション開始時の JSP事前コンパイルを実行すると，アプリケーションに
含まれる JSPの数によっては，cjstartappコマンドの通信タイムアウトが発生する
場合があります。cjstartappコマンドで通信タイムアウトが発生した場合，J2EE
サーバのメッセージログを参照してアプリケーションが正常に開始されているかを
確認してください。

cjstopapp（J2EEアプリケーションの停止）

形式

通常停止を行う場合
cjstopapp [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] [-test]
          -name <J2EEアプリケーション名> [-t <タイムアウト時間>]

通常停止がタイムアウトしたあと，強制停止を手動で行う場合
cjstopapp [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] [-test]
          -name <J2EEアプリケーション名> -cancel

通常停止がタイムアウトしたあと，強制停止を自動で行う場合
cjstopapp [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] [-test]
          -name <J2EEアプリケーション名> -t <タイムアウト時間> -force

機能

J2EEアプリケーションを停止して，クライアントからのリクエストを受け取らないよう
にします。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
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スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダURLについて」を参照してくだ
さい。

-test
テストモードのアプリケーションに対してコマンドを実行する場合に指定します。
このオプションを省略したときは，通常モードのアプリケーションに対してコマン
ドが実行されます。

-name <J2EEアプリケーション名 >
停止する J2EEアプリケーション名を指定します。

-t <タイムアウト時間 >
コマンドを実行してから応答が返るタイムアウトの時間を整数（単位：秒）で指定
します。
-forceオプションを同時に指定する場合は 0～ 2147483647を指定します。
-forceオプションを指定しないで，このオプションだけを指定する場合は 0～
86400を指定します。
0を指定した場合は，停止処理が終了するまでクライアントへ応答が返りません。
指定がない場合は 60秒が設定されます。

-cancel
通常停止がタイムアウトしたあと，強制停止を手動で行う場合に指定します。

-force
通常停止がタイムアウトしたあと，強制停止を自動で行う場合に指定します。

入力例
cjstopapp MyServer -name App1

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。
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9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<アプリケーション名 > -name）やオプション名と値を非対応にすること（例：
-nameserver <アプリケーション名 > -name <プロバイダURL>）はできません。

●通常停止を行う場合，60秒または -tオプションで指定した時間の間に該当する J2EE
アプリケーションが停止しなかったとき，このコマンドはエラー終了します。

●強制停止を行う場合，J2EEアプリケーションの停止処理が -tオプションで指定した
時間内に終了しなかったとき，サーバ管理コマンド用システムプロパティファイルの
ejbserver.rmi.request.timeoutキーで指定した時間で強制終了します。

●指定された J2EEアプリケーションが存在しない場合，このコマンドはエラー終了し
ます。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●タイムアウトエラーが発生した場合は，cjlistappコマンドで J2EEアプリケーション
の状態を確認してください。
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2.4　J2EEサーバで使用するリソース操作コマ
ンド

ここでは，J2EEサーバで使用するリソース操作コマンドについて説明します。

J2EEサーバで使用するリソース操作コマンドの一覧を，次の表に示します。

表 2-5　J2EEサーバで使用するリソース操作コマンドの一覧

コマンド名称 分類 概要 コマンド
の系統

cjclearpool コネクションプール内
のコネクション削除

リソースアダプタまたはデータソー
スのコネクションをクリアします。

更新

cjclosecn J2EEサーバのコネク
ションクローズまたは
コネクションの状態表
示

データソースのコネクションをク
ローズします。またはコネクション
の状態を表示します。

更新※

cjcopyres リソースのコピー EJB-JARファイル，WARファイ
ル，データソースファイル，メール，
または RARファイルのプロパティ
をコピーします。

更新

cjdeletejb JavaBeansリソースの
削除

インポートされている JavaBeansリ
ソースを削除します。

更新

cjdeleteres リソースの削除 インポート済みの EJB-JARファイ
ル，WARファイル，データソース
ファイル，メール，または RAR
ファイルを削除します。

更新

cjdeployrar リソースアダプタのデ
プロイ

リソースアダプタをデプロイします。 更新

cjexportrar リソースアダプタのエ
クスポート

J2EEサーバ上のリソースアダプタ
をエクスポートします。

更新

cjgetjbprop JavaBeansリソースの
属性の取得

-resnameで指定された JavaBeans
リソースの属性を取得して，属性
ファイルを生成します。

更新

cjgetrarprop RARファイルの属性の
取得

デプロイ済みの RARファイルの属
性を取得して，属性ファイルを生成
します。

更新

cjgetresprop リソースの属性の取得 EJB-JARファイルに含まれるリソー
ス，WARファイルに含まれるリソー
ス，データソースファイル，メール，
またはデプロイ前の RARファイル
に含まれるリソースの属性を取得し
て，属性ファイルを生成します。

更新

cjimportjb JavaBeansリソースの
インポート

JavaBeansリソースをインポートし
ます。

更新
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cjimportres リソースのインポート EJB-JARファイル，WARファイ
ル，データソースファイル，または
RARファイルをインポートします。

更新

cjlistjb JavaBeansリソースの
一覧表示

すべての JavaBeansリソースの状態
を標準出力に出力します。

参照

cjlistpool コネクションプールの
一覧表示

指定されたリソースアダプタ，また
はすべてのリソースアダプタのコネ
クションプール状態を標準出力に出
力します。

参照

cjlistrar リソースアダプタの一
覧表示

デプロイされているすべてのリソー
スアダプタの一覧を標準出力に出力
します。

参照

cjlistres リソースの一覧表示 インポート済みの EJB-JARファイ
ル，WARファイル，データソース
ファイル，メール，または RAR
ファイルの一覧を標準出力に出力し
ます。

参照

cjresumepool メンバコネクション
プールの再開始

クラスタコネクションプールのメン
バコネクションプールを再開します。

更新

cjsetjbprop JavaBeansリソースの
属性設定

指定された JavaBeansリソースの属
性を，指定した JavaBeansリソース
属性ファイルの値に変更します。

更新

cjsetrarprop RAR属性設定 デプロイ済みの RARファイルに含
まれるリソースの属性を属性ファイ
ルに指定された値に変更します。

更新

cjsetresprop リソースの属性設定 EJB-JARファイルに含まれるリソー
ス，WARファイルに含まれるリソー
ス，データソースファイル，メール，
またはデプロイ前の RARファイル
に含まれるリソースの属性を，属性
ファイルに指定された値に変更しま
す。

更新

cjstartjb JavaBeansリソースの
開始

JavaBeansリソースを開始します。 更新

cjstartrar リソースアダプタの開
始

リソースアダプタを開始します。 更新

cjstopjb JavaBeansリソースの
停止

開始状態の JavaBeansリソースを停
止します。

更新

cjstoprar リソースアダプタの停
止

開始されているリソースアダプタを
停止します。

更新

cjsuspendpool メンバコネクション
プールの一時停止

クラスタコネクションプールのメン
バコネクションプールを一時停止し
ます。

更新

コマンド名称 分類 概要 コマンド
の系統
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（凡例）
更新：更新系コマンド。J2EEサーバの内容を更新，または構成情報を取得するコマンドです。
参照：参照系コマンド。J2EEサーバの内容を更新しないで，構成状態を表示するだけのコマ
ンドです。

注※
リスト表示の場合は，参照になります。

サーバ管理コマンドの系統ごとの排他制御の条件については，マニュアル「Cosminexus 
アプリケーションサーバ アプリケーション設定操作ガイド」を参照してください。

cjclearpool（コネクションプール内のコネクション削除）

形式

データソース（JDBC）の場合
cjclearpool [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
            [-type jdbc] [-mode {normal｜plan}]
            -resname <データソース表示名>
            [-resname <データソース表示名> ...]

リソースアダプタ（J2EEリソースアダプタとしてデプロイして使用）の場合
cjclearpool [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
            -type connector [-mode {normal｜plan}]
            -resname <リソースアダプタ表示名>
            [-resname <リソースアダプタ表示名> ...]

リソースアダプタ（J2EEアプリケーションに含めて使用）の場合
cjclearpool [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
            -type connector [-mode {normal｜plan}]
            [-test]
            -name <アプリケーション名>
            -resname <リソースアダプタ表示名>
            [-resname <リソースアダプタ表示名> ...]

すべてのデータソース（JDBC）およびリソースアダプタの場合
cjclearpool [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
            [-mode {normal｜plan}] -resall

機能

指定されたデータソース（JDBC）またはリソースアダプタのコネクションをクリアしま

cjtestres リソースの接続テスト J2EEリソースアダプタ，メールお
よびデータソースの接続テストをし
ます。

更新

cjundeployrar リソースアダプタのア
ンデプロイ

デプロイされているリソースアダプ
タをアンデプロイします。

更新

コマンド名称 分類 概要 コマンド
の系統
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す。一度に複数のデータソース（JDBC）またはリソースアダプタのコネクションを削除
できます。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。

-type {jdbc|connector}
コネクションプールの種別を指定します。省略した場合は jdbcが設定されます。
• jdbc：JDBC用のプール
• connector：リソースアダプタ用のプール

-mode {normal|plan}
使用中のコネクションに対するクリア動作種別を指定します。未使用のコネクショ
ンはすべてクリア対象になります。省略した場合は normalが設定されます。
• normal（通常モード）
ユーザが使用中のコネクションはプールの外へ移して，プール内からはクリアさ
れます。ただし，データベースとの接続はそのままで再利用はできません。

• plan（計画モード）
ユーザが使用中のコネクションはクリアしません。ただし，再利用できません。

-test
テストモードのアプリケーションに対してコマンドを実行する場合に指定します。
省略した場合は通常モードのアプリケーションに対してコマンドを実行します。

-name <アプリケーション名 >
リソースアダプタがデプロイされているアプリケーション名を指定します。
コネクションプール種別が connectorの場合に指定できます。省略した場合は，
J2EEリソースアダプタとしてデプロイして使用したリソースアダプタのコネク
ションを削除します。

-resname <データソース表示名 >または <リソースアダプタ表示名 >
クリア対象となるデータソース（JDBC）またはリソースアダプタの表示名を指定し
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
ます。クラスタコネクションプールのルートリソースアダプタの表示名は指定でき
ません。指定した場合，異常終了します。クラスタコネクションプールのメンバリ
ソースアダプタの表示名を指定した場合には，コネクションプールの状態が開始状
態である必要があります。開始状態でない場合，異常終了します。
リソースアダプタ表示名の指定方法は，リソースアダプタのバージョンによって次
のように異なります。
• Connector 1.0の場合

<リソースアダプタの表示名 >
• Connector 1.5の場合

<リソースアダプタの表示名 >!<コネクション定義識別子 >

-resall
すべてのデータソース（JDBC）およびリソースアダプタを削除対象にする場合に指
定します。
なお，-type，-name，または -resnameと同時に指定できません。

入力例

データソース（JDBC）の場合（通常モード）
cjclearpool MyServer -resname JdbcConnection

リソースアダプタ（J2EEリソースアダプタとしてデプロイして使用）の場合
cjclearpool MyServer -type connector -mode plan -resname 
RarConnection

リソースアダプタ（J2EEアプリケーションに含めて使用）の場合
cjclearpool MyServer -type connector -mode plan -name App1 
-resname RarConnection

すべてのデータソース（JDBC）およびリソースアダプタの場合（計画モード）
cjclearpool MyServer -mode plan -resall

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<データソース表示名 > -resname）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-nameserver <データソース表示名 > -resname <プロバイダ URL>）はできま
せん。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●一度に複数のデータソース（JDBC）またはリソースアダプタを削除した場合，削除
できないデータソース（JDBC）またはリソースアダプタがあったときでも，すべて
のデータソース（JDBC）またはリソースアダプタに対して削除を試みます。

●通常モードの場合，コネクションプールから取り除いた使用中コネクションは，コネ
クション数としてカウントされません。そのため，コネクションプール内のコネク
ションとコネクションプールから取り除いた使用中コネクションの合計がコネクショ
ンプールの最大値を超える場合があります。

cjclosecn（J2EEサーバのコネクションクローズまたはコネ
クションの状態表示）

形式

JDBCコネクション一覧を表示する場合

指定されたデータソースを対象とする場合
cjclosecn [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
          -l [-verbose] -resname <データソース表示名>
          [-resname <データソース表示名> ...]

プールに登録されたすべてのデータソースを対象とする場合
cjclosecn [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
          -l [-verbose] -resall

タイムアウト時間を指定してコネクションをクローズする場合

指定されたデータソースを対象とする場合
cjclosecn [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
          -t <seconds> -resname <データソース表示名>
          [-resname <データソース表示名> ...]

プールに登録されたすべてのデータソースを対象とする場合
cjclosecn [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
          -t <seconds> -resall

コネクション IDを指定してコネクションをクローズする場合
cjclosecn [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
          -resname <データソースの表示名>
          -cid <コネクションID> [-cid <コネクションID> ...]

機能

指定されたデータソースまたはプールに登録されたすべてのデータソースを対象として，
使用中のコネクションの中で，取得時からの経過時間が指定時間を超過しているものを
強制的にクローズします。このコマンドでは，次の機能を使用できます。

JDBCコネクション一覧を表示する
指定されたデータソースまたはプールに登録されたすべてのデータソースを対象と
して，JDBCコネクション一覧を表示します。

-verboseを指定しない場合
使用中の JDBCコネクション一覧を表示します。データソースを指定する場
合，一度に複数のデータソースを指定できます。

-verboseを指定した場合
使用中および未使用のすべての JDBCコネクション一覧を表示します。

タイムアウト時間を指定してコネクションをクローズする
指定されたデータソースまたはプールに登録されたすべてのデータソースを対象と
して，使用中のコネクションの中で，取得時からの経過時間が指定時間を超過して
いるものを強制的にクローズします。データソースを指定する場合，一度に複数の
データソースを指定できます。

コネクション IDを指定してコネクションをクローズする
指定されたデータソースを対象として，JDBCコネクションの中で，コネクション
IDを指定されたコネクションを強制的にクローズします。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を，次に示す形
式で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダURLについて」を参照してくだ
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さい。

-l
使用中のコネクション情報の一覧を表示します。

-t <seconds>
コネクションを解放する際のタイムアウト時間を指定します。指定時間を超過した
コネクションが解放対象となります。指定は秒単位で，指定できる値は 0≦指定値
≦ 2147483647の範囲になります。

-verbose
使用中のコネクションおよび使用中でないコネクションを表示対象とします。

-resname <データソース表示名 >
クローズ対象となるデータソース名称を指定します。一度に複数のデータソースを
指定できます。

-resall
すべてのデータソースの使用中コネクションが対象となります。
-resnameと同時に指定できません。

-cid <コネクション ID>
-lオプションで表示した一覧情報の中から，-resnameで指定したリソースが取得し
たコネクションを ID番号で指定します。コネクション IDは，16進数で指定しま
す。IDの指定は 8けたまで指定できます。

入力例

JDBCコネクション一覧を表示する場合（指定されたデータソースを対象とする場合）
cjclosecn MyServer -l -resname JdbcDbpsv

タイムアウト時間を指定してコネクションをクローズする場合（指定されたデータソー
スを対象とする場合）

cjclosecn MyServer -t 200 -resname JdbcDbpsv -resname JdbcDbpsv2

コネクション IDを指定してコネクションをクローズする場合
cjclosecn MyServer -resname JdbcDbpsv -cid 657ed

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。
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3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●このコマンドの機能は，ベーシックモードで実行する場合だけ有効となります。1.4
モードで実行すると，サーバエラーとなります。

● cjclearpoolコマンドでプールから削除したコネクションは，このコマンドの対象には
なりません。

●コマンド実行時，未決着の JDBCトランザクションはタイムアウトになります。ま
た，未決着の JDBCトランザクションはロールバックします。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）であれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：-resname <データソース表示名 >）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-cid <データソース表示名 > -resname <コネクション ID>）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●一度に複数のデータソースを指定する場合，存在しないデータソースがあったときで
も，すべてのデータソースに対して，JDBCコネクション一覧の表示またはコネク
ションのクローズを試みます。

●コネクション IDを指定する場合，未使用のコネクションを指定したときはエラーと
なります。

cjcopyres（リソースのコピー）

形式
cjcopyres [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
          -type {ejb|war|datasource|mail|rar}
          -src <コピー元表示名> -dst <コピー先表示名>

機能

リソース（EJB-JARファイル，WARファイル，データソースファイル，メール，また
は RARファイル）のプロパティをコピーします。
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引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。

-type {ejb|war|datasource|mail|rar}
コピー対象となるリソースの種別を指定します。
• ejb：EJB-JARファイル
• war：WARファイル
• datasource：データソースファイル
• mail：メール
• rar：RARファイル

-src <コピー元表示名 >
コピー元となる EJB-JARファイル，WARファイル，データソースファイル，メー
ル，または RARファイルの表示名を指定します。

-dst <コピー先表示名 >
コピー先となる EJB-JARファイル，WARファイル，データソースファイル，メー
ル，または RARファイルの表示名を指定します。
表示名には，英数字（0～ 9，A～ Z，a～ z）またはアンダースコア（_）を使用で
きます。

入力例

EJB-JARファイルの場合
cjcopyres MyServer -type ejb -src accountJsp -dst accountJsp2

WARファイルの場合
cjcopyres MyServer -type war -src account-war -dst account_war2

データソースファイルの場合
cjcopyres MyServer -type datasource -src JdbcDbpsv -dst 
JdbcDbpsv2
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メールの場合
cjcopyres MyServer -type mail -src Mail -dst Mail2

RARファイルの場合
cjcopyres MyServer -type rar -src account-ra -dst account-ra2

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コピー先に指定する表示名が存在してはいけません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●コピー先表示名に指定したデータソースファイル，メール，または RARファイルの
表示名が 240文字より大きい場合はエラーとなります。

cjdeletejb（JavaBeansリソースの削除）

形式
cjdeletejb [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] 
           -resname <JavaBeansリソース表示名> 
           [-resname <JavaBeansリソース表示名> ...]

機能

インポートされている JavaBeansリソースを削除します。

一度に複数の JavaBeansリソースを削除できます。削除できない JavaBeansリソース
があった場合でも，すべての JavaBeansリソースに対して削除しようと試みます。
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一度でも開始された JavaBeansリソースは，J2EEサーバを再起動するまで削除できま
せん。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。
省略時はNamingSeviceが返すデフォルト値を使用します。

-resname <JavaBeansリソース表示名 >
削除対象となる JavaBeansリソースの表示名を指定します。

入力例
cjdeletejb MyServer -resname MyJavaBeans

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドが実行できません。

3：
タイムアウトエラーが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。
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注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<プロバイダ URL> -nameserver）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-resname <プロバイダURL> -nameserver <JavaBeansリソース表示名 >）は
できません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

cjdeleteres（リソースの削除）

形式
cjdeleteres [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
            -type {ejb|war|datasource|mail|rar} -resname <表示名>
            [-resname <表示名> ...]

機能

インポート済みの EJB-JARファイル，WARファイル，データソースファイル，メー
ル，または RARファイルを削除します。一度に複数のファイルの削除もできます。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダURLについて」を参照してくだ
さい。

-type {ejb|war|datasource|mail|rar}
削除するリソースの種別を指定します。
• ejb：EJB-JARファイル
• war：WARファイル
• datasource：データソースファイル
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• mail：メール
• rar：RARファイル

-resname <表示名 >
削除対象となる EJB-JARファイル，WARファイル，データソースファイル，メー
ル，または RARファイルの表示名を指定します。

入力例

EJB-JARファイルの場合
cjdeleteres MyServer -type ejb -resname accountJsp

WARファイルの場合
cjdeleteres MyServer -type war -resname account-war

データソースファイルの場合
cjdeleteres MyServer -type datasource -resname JdbcDbpsv

メールの場合
cjdeleteres MyServer -type mail -resname Mail

RARファイルの場合
cjdeleteres MyServer -type rar -resname account-ra

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●一度に複数のファイルを削除した場合，削除できないファイルがあったときでも，す
べてに対して削除を試みます。

●いったん開始または停止した単体 RARファイルは，J2EEサーバを再起動しないと削
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除できません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

cjdeployrar（リソースアダプタのデプロイ）

形式
cjdeployrar [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
            -resname <リソースアダプタ名> [-resname <リソースアダプタ名> 
...]

機能

指定されたリソースアダプタをデプロイします。まだデプロイされていないリソースア
ダプタが対象となります。すでにアプリケーションに追加されているリソースアダプタ
の表示名と同じ表示名を持つリソースアダプタを指定することはできません。一度に複
数のリソースアダプタをデプロイできます。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダURLについて」を参照してくだ
さい。

-resname <リソースアダプタ名 >
リソースアダプタ名を指定します。

入力例
cjdeployrar MyServer -resname account-ra

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
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異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

8：
デプロイに成功しましたが，開始に失敗しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）であれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<リソースアダプタ名 > -resname）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-resname <プロバイダ URL> -nameserver <リソースアダプタ名 >）はできま
せん。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●一度に複数のリソースアダプタをデプロイする場合，追加できないリソースアダプタ
があるときでも，すべてのリソースアダプタの追加を試みます。

●開始済みの実行時情報を含んだリソースアダプタを指定すると，デプロイ完了後に自
動開始処理が行われます。自動開始処理に失敗した場合，J2EEリソースアダプタは
削除されません。

cjexportrar（リソースアダプタのエクスポート）

形式
cjexportrar [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
            -f <ファイルパス> -resname <リソースアダプタ名> [-raw|-normal]

機能

J2EEサーバ上のリソースアダプタを RARファイルに出力します。
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引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダURLについて」を参照してくだ
さい。

-f <ファイルパス >
RARファイルの出力先となるファイルのパスを指定します。

-resname <リソースアダプタ名 >
エクスポートするリソースアダプタ名を指定します。

-raw
J2EE リソースアダプタファイルを生成します。

-normal
日立固有のリソースアダプタ拡張 DDファイル（ファイル名：hitachi-ra.xml）を追
加し，J2EEリソースアダプタファイルを生成します。-rawオプション，-normal
オプションのどちらも指定されていない場合は，-normalオプションを指定した場
合と同じになります。

入力例
cjexportrar MyServer -f res1.rar -resname Res1

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。
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9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）であれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<リソースアダプタ名 > -resname）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-resname <プロバイダ URL> -nameserver <リソースアダプタ名 >）はできま
せん。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

cjgetjbprop（JavaBeansリソースの属性の取得）

形式
cjgetjbprop [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] 
            -resname <JavaBeansリソース表示名> 
            [-encoding <エンコーディング名>] -c <属性ファイルパス>

機能

-resnameで指定された JavaBeansリソースの属性を取得し，属性ファイルを生成しま
す。

JavaBeansリソース属性ファイルの詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリ
ケーションサーバ リファレンス 定義編 (アプリケーション／リソース定義 )」を参照し
てください。

指定したパスにすでにファイルが存在する場合，上書きします。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
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<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダURLについて」を参照してくだ
さい。

-resname <JavaBeansリソース表示名 >
取得対象となる JavaBeansリソースの表示名を指定します。

-encoding ＜エンコーディング名＞
属性ファイル出力時のエンコーディング名を指定します。指定できるエンコーディ
ング名を次に示します。
• UTF8
• UTF-8
• ASCII
• US-ASCII
• ISO-8859-1
• EUC_JP
• Shift_JIS
• SJIS
• windows-31j
• MS932
• JavaVMがサポートしているエンコーディング名

省略した場合は，JavaVMのデフォルトエンコーディング名を使用します。使用さ
れたエンコーディング名を確認するには，cjgetjbpropコマンドで取得した属性ファ
イルの先頭行の XML宣言部分を参照してください。
<?xml version="<XML規格のバージョン番号>" encoding="<エンコーディング
名>"?>

-c <属性ファイルパス >
属性ファイルの出力先パスを指定します。

入力例
cjgetjbprop MyServer -resname MyJavaBeansName -encoding Shift_JIS 
-c MyJavaBeansProp.xml

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドが実行できません。
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3：
タイムアウトエラーが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<プロバイダ URL> -nameserver）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-resname <プロバイダ URL> -nameserver <JavaBeansリソース表示名 >）は
できません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

cjgetrarprop（RARファイルの属性の取得）

形式
cjgetrarprop [<サーバ名称>][-nameserver <プロバイダURL>]
             -resname <リソースアダプタ表示名> 
             [-encoding <エンコーディング名>] -c <属性ファイルパス>

機能

-resnameに指定された J2EEリソースとしてデプロイ済みの RARファイルの属性を取
得して，属性ファイルを生成します。

RARファイルの属性を設定するのは，Connector属性ファイルです。Connector属性
ファイルについては，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ リファレンス 
定義編 (アプリケーション／リソース定義 )」を参照してください。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
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<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダURLについて」を参照してくだ
さい。

-resname <リソースアダプタ表示名 >
取得対象となるリソース（デプロイ済みのリソースアダプタ）の表示名を指定しま
す。

-encoding ＜エンコーディング名＞
属性ファイル出力時のエンコーディング名を指定します。指定できるエンコーディ
ング名を次に示します。
• UTF8
• UTF-8
• ASCII
• US-ASCII
• ISO-8859-1
• EUC_JP
• Shift_JIS
• SJIS
• windows-31j
• MS932
• JavaVMがサポートしているエンコーディング名

省略した場合は，JavaVMのデフォルトエンコーディング名を使用します。使用さ
れたエンコーディング名を確認するには，このコマンドで取得した属性ファイルの
先頭行の XML宣言部分を参照してください。
<?xml version="<XML規格のバージョン番号>" encoding="<エンコーディング
名>"?>

-c ＜属性ファイルパス＞
属性ファイルの出力先パスを指定します。

入力例
cjgetrarprop MyServer -resname account-rar -encoding Shift_JIS -c 
MyRarprop.xml

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。
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2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<リソースアダプタ表示名 > -resname）やオプション名と値を非対応にするこ
と（例：-resname <属性ファイルパス >  -c  <リソースアダプタ表示名 >）はできませ
ん。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●指定したパスにすでに属性ファイルが存在する場合，上書きします。

cjgetresprop（リソースの属性の取得）

形式

EJB-JARファイルおよびWARファイルの場合
cjgetresprop [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
             -type {ejb|war}
             -resname <リソース表示名>[/<下位リソース表示名>]
             [-encoding エンコーディング名] -c <属性ファイルパス>

データソースファイルの場合
cjgetresprop [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
             -type datasource -resname <データソース表示名>
             [-encoding エンコーディング名] -c <属性ファイルパス>

メールの場合
cjgetresprop [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
             -type mail -resname <メール表示名> 
             [-encoding エンコーディング名] -c <属性ファイルパス>

RARファイルの場合
cjgetresprop [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
             -type rar -resname <リソースアダプタ表示名>
             [-encoding エンコーディング名] -c <属性ファイルパス>
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機能

EJB-JARファイルに含まれるリソース（EJB-JARファイル，Session Bean，Entity 
Bean，Message-driven Bean），WARファイルに含まれるリソース（WARファイル，
サーブレット／ JSP，フィルタ），データソースファイル，メール，またはデプロイ前の
RARファイルに含まれるリソースの属性を取得して，属性ファイルを生成します。

下位リソース表示名が指定されない場合は，EJB-JARファイルまたはWARファイルの
指定となります。

J2EEアプリケーションとリソースの設定で使用する属性ファイルについては，マニュア
ル「Cosminexus アプリケーションサーバ リファレンス 定義編 (アプリケーション／リ
ソース定義 )」を参照してください。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダURLについて」を参照してくだ
さい。

-type {ejb|war|datasource|mail|rar}
生成する属性ファイルの種別を指定します。
• ejb：EJB-JARファイルまたは EJB-JARファイル中のリソースの属性ファイル
• war：WARファイルまたはWARファイル中のリソースの属性ファイル
• datasource：データソース属性ファイル
• mail：メール属性ファイル
• rar：デプロイ前の RARファイルの属性ファイル

-resname <リソース表示名，データソース表示名，メール表示名またはリソースアダプ
タ表示名 >

取得対象となるリソースの表示名を指定します。
• EJB-JARファイルの場合：<EJB-JARファイルの表示名 >
• EJBファイルの場合：<EJB-JARファイルの表示名 >[/<EJBファイルの表示名

>]
• WARファイルの場合：<WARファイルの表示名 >
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• サーブレット／ JSPの場合：<WARファイルの表示名 >[/<サーブレット／ JSP
の表示名 >]

• フィルタの場合：<WARの表示名 >[/<フィルタの表示名 >]
• RARファイルの場合：<RARファイルの表示名 >

-encoding <エンコーディング名 >
属性ファイル出力時のエンコーディング名を指定します。指定できるエンコーディ
ング名を次に示します。
• UTF8
• UTF-8
• ASCII
• US-ASCII
• ISO-8859-1
• EUC_JP
• Shift_JIS
• SJIS
• windows-31j
• MS932
• JavaVMがサポートしているエンコーディング名

省略した場合は，JavaVMのデフォルトエンコーディング名を使用します。使用さ
れたエンコーディング名を確認するには，このコマンドで取得した属性ファイルの
先頭行の XML宣言部分を参照してください。
<?xml version="<XML規格のバージョン番号>" encoding="<エンコーディング
名>"?>

-c <属性ファイルパス >
属性ファイルの出力先パスを指定します。

入力例

EJB-JARファイルの場合
cjgetresprop MyServer -type ejb -resname accountJsp/MyAccount 
-encoding Shift_JIS -c MyAccountProp.xml
 

WARファイルの場合
cjgetresprop MyServer -type war -resname account-war/Account 
-encoding UTF-8 -c AccountProp.xml

データソースファイルの場合
cjgetresprop MyServer -type datasource -resname JdbcDbpsv -c 
JdbcDbpsvProp.xml

メールの場合
cjgetresprop MyServer -type mail -resname Mail -c MailProp.xml
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RARファイルの場合
cjgetresprop MyServer -type rar -resname account-rar -encoding 
Shift_JIS -c AccountProp.xml

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<J2EEアプリケーション名 > -name）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-name ejb -type <J2EEアプリケーション名 >）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●指定したパスにすでに属性ファイルが存在する場合，上書きします。

cjimportjb（JavaBeansリソースのインポート）

形式

JavaBeansリソースのインポートをする場合
cjimportjb [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] 
           -f <JARファイルパス> -c <属性ファイルパス>

引数で指定したディレクトリにある JavaBeansリソースのクラスのインポートをする場
合

cjimportjb [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
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           -d <JavaBeansリソースのクラスが存在するディレクトリパス> 
           -c <属性ファイルパス>

機能

JavaBeansリソースのインポートをする場合
JavaBeansリソースをインポートします。
すでにインポートした JavaBeansリソースと同じ表示名，または同じ実装クラス名
を持つ JavaBeansリソースをインポートすることはできません。
JavaBeansリソースをインポートし，属性ファイルに指定された値を設定します。
JavaBeansリソース属性ファイルの詳細については，マニュアル「Cosminexus ア
プリケーションサーバ リファレンス 定義編 (アプリケーション／リソース定義 )」
を参照してください。

引数で指定したディレクトリにある JavaBeansリソースのクラスのインポートをする場
合

引数で指定したディレクトリにある JavaBeansリソースのクラスをインポートしま
す。
すでにインポートした JavaBeansリソースと同じ表示名，または同じ実装クラス名
を持つ JavaBeansリソースをインポートすることはできません。
JavaBeansリソースをインポートし，属性ファイルに指定された値を設定します。
JavaBeansリソース属性ファイルの詳細については，マニュアル「Cosminexus ア
プリケーションサーバ リファレンス 定義編 (アプリケーション／リソース定義 )」
を参照してください。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。

-f <JARファイルパス >
読み込み対象となるファイル（JavaBeansリソースを含む JARファイル）のパス
を指定します。
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-d <JavaBeans リソースのクラスが存在するディレクトリパス >
JavaBeansリソースのクラスが存在するディレクトリのパスを指定します。
指定されたディレクトリ下に存在するものすべてを JavaBeansリソースとしてイン
ポートします。

-c <属性ファイルパス >
属性ファイルの入力元パスを指定します。

入力例

形式 1
cjimportjb MyServer -f Myjavabeans.jar -c Myjavabeansprop.xml

形式 2
cjimportjb MyServer -d MydirectoryPath -c Myjavabeansprop.xml

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドが実行できません。

3：
タイムアウトエラーが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<アプリケーション名 > -name）やオプション名と値を非対応にすること（例：
-f <属性ファイルパス > -c <JARファイルパス >）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

● JavaBeansリソースの表示名が 240文字より大きい場合はエラーとなります。
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cjimportres（リソースのインポート）

形式

EJB-JARファイル，WARファイル，または RARファイルの場合
cjimportres [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
            -type {ejb|war|rar} -f <ファイルパス>
            [-f <ファイルパス> ...]

データソースの場合
cjimportres [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
            -type datasource -resname <データソース表示名>
            -c <データソース設定ファイルパス>
            -f <JDBCドライバファイルパス>
            [-f <JDBCドライバファイルパス> ...]

機能

リソース（EJB-JARファイル，WARファイル，データソースファイル，または RAR
ファイル）をインポートします。また，一度に複数のファイルのインポートもできます。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。

-type {ejb|war|datasource|rar}
インポートするファイルのファイル種別を指定します。
• ejb：EJB-JARファイル
• war：WARファイル
• datasource：JDBCドライバファイルおよびデータソース設定ファイル
• rar：RARファイル

-resname <データソース表示名 >
インポートするデータソースに付与する名前を指定します。名前には英数字（0～
9，A～ Z，a～ z）またはアンダースコア（_）を使用できます。
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-c <データソース設定ファイルパス >
読み込み対象となるデータソース設定ファイルのパスを指定します。

-f <ファイルパスまたは JDBCドライバファイルパス >
読み込み対象となるファイル（EJB-JARファイル，WARファイル，JDBCドライ
バ，または RARファイル）のパスを指定します。
JDBCドライバが複数のファイルで構成されている場合，-fオプションを複数回指
定してください。

入力例

EJB-JARファイルの場合
cjimportres MyServer -type ejb -f account.jar

WARファイルの場合
cjimportres MyServer -type war -f account.war

データソースファイルの場合
cjimportres MyServer -type datasource -resname JdbcDbpsv -c 
JdbcDbpsvConf.xml -f JdbcDbpsv.jar

RARファイルの場合
cjimportres MyServer -type rar -f account.rar

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
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（例：<データソース表示名 > -resname）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-nameserver <データソース表示名 > -resname <プロバイダ URL>）はできま
せん。

● DDファイルの <display-name>タグを設定していない場合，または <display-name>
タグに空文字を設定している場合，リソースの表示名にファイル名が使用されます。
なお，ファイル名に汎用文字，半角英数字以外の文字が含まれている場合，その文字
はアンダースコア "_"に置き換えられます。

● Deployment Descriptorを省略した場合，リソースの表示名は次のように変換されま
す。
• EJB-JARファイル (EJB3.0以降 )のときは，ファイル名から拡張子 (.jar)を除いた
文字列。ただし

• WARファイル (Servlet2.5以降 )のときは，ファイル名から拡張子を除いた文字列。

なお，ピリオド (.)が最初にだけ現れるファイル名の場合，拡張子は除かれません。ま
た，変換された表示名に半角英数文字 (0～ 9, A～ Z, a～ z)，アンダースコア (_)以外
の文字の文字がある場合，その文字はアンダースコア (_)に置き換えられます。
RARファイルの場合，DDファイルは省略できません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●すでにインポートされている EJB-JARファイルと同じ表示名を持つ EJB-JARファ
イルはインポートできません。

●すでにインポートされているWARファイルと同じ表示名を持つWARファイルはイ
ンポートできません。

●すでにインポートされている RARファイルと同じ表示名を持つ RARファイルはイン
ポートできません。

●すでにインポートされているデータソース，生成済みのメールと同じ表示名でデータ
ソースをインポートできません。

●ネイティブライブラリを含む RARファイルはインポートできません。

● EJB-JARに表示名が指定されていない場合，EJB-JARファイルのファイル名（.jar
を除く）を EJB-JARファイルの表示名として使用します。
RARファイルの場合も同様になります。
WARファイルの場合も同様にファイル名を表示名としますが，英数字，アンダースコ
ア以外の文字はアンダースコアに置き換えます。置換対象文字が連続する場合は一つ
のアンダースコアにまとめられます。

●一度に複数のファイルをインポートした場合，インポートできないファイルがあった
ときでも，すべてのファイルに対してインポートを試みます。

● Enterprise Bean（EJB-JAR）のインポート時には，EJB-JARファイルの DDに関し
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て注意事項があります。Enterprise Bean（EJB-JAR）のインポートについては，マ
ニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ アプリケーション設定操作ガイド」
を参照してください。

●サーブレットと JSPのインポート時には，WARファイルの DDに関して注意事項が
あります。サーブレットと JSPのインポートについては，マニュアル「Cosminexus 
アプリケーションサーバ アプリケーション設定操作ガイド」を参照してください。

●リソースアダプタのインポート時には，RARファイルの DDに関して注意事項があり
ます。リソースアダプタのインポートについては，マニュアル「Cosminexus アプリ
ケーションサーバ アプリケーション設定操作ガイド」を参照してください。

●インポートする RARファイルの表示名またはデータソースの表示名が 240文字より
大きい場合はエラーとなります。

cjlistjb（JavaBeansリソースの一覧表示）

形式
cjlistjb [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]

機能

すべての JavaBeansリソースの状態を標準出力に出力します。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダURLについて」を参照してくだ
さい。

出力形式
<JavaBeansリソースの状態><JavaBeansリソース表示名>
<JavaBeansリソースの状態><JavaBeansリソース表示名>
・・・

JavaBeansリソースの状態には次のどちらかが入ります。
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• running
開始状態

• stopped
停止状態

入力例
cjlistjb MyServer

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

3：
タイムアウトエラーが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）に指定します。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え（例：<プロ
バイダURL> -nameserver）やオプション名と値を非対応にすること（例：
-nameserver <サーバ名称 >）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

cjlistpool（コネクションプールの一覧表示）

形式

J2EEリソースアダプタとしてデプロイされているリソースアダプタを指定する場合
cjlistpool [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
           -resname <リソースアダプタの表示名>
           [-resname <リソースアダプタの表示名> ...]

アプリケーションに含めて使用されるリソースアダプタを指定する場合
cjlistpool [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
           [-test]
121



2.　J2EEサーバで使用するコマンド
           -name <アプリケーション名>
           -resname <リソースアダプタの表示名>
           [-resname <リソースアダプタの表示名> ...]

すべてのリソースアダプタを指定する場合
cjlistpool [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] -resall

機能

J2EEリソースアダプタとしてデプロイされているリソースアダプタを指定する場合
指定された J2EEリソースアダプタのコネクションプールの情報を標準出力に出力
します。
一度に複数のリソースアダプタのコネクションプールの情報を表示できます。表示
できないリソースアダプタがあった場合でも，すべてのリソースアダプタに対して
表示を試みます。

アプリケーションに含めて開始されているリソースアダプタを指定する場合
指定されたアプリケーションに含まれるリソースアダプタのコネクションプールの
状態を標準出力に出力します。
一度に複数のリソースアダプタのコネクションプールの状態を表示できます。表示
できないリソースアダプタがあった場合でも，すべてのリソースアダプタに対して
表示を試みます。

すべてのリソースアダプタを指定する場合
起動されているすべてのリソースアダプタのコネクションプールの情報を標準出力
に出力します。

なお，無効なコネクションプールは出力されません。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダURLについて」を参照してくだ
さい。

-resname <リソースアダプタの表示名 >
表示対象とするリソースアダプタの表示名を指定します。
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Connector 1.5の場合，<リソースアダプタの表示名 >!<コネクション定義識別子 >

で指定します。

-test
テストモードのアプリケーションに対してコマンドを実行する場合に指定します。
省略した場合，通常モードのアプリケーションに対してコマンドを実行します。

-name <アプリケーション名 >
表示対象とするリソースアダプタを含んでいるアプリケーション名を指定します。
省略した場合，J2EEリソースアダプタとしてデプロイされているリソースアダプ
タが対象となります。

-resall
すべてのリソースアダプタを表示対象とする場合に指定します。

出力形式
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<コネクションプールの状態 >
表示されるコネクションプールの状態には，次のどれかの値が入ります。
• running：開始状態
• runningReserved：開始予約状態
• resumingAutomatically：自動再開中状態
• resumingManually：手動再開中状態
• blockedAutomatically：自動閉塞状態
• blockedManually：手動閉塞状態
• suspendedAutomatically：自動一時停止状態
• suspendedAutomaticallyReserved：自動一時停止予約状態
• suspendedManually：手動一時停止状態
• suspendedManuallyReserved：手動一時停止予約状態
• invalid：不正状態
• N/A：メンバリソースアダプタでない場合

<コネクション ID>
コネクション IDを生成できない場合は「N/A」を出力します。
コネクション IDに関する詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリケー
ションサーバ 機能解説 基本・開発編 (コンテナ共通機能 )」を参照してください。

入力例

形式 1
cjlistpool MyServer -resname Rar1

形式 2
cjlistpool MyServer -name App1 -resname Rar1

形式 3
cjlistpool MyServer -resall

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

3：
タイムアウトエラーが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
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Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<プロバイダ URL> -nameserver）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-nameserver <リソースアダプタの表示名 > -resname <プロバイダ URL>）は
できません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●コネクションプールの状態に invalidが出力された場合，メンバリソースアダプタを
アンデプロイして再度デプロイしたあとに，再開始する必要があります。対処できな
い場合は，保守情報を取得して保守員に連絡してください。

cjlistrar（リソースアダプタの一覧表示）

形式

リソースアダプタの状態表示の場合
cjlistrar [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
          [-clusterpool] [-spec]

コネクション定義識別子の一覧表示の場合
cjlistrar [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
          -resname <リソースアダプタの表示名> -outbound

メッセージリスナのタイプの一覧表示の場合
cjlistrar [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
          -resname <リソースアダプタの表示名> -inbound

アクティブ化のために設定が必要なプロパティ名の一覧表示の場合
cjlistrar [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
          -resname <リソースアダプタの表示名>
          -listenertype <メッセージリスナのタイプ名>

機能

リソースアダプタの状態表示の場合
デプロイされているすべてのリソースアダプタについて，リソースアダプタ名とリ
ソースアダプタの状態を標準出力に出力します。また，リソースアダプタがクラス
タコネクションプールのメンバリソースアダプタの場合は，コネクションプールの
状態も表示します。
-specを指定すると，RARファイルのコネクタアーキテクチャの仕様バージョンを
標準出力に出力します。
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コネクション定義識別子の一覧表示の場合
Connector 1.5のリソースアダプタで，-resnameと -outboundを指定すると，デプ
ロイされている RARファイルに含まれる Outboundリソースアダプタのコネクショ
ン定義識別子の一覧を標準出力に出力します。Connector 1.0のリソースアダプタで
は，-resnameと -outboundは指定できません。
Connector 1.5のリソースアダプタで，-resnameと -inboundを指定すると，デプロ
イされている RARファイルに含まれる，Inboundリソースアダプタのメッセージリ
スナのタイプの一覧を標準出力に出力します。Connector 1.0のリソースアダプタで
は，-resnameと -inboundは指定できません。
Connector 1.5のリソースアダプタで，-resnameと -listenertypeを指定すると，指
定したメッセージリスナのアクティブ化のために設定が必要なプロパティ名の一覧
を標準出力に出力します。Connector 1.0のリソースアダプタでは，-resnameと
-listenertypeは指定できません。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダURLについて」を参照してくだ
さい。

-clusterpool
コネクションプールの状態を表示する場合に指定します。コネクションプールのク
ラスタ化機能を使用している場合に有効になります。

-spec
コネクタアーキテクチャのバージョンを表示する場合に指定します。
次のどちらかのコネクタアーキテクチャのバージョンが表示されます。
• Connector 1.0
• Connector 1.5

-resname <リソースアダプタの表示名 >
表示対象となるリソースアダプタ名を指定します。

-outbound
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RARファイルに含まれる Outboundリソースアダプタのコネクション定義識別子を
表示する場合に，-resnameとともに指定します。

-inbound
RARファイルに含まれる Inboundリソースアダプタのメッセージリスナのタイプを
表示する場合に，-resnameとともに指定します。

-listenertype <メッセージリスナのタイプ名 >
指定したメッセージリスナのアクティブ化のために設定が必要なプロパティ名を表
示する場合に，-resnameとともに指定します。

出力形式

-clusterpoolを指定しない場合
<リソースアダプタの状態> <リソースアダプタ名>
<リソースアダプタの状態> <リソースアダプタ名>
・・・
　

<リソースアダプタの状態 >には，次のどちらかの値が入ります。
• running：開始状態
• stopped：停止状態

-clusterpoolを指定した場合
<リソースアダプタの状態> <コネクションプールの状態> <リソースアダプタ名>
<リソースアダプタの状態> <コネクションプールの状態> <リソースアダプタ名>
・・・
　

<コネクションプールの状態 >には，次のどれかの値が入ります。
• running：開始状態
• runningReserved：開始予約状態
• resumingAutomatically：自動再開中状態
• resumingManually：手動再開中状態
• blockedAutomatically：自動閉塞状態
• blockedManually：手動閉塞状態
• suspendedAutomatically：自動一時停止状態
• suspendedAutomaticallyReserved：自動一時停止予約状態
• suspendedManually：手動一時停止状態
• suspendedManuallyReserved：手動一時停止予約状態
• invalid：不正状態
• N/A：メンバリソースアダプタでない場合

-specを指定した場合
<リソースアダプタの状態> <コネクタアーキテクチャの仕様バージョン> <リソー
スアダプタ名>
<リソースアダプタの状態> <コネクタアーキテクチャの仕様バージョン> <リソー
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スアダプタ名>
・・・

-clusterpoolと -specを指定した場合
<リソースアダプタの状態> <コネクションプールの状態> <コネクタアーキテク
チャの仕様バージョン> <リソースアダプタ名>
<リソースアダプタの状態> <コネクションプールの状態> <コネクタアーキテク
チャの仕様バージョン> <リソースアダプタ名>
・・・

-resnameと -outboundを指定した場合
<コネクション定義識別子>
<コネクション定義識別子>
・・・

-resnameと -inboundを指定した場合

<メッセージリスナのタイプ>
<メッセージリスナのタイプ>
・・・

-resnameと -listenertypeを指定した場合

<プロパティ名>
<プロパティ名>
・・・

入力例
cjlistrar MyServer

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）に指定します。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え（例：<プロ
バイダ URL> -nameserver）やオプション名と値を非対応にすること（例：
-nameserver <サーバ名称 >）はできません。
128



2.　J2EEサーバで使用するコマンド
●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●一覧は大文字小文字の区別なしで，昇順でソートされます。

●コネクションプールの状態に invalidが出力された場合，メンバリソースアダプタを
アンデプロイして再度デプロイしたあとに，再開始する必要があります。対処できな
い場合は，保守情報を取得して保守員に連絡してください。

cjlistres（リソースの一覧表示）

形式

RARファイル以外のリソースの場合

cjlistres [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
          -type {ejb|war|datasource|mail} [-resname <表示名>]

RARファイルのリソースの場合

cjlistres [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]-type rar 
[-spec|
          -resname <表示名> -outbound | 
          -resname <表示名> -inbound | 
          -resname <表示名> -listenertype <メッセージリスナのタイプ名>]

機能

RARファイル以外のリソースの場合

インポート済みの EJB-JARファイル，WARファイル，データソースファイル，ま
たはメールの一覧を標準出力に出力します。

RARファイルのリソースの場合

インポート済みの RARファイルの一覧を標準出力に出力します。
-specを指定すると，RARファイルのコネクタアーキテクチャの仕様バージョンを
標準出力に出力します。
Connector 1.5のリソースアダプタで，-resnameと -outboundを指定すると，RAR
ファイルに含まれる Outboundリソースアダプタのコネクション定義識別子の一覧
を標準出力に出力します。Connector 1.0のリソースアダプタでは，-resnameと
-outboundは指定できません。
Connector 1.5のリソースアダプタで，-resnameと -inboundを指定すると，RAR
ファイルに含まれる，Inboundリソースアダプタのメッセージリスナのタイプの一
覧を標準出力に出力します。Connector 1.0のリソースアダプタでは，-resnameと
-inboundは指定できません。
Connector 1.5のリソースアダプタで，-resnameと -listenertypeを指定すると，指
定したメッセージリスナのアクティブ化のために設定が必要なプロパティ名の一覧
を標準出力に出力します。Connector 1.0のリソースアダプタでは，-resnameと
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-listenertypeは指定できません。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダURLについて」を参照してくだ
さい。

-type {ejb|war|datasource|mail|rar}
表示対象となるリソースの種別を指定します。
• ejb：EJB-JARファイル
• war：WARファイル
• datasource：データソースファイル
• mail：メール
• rar：RARファイル

-resname <表示名 >
表示対象となるリソース（EJB-JARファイル，WARファイル，または RARファ
イル）の表示名を指定します。
EJB-JARファイル，WARファイル，または RARファイルの場合に -resnameを指
定すると，それぞれに含まれるリソース（EJB-JARファイル：Enterprise Bean，
WARファイル：サーブレット／ JSPまたは，フィルタ，RARファイル：RARファ
イルのコネクション定義識別子）の一覧を標準出力に出力します。

-spec
コネクタアーキテクチャのバージョンを表示する場合に指定します。
次のどちらかのコネクタアーキテクチャのバージョンが表示されます。
• Connector 1.0
• Connector 1.5

-outbound
RARファイルに含まれる Outboundリソースアダプタのコネクション定義識別子を
表示する場合に，-resnameとともに指定します。

-inbound
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RARファイルに含まれる Inboundリソースアダプタのメッセージリスナのタイプを
表示する場合に，-resnameとともに指定します。

-listenertype <メッセージリスナのタイプ名 >
指定したメッセージリスナのアクティブ化のために設定が必要なプロパティ名を表
示する場合に，-resnameとともに指定します。

入力例

EJB-JARファイルの場合
cjlistres MyServer -type ejb

WARファイルの場合
cjlistres MyServer -type war

データソースファイルの場合
cjlistres MyServer -type datasource

メールの場合
cjlistres MyServer -type mail

RARファイルの場合
cjlistres MyServer -type rar

出力形式

EJB-JARファイルの場合（-resname指定なし）
<EJB-JARファイルの表示名>
<EJB-JARファイルの表示名>
・・・

EJB-JARファイルの場合（-resname指定あり）
<Enterprise Beanの表示名>
<Enterprise Beanの表示名>
・・・

WARファイルの場合（-resname指定なし）
<WARファイルの表示名>
<WARファイルの表示名>
・・・

WARファイルの場合（-resname指定あり）
<サーブレット／JSP，フィルタの表示名>
<サーブレット／JSP，フィルタの表示名>
・・・

データソースファイルの場合
<データソースファイルの表示名>
<データソースファイルの表示名>
・・・

メールの場合
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<メールの表示名>
<メールの表示名>
・・・

RARファイルの場合（-resnameおよび -spec指定なし）

<RARファイルの表示名>
<RARファイルの表示名>
・・・

RARファイルの場合（-spec指定あり）
<コネクタアーキテクチャの仕様バージョン> <RARファイルの表示名>
<コネクタアーキテクチャの仕様バージョン> <RARファイルの表示名>
・・・

RARファイルの場合（-resnameおよび -outbound指定あり）

<コネクション定義識別子>
<コネクション定義識別子>
・・・

RARファイルの場合（-resnameおよび -inbound指定あり）

<メッセージリスナのタイプ>
<メッセージリスナのタイプ>
・・・

RARファイルの場合（-resnameおよび -listenertype指定あり）

<プロパティ名>
<プロパティ名>
・・・

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<プロバイダ URL> -nameserver）やオプション名と値を非対応にすること
132



2.　J2EEサーバで使用するコマンド
（例：-nameserver ejb -type <プロバイダ URL>）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●一覧は大文字小文字の区別なしで，昇順でソートされます。

cjresumepool（メンバコネクションプールの再開始）

形式
cjresumepool [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] 
             -resname <リソースアダプタ表示名> 
             [-resname <リソースアダプタ表示名> ...]

機能

指定したクラスタコネクションプールのメンバコネクションプールを再開します。一度
に複数のメンバコネクションプールの再開もできます。再開に失敗したメンバコネク
ションプールがあった場合でも，すべてのメンバコネクションプールに対して再開を試
みます。一つでも再開できなかった場合は，異常終了します。

このコマンドは 1.4モードで実行します。ベーシックモードで実行した場合は，異常終
了となります。

リソースアダプタが開始状態の場合，このコマンドを実行すると，メンバコネクション
プールは手動再開中状態になります。次に，メンバコネクションプールのウォーミング
アップ機能が有効な場合は，メンバコネクションプール内にコネクションをプールし，
その後，メンバコネクションプールは開始状態となります。

リソースアダプタが停止状態の場合，このコマンドを実行すると，メンバコネクション
プールは開始予約状態になります。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。
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-resname <リソースアダプタ表示名 >
再開対象となるメンバリソースアダプタの表示名を指定します。
クラスタコネクションプールのメンバリソースアダプタでないリソースアダプタを
指定した場合，異常終了となります。
この引数は，指定したリソースアダプタの開始 /停止状態に関係なく，このコマンド
自体を実行できます。ただし，メンバコネクションプールの状態によって，コマン
ドを実行できる場合とできない場合があります。詳細は次の表を参照してください。

入力例
cjresumepool MyServer -resname 
DB_Connector_for_Oracle_ClusterPool_Member

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドが実行できません。

3：
タイムアウトエラーが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え

メンバコネクションプールの状態 コマンドの実行可否

自動一時停止状態
手動一時停止状態
自動一時停止予約状態
手動一時停止予約状態

実行可能

開始状態
開始予約状態
自動再開中状態
手動再開中状態
自動閉塞状態
手動閉塞状態

実行不可
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（例：<アプリケーション名 > -name）やオプション名と値を非対応にすること（例：
-nameserver <アプリケーション名 > -name <プロバイダURL>）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

cjsetjbprop（JavaBeansリソースの属性設定）

形式
cjsetjbprop [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] 
            -resname <JavaBeansリソース表示名> -c <属性ファイルパス>

機能

-resnameで指定された JavaBeansリソースの属性を，指定した JavaBeansリソース属
性ファイルの値に変更します。JavaBeansリソース属性ファイルの詳細については，マ
ニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ リファレンス 定義編 (アプリケーショ
ン／リソース定義 )」を参照してください。

指定した JavaBeansリソースは存在している必要があります。

JavaBeansリソースの表示名は，属性ファイルの <display-name>タグで指定したもの
に置き換わります。

すでにスタート状態にある JavaBeansリソースの属性は変更できません。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。

-resname <JavaBeansリソース表示名 >
設定対象の JavaBeansリソース表示名を指定します。

-c <属性ファイルパス >
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属性ファイルの入力元パスを指定します。

入力例
cjsetjbprop MyServer -resname MyJavaBEansName -c 
MyJavaBeansPorp.xml

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドが実行できません。

3：
タイムアウトエラーが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<アプリケーション名 > -name）やオプション名と値を非対応にすること（例：
-resname <属性ファイルパス > -c <JavaBeansリソース表示名 >）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

cjsetrarprop（RAR属性設定）

形式
cjsetrarprop ［<サーバ名称>］［-nameserver <プロバイダURL>］
              -resname <リソースアダプタ表示名> -c <属性ファイルパス>

機能

-resnameに指定されたデプロイ済みの RARファイルに含まれるリソースの属性を属性
ファイルに指定された値に変更します。

RARファイルの属性を設定するのは，Connector属性ファイルです。Connector属性
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ファイルについては，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ リファレンス 
定義編 (アプリケーション／リソース定義 )」を参照してください。

リソースの表示名は，属性ファイルの <display-name>タグで指定したものに置き換わ
ります。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。

-resname <リソースアダプタ表示名 >
設定対象リソース（デプロイ済みのリソースアダプタ）の表示名を指定します。

-c <属性ファイルパス >
属性ファイルの入力元パスを指定します。

入力例
cjsetrarprop MyServer -resname account-rar -c MyRarprop.xml

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
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Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<リソースアダプタ表示名 > -resname）やオプション名と値を非対応にするこ
と（例：-resname <属性ファイルパス > -c <リソースアダプタ表示名 >）はできませ
ん。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

cjsetresprop（リソースの属性設定）

形式

EJB-JARファイルおよびWARファイルの場合
cjsetresprop [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
             -type {ejb|war}
             -resname <リソース表示名>[/<下位リソース表示名>]
             -c <属性ファイルパス>

データソースファイルの場合
cjsetresprop [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
             -type datasource -resname <データソース表示名>
             -c <属性ファイルパス>

メールの場合
cjsetresprop [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
             -type mail -resname <メール表示名> -c <属性ファイルパス>

RARファイルの場合
cjsetresprop [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
             -type rar -resname <リソースアダプタ表示名>
             -c <属性ファイルパス>

機能

EJB-JARファイルに含まれるリソース（EJB-JARファイル，Session Bean，Entity 
Bean，Message-driven Bean），WARファイルに含まれるリソース（WARファイル，
サーブレット／ JSP，フィルタ），データソースファイル，メール，またはデプロイ前の
RARファイルに含まれるリソースの属性を属性ファイルに指定された値に変更します。

下位リソース表示名が指定されない場合は EJB-JARファイル，WARファイルの指定と
なります。
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J2EEアプリケーションとリソースの設定で使用する属性ファイルについては，マニュア
ル「Cosminexus アプリケーションサーバ リファレンス 定義編 (アプリケーション／リ
ソース定義 )」を参照してください。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。

-type {ejb|war|datasource|mail|rar}
設定するリソースの種別を指定します。
• ejb：EJB-JARファイルまたは EJB-JARファイル中のリソースの属性
• war：WARファイルまたはWARファイル中のリソースの属性
• datasource：データソースファイル
• mail：メール
• rar：デプロイ前の RARファイルの属性

-resname <リソース表示名，データソース表示名，メール表示名またはリソースアダプ
タ表示名 >

設定対象リソースの表示名を指定します。
• EJB-JARファイルの場合：<EJB-JARファイルの表示名 >
• EJBファイルの場合：<EJB-JARファイルの表示名 >[/<Enterprise Beanの表示
名 >]

• WARファイルの場合：<WARファイルの表示名 >
• サーブレット／ JSPの場合：<WARファイルの表示名 >[/<サーブレット／ JSP
の表示名 >]

• フィルタの場合：<WARの表示名 >[/<フィルタの表示名 >]
• RARファイルの場合：<RARファイルの表示名 >

-c <属性ファイルパス >
属性ファイルの入力元パスを指定します。
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入力例

EJB-JARファイルの場合
cjsetresprop MyServer -type ejb -resname accountJsp/MyAccount -c 
MyAccountProp.xml

WARファイルの場合
cjsetresprop MyServer -type war -resname account-war/Account -c 
AccountProp.xml

データソースファイルの場合
cjsetresprop MyServer -type datasource -resname JdbcDbpsv -c 
JdbcDbpsvProp.xml

メールの場合
cjsetresprop MyServer -type mail -resname Mail -c MailProp.xml

RARファイルの場合
cjsetresprop MyServer -type rar -resname account-ra -c 
AccountProp.xml

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<リソース表示名 > -resname）やオプション名と値を非対応にすること（例：
-resname ejb -type <リソース表示名 >）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。
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●属性ファイルに設定された security-role/link-toの値は無視されます。指定されたリ
ソースが Session Bean，Entity Bean，またはWARファイルの場合は runtimeの値
も無視されます。

●データソース表示名は，属性ファイルの <display-name>タグで指定したものに置き
換わります。

●リソース表示名は，属性ファイルの <display-name>タグで指定したものに置き換わ
ります。

●データソースの場合，指定した表示名は存在している必要があります。

●メールの場合，指定した表示名が存在しないときは新規登録として扱います。新規登
録では，英数字（0～ 9，A～ Z，a～ z）またはアンダースコア（_）を使用できま
す。また，既存のものに設定する場合，メール表示名は，プロパティファイルの
<display-name>タグで指定したものに置き換わります。

cjstartjb（JavaBeansリソースの開始）

形式
cjstartjb [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] 
          -resname <JavaBeansリソース表示名>

機能

JavaBeansリソースを開始します。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。

-resname <JavaBeansリソース表示名 >
JavaBeansリソースの表示名を指定します。
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入力例
cjstartjb MyServer -resname javabeansname

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドが実行できません。

3：
タイムアウトエラーが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<プロバイダ URL> -nameserver）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-nameserver JavaBeans <リソース表示名 > -resname<プロバイダ URL>）は
できません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

cjstartrar（リソースアダプタの開始）

形式
cjstartrar [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
           -resname <リソースアダプタ表示名>

機能

指定されたデプロイ済みのリソースアダプタを開始します。

引数

<サーバ名称 >
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接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。

-resname <リソースアダプタ表示名 >
デプロイされたリソースアダプタの表示名を指定します。

入力例
cjstartrar MyServer -resname account-ra

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<リソースアダプタ表示名 > -resname）やオプション名と値を非対応にするこ
と（例：-resname <プロバイダ URL> -nameserver <リソースアダプタ表示名 >）は
できません。
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●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

cjstopjb（JavaBeansリソースの停止）

形式
cjstopjb [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] 
         -resname <JavaBeansリソース表示名>

機能

開始状態の JavaBeansリソースを停止します。

アプリケーションから使用される JavaBeansリソースを停止する場合は，先に
JavaBeansリソースを使用するアプリケーションを停止しておく必要があります。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダURLについて」を参照してくだ
さい。

-resname <JavaBeansリソース表示名 >
JavaBeansリソースの表示名を指定します。

入力例
cjstopjb MyServer -resname javabeansname

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
144



2.　J2EEサーバで使用するコマンド
排他エラーによってコマンドが実行できません。

3：
タイムアウトエラーが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<アプリケーション名 > -name）やオプション名と値を非対応にすること（例：
-nameserver <JavaBeansリソース表示名 > -resname <プロバイダURL>）はできま
せん。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

cjstoprar（リソースアダプタの停止）

形式
cjstoprar [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
          -resname <リソースアダプタ表示名>

機能

開始されているリソースアダプタを停止します。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
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さい。

-resname <リソースアダプタ表示名 >
停止するリソースアダプタ名を指定します。

入力例
cjstoprar MyServer -resname account-ra

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<リソースアダプタ表示名 > -resname）やオプション名と値を非対応にするこ
と（例：-resname <プロバイダ URL> -nameserver <リソースアダプタ表示名 >）は
できません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

cjsuspendpool（メンバコネクションプールの一時停止）

形式
cjsuspendpool [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] 
              -resname <リソースアダプタ表示名> 
              [-resname <リソースアダプタ表示名> ...]
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機能

クラスタコネクションプールのメンバコネクションプールを一時停止します。一度に複
数のメンバコネクションプールの一時停止もできます。一時停止に失敗したメンバコネ
クションプールがある場合でも，すべてのメンバコネクションプールに対して一時停止
を試みます。どれか一つでも一時停止できなかった場合は異常終了となります。

1.4モードで実行する場合だけ有効です。ベーシックモードで実行した場合には，異常終
了となります。

リソースアダプタが開始状態のときに，このコマンドを実行すると，メンバコネクショ
ンプールは手動閉塞状態になり，コマンドは終了します。その後，J2EEサーバでは一時
停止処理が行われます。一時停止処理が完了すると，メンバコネクションプールは手動
一時停止状態になります。

リソースアダプタが停止状態のときに，このコマンドを実行すると，メンバコネクショ
ンプールは手動一時停止予約状態になります。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。

-resname <リソースアダプタ表示名 >
一時停止対象となるメンバリソースアダプタの表示名を指定します。
クラスタコネクションプールのメンバリソースアダプタの表示名以外を指定した場
合，異常終了となります。
この引数は，指定したリソースアダプタの開始 /停止状態に関係なく，このコマンド
自体を実行できます。ただし，メンバコネクションプールの状態によって，コマン
ドを実行できる場合とできない場合があります。詳細は次の表を参照してください。

メンバコネクションプールの状態 コマンドの実行可否

開始状態
開始予約状態
自動一時停止状態
自動一時停止予約状態

実行可能
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入力例
cjsuspendpool MyServer -resname 
DB_Connector_for_Oracle_ClusterPool_Member

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドが実行できません。

3：
タイムアウトエラーが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<データソース表示名 > -resname）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-nameserver <データソース表示名 > -resname <プロバイダ URL>）はできま
せん。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

手動一時停止状態
手動一時停止予約状態
自動再開中状態
手動再開中状態
自動閉塞状態
手動閉塞状態

実行不可

メンバコネクションプールの状態 コマンドの実行可否
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cjtestres（リソースの接続テスト）

形式

データソースおよびメールの場合
cjtestres [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] 
          -type {datasource|mail} 
          -resname <表示名> [-resname <表示名> ...]

J2EEリソースアダプタとしてデプロイして使用するリソースアダプタの場合

cjtestres [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
          -type rar
          -resname <表示名> [-resname <表示名> ...]

アプリケーションに含めて使用するリソースアダプタの場合
cjtestres [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
          [-test] -name <アプリケーション名> -type rar
          -resname <表示名> [-resname <表示名> ...]

機能

J2EEリソースアダプタ，メールおよびデータソースの接続テストをします。

リソースアダプタにコネクション定義が複数ある場合，すべてのコネクション定義に対
して接続テストを行います。コネクション定義のどれかでエラーが発生した場合でもす
べてのコネクション定義に対して接続テストを実行します。

なお，Inboundリソースアダプタの接続テストはできません。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。

-test
テストモードのアプリケーションに対してコマンドを実行する場合に指定します。
省略した場合，通常モードのアプリケーションに対してコマンドを実行します。
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-name <アプリケーション名 >
アプリケーションに含まれるリソースアダプタの接続テストを行う場合に，アプリ
ケーション名を指定します。

-type {datasource|mail|rar}
接続テストの対象となるリソースの種別を指定します。
• datasource：データソースファイル
• mail：メール
• rar：RARファイル

-resname <表示名 >
接続テストの対象となるデータソースファイル，メール，または RARファイルの表
示名を指定します。このオプションは，複数回指定できます。

入力例

データソースの場合
cjtestres -type datasource -resname Myds1

メールの場合
cjtestres -type mail -resname Mymail1

J2EEリソースアダプタとしてデプロイして使用するリソースアダプタの場合

cjtestres -type rar -resname Myrar1

アプリケーションに含めて使用するリソースアダプタの場合
cjtestres -name App1 -type rar -resname Myrar1

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。
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注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<表示名 > -resname）やオプション名と値を非対応にすること（例：
-nameserver <表示名 > -resname <プロバイダ URL>）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

cjundeployrar（リソースアダプタのアンデプロイ）

形式
cjundeployrar [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
              -resname <リソースアダプタ表示名>
              [-resname <リソースアダプタ名> ...]

機能

指定されたリソースアダプタをアンデプロイします。デプロイされているリソースアダ
プタが対象となります。一度に複数のリソースアダプタをアンデプロイできます。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。

-resname <リソースアダプタ表示名 >
リソースアダプタ名を指定します。

入力例
cjundeployrar MyServer -resname account-ra
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戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<リソースアダプタ名 > -resname）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-resname <プロバイダURL> -nameserver <リソースアダプタ名 >）はできま
せん。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●一度に複数のリソースアダプタをアンデプロイする場合，削除できないリソースアダ
プタがあるときでも，すべてのリソースアダプタの削除を試みます。

●一度でも開始・接続テストを試みた J2EEリソースアダプタは，J2EEサーバを再起
動するまでアンデプロイできません。
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2.5　J2EEサーバで使用するそのほかのコマン
ド

ここでは，J2EEサーバで使用するそのほかのコマンドについて説明します。

J2EEサーバで使用するそのほかのコマンドの一覧を，次の表に示します。

表 2-6　J2EEサーバで使用するそのほかのコマンドの一覧

（凡例）
更新：更新系コマンド。J2EEサーバの内容を更新，または構成情報を取得するコマンドです。
参照：参照系コマンド。J2EEサーバの内容を更新しないで，構成状態を表示するだけのコマ
ンドです。
特権：特権系コマンド。J2EEサーバの内容を更新するコマンドで，常にほかのコマンドより
も優先して処理されるコマンドです。
－：該当なし

コマンド名称 分類 概要 コマンド
の系統

cjaddsec ユーザとロールの追加 ユーザまたはロールを追加します。 更新

cjdeletesec ユーザとロールの削除 ユーザまたはロールを削除します。 更新

cjlistsec ユーザとロールの一覧
表示

ユーザまたはロールの一覧を標準出
力に出力します。

参照

cjlistthread スレッド情報の表示 処理中のスレッドに関する情報を出
力します。
テストモードで実行できます。

参照

cjlisttrn 稼働中の J2EEサーバ
のトランザクション情
報の表示

J2EEサーバで稼働しているトラン
ザクション情報の一覧を標準出力に
出力します。

特権

cjlisttrnfile 停止中の J2EEサーバ
のトランザクション情
報の表示

停止中の J2EEサーバのトランザク
ション情報の一覧を標準出力に出力
します。

－

cjmapsec ユーザとロールのマッ
ピング

ロールにユーザを追加します。 更新

cjresetsv サーバ管理コマンドの
排他強制解除

サーバ管理コマンドの排他情報をリ
セットして，サーバ管理コマンドを
実行できるようにします。

－

cjstopthread スレッドの削除 指定したスレッドを削除します。
テストモードで実行できます。

更新

cjtracesync インプロセス HTTP
サーバ用トレースファ
イルの同期

インプロセス HTTPサーバのトレー
ス情報を共有メモリの情報と同期さ
せます。

－

cjunmapsec ユーザとロールのアン
マッピング

ロールからユーザを削除します。 更新
153



2.　J2EEサーバで使用するコマンド
サーバ管理コマンドの系統ごとの排他制御の条件については，マニュアル「Cosminexus 
アプリケーションサーバ アプリケーション設定操作ガイド」を参照してください。

cjaddsec（ユーザとロールの追加）

形式

ユーザの場合
cjaddsec [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
         -type user -name <ユーザ名> -password <パスワード>

ロールの場合
cjaddsec [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
         -type role -name <ロール名>

機能

ユーザまたはロールを追加します。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダURLについて」を参照してくだ
さい。

-type {user|role}
追加するリソースの種別を指定します。
• user：ユーザ
• role：ロール

-name {<ユーザ名 >|<ロール名 >}
ユーザ名またはロール名を指定します。

-password <パスワード >
ユーザ認証時に使用するパスワードを指定します。
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入力例

ユーザの場合
cjaddsec MyServer -type user -name scott -password tiger

ロールの場合
cjaddsec MyServer -type role -name manager

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<プロバイダ URL> -nameserver）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-type <ユーザ名 > -name user）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●すでに存在するユーザ名またはロール名は指定できません。

cjdeletesec（ユーザとロールの削除）

形式
cjdeletesec [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
            -type {user|role} -name {<ユーザ名>|<ロール名>}
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機能

ユーザまたはロールを削除します。

削除対象のユーザがロールにマップされている場合，そのロールからアンマップされま
す。削除対象のロールにマップされているユーザがある場合，そのユーザはアンマップ
されます。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダURLについて」を参照してくだ
さい。

-type {user|role}
削除するリソースの種別を指定します。
• user：ユーザ
• role：ロール

-name {<ユーザ名 >|<ロール名 >}
ユーザ名またはロール名を指定します。

入力例

ユーザの場合
cjdeletesec MyServer -type user -name scott

ロールの場合
cjdeletesec MyServer -type role -name manager

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。
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2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）であれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<プロバイダ URL> -nameserver）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-type <ユーザ名 > -name user）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

cjlistsec（ユーザとロールの一覧表示）

形式
cjlistsec [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
          -type {user|role} [-name {<ユーザ名>|<ロール名>}]

機能

ユーザまたはロールの一覧を標準出力に出力します。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
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さい。

-type {user|role}
表示するリソースの種別を指定します。
• user：ユーザ
• role：ロール

-name {<ユーザ名 >|<ロール名 >}
ユーザ名またはロール名を指定します。

入力例

すべてのユーザの場合
cjlistsec MyServer -type user

任意のユーザのロールの場合
cjlistsec MyServer -type user -name scott

すべてのロールの場合
cjlistsec MyServer -type role

任意のロールのユーザの場合
cjlistsec MyServer -type role -name manager

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<プロバイダ URL> -nameserver）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-type <ユーザ名 > -name user）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
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と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●一覧は大文字小文字の区別なしで，昇順でソートされます。

cjlistthread（スレッド情報の表示）

形式

スタックトレースを出力しない場合
cjlistthread [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]

スタックトレースを出力する場合
cjlistthread [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] -detail

機能

処理中のスレッドに関する，スレッド ID，ルート AP情報，スレッドの状態，アプリ
ケーション名，実行中メソッドの開始時刻，タイムアウト設定値などの情報を出力しま
す。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。

-detail
このオプションが指定されている場合，最後に取得されたスタックトレースの情報
が出力されます。ただし，スレッドの状態が「running」のスレッドに対して
このオプションを指定してもスタックトレースの情報は出力されません。

入力例

スタックトレースを出力しない場合
cjlistthread MyServer

スタックトレースを出力する場合
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cjlistthread MyServer -detail

出力形式

出力例

スタックトレースを出力しない場合

スタックトレースを出力する場合

（凡例）
aa..aa：スレッドID
bb..bb：ルートAP情報
cc..cc：スレッドの状態
dd..dd：アプリケーション名
ee..ee：開始時刻
ff..ff：タイムアウト時間

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

3：

ThreadID=<スレッドID>,RootApInfo=<ルートAP情報>,Status=<スレッドの状態>,AppName=<ア
プリケーション名>,StartTime=<開始時刻>,TimeOut=<タイムアウト時間>

Current Time=HH:MM:SS
 
ThreadID=aa..aa,RootApInfo=bb..bb,Status=cc..cc,AppName=dd..dd,StartTime=ee..e
e,TimeOut=ff..ff
ThreadID=aa..aa,RootApInfo=bb..bb,Status=cc..cc,AppName=dd..dd,StartTime=ee..e
e,TimeOut=ff..ff
…

Current Time=HH:MM:SS
ThreadID=aa..aa,RootApInfo=bb..bb,Status=cc..cc,AppName=dd..dd,StartTime=ee..e
e,TimeOut=ff..ff
    com.hitachi.XXXX
     at com.hitachi.YYYY
     at user.code.UserClass1
     at com.hitachi.ZZZZ
…
…
ThreadID=aa..aa,RootApInfo=bb..bb,Status=cc..cc,AppName=dd..dd,StartTime=ee..e
e,TimeOut=ff..ff
    com.hitachi.xxxx
     at com.hitachi.yyyy
     at user.code.UserClass2
     at com.hitachi.zzzz
…
…
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タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<プロバイダ URL> -nameserver ）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-nameserver <アプリケーション名 > -name <プロバイダ URL>）はできませ
ん。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

cjlisttrn（稼働中の J2EEサーバのトランザクション情報の表
示）

形式
cjlisttrn [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
          [-gid <グローバルトランザクションID>] [-pending]
          [-time <経過時間>] [-bqual]

機能

J2EEサーバで稼働しているトランザクションの状態，経過時間などを一覧表示します。

同一 OS上で複数の J2EEサーバを起動している場合は，トランザクションに関連する
すべての J2EEサーバプロセスごとにこのコマンドを発行する必要があります。

usrconf.properties（J2EEサーバ用ユーザプロパティファイル）の設定が，次の場合に
実行できます。

• ejbserver.server.j2ee.featureキーの値が，1.4の場合
• ejbserver.distributedtx.XATransaction.enabledキーの値が，trueの場合

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
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CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダURLについて」を参照してくだ
さい。

-gid <グローバルトランザクション ID>
表示対象となる，グローバルトランザクション IDを指定します。

-pending
このオプションが指定されている場合，次の未決着処理中のトランザクションにつ
いての情報が表示されます。
• Preparing
• Prepared
• Committing
• Rollingback
• HeuristicCommit
• HeuristicRollback
• HeuristicMixed
• HeuristicHazard

-time <経過時間 >
トランザクションを開始してからの経過時間を，0～ 2147483647の整数（単位：
秒）で指定します。このオプションで指定した時間を経過しているトランザクショ
ンについて情報が表示されます。

-bqual
このオプションが指定されている場合，トランザクションに関連している，すべて
の Xidのブランチ IDを表示します。

入力例
cjlisttrn MyServer -gid 
d13800010000000000000000000000fefb57e6480000000000000001 -bqual
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出力形式

<トランザクションの状態 >
Active            : アクティブな状態。
MarkedRollback    : ロールバックにマークされた状態。
Preparing         : プリペア処理中。
Prepared          : Superiorからの決着指示待ち状態。
Committing        : コミット処理中。
RollingBack       : ロールバック処理中。
HeuristicCommit   : 強制コミットされた状態。
HeuristicRollback : 強制ロールバックされた状態。
HeuristicMixed    : 部分的にコミットまたはロールバックされたため，データ
の一貫性が失われた状態。
HeuristicHazard   : コミットしたかロールバックしたか，わからない状態。
Invalid           : 上記以外で内部矛盾が発生した状態。

<グローバルトランザクション ID>
対象のグローバルトランザクション IDが表示されます。

<経過時間 >
トランザクションを開始してからの経過時間が表示されます。ただし，<ブランチ
の種類 >が「Top（recovered）」または「Sub（recovered）」のトランザクションの
場合は，ステータスファイルから回復されてからの経過時間を，「Xid（recovered）」
のトランザクションの場合は，Xid回復後に新規に作成されてからの経過時間が表
示されます。

<ブランチの種類 >
Top           ：トップルートブランチ。
Sub           ：サブオーディネートブランチ。
Top(recovered)：ステータスファイルから回復されたトップルートブランチ。
Sub(recovered)：ステータスファイルから回復されたサブオーディネートブラン
チ。
Xid(recovered)：XAResourceからXidが回復されたが，これに対応するブラン
チが存在しないため，新規に生成されたブランチ。

<Xidのブランチ ID一覧 >
トランザクションに関連しているすべての Xidのブランチ IDが表示されます。

<表示エントリ数 >
表示したエントリの数が表示されます。

[Global transaction information]
Status                 GlobalTransactionID            ElapsedTime BranchType
----------------- -------------------------------------------------------- 
----------- --------------
<トランザクションの状態> <グローバルトランザクションID> <経過時間>  <ブランチの種類>
[<XidのブランチID一覧>]
<トランザクションの状態> <グローバルトランザクションID> <経過時間>  <ブランチの種類>
[<XidのブランチID一覧>]
・・・
total count <表示エントリ数>
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戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<プロバイダ URL> -nameserver ）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-nameserver <グローバルトランザクション ID> -gid <プロバイダ URL>）はで
きません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

● -gidオプション，-pendingオプション，および -timeオプションを同時に指定した場
合，すべての条件を満たすトランザクションについての情報が出力されます。

cjlisttrnfile（停止中の J2EEサーバのトランザクション情報の
表示）

形式
cjlisttrnfile [<サーバ名称>] [-gid <グローバルトランザクションID>]
              [-bqual]

機能

停止中の J2EEサーバに生成されたステータスファイルからトランザクションの状態な
どを一覧表示します。コマンドを実行するホストに存在する J2EEサーバだけがコマン
ドの対象となります。

usrconf.properties（J2EEサーバ用ユーザプロパティファイル）に次のように設定され，
J2EEサーバが起動されたことがある場合に実行できます。
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• ejbserver.server.j2ee.featureキーの値が，1.4の場合
• ejbserver.distributedtx.XATransaction.enabledキーの値が，trueの場合

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。
指定されたサーバに設定されているステータスファイルディレクトリ情報から，対
象となるステータスファイルが決定されます。ステータスファイルディレクトリ情
報とは，usrconf.properties（J2EEサーバ用ユーザプロパティファイル）で指定す
る次のプロパティ値のことです。
• ejbserver.distributedtx.ots.status.directory1
• ejbserver.distributedtx.ots.status.directory2

-gid <グローバルトランザクション ID>
表示対象となる，グローバルトランザクション IDを指定します。

-bqual
このオプションが指定されている場合，トランザクションに関連している，すべて
の Xidのブランチ IDを表示します。

入力例
Prompt> cjlisttrnfile MyServer -gid 
d13800010000000000000000000000fefb57e6480000000000000001 -bqual

出力形式

<ステータスファイル名 >
このコマンドで表示対象となるステータスファイルの名称が表示されます。

<ホスト名 >
上記のステータスファイルを生成したホスト名，または IPアドレス（ステータス
ファイルに書き込まれているホスト名または IPアドレス）が表示されます。

[Global transaction information(status file)]
status file1: <ステータスファイル名>
[status file2: <ステータスファイル名>]
host       (recorded in status file): "<ホスト名>"
J2EE server(recorded in status file): "<サーバ名称>"
 
Status                   GlobalTransactionId            BranchType
------------------------ ------------------------------ ----------------
<トランザクションの状態> <グローバルトランザクションID> <ブランチの種類>
[<XidのブランチID一覧>]
<トランザクションの状態> <グローバルトランザクションID> <ブランチの種類>
[<XidのブランチID一覧>]
・・・
 
total count: <表示エントリ数>
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<サーバ名称 >
上記ステータスファイルを生成した J2EEサーバ名（ステータスファイルに書き込
まれている J2EEサーバ名）が表示されます。

<グローバルトランザクション ID>
対象のグローバルトランザクション IDが表示されます。

<トランザクションの状態 >
Prepared          : Superiorからの決着指示待ち状態。
Committing        : コミット処理中。
HeuristicCommit   : 強制コミットされた状態。
HeuristicRollback : 強制ロールバックされた状態。
HeuristicMixed    : 部分的にコミットまたはロールバックされたため，データ
の一貫性が失われた状態。
HeuristicHazard   : コミットしたかロールバックしたか，わからない状態。
Invalid           : 上記以外で内部矛盾が発生した状態。

<ブランチの種類 >
Top           ：トップルートブランチ。
Sub           ：サブオーディネートブランチ。

<Xidのブランチ ID一覧 >
トランザクションに関連しているすべての Xidのブランチ IDが表示されます。

<表示エントリ数 >
表示したエントリの数が表示されます。

戻り値

0：
正常終了しました（トランザクションが存在しない）。

1：
異常終了しました。

6：
警告終了しました（トランザクションが存在する）。

7：
警告終了しました（トランザクションが存在するかどうかわからない）。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●別のホストに存在する J2EEサーバはコマンドの実行対象にできません。
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● J2EEサーバが起動された状態で，トランザクションの処理中にこのコマンドを実行
した場合，表示内容の正当性は保証されません。必ず J2EEサーバが停止している状
態でコマンドを実行してください。また，コマンド実行中に J2EEサーバを起動する
と，インプロセストランザクションサービスの初期化に失敗することがあります。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<グローバルトランザクション ID> -gid ）やオプション名と値を非対応にするこ
と（例：-gid -bqual <グローバルトランザクション ID>）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

cjmapsec（ユーザとロールのマッピング）

形式
cjmapsec [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
         -role <ロール名> -user <ユーザ名> [-user <ユーザ名> ...]

機能

ロールにユーザを追加します。一度に複数のユーザのマッピングもできます。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。

-role <ロール名 >
ロール名を指定します。

-user <ユーザ名 >
ユーザ名を指定します。
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入力例
cjmapsec MyServer -role manager -user scott

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<プロバイダ URL> -nameserver）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-role <ユーザ名 > -user <ロール名 >）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●すでに指定したロール名とユーザ名でマッピングされている場合，マッピングはでき
ません。

●一度に複数のユーザをマッピングした場合，マッピングできないユーザがあったとき
でも，すべてのユーザに対してマッピングを試みます。

cjresetsv（サーバ管理コマンドの排他強制解除）

形式
cjresetsv [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]

機能

サーバ管理コマンドの異常終了などによって，サーバ管理コマンドの排他情報に矛盾が
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生じる場合があります。サーバ管理コマンドの排他情報に矛盾が生じた場合，ほかに
サーバ管理コマンドを実行していなくても，次のメッセージが表示され，サーバ管理コ
マンドを実行できなくなります。

 
"KDJE37057-E  Another command is already running."
 

この場合に，このコマンドを実行すると，サーバ管理コマンドの排他情報をリセットし
て，サーバ管理コマンドを実行できるようになります。排他制御の対象となるコマンド
は，サーバ管理コマンドと cjstopsvコマンドです。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。

入力例
cjresetsv MyServer

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。
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注意事項

●このコマンドは，コマンドの処理が J2EEサーバ側で実行中でない場合にだけ排他情
報を削除します。コマンドの処理が実行中のため排他情報を削除できなかった場合は，
エラーメッセージ KDJE42355-Wを出力し，異常終了します。

●コマンド排他情報が存在しない場合，このコマンドは正常終了します。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。また，オプション名と値の順序の入れ替え（例：<プロバイダURL> 
-nameserver）やオプション名と値を非対応にすること（例：-nameserver <サーバ
名称 >）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

cjstopthread（スレッドの削除）

形式
cjstopthread [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>] 
             -tid <スレッドID> [-tid <スレッドID> ...]

機能

指定したスレッドを停止します。テストモードで開始しているアプリケーション中のス
レッドも操作できます。

引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダURLについて」を参照してくだ
さい。

-tid <スレッド ID>
停止させるスレッドのスレッド IDを指定します。このオプションは複数回指定でき
ます。なお，スレッド IDの取得方法については，「cjlistthread（スレッド情報の表
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
示）」を参照してください。

入力例
cjstopthread MyServer -tid 100234

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<プロバイダ URL> -nameserver）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-nameserver <スレッド ID> -tid <プロバイダ URL>）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

cjtracesync（インプロセス HTTPサーバ用トレースファイル
の同期）

形式
cjtracesync [-h] [-thr|-comm] <サーバ名称>

機能

インプロセス HTTPサーバ使用時に，スレッドトレースおよび通信トレースの情報を共
有メモリの情報と同期させます。インプロセスHTTPサーバを使用している場合に，
Management Serverの機能を利用しないで障害情報を取得するときには，情報を取得す
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る直前に，このコマンドを実行してください。

引数

-h
コマンドの使用方法が表示されます。

-thr
スレッドトレース情報を取得する場合に指定します。-thrオプション，-commオプ
ションのどちらも指定されていない場合，スレッドトレースおよび通信トレースの
両方の情報を更新します。

-comm
通信トレース情報を取得する場合に指定します。-thrオプション，-commオプショ
ンのどちらも指定されていない場合，スレッドトレースおよび通信トレースの両方
の情報を更新します。

<サーバ名称 >
トレース情報を取得する J2EEサーバのサーバ名称を指定します。サーバ名称は必
ず指定してください。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

cjunmapsec（ユーザとロールのアンマッピング）

形式
cjunmapsec [<サーバ名称>] [-nameserver <プロバイダURL>]
           -role <ロール名> -user <ユーザ名> [-user <ユーザ名> ...]

機能

ロールからユーザを削除します。一度に複数のユーザのアンマップもできます。
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引数

<サーバ名称 >
接続先 J2EEサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，ホスト名称
がサーバ名称として使用されます。

-nameserver <プロバイダ URL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，およびそれが使用しているポート番号を次に示す形式
で指定します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

指定内容の詳細については，「2.1(2)　プロバイダ URLについて」を参照してくだ
さい。

-role <ロール名 >
削除先のロール名を指定します。

-user <ユーザ名 >
削除対象のユーザ名を指定します。

入力例
cjunmapsec MyServer -role manager -user scott

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

3：
タイムアウトが発生しました。

9：
管理者特権がないため，コマンドが実行できません（Windows Server 2008 x86，
Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows 
Vistaの場合）。

注意事項

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，コマンド名の直後にする必要がありま
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2.　J2EEサーバで使用するコマンド
す。そのほかの引数は，サーバ名称より後ろ（サーバ名称を省略した場合はコマンド
名の後ろ）にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え
（例：<プロバイダ URL> -nameserver）やオプション名と値を非対応にすること
（例：-role <ユーザ名 > -user <ロール名 >）はできません。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●一度に複数のユーザをアンマップした場合，アンマップできないユーザがあったとき
でも，すべてのユーザに対してアンマップを試みます。
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3　 バッチサーバで使用するコ
マンド
この章では，バッチサーバで使用するコマンドの入力形式，機
能などについて説明します。

3.1　バッチサーバで使用するコマンドの概要

3.2　バッチサーバを操作するコマンド

3.3　バッチアプリケーションで使用するコマンド

3.4　バッチサーバで使用するリソース操作コマンド

3.5　バッチサーバで使用するそのほかのコマンド
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3.1　バッチサーバで使用するコマンドの概要
ここでは，バッチサーバで使用するコマンドの種類，プロバイダ URLについて説明しま
す。

（1） バッチサーバで使用するコマンドの種類

バッチサーバで使用するコマンドの種類について説明します。

バッチサーバで使用するコマンドの種類と格納先を，次の表に示します。

表 3-1　バッチサーバで使用するコマンドの種類と格納先

（2） プロバイダ URLについて

CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，および CORBAネーミングサー
ビスが稼働しているホスト名称，ならびにそれが使用しているポート番号を次に示す形
式で指定します。

 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

なお，該当する CORBAネーミングサービスは，接続先バッチサーバがネーミングサー
ビスとして利用しているものです。サポートしているアクセスプロトコルは corbaname
だけです。

<ホスト名称 >には CORBAネーミングサービスが稼働しているホスト名称を指定しま
す。ただし，接続先バッチサーバの usrconf.properties（バッチサーバ用ユーザプロパ
ティファイル）で vbroker.se.iiop_tp.hostキーに値を指定している場合は，
vbroker.se.iiop_tp.hostキーに指定した値を <ホスト名称 >に指定します。

バッチサーバで使用するコマンドの種類 コマンドの格納先

バッチサーバを操作するコマンド • Windowsの場合
<Cosminexusのインストールディレクトリ
>¥CC¥server¥bin¥

• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/CC/server/bin/

バッチアプリケーションで使用するコマンド • Windowsの場合
<Cosminexusのインストールディレクトリ
>¥CC¥batch¥bin¥

• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/CC/batch/bin/

バッチサーバで使用するリソース操作コマンド • Windowsの場合
<Cosminexusのインストールディレクトリ
>¥CC¥admin¥bin¥

• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/CC/admin/bin/

バッチサーバで使用するそのほかコマンド
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3.　バッチサーバで使用するコマンド
<ホスト名称 >を省略した場合は次のようになります。

● usrconf.properties（サーバ管理コマンド用システムプロパティファイル）の
"ejbserver.naming.protocol"キーの値をアクセスプロトコルとして使用します。

● "ejbserver.naming.host"キーの値をホスト名称として使用します。

● "ejbserver.naming.port"キーの値をポート番号として使用します。

また，<ホスト名称 >のデフォルト値は次のとおりです。

● "ejbserver.naming.protocol"キー：corbaname

● "ejbserver.naming.host"キー：localhost

● "ejbserver.naming.port"キー：900
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3.2　バッチサーバを操作するコマンド
ここでは，バッチサーバを操作するコマンドについて説明します。

バッチサーバを操作するコマンドの一覧を，次の表に示します。

表 3-2　バッチサーバを操作するコマンドの一覧

（凡例）
更新：更新系コマンド。バッチサーバの内容を更新，または構成情報を取得するコマンドです。
－：該当なし

注※ 1
コマンドの詳細は，「2.2　J2EEサーバを操作するコマンド」を参照してください。なお，参照
する場合は「J2EEサーバ」を「バッチサーバ」と読み替えてください。

注※ 2
-fオプションを指定した場合は，－（該当なし）になります。

コマンド名称 分類 概要 コマンド
の系統

cjdumpsv※ 1 バッチサーバのスレッ
ドダンプの取得

バッチサーバで障害が発生した場合
などに，JavaVMのスレッドダンプ
を取得します。

－

cjenvsetup※ 1 Component Container
管理者のセットアップ

インストールファイルの属性を変更
して，root権限を持つユーザ以外で
運用できるようにします。このコマ
ンドは，UNIX用です。

－

cjenvupdate※ 1 作業ディレクトリおよ
びユーザ定義ファイル
の移行

Cosminexus Component Container
の旧環境で利用されていた作業ディ
レクトリおよびユーザ定義ファイル
を新環境で動作する形式に移行しま
す。

－

cjgetsysinfo※ 1 OS状態情報の取得 OSの状態情報を取得します。 －

cjrarupdate※ 1 リソースアダプタの
バージョンアップ

Cosminexus Component Container
にインポート・デプロイされている
リソースアダプタをバージョンアッ
プします。

－

cjsetup バッチサーバのセット
アップとアンセット
アップ

バッチサーバの環境をセットアップ
して，デフォルトのユーザ定義を作
成します。

－

cjsleep※ 1 バッチサーバの起動間
隔

指定された秒数だけ実行を一時停止
します。バッチファイルなどでサー
バの起動間隔を空けるために使用し
ます。このコマンドは，Windows用
です。

－

cjstartsv バッチサーバの開始 バッチサーバを開始します。 －

cjstopsv※ 1 バッチサーバの停止 バッチサーバを停止します。 更新※ 2
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サーバ管理コマンドの系統ごとの排他制御の条件については，マニュアル「Cosminexus 
アプリケーションサーバ アプリケーション設定操作ガイド」を参照してください。

セットアップ系コマンド（cjenvsetup，cjenvupdate，cjrarupdate，cjsetup）は単独で
実行してください。ほかのセットアップ系コマンドと同時に実行しないでください。

cjsetup（バッチサーバのセットアップとアンセットアップ）

形式

セットアップの場合
cjsetup -batch [<サーバ名称>]

アンセットアップの場合
cjsetup -d <サーバ名称>

機能

指定したサーバ名称のバッチサーバの環境をセットアップします。

次のディレクトリにセットアップしたバッチサーバ用のデフォルトのユーザ定義を作成
します。

• Windowsの場合
<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥<サーバ名
称 >¥

• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/CC/server/usrconf/ejb/<サーバ名称 >/

なお，-dオプションを指定した場合，次に示すバッチサーバの環境（ディレクトリおよ
びファイル）を削除します。

●ユーザ定義ファイルの格納用ディレクトリ以下
• Windowsの場合

<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥<サーバ
名称 >¥

• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/CC/server/usrconf/ejb/<サーバ名称 >/

●一時作業用ディレクトリ以下
• Windowsの場合

<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥repository¥<サーバ名
称 >¥

• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/CC/server/repository/<サーバ名称 >/
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●作業用ディレクトリ以下（デフォルト）
• Windowsの場合

<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥public¥ejb¥<サーバ名
称 >¥

• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/CC/server/public/ejb/<サーバ名称 >/

なお，作業用ディレクトリについては，ユーザ定義ファイル（usrconf.cfg）の
ejb.public.directoryキーにデフォルト値以外が指定されていた場合，そのディレクトリ
以下も削除します。

引数

<サーバ名称 >
セットアップするバッチサーバのサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略した
ときは，ホスト名称がサーバ名称として使用されます。ただし，アンセットアップ
時は省略できません。また，ホスト名称にサーバ名称として使用できない文字が含
まれている場合はエラーになります。
半角英数字（0～ 9，A～ Z，a～ z），アンダースコア（_）またはハイフン（-）を
使用できます。サーバ名称の先頭の文字は英数字でなければなりません。また，
サーバ名称は，255文字以下，かつマニュアル「Cosminexus アプリケーションサー
バ システム構築・運用ガイド」のバッチサーバの作業ディレクトリの説明を参照し
て見積もった範囲内の長さで指定してください。

-batch 
バッチサーバの環境を構築する場合に指定します。

-d
バッチサーバの環境を削除する場合に指定します。サーバ名称は省略できません。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

注意事項

● UNIXの場合，cjsetupコマンドの実行には，root権限（Component Container管理
者を設定していない場合），または Component Container管理者の権限（Component 
Container管理者を設定している場合）が必要です。

● UNIXの場合にアンセットアップ（cjsetup -d <サーバ名称 >）を実行すると，削除対
象のディレクトリ，ファイルのアクセス権の設定および使用状態に関係なく，すべて
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削除します。

●セットアップ済みのサーバ名称を指定して再セットアップ（cjsetup -batch <サーバ名
称 >）を行うと，エラーとなります。

●Windowsの場合，サーバ名称の大文字・小文字は区別されません。すでに作成済みの
サーバ名称と，大文字・小文字の区別以外は一致している文字列を cjsetupのサーバ
名称として指定した場合，次のように動作します。
• セットアップの場合 (cjsetup -batch <サーバ名称 >)
セットアップに失敗します。

• アンセットアップの場合 (cjsetup -d <サーバ名称 >)
すでに作成済みである，<サーバ名称 >と大文字・小文字の区別以外は一致してい
るサーバが削除されます。

●サーバ管理コマンド，バッチサーバの開始または停止コマンドを実行する場合，これ
らのコマンドにサーバ名称を引数として指定するときは，cjsetupコマンドで作成した
サーバ名称と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●起動中のバッチサーバに対して，アンセットアップ（cjsetup -d <サーバ名称 >）を実
行しないでください。

●Windowsの場合，削除対象のファイルの属性が読み取り専用，または使用中のとき
に，アンセットアップ（cjsetup -d <サーバ名称 >）を実行しないでください。

cjstartsv（バッチサーバの開始）

形式
cjstartsv [<サーバ名称>] [-nosecurity]

機能

指定したサーバ名称のバッチサーバを開始します。サーバ名称を省略したときは，ホス
ト名称と同じサーバ名称のバッチサーバを開始します。

引数

<サーバ名称 >
開始するバッチサーバのサーバ名称を指定します。サーバ名称を省略したときは，
ホスト名称がサーバ名称として使用されます。

-nosecurity
SecurityManagerを解除するために指定します。

ユーザ定義ファイル

●Windowsの場合
• <Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥<サーバ
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名称 >¥usrconf.cfg
• <Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥<サーバ
名称 >¥usrconf.properties

● UNIXの場合
• /opt/Cosminexus/CC/server/usrconf/ejb/<サーバ名称 >/usrconf.cfg
• /opt/Cosminexus/CC/server/usrconf/ejb/<サーバ名称 >/usrconf.properties

戻り値

0：
正常終了しました。

1以上（143以外）：
異常終了しました。

143：
コマンド実行中に次の操作をしました（Windowsの場合）。
• コマンドを起動しているコマンドプロンプトのウィンドウを「×」ボタンを押下
して閉じた。

• Windowsシステムをシャットダウンした。
• Windowsシステムをログオフした。

注意事項

●バッチサーバを自動起動するように設定できます。バッチサーバの起動については，
マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ 機能解説 拡張編」を参照してくだ
さい。

●Windowsの場合，cjstartsvコマンドの実行には，Administrator権限が必要です。

● UNIXの場合，cjstartsvコマンドの実行には，root権限（Component Container管
理者を設定していない場合），または Component Container管理者の権限
（Component Container管理者を設定している場合）が必要です。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjsetupコマンドで指定したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。
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3.3　バッチアプリケーションで使用するコマン
ド

ここでは，バッチアプリケーションで使用するコマンドについて説明します。

バッチアプリケーションで使用するコマンドの一覧を，次の表に示します。

表 3-3　バッチアプリケーションで使用するコマンドの一覧

（凡例）
－：該当なし　

上記の表のコマンドは，バッチアプリケーションのスケジューリング機能を使用できま
す。バッチアプリケーションのスケジューリング機能については，マニュアル
「Cosminexus アプリケーションサーバ 機能解説 拡張編」を参照してください。

以降，ここでは，バッチアプリケーションのスケジューリング機能をスケジューリング
機能といいます。

サーバ管理コマンドの系統ごとの排他制御の条件については，マニュアル「Cosminexus 
アプリケーションサーバ アプリケーション設定操作ガイド」を参照してください。

cjexecjob（バッチアプリケーションの実行）

形式

スケジューリング機能を使用しない場合
cjexecjob <サーバ名称> [[<Javaオプション>]...]
          <Javaアプリケーションクラス名>
          [[<mainメソッドに渡す引数>]...]

スケジューリング機能を使用する場合
cjexecjob [<スケジュールグループ名>] [-jobID <ジョブID>]
          [[<Javaオプション>]...]
          <Javaアプリケーションクラス名>
          [[<mainメソッドに渡す引数>]...]

コマンド名称 分類 概要 コマンド
の系統

cjexecjob バッチアプリケーショ
ンの実行

バッチアプリケーションを実行しま
す。

－

cjkilljob バッチアプリケーショ
ンの停止またはバッチ
サーバの強制停止

バッチアプリケーションを停止しま
す。バッチアプリケーションの停止
に失敗した場合，バッチサーバを強
制停止します。

－

cjlistjob バッチアプリケーショ
ン情報の一覧表示

バッチアプリケーションの情報を標
準出力に出力します。

－
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機能

スケジューリング機能を使用しない場合は，指定したサーバ名称のバッチサーバでバッ
チアプリケーションを実行します。

スケジューリング機能を使用する場合は，CTMによって振り分けられたバッチサーバで
バッチアプリケーションを実行します。なお，ジョブが実行できるバッチサーバがない
ときは，バッチアプリケーションをスケジュールキューに待機させます。

<Javaオプション >以降の引数には最大 1024バイトまで指定できます。

cjexecjobコマンドを実行した場合，および cjexecjobコマンドの処理が終了した場合は，
メッセージが出力されます。cjexecjobコマンドが出力するメッセージは，usrconf.cfg
（バッチアプリケーション用オプション定義ファイル）の batch.log.stdout.enabledキー
によって抑止できます。

cjexecjobコマンドのオプションは，usrconf.cfg（バッチアプリケーション用オプション
定義ファイル）で指定します。また，システムプロパティは，usrconf.properties（バッ
チアプリケーション用ユーザプロパティファイル）で指定します。usrconf.cfg（バッチ
アプリケーション用オプション定義ファイル）および usrconf.properties（バッチアプリ
ケーション用ユーザプロパティファイル）が格納されているディレクトリは，次の順で
検索されます。

1. 環境変数（CJBATCHUSRCONFDIR）に指定したディレクトリ※

2. cjexecjobコマンドを実行したディレクトリ

注※　環境変数（CJBATCHUSRCONFDIR）にはディレクトリを絶対パスで指定して
ください。

同じキーのシステムプロパティを複数指定した場合，最後に指定したシステムプロパ
ティが優先されます。

同じキーのシステムプロパティを異なる手段で指定した場合の優先順位は次のとおりで
す。

1. cjexecjobコマンドの引数
2. usrconf.properties（バッチアプリケーション用ユーザプロパティファイル）
3. usrconf.cfg（バッチアプリケーション用オプション定義ファイル）
4. usrconf.properties（バッチサーバ用ユーザプロパティファイル）
5. usrconf.cfg（バッチサーバ用オプション定義ファイル）

引数

<サーバ名称 >
バッチアプリケーションを実行するバッチサーバの名称を指定します。

<スケジュールグループ名 >
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CTMがバッチアプリケーションの実行をスケジューリングするときに割り当てる
バッチサーバのグループ名を指定します。
スケジュールグループ名は，usrconf.cfg（バッチアプリケーション用オプション定
義ファイル）でも指定できます。スケジュールグループ名の指定の優先順位は次の
とおりです。
• cjexecjobコマンドの引数
• usrconf.cfg（バッチアプリケーション用オプション定義ファイル）

なお，スケジュールグループ名の指定は省略できます。スケジュールグループ名の
指定を省略した場合のデフォルト値は "JOBGROUP"です。

-jobID <ジョブ ID>
実行するバッチアプリケーションのジョブ IDをユニークな 1～ 32文字の英数字で
指定します。
-jobID <ジョブ ID>を省略した場合，ジョブ IDは自動生成されます。ジョブ IDの
自動生成については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ 機能解説 
拡張編」のバッチアプリケーションのスケジューリングの説明を参照してください。

<Javaオプション >
JavaVMの起動オプションを指定します。
指定できるオプションを次に示します。
• -cp
• -classpath
• -D<name>=<value>

<Javaアプリケーションクラス名 >
パッケージ名を含めた Javaアプリケーションのクラス名を指定します。

<mainメソッドに渡す引数 >
Javaアプリケーションのmainメソッドに渡す引数を指定します。

入力例

スケジューリング機能を使用しない場合
cjexecjob MyBatchServer com.hitachi.mypackage.MyBatchApp

スケジューリング機能を使用する場合
cjexecjob JOBGROUP com.hitachi.mypackage.MyBatchApp

戻り値

<public static int main(String[])メソッドから returnした値 >：
public static int main(String[])メソッドを使用した場合に返却されます。

<System.exit(),Runtime.halt()，Runtime.exit()の引数に指定した値 >：
System.exit(),Runtime.halt()，Runtime.exit()を使用した場合に返却されます。
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0：
public static void main(String[])メソッドを使用して，正常終了しました。

1：
バッチアプリケーションの実行に失敗しました。
または，バッチアプリケーションを強制終了しました。

注意事項

● UNIXの場合，バッチサーバを起動した Component Container管理者またはスー
パーユーザがコマンドを実行できます。
Windowsの場合，Administrator権限を持つユーザがコマンドを実行できます。
Windows Server 2008 x86，Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，
Windows 7またはWindows Vistaの場合，管理者特権を持つユーザがコマンドを実行
できます。

●サーバ名称は，バッチサーバのセットアップ時に指定したサーバ名称と大文字・小文
字を一致させた文字列を指定してください。

●クラスパスを複数指定した場合，すべての指定が有効になります。例えば，"-cp a -cp 
b"を指定した場合，"-cp a;b"(Windowsの場合 )と同等になります。

●クラスパスは指定した順に検索します。複数のクラスパスを異なる手段で指定した場
合，次の順番で検索します。
1. usrconf.cfg（バッチサーバ用オプション定義ファイル）
2. cjexecjobコマンドの引数
3. usrconf.cfg（バッチアプリケーション用オプション定義ファイル）

クラスパスは CLASSPATH環境変数には指定できません。指定しても無視されます。
また，-cp,-classpathの指定がない場合，デフォルトのクラスパスとしてカレントディ
レクトリは使用されません。

●クラスパスに相対パスを指定した場合，コマンドを実行したディレクトリからの相対
パスとして扱います。

● cjexecjobコマンドの引数にマルチバイト文字を使用する場合は，次の個所で使用して
いるマルチバイト文字とエンコードを統一してください。
• usrconf.cfg（バッチアプリケーション用オプション定義ファイル）
• usrconf.cfg（バッチサーバ用オプション定義ファイル）
• バッチアプリケーションのソースコード（バッチアプリケーション内の

java.lang.System.out，または java.lang.System.err）

●スケジューリング機能を使用する場合，cjexecjobコマンドとバッチサーバ間の通信タ
イムアウトの設定を usrconf.cfg（バッチアプリケーション用オプション定義ファイ
ル）で指定できます。デフォルト値は 0で，無限待ちとなります。
186



3.　バッチサーバで使用するコマンド
cjkilljob（バッチアプリケーションの停止またはバッチサーバ
の強制停止）

形式

スケジューリング機能を使用しない場合
cjkilljob <サーバ名称>

スケジューリング機能を使用する場合
cjkilljob { <サーバ名称>|[<スケジュールグループ名>] -jobID <ジョブID> 
}

機能

指定したサーバ名称のバッチサーバ上で実行中のバッチアプリケーションを停止します。
実行中のバッチアプリケーションの停止に失敗した場合，バッチサーバを強制停止しま
す。

スケジューリング機能を使用する場合で，スケジュールグループ名を指定したときは，
-jobIDで指定したジョブ IDを持つ実行中のバッチアプリケーションを停止します。ま
た，-jobIDで指定したジョブ IDを持つバッチアプリケーションが CTMのスケジュール
キューで待機中のときは，バッチアプリケーションの削除予約ができます。削除予約し
たバッチアプリケーションは，スケジュールキューから出たときに CTMによって削除さ
れます。

cjkilljobコマンドのオプションは，usrconf.cfg（バッチアプリケーション用オプション
定義ファイル）で指定できます。usrconf.cfg（バッチアプリケーション用オプション定
義ファイル）が格納されているディレクトリは，次の順で検索されます。

1. 環境変数（CJBATCHUSRCONFDIR）に指定したディレクトリ※

2. cjkilljobコマンドを実行したディレクトリ

注※　環境変数（CJBATCHUSRCONFDIR）にはディレクトリを絶対パスで指定して
ください。

引数

<サーバ名称 >
停止するバッチアプリケーションを実行中のバッチサーバの名称を指定します。

<スケジュールグループ名 >
CTMがバッチアプリケーションの実行をスケジューリングするときに割り当てる
バッチサーバのグループ名を指定します。
スケジュールグループ名は，usrconf.cfg（バッチアプリケーション用オプション定
義ファイル）でも指定できます。スケジュールグループ名の指定の優先順位は次の
とおりです。
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• cjexecjobコマンドの引数
• usrconf.cfg（バッチアプリケーション用オプション定義ファイル）

なお，スケジュールグループ名の指定は省略できます。スケジュールグループ名の
指定を省略した場合のデフォルト値は "JOBGROUP"です。

-jobID <ジョブ ID>
停止するバッチアプリケーションのジョブ IDを指定します。

入力例

サーバ名を指定する場合
cjkilljob MyBatchServer
 

ジョブ IDを指定する場合
cjkilljob JOBGROUP -jobID HOGE

戻り値

0：
バッチアプリケーションを停止しました。
または，スケジュールキューに待機していたジョブ IDの削除を予約しました。

1：
バッチサーバを強制停止しました。

2：
異常終了しました。
または次のどれかで警告終了をしました。
• バッチアプリケーションが実行されていない。
• 指定したジョブ IDが見つからない。
• すでに削除予約されている。

注意事項

● UNIXの場合，バッチサーバを起動した Component Container管理者またはスー
パーユーザがコマンドを実行できます。
Windowsの場合，Administrator権限を持つユーザがコマンドを実行できます。
Windows Server 2008 x86，Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，
Windows 7またはWindows Vistaの場合，管理者特権を持つユーザがコマンドを実行
できます。

●サーバ名称は，バッチサーバのセットアップ時に指定したサーバ名称と大文字・小文
字を一致させた文字列を指定してください。

●スケジューリング機能を使用する場合，cjkilljobコマンドとバッチサーバ間の通信タ
イムアウトの設定を usrconf.cfg（バッチアプリケーション用オプション定義ファイ
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ル）で指定できます。デフォルト値は 0で，無限待ちとなります。

cjlistjob（バッチアプリケーション情報の一覧表示）

形式

スケジューリング機能を使用しない場合
cjlistjob <サーバ名称>

スケジューリング機能を使用する場合
cjlistjob {[ [<スケジュールグループ名>]...]|[-all] }

機能

スケジューリング機能を使用しない場合
指定したサーバ名称のバッチサーバで実行中のバッチアプリケーションの情報を標
準出力に 1行で出力します。
出力するバッチアプリケーションの情報を次に示します。
• バッチアプリケーションの状態
• バッチアプリケーション名
• PRFのルート AP情報
• cjexecjobコマンドの実行時刻

スケジューリング機能を使用する場合
指定したスケジュールグループで実行中のバッチアプリケーションの情報を標準出
力に 1行で出力します。
出力するバッチアプリケーションの情報を次に示します。
• スケジュールグループ名
• バッチアプリケーションの状態
• バッチアプリケーション名
• PRFのルート AP情報
• cjexecjobコマンドの実行時刻
• バッチアプリケーションの待機開始，実行開始，または強制停止受付時刻
• ジョブ ID
• バッチアプリケーションを実行しているサーバ名

cjlistjobコマンドのオプションは，usrconf.cfg（バッチアプリケーション用オプション定
義ファイル）で指定できます。usrconf.cfg（バッチアプリケーション用オプション定義
ファイル）が格納されているディレクトリは，次の順で検索されます。

1. 環境変数（CJBATCHUSRCONFDIR）に指定したディレクトリ※

2. cjlistjobコマンドを実行したディレクトリ

注※　環境変数（CJBATCHUSRCONFDIR）にはディレクトリを絶対パスで指定して
ください。
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引数

<サーバ名称 >
情報を取得したいバッチアプリケーションを実行しているバッチサーバの名称を指
定します。
サーバ名称は，バッチサーバのセットアップ時に指定したサーバ名称と大文字・小
文字を一致させた文字列を指定してください。

<スケジュールグループ名 >
情報を取得したいバッチアプリケーションを実行しているスケジュールグループの
名称を指定します。複数のスケジュールグループをコンマ（,）区切りで指定できま
す。
なお，スケジュールグループ名の指定は省略できます。スケジュールグループ名の
指定を省略した場合は，このコマンドの usrconf.cfg（バッチアプリケーション用オ
プション定義ファイル）内にある batch.schedule.group.nameが使用されます。
フォルト値は "JOBGROUP"です。

-all
同一マシン内のバッチサーバが使用しているすべてのスケジュールグループのバッ
チアプリケーション情報を表示する場合に指定します。

入力例

スケジューリング機能を使用しない場合
cjlistjob MyBacthServer
 

スケジューリング機能を使用する場合
cjlistjob JOBGROUP
 

戻り値

0：
バッチアプリケーション情報の一覧を表示しました。

1：
バッチアプリケーション情報の一覧の表示に失敗しました。

出力形式

スケジューリング機能を使用しない場合

スケジューリング機能を使用する場合

 
<バッチアプリケーションの状態>△<バッチアプリケーション名>△<PRFのルートAP情報>△
<cjexecjobコマンドの実行時刻>
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（凡例）　△：半角スペース

次に出力項目について説明します。

<スケジュールグループ名 >
バッチアプリケーションの実行リクエストが振り分けられるスケジュールグループ
の名称を表示します。

<バッチアプリケーションの状態 >
バッチアプリケーションの次の状態を表示します。
• バッチアプリケーション実行中：running
• バッチアプリケーション待機中：waiting
• バッチアプリケーション強制停止中：forceStopping

<バッチアプリケーション名 >
cjexecjobコマンドで指定した Javaアプリケーションのクラス名を表示します。

<PRFのルート AP情報 >
PRFのルートアプリケーションの通信番号を，先頭けたが 0xである 16けたの 16
進数で表示します。

<cjexecjobコマンドの実行時刻 >
cjexecjobコマンドを実行した時刻を次の形式で表示します。

（凡例）　△：半角スペース　yyyy/mm/dd△ hh:mm:ss.ssssss：西暦年 /月 /日 時間
/分 /秒
 

<バッチアプリケーションの待機開始，実行開始，または強制停止受付時刻 >
スケジューリング機能を使用する場合に出力されます。
バッチアプリケーションの状態別に，バッチアプリケーションの開始時刻，待機時
刻，または強制停止受付時刻を次の形式で表示します。

（凡例）　△：半角スペース　yyyy/mm/dd△ hh:mm:ss.ssssss：西暦年 /月 /日 時間
/分 /秒

 
<スケジュールグループ名>△<バッチアプリケーションの状態>△<バッチアプリケーション名>△<PRF
のルートAP情報>△<cjexecjobコマンドの実行時刻>△<バッチアプリケーション待機開始，実行時
間，または強制停止受付時間>△<ジョブID>△<ジョブを実行しているバッチサーバ名>
 

 
yyyy/mm/dd△hh:mm:ss.ssssss
 

 
yyyy/mm/dd△hh:mm:ss.ssssss
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バッチアプリケーションの状態と表示される時刻の対応を次の表に示します。

表 3-4　バッチアプリケーションの状態と表示される時刻

<ジョブ ID>
バッチアプリケーションのジョブ IDを表示します。

<ジョブを実行しているバッチサーバ名 >
スケジューリング機能を使用する場合に出力されます。
バッチアプリケーションを実行しているバッチサーバ名を表示します。バッチアプ
リケーションが待機中の場合は，「-」を表示します。

出力例

指定したサーバ名称のバッチサーバの情報

指定したスケジュールグループの情報

（凡例）　△：半角スペース

注意事項

● UNIXの場合，バッチサーバを起動した Component Container管理者またはスー
パーユーザがコマンドを実行できます。

バッチアプリケーション
の状態

表示される時刻 説明

waiting 待機開始時刻 バッチアプリケーションがスケジュールキューに
入った時刻

running 実行開始時刻 バッチアプリケーションがスケジュールキューか
ら出た時刻

forceStopping 強制停止受付時刻 スケジュールキューのバッチアプリケーションに
強制停止予約をした時刻

 
running△com.hitachi.mypackage.batchApp1△0x0000000000123456△2008/04/14△
17:27:35.689012
 

 
JOBGROUP△running△com.hitachi.mypackage.batchApp1△0x0000000000123456△2008/
04/14△17:27:35.689012△2008/04/14△17:27:37.182777△HOGE△MybatchServer1
JOBGROUP△running△com.hitachi.mypackage.batchApp2△0x0000000002345678△2008/
04/14△17:45:20.123456△2008/04/14△19:21:56.271354△102△MybatchServer2
JOBGROUP△running△com.hitachi.mypackage.batchApp3△0x0000000034567890△2008/
04/14△18:15:54.397890△2008/04/14△19:00:00.123447△#5HL390_G3CV7△
MybatchServer3
JOBGROUP△waiting△com.hitachi.mypackage.batchApp4△0x0000000045678901△2008/
04/14△18:30:24.125444△2008/04/14△18:30:25.006220△112345△-
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Windowsの場合，Administrator権限を持つユーザがコマンドを実行できます。
Windows Server 2008 x86，Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，
Windows 7またはWindows Vistaの場合，管理者特権を持つユーザがコマンドを実行
できます。

●バッチアプリケーションがない場合，情報は何も出力されないでコマンドが正常終了
します。

●スケジューリング機能を使用する場合，バッチアプリケーション情報の一覧表示のタ
イムアウト設定を usrconf.cfg（バッチアプリケーション用オプション定義ファイル）
で指定できます。スケジューリング機能を使用する場合の設定については，マニュア
ル「Cosminexus アプリケーションサーバ 機能解説 拡張編」を参照してください。

●スケジューリング機能を使用する場合，cjlistjobコマンドとバッチサーバ間の通信タ
イムアウトの設定を usrconf.cfg（バッチアプリケーション用オプション定義ファイ
ル）で指定できます。デフォルト値は 0で，無限待ちとなります。
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3.4　バッチサーバで使用するリソース操作コマ
ンド

ここでは，バッチサーバで使用するリソース操作コマンドについて説明します。

コマンドの詳細は，「2.4　J2EEサーバで使用するリソース操作コマンド」を参照してく
ださい。なお，参照する場合は「J2EEサーバ」を「バッチサーバ」と読み替えてくださ
い。

バッチサーバで使用するリソース操作コマンドの一覧を，次の表に示します。

表 3-5　バッチサーバで使用するリソース操作コマンドの一覧

コマンド名称 分類 概要 コマンド
の系統

cjclearpool コネクションプール内
のコネクション削除

リソースアダプタのコネクションを
クリアします。

更新

cjcopyres リソースのコピー RARファイルのプロパティをコピー
します。

更新

cjdeleteres リソースの削除 インポート済みの RARファイルを
削除します。

更新

cjdeployrar リソースアダプタのデ
プロイ

リソースアダプタをデプロイします。 更新

cjexportrar リソースアダプタのエ
クスポート

バッチサーバ上のリソースアダプタ
をエクスポートします。

更新

cjgetrarprop RARファイルの属性の
取得

デプロイ済みの RARファイルの属
性を取得して，属性ファイルを生成
します。

更新

cjgetresprop リソースの属性の取得 デプロイ前の RARファイルに含ま
れるリソースの属性を取得して，属
性ファイルを生成します。

更新

cjimportres リソースのインポート RARファイルをインポートします。 更新

cjlistpool コネクションプールの
一覧表示

指定されたリソースアダプタ，また
はすべてのリソースアダプタのコネ
クションプール状態を標準出力に出
力します。

参照

cjlistrar リソースアダプタの一
覧表示

デプロイされているすべてのリソー
スアダプタの一覧を標準出力に出力
します。

参照

cjlistres リソースの一覧表示 インポート済みの RARファイルの
一覧を標準出力に出力します。

参照

cjresumepool メンバコネクション
プールの再開始

クラスタコネクションプールのメン
バコネクションプールを再開します。

更新
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3.　バッチサーバで使用するコマンド
（凡例）
更新：更新系コマンド。バッチサーバの内容を更新，または構成情報を取得するコマンドです。
参照：参照系コマンド。バッチサーバの内容を更新しないで，構成状態を表示するだけのコマ
ンドです。

サーバ管理コマンドの系統ごとの排他制御の条件については，マニュアル「Cosminexus 
アプリケーションサーバ アプリケーション設定操作ガイド」を参照してください。

cjsetrarprop RAR属性設定 デプロイ済みの RARファイルに含
まれるリソースの属性を属性ファイ
ルに指定された値に変更します。

更新

cjsetresprop リソースの属性設定 デプロイ前の RARファイルに含ま
れるリソースの属性を，属性ファイ
ルに指定された値に変更します。

更新

cjstartrar リソースアダプタの開
始

リソースアダプタを開始します。 更新

cjstoprar リソースアダプタの停
止

開始されているリソースアダプタを
停止します。

更新

cjsuspendpool メンバコネクション
プールの一時停止

クラスタコネクションプールのメン
バコネクションプールを一時停止し
ます。

更新

cjundeployrar リソースアダプタのア
ンデプロイ

デプロイされているリソースアダプ
タをアンデプロイします。

更新

コマンド名称 分類 概要 コマンド
の系統
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3.　バッチサーバで使用するコマンド
3.5　バッチサーバで使用するそのほかのコマン
ド

ここでは，バッチサーバで使用するそのほかのコマンドについて説明します。

コマンドの詳細は，「2.5　J2EEサーバで使用するそのほかのコマンド」を参照してくだ
さい。なお，参照する場合は「J2EEサーバ」を「バッチサーバ」と読み替えてくださ
い。

バッチサーバで使用するそのほかのコマンドの一覧を，次の表に示します。

表 3-6　バッチサーバで使用するそのほかのコマンドの一覧

（凡例）
－：該当なし　

サーバ管理コマンドの系統ごとの排他制御の条件については，マニュアル「Cosminexus 
アプリケーションサーバ アプリケーション設定操作ガイド」を参照してください。

コマンド名称 分類 概要 コマンド
の系統

cjresetsv サーバ管理コマンドの
排他強制解除

サーバ管理コマンドの排他情報をリ
セットして，サーバ管理コマンドを
実行できるようにします。

－
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4　 性能解析トレースで使用す
るコマンド
この章では，性能解析トレースで使用するコマンドの入力形
式，機能などについて説明します。

4.1　性能解析トレースで使用するコマンドの一覧

4.2　性能解析トレースで使用するコマンドの詳細
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4.　性能解析トレースで使用するコマンド
4.1　性能解析トレースで使用するコマンドの一
覧

性能解析トレースで使用するコマンドは，cprfで始まるコマンドです。性能解析トレー
スで使用するコマンドの一覧を，次の表に示します。

表 4-1　性能解析トレースで使用するコマンドの一覧

コマンド名称 分類 概要

cprfed 性能解析トレース情報の
編集出力

性能解析トレース情報を編集出力します。

cprfflush バッファ内容の強制ファ
イル出力

バッファ内のトレース情報を出力します。

cprfgetpid PRFデーモンプロセス
IDの取得

PRFデーモンのプロセス IDを取得します。

cprflevel PRFトレース取得レベ
ルの表示と変更

PRFトレース取得レベルを表示または変更
します。

cprfstart PRFデーモンの開始 PRFデーモン（cprfd）を起動します。

cprfstop PRFデーモンの停止 PRFデーモン（cprfd）を停止します。
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4.　性能解析トレースで使用するコマンド
4.2　性能解析トレースで使用するコマンドの詳
細

性能解析トレースで使用する各コマンドの入力形式，機能などを次に示します。

コマンドの格納先
性能解析トレースで使用するコマンドは，次のディレクトリに格納されています。
• Windowsの場合

<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥PRF¥bin¥
• UNIXの場合

/opt/Cosminexus/PRF/bin/

cprfed（性能解析トレース情報の編集出力）

形式
cprfed [-h] | [-Dump | -CSV] [-Time <開始時刻>,<終了時刻>]
       [-ProcessID <プロセスID>[,<プロセスID>...]]
       [-TraceFile <PRFトレースファイル名> [,<PRFトレースファイル名>...]
       | -AllTraceFile ]

機能

PRFトレース情報を入力して，性能解析トレース情報を編集出力します。

引数

-h
コマンドの使用方法が表示されます。

-Dump
詳細情報をダンプ形式で出力します。

-CSV
詳細情報を CSV形式で出力します。

-Time <開始時刻 >，<終了時刻 >
指定された時刻内に取得されたトレース情報だけを出力します。
開始時刻，終了時刻は，hhmmss[MMdd[yyyy]]形式で指定します。MMdd，yyyy
は省略できます。省略した場合は，コマンドを実行した月日年が指定されます。

時刻の文字列の形式：hhmmss[MMdd[yyyy]]
hh：時（00～ 23）
mm：分（00～ 59）
ss：秒（00～ 59）
MM：月（01～ 12）
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4.　性能解析トレースで使用するコマンド
dd：日（01～ 31）
yyyy：年（1970～ 20xx）

2003年 10月 11日にコマンドを実行した場合の引数の指定例とその編集範囲の例を
次に示します。

-ProcessID <プロセス ID>
指定されたプロセス IDの情報だけを編集出力します。プロセス IDは 10進数で指
定してください。

-TraceFile <PRFトレースファイル名 >
PRFトレースファイルを指定します。トレースファイルは最大 256個指定できま
す。このオプションは，-AllTraceFileオプションと同時に指定できません。
PRFトレースファイルは，PRFトレースファイル出力先ディレクトリに自動的に作
成され，ファイル名は prf_???になります。???は，001からトレースファイルの面
数を最大値とした整数です。

PRFトレースファイル出力先ディレクトリ
• Windowsの場合

%PRFSPOOL%¥utt¥prf¥PRF識別子 ¥dcopltrc¥
• UNIXの場合

$PRFSPOOL/utt/prf/PRF識別子 /dcopltrc/

また，<PRFトレースファイル名 >を指定する場合は，絶対パスを指定するか，
PRFトレースファイル出力先ディレクトリに移動してから，ファイル名だけを指定
します。

-AllTraceFile
カレントディレクトリ下のすべてのファイルを入力ファイルとして読み込みます。
このオプションは，-TraceFileオプションと同時に指定できません。

指定できるコマンドオプションの組み合わせの一覧を次に示します。

引数の指定 編集範囲

-Time 102345, 2003年 10月 11日 10時 23分 45秒からトレースファイ
ルの最後まで。

-Time ,102345 トレースファイルの最初から 2003年 10月 11日 10時 23
分 45秒まで。

-Time 102345,102350 2003年 10月 11日 10時 23分 45秒から 2003年 10月 11
日 10時 23分 50秒まで。

-Time 1023451012,1023501013 2003年 10月 12日 10時 23分 45秒から 2003年 10月 13
日 10時 23分 50秒まで。

-Time 10234510122002,10235010132002 2002年 10月 12日 10時 23分 45秒から 2002年 10月 13
日 10時 23分 50秒まで。
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4.　性能解析トレースで使用するコマンド
表 4-2　引数（コマンドオプション）の組み合わせ一覧（cprfedコマンド）

（凡例）
○：同時に指定できます。
△：△のあとに続くオプション名のオプションが有効になります。
×：同時に指定できません。
－：該当しません。

戻り値

0：
PRFデーモンが正常に停止しました。

0以外：
コマンド処理中にエラーが発生しました。出力されたメッセージに従って対策した
あと，再度コマンドを実行してください。エラーメッセージは標準エラー出力，ロ
グファイルに出力されます。資料の取得方法については，マニュアル「Cosminexus 
アプリケーションサーバ 機能解説 保守／移行／互換編」を参照してください。

出力形式

●出力形式 1（ダンプ形式）
PRF: aa…aa Process: bb…bb Thread: cc…cc(FF…FF) Trace: dd…dd
ProcessName: zz.zz
Event: eeeee Time: ffff/gg/hh ii:jj:kk lll/mmm/nnn
Rc: oo…oo
ClientAP:pp…pp qq…qq - rr…rr RootAP: ss…ss tt…tt - uu…uu
SendSCD:vv…vv ww…ww RecieveSCD:xx…xx yy…yy
INT: XX…XX OPR: YY…YY
LookupName:ZZ..ZZ
 Offset +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +a +b +c +d +e +f 
0123456789abcdef
  AAAA BB BB BB BB BB BB BB BB BB BB BB BB BB BB BB BB CC…CC
  AAAA BB BB BB BB BB BB BB BB BB BB BB BB BB BB BB BB CC…CC
                               ：
  AAAA BB BB BB BB BB BB BB BB BB BB BB BB BB BB BB BB CC…CC

コマンド
オプション

-h -Dump -CSV -Time -ProcessI
D

-TraceFil
e

-AllTraceFil
e

-h － △ -h △ -h △ -h △ -h △ -h △ -h

-Dump △ -h － △ -CSV ○ ○ ○ ○

-CSV △ -h △ -CSV － ○ ○ ○ ○

-Time △ -h ○ ○ － ○ ○ ○

-ProcessID △ -h ○ ○ ○ － ○ ○

-TraceFile △ -h ○ ○ ○ ○ － ×

-AllTraceFil
e

△ -h ○ ○ ○ ○ × －
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4.　性能解析トレースで使用するコマンド
●出力形式 2（CSV形式）
PRF,Process,Thread,Trace,ProcessName,Event,Date,Time,Time(msec/
usec/nsec),Rc,ClientAP IP,ClientAP PID, ClientAP CommNo.,RootAP 
IP,RootAP PID,RootAP CommNo.,SendSCD IP,SendSCD PID,ReceiveSCD 
IP,ReceiveSCD PID,INT,OPR,LookupName,OPT,ASCII
aa…aa,bb…bb,cc…cc(CC…CC),dd…dd,zz…zz,ee…ee,ffff/gg/
hh,ii:jj:kk，lll/mmm/nnn,oo…oo,pp…pp,qq…qq,rr…rr,ss…ss,tt…
tt,uu…uu,vv…vv,ww…ww,xx…xx,yy…yy,XX…XX,YY…YY,ZZ…ZZ,DD…
DD,EE…EE
 

（凡例）

記号 説明

aa…aa レコード状態（６文字以内）
• Rec：レコードの状態は正常です。
• ErrRec：レコードの状態は異常です。

bb…bb トレース情報を取得したプロセスのプロセス ID（10進数で 10けた以内）

cc…cc トレース情報を取得したプロセス内スレッドのスレッド ID（10進数で 20けた以内）

dd…dd 該当スレッドでのトレース通番（10進数で進 10けた以内）

ee…ee イベント ID（16進 6けた（先頭の 0x含む））

ffff トレースを取得した時刻（年）

gg トレースを取得した時刻（月）

hh トレースを取得した時刻（日）

ii トレースを取得した時刻（時）

jj トレースを取得した時刻（分）

kk トレースを取得した時刻（秒）

lll トレースを取得した時刻（ミリ秒）

mmm トレースを取得した時刻（マイクロ秒）

nnn トレースを取得した時刻（ナノ秒）

oo…oo リターンコード（16進数で 10けた（先頭の 0x含む））

pp…pp クライアントアプリケーションの IPアドレス（xxx.xxx.xxx.xxxの形式）

qq…qq クライアントアプリケーションのプロセス ID（10進 10けた以内）

rr…rr クライアントの通信番号（18けた（先頭の 0x含む））

ss…ss ルートアプリケーションの IPアドレス（xxx.xxx.xxx.xxxの形式）

tt…tt ルートアプリケーションのプロセス ID（10進数で 10けた以内）

uu…uu ルートの通信番号（18けた（先頭の 0x含む））

vv…vv リクエスト要求元 CTMの IPアドレス（xxx.xxx.xxx.xxxの形式）

ww…ww リクエスト要求元 CTMのプロセス ID（10進数で 10けた以内）

xx…xx リクエスト要求先 CTMの IPアドレス（xxx.xxx.xxx.xxxの形式）

yy…yy リクエスト要求先 CTMのプロセス ID（10進数で 10けた以内）
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4.　性能解析トレースで使用するコマンド
注※
インタフェース名，オペレーション名，アクセプタ名，ルックアップ名が 33文
字を超える場合は，次のように編集され 33文字で出力されます。
「前 16文字」+「＊」＋「後ろ 16文字」
「前 32文字」+「＊」
「＊」+「後ろ 32文字」

入力例・出力例

●入力例 1
cprfed -TraceFile prf_001

●出力例 1
PRF: Rec Process: 516        Thread: 2204       Trace: 10
ProcessName: ctmd.exe
Event: 0x1406 Time: 2004/02/05 16:46:55 576/000/000
Rc: 0
ClientAP: 10.209.13.123   2148       - 0000000000000107 RootAP: 
10.209.13.123
 2200        - 0000000000000104
SendSCD: 10.209.13.122    516        ReceiveSCD: ****             ****
INT: com/abcd/BookShop              OPR: orderBook
LookupName: BookShop

zz…zz プロセス名称（32文字以内）

XX…XX インタフェース名（33文字以内）※

YY…YY オペレーション名（33文字以内）※

ZZ…ZZ ルックアップ名（33文字以内）※
バッチアプリケーションを実行するシステムの場合，スケジュールグループ名を出力
します。

AAAA オフセット

BB 各イベントで取得した情報の 1バイト分の 16進数表示。

CC…CC BBの内容を ASCII文字で表現します。ASCII文字で表現できない内容は「.」（ピリ
オド）で出力します。

DD…DD 各イベントで取得した情報を 512文字以内の 16進数形式で出力します。
ダンプ形式の情報は，""で囲んで出力します。

EE…EE DDの内容を ASCII文字で出力（最大 514文字）します。
ASCII文字は，""で囲んで出力します。
ASCII文字で表示できないコード（制御コード）は「.」（ピリオド）で出力し，
ASCII文字で "（1文字）は ""（2文字）で出力します。
CSV形式の場合に出力される情報です。

FF…FF スレッドのハッシュ値を出力（10進数で 10けた以内）します。CTMおよびリダイ
レクタで取得したトレース情報には，スレッドのハッシュ値が出力されない場合があ
ります。

記号 説明
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4.　性能解析トレースで使用するコマンド
●入力例 2
cprfed -Dump -TraceFile prf_001

●出力例 2
PRF: Rec Process: 516        Thread: 2204       Trace: 10
ProcessName: ctmd.exe
Event: 0x1406 Time: 2004/02/05 16:46:55 576/000/000
Rc: 0
ClientAP: 10.209.13.123   2148       - 0000000000000107 RootAP: 
10.209.13.123
 2200        - 0000000000000104
SendSCD: 10.209.13.122    516        ReceiveSCD: ****             ****
INT: com/abcd/BookShop              OPR: orderBook
LookupName: BookShop
 
 Offset  +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +a +b +c +d +e +f  
0123456789abcdef
  +0000  0a d1 0d 7a 04 02 00 00 0a d1 0d 7b 64 08 00 00  
...z.......{d...
  +0010  00 00 00 00 07 01 00 00 0a d1 0d 7b 98 08 00 00  
...........{....
  +0020  00 00 00 00 04 01 00 00 00 00 00 00 63 6f 6d 2f  
............com/
  +0030  61 6d 61 7a 6f 73 6f 2f 42 6f 6f 6b 53 68 6f 70  abcd/
BookShop
  +0040  00 6f 72 64 65 72 42 6f 6f 6b 00 42 6f 6f 6b 53  
.orderBook.BookS
  +0050  68 6f 70 00                                      hop.

●入力例 3
cprfed -CSV -TraceFile prf_001

●出力例 3
PRF,Process,Thread,Trace,ProcessName,Event,Date,Time,Time(msec/
usec/nsec),Rc,ClientAP IP,ClientAP PID, ClientAP CommNo.,RootAP 
IP,RootAP PID,RootAP CommNo.,SendSCD IP,SendSCD PID,ReceiveSCD 
IP,ReceiveSCD PID,INT,OPR,LookupName,OPT,ASCII
Rec,516,2204,10,ctmd.exe,0x1406,2004/02/05,16:46:55,576/000/
000,0,10.209.13.123,2148,0x0000000000000107,10.209.13.123,2200,0
x0000000000000104,10.209.13.122,516,****,****,com/abcd/
BookShop,orderBook,BookShop,

注意事項

●性能解析トレースでは高負荷時に排他によるボトルネックが生じないように，PRFト
レース出力時に排他制御を行っていません。そのため，一部トレース情報が正しく出
力されない場合があります。

cprfflush（バッファ内容の強制ファイル出力）

形式
cprfflush [-PRFID <PRF識別子>] [ -h ]
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4.　性能解析トレースで使用するコマンド
機能

PRFデーモンに対して，バッファに格納されているトレース情報の出力を要求します。

出力する範囲は，前回ファイル出力したトレースの次のトレースから，コマンドが入力
された時点までです。

引数

-PRFID <PRF識別子 >
PRFデーモンの識別子を 1～ 31文字の英数字，またはアンダースコア（_）で指定
します。"TSC"や "tsc"，または "CTM"や "ctm"で始まる文字列は指定しないでく
ださい。省略した場合は，"PRF_ID"という文字列が PRF識別子となります。

-h
コマンドの使用方法が表示されます。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
PRFデーモンが起動していません。PRFSPOOL環境変数が異なっている，または
-PRFIDの値が誤っているおそれがあります。

2：
PRFSPOOL環境変数が設定されていません。

上記以外：
コマンド処理中にエラーが発生しました。出力されたメッセージに従って対策した
あと，再度コマンドを実行してください。エラーメッセージは標準エラー出力，ロ
グファイルに出力されます。資料の取得方法については，マニュアル「Cosminexus 
アプリケーションサーバ 機能解説 保守／移行／互換編」を参照してください。

注意事項

● cprfflushコマンドの実行中は，cprfflushコマンドを実行できません。

●要求先の PRFデーモンと同じ PRFSPOOL環境変数が設定されている必要がありま
す。設定されていない場合，コマンドがエラーリターンします。

cprfgetpid（PRFデーモンプロセス IDの取得）

形式
cprfgetpid [-PRFID <PRF識別子>] [ -h ]
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4.　性能解析トレースで使用するコマンド
機能

指定した PRF識別子のプロセス IDを取得します。また，PRFデーモンの起動確認を表
示します。

引数

-PRFID <PRF識別子 >
PRFデーモンの識別子を 1～ 31文字の英数字，またはアンダースコア（_）で指定
します。"TSC"や "tsc"，または "CTM"や "ctm"で始まる文字列は指定しないでく
ださい。省略した場合は，"PRF_ID"という文字列が PRF識別子となります。

-h
コマンドの使用方法が表示されます。

戻り値

0：
正常終了しました。プロセスは起動していない場合があります。

1：
プロセスは起動していません。

2：
PRFSPOOL環境変数が設定されていません。

上記以外：
コマンド処理中にエラーが発生しました。出力されたメッセージに従って対策した
あと，再度コマンドを実行してください。エラーメッセージは標準エラー出力，ロ
グファイルに出力されます。資料の取得方法については，マニュアル「Cosminexus 
アプリケーションサーバ 機能解説 保守／移行／互換編」を参照してください。

入力例・出力例

●入力例
cprfgetpid

●出力例
出力結果は，標準出力に出力されます。
1700

注意事項

● PRFデーモンと同じ PRFSPOOL環境変数が設定されている必要があります。

● PRFデーモンが一度も起動していない，または正常終了したあとにこのコマンドを実
行した場合は，エラーになります。
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cprflevel（PRFトレース取得レベルの表示と変更）

形式
cprflevel [-PRFID <PRF識別子>] [ -h ]
          [-PrfChangeLevel <PRFトレース取得レベル>[,[<PRFトレース
          取得レベル>]...]]
          [-PrfLevelIndex <インデックス番号>] [-PrfLevelAll]

機能

PRFトレース取得レベルを表示または変更します。

-PrfChangeLevelオプションを省略した場合は，指定した PRF識別子に指定されている
PRFトレース取得レベルを表示します。-PrfChangeLevelオプションを指定した場合
は，指定した PRF識別子に指定されている PRFトレース取得レベルを指定値に変更し
ます。

-PrfLevelIndexオプションを指定した場合は，指定したインデックスの PRFトレース取
得レベルの一覧が表示されます。-PrfLevelAllオプションを指定した場合は，すべての
インデックスに対応する PRFトレース取得レベルが表示されます。

引数

-PRFID <PRF識別子 >
PRFデーモンの識別子を 1～ 31文字の英数字，またはアンダースコア（_）で指定
します。"TSC"や "tsc"，または "CTM"や "ctm"で始まる文字列は指定しないでく
ださい。省略した場合は，"PRF_ID"という文字列が PRF識別子となります。

-h
コマンドの使用方法が表示されます。

-PrfChangeLevel <PRFトレース取得レベル > [,[<PRFトレース取得レベル >]...]
PRFトレース取得レベルを 4バイトの 16進数（8けたの値）で指定します。各イン
デックス番号に対応するレベル値をコンマ（,）区切りで左から複数指定できます。
該当するインデックスのレベル値を変更しない場合は，値を指定しないでください。
また，あるインデックス番号以降の値をすべて指定しない場合は，コンマ（,）の記
述を省略してください。インデックス番号 1のトレース取得レベルを（1），イン
デックス番号 2の PRFトレース取得レベルを（2）とした場合，PRFトレース取得
レベルは「（1）,（2）,...」と指定します。
PRFトレース取得レベルの指定例を次に示します。
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表 4-3　PRFトレース取得レベルの指定例（cprflevelコマンド）

各機能レイヤでの PRFトレース取得レベルの割り当てについて説明します。
PRFトレース取得レベルは，インデックスごとに 8けたの 16進数で指定します。
それぞれのけたには，機能レイヤが二つずつ割り当てられています。16進数を 2進
数にした場合の上位 2ビットに割り当てられている機能レイヤを上位レイヤ，下位
2ビットに割り当てられている機能レイヤを下位レイヤといいます。
けたごとの上位レイヤ，下位レイヤに割り当てられている機能レイヤについて，次
の表に示します。

表 4-4　詳細レベルのトレース情報を取得する場合の指定値（cprflevelコマンド）

PRFトレース取得レベルの指定例 オプションの指定

インデックス番号 1の PRFトレース取得レベル
を指定する

-PrfChangeLevel 0x44445555

インデックス番号 1とインデックス番号 2の
PRFトレース取得レベルを指定する

-PrfChangeLevel 0x44445555,0x55554444

インデックス番号 2の PRFトレース取得レベル
を指定する

-PrfChangeLevel ,0x55554444

インデックス けた番号 上位レイヤ 下位レイヤ

インデックス 1 1けた目 リダイレクタ Webコンテナ

2けた目 EJBコンテナ JNDI

3けた目 JTA JCAコンテナ

4けた目 DB Connector RMI

5けた目 SOAP通信基盤 uCosminexus TP1 
Connector，
TP1/Client/J

6けた目 TP1/Message Queue - 
Access

Cosminexus RM

7けた目 OTS CTM

8けた目 CTM CTM

インデックス 2 1けた目 HCSCサーバ 標準出力 /標準エラー出力 /
ユーザログ

2けた目 DI uCosminexus Service 
Coordinator Interactive 
Workflow

3けた目 uCosminexus Service 
Adapter for Object Access

uCosminexus Service 
Adapter for Flat Files

4けた目 uCosminexus Service 
Adapter for Message 
Queue

CCCJPA

5けた目 JAX-WSエンジン CCCJPAコンテナ
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PRFトレース取得レベルを指定する場合は，けたごとの上位レイヤ，下位レイヤの
PRFトレース取得レベルを「標準」「詳細」「保守」のどのレベルで取得するかを決
め，それを 16進数で指定します。上位レイヤと下位レイヤの PRFトレース取得レ
ベルの組み合わせと指定値の対応を，次の表に示します。
なお，保守レベルは，障害発生時などの保守情報を取得するためのレベルです。通
常は指定しないでください。

表 4-5　詳細レベルまたは保守レベルのトレース情報を取得する場合の指定値（cprflevel
コマンド）

指定例を示します。

表 4-6　PRFトレース取得レベルの指定例（cprflevelコマンド）

6けた目 CosminexusJMSプロバイ
ダ機能

TP1インバウンドアダプタ

上位レイヤ 下位レイヤ 指定値

標準 標準 0

標準 詳細 1

標準 保守 2

詳細 標準 4

詳細 詳細 5

詳細 保守 6

保守 標準 8

保守 詳細 9

保守 保守 a

インデックス 指定例 説明

インデックス 1 00000000 インデックス 1の各機能レイヤの標準レベルのトレース情報を取得
します。

00000004 CTMだけ詳細レベルのトレース情報を取得して，ほかの機能レイヤ
は標準レベルのトレース情報を取得します。

55555544 インデックス 1の各機能レイヤの詳細レベルのトレース情報を取得
します。

a5565544 リダイレクタ，Webコンテナおよび RMIの保守情報を取得して，
ほかの機能レイヤは詳細レベルのトレース情報を取得します。

インデックス 2 00000000 インデックス 2の各機能レイヤの標準レベルのトレース情報を取得
します。

40000000 HCSCサーバだけ詳細レベルのトレース情報を取得します。

インデックス けた番号 上位レイヤ 下位レイヤ
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また，RMIについては，抑止レベルを指定できます。

RMIに抑止レベルを指定するには，トレース取得レベルの指定値（インデックス 1の 4
けた目）に次の値を設定してください。

表 4-7　RMIの抑止レベルの指定値

-PrfLevelIndex <インデックス番号 >
変更または参照する PRFトレース取得レベルのインデックス番号を 1～ 16の整数
で指定します。デフォルト値は 1です。この引数と一緒に -PrfChangeLevelを指定
した場合は，指定したインデックス番号の PRFトレース取得レベルのレベル値を
-PrfChangeLevelで指定した値に変更します。
この引数と一緒に -PrfChangeLevelを指定しなかった場合は，指定したインデック
ス番号の PRFトレース取得レベルのレベル値が表示されます。この引数と一緒に
-PrfChangeLevelを指定する場合は，-PrfChangeLevelには必ず一つの値だけを指
定してください。
（例）インデックス番号 2番目の値を，0x55554444に変更する場合
cprflevel -PrfChangeLevel 0x55554444 -PrfLevelIndex 2
 

-PrfChangeLevelに複数の値を指定した場合は，オプションエラーとなります。
（例）-PrfChangeLevelに複数の値を指定した場合
cprflevel -PrfChangeLevel ,0x55554444,0x55554444 -PrfLevelIndex 
2

-PrfLevelIndexで 2を指定しているにもかかわらず，-PrfChangeLevelで複数の値
を指定しているためです。なお，-PrfLevelIndexの指定を省略した場合は，1が設
定されます。

-PrfLevelAll
すべてのレベル値を表示します。-PrfChangeLevelまたは -PrfLevelIndexと組み合
わせた指定はできません。このオプションと -PrfLevelIndexの組み合わせを，次に
示します。

上位レイヤ（DB Connector） 下位レイヤ（RMI） 指定値

標準 抑止 3

詳細 抑止 7

保守 抑止 b
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表 4-8　-PrfLevelAllと -PrfLevelIndexの組み合わせ一覧

指定できるコマンドオプションの組み合わせの一覧を次に示します。

表 4-9　引数（コマンドオプション）の組み合わせ一覧（cprflevelコマンド）

（凡例）
○：同時に指定できます。
△：△のあとに続くオプション名のオプションが有効になります。
×：同時に指定できません。
－：該当しません。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
PRFデーモンが起動していません。PRFSPOOL環境変数が異なっている，または
-PRFIDの値が誤っているおそれがあります。

2：
PRFSPOOL環境変数が設定されていません。

上記以外：
コマンド処理中にエラーが発生しました。出力されたメッセージに従って対策した
あと，再度コマンドを実行してください。エラーメッセージは標準エラー出力，ロ
グファイルに出力されます。資料の取得方法については，マニュアル「Cosminexus 
アプリケーションサーバ 機能解説 保守／移行／互換編」を参照してください。

cprflevel現在のレベル値の
表示方法

-PrfLevelIndex

指定 未指定

-PrfLevelAll 指定 オプションエラー すべてのレベル値を表示

未指定 指定されたインデックス番号
のレベル値だけを表示

インデックス 1のレベル値だけ
を表示

コマンド
オプション

-h -PRFID -PrfChangeLevel -PrfLevelIndex -PrfLevelAll

-h － △ -h △ -h △ -h △ -h

-PRFID △ -h － ○ ○ ○

-PrfChangeLevel △ -h ○ － ○ ×

-PrfLevelIndex △ -h ○ ○ － ×

-PrfLevelAll △ -h ○ × × －
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入力例・出力例

●入力例 1
cprflevel

●出力例 1
KFCT73415-I 2661 1: prf trace level is 0x12345678

●入力例 2
cprflevel -PrfLevelAll

●出力例 2
KFCT73418-I 2661 1: all prf trace levels are:
[ 1]=0x12345678 [ 2]=0x00000000 [ 3]=0x00000000 [ 4]=0x00000000 
[ 5]=0x00000000 [ 6]=0x00000000 [ 7]=0x00000000 [ 8]=0x00000000 
[ 9]=0x00000000 [10]=0x00000000 [11]=0x00000000 [12]=0x00000000 
[13]=0x00000000 [14]=0x00000000 [15]=0x00000000 [16]=0x00000000 

●入力例 3
cprflevel -PrfLevelIndex 5

●出力例 3
KFCT73419-I 2661 1: prf trace level of [5] is 0x00000000.

●入力例 4
cprflevel -PrfChangeLevel 000000001

●出力例 4
KFCT73416-I 2661 1: prf trace level was changed from 0x00000000 
to 0x00000001.

●入力例 5
cprflevel -PrfChangeLevel 0x00000055,0x55554444

●出力例 5
KFCT73420-I 2661 1: prf trace level was changed:
[ 1]=0x00000000 -> [ 1]=0x00000055
[ 2]=0x00000000 -> [ 2]=0x55554444

●入力例 6
cprflevel -PrfChangeLevel 0x44445555 -PrfLevelIndex 2

●出力例 6
KFCT73420-I 2661 1: prf trace level was changed:
[ 2]=0x00000000 -> [ 2]=0x44445555

注意事項

●現在の PRFトレース取得レベルを表示する場合，-PrfLevelIndexと -PrfLevelAllの
組み合わせで，出力されるメッセージ IDは，「KFCT73415-I」，「KFCT73418-I」，
「KFCT73419-I」のどれか一つとなっています。PRFトレース取得レベルを表示する
場合の出力されるメッセージ IDの対応は，次のとおりです。
212



4.　性能解析トレースで使用するコマンド
● PRFトレース取得レベルを変更する場合，-PrfChangeLevelの指定方法で出力される
メッセージ IDは，「KFCT73416-I」または「KFCT73420-I」のどちらかになります。
次の条件をすべて満たした場合，「KFCT73416-I」が出力されます。それ以外は，
「KFCT73420-I」が出力されます。
• -PrfChangeLevel 0x44445555のように値を一つだけ指定し，コンマ（,）を使用し
ていない。

• -PrfLevelIndexを指定していない。

●このコマンドは，PRFデーモンの起動中に実行してください。PRFデーモンが起動
していないときにコマンドを実行した場合，エラーメッセージを出力します。

●変更する PRFデーモンと同じ PRFSPOOL環境変数が設定されている必要がありま
す。

●このコマンドでレベル変更した場合，次のリクエストから変更が有効になります。

cprfstart（PRFデーモンの開始）

形式
cprfstart [-h] [-PRFID <PRF識別子>]
          [-PrfTraceLevel <PRFトレース取得レベル> [,[<PRFトレース
          取得レベル>]...]]
          [-PrfTraceCount <PRFトレースファイル数>]
          [-PrfTraceFileSize <PRFトレースファイルサイズ>] 
          [-PrfTraceBufferSize <PRFトレースバッファサイズ>] 
          [-PrfRemakeBuffer]

機能

PRFデーモン（cprfd）を起動します。なお，PRFデーモンは，ほかのプロセスよりも
先に起動してください。

PRFデーモンは開始後にカレントディレクトリを移動します。移動先は，次のディレク
トリです。

• Windowsの場合
PRFトレース出力ディレクトリ %PRFSPOOL%¥utt¥prf¥<PRF識別子 >¥

• UNIXの場合
PRFトレース出力ディレクトリ $PRFSPOOL/utt/prf/<PRF識別子 >/

PRFトレース取得レベルを表示する場合のメッセー
ジ ID

-PrfLevelAll

指定 未指定

-PrfLevelIndex 指定 － KAFCT73419-I

未指定 KAFCT73418-I KAFCT73415-I
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引数

-h
コマンドの使用方法が表示されます。

-PRFID <PRF識別子 >
PRFデーモンの識別子を 1～ 31文字の英数字，またはアンダースコア（_）で指定
します。"TSC"や "tsc"，または "CTM"や "ctm"で始まる文字列は指定しないでく
ださい。省略した場合は，"PRF_ID"という文字列が PRF識別子となります。

-PrfTraceLevel <PRFトレース取得レベル > [,[<PRFトレース取得レベル >]...]
-PrfTraceLevelを省略した場合は標準レベルで情報が出力されます。
PRFトレース取得レベルを 4バイトの 16進数（8けたの値）で指定します。ここで
4バイトの 16進数の先頭に 0xを付けることができますが，0xは無視されます。
各インデックス番号のレベル値をコンマ（,）区切りで左から複数指定できます。レ
ベル値の指定を省略する場合は，値を記述しないでください。また，あるインデッ
クス番号以降の値をすべて指定しない場合は，コンマ（,）の記述を省略してくださ
い。インデックス番号 1のトレース取得レベルを（1），インデックス番号 2の PRF
トレース取得レベルを（2）とした場合，PRFトレース取得レベルは「（1）,（2）
,...」と指定します。
PRFトレース取得レベルの指定例を次に示します。

表 4-10　PRFトレース取得レベルの指定例（cprfstartコマンド）

各機能レイヤでの PRFトレース取得レベルの割り当てについて説明します。
PRFトレース取得レベルは，インデックスごとに 8けたの 16進数で指定します。
それぞれのけたには，機能レイヤが二つずつ割り当てられています。16進数を 2進
数にした場合の上位 2ビットに割り当てられている機能レイヤを上位レイヤ，下位
2ビットに割り当てられている機能レイヤを下位レイヤといいます。
けたごとの上位レイヤ，下位レイヤに割り当てられている機能レイヤについて，次
の表に示します。

PRFトレース取得レベルの指定例 オプションの指定

インデックス番号 1の PRFトレース取得レベル
を指定する

-PrfTraceLevel 0x44445555

インデックス番号 1とインデックス番号 2の
PRFトレース取得レベルを指定する

-PrfTraceLevel 0x44445555,0x55554444

インデックス番号 2の PRFトレース取得レベル
を指定する

-PrfTraceLevel ,0x55554444
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表 4-11　詳細レベルのトレース情報を取得する場合の指定値（cprfstartコマンド）

PRFトレース取得レベルを指定する場合は，けたごとの上位レイヤ，下位レイヤの
PRFトレース取得レベルを「標準」「詳細」「保守」のどのレベルで取得するかを決
め，それを 16進数で指定します。上位レイヤと下位レイヤの PRFトレース取得レ
ベルの組み合わせと指定値の対応を，次の表に示します。
なお，保守レベルは，障害発生時などの保守情報を取得するためのレベルです。通
常は指定しないでください。

表 4-12　詳細レベルまたは保守レベルのトレース情報を取得する場合の指定値（cprfstart
コマンド）

インデックス けた番号 上位レイヤ 下位レイヤ

インデックス 1 1けた目 リダイレクタ Webコンテナ

2けた目 EJBコンテナ JNDI

3けた目 JTA JCAコンテナ

4けた目 DB Connector RMI

5けた目 SOAP通信基盤 uCosminexus TP1 Connector，
TP1/Client/J

6けた目 TP1/Message Queue - Access Cosminexus RM

7けた目 OTS CTM

8けた目 CTM CTM

インデックス 2 1けた目 HCSCサーバ 標準出力 /標準エラー出力 /
ユーザログ

2けた目 DI uCosminexus Service 
Coordinator Interactive 
Workflow

3けた目 uCosminexus Service Adapter 
for Object Access

uCosminexus Service Adapter 
for Flat Files

4けた目 uCosminexus Service Adapter 
for Message Queue

CCCJPA

5けた目 JAX-WSエンジン CCCJPAコンテナ

6けた目 CosminexusJMSプロバイダ
機能

TP1インバウンドアダプタ

上位レイヤ 下位レイヤ 指定値

標準 標準 0

標準 詳細 1

標準 保守 2

詳細 標準 4

詳細 詳細 5
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指定例を示します。

表 4-13　PRFトレース取得レベルの指定例（cprfstartコマンド）

また，RMIについては，抑止レベルを指定できます。

RMIに抑止レベルを指定するには，トレース取得レベルの指定値（インデックス 1の 4
けた目）に次の値を設定してください。

表 4-14　RMIの抑止レベルの指定値

-PrfTraceCount <PRFトレースファイル数 >
PRFトレースファイルの面数を 3～ 256の範囲で指定します。省略した場合は，4
が設定されます。
正常停止中と前回強制停止後の再起動中に，PRFトレースファイルをバックアップ
します。PRFトレースファイルサイズの合計値が大きい場合，バックアップ処理で
PRFデーモンの起動や停止に時間が掛かることがあります。そのため，
Management Serverでプロセス監視する場合，デフォルトの監視時間ではタイムア

詳細 保守 6

保守 標準 8

保守 詳細 9

保守 保守 a

インデックス 指定例 説明

インデックス 1 00000000 インデックス 1の各機能レイヤの標準レベルのトレース情報を取得
します。

00000004 CTMだけ詳細レベルのトレース情報を取得して，ほかの機能レイヤ
は標準レベルのトレース情報を取得します。

55555544 インデックス 1の各機能レイヤの詳細レベルのトレース情報を取得
します。

a5565544 リダイレクタ，Webコンテナおよび RMIの保守情報を取得して，
ほかの機能レイヤは詳細レベルのトレース情報を取得します。

インデックス 2 00000000 インデックス 2の各機能レイヤの標準レベルのトレース情報を取得
します。

40000000 HCSCサーバだけ詳細レベルのトレース情報を取得します。

上位レイヤ（DB Connector） 下位レイヤ（RMI） 指定値

標準 抑止 3

詳細 抑止 7

保守 抑止 b

上位レイヤ 下位レイヤ 指定値
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ウトが発生する場合があります。タイムアウトが発生した場合には，監視時間を長
くしてください。

-PrfTraceFileSize <PRFトレースファイルサイズ >
PRFトレースファイルの１ファイル当たりの最大容量を 1024～ 1048576（単位：
キロバイト）の範囲で指定します。ファイル容量を１メガバイトとする場合，1024
と指定します。実際のファイルサイズは，この値より多少の増減があります。増減
の中で増分の幅は，最大で「-PrfTraceBufferSize指定値－ 32キロバイト」です。
省略した場合は，8192が設定されます。
デフォルト値の 8192より小さい値を指定する場合は，-PrfTraceBufferSizeもデ
フォルト値より小さい値を指定してください。
正常停止中と前回強制停止後の再起動中に，PRFトレースファイルをバックアップ
します。PRFトレースファイルサイズの合計値が大きい場合，バックアップ処理で
PRFデーモンの起動や停止に時間がかかることがあります。そのため，
Management Serverでプロセス監視する場合，デフォルトの監視時間ではタイムア
ウトが発生する場合があります。タイムアウトが発生した場合には，監視時間を長
くしてください。

-PrfTraceBufferSize <PRFトレースバッファサイズ >
共用メモリに確保するバッファサイズを 512～ 102400（単位：キロバイト）の範囲
で指定します。このオプションには，-PrfTraceFileSizeで指定した値よりも大きい
値は指定できません。省略した場合は，8192が設定されます。
バッファ領域が不足すると KFCT26999-Wメッセージが出力され，PRFトレースが
欠落する場合があります。そのため，メッセージが出力されなくなるまでバッファ
領域を拡張してください。

-PrfRemakeBuffer
共用メモリを再作成して起動します。再作成できない場合にはエラーとなります。

戻り値

0：
PRFデーモンが正常に起動しました。

1：
PRFデーモンの起動に失敗しました。PRFSPOOL環境変数が設定されていません。

上記以外：
コマンド処理中にエラーが発生しました。出力されたメッセージに従って対策した
あと，再度コマンドを実行してください。エラーメッセージは標準エラー出力，ロ
グファイルに出力されます。資料の取得方法については，マニュアル「Cosminexus 
アプリケーションサーバ 機能解説 保守／移行／互換編」を参照してください。
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注意事項

● PRFSPOOL環境変数を設定してください。設定していない場合，コマンドがエラー
リターンします。

● PRFデーモンを再起動する場合，-PrfTraceCountと -PrfTraceFileSizeに前回と同じ
値を指定して再起動してください。指定を省略して再起動した場合，PRFトレース
ファイル数と PRFトレースファイルサイズについては，前回の起動時の値は引き継が
れないので，デフォルトの値になります。

● PRFデーモンが異常終了して再起動した場合，終了時のトレース取得レベルが引き継
がれます。そのため，トレース取得レベルを変更したあとに異常終了した場合，再起
動時に指定したトレース取得レベル（前回起動時と同じ値）と異なる値（変更後の値）
が設定されます。次に運用例を示します。
1. PRFデーモン起動：cprfstart -PrfTraceLevel 0x00000001
2. トレース取得レベル変更（0x00000001 → 0x0000000f）
3. PRFデーモン異常終了
4. PRFデーモン再起動：cprfstart -PrfTraceLevel 0x00000001

この場合，再起動後のトレース取得レベルは，0x000000fになります。

● PRFデーモンを再起動する場合，前回使用したバッファを再利用し，トレース取得レ
ベルを引き継ぎます。また，バッファのサイズが変更になった場合は，前回のバッ
ファを削除し，再作成します。ほかのプロセスがバッファにアクセスしている場合，
この作成処理に失敗します。

● PRFデーモンを再起動した場合，共用メモリダンプ出力してから，バッファを初期化
します。また，保守情報を次のディレクトリに作成します。
• Windowsの場合

%PRFSPOOL%¥utt¥prf¥<PRF識別子 >¥spool¥save¥
• UNIXの場合

$PRFSPOOL/utt/prf/<PRF識別子 >/spool/save/

●Windowsの場合，起動済み，または起動中の PRFデーモンと，大文字・小文字だけ
が異なる PRF識別子（例えば "aaa"と "AAA"）を持つ PRFデーモンは起動できませ
ん。

● PRFデーモンが異常終了した場合，PRFデーモンだけを再起動してください。

● PRFデーモンが異常終了してから再起動するまでの間に取得されたトレースは破棄さ
れます。

● -PrfTraceCountまたは -PrfTraceFileSizeに大きな値を指定すると，PRFデーモンが
異常終了したあとの PRFデーモンの再起動に時間が掛かる場合があります。
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cprfstop（PRFデーモンの停止）

形式
cprfstop [ -PRFID <PRF識別子> ] [ -Force ][ -h ]

機能

PRFデーモン（cprfd）を停止します。なお，PRFデーモンはほかのプロセスよりもあ
とに停止してください。

引数

-PRFID <PRF識別子 >
PRFデーモンの識別子を 1～ 31文字の英数字，またはアンダースコア（_）で指定
します。"TSC"や "tsc"，または "CTM"や "ctm"で始まる文字列は指定しないでく
ださい。省略した場合は，"PRF_ID"という文字列が PRF識別子になります。

-Force
PRFデーモンを強制停止します。

-h
コマンドの使用方法が表示されます。

戻り値

0：
PRFデーモンが正常に停止しました。

1：
PRFデーモンが起動していません。PRFSPOOL環境変数が異なっている，または
-PRFIDの値が誤っているおそれがあります。

2：
PRFSPOOL環境変数が設定されていません。

3：
タイムアウトが発生しました。

上記以外：
コマンド処理中にエラーが発生しました。出力されたメッセージに従って対策した
あと，再度コマンドを実行してください。エラーメッセージは標準エラー出力，ロ
グファイルに出力されます。資料の取得方法については，マニュアル「Cosminexus 
アプリケーションサーバ 機能解説 保守／移行／互換編」を参照してください。

注意事項

●コマンドがタイムアウトして，PRFデーモンが正常終了しなかった場合は，-Forceオ
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プションを指定して強制停止してください。

●停止する PRFデーモンと同じ PRFSPOOL環境変数が設定されている必要がありま
す。設定されていない場合，コマンドがエラーリターンします。

● cprfstartコマンドの -PrfTraceCountまたは -PrfTraceFileSizeに大きな値を指定する
と，PRFデーモンの正常停止に時間が掛かる場合があります。
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5　 Cosminexus JMSプロバイダ
で使用するコマンド
この章では，Cosminexus JMSプロバイダで使用するコマンド
の入力形式，機能などについて説明します。

5.1　Cosminexus JMSプロバイダで使用するコマンドの概要

5.2　Cosminexus JMSプロバイダで使用するコマンドの一覧

5.3　CJMSPブローカー管理のコマンドの詳細

5.4　コネクションサービス管理のコマンドの詳細

5.5　物理的送信先管理のコマンドの詳細

5.6　永続化サブスクライバー管理のコマンドの詳細

5.7　物理的送信先の設定プロパティ

5.8　Cosminexus JMSプロバイダで使用するコマンドの注意事項
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5.1　Cosminexus JMSプロバイダで使用するコ
マンドの概要

Cosminexus JMSプロバイダには，ブローカー構成を編集するために，CJMSPブロー
カーユーティリティとコマンドユーティリティがあります。

（1） CJMSPブローカーユーティリティ

CJMSPブローカーインスタンスを起動するためのユーティリティで，cjmsbrokerコマ
ンドを持っています。

（2） コマンドユーティリティ

CJMSPブローカー，コネクションサービス，物理的送信先，永続化サブスクライバーお
よびトランザクションを管理するためのユーティリティです。管理する対象ごとにコマ
ンドを持っています。
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5.2　Cosminexus JMSプロバイダで使用するコ
マンドの一覧

ここでは，Cosminexus JMSプロバイダで使用するコマンドの一覧について説明します。

5.2.1　CJMSPブローカーユーティリティのコマンドの一覧
CJMSPブローカーユーティリティが持つコマンドの一覧を次の表に示します。

表 5-1　CJMSPブローカーユーティリティのコマンドの一覧

5.2.2　コマンドユーティリティのコマンドの一覧
コマンドユーティリティが持つコマンドの一覧を管理対象ごとに説明します。なお，
CJMSPブローカーの状態が SHUTDOWN_COMPLETE（停止処理が完了した状態）の
場合，これらのコマンドは正常に動作しません。

（1） CJMSPブローカー管理

表 5-2　CJMSPブローカー管理で使用するコマンドの一覧

（2） コネクションサービス管理

表 5-3　コネクションサービス管理で使用するコマンドの一覧

コマンド名称 概要

cjmsbroker CJMSPブローカーインスタンスを起動します。

コマンド名称 概要

cjmsicmd list bkr CJMSPブローカーの状態を一覧表示します。

cjmsicmd pause bkr 稼働中の CJMSPブローカーを一時停止します。

cjmsicmd query bkr CJMSPブローカーのプロパティ値を一覧表示します。

cjmsicmd resume bkr CJMSPブローカーを再開します。

cjmsicmd shutdown bkr CJMSPブローカーを停止します。

コマンド名称 概要

cjmsicmd list svc 利用可能なコネクションサービスを一覧表示します。
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（3） 物理的送信先管理

表 5-4　物理的送信先管理で使用するコマンドの一覧

（4） 永続化サブスクライバー管理

表 5-5　永続化サブスクライバー管理で使用するコマンドの一覧

（5） コマンドユーティリティの共通オプション

コマンドユーティリティが持っているすべてのコマンドに指定できる共通オプションが
あります。コマンドユーティリティの共通オプションの一覧を次の表に示します。

表 5-6　コマンドユーティリティの共通オプションの一覧

コマンド名称 概要

cjmsicmd compact dst 物理的送信先を圧縮します。

cjmsicmd create dst 物理的送信先を作成します。

cjmsicmd destroy dst 物理的送信先を破棄します。

cjmsicmd list dst 物理的送信先を一覧表示します。

cjmsicmd pause dst 物理的送信先へのメッセージ配信を一時停止します。

cjmsicmd purge dst 物理的送信先からすべてのメッセージを削除します。

cjmsicmd query dst 物理的送信先のプロパティ値を一覧表示します。

cjmsicmd resume dst 物理的送信先へのメッセージ配信を再開します。

コマンド名称 概要

cjmsicmd destroy dur 永続化サブスクライバーを破棄します。

cjmsicmd list dur 永続化サブスクライバーを一覧表示します。

cjmsicmd purge dur 永続化サブスクライバーのすべてのメッセージを削除します。

オプション名称 概要

-rtm timeoutInterval タイムアウト間隔（単位：秒）の初期値を 0～ 2147483647の整数
で指定します。コマンドを実行から再度要求を出すまでに CJMSP
ブローカーからの応答を待つ時間の初期値です。リトライ間隔はタ
イムアウト間隔の初期値の倍数が設定されます。デフォルト値は 10
秒です。また，0を指定した場合は，タイムアウトは発生しません。

-b <ホスト名称 >:<ポート番号
>

CJMSPブローカーに接続されているホスト名（または IPアドレ
ス），ポート番号を指定します。デフォルト値は次のとおりです。
• ホスト名称：localhost
• ポート番号：7676

リモートホストで CJMSPブローカーインスタンスを起動している
ときに正しい値を設定しないと，エラーメッセージが表示されます。
ホスト名称を省略してポート番号だけを指定した場合，ローカルホ
ストの CJMSPブローカーに接続します。例えば，「:7676」と指定
した場合，「localhost:7676」と指定した場合と同じ意味になります。
224



5.　Cosminexus JMSプロバイダで使用するコマンド
5.2.3　Cosminexus JMSプロバイダで使用するコマンドの格
納先

Cosminexus JMSプロバイダで使用するコマンドは，次のディレクトリに格納されてい
ます。 

●Windowsの場合
<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥cc¥cjmsp¥bin¥

● UNIXの場合
/opt/Cosminexus/cc/cjmsp/bin/

-f ユーザの確認をしないで，コマンドを実行します。

-h | -help ヘルプを表示します。

オプション名称 概要
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5.3　CJMSPブローカー管理のコマンドの詳細

CJMSPブローカー管理で使用するコマンドの入力形式，機能などを次に示します。

cjmsbroker（CJMSPブローカーの起動）

形式
cjmsbroker -name <インスタンス名称>
           -reset store
           -reset messages
           -reset durables
           -remove instance
           -varhome <ロケーション>
           -vmargs <引数1>[[<引数2>]...]
           -force
           -h | -help

機能

CJMSPブローカーインスタンスを起動します。

引数

-name <インスタンス名称 >
起動する CJMSPブローカーインスタンスの名称を指定します。同じホストで複数
の CJMSPブローカーインスタンスを起動する場合は，異なるインスタンス名称を
指定してください。デフォルト値は cjmsbrokerです。
インスタンスの命名規則を次に示します。
• Windows環境の場合は，予約デバイス名は指定できません。
（例）
AUX，CON，NUL，PRN，COM1- COM9，LPT1-LPT9

• 指定できる文字数は，OSで規定されたディレクトリ作成時の最大文字数と同じで
す。

• 英数字と特殊文字を組み合わせて指定します。ただし，Windows環境の場合で
は，次に示す特殊文字は使用できません。
¥　/　:　*　?　”　<　>　|
UNIX環境の場合では，使用可能な文字はファイルシステムの仕様に依存します。

• インスタンス名称に円マーク（¥）またはスラッシュ（/）を使用した場合，動作
保証しません。

-reset store
永続化データストアのコンフィグレーション値をリセットします。永続化データス
トアのコンフィグレーション値をリセットすると，永続化データストアにあるすべ
ての永続化データが削除されます。
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永続化データのうち，永続化メッセージだけを削除する場合は -reset messagesオプ
ションを，永続化サブスクライバーだけを削除する場合は -reset durablesオプショ
ンを指定してください。

-reset messages
永続化データストアにある永続化データのうち，永続化メッセージだけを削除しま
す。

-reset durables
永続化データストアにある永続化データのうち，永続化サブスクライバーだけを削
除します。

-remove instance
CJMSPブローカーインスタンス下にある永続化データストアやその他のファイル，
およびディレクトリを削除します。ただし，propsディレクトリとログディレクト
リは削除されません。
なお，-remove instanceオプションを使用する場合，次の点に注意してください。
• 削除対象の CJMSPブローカーインスタンスは起動しないでください。
• -nameオプションで CJMSPブローカーインスタンスの名称を指定した場合，指
定したインスタンスが削除されます。また，-nameオプションを指定しない場合，
デフォルトの CJMSPブローカーインスタンス「cjmsbroker」が削除されます。

• cjmsbrokerコマンドは CJMSPブローカーインスタンスを起動するコマンドです
が，-remove instanceオプションを指定した場合は，CJMSPブローカーインスタ
ンスは起動されません。

• -remove instanceコマンドですでに削除されている場合やインスタンスファイル
のリポジトリがすでに削除されている場合は，「Removing instance data」という
メッセージが表示されます。

-varhome <ロケーション >
varディレクトリの格納先を絶対パスで指定します。ただし，ネットワーク上のパス
は指定できません。デフォルト値は <CJMSP_HOME>/varです。
格納先には書き込み権限と読み込み権限の両方を持つディレクトリを指定してくだ
さい。読み込み権限しか持たないディレクトリを指定すると，エラーメッセージが
表示されます。
また，指定したディレクトリが存在しない場合，または利用停止の場合，新しく
ディレクトリを作成します。
格納先に指定するパスの命名規則を次に示します。
• Windows環境の場合は，予約デバイス名は指定できません。指定した場合，エ
ラーメッセージが表示されます。
（例）
AUX，CON，NUL，PRN，COM1- COM9，LPT1-LPT9

• 英数字と特殊文字を組み合わせて指定します。ただし，Windows環境の場合で
は，次に示す特殊文字は使用できません。
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¥　/　:　*　?　”　<　>　|
UNIX環境の場合では，使用可能な文字はファイルシステムの仕様に依存します。
使用できない特殊文字を使用した場合，エラーメッセージが表示されます。

• 格納先に指定するパスは Javaの標準ファイルの構文規則に従います。

-vmargs <引数 >
JavaVMに渡す引数を指定します。指定できる引数は Java HotSpot VMの引数で
す。指定できる引数の詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリケーショ
ンサーバ リファレンス 定義編 (サーバ定義 )」の JavaVM起動オプションに関する
説明を参照してください。
JavaVMへはコマンドラインからだけ引数を渡せます。CJMSPブローカーインス
タンスのコンフィグレーションファイルには，関連する設定プロパティはありませ
ん。
次の場合，引数全体をダブルクォーテーション（"）で囲みます。
• 引数に空白が含まれている場合
• 引数にイコール（=）が含まれている場合
• 引数を二つ以上指定する場合（各引数はスペースで区切る）

（例）
cjmsbroker -vmargs "-Xms256m -Xmx1024m"

• Xms：最小ヒープサイズ
• Xmx：最大小ヒープサイズ
• m：容量単位（メガバイト）

上記の例では，最小ヒープサイズを 256メガバイト，最大ヒープサイズを１ギ
ガバイトに設定します。CJMSPブローカーの JavaVMのヒープサイズのデ
フォルト値は 192メガバイトです。

-force
ユーザの確認をしないで，動作を実行します。

-h | -help
ヘルプを表示します。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

なお，-remove instanceオプションを指定した場合は，戻り値として次の値が返ります。

10：
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削除対象のインスタンスが存在しません。

11：
削除対象のインスタンスは起動中です。

12：
インスタンスの削除権限がありません。

13：
インスタンスの削除中に内部エラーが発生しました。

14：
インスタンスの削除中に I/Oエラー発生がしました。

注意事項

●インスタンスを作成するとディレクトリに書き込み権限が付与されますが，この権限
は変更しないでください。読み込み権限しか持たないディレクトリをインスタンスと
して指定すると，エラーメッセージが表示されます。

● jmsサービスまたは adminサービスのどちらかが起動された場合に，CJMSPブロー
カーは起動されます。

cjmsicmd list bkr（CJMSPブローカーの一覧表示）

形式
cjmsicmd list bkr [-b <ホスト名称>:<ポート番号>]

機能

CJMSPブローカーの状態を一覧表示します。

CJMSPブローカーの状態には次の 3種類があります。

• OPERATING：CJMSPブローカーがメッセージを処理できる状態
• SHUTDOWN_STARTED：CJMSPブローカーの停止処理が開始された状態
• SHUTDOWN_COMPLETE：CJMSPブローカーの停止処理が完了した状態

詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ 機能解説 基本・開
発編 (コンテナ共通機能 )」の CJMSPブローカーの状態の確認に関する説明を参照して
ください。

上記の状態のうち，一覧に表示できるのは，OPERATINGと SHUTDOWN_STARTED
です。SHUTDOWN_COMPLETEは一覧に表示できません。

引数

-b <ホスト名称 >:<ポート番号 >
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ホスト名とポート番号を「:」で区切って指定します。

出力例

cjmsicmd list bkrの出力例を次に示します。

出力ヘッダ

Address
CJMSPブローカーが起動時のホストアドレス（ホストシステムのホスト名または
IPアドレス）およびポート番号です。

State
CJMSPブローカーの現在の状態です。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

cjmsicmd pause bkr（CJMSPブローカーの一時停止）

形式
cjmsicmd pause bkr [-b <ホスト名称>:<ポート番号>]

機能

稼働中の CJMSPブローカーを一時停止します。

このコマンドを実行して CJMSPブローカーを一時停止すると，jmsサービスだけが停
止され，adminサービスは起動されたままになります。そのため，CJMSPブローカー
としての状態は OPERATINGとなります。しかし，jmsサービスが停止しているので，
メッセージは送受信できません。

Cluster is Highly Available   false
 
--------------------------------
      Address            State
--------------------------------
DE205372437F45F:7676   OPERATING
 
KDAN34466-I Successfully listed broker.
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引数

-b <ホスト名称 >:<ポート番号 >
ホスト名とポート番号を「:」で区切って指定します。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

注意事項

●一時停止中の CJMSPブローカーに対してこのコマンドを実行すると，「Successfully 
paused the broker」というメッセージが表示されますが，コマンドは無視されます。

cjmsicmd query bkr（CJMSPブローカーのプロパティ値の一
覧表示）

形式
cjmsicmd query bkr [-b <ホスト名称>:<ポート番号>]

機能

CJMSPブローカーのプロパティ値を一覧表示します。

引数

-b <ホスト名称 >:<ポート番号 >
ホスト名とポート番号を「:」で区切って指定します。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

cjmsicmd resume bkr（CJMSPブローカーの再開）

形式
cjmsicmd resume bkr [-b <ホスト名称>:<ポート番号>]
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機能

CJMSPブローカーを再開します。

引数

-b <ホスト名称 >:<ポート番号 >
ホスト名とポート番号を「:」で区切って指定します。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

注意事項

●一時停止中ではない CJMSPブローカーに対してこのコマンドを実行すると，
「Successfully resumed the broker」というメッセージが表示されますが，コマンドは
無視されます。

cjmsicmd shutdown bkr（CJMSPブローカーの停止）

形式
cjmsicmd shutdown bkr [-b <ホスト名称>:<ポート番号>]
                      [-time <待機時間>]

機能

CJMSPブローカーを停止します。

引数

-b <ホスト名称 >:<ポート番号 >
ホスト名とポート番号を「:」で区切って指定します。

-time <待機時間 >
コマンドを実行してから停止されるまでの待機時間を秒単位で指定します。
範囲は 0～ 2147483647の整数で指定します。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
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異常終了しました。

注意事項

●コマンドを実行してから停止されるまでの間，起動中の jmsサービスは引き続き動作
します。ただし，新しい jmsサービスは起動できません（adminサービスは起動でき
ます）。

●コマンドを実行してから停止されるまでの間に，このコマンドを実行すると，CJMSP
ブローカーはすぐに停止されます。なお，このコマンド以外のコマンドを実行した場
合は，動作を保証しません。
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5.4　コネクションサービス管理のコマンドの詳
細

コネクションサービス管理で使用するコマンドの入力形式，機能などを次に示します。

cjmsicmd list svc（コネクションサービスの一覧表示）

形式
cjmsicmd list svc [-b <ホスト名称>:<ポート番号>]

機能

利用可能なコネクションサービスを一覧表示します。

引数

-b <ホスト名称 >:<ポート番号 >
ホスト名とポート番号を「:」で区切って指定します。

出力例

cjmsicmd list svcの出力例を次に示します。

出力ヘッダ

Service Name
利用可能なサービス名です。

Port number
サービスに割り当てられたポート番号です。
CJMSPブローカーによって割り当てられた，またはユーザが割り当てたポート番号
です。

Service State
現在のサービスの状態です。状態は，RUNNINGまたは PAUSEDになります。

-----------------------------------------------
Service Name    Port Number       Service State
-----------------------------------------------
admin           3616 (dynamic)    RUNNING
jms             0 (dynamic)       PAUSED
 
KDAN34113-I Successfully listed services.
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戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。
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5.5　物理的送信先管理のコマンドの詳細
物理的送信先管理で使用するコマンドの入力形式，機能などを次に示します。

cjmsicmd compact dst（物理的送信先の圧縮）

形式
cjmsicmd compact dst [-t <送信先タイプ>
                      -n <送信先名称>]
                     [-b <ホスト名称>:<ポート番号>]

機能

物理的送信先のファイルベースの永続化ストアデータを圧縮します。

引数

-t <送信先タイプ >
送信先タイプを指定します。指定できる送信先タイプは次のとおりです。
• q：キュー
• t：トピック

-n <送信先名称 >
送信先名を指定します。
-tオプションおよび -nオプションを省略した場合，すべての物理的送信先が圧縮さ
れます。

-b <ホスト名称 >:<ポート番号 >
ホスト名とポート番号を「:」で区切って指定します。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

注意事項

●物理的送信先は圧縮する前に一時停止してください。
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cjmsicmd create dst（物理的送信先の作成）

形式
cjmsicmd create dst  -t <送信先タイプ>
                     -n <送信先名称>
                    [[-o <プロパティ>=<値>]...]
                    [-b <ホスト名称>:<ポート番号>]

機能

物理的送信先を作成します。

引数

-t <送信先タイプ >
送信先タイプを指定します。指定できる送信先タイプは次のとおりです。
• q：キュー
• t：トピック

-n <送信先名称 >
送信先名を指定します。
送信先の命名規則は次のとおりです。
• 英数字で指定してください。
• 最初の文字は，英字，アンダースコア（_），ドル記号（$）を指定してください。
• 最初の文字に「mq.」および数字は指定できません。
•「__JMQAdmin」は，Cosminexus JMSプロバイダによって自動生成される物理
的送信先の名称であるため指定できません。

• 空白は指定できません。

-o <プロパティ >=<値 >
プロパティ名を指定します。
-oオプションで使用できるプロパティを次に示します。
• consumerFlowLimit
• maxNumMsgs
• maxTotalMsgBytes
• maxNumProducers

無効な値を設定した場合は，エラーメッセージが表示されます。
プロパティの詳細については，「5.7 物理的送信先の設定プロパティ」を参照してく
ださい。

-b <ホスト名称 >:<ポート番号 >
ホスト名とポート番号を「:」で区切って指定します。
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戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

注意事項

●一つの CJMSPブローカーインスタンスに対して，送信先タイプが異なれば，同じ名
称の物理的送信先を作成できます。送信先タイプが同じ場合は，同じ名称の物理的送
信先は作成できません。

●異なる CJMSPブローカーインスタンスであれば，同じ名称の物理的送信先を作成で
きます。

● CJMSPブローカー個別プロパティファイルで
imq.autocreate.queue(topic).consumerFlowLimitを設定し，-oオプションには
consumerFlowLimitを指定しないでこのコマンドを実行した場合，作成された物理的
送信先には，imq.autocreate.queue(topic).consumerFlowLimitで指定した数のメッ
セージを配信できます。imq.autocreate.queue(topic).consumerFlowLimitを設定し
ない場合，配信できるメッセージ数はキューが 100，トピックが 1000
（consumerFlowLimitのデフォルト値）となります。

cjmsicmd destroy dst（物理的送信先の破棄）

形式
cjmsicmd destroy dst  -t <送信先タイプ>
                      -n <送信先名称>
                     [-b <ホスト名称>:<ポート番号>]

機能

物理的送信先を破棄します。

引数

-t <送信先タイプ >
送信先タイプを指定します。指定できる送信先タイプは次のとおりです。
• q：キュー
• t：トピック

-n <送信先名称 >
送信先名を指定します。

-b <ホスト名称 >:<ポート番号 >
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ホスト名とポート番号を「:」で区切って指定します。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

注意事項

●デッドメッセージキューなどのシステムによって作成された送信先に対して，この操
作はできません。

cjmsicmd list dst（物理的送信先の一覧表示）

形式
cjmsicmd list dst [-t <送信先タイプ>]
                  [-tmp]
                  [-b <ホスト名称>:<ポート番号>]

機能

物理的送信先を一覧表示します。

送信先タイプの指定がない場合は，キューとトピック両方のタイプの物理的送信先が一
覧表示されます。

引数

-t <送信先タイプ >
送信先タイプを指定します。指定できる送信先タイプは次のとおりです。
• q：キュー
• t：トピック

-tmp
一時的な物理的送信先を一覧表示します。

-b <ホスト名称 >:<ポート番号 >
ホスト名とポート番号を「:」で区切って指定します。

出力例

cjmsicmd list dstの出力例を次に示します。
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出力ヘッダ

Name
システムまたはユーザが作成した送信先名です。mq.sys.dmqは，システムで作成さ
れたデッドメッセージキューです。

Type
送信先の種類です。種類は，キューとトピックがあります。mq.sys.dmqの送信先は
キューです。

State
送信先の状態です。正常な送信先の状態は，RUNNINGまたは PAUSEDです。

Producers
送信先のアクティブプロデューサーの数です。

Consumers Total
送信先のアクティブコンシューマーの数です。

Count
送信先に蓄えられたメッセージ数です。

Msgs UnAck
送信先で応答のなかったメッセージ数です。

Avg Size
メッセージの平均サイズです。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

--------------------------------------------------------------------------
    Name      Type    State   Producers  Consumers           Msgs
                                           Total    Count  UnAck  Avg Size
--------------------------------------------------------------------------
JMSDEMOQueue  Queue  RUNNING  0          1          1000   451    210.0
JMSDEMOTopic  Topic  RUNNING  0          0          0      0      0.0
mq.sys.dmq    Queue  RUNNING  0          0          3999   0      702.0
 
KDAN34110-I Successfully listed destinations.
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cjmsicmd pause dst（物理的送信先のメッセージ配信の一時停
止）

形式
cjmsicmd pause dst [-t <送信先タイプ>
                    -n <送信先名称>]
                   [-b <ホスト名称>:<ポート番号>]

機能

物理的送信先に対して，メッセージ配信を一時停止します。

送信先タイプと送信先名称の指定がない場合は，すべての物理的送信先を一時停止しま
す。

引数

-t <送信先タイプ >
送信先タイプを指定します。指定できる送信先タイプは次のとおりです。
• q：キュー
• t：トピック

-n <送信先名称 >
送信先名を指定します。

-b <ホスト名称 >:<ポート番号 >
ホスト名とポート番号を「:」で区切って指定します。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

注意事項

●一時停止中の物理的送信先に対してこのコマンドを実行した場合，無視されます。

●デッドメッセージキューを一時停止する場合は，ほかの物理的送信先からのメッセー
ジを受け付けられるようにするため，最後に停止してください。また，再開する場合
は，デッドメッセージキューを最初に再開してください。
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cjmsicmd purge dst（物理的送信先のメッセージの削除）

形式
cjmsicmd purge dst  -t <送信先タイプ>
                    -n <送信先名称>
                   [-b <ホスト名称>:<ポート番号>]

機能

物理的送信先からすべてのメッセージを削除します。

引数

-t <送信先タイプ >
送信先タイプを指定します。指定できる送信先タイプは次のとおりです。
• q：キュー
• t：トピック

-n <送信先名称 >
送信先名を指定します。

-b <ホスト名称 >:<ポート番号 >
ホスト名とポート番号を「:」で区切って指定します。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

cjmsicmd query dst（物理的送信先のプロパティ値の一覧表
示）

形式
cjmsicmd query dst  -t <送信先タイプ>
                    -n <送信先名称>
                   [-b <ホスト名称>:<ポート番号>]

機能

物理的送信先のプロパティ値（単位：バイト）を一覧表示します。

引数

-t <送信先タイプ >
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送信先タイプを指定します。指定できる送信先タイプは次のとおりです。
• q：キュー
• t：トピック

-n <送信先名称 >
送信先名を指定します。

-b <ホスト名称 >:<ポート番号 >
ホスト名とポート番号を「:」で区切って指定します。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

cjmsicmd resume dst（物理的送信先へのメッセージ配信の再
開）

形式
cjmsicmd resume dst [-t <送信先タイプ>
                     -n <送信先名称>]
                    [-b <ホスト名称>:<ポート番号>]

機能

物理的送信先へのメッセージ配信を再開します。

送信先タイプと送信先名称の指定がない場合は，すべての物理的送信先を一時停止しま
す。

引数

-t <送信先タイプ >
送信先タイプを指定します。指定できる送信先タイプは次のとおりです。
• q：キュー
• t：トピック

-n <送信先名称 >
送信先名を指定します。

-b <ホスト名称 >:<ポート番号 >
ホスト名とポート番号を「:」で区切って指定します。
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戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

注意事項

●状態が RUNNINGの物理的送信先に対してこのコマンドを実行すると，
「Successfully resumed the destination」というメッセージが表示されますが，コマン
ドは無視されます。
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5.6　永続化サブスクライバー管理のコマンドの
詳細

永続化サブスクライバー管理で使用するコマンドの入力形式，機能などを次に示します。

cjmsicmd destroy dur（永続化サブスクライバーの破棄）

形式
cjmsicmd destroy dur -n <サブスクライバー名称>
                     -c <クライアントID>
                    [-b <ホスト名称>:<ポート番号>]

機能

永続化サブスクライバーを破棄します。

引数

-n <サブスクライバー名称 >
永続化サブスクライバー名を指定します。

-c <クライアント ID>
クライアント IDを指定します。

-b <ホスト名称 >:<ポート番号 >
ホスト名とポート番号を「:」で区切って指定します。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

cjmsicmd list dur（永続化サブスクライバーの一覧表示）

形式
cjmsicmd list dur -d <トピック名称>
                 [-b <ホスト名称>:<ポート番号>]

機能

永続化サブスクライバーを一覧表示します。
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引数

-d <トピック名称 >
トピック名を指定します。

-b <ホスト名称 >:<ポート番号 >
ホスト名とポート番号を「:」で区切って指定します。

出力例

cjmsicmd list dur の出力例を次に示します。

●トピック名に「Test_Topic」を指定した場合

出力ヘッダ

Durable Sub. Name
永続化サブスクライバー名です。

Client ID
永続化サブスクライバー用のクライアント ID値です。

Number of Messages
永続化サブスクライバーで使用されていないメッセージ数です。

Durable Sub. State
永続化サブスクライバーの使用状態です。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

cjmsicmd purge dur（永続化サブスクライバーの削除）

形式
cjmsicmd purge dur -n <サブスクライバー名称>
                   -c <クライアントID>

-----------------------------------------------------------------------
Durable Sub. Name   Client ID   Number of Messages   Durable Sub. State
-----------------------------------------------------------------------
DurableSUB1         clientID3   2998                 INACTIVE
 
KDAN34323-I Successfully listed durable subscriptions.
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                  [-b <ホスト名称>:<ポート番号>]

機能

永続化サブスクライバーのすべてのメッセージを削除します。

引数

-n <サブスクライバー名称 >
永続化サブスクライバーを指定します。

-c <クライアント ID>
クライアント IDを指定します。

-b <ホスト名称 >:<ポート番号 >
ホスト名とポート番号を「:」で区切って指定します。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。
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5.7　物理的送信先の設定プロパティ
ここでは，コマンドユーティリティの cjmsicmd create dstコマンド（物理的送信先の作
成）の -oオプションに指定する設定プロパティについて説明します。

表 5-7　物理的送信先の設定プロパティの一覧

プロパティ 説明

maxNumMsgs コンシューマーに配信されないメッセージの最大数を -1～ 2147483647の
整数で指定します。省略した場合，-1が設定されます。-1はメッセージ数
が無制限であることを示します。デッドメッセージキューの場合は，省略す
ると 1000が設定されます。
0を指定した場合は，-1とみなされます。

maxTotalMsgBytes コンシューマーに配信されないメッセージ用の総メモリ量の最大値を -1～
2147483647の整数で指定します。また，サフィックスとして b（バイト），
k（キロバイト），m（メガバイト）を指定できます。
省略した場合，-1が設定されます。デッドメッセージキューの場合は，省略
すると 10mが設定されます。
サフィックスを省略した場合は，bとなります。
-1を指定した場合，メモリ量は無制限となります。

consumerFlowLimit 一つのバッチでコンシューマーに配信されるメッセージの最大数を -1～
2147483647の整数で指定します。
省略した場合，送信先タイプによって次の値が設定されます。
• キュー：100
• トピック：1000
• デッドメッセージキュー：1000

-１を指定した場合，メッセージの数は無制限になります。

maxNumProducers プロデューサーの最大数を -1または 1～ 2147483647の整数で指定します。
省略した場合は，-1（無制限）が設定されます。
プロデューサー数が指定した最大値（-1を除く）に達した場合，新しいプロ
デューサーは作成できません。
なお，0は指定できません。指定した場合は，エラーメッセージが表示され
ます。
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5.8　Cosminexus JMSプロバイダで使用するコ
マンドの注意事項

ここでは，Cosminexus JMSプロバイダで使用するコマンドの注意事項について説明し
ます。

● CJMSPブローカーでは大文字と小文字を区別します。ただし，OSがWindowsの場
合，インスタンス名およびコマンドは大文字と小文字を区別しません。例えば，
cjmsbrokerと CJMSBROKERは同じ意味になります。

● -oオプションは，オーバーライドできません。ただし，プロパティの特徴が異なって
いる場合は，設定できます。同じプロパティが設定された場合，最後に設定されたプ
ロパティが適用されます。

● -hオプションまたは -helpオプションを指定した場合，そのほかのオプションは無視
されます。
例：cjmsicmd create dst -n TestQueue -t t -h

● Cosminexus JMSプロバイダのコマンドでは，同じオプションを二つ以上指定した場
合，最後のオプションの値が有効となります。
例：cjmsicmd create dst -n hello -t q -t t
上記の場合，-tオプションを二つ指定していますが，有効になるのは -t tです。

●無効なオプションを指定してコマンドを実行した場合，指定したオプションが別のコ
マンドで有効であれば，エラーにはなりませんが，無視されます。ただし，オプショ
ンの入力形式が間違っている場合は，エラーとなります。

（例 1）
cjmsicmd list bkr -n jms
-nオプションは物理的送信先を指定するオプションで，cjmsicmd list bkrコマン
ドでは無効です。しかし，オプションの入力形式が正しいので，エラーにならな
いで，cjmsicmd list bkrコマンドは正しく動作します。

（例 2）
cjmsicmd list bkr -n
-nオプションは cjmsicmd list bkrコマンドでは無効なオプションである上，入力
形式にも誤りがあります（送信先が指定されていない）。この場合は，エラーとな
ります。
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6　 CTMで使用するコマンド
この章では，CTMで使用するコマンドの入力形式，機能など
について説明します。

6.1　CTMで使用するコマンドの一覧

6.2　CTMで使用するコマンドの詳細
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6.1　CTMで使用するコマンドの一覧

CTMで使用するコマンドは，ctmで始まります。CTMで使用するコマンドの一覧を，
次の表に示します。

表 6-1　CTMで使用するコマンドの一覧

コマンド名称 分類 概要

ctmchpara スケジュールキューの同
時実行数の変更

CTMで管理するスケジュールキューの同時
実行数を動的に変更します。

ctmdminfo CTMドメイン情報の表
示と削除

CTMドメインに関する情報を表示または削
除します。

ctmdmstart CTMドメインマネジャ
の開始

CTMドメインマネジャを開始します。

ctmdmstop CTMドメインマネジャ
の終了

CTMドメインマネジャを終了します。

ctmgetpid プロセス IDの取得 CTMドメインマネジャ，CTMデーモンの
プロセス IDを取得します。

ctmholdque スケジュールキューの閉
塞

スケジュールキューを閉塞します。

ctmjver 実行形式ファイルおよび
ライブラリのバージョン
情報の出力

CTMが提供する jarファイルのバージョン
情報を出力します。

ctmlogcat メッセージの編集と出力 CTMで出力したメッセージを編集して標準
出力に出力します。

ctmlsque スケジュールキュー情報
の出力

スケジュールキューのスケジューリング情報
を標準出力に出力します。

ctmrasget トラブルシュート情報の
取得と出力

CTMが必要とするトラブルシュート情報を
取得し，出力します。

ctmregltd CTMレギュレータの開
始

CTMレギュレータを開始します。

ctmridinfo CTMドメイン情報の出
力

CTMドメイン情報を標準出力に出力しま
す。

ctmrlesque スケジュールキューの閉
塞解除

スケジュールキューの閉塞状態を解除しま
す。

ctmstart CTMデーモンの開始 CTMデーモンを開始します。

ctmstop CTMデーモンの終了 CTMデーモンを終了します。

ctmstsed 稼働統計情報の編集と出
力

取得した稼働統計情報を必要な情報・出力形
式に編集して出力します。

ctmstsflush バッファ内容の強制ファ
イル出力

バッファ内のリクエスト情報をファイルに出
力します。

ctmstsstart 稼働統計情報の取得開始 稼働統計情報ファイルへの情報の取得を開始
します。
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ctmstsstop 稼働統計情報の取得終了 稼働統計情報ファイルへの情報の取得を終了
します。

ctmtscgwd OTMゲートウェイの開
始

OTMクライアントのリクエストを CTMで
処理するためのゲートウェイプロセスを開始
します。

ctmver 実行形式ファイルおよび
ライブラリのバージョン
情報の出力

CTMが提供する実行形式ファイルおよびラ
イブラリのバージョン情報を出力します。

コマンド名称 分類 概要
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6.2　CTMで使用するコマンドの詳細

CTMで使用する各コマンドの入力形式，機能などを次に示します。

コマンドの格納先
CTMで使用するコマンドは，次のディレクトリに格納されています。
• Windowsの場合

<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CTM¥bin¥
• UNIXの場合

/opt/Cosminexus/CTM/bin/

ctmchpara（スケジュールキューの同時実行数の変更）

形式
ctmchpara  [-h] [-CTMDomain <CTMドメイン名称>] [-CTMID <CTM識別子>]
           [-CTMMyHost <ホスト名称またはIPアドレス>]
           [-CTMTimeOut <タイムアウト値>]
           -CTMQueue <スケジュールキュー名称>
           -CTMChangeCount <同時実行数>

機能

スケジュールキュー単位の同時実行数を変更します。同時実行数は，スレッド数を増減
させることで変更します。

スレッドを増加する場合と減少する場合のコマンド完了については，次のように処理さ
れます。

• スレッドを増加する場合，スレッドの生成完了を待ち合わせます。
• スレッドを減少する場合，リクエストの完了を待ってスレッドを消滅させますが，コ
マンドは待ち合わせません。

スレッド数はスケジュールキューの状態が次の場合に変更できます。なお，スケジュー
ルキューの状態は，ctmlsqueコマンドで表示される "Status"を確認してください。

• A：スケジューリング可能状態
• H：スケジューリング閉塞中
• C：スケジューリング可能閉塞

また，同時実行数を変更すると，CTMキューを共有するアプリケーションのスレッド数
は平均化されます。

引数

-h
コマンドの使用方法が表示されます。
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-CTMDomain <CTMドメイン名称 >
同時実行数を変更する CTMデーモンの CTMドメイン名称を 1～ 31文字の英数
字，またはアンダースコア（_）で指定します。
"CTM"または "ctm"で始まる文字列は指定しないでください。省略した場合は
"CTMDOMAIN"が設定されます。

-CTMID <CTM識別子 >
同時実行数を変更する CTMデーモンの CTM識別子を 1～ 31文字の英数字，ピリ
オド（.），またはアンダースコア（_）で指定します。
"CTM"または "ctm"で始まる CTM識別子は指定しないでください。ピリオド（.）
は，IPアドレスを指定する場合だけ使用できます。省略した場合は，IPアドレスで
CTM識別子が設定されます。
例えば，ホストの IPアドレスが "172.17.112.43"のとき，"172.17.112.43"という文
字列が CTM識別子となります。

-CTMMyHost <ホスト名称または IPアドレス >
マルチホームまたは IPアドレスを引き継ぐ系切り替え環境で CTMが使用するホス
ト名称または IPアドレスを指定します。値は 1～ 64文字の文字列で指定します。
省略した場合は，hostnameコマンドで取得されるホスト名称が設定されます。

-CTMTimeOut <タイムアウト値 >
スケジュールキューの同時実行数変更処理の待ち時間（単位：秒）を 0～
2147483647の整数で指定します。"0"を指定した場合，無限に待ち続けます。省略
した場合は "180"(秒 )が設定されます。

-CTMQueue <スケジュールキュー名称 >
同時実行数を変更するスケジュールキューの登録名称を 1～ 63文字の英数字，また
はアンダースコア（_）で指定します。

-CTMChangeCount <同時実行数 > 
同時実行数の変更値を 1からキューの共有数× 127までの整数で指定します。CTM
デーモン起動時に指定した -CTMDispatchParallelCountオプションの値（CTM
デーモン起動時に -CTMDispatchParallelCount オプションを省略した場合は
"255"）より大きい値は指定できません。例えば，同時実行数を 30から 10に変更し
たい場合は，10を指定してください。

戻り値

0：
正常終了しました。

0以外：
コマンド処理中にエラーが発生しました。出力されたメッセージに従って対策した
あと，再度コマンドを実行してください。
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注意事項

●バッチアプリケーションを実行するシステムでは，このコマンドを使用しないでくだ
さい。使用した場合，システムの動作は不定となります。

●スケジュールキューを共有している J2EEサーバ数より同時実行数を小さくする場合，
各 J2EEサーバにリクエストを送信するスレッド数は 1となります。

●このコマンドを実行するには，Session Beanのプールのインスタンス数を無制限また
は同時実行数の最大値 "127"以上の値に設定してください。

● J2EEアプリケーションを停止した場合，または J2EEサーバが異常終了した場合の
同時実行数は次のように処理されます。

コマンド実行前の場合：
該当する J2EEアプリケーション分の同時実行数を減少させます。

コマンド実行後の場合：
スケジュールキューの同時実行数の設定値は変更されません。

●コマンドで設定した同時実行数および実行の成否は，変更先の CTMログ，または
ctmlsqueコマンドで表示される "ParallelCount"で確認してください。

ctmdminfo（CTMドメイン情報の表示と削除）

形式
ctmdminfo [-h] [-d]

機能

ホスト内の CTM環境に登録済みの CTMドメインに関する情報を表示または削除しま
す。

引数

-h
コマンドの使用方法が表示されます。

-d
ホスト内の CTM環境に登録済みの CTMドメイン情報を削除します。
"ctmdminfo -d"の実行後に，現在の CTM環境に登録済みの CTMSPOOLと CTM
ドメイン名称の一覧が表示されます。一覧から削除したい組み合わせの番号を選択
し，コマンドの指示に従って入力します。

戻り値

0：
正常終了しました。
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0以外：
コマンド処理中にエラーが発生したため，異常終了しました。出力されるメッセー
ジに従って対策したあと，再度コマンドを実行してください。

入力例・出力例

1. -dオプションを指定して ctmdminfoコマンドを実行します。
ctmdminfo -d

2. CTMドメイン名称および CTMSPOOLの一覧が表示されます。
• Windowsの場合

No CTM-Domain   Port   CTMSPOOL
1 hitachi       9496   C:¥Program Files¥HITACHI¥ctm¥spool
2 CTMDOMAIN     20137  C:¥Program 
Files¥HITACHI¥Cosminexus¥CTM¥spool
Please input Number which you wish delete. ->
 

• UNIXの場合

No CTM-Domain   Port   CTMSPOOL
1 hitachi       9496   /home/hitachi/ctm/spool
2 CTMDOMAIN     20137  /opt/Cosminexus/CTM/spool
Please input Number which you wish delete. ->
 

3. 削除したい環境を表す数字を入力します。
Please input Number which you wish delete. -> 2

4. 問題がなければ "y"を入力します。
• Windowsの場合

2 CTMDOMAIN     20137  C:¥Program 
Files¥HITACHI¥Cosminexus¥CTM¥spool
We will delete this combination of Domain_name and CTMSPOOL 
directory.
OK ? (y/n) -> y
 

• UNIXの場合

2 CTMDOMAIN     20137  /opt/Cosminexus/CTM/spool
We will delete this combination of Domain_name and CTMSPOOL 
directory.
OK ? (y/n) -> y
 

注意事項

同じホストに TPBroker Object Transaction Monitorの環境が存在する場合，TSCドメ
インに関する情報も表示または削除できるため注意してください。
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ctmdmstart（CTMドメインマネジャの開始）

形式
ctmdmstart  [-h] [-CTMDomain <CTMドメイン名称>]
            [-CTMMaxCTM <CTMデーモン管理最大数>]
            [-CTMPort <CTMドメイン管理ポート番号>]
            [-CTMMyHost <ホスト名称またはIPアドレス>]
            [-CTMSendInterval <CTMデーモン情報の送信間隔>]
            [-CTMSubnetMask <サブネットマスク>]
            [-CTMSendHost <ホスト名称またはIPアドレス>
            [,<ホスト名称またはIPアドレス>,...]]
            [-CTMSendHostInterval 
             <異なるネットワークセグメントへのCTMデーモン情報の送信間隔>]
            [-CTMAliveCheckCount <CTMドメインマネジャ稼働判定係数>]
            [-CTMForceStart | -CTMAutoForce]

機能

CTMドメインマネジャを開始します。

引数

-h
コマンドの使用方法が表示されます。

-CTMDomain <CTMドメイン名称 >
CTMドメインマネジャが属する CTMドメイン名称を 1～ 31文字の英数字，また
はアンダースコア（_）で指定します。"CTM"または "ctm"で始まる文字列は指定
しないでください。省略した場合は "CTMDOMAIN"が設定されます。

-CTMMaxCTM <CTMデーモン管理最大数 >
CTMドメイン内で管理する CTMデーモンの最大数を 1～ 1024の整数で指定しま
す。省略した場合は "64"が設定されます。

-CTMPort <CTMドメイン管理ポート番号 >
CTMドメインマネジャが CTMデーモン情報を交換するために使用するポート番号
を 5001～ 65535の整数で指定します。同じ CTMドメイン名称を持つ CTMドメイ
ンマネジャを複数のホストで開始する場合，-CTMPortオプションに同じ値を指定
してください。省略した場合はサービス名ファイルが参照されます。サービス名
ファイルに指定がないときは "20137"が設定されます。
サービス名ファイルへの記述の形式を次に示します。
　
CTM_CTMドメイン名称       ポート番号/tcp
　

例えば，"ctmdmstart -CTMDomain JAPAN"と指定して CTMドメインマネジャを
開始する場合，サービス名ファイルの，次のように指定したエントリが読み込まれ
ます。
258



6.　CTMで使用するコマンド
　
CTM_JAPAN                  10021/tcp
　

CTMドメインマネジャは一つのポート番号で tcpおよび udpの両方のプロトコルを
使用します。そのため，CTMドメインマネジャが使用するポート番号をほかの udp
のポート番号として使用しないでください。
-CTMPortオプションの指定値は，異常終了後に CTMドメインマネジャを再開始す
るときは変更しないでください。変更したい場合は，CTMドメインマネジャを正常
終了させてから変更してください。

-CTMMyHost <ホスト名称または IPアドレス >
マルチホームまたは IPアドレスを引き継ぐ系切り替え環境で CTMが使用するホス
ト名称または IPアドレスを 1～ 64文字の文字列で指定します。省略した場合は，
hostnameコマンドで取得されるホスト名称が設定されます。
-CTMMyHostオプションの指定値は，異常終了後に CTMドメインマネジャを再開
始するときは変更しないでください。変更したい場合は，CTMドメインマネジャを
正常終了させてから変更してください。

-CTMSendInterval <CTMデーモン情報の送信間隔 >
CTMドメインマネジャが CTMデーモン情報をネットワークセグメント内にブロー
ドキャストする間隔を秒単位で指定します。値は 0～ 65535の整数で指定してくだ
さい。CTMデーモン情報をブロードキャストしない場合は，"0"を指定してくださ
い。省略した場合は "60（秒）"が設定されます。
-CTMSendIntervalオプションに大きな値を指定すると，異なるホスト上で開始し
た CTMドメインマネジャに CTMデーモン情報をブロードキャストする間隔が長く
なり，CTMデーモン間での Enterprise Beanの呼び出しに失敗することがありま
す。小さな値を指定する場合，異なるホスト上で開始した CTMドメインマネジャ
に CTMデーモン情報をブロードキャストする間隔が短くなります。その結果，
ネットワークに負荷が掛かることがあります。

-CTMSubnetMask <サブネットマスク >
ネットワークのサブネットマスクを，xxx.xxx.xxx.xxxの形式で指定します。xxxに
は 0～ 255の整数を指定します。区切りにはピリオドを指定します。
省略した場合は "255.255.255.0"が設定されます。

-CTMSendHost <ホスト名称または IPアドレス > [,<ホスト名称または IPアドレス >,...]
CTMデーモン情報の配布先となる，異なるネットワークセグメントにある CTMド
メインマネジャが動作するホストのホスト名称または IPアドレスを指定します。値
は英数字，ピリオド（.），ハイフン（-），またはアンダースコア（_）で指定します。
このオプションを指定することで，複数のネットワークセグメントで構成した CTM
ドメインで，CTMデーモン情報を配布できるようになります。
ホスト名称を指定する場合は，<Windowsディレクトリ
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>¥system32¥drivers¥etc¥hosts（Windowsの場合），または etc/hosts（UNIXの
場合）に設定されているホスト名称を指定してください。また，ハイフン（-）で始
まるホスト名称または IPアドレスは指定しないでください。指定した場合の動作は
保証しません。
複数のホストを指定する場合は，指定値をコンマ（,）で区切ります。次に指定例を
示します。
 
-CTMSendHost HOSTA,HOSTB
 

-CTMSendHostInterval <異なるネットワークセグメントへの CTMデーモン情報の送信
間隔 >

異なるネットワークセグメントにある CTMドメインマネジャが動作するホストに
CTMデーモン情報を送信する間隔を秒単位で指定します。値は 0～ 65535までの
整数で指定します。CTMデーモン情報を送信しない場合は，"0"を指定してくださ
い。また，省略した場合は，-CTMSendIntervalオプションに指定した値が設定さ
れます。
-CTMSendHostIntervalオプションに大きな値を指定すると，異なるホスト上で開
始した CTMドメインマネジャに CTMデーモン情報を送信する間隔が長くなり，
CTMデーモン間での Enterprise Bean呼び出しに失敗することがあります。小さな
値を指定する場合，異なるホスト上で開始した CTMドメインマネジャに CTMデー
モン情報を送信する間隔が短くなります。その結果，ネットワークに負荷が掛かる
ことがあります。
-CTMSendHostIntervalオプションに値を指定しても，-CTMSendHostオプション
を指定しなければ無効になります。また，-CTMSendHost，-CTMSendInterval，
および -CTMSendHostIntervalオプションの指定値によって CTMデーモン情報の
送信の有無は異なります。
コマンドオプションの指定値と CTMデーモン情報の送信の関係を次の表に示しま
す。

（凡例）
○：送信されます。

-CTMSendHost -CTMSendHostInterval -CTMSendInterval CTMデーモン情報

指定あり 0 0 ×

0以外※ ×

０以外 0 ○

0以外※ ○

指定なし 0 ×

0以外※ ○

指定なし 無効 無効 ×
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×：送信されません。

注※
-CTMSendIntervalオプションを指定しない場合のデフォルト値（60秒）を含みます。

-CTMAliveCheckCount <CTMドメインマネジャ稼働判定係数 >
異なるホスト上で開始した CTMドメインマネジャが稼働しているかどうかを判定
する係数を，2から 255までの整数で指定します。省略した場合は，"2"が設定され
ます。稼働判定間隔は，次のどちらかの値になります。
• ブロードキャストによって CTMデーモン情報を送信してきた CTMドメインマネ
ジャの，-CTMSendIntervalオプションで指定した <CTMデーモン情報の送信間
隔 >に <CTMドメインマネジャ稼働判定係数 >を掛けた値。

• ネットワークセグメントを超えて CTMデーモン情報を送信してきた CTMドメイ
ンマネジャの，-CTMSendHostIntervalオプションで指定した <異なるネット
ワークセグメントへの CTMデーモン情報の送信間隔 >に <CTMドメインマネ
ジャ稼働判定係数 >を掛けた値。

稼働判定間隔の間に CTMデーモン情報が送信されなかった場合，送信元の CTMド
メインマネジャが停止したと判定して，送信元に対する CTMデーモン情報は削除
されます。CTMデーモン情報が削除された場合，その CTMデーモンへのリクエス
トの振り分けはされません。

-CTMForceStart
前回に強制終了または異常終了した場合に，CTMドメインマネジャを強制的に正常
開始します。前回管理していた CTMデーモンを強制終了し，管理情報を初期化し
て CTMドメインマネジャを開始します。このとき，CTMデーモンは再開始されま
せん。
前回に正常終了していた場合は正常開始するため，-CTMForceStartオプションの
指定は無視されます。
-CTMForceStartオプションは，-CTMAutoForceオプションと同時に指定できませ
ん。

-CTMAutoForce
前回に強制終了または異常終了した場合に，前回の管理情報を引き継いで CTMド
メインマネジャを自動強制開始します。前回の管理情報を正常に引き継げる場合は，
終了前のシステム状態を復元できます。前回の管理情報を引き継げない場合は，
-CTMForceStartオプションが指定されたときと同じように動作します。
前回に正常終了していた場合は正常開始するため，-CTMAutoForceオプションの指
定は無視されます。
-CTMAutoForceオプションは，-CTMForceStartオプションと同時に指定できませ
ん。

戻り値

0：
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正常終了しました。

0以外：
コマンド処理中にエラーが発生したため，異常終了しました。出力されるメッセー
ジに従って対策したあと，再度コマンドを実行してください。

注意事項

● CTMドメインマネジャは開始後にカレントディレクトリを移動します。そのため，次
に示す場合のコアファイルの出力先は，実行形式ファイルのディレクトリとは異なり
ます。
• "ctmdmstop -CTMForce -CTMDebugInfo"，killコマンドなどで CTMドメインマネ
ジャを強制終了した場合

• CTMドメインマネジャが異常終了した場合

●移動後のカレントディレクトリを次に示します。
• Windowsの場合

"%CTMSPOOL%¥adm¥CTMドメイン名称 ¥"
• UNIXの場合

"$CTMSPOOL/adm/CTMドメイン名称 /"

ctmdmstop（CTMドメインマネジャの終了）

形式
ctmdmstop  [-h] [-CTMDomain <CTMドメイン名称>]
           [-CTMMyHost <ホスト名称またはIPアドレス>]
           [-CTMForce [-CTMDebugInfo]]

機能

CTMドメインマネジャを終了します。

引数

-h
コマンドの使用方法が表示されます。

-CTMDomain <CTMドメイン名称 >
CTMドメインマネジャが属する CTMドメイン名称を 1～ 31文字の英数字，また
はアンダースコア（_）で指定します。
"CTM"または "ctm"で始まる文字列は指定しないでください。省略した場合は
"CTMDOMAIN"が設定されます。

-CTMMyHost <ホスト名称または IPアドレス >
マルチホームまたは IPアドレスを引き継ぐ系切り替え環境で CTMが使用するホス
ト名称または IPアドレスを 1～ 64文字の文字列で指定します。省略した場合は，
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hostnameコマンドで取得されるホスト名称が設定されます。
-CTMMyHostオプションの指定値は，異常終了後に CTMドメインマネジャを再開
始するときは変更しないでください。変更したい場合は，CTMドメインマネジャを
正常終了させてから変更してください。

-CTMForce
CTMドメインマネジャを強制終了します。
-CTMForceオプションで CTMドメインマネジャを強制終了させたあとの再開始で
は，ctmdmstartコマンドに -CTMForceStartオプションを指定して開始してくださ
い。

-CTMDebugInfo
CTMドメインマネジャの強制終了時にデバッグ情報として，共用メモリダンプおよ
びコアを取得します。-CTMDebugInfoオプションは，-CTMForceオプションを指
定した場合にだけ有効です。

戻り値

0：
正常終了しました。

0以外：
コマンド処理中にエラーが発生したため，異常終了しました。出力されるメッセー
ジに従って対策したあと，再度コマンドを実行してください。

ctmgetpid（プロセス IDの取得）

形式
ctmgetpid  [-h] | -CTMDomain <CTMドメイン名称> [-CTMID <CTM識別子>]
           [-CTMMyHost <ホスト名称またはIPアドレス>]

機能

プロセス監視を実行する場合に使用します。CTMドメインマネジャ，CTMデーモンの
プロセス IDを取得します。

引数

-h
コマンドの使用方法が表示されます。

-CTMDomain <CTMドメイン名称 >
-CTMIDオプションを指定する場合，プロセス ID取得対象となる CTMデーモンが
属する CTMドメイン名称を 1～ 31文字の英数字，またはアンダースコア（_）で
指定します。
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-CTMIDオプションを省略する場合，プロセス ID取得対象となる CTMドメインマ
ネジャの CTMドメイン名称を 1～ 31文字の英数字，またはアンダースコア（_）
で指定します。
指定するときは，"CTM"または "ctm"で始まる CTMドメイン名称は指定しないで
ください。

-CTMID <CTM識別子 >
プロセス ID取得対象となる CTMデーモンの CTM識別子を 1～ 31文字の英数字，
ピリオド（.），またはアンダースコア（_）で指定します。
"CTM"または "ctm"で始まる CTM識別子は指定しないでください。ピリオド（.）
は，IPアドレスを指定する場合だけ使用できます。省略した場合は，-CTMDomain
オプションで指定された CTMドメインマネジャのプロセス IDが取得されます。

-CTMMyHost <ホスト名称または IPアドレス >
マルチホームまたは IPアドレスを引き継ぐ系切り替え環境で CTMが使用するホス
ト名称または IPアドレスを指定します。値は 1～ 64文字の文字列で指定します。
省略した場合は，hostnameコマンドで取得されるホスト名称が設定されます。

戻り値

0：
正常終了しました。

0以外：
コマンド処理中にエラーが発生したため，異常終了しました。出力されるメッセー
ジに従って対策したあと，再度コマンドを実行してください。

ctmholdque（スケジュールキューの閉塞）

形式
ctmholdque  [-h] [-CTMDomain <CTMドメイン名称>] [-CTMID <CTM識別子>]
            [-CTMMyHost <ホスト名称またはIPアドレス>]
            {-CTMQueue <スケジュールキュー登録名称> | -CTMQueueALL}
            [[-CTMRequestLeave] [-CTMTimeOut <タイムアウト値>]
             | [-CTMChangeServer]]
            [-CTMForce]

機能

スケジュールキューを閉塞します。

スケジュールキューを閉塞すると，それ以降のリクエストとスケジュールキュー内のリ
クエストはエラーになります。ただし，-CTMRequestLeaveオプションを指定した場
合，スケジュールキュー内のリクエストは閉塞状態でも J2EEアプリケーションで処理
されます。
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また，-CTMChangeServerオプションを指定して閉塞した場合，オンライン状態で
J2EEアプリケーションを入れ替えられます。

引数

-h
コマンドの使用方法が表示されます。

-CTMDomain <CTMドメイン名称 >
スケジュールキューを閉塞する CTMデーモンの CTMドメイン名称を 1～ 31文字
の英数字，またはアンダースコア（_）で指定します。"CTM"または "ctm"で始ま
る文字列は指定しないでください。省略した場合は "CTMDOMAIN"が設定されま
す。

-CTMID <CTM識別子 >
スケジュールキューを閉塞する CTMデーモンの CTM識別子を 1～ 31文字の英数
字，ピリオド（.），またはアンダースコア（_）で指定します。"CTM"または "ctm"
で始まる CTM識別子は指定しないでください。ピリオド（.）は，IPアドレスを指
定する場合だけ使用できます。省略した場合は，IPアドレスで CTM識別子が設定
されます。
例えば，ホストの IPアドレスが "172.17.112.43"のとき，"172.17.112.43"という文
字列が CTM識別子となります。

-CTMMyHost <ホスト名称または IPアドレス >
マルチホームまたは IPアドレスを引き継ぐ系切り替え環境で CTMが使用するホス
ト名称または IPアドレスを指定します。値は 1～ 64文字の文字列で指定します。
省略した場合は，hostnameコマンドで取得されるホスト名称が設定されます。

-CTMQueue <スケジュールキュー登録名称 >
閉塞するスケジュールキューの登録名称を 1～ 63文字の英数字，またはアンダース
コア（_）で指定します。
バッチアプリケーションを実行するシステムでは，スケジュールキューの登録名称
としてスケジュールグループ名を指定してください。

-CTMQueueALL
すべてのスケジュールキューを一括して閉塞します。このとき，閉塞済みのスケ
ジュールキューも含まれます。

-CTMRequestLeave
スケジュールキュー閉塞時に，スケジュールキューに滞留しているリクエストを破
棄しないでスケジュールキューを閉塞します。破棄しなかったリクエストは，J2EE
アプリケーションで処理されます。
ctmholdqueコマンドは滞留しているすべてのリクエストが取り出されるのを，
-CTMTimeOutオプションの指定値まで待ち合わせます。リクエストの待ち合わせ
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中に ctmrlesqueコマンドによって閉塞解除された場合は，リクエストの受け付けを
可能にして，ctmholdqueコマンドは正常終了します。

-CTMTimeOut <タイムアウト値 >
スケジュールキューの閉塞処理の待ち時間（単位：秒）を 0～ 2147483647の整数
で指定します。"0"を指定した場合，無限に待ち続けます。省略した場合は "180"(
秒 )が設定されます。

-CTMChangeServer
スケジュールキューから J2EEアプリケーションへのリクエストのスケジュールを
閉塞します。このとき，EJBクライアントからのリクエストをキューイングできま
す。また，スケジュールキューに滞留しているリクエストは，ctmrlesqueコマンド
によって閉塞解除されるまで保持されます。ただし，CTMデーモンを停止する場合
には，スケジュールキューに滞留しているリクエストを破棄して停止処理を続行し
ます。
-CTMChangeServerオプションでスケジュールキューを閉塞した場合，リクエスト
のキューイングおよび滞留しているリクエストを保持するため，オンライン状態で
J2EEアプリケーションを入れ替えられます。なお，同じ CTMドメイン内にスケ
ジュール可能な J2EEアプリケーションが存在する場合には，負荷が掛かっていな
い J2EEアプリケーションに対応するスケジュールキューにスケジュールします。
-CTMChangeServerオプションは，-CTMRequestLeaveオプションおよび
-CTMTimeOutオプションと同時に指定できません。
J2EEサーバが異常終了したときのリクエスト保持機能（ctmstart 
-CTMQueueDeleteWait）と併用した場合，J2EEサーバが異常終了したあとに
ctmholdque -CTMChangeServerは実行できません。

-CTMForce
スケジュールキュー閉塞時に，CTMデーモンに通信を行わないでスケジュール
キューを高速に閉塞します。その際，滞留しているリクエストは一定時間後に破棄
されます。ただし，同時に -CTMRequestLeaveオプションを指定すると，滞留して
いるリクエストは破棄されません。また，同時に -CTMChangeServerオプションを
指定した場合，-CTMChangeServerオプションは無視されます。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
コマンド処理中にエラーが発生したため，異常終了しました。出力されるメッセー
ジに従って対策したあと，再度コマンドを実行してください。

2：
指定されたスケジュールキューはすでに閉塞しています。なお，この戻り値は
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-CTMQueueオプションを指定した場合だけ返却されます。

ctmjver（実行形式ファイルおよびライブラリのバージョン情
報の出力）

形式
ctmjver -h | <ファイルパス>

機能

CTMが提供する jarファイルのバージョン情報を出力します。

引数

-h
コマンドの使用方法が表示されます。

<ファイルパス >
対象となるファイルパス（相対パスおよび絶対パス）を指定します。

出力形式
Information For：aa…aa
Product Name：bb…bb
PP Number：cc…cc
Version：dd…dd
Copyright：ee…ee
Company：ff…ff
Build OS：gg…gg
Build Compiler：hh…hh
Build Date：ii…ii jj…jj
Build Number：kk…kk

（凡例）
aa…aa：ファイル名称（文字列）
bb…bb：製品名称（文字列）
cc…cc：PP型名（文字列）
dd…dd：バージョンおよびリビジョン（文字列）
ee…ee：コピーライト（文字列）
ff…ff：会社名（文字列）
gg…gg：ビルド OS（文字列）
hh…hh：ビルドコンパイラ（文字列）
ii…ii：ビルド日付（文字列）
jj…jj：ビルド時刻（文字列）
kk…kk：保守情報 (文字列 )
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戻り値

0：
正常終了しました。

0以外：
コマンド処理中にエラーが発生したため，異常終了しました。出力されるメッセー
ジに従って対策したあと，再度コマンドを実行してください。

ctmlogcat（メッセージの編集と出力）

形式
ctmlogcat [-h] | [-d | -t <CTM識別子>]

機能

CTMで出力したメッセージを編集して標準出力に出力します。オプションによって
CTMログを出力するか，CTMドメインログを出力するかを指定できます。

引数

-h
コマンドの使用方法が表示されます。

-d
CTMドメインログを出力します。

-t <CTM識別子 >
指定した CTM識別子の CTMログを出力します。値は 1～ 31文字の英数字，また
はアンダースコア（_）で指定します。省略した場合は，IPアドレスが設定されま
す。

すべてのオプションを省略した場合は，IPアドレスを CTM識別子とした -tオプション
が設定されます。マルチホームホスト環境で CTMログを出力する場合は，-tオプション
は省略できません。

例えば，ホストの IPアドレスが "192.17.113.19"の場合，"-t 192.17.113.19"が設定され
ます。

戻り値

0：
正常終了しました。出力するデータがない（KFOT73591-Iメッセージが出力され
た）場合，および -hオプションを指定した場合も 0が返却されます。

0以外：
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コマンド処理中にエラーが発生したため，異常終了しました。出力されるメッセー
ジに従って対策したあと，再度コマンドを実行してください。

注意事項

ctmlogcatコマンド実行時には，CTMSPOOL環境変数が設定されている必要がありま
す。

• -tオプションを指定する場合，該当する CTM識別子の動作している実行環境に設定
した CTMSPOOL環境変数が必要です。

• -dオプションを指定する場合，CTMドメインマネジャ実行時に指定した
CTMSPOOL環境変数が必要です。

ctmlsque（スケジュールキュー情報の出力）

形式
ctmlsque  [-h] [-CTMDomain <CTMドメイン名称>] [-CTMID <CTM識別子>]
          [-CTMMyHost <ホスト名称またはIPアドレス>]
          [-CTMQueue <スケジュールキュー登録名称>]
          [-CTMInterface [<インタフェース名称>]] [-CSV]
          [-CTMAppInfo]

機能

スケジュールキューのスケジューリング情報を出力します。

引数

-h
コマンドの使用方法が表示されます。

-CTMDomain <CTMドメイン名称 >
スケジュールキュー情報を出力する CTMデーモンの CTMドメイン名称を 1～ 31
文字の英数字，またはアンダースコア（_）で指定します。"CTM"または "ctm"で
始まる文字列は指定しないでください。省略した場合は "CTMDOMAIN"が設定さ
れます。

-CTMID <CTM識別子 >
スケジュールキュー情報を出力する CTMデーモンの識別子を 1～ 31文字の英数
字，ピリオド（.），またはアンダースコア（_）で指定します。"CTM"または "ctm"
で始まる CTM識別子は指定しないでください。ピリオド（.）は，IPアドレスを指
定する場合だけ使用できます。省略した場合は，IPアドレスで CTM識別子が設定
されます。
例えば，ホストの IPアドレスが "172.17.112.43"のとき，"172.17.112.43"という文
字列が CTM識別子となります。
269



6.　CTMで使用するコマンド
-CTMMyHost <ホスト名称または IPアドレス >
マルチホームまたは IPアドレスを引き継ぐ系切り替え環境で CTMが使用するホス
ト名称または IPアドレスを指定します。値は 1～ 64文字の文字列で指定します。
省略した場合は，hostnameコマンドで取得されるホスト名称が設定されます。

-CTMQueue <スケジュールキュー登録名称 >
出力するスケジュールキューの登録名称を 1～ 63文字の英数字，またはアンダース
コア（_）で指定します。
バッチアプリケーションを実行するシステムでは，スケジュールキューの登録名称
としてスケジュールグループ名を指定してください。

-CTMInterface <インタフェース名称 >
出力する EJBのインタフェース名称を 1文字以上の文字列で指定します。インタ
フェース名称を指定した場合，指定したインタフェース名称と EJBの INS登録名
称が出力されます。
-CTMInterfaceオプションだけを指定した場合，すべてのインタフェース名称と
INS登録名称が出力されます。

-CSV
標準出力情報を CSV形式で出力します。

-CTMAppInfo
スケジュールキューを共有しているアプリケーション情報を出力します。

戻り値

0：
正常終了しました。

0以外：
コマンド処理中にエラーが発生したため，異常終了しました。出力されるメッセー
ジに従って対策したあと，再度コマンドを実行してください。

出力形式

●標準出力形式
*** ctmd Information ***
CTMDomain               aa…aa
CTMID                   bb…bb
----------------------------------------------------------------
----
*** CTMQueue Information ***
QueueName               cc…cc
Status                  d
ApplicationCount        ee…ee
RequestCount            ff…ff
RequestMax              gg…gg
QueueLength             hh…hh
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ParallelCount           ii…ii
TotalThreadCount        jj…jj
*** Application Information ***
[1]J2EEServerName        kk…kk
[1]StartParallelCount    ll…ll
[1]ResidentThreadCount   mm…mm
 
[2]J2EEServerName        kk…kk
[2]StartParallelCount    ll…ll
[2]ResidentThreadCount   mm…mm
*** LookupName and Interface Information ***
[1]LookupName            nn…nn
[1]InterfaceName         oo…oo
 
[2]LookupName            nn…nn
[2]InterfaceName         oo…oo
 
[3]LookupName            nn…nn
[3]InterfaceName         oo…oo
----------------------------------------------------------------
----
*** CTMQueue Information ***
QueueName               cc…cc
Status                  d
ApplicationCount        ee…ee
RequestCount            ff…ff
RequestMax              gg…gg
QueueLength             hh…hh
ParallelCount           ii…ii
TotalThreadCount        jj…jj
*** LookupName and Interface Information ***
                                :
                                :

● CSV出力形式
CTMDomain,CTMID
aa…aa,bb…bb
QueueName,Status,ApplicationCount,RequestCount,RequestMax,QueueL
ength,ParallelCount,TotalThreadCount,J2EEServerName,StartParalle
lCount,ResidentThreadCount,LookupName,InterfaceName
cc…cc,dd…dd,ee…ee,ff…ff,gg…gg,hh…hh,ii…ii,jj…jj,kk…kk,ll…
ll,mm…mm,nn…nn,oo…oo
,,,,,,,,kk…kk,ll…ll,mm…mm,nn…nn,oo…oo
,,,,,,,,,,,nn…nn,oo…oo
        :
        :
QueueName,Status,ApplicationCount,RequestCount,RequestMax,QueueL
ength,ParallelCount,TotalThreadCount,J2EEServerName,StartParalle
lCount,ResidentThreadCount,LookupName,InterfaceName
cc…cc,dd…dd,ee…ee,ff…ff,gg…gg,hh…hh,ii…ii,jj…jj,kk…kk,ll…
ll,mm…mm,nn…nn,oo…oo
,,,,,,,,kk…kk,ll…ll,mm…mm,nn…nn,oo…oo
,,,,,,,,,,,nn…nn,oo…oo
        :
        :

（凡例）
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注
• 指定した条件と一致するスケジュールキューが複数ある場合，一致するスケジュールキューの数
だけ，スケジュールキュー情報（1）～（3）が繰り返し出力されます。

• -CTMInterfaceオプションを指定した場合，スケジュールキュー情報（1）の情報出力後，スケ
ジュールキューが管理している INS登録名，インタフェース名情報をすべて出力するまで，スケ
ジュールキュー情報（3）の情報が繰り返し出力されます。

• -CTMAppInfoオプションを指定した場合，スケジュールキュー情報（1）の情報出力後，スケ
ジュールキューが接続している J2EEサーバ名称，J2EEアプリケーション開始時のスレッド数，
J2EEアプリケーションのスレッド数をすべて出力するまで，スケジュールキュー情報（2）の情
報が繰り返し出力されます。

• -CTMInterfaceオプションと -CTMAppInfoオプションの両方を指定した場合，スケジュール
キュー情報（1）の情報出力後，スケジュールキュー情報（2）とスケジュールキュー情報（3）

記号 説明 種別

aa…aa 指定した CTMドメイン名称（1～ 31文字の英数字） CTMデーモン情
報

bb…bb 指定した CTM識別子（1～ 31文字の英数字）

cc…cc 指定した条件と一致するスケジュールキュー名称（1～ 63文字の
英数字）

スケジュール
キュー情報（1）

d 指定した条件と一致するスケジュールキューの状態を次の値で示し
ます。
• S：スケジュールキュー準備中
• A：スケジューリング可能状態
• E：スケジュールキュー終了処理中
• H：スケジュールキュー閉塞中
• C：キューイング可能閉塞

ee…ee スケジュールキューを共有している J2EEアプリケーション数
（10進数 5けた）

ff…ff スケジュールキューに滞留しているリクエスト数（10進数 10け
た）

gg…gg スケジュールキューに滞留したリクエスト最大数（10進数 10け
た）

hh…hh 同時に登録できるリクエスト数（10進数 5けた）

ii…ii スケジュールキューが管理している同時実行数（10進数 3けた）

jj…jj スケジュールキューが管理している現在の総常駐スレッド数（10
進数 3けた）

kk…kk スケジュールキューが接続している J2EEサーバ名称（英数字） スケジュール
キュー情報（2）

ll…ll kk…kkで表示された J2EEアプリケーションの開始時の同時実行
数（10進数 3けた）

mm…mm kk…kkで表示された J2EEアプリケーションに対する現在の常駐
スレッド数（10進数 3けた）

nn…nn キューが管理している INS登録名称（英数字） スケジュール
キュー情報（3）

oo…oo キューが管理しているインタフェース名称（英数字）
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の情報が繰り返し出力されます。
• バッチアプリケーションを実行するシステムでは，「出力形式」の（凡例）の記載は一部異なり
ます。バッチアプリケーションを実行するシステムでは，J2EEアプリケーションはバッチアプ
リケーションとなり，J2EEサーバはバッチサーバとなります。また，スケジュールキュー名称
および INS登録名称には，スケジュールグループ名が出力されます。

ctmrasget（トラブルシュート情報の取得と出力）

形式
 
ctmrasget { [-h] | [-p] [-s] [-CTMSpool <CTMスプールディレクトリ> | 
          -CTMDomain <CTMドメイン名称>]
          [-PRFSpool <PRFデーモン実行環境ディレクトリ>] <出力先ディレクトリ>}

機能

ctmrasgetコマンドを実行するホスト上で CTMが必要とするトラブルシュート情報を
ファイルに取得し，取得した情報の一覧を標準出力または標準エラー出力に出力します。

引数

-h
コマンドの使用方法が表示されます。

-p
Cosminexus TPBrokerについてのトラブルシュート情報を出力先ディレクトリに出
力します。あらかじめ，Cosminexus TPBrokerの VBROKER_ADM環境変数を設
定してください。

-s
共通メッセージ（eventlogまたは syslog）の取得を抑止します。

-CTMSpool <CTMスプールディレクトリ >
トラブルシュート情報を取得する CTMスプールディレクトリを指定します。

-CTMDomain <CTMドメイン名称 >
トラブルシュート情報を取得する CTMドメイン名称を 1～ 31文字の英数字，また
はアンダースコア（_）で指定します。
省略した場合は，ホスト内の CTM環境に登録済みのすべての CTMドメインからト
ラブルシュート情報を取得します。

-PRFSpool <PRFデーモン実行環境ディレクトリ >
トラブルシュート情報を取得する PRFデーモン実行環境ディレクトリを指定しま
す。省略した場合は PRFSPOOL環境変数の値が設定されます。このオプションを
省略し，かつ PRFSPOOL環境変数が設定されていない場合は，PRFデーモンの情
報は取得されません。
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<出力先ディレクトリ >
トラブルシュート情報を出力するファイルのディレクトリ名（相対パスまたは絶対
パス）を指定します。

戻り値

0：
正常終了しました。

0以外：
コマンド処理中にエラーが発生したため，異常終了しました。出力されるメッセー
ジに従って対策したあと，再度コマンドを実行してください。

出力形式
Cosminexus Component Transaction Monitor: RAS completed collection 
of aa...aa

（凡例）
aa...aa：収集する情報，ファイル名称など

注意事項

出力先ディレクトリにすでに同名のファイルがある場合は上書きされます。そのため，
トラブルシュート情報を残しておきたい場合は，ファイルをコピーしておくか，新しく
作成したディレクトリを出力先ディレクトリに指定してください。

ctmregltd（CTMレギュレータの開始）

形式
ctmregltd [-h] [-CTMDomain <CTMドメイン名称>] [-CTMID <CTM識別子>]
          [-PRFID <PRF識別子>] [-CTMMyHost <ホスト名称またはIPアドレス>]
          [-CTMClientConnectCount <コネクション数>]
          [-CTMEjbPort <EJBリクエスト受信ポート番号>]
          [-CTMAgent {1|0}]
          [-CTMTimeOut <タイムアウト値>]

機能

EJBクライアントからの要求を分散集約するために，CTMレギュレータを開始します。
CTMレギュレータは CTMデーモンが動作するホストと同じホストで開始してくださ
い。なお，CTMレギュレータを直接開始することはできません。

引数

-h
コマンドの使用方法が表示されます。

-CTMDomain <CTMドメイン名称 >
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CTMデーモンが属する CTMドメイン名称を 1～ 31文字の英数字，またはアン
ダースコア（_）で指定します。"CTM"または "ctm"で始まる文字列は指定しない
でください。省略した場合は "CTMDOMAIN"が設定されます。

-CTMID <CTM識別子 >
CTMデーモンの CTM識別子を 1～ 31文字の英数字，ピリオド（.），またはアン
ダースコア（_）で指定します。"CTM"または "ctm"で始まる CTM識別子は指定し
ないでください。ピリオド（.）は，IPアドレスを指定する場合だけ使用できます。
省略した場合は，IPアドレスが CTM識別子に設定されます。例えば，ホストの IP
アドレスが "172.17.112.43"のとき，"172.17.112.43"という文字列が CTM識別子と
なります。

-PRFID <PRF識別子 >
PRFトレースを出力する PRFデーモンの識別子を 1～ 31文字の英数字，またはア
ンダースコア（_）で指定します。"TSC"や "tsc"または "CTM"や "ctm"で始まる文
字列は指定しないでください。省略した場合は，"PRF_ID"という文字列が PRF識
別子となります。

-CTMMyHost <ホスト名称または IPアドレス >
マルチホームホストまたは IPアドレスを引き継ぐ系切り替え環境で CTMが使用す
るホスト名称または IPアドレスを 1～ 64文字の文字列で指定します。省略した場
合は，hostnameコマンドで取得されるホスト名称が設定されます。
-CTMIDオプションを省略して -CTMMyHostオプションを指定した場合，デフォ
ルトの CTM識別子は -CTMMyHostオプションで指定した IPアドレスになります。

-CTMClientConnectCount <コネクション数 >
CTMレギュレータに接続できるコネクション数を 1～ 32767の整数で指定します。
コネクション数は，EJBクライアントからの接続数です。EJBクライアントが
create()，invoke()を繰り返す場合は，EJBクライアントのプロセス終了，通信障
害，またはタイムアウトが発生するまで CTMレギュレータとのコネクションが確
立されます。したがって，-CTMClientConnectCountには，EJBクライアントのプ
ロセス数分の設定が必要になる場合があります。省略した場合は，ctmstartコマン
ドに設定した -CTMClientConnectCountが引き継がれます。ctmstartコマンドで
-CTMClientConnectCountを省略した場合は "64"が設定されます。

-CTMEjbPort <EJBリクエスト受信ポート番号 >
EJBクライアントが CTMレギュレータの新しいコネクションを探すときに使用す
るポート番号を 5001～ 65535の整数で指定します。省略した場合は，OSが自動的
に割り当てたポート番号を使用します。

-CTMAgent {1|0}
EJBに対応する CORBAオブジェクトを TPBrokerの OSAgentに登録するかどう
かを指定します。ORBゲートウェイ機能を使用する場合は，"1"を指定します。省
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略した場合，または "0"が指定された場合は，OSAgentに登録しません。

-CTMTimeOut <タイムアウト値 >
クライアントからのサービス要求を受信してからサービスの応答が返るまでのデ
フォルト待ち時間（単位：秒）を 0～ 2147483647の整数で指定します。"0"を指定
した場合，無限に待ち続けます。省略した場合は "180"（秒）が設定されます。

戻り値

0：
正常終了しました。

0以外：
コマンド処理中にエラーが発生したため，異常終了しました。出力されるメッセー
ジに従って対策したあと，再度コマンドを実行してください。

注意事項

● CTMレギュレータは開始後にカレントディレクトリを移動します。そのため，次に示
す場合のコアファイルの出力先は，実行形式ファイルのディレクトリとは異なります。
• "ctmstop -CTMForce -CTMDebugInfo"，killコマンドなどで CTMレギュレータを
強制終了した場合

• CTMレギュレータが異常終了した場合

●移動後のカレントディレクトリを次に示します。
• Windowsの場合

"%CTMSPOOL%¥adm¥CTM識別子 ¥reg¥カレントディレクトリ ID¥"
• UNIXの場合

"$CTMSPOOL/adm/CTM識別子 /reg/カレントディレクトリ ID/"

カレントディレクトリ IDは，KFCT70606-Iメッセージを参照してください。

ctmridinfo（CTMドメイン情報の出力）

形式
ctmridinfo  [-h] | [-CTMDomain <CTMドメイン名称>]
            [-CTMHost <ホストの完全修飾名またはIPアドレス>]
            [-CTMMyHost <ホスト名称またはIPアドレス>]

機能

CTMドメイン情報を出力します。

引数

-h
コマンドの使用方法が表示されます。
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-CTMDomain <CTMドメイン名称 >
CTMドメイン情報を出力する CTMドメインマネジャの CTMドメイン名称を 1～
31文字の英数字，またはアンダースコア（_）で指定します。"CTM"または "ctm"
で始まる文字列は指定しないでください。省略した場合は "CTMDOMAIN"が設定
されます。

-CTMHost <ホストの完全修飾名または IPアドレス >
-CTMDomainオプションで指定した CTMドメイン名称に対応する CTMドメイン
マネジャがあるホストの完全修飾名または IPアドレスを指定します。値は 1～ 64
文字の文字列で指定します。マルチホームホスト環境では，CTMの使用する
-CTMMyHostオプションに指定するホスト名称または IPアドレスを指定してくだ
さい。
省略した場合は，自ホストの IPアドレスが設定されます。また，マルチホームホス
ト環境では，省略時に設定される IPアドレスは OSの動作に依存します。

-CTMMyHost <ホスト名称または IPアドレス >
マルチホームまたは IPアドレスを引き継ぐ系切り替え環境で CTMが使用するホス
ト名称または IPアドレスを指定します。値は，1～ 64文字の文字列で指定します。
省略した場合は，hostnameコマンドで取得されるホスト名称が設定されます。

戻り値

0：
正常終了しました。

0以外：
コマンド処理中にエラーが発生したため，異常終了しました。出力されるメッセー
ジに従って対策したあと，再度コマンドを実行してください。

ctmrlesque（スケジュールキューの閉塞解除）

形式
ctmrlesque [-h] [-CTMDomain <CTMドメイン名称>] [-CTMID <CTM識別子>]
           [-CTMMyHost <ホスト名称またはIPアドレス>]
           {-CTMQueue <スケジュールキュー登録名称> | -CTMQueueALL}

機能

スケジュールキューの閉塞状態を解除します。

引数

-h
コマンドの使用方法が表示されます。
277



6.　CTMで使用するコマンド
-CTMDomain <CTMドメイン名称 >
スケジュールキューを閉塞解除する CTMデーモンの CTMドメイン名称を 1～ 31
文字の英数字，またはアンダースコア（_）で指定します。"CTM"または "ctm"で
始まる文字列は指定しないでください。省略した場合は "CTMDOMAIN"が設定さ
れます。

-CTMID <CTM識別子 >
スケジュールキューを閉塞解除する CTMデーモンの識別子を 1～ 31文字の英数
字，ピリオド（.），またはアンダースコア（_）で指定します。"CTM"または "ctm"
で始まる CTM識別子は指定しないでください。ピリオド（.）は，IPアドレスを指
定する場合だけ使用できます。省略した場合は，IPアドレスが CTM識別子に設定
されます。例えば，ホストの IPアドレスが "172.17.112.43"のとき，
"172.17.112.43"という文字列が CTM識別子となります。

-CTMMyHost <ホスト名称または IPアドレス >
マルチホームまたは IPアドレスを引き継ぐ系切り替え環境で CTMが使用するホス
ト名称または IPアドレスを指定します。値は 1～ 64文字の文字列で指定します。
省略した場合は，hostnameコマンドで取得されるホスト名称が設定されます。

-CTMQueue <スケジュールキュー登録名称 >
閉塞解除するスケジュールキューの登録名称を 1～ 63文字の英数字，またはアン
ダースコア（_）で指定します。
バッチアプリケーションを実行するシステムでは，スケジュールキューの登録名称
としてスケジュールグループ名を指定してください。

-CTMQueueALL
すべてのスケジュールキューを一括して閉塞解除します。閉塞解除済みのスケ
ジュールキューを含めることができます。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
コマンド処理中にエラーが発生したため，異常終了しました。出力されるメッセー
ジに従って対策したあと，再度コマンドを実行してください。

2：
指定されたスケジュールキューはすでに閉塞解除しています。なお，この戻り値は，
-CTMQueueオプションを指定した場合だけ返却されます。
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ctmstart（CTMデーモンの開始）

形式
ctmstart  [-h] [-CTMDomain <CTMドメイン名称>] [-CTMID <CTM識別子>]
          -CTMINSRef <CORBAネーミングサービスのURL>
          [-CTMDCSendTimeOut<CTMデーモン間リクエスト転送時のタイムアウト値
>]
          [-PRFID <PRF識別子>]
          [-CTMPort <ポート番号>]
          [-CTMEjbPort <EJBリクエスト受信ポート番号>]
          [-CTMMyHost <ホスト名称またはIPアドレス>]
          [-CTMRegStart <プロセス数>]
          [-CTMRegOption <CTMコマンドオプションファイル名称>]
          [-CTMEnviron <CTMユーザ環境変数定義ファイル名称>]
          [-CTMStartTimeOut <タイムアウト値>]
          [-CTMEntryCount <登録プロセス数>] [-CTMNice <nice値>]
          [-CTMClientConnectCount <接続クライアントの最大数>]
          [-CTMServerConnectCount <接続J2EEサーバの最大数>]
          [-CTMLogFileSize <CTMログファイル最大サイズ>]
          [-CTMLogFileCount <CTMログファイル最大数>]
          [-CTMQueueCount <スケジュールキュー登録数>]
          [-CTMQueueRegistCount <スケジュールキュー共有数>]
          [-CTMServerCacheSize <サーバキャッシュサイズ>]
          [-CTMDispatchPolicy normalDispatch | priorDispatch]
          [-CTMDispatchParallelCount <スレッドの最大値>]
          [-CTMMaxRequestCount <最大リクエスト数>]
          [-CTMWatchRequest<タイムアウト発生回数,監視時間間隔>]
          [-CTMQueueDeleteWait <スケジュールキュー保留時間>]
          [-CTMCreatePolicy normalDispatch | priorDispatch]
          [-CTMLoadCheckInterval <負荷状況監視時間間隔>]
          [-CTMWatchQueue 
           <監視開始滞留率,システム停止処理率,監視時間間隔,停止モード>]
          [-CTMTSCGwStart <プロセス数>]
          [-CTMTSCGwOption <CTMコマンドオプションファイル名称>]
          [-CTMStatsUse {Y|N}]
          [-CTMStatsFileCount ＜稼働統計情報ファイルの世代数＞]
          [-CTMStatsFileSize ＜稼働統計情報ファイルサイズ＞]

機能

リクエストをスケジューリングするための CTMデーモンを開始します。

引数

-h
コマンドの使用方法が表示されます。

-CTMDomain <CTMドメイン名称 >
CTMデーモンが属する CTMドメイン名称を 1～ 31文字の英数字，またはアン
ダースコア（_）で指定します。"CTM"または "ctm"で始まる CTMドメイン名称は
指定しないでください。また，CTM識別子と CTMドメイン名称には同じ値を指定
しないでください。省略した場合は "CTMDOMAIN"が設定されます。
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-CTMID <CTM識別子 >
CTMデーモンの識別子を 1～ 31文字の英数字，ピリオド（.），またはアンダース
コア（_）で指定します。"CTM"または "ctm"で始まる CTM識別子は指定しないで
ください。また，同じ CTMドメイン内で重複する CTM識別子は使用できません。
ピリオド（.）は，IPアドレスを指定する場合だけ使用できます。省略した場合は，
IPアドレスが CTM識別子に設定されます。
例えば，ホストの IPアドレスが "172.17.112.43"のときは，"172.17.112.43"という
文字列が CTM識別子となります。

-CTMINSRef <CORBAネーミングサービスの URL>
CTMデーモンと対応付ける CORBAネーミングサービスの URLを指定します。値
は次の形式で 1～ 65535文字で指定します。
 
<ホスト名称>:<ポート番号>
 

次に指定例を示します。
 
-CTMINSRef localhost:9001
 

このオプションは省略できません。
CORBAネーミングサービスは，CTMデーモンと同じホスト上に開始してくださ
い。また，J2EEサーバやそのほかの CTMデーモンが使用している CORBAネーミ
ングサービスを指定しないでください。それらの CORBAネーミングサービスを共
用した場合の動作は保証しません。

-CTMDCSendTimeOut<CTMデーモン間リクエスト転送時のタイムアウト値 >
ほかの CTMデーモンへのリクエスト転送処理の待ち時間を，0～ 2147483647の整
数（単位：秒）で指定します。"0"を指定した場合，無限に待ち続けます。省略した
場合は "180"（秒）が設定されます。このオプションのタイムアウト値では，ほかの
CTMデーモンからのリクエストの応答を監視しません。ホストやネットワークに障
害が発生した場合，デーモン間転送処理が行なわれると，このオプションで指定し
たタイムアウト値が経過するまで，障害を検知できません。タイムアウト値を短く
すると，長大電文のデーモン間転送に失敗することがあります。

-PRFID <PRF識別子 >
PRFトレースを出力する PRFデーモンの識別子を 1～ 31文字の英数字，またはア
ンダースコア（_）で指定します。"TSC"や "tsc"または "CTM"や "ctm"で始まる文
字列は指定しないでください。省略した場合は，"PRF_ID"という文字列が PRF識
別子となります。

-CTMPort <ポート番号 >
CTMデーモンの新しいコネクションを探すときに使用するポート番号を指定しま
す。値は 5001～ 65535の整数で指定します。省略した場合はサービス名ファイル
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が参照されます。サービス名ファイルに指定がないときは "20138"が設定されます。
サービス名ファイルへの記述の形式を次に示します。
　
CTM_CTMドメイン名称CTM識別子       ポート番号/tcp
　

例えば，"ctmstart -CTMDomain JAPAN -CTMID Hitachi"と指定して CTMデーモ
ンを開始する場合，サービス名ファイルの次のように指定したエントリが読み込ま
れます。
CTM_JAPANHitachi                     10021/tcp
 

-CTMEjbPort <EJBリクエスト受信ポート番号 >
EJBクライアントが CTMデーモンの新しいコネクションを探すときに使用する
ポート番号を指定します。値は 5001～ 65535の整数で指定します。省略した場合
は，OSが自動的に割り当てたポート番号を使用します。

-CTMMyHost <ホスト名称または IPアドレス >
マルチホームまたは IPアドレスを引き継ぐ系切り替え環境で CTMが使用するホス
ト名称または IPアドレスを指定します。値は 1～ 64文字の文字列で指定します。
省略した場合は，hostnameコマンドで取得されるホスト名称が設定されます。
-CTMIDオプションを省略して -CTMMyHostオプションを指定した場合，デフォ
ルトの CTM識別子は -CTMMyHostオプションで指定した IPアドレスになります。

-CTMRegStart <プロセス数 >
CTMデーモン開始時に自動開始する CTMレギュレータのプロセス数を 0～ 32767
の整数で指定します。CTMデーモンは CTMレギュレータの動作を監視し，異常終
了を検出すると再開始します。省略した場合は，"1"が設定されます。
J2EEサーバを開始する場合は，CTMレギュレータを必ず開始してください。自動
開始の CTMレギュレータの数が多くなると，CTMデーモンの開始処理に時間が掛
かる場合があります。その場合は，-CTMStartTimeOutオプションで開始処理の待
ち時間を調整してください。

-CTMRegOption <CTMコマンドオプションファイル名称 >
CTMレギュレータを自動開始するときに指定するコマンドオプションを記述した
ファイル名称を指定します。
• Windowsの場合
英数字，ピリオド（.），円符号（¥），コロン（:），プラス（+），ハイフン（-），ま
たはアンダースコア（_）で指定します。

• UNIXの場合
英数字，ピリオド（.），スラッシュ（/），プラス（+），ハイフン（-），またはアン
ダースコア（_）で指定します。

CTMコマンドオプションファイル名称はユーザ任意の名称です。コマンドオプショ
ンファイルには英数字，空白，ハイフン（-），ピリオド（.），スラッシュ（/），また
281



6.　CTMで使用するコマンド
はアンダースコア（_）を記述できます。コマンドオプション以外は記述しないでく
ださい。例えば，次のように指定します。
　
-CTMClientConnectCount 64
　

CTMコマンドオプションファイル名称を "regoption"とする場合は，CTMデーモ
ン開始時に次のように指定します。
　
ctmstart -CTMRegOption regoption -CTMRegStart 10
　

自動開始する複数の CTMレギュレータのポート番号を固定したい場合は，コマン
ドオプションファイル内で -CTMEjbPortオプションを指定します。指定された
-CTMEjbPortオプションの値を基底値とし，1ずつ加算した値が各 CTMレギュ
レータの -CTMEjbPortオプションに指定されます。
コマンドオプションファイルに指定しなかった -CTMEjbPort，および -CTMPort以
外のオプションは，ctmstartコマンドに指定された値を引き継いで設定します。

-CTMEnviron <CTMユーザ環境変数定義ファイル名称 >
開始するプロセスが使用する環境変数を記述した CTMユーザ環境変数定義ファイ
ル名称を絶対パスで指定します。
• Windowsの場合
英数字，ピリオド（.），円符号（¥），コロン（:），プラス（+），ハイフン（-），ま
たはアンダースコア（_）で指定します。

• UNIXの場合
英数字，ピリオド（.），スラッシュ（/），プラス（+），ハイフン（-），またはアン
ダースコア（_）で指定します。

CTMユーザ環境変数定義ファイルについては，マニュアル「Cosminexus アプリ
ケーションサーバ リファレンス 定義編 (サーバ定義 )」を参照してください。

-CTMStartTimeOut <タイムアウト値 >
CTMデーモンの開始処理の待ち時間（単位：秒）を 0～ 2147483647の整数で指定
します。"0"を指定した場合，無限に待ち続けます。省略した場合は "180"（秒）が
設定されます。

-CTMEntryCount <登録プロセス数 >
CTMデーモンで管理するプロセスの数を 32～ 32767の整数で指定します。
省略した場合，-CTMServerConnectCountオプションと
-CTMClientConnectCountオプションの指定値の合計が設定されます。

-CTMNice <nice値 >
CTMデーモンが管理するサーバで使用する -CTMNiceオプションの指定値のデ
フォルトを整数で指定します。省略した場合は "0"が設定されます。指定値の範囲
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は OSが提供する niceの指定範囲に従います。
なお，-CTMNiceオプションは UNIXにしかありません。

-CTMClientConnectCount <CTMレギュレータと OTMゲートウェイの最大プロセス数 >
CTMデーモンに接続する CTMレギュレータと OTMゲートウェイの最大プロセス
数を 0～ 32767の整数で指定します。省略した場合は "64"が設定されます。

-CTMServerConnectCount <接続 J2EEサーバの最大数 >
CTMデーモンに接続する J2EEサーバの最大数を 0～ 32767の整数で指定します。
省略した場合は "64"が設定されます。

-CTMLogFileSize <CTMログファイル最大サイズ >
CTMログファイルの 1ファイルの最大サイズをメガバイト単位で指定します。値は
1～ 3までの整数で指定します。省略した場合は "1"（メガバイト）が設定されま
す。
（-CTMLogFileSizeオプションの指定値）×（-CTMLogFileCountオプションの指
定値）メガバイト分のメッセージを CTMログファイルに保存できます。CTMログ
ファイルに保存するメッセージの容量を変更するには，まず -CTMLogFileCountオ
プションの指定値を変更してください。-CTMLogFileCountオプションの指定値の
変更だけでは不十分な場合に，-CTMLogFileSizeオプションを指定してください。

-CTMLogFileCount <CTMログファイル最大数 >
CTMログファイルの最大ファイル数を 2～ 32の整数で指定します。省略した場合
は "2"が設定されます。
CTMログファイルのサイズが -CTMLogFileSizeオプションの指定値を超えると，
CTMログファイルは次のファイルに切り替えられます。また，CTMログファイル
の切り替え時に CTMログファイルの総数が -CTMLogFileCountオプションの指定
値を超えていると，最も古い CTMログファイルの内容が削除されます。これらの
内容に留意して CTMログファイルの容量を見積もってください。

-CTMQueueCount <スケジュールキュー登録数 >
CTMデーモンに登録できるスケジュールキュー数を 1～ 32767の整数で指定しま
す。省略した場合は "128"が設定されます。

-CTMQueueRegistCount <スケジュールキュー共有数 >
同じスケジュールキューを共有できる J2EEアプリケーション数を 1～ 32767の整
数で指定します。省略した場合は "64"が設定されます。

-CTMServerCacheSize <サーバキャッシュサイズ >
CTMドメイン内のサーバ情報を格納するキャッシュテーブルのサイズ（単位：キロ
バイト）を 1～ 32767の整数で指定します。省略した場合は "1024"（キロバイト）
が設定されます。
サーバキャッシュテーブルのサイズは次に示す計算式で求めてください。
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｛256 × 同じCTMドメイン内のCTMデーモン数
＋ 256 × 同じCTMドメイン内の全スケジュールキュー数
＋（256 ＋ INS登録名の最大長）× 同じCTMドメイン内のスケジュールキューに登
録するEnterprise Bean数
＋（256 ＋インタフェース名の最大長）× 同じCTMドメイン内のインタフェース数
 ｝× 1.5　（バイト）
 

-CTMDispatchPolicy normalDispatch | priorDispatch
スケジュールポリシーを次の値で指定します。
• "normalDispatch"
スケジュールキューの負荷状況に応じてリクエストをスケジュールします。

• "priorDispatch"
リクエストを受け付けた CTMデーモンに登録されているスケジュールキューに，
優先的にリクエストをスケジュールします。ただし，その CTMデーモンに登録さ
れているスケジュールキューが高負荷状態，および閉塞状態の場合は，ほかの
CTMデーモンに登録しているスケジュールキューにリクエストをスケジュールし
ます。省略した場合は "priorDispatch"が設定されます。

-CTMDispatchParallelCount <スレッドの最大値 >
CTMデーモン内でクライアントからの要求メッセージを J2EEサーバに振り分ける
スレッドの最大値，つまり，CTMデーモンに登録される J2EEアプリケーションの
パラレルカウント（常駐するスレッド数）の和を指定します。値は 0～ 32767の整
数で指定します。省略した場合は "255"が設定されます。

-CTMMaxRequestCount <最大リクエスト数 >
CTMデーモンに登録するスケジュールキューが，同時に登録できるリクエスト数
（キューの長さ）を 1～ 32767の整数で指定します。省略した場合は "50"が設定さ
れます。

-CTMWatchRequest <タイムアウト発生回数 ,監視時間間隔 >
CTMデーモンがタイムアウト時間監視を実施します。指定された閉塞時間間隔内
で，指定されたタイムアウト発生回数以上のタイムアウトが発生した場合に，スケ
ジュールキューを閉塞します。閉塞処理は時間監視のタイミングで実施されるため，
指定されたタイムアウトが発生後，次の監視時に閉塞します。この機能によってリ
クエストキューが閉塞された場合，キューに滞留しているリクエストを破棄し，負
荷情報の更新を行います。

タイムアウト発生回数
自動閉塞するためのタイムアウト発生回数を，1～ 32767の整数（単位：回）
で指定します。

監視時間間隔
タイムアウト発生回数を求める時間間隔を，0～ 32767の整数（単位：秒）で
指定します。0を指定した場合は，タイムアウト閉塞機能は動作しません。
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-CTMQueueDeleteWait <スケジュールキュー保留時間 >
異常終了した J2EEサーバが登録していたスケジュールキューを削除しないで保留
し，J2EEアプリケーションの再開始を待つ場合の待ち時間（単位：秒）を指定し
ます。値は 0～ 2147483647の整数で指定します。
指定した時間内に J2EEアプリケーションが再開始された場合は，保留中のスケ
ジュールキューを再利用し，キューイングされていたリクエストがスケジュールさ
れます。
指定時間を経過しても J2EEアプリケーションが再開始されない場合は，スケ
ジュールキューを閉塞したあと，スケジュールキューに登録されたリクエストを削
除します。なお，スケジュールキューの閉塞，およびスケジュールキューに登録さ
れたリクエストの削除は，インターバル処理で実行されるため，指定時間よりも遅
れることがあります。
省略した場合，または "0"が指定された場合は，スケジュールキューを保留しない
でスケジュールキューに登録されたリクエストを削除します。
オンライン状態での J2EEアプリケーションの入れ替え機能（ctmholdque 
-CTMChangeServer）と併用した場合，ctmholdque -CTMChangeServerが実行さ
れたあとに J2EEサーバが異常終了すると，この機能は無効となります。

-CTMCreatePolicy normalDispatch | priorDispatch
create要求の CTMデーモン選択ポリシーを次の値で指定します。
省略した場合は "normalDispatch"が設定されます。
• "normalDispatch"
スケジュールキューの負荷状況に応じて CTMデーモンを選択します。

• "priorDispatch"
create要求を受け付けた CTMデーモンを，優先的に選択します。ただし，その
CTMデーモンに登録されているスケジュールキューが高負荷状態，および閉塞状
態の場合は，ほかの CTMデーモンを選択します。

-CTMLoadCheckInterval <負荷状況監視時間間隔 >
スケジュールキューの負荷状況を監視する時間間隔を，0～ 32767の整数（単位：
秒）で指定します。
指定した時間間隔ですべてのスケジュールキューの負荷状況を確認します。負荷状
況に変化がある場合は，変化のあるスケジュールキュー単位に最新の負荷状況を同
一ドメイン内のすべての CTMデーモンに通知します。
省略した場合，10が設定されます。0が指定された場合，一定時間間隔での負荷状
況監視を行いません。

-CTMWatchQueue <監視開始滞留率 ,システム停止処理率 ,監視時間間隔 ,停止モード >
スケジュールキューの滞留監視の条件を設定します。
-CTMWatchQueueオプションを省略した場合，スケジュールキューの滞留監視は
行いません。
-CTMWatchQueueオプションで指定する引数は，必ず次の順番でコンマ（,）で区
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切って指定します。引数を省略することはできません。

監視開始滞留率
キュー滞留監視状態へ移行する滞留率のしきい値を，0～ 99の整数（単位：%）
で指定します。0を指定した場合は，常に監視します。

システム停止処理率
CTMデーモンの停止へ移行する処理率のしきい値を，1～ 100の整数（単位：
%）で指定します。

監視時間間隔
CTMデーモン停止しきい値の処理率を求める時間間隔を，0～ 32767の整数
（単位：秒）で指定します。0を指定した場合は，スケジュールキューの滞留監
視は行いません。

停止モード
スケジュールキューの滞留を検知した場合に，CTMデーモンを停止するかどう
かを指定します。
• 1：

CTMデーモンを停止します。
• 0：

CTMデーモンを停止しません。

-CTMTSCGwStart ＜プロセス数＞
CTMデーモン開始時に自動開始する OTMゲートウェイのプロセス数を 0～ 32767
の整数で指定します。省略した場合は，"0"が設定されます。
CTMデーモンは OTMゲートウェイの動作を監視し，異常終了を検出すると再開始
します。
自動開始の OTMゲートウェイの数が多くなると，CTMデーモンの開始処理に時間
が掛かる場合があります。その場合は，-CTMStartTimeOutオプションで開始処理
の待ち時間を調整してください。

-CTMTSCGwOption ＜ CTMコマンドオプションファイル名称＞
OTMゲートウェイを自動開始するときに指定するコマンドオプションを記述した
ファイル名称を絶対パスで指定します。
• Windowsの場合
英数字，ピリオド（.），円符号（¥），コロン（:），プラス（+），ハイフン（-），ま
たはアンダースコア（_）で指定します。

• UNIXの場合
英数字，ピリオド（.），スラッシュ（/），プラス（+），ハイフン（-），またはアン
ダースコア（_）で指定します。

CTMコマンドオプションファイル名称はユーザ任意の名称です。コマンドオプショ
ンファイルには，英数字，空白，ハイフン（-），ピリオド（.），スラッシュ（/），ま
たはアンダースコア（_）を記述できます。コマンドオプション以外は記述しないで
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ください。例えば，次のように指定します。
　
-CTMClientConnectCount 64
　

CTMコマンドオプションファイル名称を "tscoption"とする場合は，CTMデーモン
開始時に次のように指定します。
　
ctmstart -CTMTSCGwOption tscoption -CTMTSCGwStart 1
　

自動開始する複数の OTMゲートウェイのポート番号を固定したい場合は，コマン
ドオプションファイル内で -CTMPortオプションを指定します。指定された
-CTMPortオプションの値を基底値とし，1ずつ加算した値が各 OTMゲートウェイ
の -CTMPortオプションに指定されます。
コマンドオプションファイルに指定しなかった -CTMPort以外のオプションは，
ctmstartコマンドに指定された値を引き継いで設定します。

-CTMStatsUse {Y|N}
該当する CTMノードで稼働統計情報を取得するかどうかを指定します。
小文字での指定もできます。省略した場合は "Y"が設定され，該当する
CTMノードで稼働統計情報を取得します。

-CTMStatsFileCount ＜稼働統計情報ファイル世代数＞
稼働統計情報ファイルの世代数を 3～ 256の整数で指定します。省略した場合は
"3"が設定されます。

-CTMStatsFileSize ＜稼働統計情報ファイルサイズ＞
稼働統計情報ファイルのサイズ（単位：メガバイト）を 1～ 1024の整数で指定しま
す。省略した場合は "3（メガバイト）"が設定されます。

戻り値

0：
正常終了しました。

0以外：
コマンド処理中にエラーが発生したため，異常終了しました。出力されるメッセー
ジに従って対策したあと，再度コマンドを実行してください。

注意事項

● CTMデーモンは，開始後にカレントディレクトリを移動します。そのため，次に示す
場合のコアファイルの出力先は，実行形式ファイルのディレクトリとは異なります。
• "ctmstop -CTMForce -CTMDebugInfo"，killコマンドなどで CTMデーモンを強制
終了した場合

• CTMデーモンが異常終了した場合
287



6.　CTMで使用するコマンド
●移動後のカレントディレクトリを次に示します。
• Windowsの場合

"%CTMSPOOL%¥adm¥CTM識別子 ¥"
• UNIXの場合

"$CTMSPOOL/adm/CTM識別子 /"

● -CTMRegStartオプションを指定した場合，CTMレギュレータの自動開始が一つで
も異常終了すると，CTMデーモンは開始処理失敗と判断してエラーメッセージを出力
し，開始処理を中止します。

● -CTMRegOptionオプションで指定したコマンドオプションファイル内に記述したコ
マンドオプションの正当性を，自動開始した CTMレギュレータがチェックします。
そのため，コマンドオプション不正，および -CTMEjbPortオプション指定による
ポート番号の重複は，自動開始した CTMレギュレータで出力したエラーメッセージ
を参照して対策してください。

● CTMデーモンの開始完了前のメッセージには，-CTMLogFileSizeオプションおよび
-CTMLogFileCountオプションが有効にならない場合があります。

ctmstop（CTMデーモンの終了）

形式
ctmstop  [-h] [-CTMDomain <CTMドメイン名称>] [-CTMID <CTM識別子>]
         [-CTMMyHost <ホスト名称またはIPアドレス>]
         [-CTMForce [-CTMDebugInfo]]

機能

リクエストをスケジューリングするための CTMデーモンを終了します。

引数

-h
コマンドの使用方法が表示されます。

-CTMDomain <CTMドメイン名称 >
CTMデーモンが属する CTMドメイン名称を 1～ 31文字の英数字，またはアン
ダースコア（_）で指定します。"CTM"または "ctm"で始まる文字列は指定しない
でください。省略した場合は "CTMDOMAIN"が設定されます。

-CTMID <CTM識別子 >
CTMデーモンの CTM識別子を 1～ 31文字の英数字，ピリオド（.），またはアン
ダースコア（_）で指定します。"CTM"または "ctm"で始まる CTM識別子は指定し
ないでください。ピリオド（.）は，IPアドレスを指定する場合だけ使用できます。
省略した場合は，IPアドレスが CTM識別子に設定されます。例えば，ホストの IP
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アドレスが "172.17.112.43"のとき，"172.17.112.43"という文字列が CTM識別子と
なります。

-CTMMyHost <ホスト名称または IPアドレス >
マルチホームまたは IPアドレスを引き継ぐ系切り替え環境で CTMが使用するホス
ト名称または IPアドレスを 1～ 64文字の文字列で指定します。省略した場合は，
hostnameコマンドで取得されるホスト名称が設定されます。
-CTMIDオプションを省略して -CTMMyHostオプションを指定した場合，デフォ
ルトの CTM識別子は -CTMMyHostオプションで指定した IPアドレスになります。

-CTMForce
CTMデーモンを強制終了します。

-CTMDebugInfo
CTMデーモンの強制終了時にデバッグ情報として，共用メモリダンプおよびコアを
取得します。
-CTMDebugInfoオプションは，-CTMForceオプションを指定したときだけ有効で
す。

戻り値

0：
正常終了しました。

0以外：
コマンド処理中にエラーが発生したため，異常終了しました。出力されるメッセー
ジに従って対策したあと，再度コマンドを実行してください。

ctmstsed（稼働統計情報の編集と出力）

形式
ctmstsed  [-h] [-CTMEdit <編集出力形式>[,<編集出力形式>...]]
          [-CTMInterval <時間間隔>] [-CTMTime [<開始時刻>][,<終了時刻>]]
          [-CTMQueueName <キュー名>[,<キュー名>...]]
          [-CTMMethod <メソッド名>[,<メソッド名>...]]
          [-CTMCsv] [-CTMStdout]
          [<稼働統計情報ファイル名>[ <稼働統計情報ファイル名>...]]

機能

稼働統計情報ファイルに，取得した稼働統計情報を編集して出力します。デフォルトは
テキスト形式です。

出力できる情報は次の 3種類です。

• CTMノード全体でまとめた情報
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• キュー単位のスケジュールキュー情報
• メソッド単位のリクエスト情報

引数

-h
コマンドの使用方法が表示されます。

-CTMEdit <編集出力形式 >[,<編集出力形式 >...]
編集および出力する稼働統計情報の種類を指定します。
• nod：CTMノード全体でまとめた情報を編集および出力します。 
• que：キュー単位のスケジュールキュー情報を編集および出力します。
• mtd：メソッド単位のリクエスト情報を編集および出力します。

省略した場合は，nod，que，mtdのすべてが設定されます。

-CTMInterval <時間間隔 >
稼働統計情報を編集および出力する時間の間隔（単位：分）を 1～ 1440の整数で指
定します。ctmstsstartコマンドの -CTMIntervalオプションに指定した時間間隔の
整数倍を指定してください。整数倍を指定しない場合は，編集結果が正しく出力さ
れません。
省略した場合は，"10"が設定されます。

-CTMTime [<開始時刻 >][,<終了時刻 >]
稼働統計情報を編集および出力する範囲を，データの取得時刻で指定します。
時分月日年を hhmm[MMDD[YYYY]]の形式で指定します。月（MM），日（DD），
および年（YYYY）を省略すると，現在の年月日が設定されます。
指定できる値の範囲を次の表に示します。

開始時刻を省略した場合は，ファイルの先頭から終了時刻までが出力範囲になりま
す。終了時刻を省略した場合は，開始時刻からファイルの最後までが出力範囲にな
ります。また，開始時刻と終了時刻の両方を省略した場合は，稼働統計情報ファイ
ルのすべての情報が編集，出力されます。

-CTMQueueName <キュー名 >[,<キュー名 >...]
稼働統計情報を編集および出力するキュー名を 1～ 63文字の英数字，またはアン
ダースコア（_）で指定します。

記号 意味 値の範囲 省略の可否

hh 時 00≦ hh≦ 23 省略できません。

mm 分 00≦mm≦ 59 省略できません。

MM 月 01≦MM≦ 12 省略できます。

DD 日 01≦ DD≦ 31 省略できます。

YYYY 年 1970≦ YYYY 省略できます。
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このオプションは，-CTMEditオプションに "que"を指定する場合，または
-CTMEditオプションを省略する場合に指定できます。
バッチアプリケーションを実行するシステムでは，キュー名としてスケジュールグ
ループ名を指定してください。

-CTMMethod <メソッド名 >[,<メソッド名 >...]
稼働統計情報を編集および出力するメソッド名を指定します。
このオプションは，-CTMEditオプションに "mtd"を指定する場合，または
-CTMEditオプションを省略する場合に指定できます。

-CTMCsv
編集および出力の結果を CSV形式（コンマで区切ったテキスト形式）で出力しま
す。

-CTMStdout
編集および出力の結果を標準出力に出力します。

表 6-2　引数（コマンドオプション）の組み合わせ一覧（ctmstsedコマンド）

（凡例）
○：同時に指定できます。

コマンドオプ
ション

-h -CTMEdit -CTMI
nterva

l

-CT
MTi
me

-CTMQu
eueNam

e

-CTM
Metho

d

-CT
MCs

v

-CTM
Stdout

no
d

qu
e

mtd

-h － △
-h

△
-h

△
-h

△ -h △ -h △ -h △ -h △ -h △ -h

-CTMEd
it

no
d

△
-h

－ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

qu
e

△
-h

○ － ○ ○ ○ ○ × ○ ○

mt
d

△
-h

○ ○ － ○ ○ × ○ ○ ○

-CTMInterval △
-h

○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

-CTMTime △
-h

○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

-CTMQueueNa
me

△
-h

× ○ × ○ ○ － ○ ○ ○

-CTMMethod △
-h

× × ○ ○ ○ ○ － ○ ○

-CTMCsv △
-h

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

-CTMStdout △
-h

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
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△：△のあとに続くオプションが有効になります。
×：同時に指定できません。
－：該当しません。

注
-hオプションとほかのオプションを指定する場合，-hが優先されます。

<稼働統計情報ファイル名 >[ <稼働統計情報ファイル名 >...]
編集および出力する対象となる稼働統計情報ファイル名を指定します。半角スペー
スで区切って，最大 256個のファイル名を指定できます。省略した場合は，標準入
力から入力します。

戻り値

0：
正常終了しました。

0以外：
コマンド処理中にエラーが発生したため，異常終了しました。出力されるメッセー
ジに従って対策したあと，再度コマンドを実行してください。

出力形式
• CTMノード全体でまとめた情報を出力する形式（-CTMEditオプションに "nod"を指
定）

(凡例 )

*** Statistics Information by CTMNode ***
CTMDomain :aa..aa
CTMID     :bb..bb
------------------------------------------------------------------------------
--
** Edit time cc..cc － dd..dd **
statistical data : ee..ee － ee..ee
no data       : ff..ff － ff..ff
------------------------------------------------------------------------------
--
Event                        Count    Maximum      Minimum     Average (unit)
Request Response Time(Reg)  gg..gg      gg..gg      gg..gg      gg..gg (usec)
Request Time Out(Reg)       hh..hh           -           -           - (count)
Request Error(Reg)          ii..ii           -           -           - (count)
Request Response Time(OTM)  jj..jj      jj..jj      jj..jj      jj..jj (usec)
Request Time Out(OTM)       kk..kk           -           -           - (count)
Request Error(OTM)          ll..ll           -           -           - (count)
Schedule Wait Count         mm..mm      mm..mm      mm..mm      mm..mm (count)
Schedule Wait Time          nn..nn      nn..nn      nn..nn      nn..nn (usec) 
Request Overflow            oo..oo           -           -           - (count)
Regulator down              pp..pp           -           -           - (count)
OTMGateway down             qq..qq           -           -           - (count)
Regulator-Client                 -      rr..rr      rr..rr      rr..rr (count)
OTMGateway-Client                -      ss..ss      ss..ss      ss..ss (count)
CTMDaemon-J2EEServer(Ctr)        -      tt..tt      tt..tt      tt..tt (count)
CTMDaemon-J2EEServer(Req)        -      uu..uu      uu..uu      uu..uu (count)
CTMDaemon-Regulator              -      vv..vv      vv..vv      vv..vv (count)
CTMDaemon-OTMGateway             -      ww..ww      ww..ww      ww..ww (count)
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記号 説明

aa..aa CTMドメイン名称（1～ 31文字の英数字）です。

bb..bb CTM識別子（1～ 31文字の英数字）です。

cc..cc 編集開始時間です。

dd..dd 編集終了時間です。

ee..ee 編集時間内の稼働統計情報が取得されている時間帯です。

ff..ff 編集時間内で稼働統計情報が取得されていない時間帯です。

gg..gg CTMレギュレータのレスポンス時間（11けたの 10進数）です。出力する値が
100000000000以上の場合，"***********"が出力されます。

hh..hh CTMレギュレータのリクエストタイムアウト（11けたの 10進数）です。出力する
値が 100000000000以上の場合，"***********"が出力されます。

ii..ii CTMレギュレータのリクエスト障害（11けたの 10進数）です。出力する値が
100000000000以上の場合，"***********"が出力されます。

jj..jj OTMゲートウェイのレスポンス時間（11けたの 10進数）です。出力する値が
100000000000以上の場合，"***********"が出力されます。

kk..kk OTMゲートウェイのリクエストタイムアウト（11けたの 10進数）です。出力する
値が 100000000000以上の場合，"***********"が出力されます。

ll..ll OTMゲートウェイのリクエスト障害（11けたの 10進数）です。出力する値が
100000000000以上の場合，"***********"が出力されます。

mm..mm スケジュール待ち件数（11けたの 10進数）です。出力する値が 100000000000以上
の場合，"***********"が出力されます。

nn..nn スケジュール待ち時間（11けたの 10進数）です。出力する値が 100000000000以上
の場合，"***********"が出力されます。

oo..oo スケジュールできなかったリクエスト数（11けたの 10進数）です。出力する値が
100000000000以上の場合，"***********"が出力されます。

pp..pp CTMレギュレータ異常終了の件数（11けたの 10進数）です。出力する値が
100000000000以上の場合，"***********"が出力されます。

qq..qq OTMゲートウェイ異常終了の件数（11けたの 10進数）です。出力する値が
100000000000以上の場合，"***********"が出力されます。

rr..rr CTMレギュレータとクライアント間のコネクション件数（11けたの 10進数）です。
出力する値が 100000000000以上の場合，"***********"が出力されます。

ss..ss OTMゲートウェイと OTMクライアント間のコネクション件数（11けたの 10進数）
です。出力する値が 100000000000以上の場合，"***********"が出力されます。

tt..tt CTMデーモンと J2EEサーバ間の制御用のコネクション件数※（11けたの 10進数）
です。出力する値が 100000000000以上の場合，"***********"が出力されます。

uu..uu CTMデーモンと J2EEサーバ間のリクエスト用のコネクション件数（11けたの 10
進数）です。出力する値が 100000000000以上の場合，"***********"が出力されま
す

vv..vv CTMデーモンと CTMレギュレータ間のコネクション件数（11けたの 10進数）で
す。出力する値が 100000000000以上の場合，"***********"が出力されます。
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注※
CTMデーモンと J2EEサーバ（バッチアプリケーションを実行するシステムの場合，バッチ
サーバ）間制御用のコネクション件数は，J2EEサーバ数および J2EEサーバごとに生成して
いるキュー数の合計をカウントして出力します。

• CTMノード全体でまとめた情報を CSV形式で出力する形式（-CTMEditオプションに
"nod"を指定し，かつ -CTMCsvオプションを指定）

（凡例）

注
-CTMCsvオプションでは，編集時間内の統計情報データが取得されている時間帯，および編集
時間内で稼働統計が取得されていない時間帯は出力されません。

• キュー単位のスケジュールキュー情報を出力する形式（-CTMEditオプションに "que"
を指定）

ww..ww CTMデーモンと OTMゲートウェイ間のコネクション件数（11けたの 10進数）で
す。出力する値が 100000000000以上の場合，"***********"が出力されます。

*** Statistics Information by CTMNode ***
CTMDomain，CTMID，start，end，Event，Count，Maximum，Minimum，Average，unit
aa..aa，bb..bb，cc..cc，dd..dd，ee..ee，ff..ff，gg..gg，hh..hh，ii..ii，jj..jj
aa..aa，bb..bb，cc..cc，dd..dd，ee..ee，ff..ff，gg..gg，hh..hh，ii..ii，jj..jj

記号 説明

aa..aa CTMドメイン名称（1～ 31文字の英数字）です。

bb..bb CTM識別子（1～ 31文字の英数字）です。

cc..cc 編集開始時間です。

dd..dd 編集開始時間です。

ee..ee イベント内容です。

ff..ff 発生件数（11けたの 10進数）です。出力する値が 100000000000以上の場合，
"***********"が出力されます。

gg..gg 最大値（11けたの 10進数）です。出力する値が 100000000000以上の場合，
"***********"が出力されます。

hh..hh 最小値（11けたの 10進数）です。出力する値が 100000000000以上の場合，
"***********"が出力されます。

ii..ii 平均値（11けたの 10進数）です。出力する値が 100000000000以上の場合，
"***********"が出力されます。

jj..jj 単位です。

記号 説明
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（凡例）

注
QueueName : cc..cc以下は，キュー単位に繰り返し出力されます。

• キュー単位のスケジュールキュー情報を CSV形式で出力する形式（-CTMEditオプ
ションに "que"を指定し，かつ -CTMCsvオプションを指定）

*** Statistics Information by Queue ***
CTMDomain :aa..aa
CTMID     :bb..bb
------------------------------------------------------------------------------
--
QueueName : cc..cc
------------------------------------------------------------------------------
--
** Edit time dd..dd - ee..ee **
statistical data : ff..ff － ff..ff
no data       　: gg..gg － gg..gg
------------------------------------------------------------------------------
--
Event                        Count     　Maximum   　 Minimum    Average(unit)
Schedule Wait Count           hh..hh    　hh..hh      hh..hh      hh..hh(count)
Schedule Wait Time            ii..ii      ii..ii      ii..ii      ii..ii(usec) 
Request Overflow              jj..jj           -           -           -(count)
CTMDaemon-J2EEServer(Req)  　　    -      kk..kk       kk..kk     kk..kk(count)

記号 説明

aa..aa CTMドメイン名称（1～ 31文字の英数字）です。

bb..bb CTM識別子（1～ 31文字の英数字）です。

cc..cc J2EEアプリケーションの場合は，キュー名（1～ 63文字）です。
バッチアプリケーションの場合は，スケジュールグループ名です。

dd..dd 編集開始時間です。

ee..ee 編集終了時間です。

ff..ff 編集時間内の稼働統計情報が取得されている時間帯です。

gg..gg 編集時間内の稼働統計情報が取得されていない時間帯です。

hh..hh スケジュール待ち件数（11けたの 10進数）です。出力する値が 100000000000以上の場
合，"***********"が出力されます。

ii..ii スケジュール待ち時間（11けたの 10進数）です。出力する値が 100000000000以上の場
合，"***********"が出力されます。

jj..jj スケジュールできなかったリクエスト数（11けたの 10進数）です。出力する値が
100000000000以上の場合，"***********"が出力されます。

kk..kk CTMデーモンと J2EEサーバ間（バッチアプリケーションを実行するシステムの場合は
バッチサーバ間）のリクエスト用コネクションの件数（11けたの 10進数）です。出力す
る値が 100000000000以上の場合，"***********"が出力されます。
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（凡例）

注
-CTMCsvオプションでは，編集時間内の統計情報データが取得されている時間帯，および編集
時間内で稼働統計が取得されていない時間帯は出力されません。

• メソッド単位のリクエスト情報を出力する形式（-CTMEditオプションに "mtd"を指
定）

*** Statistics Information by CTMQueue ***
CTMDomain，CTMID，start，end，Event，Count，Maximum，Minimum，Average，unit
aa..aa，bb..bb，cc..cc，dd..dd，ee..ee，ff..ff，gg..gg，hh..hh，ii..ii，jj..jj
aa..aa，bb..bb，cc..cc，dd..dd，ee..ee，ff..ff，gg..gg，hh..hh，ii..ii，jj..jj
：
：

記号 説明

aa..aa CTMドメイン名称（1～ 31文字の英数字）です。

bb..bb CTM識別子（1～ 31文字の英数字）です。

cc..cc 編集開始時間です。

dd..dd 編集開始時間です。

ee..ee イベント内容です。

ff..ff 発生件数（11けたの 10進数）です。出力する値が 100000000000以上の場
合，"***********"が出力されます。

gg..gg 最大値（11けたの 10進数）です。出力する値が 100000000000以上の場合，
"***********"が出力されます。

hh..hh 最小値（11けたの 10進数）です。出力する値が 100000000000以上の場合，
"***********"が出力されます。

ii..ii 平均値（11けたの 10進数）です。出力する値が 100000000000以上の場合，
"***********"が出力されます。

jj..jj 単位です。
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（凡例）

*** Statistics Information by Method ***
CTMDomain :aa..aa
CTMID     :bb..bb
------------------------------------------------------------------------------
--
** Edit time cc..cc - dd..dd **
statistical data : ee..ee － ee..ee
no data       : ff..ff － ff..ff
------------------------------------------------------------------------------
--
Interface    : gg..gg
Method　     : hh..hh
------------------------------------------------------------------------------
--
Event                        Count     Maximum     Minimum     Average (unit)
Request Response Time(Reg)  ii..ii      ii..ii      ii..ii      ii..ii (usec)
Request Time Out(Reg)       jj..jj           -           -           - (count)
Request Error(Reg)          kk..kk           -           -           - (count)
Request Response Time(OTM)  ll..ll      ll..ll      ll..ll      ll..ll (usec)
Request Time Out(OTM)       mm..mm           -           -           - (count)
Request Error(OTM)          nn..nn           -           -           - (count)

記号 説明

aa..aa CTMドメイン名称（1～ 31文字の英数字）です。

bb..bb CTM識別子（1～ 31文字の英数字）です。

cc..cc 編集開始時間です。

dd..dd 編集終了時間です。

ee..ee 編集時間内の稼働統計情報が取得されている時間帯です。

ff..ff 編集時間内の稼働統計情報が取得されている時間帯です。

gg..gg インタフェース名（1～ 31文字の英数字）です。31文字を超える場合は，"先頭
から 15文字 " + "*" + "最後から 15文字 "の形式で出力されます。

hh..hh メソッド名（1～ 31文字の英数字）です。31文字を超える場合は，"先頭から 15
文字 " + "*" + "最後から 15文字 "の形式で出力されます。

ii..ii CTMレギュレータのレスポンス時間（11けたの 10進数）です。出力する値が
100000000000以上の場合，"***********"が出力されます。

jj..jj CTMレギュレータのリクエストタイムアウト（11けたの 10進数）です。出力す
る値が 100000000000以上の場合，"***********"が出力されます。

kk..kk CTMレギュレータのリクエスト障害（11けたの 10進数）です。出力する値が
100000000000以上の場合，"***********"が出力されます。

ll..ll OTMゲートウェイのレスポンス時間（11けたの 10進数）です。出力する値が
100000000000以上の場合，"***********"が出力されます。

mm..mm OTMゲートウェイのリクエストタイムアウト（11けたの 10進数）です。出力す
る値が 100000000000以上の場合，"***********"が出力されます。

nn..nn OTMゲートウェイのリクエスト障害（11けたの 10進数）です。出力する値が
100000000000以上の場合，"***********"が出力されます。
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注
Interface以下の情報が，J2EEサーバのメソッド単位に繰り返し出力されます。

• メソッド単位のリクエスト情報を CSV形式で出力する形式（-CTMEditオプションに
"mtd"を指定し，かつ -CTMCsvオプションを指定）

（凡例）

注
-CTMCsvオプションでは，編集時間内の統計情報データが取得されている時間帯，および編集
時間内で稼働統計が取得されていない時間帯は出力されません。バッチアプリケーションを実
行するシステムの場合，メソッド単位のリクエスト情報は無効です。

ctmstsflush（バッファ内容の強制ファイル出力）

形式
ctmstsflush [-h] [-CTMDomain <CTMドメイン名称>] [-CTMID <CTM識別子>]

機能

バッファリング中のメソッド単位のリクエスト情報を強制的にファイルに出力します。

*** Statistics Information by Method ***
CTMDomain，CTMID，start，end，Event，Count，Maximum，Minimum，Average，unit
aa..aa，bb..bb，cc..cc，dd..dd，ee..ee，ff..ff，gg..gg，hh..hh，ii..ii，jj..jj
aa..aa，bb..bb，cc..cc，dd..dd，ee..ee，ff..ff，gg..gg，hh..hh，ii..ii，jj..jj
：

記号 説明

aa..aa CTMドメイン名称（1～ 31文字の英数字）です。

bb..bb CTM識別子（1～ 31文字の英数字）です。

cc..cc 編集開始時間です。

dd..dd 編集開始時間です。

ee..ee イベント内容です。

ff..ff 発生件数（11けたの 10進数）です。出力する値が 100000000000以上の場
合，"***********"が出力されます。

gg..gg 最大値（11けたの 10進数）です。出力する値が 100000000000以上の場合，
"***********"が出力されます。

hh..hh 最小値（11けたの 10進数）です。出力する値が 100000000000以上の場合，
"***********"が出力されます。

ii..ii 平均値（11けたの 10進数）です。出力する値が 100000000000以上の場合，
"***********"が出力されます。

jj..jj 単位です。
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引数

-h
コマンドの使用方法が表示されます。

-CTMDomain <CTMドメイン名称 >
CTMドメインマネジャが属する CTMドメイン名称を 1～ 31文字の英数字，また
はアンダースコア（_）で指定します。"CTM"または "ctm"で始まる文字列は指定
しないでください。省略した場合は "CTMDOMAIN"が設定されます。

-CTMID <CTM識別子 >
メソッド単位のリクエスト情報を強制的にファイルに出力させる，CTMデーモンの
CTM識別子を 1～ 31文字の英数字，ピリオド（.），またはアンダースコア（_）で
指定します。"CTM"または "ctm"で始まる CTM識別子は指定しないでください。
ピリオド（.）は，IPアドレスを指定する場合だけ使用できます。
省略した場合は，IPアドレスが CTM識別子に設定されます。

戻り値

0：
正常終了しました。

0以外：
コマンド処理中にエラーが発生したため，異常終了しました。出力されるメッセー
ジに従って対策したあと，再度コマンドを実行してください。

ctmstsstart（稼働統計情報の取得開始）

形式
ctmstsstart [-h]｜[[-CTMDomain <CTMドメイン名称>] [-CTMID <CTM識別子>]
            [-CTMInterval <時間間隔>] [-CTMCheckInterval <時間間隔>]]

機能

稼働統計情報ファイルへの情報の取得を開始します。

CTMデーモンを開始する前にこのコマンドを実行するとエラーになります。

引数

-h
コマンドの使用方法が表示されます。

-CTMDomain <CTMドメイン名称 >
CTMドメインマネジャが属する CTMドメイン名称を 1～ 31文字の英数字，また
はアンダースコア（_）で指定します。"CTM"または "ctm"で始まる文字列は指定
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しないでください。省略した場合は "CTMDOMAIN"が設定されます。

-CTMID <CTM識別子 >
稼働統計情報ファイルへの情報の取得を開始する，CTMデーモンの CTM識別子を
1～ 31文字の英数字，ピリオド（.），またはアンダースコア（_）で指定します。
"CTM"または "ctm"で始まる CTM識別子は指定しないでください。ピリオド（.）
は，IPアドレスを指定する場合だけ使用できます。マルチホームドホスト環境で使
用する場合は，-CTMIDオプションは省略できません。
省略した場合は，IPアドレスが CTM識別子に設定されます。

-CTMInterval <時間間隔 >
稼働統計情報ファイルに情報を取得する時間の間隔（単位：分）を 1～ 1440の整数
で指定します。省略した場合は "1"（分）が設定されます。

-CTMCheckInterval <時間間隔 >
コネクション情報を取得する時間の間隔（単位：秒）を 1～ 60の整数で指定しま
す。コネクション数が多くなるとコネクション情報の取得に時間が掛かるので，コ
ネクション数が多い場合は，指定する値を大きくしてください。省略した場合は
"60"（秒）が設定されます。

戻り値

0：
正常終了しました。

0以外：
コマンド処理中にエラーが発生したため，異常終了しました。出力されるメッセー
ジに従って対策したあと，再度コマンドを実行してください。

注意事項

ctmstsstartコマンドを実行して -CTMIntervalオプションに指定した時間が経過した時
点で，稼働統計情報ファイルに情報が出力されるとは限りません。これは，ctmstsstart
コマンドを実行して最初に XX時 YY分 00秒（X，Y：符号なし整数）となった時から，
稼働統計情報の取得が開始されるためです。この取得開始から -CTMIntervalオプショ
ンに指定した時間が経過した時点で，稼働統計情報ファイルに情報が出力されます。

例えば，ctmstsstartコマンドに -CTMInterval 1を指定して，18時 10分 30秒に実行す
ると，稼働統計情報の取得は 18時 11分 00秒に開始され，稼働統計情報ファイルが出力
されるのは 18時 12分 00秒となります。
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ctmstsstop（稼働統計情報の取得終了）

形式
ctmstsstop [-h] [-CTMDomain <CTMドメイン名称>] [-CTMID <CTM識別子>] 

機能

稼働統計情報ファイルへの情報の取得を終了します。

引数

-h
コマンドの使用方法が表示されます。

-CTMDomain <CTMドメイン名称 >
CTMドメインマネジャが属する CTMドメイン名称を 1～ 31文字の英数字，また
はアンダースコア（_）で指定します。"CTM"または "ctm"で始まる文字列は指定
しないでください。省略した場合は "CTMDOMAIN"が設定されます。

-CTMID <CTM識別子 >
稼働統計情報ファイルへの情報の取得を停止する，CTMデーモンの CTM識別子を
1～ 31文字の英数字，ピリオド（.），またはアンダースコア（_）で指定します。
"CTM"または "ctm"で始まる CTM識別子は指定しないでください。ピリオド（.）
は，IPアドレスを指定する場合だけ使用できます。マルチホームドホスト環境で使
用する場合は，-CTMIDオプションは省略できません。
省略した場合は，IPアドレスが CTM識別子に設定されます。

戻り値

0：
正常終了しました。

0以外：
コマンド処理中にエラーが発生したため，異常終了しました。出力されるメッセー
ジに従って対策したあと，再度コマンドを実行してください。

注意事項

ctmstsstartコマンドの -CTMIntervalオプションに指定した時間間隔の経過前に
ctmstsstopコマンドを実行すると，ctmstsstopコマンドの実行までに取得した情報がす
べてファイルに出力されます。
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ctmtscgwd（OTMゲートウェイの開始）

形式
ctmtscgwd [-h] |
          [-CTMDomain <CTMドメイン名称>]
          [-CTMID <CTM識別子>]
          [-CTMPort <ポート番号>]
          [-CTMMyHost <ホスト名称またはIPアドレス>]
          [-CTMClientConnectCount <接続クライアントの最大数>]
          [-CTMTPool]

機能

OTMクライアントのリクエストを CTMで処理するためのゲートウェイプロセスを開始
します。OTMゲートウェイは CTMデーモンが動作するホストと同じホストで開始して
ください。なお，OTMゲートウェイを直接開始することはできません。

引数

-h
コマンドの使用方法が表示されます。

-CTMDomain <CTMドメイン名称 >
CTMデーモンが属する CTMドメイン名称を 1～ 31文字の英数字，またはアン
ダースコア（_）で指定します。"CTM"または "ctm"で始まる文字列は指定しない
でください。省略した場合は "CTMDOMAIN"が設定されます。

-CTMID <CTM識別子 >
CTMデーモンの CTM識別子を 1～ 31文字の英数字，ピリオド（.），またはアン
ダースコア（_）で指定します。"CTM"または "ctm"で始まる CTM識別子は指定し
ないでください。ピリオド（.）は，IPアドレスを指定する場合だけ使用できます。
省略した場合は，IPアドレスが CTM識別子に設定されます。例えば，ホストの IP
アドレスが "172.17.112.43"のとき，"172.17.112.43"という文字列が CTM識別子と
なります。

-CTMPort <ポート番号 >
OTMクライアントが OTMゲートウェイの新しいコネクションを探すときに使用す
るポート番号を 5001～ 65535の整数で指定します。省略した場合は，OSが自動的
に割り当てたポート番号を使用します。

-CTMMyHost <ホスト名称または IPアドレス >
マルチホームまたは IPアドレスを引き継ぐ系切り替え環境で CTMが使用するホス
ト名称または IPアドレスを 1～ 64文字の文字列で指定します。省略した場合は，
hostnameコマンドで取得されるホスト名称が設定されます。
-CTMIDオプションを省略して -CTMMyHostオプションを指定した場合，デフォ
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ルトの CTM識別子は -CTMMyHostオプションで指定した IPアドレスになります。

-CTMClientConnectCount ＜接続クライアントの最大数＞
OTMゲートウェイに接続できるコネクション数を 1～ 32767の整数で指定します。
コネクション数は，OTMクライアントからの接続数です。省略した場合は "64"が
設定されます。

-CTMTPool
OTMゲートウェイをスレッドプーリング（ThreadPool）モデルで動作させます。
省略した場合は，スレッドパーセション（ThreadSession）で動作させます。ス
レッドプーリングおよびスレッドパーセションの詳細については，マニュアル
「Borland(R) Enterprise Server VisiBroker(R) デベロッパーズガイド」を参照してく
ださい。

戻り値

0：
正常終了しました。

0以外：
コマンド処理中にエラーが発生したため，異常終了しました。出力されるメッセー
ジに従って対策したあと，再度コマンドを実行してください。

注意事項

● OTMゲートウェイは開始後にカレントディレクトリを移動します。そのため，次に
示す場合のコアファイルの出力先は，実行形式ファイルのディレクトリとは異なりま
す。
• "ctmdmstop -CTMForce -CTMDebugInfo"，killコマンドなどで OTMゲートウェ
イを強制終了した場合

• OTMゲートウェイが異常終了した場合

●移動後のカレントディレクトリを次に示します。
• Windowsの場合

"%CTMSPOOL%¥adm¥CTM識別子 ¥tgwd¥カレントディレクトリ ID¥"
• UNIXの場合

"$CTMSPOOL/adm/CTM識別子 /tgwd/カレントディレクトリ ID/"
カレントディレクトリ IDは，メッセージ KFCT70606-Iを参照してください。

ctmver（実行形式ファイルおよびライブラリのバージョン情
報の出力）

形式
ctmver -h | <ファイルパス>
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機能

CTMが提供する実行形式ファイルおよびライブラリのバージョン情報を出力します。

引数

-h
コマンドの使用方法が表示されます。

<ファイルパス >
対象となるファイルパス（相対パスまたは絶対パス）を指定します。

出力形式
Information For：aa…aa
Product Name：bb….bb
PP Number：cc…cc
Version：dd…dd
Copyright：ee…ee
Company：ff…ff
Build OS：gg…gg
Build Compiler：hh…hh
Build Date：ii…ii jj…jj
Build Number：kk…kk

（凡例）
aa…aa：ファイル名称（文字列）
bb…bb：製品名称（文字列）
cc…cc：PP型名（文字列）
dd…dd：バージョンおよびリビジョン（文字列）
ee…ee：コピーライト（文字列）
ff…ff：会社名（文字列）
gg…gg：ビルド OS（文字列）
hh…hh：ビルドコンパイラ（文字列）
ii…ii：ビルド日付（文字列）
jj…jj：ビルド時刻（文字列）
kk…kk：保守情報 (文字列 )

戻り値

0：
正常終了しました。

0以外：
コマンド処理中にエラーが発生したため，異常終了しました。出力されるメッセー
ジに従って対策したあと，再度コマンドを実行してください。
304



7　 Management Serverで使用
するコマンド
この章では，Management Serverで使用するコマンドの入力
形式，機能などについて説明します。

7.1　Management Serverで使用するコマンドの一覧

7.2　Management Serverで使用するコマンドの詳細

7.3　mngsvrutilコマンドのサブコマンドの詳細
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7.1　Management Serverで使用するコマンド
の一覧

Management Serverで使用するコマンドの一覧を，次の表に示します。

表 7-1　Management Serverで使用するコマンドの一覧

コマンド名称 分類 概要

adminagentcheck 運用管理エージェン
トの稼働確認

運用管理エージェントが稼働しているかどうかを
確認します。

adminagentctl 運用管理エージェン
トの起動と停止

運用管理エージェントのサービスを起動または停
止します。

daemon デーモンプロセスの
起動

Management Server，運用管理エージェントを
デーモンプロセスとして起動します。
このコマンドは，UNIX用です。

kill プロセスの強制停止 プロセスを強制終了します。
このコマンドは，Windows用です。

mngautorun サービスの設定 Management Serverおよび運用管理エージェン
トのサービスの設定を変更します。
このコマンドは，Windows用です。

mngenvsetup 管理グループの設定 OSのグループをManager Sever管理グループ，
統合ユーザ管理グループに設定します。
このコマンドは，UNIX用です。

mngsvr_adapter_setup Cosminexusアダプ
タコマンドのセット
アップとアンセット
アップ

JP1/IM連携で使用する Cosminexusアダプタコ
マンドのセットアップまたはアンセットアップを
実行します。

mngsvr_monitor_setup Cosminexusモニタ
起動コマンドのセッ
トアップとアンセッ
トアップ

JP1/IM連携で使用する Cosminexusモニタ起動
コマンドのセットアップまたはアンセットアップ
を実行します。
このコマンドは，Windows用です。

mngsvrctl Management Server
の起動／停止／セッ
トアップ

Management Serverを起動または停止します。
または，Management Serverの実行に必要な
セットアップをします。

mngsvrupdate Management Server
の移行コマンド

Management Serverで管理している情報を，最
新のバージョンで使用する形式に移行します。

mngsvrutil Management Server
の運用管理コマンド

Management Serverに接続して，運用管理ドメ
イン内での操作を実行します。

mstrexport Management Server
管理ファイルの退避

Management Server管理ファイルを収集して
ZIP形式で出力します。

mstrimport Management Server
管理ファイルの回復

回復に成功したファイルのパス名を，システムプ
ロパティを含んだ形式で標準出力に出力します。
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7.2　Management Serverで使用するコマンド
の詳細

Management Serverで使用する各コマンドの入力形式，機能などを次に示します。

コマンドの格納先
Management Serverサーバで使用するコマンドは，次のディレクトリに格納されて
います。

Windowsの場合
• mngsvr_monitor_setupコマンド以外のコマンド
<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥manager¥bin¥

• mngsvr_monitor_setupコマンド
<Cosminexusのインストールディレクトリ
>¥manager¥externals¥jp1¥mngsvrmonitor¥

なお，このコマンドは，運用管理クライアントマシンのコピー先で実行しま
す。

UNIXの場合
/opt/Cosminexus/manager/bin/

adminagentcheck（運用管理エージェントの稼働確認）

形式

他ホストの運用管理エージェントの稼働状況を確認する場合
adminagentcheck [-t <タイムアウト時間>] [<ホスト名>[：<ポート番号>]]

自ホストの運用管理エージェントの稼働状況を確認する場合
adminagentcheck [-t <タイムアウト時間>]

機能

運用管理エージェントが稼働しているかどうかを，Management Serverを経由しないで
確認します。

引数

-t <タイムアウト時間 >
運用管理エージェントとの接続タイムアウト時間（単位：秒）を，0～ 2147483の
整数で指定します。0を指定した場合，タイムアウトは無限と解釈されます。その
場合，接続が確立されるまで，またはエラーが発生するまで待ち続けます。このオ
プションを省略した場合，タイムアウト時間は 5（秒）です。
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<ホスト名 >
運用管理エージェントとの通信で使用するドット記法での IPアドレス
（xxx.xxx.xxx.xxx），または名前解決できるホスト名を指定します。なお，xxxには
0～ 255の整数を指定します。

<ポート番号 >
運用管理エージェントとの通信で使用するポート番号を 1～ 65535の整数で指定し
ます。

オプションが省略された場合に，adminagent.propertiesに省略値が設定されているとき
は，その値が使用されます。値が設定されていない場合，またはポート番号に指定でき
ない値が設定されている場合はデフォルト値が使用されます。オプションの省略時に使
用される adminagent.propertiesのプロパティ名，デフォルト値を次に示します。

戻り値

0：
運用管理エージェントは稼働しています。

1：
コマンド実行時エラーです。
指定されたホスト名がアドレス解決できない場合，1となります。

2：
コマンドシンタックスエラーです。

103：
運用管理エージェントは稼働していません。
すべての通信エラーおよびタイムアウト時に，103となります。

注意事項

●オプションが省略された場合は，adminagent.propertiesのポート番号に指定範囲外
の値が設定されていてもデフォルト値が設定されますが，オプションに指定範囲外の
値が設定された場合は，シンタックスエラーとなります。

● adminagentcheckコマンドは，運用監視を行うバッチまたはシェルからの使用が想定
されています。そのため，標準出力およびエラー出力には何も出力されません。運用
管理エージェントが稼働しているかどうか，およびコマンドエラーについては，戻り
値から判定してください。ただし，コマンドシンタックスエラーの場合だけ，Usage
が出力されます。

オプション プロパティ名 デフォルト値

ホスト名 adminagent.adapter.bind_host 127.0.0.1

ポート番号 adminagent.adapter.port 20295
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adminagentctl（運用管理エージェントの起動と停止）

形式
adminagentctl {start|stop}

機能

運用管理エージェントのサービスを起動または停止します。

UNIXの場合に，運用管理エージェントをデーモンプロセスとして起動する方法につい
ては，「daemon（デーモンプロセスの起動）」を参照してください。

このコマンドは，Administrator権限（Windowsの場合），または root権限（UNIXの
場合）のあるユーザが実行してください。ただし，UNIXの場合，root権限がない特定
のユーザにコマンドの実行権限を設定することもできます。設定については，
「mngenvsetup（管理グループの設定）」を参照してください。

引数

引数の指定がない場合，コマンドの使用方法を表示します。

start
運用管理エージェントのサービスを開始します。

stop
運用管理エージェントのサービスを終了します。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
実行時エラーが発生しました。

2：
シンタックスエラーが発生しました。

入力例
adminagentctl start

daemon（デーモンプロセスの起動）

形式

Management Serverを起動する場合
Management Serverをデーモンプロセスとして起動する場合，次の方法で起動して
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ください。
/opt/Cosminexus/manager/bin/daemon -cf /opt/Cosminexus/manager/
bin/mngsvrctl start

mngsvrctl（Management Serverの起動／停止／セットアップ）の詳細については，
「mngsvrctl（Management Serverの起動／停止／セットアップ）」を参照してくだ
さい。

運用管理エージェントを起動する場合
運用管理エージェントをデーモンプロセスとして起動する場合，次の方法で起動し
てください。
/opt/Cosminexus/manager/bin/daemon -cf /opt/Cosminexus/manager/
bin/adminagentctl start

adminagentctl（運用管理エージェントの起動と停止）の詳細については，
「adminagentctl（運用管理エージェントの起動と停止）」を参照してください。

機能

Management Server，運用管理エージェントを，デーモンプロセスとして起動します。
なお，このコマンドは，UNIX用です。

kill（プロセスの強制停止）

形式
kill <プロセスID> [<プロセスID> ...]

機能

プロセスを強制終了します。運用管理ポータルから論理サーバを停止できなくなった場
合などに実行します。

このコマンドは，Administrator権限のあるユーザが実行してください。なお，このコ
マンドは，Windows用です。

引数

<プロセス ID>
強制終了するプロセスの IDを指定します。
複数指定できます。

入力例
kill 2034
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mngautorun（サービスの設定）

形式
mngautorun [-d] [{server|agent|both}]

機能

Management Serverおよび運用管理エージェントのサービスの設定を変更します。この
コマンドでは，次の設定をします。

• マシン起動と同時に，Management Serverおよび運用管理エージェントのサービス
を起動するように設定します。

• マシン起動時に，Management Serverおよび運用管理エージェントのサービスの両
方が起動する場合，運用管理エージェント起動後にManagement Serverを起動する
ように依存関係を設定します。

なお，このコマンドは，Windows用です。

引数

オプションの指定がない場合，コマンドの使用方法が表示されます。

-d
Management Serverおよび運用管理エージェントのサービスに関する設定をインス
トール時の状態に戻します。

server
Management Serverのサービスのスタートアップに関する設定を自動に変更しま
す。

agent
運用管理エージェントのサービスのスタートアップに関する設定を自動に変更しま
す。

both
Management Serverおよび運用管理エージェントのサービスのスタートアップに関
する設定を自動に変更して，運用管理エージェント起動後にManagement Server
を起動するように依存関係を設定します。

入力例

●入力例 1
Management Serverサービスと運用管理エージェントサービスを OS起動時に開始す
る場合
mngautorun both

●入力例 2
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インストール時の状態に戻す場合
mngautorun -d

注意事項

このコマンドを使用してManagement Server，および運用管理エージェントのサービス
の設定を変更した環境に，アプリケーションサーバを上書きインストール，またはアッ
プグレードインストールすると，サービスの設定がリセットされます。その場合は，再
度このコマンドを実行してください。

mngenvsetup（管理グループの設定）

形式
mngenvsetup [-mng | -ua] {<OSのグループ名> | -d}

機能

root権限を持つユーザしかできなかったManagement Serverで使用するコマンドおよ
び統合管理ユーザで使用するコマンドを，root権限を持たない特定のユーザが実行でき
るように設定できます。なお，このコマンドは，UNIX用です。

Management Serverで使用するコマンドを実行できるユーザのグループを
Management Server管理グループといいます。統合管理ユーザで使用するコマンドを実
行できるユーザのグループを統合ユーザ管理グループといいます。

このコマンドは，OSのグループをManagement Server管理グループと統合ユーザ管理
グループとして設定します。

このコマンドの対象となるコマンドを次に示します。

（凡例）

root権限以外の運用で実行できるコマンド 管理グループ

Management Server管理グ
ループ

統合ユーザ管理グループ
※

adminagentctl ○ －

convpw － ○

mngsvr_adapter_setup ○ －

mngsvrctl ○ －

ssoexport － ○

ssogenkey － ○

ssoimport － ○

uachpw － ○
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○：該当します。
－：該当しません。

注※　統合ユーザ管理グループのコマンドの詳細については，「13.　統合ユーザ管理で使用するコ
マンド」を参照してください。

引数の指定と管理グループの設定は次のとおりです。

• -mngを指定するとManagement Server管理グループだけを設定します。
• -uaを指定すると統合ユーザ管理グループだけを設定します。
• -mng，-uaを指定しないで，OSのグループ名を指定した場合は，Management 

Server管理グループおよび統合ユーザ管理グループの両方に，指定した OSのグルー
プが設定されます。

• -dだけを指定すると，Management Server管理グループおよび統合ユーザ管理グ
ループの両方の設定が削除されます。コマンドを実行できるのは，root権限を持つ
ユーザだけに戻ります。また，Management Server管理グループおよび統合ユーザ
管理グループは，アプリケーションサーバのインストール時の OSグループに戻りま
す。

• -dと -mngまたは -uaを同時に指定すると，Management Server管理グループまた
は統合ユーザ管理グループのどちらかの設定が削除されます。設定が削除された管理
グループのコマンドを実行できるのは，root権限を持つユーザだけに戻ります。

Management Server管理グループまたは統合ユーザ管理グループが設定された状態でこ
のコマンドを実行すると上書き設定されます。

引数

-mng <OSのグループ名 >
OSのグループをManagement Server管理グループに設定します。OSのグループ
名を省略した場合にはUSAGEが表示されます。

-ua <OSのグループ名 >
OSのグループを統合ユーザ管理グループに設定します。OSのグループ名を省略し
た場合にはUSAGEが表示されます。

-d
Management Server管理グループおよび統合ユーザ管理グループの設定が削除され
ます。コマンドを実行できるのは，root権限を持つユーザだけに戻ります。

入力例

●Management Server管理グループおよび統合ユーザ管理グループをmanagerに設定
する場合
mngenvsetup manager

●Management Server管理グループをmanagerに設定する場合
mngenvsetup -mng manager
313



7.　Management Serverで使用するコマンド
●統合ユーザ管理グループをmanagerに設定する場合
mngenvsetup -ua manager

●Management Server管理グループおよび統合ユーザ管理グループを rootに戻す場合
mngenvsetup -d

注意事項

このコマンドを実行すると，Management Serverで使用するコマンドまたは統合ユーザ
管理で使用するコマンドに SUIDビットが付加されます。このため，アクセス権を与え
るユーザを適切に設定する必要があります。

mngsvr_adapter_setup（Cosminexusアダプタコマンドの
セットアップとアンセットアップ）

形式
mngsvr_adapter_setup [ -i | -u ] [ -t { IM_CS | IM_CM } ]

機能

JP1/IM連携をする場合に，Cosminexusアダプタコマンドをセットアップまたはアン
セットアップします。コマンドを実行すると，JP1/Baseの環境に Cosminexus用のアダ
プタコマンド設定ファイルを追加します。

このコマンドは，アプリケーションサーバの運用管理サーバ（Management Serverを配
置しているホスト）で実行します。

このコマンドは，Administrator権限（Windowsの場合），または root権限（UNIXの
場合）があるユーザが実行してください。ただし，UNIXの場合，root権限がない特定
のユーザにコマンドの実行権限を設定することもできます。設定については，
「mngenvsetup（管理グループの設定）」を参照してください。

引数

引数の指定がない場合，JP1/IM - Central Scope連携用のアダプタコマンドのセット
アップを実行します。

-i
セットアップを実行します。

-u
アンセットアップを実行します。

-t IM_CS
JP1/IM - Central Scope連携用のアダプタコマンドのセットアップを実行します。

-t IM_CM
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JP1/IM - CM連携用のアダプタコマンドのセットアップを実行します。

入力例
mngsvr_adapter_setup -i -t IM_CM

mngsvr_monitor_setup（Cosminexusモニタ起動コマンドの
セットアップとアンセットアップ）

形式
mngsvr_monitor_setup [ -i | -u ]

機能

JP1/IM連携をする場合に，Cosminexusモニタ起動コマンドをセットアップまたはアン
セットアップします。

このコマンドは，<Cosminexusのインストールディレクトリ
>¥manager¥externals¥jp1¥mngsvrmonitor下に格納されています。運用管理クライア
ントマシンのコピー先で実行します。

このコマンドは，Administrator権限があるユーザが実行してください。なお，このコ
マンドは，Windows用です。

引数

引数の指定がない場合は，セットアップを実行します。

-i
セットアップを実行します。

-u
アンセットアップを実行します。

mngsvrctl（Management Serverの起動／停止／セットアッ
プ）

形式

Management Serverを起動する場合
Windowsの場合
  mngsvrctl start

UNIXの場合
  /opt/Cosminexus/manager/bin/mngsvrctl start

Management Serverを停止する場合
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Windowsの場合
  mngsvrctl stop

UNIXの場合
  /opt/Cosminexus/manager/bin/mngsvrctl stop

Management Serverをセットアップする場合
Windowsの場合
  mngsvrctl setup [<サーバ名>] [-u <管理ユーザID>] [-p <管理ユーザパ
スワード>] [-np <変更後の管理ユーザパスワード>] [-nu <変更後のユーザID>]

UNIXの場合
  /opt/Cosminexus/manager/bin/mngsvrctl setup [<サーバ名>] [-u <
管理ユーザID>] [-p <管理ユーザパスワード>] [-np <変更後のユーザパスワー
ド>] [-nu <変更後のユーザID>]

機能

Management Serverを起動または停止します。または，アプリケーションサーバを初め
てインストールしたマシンで，Management Serverを実行するために必要なセットアッ
プをします。

管理ユーザアカウントの省略機能を無効にしている場合，セットアップと同時に，
Management Serverへログインするための管理ユーザアカウント（管理ユーザ IDおよ
び管理ユーザパスワード）を設定できます。セットアップ時に管理ユーザアカウントを
設定しないと，Management Serverの起動時および停止時に管理ユーザアカウントの設
定が必要になります。また，管理ユーザアカウントがすでに設定されている場合は，別
のユーザアカウントを指定することで管理ユーザアカウントを変更することもできます。

管理ユーザアカウントの省略機能を有効にしている場合，このコマンドの実行時および
Management Serverの起動後に管理ユーザアカウントを設定する必要はありません。

管理ユーザアカウントの省略機能については，マニュアル「Cosminexus アプリケー
ションサーバ システム構築・運用ガイド」の管理ユーザアカウントの設定を省略する場
合に関する説明を参照してください。

このコマンドは，Administrator権限（Windowsの場合），または root権限（UNIXの
場合）のあるユーザが実行してください。ただし，UNIXの場合，root権限がない特定
のユーザにコマンドの実行権限を設定することもできます。設定については，
「mngenvsetup（管理グループの設定）」を参照してください。

UNIXの場合に，Management Serverをデーモンプロセスとして起動する方法について
は，「daemon（デーモンプロセスの起動）」を参照してください。

引数

引数の指定がない場合，コマンドの使用方法が表示されます。

start
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Management Serverを起動します。

stop
Management Serverを停止します。

setup 
Management Serverをセットアップします。

<サーバ名 >
Management Serverの名称（Webコンテナのサーバ名称）を指定します。省略し
た場合は，「cosmi_m」が仮定されます。

-u <管理ユーザ ID>
Management Serverの管理ユーザ IDを指定します。

-p <管理ユーザパスワード >
Management Serverの管理ユーザパスワードを指定します。

-np <変更後の管理ユーザパスワード >
新しいManagement Serverの管理ユーザパスワードを指定します。

-nu <変更後の管理ユーザ ID>
新しいManagement Serverの管理ユーザ IDを指定します。
設定済みの管理ユーザパスワードを解除する場合は，空文字（""）を指定します。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
実行時エラーが発生しました。

2：
シンタックスエラーが発生しました。

入力例

Management Serverをセットアップする場合
mngsvrctl setup [<サーバ名>]

セットアップ時に管理ユーザアカウントの設定もする場合
mngsvrctl setup [<サーバ名>] -u admin01 -p p1574809

設定済みの管理ユーザアカウントを変更する場合
mngsvrctl setup -u admin01 -p p1574809 -np passwd123 -nu admin02

管理ユーザパスワードを解除する場合
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mngsvrctl setup localhost -u admin01 -p p1574809 -np ""

注意事項

UNIXの場合のmngsvrctlの注意事項を次に示します。

●Management Serverを起動する前に，umask 022を設定してください。
コマンドからManagement Serverを起動した場合，umaskに影響されるファイル
は，それぞれ次の ownerおよび groupで作成します。
• AIXの場合

root/system
• HP-UXの場合

root/sys
• Linuxの場合

root/root
• Solarisの場合

root/other

umaskに影響されるファイルを次に示します。
• 構成情報の退避／回復画面で退避した構成情報ファイル（ユーザ任意）
• J2EEアプリケーションまたはリソースのインポート時に作成される J2EEアプリ
ケーションファイル（EARファイル），またはリソース情報ファイル（mapps_<論
理サーバ名 >_<内部 ID>）

• 登録された J2EEアプリケーション（<アプリケーション表示名 >_<登録時刻 >）
• ssogenkeyコマンド実行時またはリポジトリ管理で暗号鍵ファイルの設定時に作成
される暗号化／復号化用の鍵ファイル（ユーザ任意）

• J2EEサーバ，またはバッチサーバへの設定情報の配布時に作成される運用監視
エージェントの設定ファイル（mngagent.<論理サーバ名 >.properties）

• snapshotログ収集の直前に作成される snapshotログ機能で設定されている環境変
数の格納ファイル（envinfo.txt）

• J2EEサーバ，またはバッチサーバへの設定情報の配布時に作成される J2EEサー
バ，またはバッチサーバのユーザ定義ファイルのバックアップファイル
（usrconf.cfg.bak）
• J2EEサーバ，またはバッチサーバへの設定情報の配布時に作成される J2EEサー
バ，またはバッチサーバのユーザ定義ファイルのバックアップファイル
（usrconf.properties.bak）

●Management Serverを起動する場合，ロケールを日本語に設定してから実行してく
ださい。
kshを使用している環境でロケールを日本語に設定する場合の例を次に示します。
• AIXの場合の設定例
export LANG=Ja_JPまたは export LANG=ja_JP

• HP-UXの場合の設定例
export LANG=ja_JP.SJISまたは export LANG=ja_JP.eucJP
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• Linuxの場合の設定例
export LANG=ja_JP.utf8

• Solarisの場合の設定例
export LANG=Ja_JP.PCKまたは export LANG=ja_JP.eucJP

Management Serverをセットアップする場合の注意事項を次に示します。

●管理ユーザアカウントの省略機能を有効にしてこのコマンドを実行した場合，共通引
数の -uオプション，-pオプション，-npオプション，および -nuオプションの設定は
無効になります。このときメッセージが出力され，セットアップ処理は続行されます。

●管理ユーザアカウントの省略機能を無効にして管理ユーザ IDが設定されていない状
態で -nuオプションを指定したコマンドを実行すると，-uオプションの指定は無視さ
れて，-nuオプションで指定した管理ユーザ IDが設定されます。また，管理ユーザア
カウントの省略機能を無効にして管理ユーザパスワードが設定されていない状態で
-npオプションを指定したコマンドを実行すると，-pオプションの指定は無視されて，
-npオプションで指定した管理ユーザパスワードが設定されます。

mngsvrupdate（Management Serverの移行コマンド）

形式
mngsvrupdate [-t <ターゲット名称>][-k <ターゲット種別>]
             [<サブコマンド> [<引数>]]

機能

Cosminexus Component Containerのバージョンアップに合わせて，Management 
Serverで管理する情報を最新のバージョンで使用する形式に移行します。

このコマンドは，Management Serverが動作するホストで実行してください。

なお，移行手順については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ 機能解
説 保守／移行／互換編」を参照してください。

引数

-t <ターゲット名称 >
サブコマンドの対象となるターゲット名称（論理サーバ名またはホスト名）を指定
します。
運用管理ポータルの「論理サーバの構成定義」の定義に従います。
省略した場合，すべてのホストのすべての論理サーバが指定されます。

-k <ターゲット種別 >
サブコマンドの対象となるターゲットの種別を指定します。次のどちらかを指定し
ます。
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• logicalServer：論理サーバ

• host：ホスト

省略した場合，または上記以外の値を指定した場合は，logicalServerが設定されま
す。

<サブコマンド > <引数 >
指定しない場合は Usageが表示されます。
指定できるサブコマンドと引数について説明します。

d2r [<データソースの表示名 > [<リソースアダプタの表示名 >]]
Management Serverで管理するデータソースの情報をリソースアダプタに移行
します。移行する対象は，<ターゲット名称 >および <ターゲット種別 >で指
定します。
• 引数に <データソースの表示名 >を指定した場合
指定したデータソースだけが移行されます。この引数を指定した場合，<
ターゲット名称 >に論理サーバ名を指定する必要があります。また，この引
数を省略した場合，該当する論理サーバにインポートされたすべてのデータ
ソースが移行対象となります。

• 引数に <リソースアダプタの表示名 >を指定した場合
移行後のデータソースの表示名は，この引数で指定した値になります。ただ
し，すでに存在するリソースアダプタが指定された場合は移行されません。
また，この引数を省略した場合，データソースの表示名がリソースアダプタ
の表示名になります。

移行処理では，次のファイルを編集します。
• Windowsの場合
<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥manager¥config¥mmodel.xml

• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/manager/config/mmodel.xml

なお，mmodel.xmlはmmodel.xml.bakにバックアップしますが，すでに
mmodel.xml.bakが存在する場合は上書きされます。

入力例

運用管理ドメイン内のすべてのホストを一括して移行する場合
mngsvrupdate d2r

ホストを指定して移行する場合
mngsvrupdate -t hostA -k host d2r

論理サーバを指定して移行する場合
mngsvrupdate -t MyServer d2r ds ds1
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注意事項

●このコマンドは，Management Serverが停止していることを確認してから実行して
ください。Management Serverの起動中に実行すると，変更が反映されない場合が
あります。

●移行コマンドを同時に実行すると正しく環境が移行されないことがあります。コマン
ドは同時に実行しないでください。

●移行コマンドを実行する前に，次のファイルをほかの場所に退避してください。
• Windowsの場合
<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥manager¥config¥mmodel.xml

• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/manager/config/mmodel.xml

mngsvrutil（Management Serverの運用管理コマンド）

形式
mngsvrutil [-m <ホスト名> [:<ポート番号>]
           [-u <管理ユーザID>] [-p <管理ユーザパスワード>]
           [[-o <ファイル名>] [-h] [-f <出力形式>]
           [-t <ターゲット名称>] [-k <ターゲット種別>]
           [-s] [-i <監視時間間隔>] [-l <最大監視時間>]
           [-w < 稼働確認待ち時間>] <サブコマンド> <引数>]]

機能

Management Serverに接続して，運用管理ドメインについての操作ができます。また，
JP1/Cm2/ESAなどの SNMPエージェント製品を使用して，mngsvrutilコマンドの出力
結果をMIBに変換すると，SNMP Manager製品と連携できます。

このコマンドでは，次の機能を使用できます。

• 運用管理ドメインの構成情報の取得
運用管理ドメインの名称，および運用管理ドメインを構成する論理サーバの一覧を取
得して，表示します。

• 論理サーバのステータス情報の取得
運用管理ドメインを構成する論理サーバの一覧に，ステータス（稼働しているかどう
か）情報を付加して表示します。

• 論理サーバにデプロイされている J2EEアプリケーションの情報の取得
J2EEアプリケーションの一覧を取得して，表示します。

• 論理サーバの性能情報の取得，および統計情報についての設定
論理サーバの性能情報（JavaVM，トランザクション，HTTPサーバ，HTTPサーバ
コネクタなど）を取得します。また，統計情報のサンプリング時間を設定します。

• 論理サーバの起動または停止
論理サーバを起動または停止します。
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• 論理サーバの設定ファイルの再読み込み
論理サーバを再起動しないで，論理サーバで使用する設定ファイルを再読み込みしま
す。また，論理 J2EEサーバ，または論理 SFOサーバで，接続先ホストの設定ファ
イルを再読み込みすることもできます。

• 論理サーバの追加・削除
論理サーバを追加または削除します。

• 論理サーバのアプリケーション管理
J2EEアプリケーション／ J2EEリソースの開始／停止および一覧表示をします。ア
プリケーション管理の動作については，マニュアル「Cosminexus アプリケーション
サーバ システム構築・運用ガイド」を参照してください。

• 性能解析トレースの収集
論理パフォーマンストレーサから性能解析トレースを収集します。

• CTMキューの閉塞／閉塞解除
CTMのスケジュールキューの閉塞，および閉塞の解除をします。

• CTM稼働統計情報の収集
CTMから稼働統計情報を収集します。

• 同時実行スレッド数の動的変更
Webアプリケーションの同時実行スレッド数を動的に変更します。

引数

-m <ホスト名 >［:<ポート番号 >］
Management Serverのホスト名とポート番号を指定します。
• <ホスト名 >
ドット記法での IPアドレス指定（xxx.xxx.xxx.xxx），または名前解決できるホス
ト名で指定します。なお，xxxには 0～ 255の整数を指定します。

• <ポート番号 >
Management Serverの設定に従います。デフォルト値は 28080です。

-u <管理ユーザ ID>
mngsvrctl setupコマンドまたは運用管理ポータルの「管理ユーザアカウントの設
定」で設定した管理ユーザ IDを指定します。
運用管理ポータルの「管理ユーザアカウントの設定」で入力できる文字に従います。
管理ユーザアカウントの省略機能が有効の場合，管理ユーザ IDを指定しても無効と
なります。管理ユーザアカウントの省略機能については，マニュアル「Cosminexus 
アプリケーションサーバ システム構築・運用ガイド」の管理ユーザアカウントの設
定を省略する場合に関する説明を参照してください。

-p <管理ユーザパスワード >
mngsvrctl setupコマンドまたは運用管理ポータルの「管理ユーザアカウントの設
定」で設定した管理ユーザ IDに対応する管理ユーザパスワードを指定します。
運用管理ポータルの「管理ユーザアカウントの設定」で入力できる文字に従います。
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なお，パスワードを設定していない場合，-pオプションを指定する必要はありませ
ん。
管理ユーザアカウントの省略機能が有効の場合，管理ユーザパスワードを指定して
も無効となります。管理ユーザアカウントの省略機能については，マニュアル
「Cosminexus アプリケーションサーバ システム構築・運用ガイド」の管理ユーザア
カウントの設定を省略する場合に関する説明を参照してください。

-o <ファイル名 >
出力先のファイル名を指定します。指定されたファイルに上書き出力します。なお，
指定できるファイル名は，コマンドを実行する OSに依存します。また，省略した
場合，標準出力に出力します。

-h
ヘッダを出力しない場合に指定します。

-f <出力形式 >
接続するManagement Serverで提供している出力形式を指定します。
Management Serverでは，次に示す出力形式を提供しています。
• csv：CSV形式（デフォルト値）
• snmp：SNMP連携用形式

-t <ターゲット名称 >
サブコマンドの対象となるターゲット名称（論理サーバ名またはホスト名）を指定
します。
運用管理ポータルの「論理サーバの構成定義」の定義に従います。

-k <ターゲット種別 >
サブコマンドの対象となるターゲットの種別を指定します。次のどちらかを指定し
ます。
• logicalServer：論理サーバ
• host：ホスト

省略した場合，または上記以外の値を指定した場合は，logicalServerが設定されま
す。

-s
論理サーバや J2EEアプリケーションの起動または停止の完了を待つ場合に指定し
ます。
このオプションは，サブコマンドに "start"または "stop"を指定した場合に有効で
す。
なお，このオプションを指定した場合，起動／停止障害発生時，障害回復のために
サブコマンドのリトライ処理が実行されます。

-i <監視時間間隔 >
論理サーバや J2EEアプリケーションの起動・停止の完了を監視する際の監視時間
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間隔を，0～ 2147483647の整数（単位：秒）で指定します。省略時のデフォルト
は 3秒です。
なお，このオプションは，起動／停止障害発生時のサブコマンドのリトライ処理間
隔としても利用されます。

-l <最大監視時間 >
論理サーバや J2EEアプリケーションの起動・停止の完了を監視する際の最大監視
時間を，0～ 2147483647の整数（単位：秒）で指定します。
指定した値の時間を超えても論理サーバや J2EEアプリケーションが起動・停止し
ない場合，コマンドは異常終了します。省略時のデフォルトは 60秒です。

-w <稼働確認待ち時間 >
Management Serverおよび運用管理エージェントが稼働しているかどうかを確認す
るための待ち時間を，0～ 2147483の整数（単位：秒）で指定します。
指定した待ち時間を経過しても応答がない場合，コマンドは異常終了します。
0を指定した場合は無限に待ちます。なお，0より小さい値を指定した場合は 0を，
2147483より大きい値を指定した場合は 2147483が仮定されます。省略時のデフォ
ルトは 0です。
このオプションは，checkサブコマンドを指定した場合だけに有効です。

<サブコマンド > <引数 >
サブコマンドと引数を指定します。サブコマンドと引数に指定できる値は，
Management Serverのバージョンに依存します。
サブコマンドでは，指定する引数によって，ターゲットに論理サーバまたはホスト
が指定できます。
次のサブコマンドが指定できます。
• list
• get
• set
• start
• tracelevel
• stop
• reload
• hold
• release
• collect
• change
• check
• dump
• add
• delete
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なお，サブコマンドの詳細は，「7.3　mngsvrutilコマンドのサブコマンドの詳細」
を参照してください。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
実行時エラーが発生しました。

2：
シンタックスエラーが発生しました。

出力形式

CSV形式
名称，および値はコンマで区切って出力します。
-hオプションでヘッダの出力を抑止できます。

SNMP連携形式
値は半角スペース（0x20）で区切って出力します。また，文字列はダブルクォー
テーション（0x22）で囲んで出力します。
なお，文字列にダブルクォーテーション（0x22）とバックスラッシュ「¥」（0x5c）
が含まれていた場合，エスケープコード（バックスラッシュ「¥」（0x5c））を付加し
ます。

（例）
編集前文字列：　”abc” def¥ g

編集後文字列：　”¥”abc¥” def¥¥ g”

整数値は 32bit整数型で表します。また，浮動小数点数は小数点以下を切り捨てて
32bit整数型で表します。
ヘッダは出力されません。

設定ファイル

クライアント側定義ファイル（.mngsvrutilrc）
mngsvrutilコマンドのオプションのデフォルト値を設定できます。
詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ リファレンス 
定義編 (サーバ定義 )」を参照してください。
mngsvrutilrcのパラメタであるmngsvrutil.target_kind，
mngsvrutil.target_name，mngsvrutil.target_server_nameプロパティと "-k"，"-t"
オプションとの組み合わせの時に有効となる値を次の表に示します。
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（凡例）
－：値を指定しません。

クライアント側共通定義ファイル（mngsvrutilcl.properties）
mngsvrutilコマンドのオプションの共通のデフォルト値を設定できます。
詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ リファレンス 
定義編 (サーバ定義 )」を参照してください。

サーバ側定義ファイル（mngsvrutil.properties）
mngsvrutilコマンドの実行環境を変更できます。
詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ リファレンス 
定義編 (サーバ定義 )」を参照してください。

入力例・出力例

●入力例 1
運用管理ドメイン内の論理サーバとステータス情報の一覧の取得
$ mngsvrutil -m 123.45.67.89:28880 -u admin1 -p pw1 list status

●出力例 1
logicalServerName,status,type,startingOrder,parent

項
番

target_kind target_
name

target_
server
_name

-k -t 指定値の解釈

1 logicalServer/－ － － logicalServer/－ － サーバ名が指定されてい
ません。

2 logicalServer/－ A B/－ logicalServer/－ － “A”という名称のサー
バが指定されました。

3 logicalServer/－ － B logicalServer/－ － “B”という名称のサー
バが指定されました。

4 logicalServer/－ A/－ B/－ logicalServer/－ C “C”という名称のサー
バが指定されました。

5 host － － － － ホスト名が指定されてい
ません。

6 host/－ － － host － ホスト名が指定されてい
ません。

7 host － B － － ホスト名が指定されてい
ません。

8 host/－ － B host － ホスト名が指定されてい
ません。

9 host A B/－ － － “A”という名称のホス
トが指定されました。

10 host/－ A/－ B/－ host C “C”という名称のホス
トが指定されました。
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smplSvrName1,working,NamingService,10,-
smplSvrName2,starting,SFOServer,15,-
smplSvrName3,stopped,J2EEServer,20,J2EEServerCluster1
smplSvrName4,starting,J2EEServer,30,J2EEServerCluster1
smplSvrName5,stopping,WebServer,40,WebServerCluster1
smplSvrName6,abnormal ended,J2EEServer,50,-
smplSvrName7,recovering,J2EEServer,60,-
smplSvrName8,communication 
error,J2EEServer,70,J2EEServerCluster2
・・・
・・・

●入力例 2
運用管理ドメイン名称の取得
$ mngsvrutil -m localhost -u admin1 -p pw1 get domainName

●出力例 2
smplDomainName

●入力例 3
J2EEアプリケーションについての情報の取得
$ mngsvrutil -m 123.45.67.89 -u admin2 -t myServer get j2eeApps

●出力例 3
index,fullyQualifiedName,name,deployedTime
1,serverName1:smplApp1,smplApp1,1234567890
2,serverName2:smplApp2,smplApp2,9876543210
・・・
・・・
7,serverName7:smplApp7_TEST,smplApp7,7656543210

●入力例 4
Stateless Session Beanのホームインタフェースについての情報の取得
$ mngsvrutil -m 123.45.67.89 -u admin2 -t myServer get 
statelessBeanHome

●出力例 4
index,fullyQualifiedName,name,responseMaxTime,responseMinTime,re
sponseAveTime,statisticsStartedTime,samplingTime
1,smpQfn1,smplBeanName1,300,100,123.45,67339847,600
2,smpQfn2,smplBeanName2,17,52,34.251,122343838,10
・・・
・・・

●入力例 5
ホスト内のすべての J2EEアプリケーションに対応するスケジュールキューの閉塞
$ mngsvrutil -m 123.45.67.89 -u admin2 -t hostA -k host hold queues 
in:-1

●入力例 6
ホスト内のすべての J2EEアプリケーションに対応するスケジュールキューの閉塞解
除
$ mngsvrutil -m 123.45.67.89 -u admin2 -t hostA -k host release 
queues
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●入力例 7
運用管理ドメイン内のすべてのパフォーマンストレーサが収集した性能解析トレース
の一括収集
$ mngsvrutil -m 123.45.67.89 -u admin2 collect allPrfTraces

SNMP連携時の設定手順（UNIXの場合）

UNIXの場合の SNMP連携時の設定手順を次に示します。

1. JP1/Cm2/ESAのインストール

2. ~root/.mngsvrutilrcファイルの作成，編集
• /opt/Cosminexus/manager/config/templates/.mngsvrutilrcファイルを ~rootにコ
ピーします。
# cp /opt/Cosminexus/manager/config/templates/.mngsvrutilrc 

~root/

• ~root/.mngsvrutilrcファイルのファイルパーミッションを 600に変更します。
# chmod 600 ~root/.mngsvrutilrc

• ~root/.mngsvrutilrcファイルを編集します。
適切なエディタを使用して，次の項目を設定します。各項目の詳細については，マ
ニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ リファレンス 定義編 (サーバ定義
)」を参照してください。
mngsvrutil.connect.host
mngsvrutil.connect.userid
mngsvrutil.connect.password
mngsvrutil.output.format=snmp
mngsvrutil.target_name
mngsvrutil.target_kind

3. JP1/Cm2/ESAの環境設定
Cosminexusの拡張MIBオブジェクト定義ファイル（/opt/Cosminexus/manager/
config/ hitachi-cosmiMng-MIB※ 1，※ 2）を使用して，SNMPサブエージェントを再
構成します。SNMPサブエージェントの再構成の方法については，マニュアル「JP1/
Cm2/Extensible SNMP Agent」を参照してください。
注※ 1　実際は，hitachi-cosmiMng-MIBのあとに _V-R（バージョン）が付加され

ます（例：hitachi-cosmiMng-MIB_2-0）。

注※ 2　Cosminexus Manager 06-00以降で提供している拡張MIBオブジェクト定義
ファイルを使用する場合は，hitachi-cosmiMng-MIB_V-R_forESAを使用してくださ
い。
拡張MIBオブジェクト定義ファイルは最新のバージョンを使用してください。

注意事項

●コマンドを入力する際，オプションおよびサブコマンドを次のように指定します。
• オプションのサブコマンドおよび引数は，必ず最後尾に指定してください。
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• オプションを重複して指定した場合は，最後に指定したものを有効とします。
• ある特定の操作に対して無意味なオプションを指定した場合（例えば，setサブコマ
ンドで -hオプションを指定），そのオプションは無視されます。

• オプションの指定が省略された場合，クライアント側定義ファイル
（.mngsvrutilrc）にデフォルト値が設定されているときは，そのデフォルト値を有
効にします。

• すべてのオプションを省略した場合，Usage（Simple Usage）を表示します。ま
た，-m，-u，および -pオプション以外の引数をすべて省略した場合，詳細な
Usage（detailed usage）を表示します。

● listまたは getで取得した値が異常値（統計を取得していないときの統計値など）の
場合，値は -1を 0として表示します。

●サブコマンドで取得した情報は標準出力に表示します。

● Usageおよびエラー情報は標準エラー出力に表示します。

● SNMP連携時の設定で，SNMP Managerが参照する拡張MIBオブジェクト定義ファ
イルのバージョンが，SNMP Agentが参照する拡張MIBオブジェクト定義ファイル
のバージョンよりも新しい場合は，期待する結果が得られない場合があります。
このため，同じバージョンに合わせるか，SNMP Agentが参照する拡張MIBオブ
ジェクト定義ファイルのバージョンを，SNMP Managerが参照する拡張MIBオブ
ジェクト定義ファイルのバージョンより新しくする必要があります。

mstrexport（Management Server管理ファイルの退避）

形式
mstrexport <ファイル名> [<退避対象定義ファイル名>]

機能

運用管理サーバの実行系と待機系を 1:1にして系切り替えをする場合，実行系の運用管
理サーバのManagement Server管理ファイルを収集して ZIP形式ファイルに出力し，
退避します。

引数

オプションの指定がない場合，コマンドの使用方法が表示されます。

<ファイル名 >
Management Server管理ファイルを退避する時に出力する ZIPファイル名を指定し
ます。絶対パス，相対パスで指定できます。拡張子を「.zip（大文字，または小文
字）」にしなかった場合は，「.zip」を付加します。

<退避対象定義ファイル名 >
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Management Server管理ファイル用退避対象定義ファイル名を絶対パス，または相
対パスで指定します。
Management Server管理ファイル用退避対象定義ファイルは，デフォルトで退避対
象となっているファイルのほかに収集したいファイルがある場合に指定します。詳
細については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ リファレンス 定
義編 (サーバ定義 )」を参照してください。

入力例

●入力例 1
カレントディレクトリにManagement Server管理ファイルを収集したmstruct.zip
を出力する場合
mstrexport mstruct.zip

●入力例 2
カレントディレクトリ以外のディレクトリに，デフォルトで収集されるファイルに加
えて filelist.txtに記述されたファイルを収集したmstruct.zipを出力する場合
• Windowsの場合
mstrexport c:/tmp/mstruct.zip "c:/Documents and Settings/

MyUser/filelist.txt"

• UNIXの場合
mstrexport /tmp/mstruct.zip "/usr/filelist.txt"

注意事項

mstrexportコマンドで退避したファイルのアクセス権は，デフォルトのアクセス権とな
ります。そのため，一般ユーザの読み取りを許可しないなど，アクセス制限を設ける必
要のあるファイルは退避対象に含めないでください。

mstrimport（Management Server管理ファイルの回復）

形式
mstrimport <ファイル名>

機能

運用管理サーバの実行系と待機系を 1:1にして系切り替えをする場合に，mstrexportコ
マンドで退避した実行系の運用管理サーバの管理ファイル（ZIP形式）を待機系の運用
管理サーバで回復します。

回復に成功したファイルのパス名は，システムプロパティを含んだ形式で標準出力に出
力されます。

このコマンドはManagement Serverが停止している場合に実行できます。
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引数

オプションの指定がない場合，コマンドの使用方法が表示されます。

<ファイル名 >
Management Server管理ファイルの退避コマンドで退避したManagement Server
管理ファイル名（ZIP形式）を指定します。絶対パス，または相対パスで指定でき
ます。
Management Server管理ファイルの退避コマンドで退避していないファイルを指定
した場合や，ファイルが展開できない場合はエラーになります。エラーが発生した
場合は，処理が中断されます。

入力例

●入力例 1
カレントディレクトリのmstruct.zipの内容を展開する場合
mstrimport mstruct.zip

●入力例 2
カレントディレクトリ以外にあるmstruct.zipの内容を展開する場合
• Windowsの場合
mstrimport c:/tmp/mstruct.zip

• UNIXの場合
mstrimport /tmp/mstruct.zip

注意事項

mstrimportコマンドは既存のファイルを上書きします。そのため，コマンド実行前に
ファイルのバックアップを取得することをお勧めします。バックアップを取得するには，
mstrexportコマンドを使用します。待機系でmstrimportコマンドを実行したときに上
書き対象となるファイルをすべて退避するには，待機系で実行するmstrexportコマンド
の引数に，実行系で実行したmstrexportコマンドに指定した退避対象定義ファイルを指
定します。なお，実行系でのmstrexportコマンド実行時に退避対象定義ファイルを指定
している場合は，待機系でのmstrexportコマンド実行時にも退避対象定義ファイルを指
定してください。このとき指定する退避対象定義ファイルは，実行系のバックアップ時
に指定した退避対象定義ファイルと同じファイルを指定します。

また，UNIXの場合，mstrimportコマンドで回復したファイルには，実行権限が付きま
せん。必要に応じて実行権限を付与してください。
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7.3　mngsvrutilコマンドのサブコマンドの詳細

ここでは，mngsvrutilコマンドの引数として指定できる，サブコマンドについて説明し
ます。

（1） list

引数に指定された値のリストを表示します。次の引数を指定できます。

表 7-2　サブコマンド listに指定できる引数

（凡例）
○：指定できます。
－：指定できません。

listでは，次の 5種類の情報を表示できます。

• 引数に "status"を指定して，運用管理ドメイン内の論理サーバとそのステータス情報
を表示します。
出力情報のヘッダ部の typeは論理サーバの種類（Webサーバ，J2EEサーバ，ネーミ
ングサービス，スマートエージェント，パフォーマンストレーサ，CTMドメインマネ
ジャ，CTM，および SFOサーバ），startingOrderは論理サーバの起動順序，parent
は論理サーバが属するクラスタ名を表します。起動順序を設定していない場合，
startingOrderにはデフォルト値が表示され，起動順序情報を取得できない場合は
「－」が表示されます。デフォルト値については，マニュアル「Cosminexus アプリ
ケーションサーバ 機能解説 運用／監視／連携編」を参照してください。クラスタに属
さない単体の論理サーバの場合，Parentには「－」が表示されます。
statusの種類は，working（稼働中），stopped（停止），starting（起動中），

引数 説明 ターゲット指定

論理
サーバ

ホスト

status 運用管理ドメイン内の論理サーバ名とステータス情報を列
挙します。

－ －

appStatus "-t"オプションで指定された論理サーバにインポートされ
ている J2EEアプリケーション名とステータス情報を列
挙します。

○ －

resStatus "-t"オプションで指定された論理サーバにインポートされ
ている J2EEリソース名とステータス情報を列挙します。

○ －

resJavaBeansStatu
s

"-t"オプションで指定された論理サーバにインポートされ
ている JavaBeansリソース名とステータス情報を列挙し
ます。

○ －

queues "-t"オプションで指定された CTM，またはホストに属す
るキュー名とステータス情報を列挙します。

○ ○
332



7.　Management Serverで使用するコマンド
stopping（停止中），abnormal ended（異常停止），recovering（回復中），
communication error（通信障害），auto stopping（自動停止中），auto restarting
（自動再起動中），graceful stopping（計画停止中），または force stopping（強制停止
中）のどれかです。論理サーバのステータスの詳細については，マニュアル
「Cosminexus アプリケーションサーバ 運用管理ポータル操作ガイド」を参照してくだ
さい。このサブコマンドでは，クラスタに属している論理サーバと単体の論理サーバ
だけを表示します。

• 引数に "appStatus"を指定して，J2EEサーバにインポートされている J2EEアプリ
ケーションの情報の一覧を表示します。
"-t"オプションで指定された J2EEサーバにインポートされている J2EEアプリケー
ションの情報を一覧表示します。
J2EEサーバクラスタが指定された場合，メンバに処理を展開します。"-t"オプション
に J2EEサーバ（J2EEサーバクラスタのメンバも含む）または J2EEサーバクラス
タ以外の論理サーバが指定された場合はエラーになります。
出力情報のヘッダ部の logicalServerNameには，"-t"オプションで指定した J2EE
サーバ名が表示されます。
出力情報のヘッダ部の appNameには，J2EEサーバにインポートされているアプリ
ケーションの表示名が表示されます。なお，J2EEサーバが起動していない場合は，
空文字（""）が表示されます。J2EEサーバが起動していて，インポートされたアプリ
ケーションがない場合は，レコードを出力しません。
statusの種類は，working（稼働中），stopped（停止），または unknown（J2EE
サーバが起動していない，もしくは J2EEサーバで管理されていない）のどれかです。

• 引数に "resStatus"を指定して，J2EEサーバ，またはバッチサーバにインポートされ
ている J2EEリソースの情報の一覧を表示します。
"-t"オプションで指定された J2EEサーバ，またはバッチサーバにインポートされて
いる J2EEリソースの情報を一覧表示します。
J2EEサーバクラスタが指定された場合，メンバに処理を展開します。"-t"オプション
に J2EEサーバ（J2EEサーバクラスタのメンバも含む），バッチサーバまたは J2EE
サーバクラスタ以外の論理サーバが指定された場合はエラーになります。
出力情報のヘッダ部の logicalServerNameには，"-t"オプションで指定した J2EE
サーバ名，またはバッチサーバ名が表示されます。
出力情報のヘッダ部の resourceNameには，J2EEサーバにインポートされているリ
ソースアダプタの表示名が表示されます。なお，J2EEサーバが起動していない場合
は，空文字（""）が表示されます。
statusの種類は，working（稼働中），stopped（停止），または unknown（J2EE
サーバが起動していない，もしくは J2EEサーバで管理されていない）のどれかです。

• 引数に "resJavaBeansStatus"を指定して，J2EEサーバ，またはバッチサーバにイン
ポートされている JavaBeansリソースの情報の一覧を表示します。
"-t"オプションで指定された J2EEサーバ，またはバッチサーバにインポートされて
いる JavaBeansリソースの情報を一覧表示します。
J2EEサーバクラスタが指定された場合，メンバに処理を展開します。"-t"オプション
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に J2EEサーバ（J2EEサーバクラスタのメンバも含む），バッチサーバまたは J2EE
サーバクラスタ以外の論理サーバが指定された場合はエラーになります。
出力情報のヘッダ部の logicalServerNameには，"-t"オプションで指定した J2EE
サーバ名，またはバッチサーバ名が表示されます。
出力情報のヘッダ部の JavaBeansResourceNameには，J2EEサーバにインポートさ
れている JavaBeansリソースの表示名が表示されます。J2EEサーバが起動していな
い場合は，空文字（""）が表示されます。
statusの種類は，working（稼働中），stopped（停止），または unknown（J2EE
サーバが起動していない，もしくは J2EEサーバで管理されていない）のどれかです。

• 引数に "queues"を指定して，CTMのキューの情報を表示します。
"-t"オプションで指定された CTM，またはホストに所属するキューの情報を一覧表示
します。
ヘッダ部の logicalServerNameには CTM名称が表示されます。queueNameには
キュー名称が表示されます。
statusの種類は，scheduling（スケジューリングが可能な状態），preparing（キュー
準備中），stopping（キュー終了処理中），closing[in]（キュー入り口閉塞中），または
closing[out]（キュー出口閉塞中）のどれかです。

注意事項
V7互換モードで動作している場合，引数に "appStatus"を指定すると登録日時とイ
ンポート日時が表示されます。また，引数に "resStatus"または
"resJavaBeansStatus"を指定するとインポート日時が表示されます。なお，V7互
換モード以外で登録日時およびインポート日時を表示する場合はヘッダ形式互換オ
プションに "true"を設定してください。ヘッダ部が表示され，項目には「0」が表示
されます。

（2） get

"-t"オプションで指定された論理サーバまたはホストについて，引数に指定された値を取
得します。表 7-3に示す引数を指定できます。なお，domainName以外の引数を，
<metric category>といいます。

"-t"オプションに論理サーバを指定した場合，<metric category>に該当する論理サーバ
（J2EEサーバ，SFOサーバ，CTM）以外の論理サーバ（Webサーバ，Naming 
Service，スマートエージェントなど）が指定された場合は，エラーになります。

ある一定間隔で統計情報を監視する場合，サンプリング時間をその一定間隔以上に設定
すると，定期的な統計情報を取得できます。

なお，J2EEアプリケーションがテストモードで開始されている場合，出力情報には，<
アプリケーション名 >_TESTの形式で出力されます。

サブコマンド getに指定できる引数を次に示します。サブコマンド getに指定できる各
引数の詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ リファレン
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ス 定義編 (サーバ定義 )」を参照してください。

表 7-3　サブコマンド getに指定できる引数

引数 説明 ターゲット指定

論理
サーバ

ホスト

domainName 運用管理ドメイン名を取得します。 － －

j2eeContainer J2EEコンテナについての情報を取得します。 ○ ○

webContainer Webコンテナに関する情報を取得します。 ○ ○

jvm JavaVMについての情報を取得します。 ○ ○

transaction Transactionについての情報を取得します。 ○ ○

httpServer 管理用サーバ（簡易Webサーバ）についての情報を取
得します。
なお，この情報は内部で使用する管理用サーバの情報の
ため，取得しないことを推奨します。

○ ○

httpSvrConn WebサーバとWebコンテナの接続についての情報を取
得します。

○ ○

inprocHttpSvr インプロセス HTTPサーバについての情報を取得しま
す。

○ ○

dataSource データソース（JDBC）についての情報を取得します。 ○ ○

dataSrcFull データソース（OTS 1.2対応の JTA）についての情報を
取得します。

○ ○

resAdapter リソースアダプタについての情報を取得します。 ○ ○

j2eeApps J2EEアプリケーションについての情報を取得します。 ○ ○

ejbApps EJBアプリケーション（EJB-JARs）についての情報を
取得します。

○ ○

statelessBean Stateless Session Beanについての情報を取得します。 ○ ○

statelessBeanHome Stateless Session Beanのリモートホームインタフェー
スについての情報を取得します。

○ ○

statelessBeanHome
Method

Stateless Session Beanのリモートホームインタフェー
スのメソッドに関する情報を取得します。

○ ○

statelessBeanLocalH
ome

Stateless Session Beanのローカルホームインタフェー
スについての情報を取得します。

○ ○

statelessBeanLocalH
omeMethod

Stateless Session Beanのローカルホームインタフェー
スのメソッドに関する情報を取得します。

○ ○

statelessBeanRemot
e

Stateless Session Beanのリモートコンポーネントイン
タフェースについての情報を取得します。

○ ○

statelessBeanRemot
eMethod

Stateless Session Beanのリモートコンポーネントイン
タフェースのメソッドに関する情報を取得します。

○ ○

statelessBeanLocalC
omponent

Stateless Session Beanのローカルコンポーネントイン
タフェースについての情報を取得します。

○ ○
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（凡例）

statelessBeanLocalC
omponentMethod

Stateless Session Beanのローカルコンポーネントイン
タフェースのメソッドに関する情報を取得します。

○ ○

statefulBean Stateful Session Beanについての情報を取得します。 ○ ○

statefulBeanHome Stateful Session Beanのリモートホームインタフェー
スについての情報を取得します。

○ ○

statefulBeanHomeM
ethod

Stateful Session Beanのリモートホームインタフェー
スのメソッドに関する情報を取得します。

○ ○

statefulBeanLocalHo
me

Stateful Session Beanのローカルホームインタフェー
スについての情報を取得します。

○ ○

statefulBeanLocalHo
meMethod

Stateful Session Beanのローカルホームインタフェー
スのメソッドに関する情報を取得します。

○ ○

statefulBeanRemote Stateful Session Beanのリモートコンポーネントイン
タフェースについての情報を取得します。

○ ○

statefulBeanRemote
Method

Stateful Session Beanのリモートコンポーネントイン
タフェースのメソッドに関する情報を取得します。

○ ○

statefulBeanLocalCo
mponent

Stateful Session Beanのローカルコンポーネントイン
タフェースについての情報を取得します。

○ ○

statefulBeanLocalCo
mponentMethod

Stateful Session Beanのローカルコンポーネントイン
タフェースのメソッドに関する情報を取得します。

○ ○

entityBean Entity Beanについての情報を取得します。 ○ ○

entityBeanHome Entity Beanのリモートホームインタフェースについて
の情報を取得します。

○ ○

entityBeanLocalHom
e

Entity Beanのローカルホームインタフェースについて
の情報を取得します。

○ ○

entityBeanRemote Entity Beanのリモートコンポーネントインタフェース
についての情報を取得します。

○ ○

entityBeanLocalCom
ponent

Entity Beanのローカルコンポーネントインタフェース
についての情報を取得します。

○ ○

msgDrivenBean Message-driven Beanについての情報を取得します。 ○ ○

webApps Webアプリケーションについての情報を取得します。 ○ ○

servlets サーブレットについての情報を取得します。 ○ ○

requestUrl 要求された各 URLについての情報を取得します。 ○ ○

queues CTMのスケジュール（キューの状態）についての情報
を取得します。

○ ○

queueApps CTMのキューに接続された J2EEアプリケーションに
ついての情報を取得します。

○ ○

引数 説明 ターゲット指定

論理
サーバ

ホスト
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○：指定できます。
－：指定できません。

（3） set

引数を二つ指定して，一つ目の引数に指定された変数に二つ目で指定された値を設定し
ます。

値を設定したあと，対象の論理 J2EEサーバ，論理 SFOサーバ，または J2EEアプリ
ケーションが再起動または再デプロイされた場合，値を再設定してください。"-t"オプ
ションに論理 J2EEサーバ，論理 SFOサーバ，または論理パフォーマンストレーサ以外
の論理サーバが指定された場合は，エラーとなります。

サブコマンド setに指定できる引数を次に示します。

表 7-4　サブコマンド setに指定できる引数

引数 説明 ターゲット指定

論理
サーバ

ホスト

jvmSamplingTime 
<n>

JavaVMについてのサンプリング時間を <n>秒に設定
します。※ 1

○ －

webContainerSampli
ngTime <n>

Webコンテナについてのサンプリング時間を <n>秒に
設定します。※ 1

○ －

tranSamplingTime 
<n>

トランザクションについてのサンプリング時間を <n>
秒に設定します。※ 1，※ 2

○ －

httpSvrSamplingTim
e <n>

管理用サーバ（簡易Webサーバ）についてのサンプリ
ング時間を <n>秒に設定します。※ 1

なお，管理用サーバ（簡易Webサーバ）の情報は内部
で使用する管理用サーバの情報のため，取得しないこと
を推奨します。

○ －

httpSvrConnSampli
ngTime <n>

HTTPサーバコネクタについてのサンプリング時間を
<n>秒に設定します。※ 1

○ －

inprocHttpSvrSampl
ingTime <n>

インプロセス HTTPサーバについてのサンプリング時
間を <n>秒に設定します。※ 1

○ －

dataSrcFullSamplin
gTime <n>

データソース（OTS 1.2対応の JTA）についてのサンプ
リング時間を <n>秒に設定します。※ 1，※ 3

○ －

resAdapterSampling
Time <n>

リソースアダプタについてのサンプリング時間を <n>
秒に設定します。※ 1，※ 3

○ －

ejbSamplingTime 
<n>

EJBについてのサンプリング時間を <n>秒に設定しま
す。※ 1，※ 3

○ －

webAppSamplingTi
me <n>

Webアプリケーションについてのサンプリング時間を
<n>秒に設定します。※ 1，※ 3

○ －
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（凡例）
○：指定できます。
－：指定できません。

注※ 1
-2147483647≦ n≦ 3600（秒）の整数値を指定します。この範囲以外の値が指定さ
れた場合はエラーとなります。なお，n≦ 0の場合は統計値取得スイッチを OFFに
します。また，0<n<10の場合は n=10とします。指定値による動作を次に示しま
す。
0以下の値が指定された場合は，統計を停止します。
1以上 9以下の値が指定された場合は，サンプリング時間をデフォルト（10秒）に
設定して，統計を開始します。
10以上の値が指定された場合は，サンプリング時間を指定された値に設定して，統
計を開始します。

注※ 2
最初のトランザクション開始後に設定する必要があります。

注※ 3
この変数を設定後に J2EEアプリケーションをデプロイした場合，新たに設定する
必要があります。

注※ 4
パフォーマンストレーサへの操作については，稼働中のパフォーマンストレーサが
対象となります。

STANDARD
PRFトレース取得レベルを「標準」に設定します。

DETAIL
PRFトレース取得レベルを「詳細」に設定します。

servletSamplingTim
e <n>

サーブレットについてのサンプリング時間を <n>秒に
設定します。※ 1，※ 3

○ －

reqUrlSamplingTime 
<n>

設定以降に要求される各 URLのサンプリング時間を
<n>秒にします。※ 1，※ 3

○ －

allPrfTraceLevel 
STANDARD|DETAI
L | <tracelevel>

運用管理ドメイン内のすべてのパフォーマンストレーサ
について PRFトレース取得レベルを設定します。※ 4

－ －

prfTraceLevel 
STANDARD|DETAI
L | <tracelevel>

指定されたパフォーマンストレーサ，または指定された
ホスト内のパフォーマンストレーサの PRFトレース取
得レベルを設定します。※ 4

○ ○

引数 説明 ターゲット指定

論理
サーバ

ホスト
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（4） tracelevel

機能レイヤごとに異なる PRFトレース取得レベル指定します。4バイト（8けた）以下
の 16進数をコンマ（,）区切りで最大 16個指定できます。指定値の詳細については，
「4.2　性能解析トレースで使用するコマンドの詳細」の「cprfstart（PRFデーモンの開
始）」の -PrfTraceLevelの説明，または「cprflevel（PRFトレース取得レベルの表示と
変更）」の -PrfTraceLevelの説明を参照してください。

（5） start

指定した論理サーバ，J2EEアプリケーション，J2EEリソースを起動します。

サブコマンド startに指定できる引数を次に示します。

表 7-5　サブコマンド startに指定できる引数

（凡例）
○：指定できます。
－：指定できません。

注※
<displayName>は，J2EEアプリケーション，J2EEリソースまたは JavaBeansリソースの表
示名（displayName）を示します。

startでは，次の 2種類の操作を実行できます。

• 引数に "allServers"を指定して，指定された論理サーバを起動します。
運用管理ドメインに定義された論理サーバを，定義された起動順序で起動します。
引数に serverが指定された場合，"-t"オプションで指定された論理サーバ（スマート
エージェント，ネーミングサービス，J2EEサーバ，J2EEサーバクラスタ，CTM，

引数 説明 ターゲット指定

論理
サーバ

ホスト

allServers 運用管理ドメインに定義された論理サーバを定義された起
動順序で起動します。

－ －

server "-t"オプションで指定された論理サーバを起動します。 ○ ○

app 
<displayName>

"-t"オプションで指定された論理サーバにインポートされ
ている <displayName>の J2EEアプリケーションを開始
します。※

○ －

resAdapter 
<displayName>

"-t"オプションで指定された論理サーバにインポートされ
ている <displayName>の J2EEリソースアダプタを開始
します。※

○ －

resJavaBeans "-t"オプションで指定された論理サーバにインポートされ
ている <displayName>の JavaBeansリソースを開始し
ます。※

○ －
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CTMドメインマネジャ，パフォーマンストレーサ，Webサーバ，Webサーバクラス
タ，SFOサーバ，およびユーザサーバ）を起動します。

• 引数には startサブコマンドに対する引数を二つ指定して，指定された J2EEアプリ
ケーション／ J2EEリソースアダプタ／ JavaBeansリソースを開始します。
一つ目の引数に "app"/"resAdapter"/"resJavaBeans"が指定された場合，"-t"オプショ
ンで指定された J2EEサーバにインポートされている，二つ目の引数で指定された表
示名（displayname）の J2EEアプリケーション /リソースアダプタ /JavaBeansリ
ソースを開始します。J2EEサーバクラスタの場合は，メンバとなる J2EEサーバに
操作を展開します。
"-t"オプションに J2EEサーバ（J2EEサーバクラスタのメンバも含む）または J2EE
サーバクラスタ以外の論理サーバが指定された場合はエラーになります。また，"-t"
オプションにホスト名は指定できません。
なお，J2EEアプリケーションは，テストモードで開始できません。

（6） stop

指定した論理サーバ，J2EEアプリケーションまたは J2EEリソースを停止します。

サブコマンド stopに指定できる引数を次に示します。

表 7-6　サブコマンド stopに指定できる引数

（凡例）
○：指定できます。
－：指定できません。

引数 説明 ターゲット指定

論理
サーバ

ホスト

allServers 運用管理ドメインに定義された論理サーバを定義され
た起動順序の逆順で停止します。

－ －

server 
[graceful[:<waitTime
>]]

"-t"オプションで指定された論理サーバを停止しま
す。
"graceful"が指定された場合，計画停止します。

○ ○

app <displayName> 
[force]

"-t"オプションで指定された論理サーバで開始してい
る <displayName>の J2EEアプリケーションを停止
します。※

"force"が指定された場合，強制停止します。

○ －

resAdapter 
<displayName>

"-t"オプションで指定された論理サーバで開始してい
る <displayName>の J2EEリソースを停止します。
※

○ －

resJavaBeans "-t"オプションで指定された論理サーバで開始してい
る <displayName>の JavaBeansリソースを停止し
ます。※

○ －
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注※
<displayName>は，J2EEアプリケーションまたは J2EEリソースまたは JavaBeansリソー
スの表示名（displayName）を示します。

stopでは，次の 2種類の操作を実行できます。

• 引数に "allServers"を指定して，指定された論理サーバを停止します。
運用管理ドメインに定義された論理サーバを，定義された起動順序の逆順で停止しま
す。引数に "server"が指定された場合，"-t"オプションで指定された論理サーバ（ス
マートエージェント，ネーミングサービス，J2EEサーバ，J2EEサーバクラスタ，
CTM，CTMドメインマネジャ，パフォーマンストレーサ，Webサーバ，Webサーバ
クラスタ，SFOサーバ，およびユーザサーバ）を停止します。
一つ目の引数に "server"が指定された場合，二つ目の引数に "graceful"を指定できま
す。"graceful"が指定された場合，"-t"オプションで指定された論理サーバがWeb
サーバまたはWebサーバクラスタの場合，論理サーバを計画停止します。計画停止と
は，現在受け付けているすべてのリクエストの処理終了を待って論理サーバを停止さ
せることです。"-t"オプションで指定された論理サーバがWebサーバおよびWeb
サーバクラスタ以外の場合，または "-t"オプションにホスト名を指定した場合は，引
数 "graceful"は無視されます。また，引数 "graceful"では ":<waitTime>"を指定して
停止までの待ち時間を指定できます。"<waitTime>"には，60～ 1800（単位：秒）の
値を指定します。指定した待ち時間の間にリクエストが終了しなかった場合，論理
サーバを強制停止します。":<waitTime>"を省略した場合は，運用管理ポータルの
「論理サーバの起動／停止」で設定した「停止監視時間」が設定されます。
• 引数に stopサブコマンドに対する引数を二つ指定して，指定された J2EEアプリケー
ション /J2EEリソースアダプタ /JavaBeansリソースを停止します。
一つ目の引数に "app"/"resAdapter"/"resJavaBeans"が指定された場合，"-t"オプショ
ンで指定された J2EEサーバで，二つ目の引数で指定された表示名（displayname）
の開始している J2EEアプリケーション /リソースアダプタ /JavaBeansリソースを
停止します。J2EEサーバクラスタの場合はメンバとなる J2EEサーバに操作を展開
します。
"-t"オプションに J2EEサーバ（J2EEサーバクラスタのメンバも含む）または J2EE
サーバクラスタ以外の論理サーバが指定された場合は，エラーになります。また，"-t"
オプションにホスト名は指定できません。
一つ目の引数に "app"が指定された場合，三つ目の引数に "force"を指定できます。引
数 "force"が指定された場合，J2EEアプリケーションがリクエスト処理の実行中で
あっても，その終了を待たないで論理サーバを強制停止します。
テストモードで開始されている J2EEアプリケーションは停止できません。

（7） reload

引数に指定されたコンポーネントの設定ファイルを再読み込みします。

サブコマンド reloadに指定できる引数を次に示します。
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表 7-7　サブコマンド reloadに指定できる引数

（凡例）
○：指定できます。
－：指定できません。

注※
サブコマンド "reload"に "env"を指定する場合には，注意事項があります。注意事項について
は，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ 運用管理ポータル操作ガイド」の，論
理 SFOサーバの設定読み込みに関する説明，および論理 J2EEサーバの設定読み込みに関する
説明を参照してください。

（8） hold

引数に指定されたサービスを閉塞します。

サブコマンド holdに指定できる引数を次に示します。

表 7-8　サブコマンド holdに指定できる引数

引数 説明 ターゲット指定

論理サー
バ

ホスト

userAdmin 統合ユーザ管理で使用する設定ファイルを再読み
込みします。なお，"-t"オプションで指定された論
理サーバで統合ユーザ管理を使用していない場合
はエラーとなります。
また，サブコマンド "reload"に "userAdmin"を指
定した場合，"-t"オプションに，論理 J2EEサーバ
以外の論理サーバを指定するとエラーとなります。

○ －

env※ 論理 J2EEサーバ，または論理 SFOサーバで，接
続先ホストの設定ファイルを再読み込みします。
なお，サブコマンド "reload"に "env"を指定した
場合，"-t"オプションに，論理 J2EEサーバ，およ
び論理 SFOサーバ以外の論理サーバを指定すると
エラーとなります。

○ ○

引数 説明 ターゲット指定

論理サー
バ

ホスト

queue <queueName> { 
in[:<waitTime>] | out | 
force[:<waitTime>]}

"-t"オプションで指定された CTMに属する
<queueName>で指定された名称のキューを閉塞
します。

○ －

queues { 
in[:<waitTime>] | out | 
force[:<waitTime>] }

"-t"オプションで指定された CTM，またはホスト
に属するキューを閉塞します。

○ ○

allQueues { 
in[:<waitTime>] | out | 
force[:<waitTime>] }

運用管理ドメイン内の，すべての CTMのキューを
閉塞します。

－ －
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（凡例）
○：指定できます。
－：指定できません。

holdでは，次の 3種類の方法でキューを閉塞できます。

• 引数に "queue"を指定して，特定の名称のキューを閉塞します。
"-t"オプションで指定された CTMに属する <queueName>の名称のキューを閉塞し
ます。"-t"オプションおよび <queueName>は必ず指定してください。なお，"-t"オ
プションにホスト名は指定できません。
キューの閉塞条件として，"in"（キューの入り口を閉塞），"out"（キューの出口を閉
塞）または "force"（キューの強制閉塞）のどれかを指定してください。"in"指定の場
合，キューイング中のリクエスト終了の待ち時間を指定できます。待ち時間は，
"in:<waitTime>"の形式で，次の値を指定します。

0：
キューの入り口を閉塞し，キューイング中のすべてのリクエストが終了するまで
待ちます。

1～ 2147483647：
キューの入り口を閉塞し，キューイング中のリクエストの終了を指定秒数まで待
ちます。

-1：
キューの入り口を閉塞し，キューイング中のリクエストはすべてエラーリターン
します。

"in"だけ指定した場合は，"in:-1"が設定されます。
"out"を指定し，キューの出口を閉塞した場合，閉塞中もリクエストは受け付けられま
すが，リクエストは J2EEアプリケーションに振り分けられません。オンライン中に
J2EEアプリケーションの入れ替えをする場合には，"out"を指定してキューを閉塞し
てください。
"force"を指定した場合は，"in:-1"を指定したときと同様にキューの入り口を閉塞し，
キューイング中のリクエストはすべてエラーリターンしますが，"in:-1"を指定したと
きよりも高速に閉塞できます。また，"force:<waitTime>"の形式で待ち時間を指定で
きます。指定する値は，"in"指定の場合と同じです。

• 引数に "queues"を指定して，複数のキューを閉塞します。
"-t"オプションで指定された CTM，またはホストに属するすべてのキューを閉塞しま
す。"-t"オプションは必ず指定してください。"in"，"out"，"force"の指定は "queue"
の場合と同じです。

• 引数に "allQueues"を指定して，すべてのキューを閉塞します。
運用管理ドメインのすべてのキューを閉塞します。"in"，"out"，"force"の指定は
"queue"の場合と同じです。
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（9） release

引数に指定されたサービスの閉塞を解除します。

サブコマンド releaseに指定できる引数を次に示します。

表 7-9　サブコマンド releaseに指定できる引数

（凡例）
○：指定できます。
－：指定できません。

releaseでは，次の 3種類の方法でキューの閉塞を解除できます。

• 引数に "queue"を指定して，特定の名称のキューの閉塞を解除します。
"-t"オプションで指定された CTMに属する名称 <queueName>のキューの閉塞を解
除します。"-t"オプションおよび <queueName>は必ず指定します。なお，"-t"オプ
ションにホスト名は指定できません。

• 引数に "queues"を指定して，複数のキューの閉塞を解除します。
"-t"オプションで指定された CTM，またはホストに属するキューの閉塞を解除しま
す。"-t"オプションは必ず指定してください。

• 引数に "allQueues"を指定して，すべてのキューの閉塞を解除します。
運用管理ドメインのすべてのキューの閉塞を解除します。

（10） collect

引数に指定されたファイルなどを収集します。"-t"オプションに，パフォーマンストレー
サ，CTM以外の論理サーバが指定された場合は，エラーになります。

サブコマンド collectに指定できる引数を次に示します。

引数 説明 ターゲット指定

論理
サーバ

ホスト

queue 
<queueName>

"-t"オプションで指定された CTMに属する
<queueName>で指定された名称のキューの閉塞を解除
します。

○ －

queues "-t"オプションで指定された CTM，またはホストに属す
るキューの閉塞を解除します。

○ ○

allQueues 運用管理ドメイン内の，すべての CTMのキューの閉塞
を解除します。

－ －
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表 7-10　サブコマンド collectに指定できる引数

（凡例）
○：指定できます。
－：指定できません。

注※
[n]は，次のどれかを指定します。
1：一次送付資料となる snapshotログを収集します。
2：二次送付資料となる snapshotログおよび性能解析トレースファイルを収集します。
省略：すべてを対象に snapshotログおよび性能解析トレースファイルを収集します。

collectでは，次の 3種類の操作を実行できます。

• 引数に "allPrfTraces"または "prfTrace"を指定して，稼働中のパフォーマンストレーサ
の性能解析トレースを収集します。
引数に "allPrfTraces"が指定された場合，運用管理ドメイン内のすべてのパフォーマ
ンストレーサについて性能解析トレースを収集します。
引数に "prfTrace"が指定された場合，"-t"オプションで指定されたパフォーマンスト
レーサ，または "-t"オプションで指定されたホスト内のパフォーマンストレーサにつ
いて性能解析トレースを収集します。

• 引数に "allCtmStatistics"または "ctmStatistics"を指定して，稼働中の CTMの稼働統計
情報を収集します。
引数に "allCtmStatistics"が指定された場合，運用管理ドメイン内のすべての CTM
について稼働統計情報を収集します。
引数に "ctmStatistics"が指定された場合，"-t"オプションで指定された CTM，また
は "-t"オプションで指定されたホスト内の CTMについて稼働統計情報を収集します。
CTM起動ホストで CSV形式で出力された CTM稼働統計情報の収集ファイルは，
ZIP形式でアーカイブされ，<ホスト名 >-<論理サーバ名 >-<日時 >.zipファイルが
作成されます。さらに，Management Serverにファイル転送されたあと，<Manager

引数 説明 ターゲット指定

論理
サーバ

ホスト

allPrfTraces 運用管理ドメイン内のすべてのパフォーマンストレーサに
ついて性能解析トレースを収集します。

－ －

prfTrace 指定されたパフォーマンストレーサ，または指定されたホ
スト内のパフォーマンストレーサについて性能解析トレー
スを収集します。

○ ○

allCtmStatistics 運用管理ドメイン内のすべての CTMについて稼働統計情
報を収集します。

－ －

ctmStatistics 指定された CTM，または指定されたホスト内の CTMに
ついて稼働統計情報を収集します。

○ ○

snapshot [n]※ 指定されたホスト内の snapshotログを収集します。 － ○
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ログ出力ディレクトリ >¥ctm¥（Windowsの場合），または <Managerログ出力ディ
レクトリ >/ctm/（UNIXの場合）に格納されます。ドメイン指定またはホスト指定の
場合は複数ファイルを ZIP形式の一つのファイルにして，論理サーバ指定の場合は
ファイル名を変更して格納します。
• ドメイン指定の場合：<ドメイン名 >-<日時 >.zip
• ホスト指定の場合：<ホスト名 >-<日時 >.zip
• 論理サーバ指定の場合：<論理サーバ名 >-<日時 >.zip

• 引数に "snapshot"を指定して，snapshotログを収集します。
引数に "snapshot"が指定された場合，"-t"オプションで指定されたホスト内の
snapshotログを収集します。同時に，インストール情報および OS状態情報が取得さ
れます。なお，"-t"オプションに，論理サーバが指定された場合はエラーとなります。
収集が成功すると，ZIP形式で作成された次のファイル名を表示します。
• 一次送付資料：snapshot-<ホスト名 >-log-<yyyyMMddHHmmss>.zip
• 二次送付資料：snapshot-<ホスト名 >-log-<yyyyMMddHHmmss>.2.zip

（11） change

引数に指定した同時実行スレッド数の設定項目の値を変更します。"-t"オプションで，
J2EEサーバを指定する必要があります。

サブコマンド changeに指定できる引数を次に示します。

表 7-11　サブコマンド changeに指定できる引数

（凡例）
○：指定できます。
－：指定できません。

引数に "webAppThreadCtrl"が指定された場合，"-t"オプションで指定された J2EE
サーバに属するWebアプリケーションの同時実行スレッド数を動的に制御します。

引数 "webApplicationContextRoot"はWebアプリケーション（J2EEアプリケーション
のWar）のコンテキストルートおよび同時実行スレッド数の各値を設定します。Webア
プリケーションのコンテキストルートの値は，サブコマンド get webAppsで取得できま
す。コンテキストルートが設定されていない場合は，"/"（スラッシュ）を指定してくだ

引数 説明 ターゲット指定

論理
サーバ

ホスト

webAppThreadCtrl 
<webApplicationContextR
oot> 
<maxThreads>,<exclusive
Threads>,<queueSize>

"-t"オプションで指定された J2EEサーバ内で指定
したWebアプリケーションの同時実行スレッド数
を動的に制御します。
この引数は省略できません。

○ －
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さい。

同時実行スレッド数の各値は，最大スレッド数，占有スレッド数，Webアプリケーショ
ン単位の実行待ちキューサイズの順にコンマ (,)で区切って指定します。

引数 "maxThreads"（最大スレッド数），"exclusiveThreads"（占有スレッド数），および
"queueSize"（Webアプリケーション単位の実行待ちキューサイズ）は，設定を変えない
値は省略できますが，すべてを省略することはできません。

（例　占有スレッド数だけを変更したい場合：,20,）

同時スレッド数の各値は，次の範囲で指定します。

• maxThreads（最大スレッド数）※：
1～ 1024の範囲で指定します。
Webコンテナ単位の最大同時実行スレッド数以下の値を指定します。

• exclusiveThreads（占有スレッド数）※：
0～ 1024の範囲で指定します。

• queueSize（Webアプリケーション単位の実行待ちキューサイズ）：
0～ 2147483647の範囲で指定します。

注※　最大スレッド数 >= 占有スレッド数

なお，動的変更した同時実行スレッド数の値は，J2EEアプリケーション実行中だけ有効
です。

（12） check

Management Serverおよび運用管理エージェントが稼働しているかどうかを確認しま
す。

サブコマンド checkに指定できる引数を次に示します。

表 7-12　サブコマンド checkに指定できる引数

引数 説明 ターゲット指定

論理
サーバ

ホスト

mngsvr Management Serverが稼働しているかどうかを確
認します。
"-t"オプションでターゲットを指定しても無視され
ます。

－ －
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（凡例）
○：指定できます。
－：指定できません。

サブコマンド checkの戻り値を次に示します。

0：
稼働しています。

1：
コマンド実行時エラーです※。

2：
コマンドシンタックスエラーです。

103：
稼働していません※。

注※　-wオプションで指定した稼働確認待ち時間が経過してもManagement Serverか
らの応答が返ってこなかった場合，サブコマンド checkに指定した引数によって，戻り
値は次のように異なります。

• mngsvrを指定した場合，終了値 103が返されます。
• adminAgentを指定した場合，終了値 1が返されます。

（13） dump

稼働中の論理サーバの javacoreを出力します。

サブコマンド dumpに指定できる引数を次に示します。

adminAgent "-t"オプションで指定されたホスト上で運用管理
エージェントが稼働しているかどうかを確認しま
す。
"-k"オプションで "host"以外を指定した場合，"-t"
オプションでホスト名以外を指定した場合，また
は "-t"オプションを指定しなかった場合は，エ
ラーとなります。

－ ○

引数 説明 ターゲット指定

論理
サーバ

ホスト
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表 7-13　サブコマンド dumpに指定できる引数

（凡例）
○：指定できます。
－：指定できません。

注※
server additionが指定された場合，指定された論理サーバの稼働監視方法はプロセスの存在確
認だけに切り替わります。

javacore出力のために実行されるコマンドと javacoreファイルの出力先について，OS
ごとに説明します。

（a）Windowsの場合

Windowsの場合に javacore出力のために実行されるコマンドと javacoreファイルの出
力先を論理サーバの種別ごとに示します。

注※ 1
userdumpコマンドがインストールされている必要があります。

注※ 2
addition指定は無視され，稼働監視方法の変更はありません。

引数 説明 ターゲット指定

論理
サーバ

ホスト

server [addition]※ "-t"オプションで指定された論理サーバの
javacore（稼働時間情報）を出力します。指定で
きる論理サーバは，J2EEサーバ（J2EEクラスタ
のメンバも含む），J2EEサーバクラスタ，SFO
サーバ，CTM，またはネーミングサービスだけで
す。
additionを指定した場合，"-t"オプションで指定
された論理サーバの coreまたはメモリダンプ情報
を取得します。

○ －

論理サーバ addition
指定

実行されるコマン
ド

出力情報 javacoreファイルの出力先ディレクト
リ

J2EEサー
バ（クラス
タも含む），
SFOサー
バ

あり cjdumpsv，
userdump※ 1

javacore，
メモリダン
プ

<J2EEサーバ作業ディレクトリ
>¥ejb¥<実サーバ名 >¥

なし cjdumpsv javacore <J2EEサーバ作業ディレクトリ
>¥ejb¥<実サーバ名 >¥

CTM あり，な
し※ 2

hdumpns javacore※
3

<Cosminexusインストールディレクト
リ >¥TPB¥logj¥

ネーミング
サービス

あり，な
し※ 2

hdumpns javacore <Cosminexusインストールディレクト
リ >¥TPB¥logj¥
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注※ 3
論理サーバに CTMを指定したときに出力される javacoreは CTMデーモンの情報ではなく，
CTM用に起動されているネーミングサービスの情報です。

（b）UNIXの場合

UNIXの場合に javacore出力のために実行されるコマンドと javacoreファイルの出力先
を論理サーバの種別ごとに示します。

注※ 1
gdbのパッケージがインストールされている必要があります。

注※ 2
addition指定は無視され，稼働監視方法の変更はありません。

注※ 3
論理サーバに CTMを指定したときに出力される javacoreは CTMデーモンの情報ではなく，
CTM用に起動されているネーミングサービスの情報です。

（14） add

論理ユーザサーバを追加します。

サブコマンド addに指定できる引数を次に示します。

表 7-14　サブコマンド addに指定できる引数

論理サーバ addition
指定

実行されるコマン
ド

出力情報 javacoreファイルの出力先ディレクト
リ

J2EEサー
バ（クラス
タも含む），
SFOサー
バ

あり javacore -f -p※ 1 javacore，
core

<J2EEサーバ作業ディレクトリ >/ejb/
<実サーバ名 >/

なし cjdumpsv javacore <J2EEサーバ作業ディレクトリ >/ejb/
<実サーバ名 >/

CTM あり，な
し※ 2

kill -3 javacore※
3

/opt/Cosminexus/TPB/logj/

ネーミング
サービス

あり，な
し※ 2

kill -3 javacore /opt/Cosminexus/TPB/logj/

引数 説明 ターゲット指定

論理
サーバ

ホスト

userserver 
<userServiceDefinitionFil
e>

<userServiceDefinitionFile>に指定した論理ユー
ザサーバ定義ファイルの内容に従って論理ユーザ
サーバを追加します。論理ユーザサーバの定義内
容を変更する場合は，論理ユーザサーバをいった
ん削除したあとに，再度論理ユーザサーバを追加
してください。

－ －
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（凡例）
－：指定できません。

複数の論理ユーザサーバを指定した場合，定義順に追加処理をします。途中でエラーが
発生した場合も追加処理をします。この場合の戻り値は，１（実行時エラー）となりま
す。エラー条件を次に示します。

• 既存の論理サーバ名が指定された場合
• 定義されていないホスト名が指定された場合

（15） delete

論理ユーザサーバを削除します。

サブコマンド deleteに指定できる引数を次に示します。

表 7-15　サブコマンド deleteに指定できる引数

（凡例）
－：指定できません。

引数 説明 ターゲット指定

論理
サーバ

ホスト

userserver 
<logicalServerName>

<logicalServerName>に指定した名称の論理ユー
ザサーバを削除します。

－ －
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8　 Smart Composer機能で使用
するコマンド
この章では，Smart Composer機能で使用するコマンドの入力
形式，機能などについて説明します。

8.1　Smart Composer機能で使用するコマンドの一覧

8.2　コマンドを同時に複数実行した場合の排他制御

8.3　Smart Composer機能で使用するコマンドの詳細
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8.1　Smart Composer機能で使用するコマンド
の一覧

ここでは，Smart Composer機能で使用するコマンドの一覧について説明します。

8.1.1　J2EEアプリケーションを実行するシステムで使用で
きるコマンドの一覧

J2EEアプリケーションを実行するシステムで使用できるコマンドの一覧を次の表に示し
ます。

表 8-1　Smart Composer機能で使用するコマンドの一覧（J2EEアプリケーションを実
行するシステムの場合）

分類 コマンド名称 概要

環境設定 cmx_admin_passwd Management Serverの管理ユーザアカウント
を設定します。または，設定済みの管理ユーザ
アカウントを変更，解除します。

Webシステムの構
築

cmx_build_model Management Server上にWebシステムの情報
モデルを生成します。

cmx_build_system Management Server上のWebシステムの情報
モデルからWebシステムを構築します。

cmx_change_model Management Server上のWebシステムの情報
モデルを変更します。

cmx_delete_system 構築したWebシステムやWebシステム中の
サービスユニットを削除します。

cmx_resume_lb 負荷分散機の休止状態を解除して，設定処理を
再開します。

cmx_scaleout_host Management Server上の，ホスト単位管理モ
デルのWebシステムの情報モデルを変更しま
す。

cmx_test_lb 負荷分散機との接続に問題がないか，接続テス
トをします。

cmx_trans_param 抽象パラメタを実パラメタに展開します。

サービスユニットの
操作

cmx_list_status サービスユニットの稼働状況のステータスや運
用環境の構築状況を表示します。

cmx_start_target 単一のサービスユニット，またはWebシステ
ム中の全サービスユニットを開始します。

cmx_stop_target 単一のサービスユニット，またはWebシステ
ム中の全サービスユニットを停止します。
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注
Smart Composer機能で使用するコマンドの実行状況は，アプリケーションサーバのログ（コ
マンド保守ログ）として出力されます。アプリケーションサーバのログ（コマンド保守ログ）
については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ 機能解説 保守／移行／互換編」
のトラブルシューティングに関する説明を参照してください。

8.1.2　バッチアプリケーションを実行するシステムで使用で
きるコマンドの一覧

バッチアプリケーションを実行するシステムの場合，使用できるコマンドが一部異なり
ます。バッチアプリケーションを実行するシステムで使用できるコマンドの一覧を次の
表に示します。

表 8-2　Smart Composer機能で使用するコマンドの一覧（バッチアプリケーションを実
行するシステムの場合）

構成情報の参照 cmx_list_model Management Server上に構築したWebシステ
ムの情報モデルの内容を CSV形式で出力しま
す。

構築済みのシステム
の設定内容の出力

cmx_export_model 構築済みのシステムの設定内容を，簡易構築定
義ファイルの形式で出力します。

分類 コマンド名称 概要

環境設定 cmx_admin_passwd Management Serverの管理ユーザアカウント
を設定します。または，設定済みの管理ユーザ
アカウントを変更，解除します。

Webシステムの構
築

cmx_build_model Management Server上にWebシステムの情報
モデルを生成します。

cmx_build_system Management Server上のWebシステムの情報
モデルからWebシステムを構築します。

cmx_change_model Management Server上のWebシステムの情報
モデルを変更します。

cmx_delete_system 構築したWebシステムやWebシステム中の
サービスユニットを削除します。

cmx_scaleout_host Management Server上の，ホスト単位管理モ
デルのWebシステムの情報モデルを変更しま
す。

サービスユニットの
操作

cmx_list_status サービスユニットの稼働状況のステータスや運
用環境の構築状況を表示します。

cmx_start_target 単一のサービスユニット，またはWebシステ
ム中の全サービスユニットを開始します。

cmx_stop_target 単一のサービスユニット，またはWebシステ
ム中の全サービスユニットを停止します。

分類 コマンド名称 概要
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注
Smart Composer機能で使用するコマンドの実行状況は，アプリケーションサーバのログ（コ
マンド保守ログ）として出力されます。アプリケーションサーバのログ（コマンド保守ログ）
については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ 機能解説 保守／移行／互換編」
のトラブルシューティングに関する説明を参照してください。

バッチアプリケーションを実行するシステムの場合は，次の点に留意してください。

• バッチアプリケーションを実行するシステムでは，サービスユニットとして j2ee-tier
または ctm-tierを使用します。それ以外のティアの説明は，バッチアプリケーション
を実行するシステムでは該当しません。

• Smart Composer機能のコマンドでは，バッチサーバを J2EEサーバとして扱います。
このため，この章の説明中の「J2EEサーバ」は，「バッチサーバ」に読み替えてくだ
さい。

8.1.3　旧バージョンとの互換用のコマンドの一覧
ここでは，Smart Composer機能で使用する旧バージョンとの互換用のコマンドの一覧
について説明します。

（1） J2EEアプリケーションを実行するシステムで使用できる互換用コ
マンドの一覧

J2EEアプリケーションを実行するシステムで使用できる互換用コマンドの一覧を次に示
します。

表 8-3　Smart Composer機能で使用する互換用コマンドの一覧（J2EEアプリケーショ
ンを実行するシステムの場合）

構成情報の参照 cmx_list_model Management Server上に構築したWebシステ
ムの情報モデルの内容を CSV形式で出力しま
す。

構築済みのシステム
の設定内容の出力

cmx_export_model 構築済みのシステムの設定内容を，簡易構築定
義ファイルの形式で出力します。

分類 コマンド名称 概要

サービスユニットの
操作

cmx_add_serverref※ 1 論理ユーザサーバをサービスユニットに追加し
ます。

cmx_delete_serverref※ 2 論理ユーザサーバをサービスユニットから削除
します。

分類 コマンド名称 概要
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注※ 1
論理サーバ参照定義ファイルを使用する場合だけに使用します。07-50以降は，論理ユーザ
サーバは，簡易構築定義ファイルで設定することをお勧めします。

注※ 2
論理ユーザサーバだけを削除したい場合に使用します。07-50以降は，cmx_delete_systemコ
マンドで削除することをお勧めします。

注※ 3

リソースの操作※ 3 cmx_define_resource Management Serverに登録したリソースアダ
プタまたは JavaBeansリソースをWebシステ
ムに関連づけます。

cmx_deploy_resource Webシステムに関連づけたリソースアダプタ
または JavaBeansリソースをデプロイします。

cmx_register_resource リソースアダプタまたは JavaBeansリソース
をManagement Serverに登録します。

cmx_start_resource デプロイ済みのリソースアダプタまたは
JavaBeansリソースを開始します。

cmx_stop_resource 開始済みのリソースアダプタまたは
JavaBeansリソースを停止します。

cmx_undefine_resource リソースアダプタまたは JavaBeansリソース
とWebシステムの関連づけを解除します。

cmx_undeploy_resource デプロイ済みのリソースアダプタまたは
JavaBeansリソースをアンデプロイします。

cmx_unregister_resource リソースアダプタまたは JavaBeansリソース
をManagement Serverから削除します。

アプリケーションの
操作※ 3

cmx_define_application Management Serverに登録した J2EEアプリ
ケーションをWebシステムに関連づけます。

cmx_deploy_application Webシステムに関連づけた J2EEアプリケー
ションをデプロイします。

cmx_register_application J2EEアプリケーションをManagement 
Serverに登録します。

cmx_start_application デプロイ済みの J2EEアプリケーションを開始
します。

cmx_stop_application 開始済みの J2EEアプリケーションを停止しま
す。

cmx_undefine_application J2EEアプリケーションとWebシステムの関
連づけを解除します。

cmx_undeploy_application デプロイ済みの J2EEアプリケーションをアン
デプロイします。

cmx_unregister_application J2EEアプリケーションをManagement 
Serverから削除します。

分類 コマンド名称 概要
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リソースおよびアプリケーションの操作に関するコマンドは，08-00以降はサーバ管理コマン
ドを使用することをお勧めします。なお，リソースおよびアプリケーションの操作に関するコ
マンドは，統合ネーミングスケジューラサーバ用のWebシステムでは使用できません。統合
ネーミングスケジューラサーバ用のWebシステムでこれらのコマンドを実行した場合は，エ
ラーになります。

（2） バッチアプリケーションを実行するシステムで使用できる互換用コ
マンドの一覧

バッチアプリケーションを実行するシステムで使用できる互換用コマンドの一覧を次に
示します。

表 8-4　Smart Composer機能で使用する互換用コマンドの一覧（バッチアプリケーショ
ンを実行するシステムの場合）

注※
リソースの操作に関するコマンドは，08-00以降はサーバ管理コマンドを使用することをお勧
めします。なお，リソースの操作に関するコマンドは統合ネーミングスケジューラサーバ用の
Webシステムでは使用できません。統合ネーミングスケジューラサーバ用のWebシステムでこ
れらのコマンドを実行した場合は，エラーになります。

分類 コマンド名称 概要

リソースの操作※ cmx_define_resource Management Serverに登録したリソースアダ
プタまたは JavaBeansリソースをWebシステ
ムに関連づけます。

cmx_deploy_resource Webシステムに関連づけたリソースアダプタ
または JavaBeansリソースをデプロイします。

cmx_register_resource リソースアダプタまたは JavaBeansリソース
をManagement Serverに登録します。

cmx_start_resource デプロイ済みのリソースアダプタまたは
JavaBeansリソースを開始します。

cmx_stop_resource 開始済みのリソースアダプタまたは
JavaBeansリソースを停止します。

cmx_undefine_resource リソースアダプタまたは JavaBeansリソース
とWebシステムの関連づけを解除します。

cmx_undeploy_resource デプロイ済みのリソースアダプタまたは
JavaBeansリソースをアンデプロイします。

cmx_unregister_resource リソースアダプタまたは JavaBeansリソース
をManagement Serverから削除します。
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8.2　コマンドを同時に複数実行した場合の排他
制御

Smart Composer機能のコマンドを同時に複数実行した場合，コマンドによって，あと
から実行したコマンドが排他制御されるものと，排他制御されないものがあります。

Smart Composer機能のコマンドについて，排他制御の対象となるかどうかを次の表に
示します。

表 8-5　排他制御の対象 /対象外のコマンド

（凡例）
○：排他制御の対象です。これらのコマンドは，「8.3　Smart Composer機能で使用するコマ
ンドの詳細」の共通引数にある，-wait/-nowaitオプションが指定できるコマンドです。
×：排他制御の対象外です。実行中のコマンドがある場合でも実行できます。

次に，Smart Composer機能の旧バージョンとの互換用のコマンドについて，排他制御
の対象となるかどうかを示します。

表 8-6　排他制御の対象 /対象外の互換用のコマンド

コマンドの種類 コマンド名 排他制御の対象

Webシステム全体に対するコマンド cmx_build_model ○

cmx_change_model ○

cmx_scaleout_host ○

個別のWebシステムに対するコマンド cmx_admin_passwd ×

cmx_build_system ○

cmx_delete_system ○

cmx_export_model ×

cmx_list_model ×

cmx_list_status ×

cmx_resume_lb ○

cmx_start_target ○

cmx_stop_target ○

cmx_test_lb ○

cmx_trans_param ×

コマンドの種類 コマンド名 排他制御の対象

Webシステム全体に対するコマンド cmx_add_serverref ○

cmx_delete_serverref ○

cmx_register_application ○
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（凡例）
○：排他制御の対象です。これらのコマンドは，「8.3　Smart Composer機能で使用するコマ
ンドの詳細」の共通引数にある，-wait/-nowaitオプションが指定できるコマンドです。

排他制御の対象となるコマンドでは，コマンドの共通引数の -wait/-nowaitオプションの
指定によって，複数のコマンドを同時に実行したときの動作が変わります。また，コマ
ンドの種類や，どのWebシステムを対象としてコマンドを実行するかの組み合わせで，
排他制御される場合とされない場合があります。

次の表に，複数のコマンドを同時に実行したときの排他制御のルールを示します。なお，
表中の「Webシステム全体に対するコマンド」および「個別のWebシステムに対するコ
マンド」に分類されるコマンドの種類については，表 8-5および表 8-6を参照してくだ
さい。

表 8-7　排他制御のルール

cmx_register_resource ○

cmx_unregister_application ○

cmx_unregister_resource ○

個別のWebシステムに対するコマンド cmx_define_application ○

cmx_define_resource ○

cmx_deploy_application ○

cmx_deploy_resource ○

cmx_start_application ○

cmx_start_resource ○

cmx_stop_application ○

cmx_stop_resource ○

cmx_undefine_application ○

cmx_undefine_resource ○

cmx_undeploy_application ○

cmx_undeploy_resource ○

あとから実行するコマンド 実行中のコマンド

コマンドの種類 対象となる
システム

共通引数の指定 コマンドの種類

Webシステム全体に対
するコマンド

個別のWebシステ
ムに対するコマンド

Webシステム全
体に対するコマ
ンド

－ -wait △ △

-nowait × ×

コマンドの種類 コマンド名 排他制御の対象
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（凡例）
×：あとから実行するコマンドは排他エラーが返ります。
△：あとから実行するコマンドは実行中のコマンドが終了するまで待ちます。
○：あとから実行するコマンドを実行します。
－：該当しません。

個別のWebシス
テムに対するコ
マンド

同じWebシ
ステム

-wait △ △

-nowait × ×

異なるWeb
システム

-wait △ ○

-nowait × ○

あとから実行するコマンド 実行中のコマンド

コマンドの種類 対象となる
システム

共通引数の指定 コマンドの種類

Webシステム全体に対
するコマンド

個別のWebシステ
ムに対するコマンド
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8.3　Smart Composer機能で使用するコマンド
の詳細

Smart Composer機能で使用するコマンドの入力形式，機能などを次に示します。

コマンドの格納先
Smart Composer機能で使用するコマンドは，次のディレクトリに格納されていま
す。
• Windowsの場合
<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥manager¥bin¥

• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/manager/bin/

共通引数
各コマンドには，次の引数を共通引数として指定します。共通引数は，.cmxrc（ク
ライアント設定プロパティファイル）または cmxclient.properties（クライアント共
通設定ファイル）で，指定を省略したときのデフォルト値を設定できます。.cmxrc
ファイルおよび cmxclient.propertiesファイルについては，マニュアル
「Cosminexus アプリケーションサーバ リファレンス 定義編 (サーバ定義 )」の
cmxrc（クライアント設定プロパティファイル）および cmxclient.properties（クラ
イアント共通設定プロパティファイル）の説明を参照してください。

形式
コマンド名称 [-m <ホスト名>[:<ポート番号>]] 
             [-u <管理ユーザID>] [-p <管理ユーザパスワード>]
             [-wait | -nowait] [-verbose | -noverbose]

説明

-m <ホスト名 >[:<ポート番号 >]
Management Serverのホスト名とポート番号を指定します。
• <ホスト名 >
ドット記法での IPアドレス指定（xxx.xxx.xxx.xxx），または名前解決できる
ホスト名で指定します。なお，xxxには 0～ 255の整数を指定します。

• <ポート番号 >
Management Serverの設定に従います。デフォルト値は 28080です。

-u <管理ユーザ ID>
Management Serverのセットアップで設定した，Management Serverの管理
ユーザ IDを指定します。Management Serverのセットアップについては，マ
ニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ システム構築・運用ガイド」
を参照してください。管理ユーザアカウントの省略機能が有効の場合，管理
ユーザ IDを指定しても無効となります。管理ユーザアカウントの省略機能につ
いては，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ システム構築・運
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用ガイド」の管理ユーザアカウントの設定を省略する場合に関する説明を参照
してください。

-p <管理ユーザパスワード >
Management Serverのセットアップで設定した，Management Serverの管理
ユーザパスワードを指定します。Management Serverのセットアップについて
は，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ システム構築・運用ガ
イド」を参照してください。管理ユーザアカウントの省略機能が有効の場合，
管理ユーザパスワードを指定しても無効となります。管理ユーザアカウントの
省略機能については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ シス
テム構築・運用ガイド」の管理ユーザアカウントの設定を省略する場合に関す
る説明を参照してください。

-wait | -nowait
コマンド実行時に，すでに実行しているコマンドとの排他が必要な場合，処理
できるようになるまで待つか（-wait），待たずにエラーリターンするか
（-nowait）のどちらかを指定します。詳細は，「8.2　コマンドを同時に複数実
行した場合の排他制御」を参照してください。

-verbose | -noverbose
コマンドの実行結果の詳細を出力するか（-verbose），出力しないか
（-noverbose）のどらかを指定します。

共通引数は，コマンドによって指定が有効になる場合と，無効になる場合がありま
す。コマンドに無効な引数を指定した場合，その引数は無視されます。共通引数の
指定について，コマンドごとに次の表に示します。

表 8-8　共通引数の指定の可否

コマンド名称 共通引数

-m -u -p -wait
-nowait

-verbose 
-noverbose

cmx_admin_passwd ○ ○ ○ × ×

cmx_build_model ○ ○ ○ ○ ×

cmx_build_system ○ ○ ○ ○ ○

cmx_change_model ○ ○ ○ ○ ×

cmx_delete_system ○ ○ ○ ○ ○

cmx_export_model ○ ○ ○ × ×

cmx_list_model ○ ○ ○ × ×

cmx_list_status ○ ○ ○ × ×

cmx_resume_lb ○ ○ ○ ○ ○

cmx_scaleout_host ○ ○ ○ ○ ○

cmx_start_target ○ ○ ○ ○ ○

cmx_stop_target ○ ○ ○ ○ ○
363



8.　Smart Composer機能で使用するコマンド
（凡例）
○：有効です。
×：無効です。指定した場合，無視されます。

注
互換用のコマンドはすべての共通引数の指定が有効です。互換用のコマンドについては，「8.1.3
　旧バージョンとの互換用のコマンドの一覧」を参照してください。

終了コード
Smart Composer機能で使用するコマンドは，次の範囲で戻り値を返します。

表 8-9　Smart Composer機能で使用するコマンドの戻り値

cmx_add_serverref（論理ユーザサーバの追加）（互換用）

形式
cmx_add_serverref [共通引数] -f <論理サーバ参照定義ファイル>

機能

cmx_add_serverrefコマンドを使用すると，論理サーバ参照定義ファイルの内容に従っ
て，Webシステム中のサービスユニットにユーザ定義の論理サーバ（論理ユーザサーバ）
を追加します。

論理サーバ参照定義ファイルで複数の論理ユーザサーバが指定されている場合は，定義
順にサービスユニットへ追加します。追加した論理ユーザサーバに対するエラーチェッ
クは，処理開始時に実行されます。

引数

-f <論理サーバ参照定義ファイル >
論理サーバ参照定義ファイルのパスを指定します。

cmx_test_lb ○ ○ ○ ○ ○

cmx_trans_param × × × × ×

戻り値 意味

0 コマンドの処理が正常終了しました。

1～ 63 コマンドの処理で軽微な障害が発生しました。

64～ 127 コマンドの処理が異常終了しました。

コマンド名称 共通引数

-m -u -p -wait
-nowait

-verbose 
-noverbose
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入力例
cmx_add_serverref -f UserServerRef.xml

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

注意事項

●指定した論理ユーザサーバが，同じサービスユニット，またはほかのサービスユニッ
トに追加済みの場合はエラーになります。

●論理ユーザサーバの追加先に指定したWebシステム，およびサービスユニットが存在
しない場合はエラーになります。

●このコマンドは旧バージョンとの互換用のコマンドです。論理サーバ参照定義ファイ
ルを使用して，構築済みのシステムに論理ユーザサーバを追加する場合だけに使用し
ます。07-50以降は，簡易構築定義ファイルで論理ユーザサーバを設定することをお
勧めします。

cmx_admin_passwd（Management Serverの管理ユーザアカ
ウントの設定）

形式
cmx_admin_passwd [共通引数] [-np <新管理ユーザパスワード>] [-nu <新管理
ユーザID>]

機能

Management Serverへログインするための管理ユーザアカウントを設定します。新管理
ユーザアカウントを指定している場合は，設定済みの管理ユーザアカウントを新管理
ユーザアカウントに変更します。また，-npオプションに空文字（""）を指定している場
合は，設定済みの管理ユーザパスワードを解除します。

引数

-np <新管理ユーザパスワード >
新しいManagement Serverの管理ユーザパスワードを指定します。

-nu <新管理ユーザ ID>
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新しいManagement Serverの管理ユーザ IDを指定します。

入力例
• 新規に管理ユーザアカウントを設定する場合
cmx_admin_passwd -m localhost -u admin01 -p p1574809
 

• 設定済みの管理ユーザアカウントを変更する場合
cmx_admin_passwd -m localhost -u admin01 -p p1574809 -np passwd123 
-nu admin02
 

• 管理ユーザパスワードを解除する場合
cmx_admin_passwd -m localhost -u admin01 -p p1574809 -np ""

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

注意事項

管理ユーザパスワードが設定されていない状態で，-npオプションを指定したコマンドを
入力すると，共通引数の -pオプションの指定は無視されて，新管理ユーザパスワードが
設定されます。また，管理ユーザ IDが設定されていない状態で，-nuオプションを指定
したコマンドを入力すると，共通引数の -uオプションの指定は無視されて，新管理ユー
ザ IDが設定されます。管理ユーザアカウントの省略機能を有効にしている場合，メッ
セージを表示し，終了コード 0を出力します。また，管理ユーザアカウントの設定はし
ません。管理ユーザアカウントの省略機能については，マニュアル「Cosminexus アプ
リケーションサーバ システム構築・運用ガイド」の管理ユーザアカウントの設定を省略
する場合に関する説明を参照してください。

cmx_build_model（Webシステムの情報モデルの生成）

形式
cmx_build_model [共通引数] -f <簡易構築定義ファイル>

機能

cmx_build_modelコマンドを使用すると，簡易構築定義ファイルの内容に従って，
Management Serverにホストおよび論理サーバを定義し，Webシステムの情報モデル
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を構築します。

cmx_build_modelコマンドでManagement Server上に論理サーバ名が定義される場合
のルールについては，「cmx_build_system」を参照してください。

引数

-f <簡易構築定義ファイル >
簡易構築定義ファイルのパスを指定します。

入力例
cmx_build_model -f MyWebSystemDef.xml

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

注意事項

●構築済みのWebシステムを処理対象に指定した場合はエラーになります。

● 07-50以降は，cmx_build_systemコマンドを使用して，Webシステムの情報モデル
の生成から，Webシステムの構築まで一括で実行することをお勧めします。

cmx_build_system（Webシステムの構築）

形式

●Webシステムの構築
• 簡易構築定義ファイルからWebシステムを構築する場合
cmx_build_system [共通引数 ] -f <簡易構築定義ファイル >

                 [-lb {keepvs|deletevs}]

• 登録済みの情報モデルを基にWebシステムを構築する場合
cmx_build_system [共通引数 ] [-s <Webシステム名 >]

                 [-lb {keepvs|deletevs}]

• Webシステムに関連づいていない論理サーバを含むシステムを構築する場合
cmx_build_system [共通引数 ] -ns

●構築済みのシステムのパラメタ変更
• 構築済みのシステムのパラメタを簡易構築定義ファイルで変更する場合
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cmx_build_system [共通引数 ] -f <簡易構築定義ファイル > -change

機能

Webシステムを構築します。また，構築済みのシステムのパラメタを変更します。

●Webシステムの構築
登録済みのWebシステムの情報モデルに従って，Webシステムを構築します。また
は，簡易構築定義ファイルの内容に従って，Webシステムの情報モデルを生成し，そ
の情報モデルに従ってWebシステムを構築します。
cmx_build_systemコマンドは，各ホストのWebサーバと J2EEサーバのセットアッ
プ，および各論理サーバの環境を設定します。また，必要に応じて負荷分散機に仮想
サーバや実サーバを作成します。
登録済みの情報モデルを基にWebシステムを構築する場合，簡易構築定義ファイルか
らWebシステムを構築する場合，またはWebシステムに関連づいていない論理サー
バを含むシステムを構築する場合で，構築のしかたが異なります。
• 簡易構築定義ファイルからWebシステムを構築する場合
指定した簡易構築定義ファイルの内容に従って，Webシステムの情報モデルを構築
します。さらに，その情報モデルに従って，Webシステムを構築します。あらかじ
め cmx_build_modelでモデルを登録しないで，Webシステムの構築ができます。

• 登録済みの情報モデルを基にWebシステムを構築する場合
cmx_build_modelコマンド，または cmx_change_modelコマンドで登録したWeb
システムの情報モデルに従って，Webシステムを構築します。

• Webシステムに関連づいていない論理サーバを含むシステムを構築する場合
cmx_build_modelコマンド，または cmx_change_modelコマンドで登録したWeb
システムの情報モデルに従って，Webシステムに関連づいていない論理サーバを含
むシステムを構築します。

●構築済みのシステムのパラメタ変更
-changeオプションを指定することで，構築済みのシステムのパラメタを，-fオプ
ションで指定した簡易構築定義ファイルに定義されたパラメタに変更します。
• -changeオプションを指定して構築済みのシステムのパラメタを変更する場合

-fオプションにパラメタ変更済みの簡易構築定義ファイルを指定して，-changeオ
プションを指定します。-fオプションで指定した簡易構築定義ファイルの内容に
従って，Webシステムの情報モデルを，パラメタを変更した状態で再生成します。
さらに，その情報モデルを基にして，Webシステムを再構築します。ただし，構成
変更はできません。

Webシステムの構築時に，論理サーバ名を簡易構築定義ファイルで定義していない場合，
Management Server上に論理サーバ名が定義されます。なお，登録済みの情報モデルに
従ってWebシステムを構築する場合，論理サーバ名は cmx_build_modelコマンド実行
時に定義されます。Management Server上に論理サーバ名が定義されるときのルールを
次に示します。
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論理サーバ名の定義ルール
論理サーバ名は次の形式で定義されます。

形式
cmx_<Webシステム名>_<サービスユニット名>_<種別>_<通番>
 

<種別 >は，論理サーバの種類によって異なります。論理サーバの種類と <種別 >
との対応を次の表に示します。

表 8-10　論理サーバの種類と <種別 >との対応

<通番 >は，基本的に「01」が設定されます。ただし，CTMを使用するシステムの
ように論理サーバを複数配置する場合は，重複しない番号が割り振られます。

引数

-s <Webシステム名 >
Webシステム名を指定します。
登録済みの情報モデルから，指定したWebシステムが構築されます。
このオプションを省略した場合は，.cmxrcファイルまたは cmxclient.properties
ファイルの cmx.websystem.nameキーで設定した値が仮定されます。なお，.cmxrc
ファイルおよび cmxclient.propertiesファイルの cmx.websystem.nameキーを省略
している場合に，このオプションを省略してコマンドを実行したときは，エラーに
なります。
-fオプションを指定している場合には指定が無効になります。

-lb
この引数は使用する負荷分散機の種類が BIG-IPv9の場合だけ有効になります。
負荷分散機の仮想サーバを初期化するかどうかを指定します。JP1/SC/DPMを使用
しないで，ホスト単位管理モデルで構築した負荷分散機を使用するWebシステムを
スケールアウトする場合に指定します。
• keepvs

論理サーバの種類 <種別 >

論理Webサーバ HTTP

論理 J2EEサーバ J2EE

論理パフォーマンストレーサ PRF

論理 SFOサーバ SFO

論理 CTMドメインマネジャ CTMDM

論理 CTM CTM

論理スマートエージェント SA

論理ユーザサーバ USER
369



8.　Smart Composer機能で使用するコマンド
負荷分散機の仮想サーバは初期化しません。複数のホストで負荷分散機の仮想
サーバを共有する場合に指定します。

• deletevs
負荷分散機の仮想サーバを初期化します。

このオプションを省略した場合は，.cmxrcファイルまたは cmxclient.properties
ファイルの cmx.lbキーで設定した値が仮定されます。なお，.cmxrcファイルおよ
び cmxclient.propertiesファイルの cmx.lbキーを省略している場合に，このオプ
ションを省略したときは deletevsが仮定されます。.cmxrcファイルおよび
cmxclient.propertiesファイルの詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリ
ケーションサーバ リファレンス 定義編 (サーバ定義 )」の .cmxrc（クライアント設
定プロパティファイル）および cmxclient.properties（クライアント共通設定プロパ
ティファイル）の説明を参照してください。

-f <簡易構築定義ファイル >
簡易構築定義ファイルのパスを指定します。
簡易構築定義ファイルの内容に従って，Webシステムの情報モデルが生成されます。
さらに，その情報モデルを基にしてWebシステムが構築されます。

-change
パラメタを変更する場合に指定します。
-fオプションで指定した簡易構築定義ファイルの内容に従って，Webシステムの情
報モデルが再生成されます。さらに，その情報モデルを基にしてWebシステムが再
構築されます。

-ns
登録済みの情報モデルから，Webシステムに関連づいていない論理サーバを含むシ
ステムを構築する場合に指定します。
このオプションを指定する場合，cmx_build_modelコマンドを使用して，情報モデ
ルを登録しておく必要があります。cmx_build_modelコマンドについては，
「cmx_build_model」を参照してください。

入力例
• 簡易構築定義ファイルからWebシステムを構築する場合
cmx_build_system -f MyWebSystemDef.xml

• 登録済みの情報モデルを基にWebシステムを構築する場合
cmx_build_system -s sample-system

• Webシステムに関連づいていない論理サーバを含むシステムを構築する場合
cmx_build_system -ns

• 構築済みのシステムのパラメタを簡易構築定義ファイルで変更する場合
cmx_build_system -f MyWebSystemDef2.xml -change
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戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

注意事項

-changeオプションを指定する場合，次のことに注意してください。

●構築済みのWebシステムに対してパラメタ変更以外の変更をしようとした場合はエ
ラーになります。

● -fオプションで指定した簡易構築定義ファイルのスキーマのバージョンが，構築済み
のシステムの構築時に使用した簡易構築定義ファイルのスキーマのバージョンより古
いときは，動作が保証されません。

●構築済みのシステムの構築時に使用した簡易構築定義ファイルのスキーマのバージョ
ンが 2.1以前の場合，-fオプションで指定する簡易構築定義ファイルのホストの定義
の <host-ref>タグは次のように指定します。

<host-ref>タグに指定する値
構築済みのシステムの構築時に使用した簡易構築定義ファイルのホストの定義の
<operational-ip>タグで指定している値

cmx_change_model（Webシステムの情報モデルの変更）

形式
cmx_change_model [共通引数] -f <構成変更定義ファイル>

機能

構成変更定義ファイルの内容に従って，Webシステムの情報モデルを変更（サービスユ
ニット・ホストの追加またはパラメタの一括変更）します。

• サービスユニット・ホストの追加
Webシステムの情報モデルに，構成変更定義ファイルで定義したサービスユニットま
たはホストを追加します。サービスユニットに指定するホストには，新規のものも，
Management Server上のWebシステムの情報モデルにあるものも指定できます。
cmx_change_modelコマンドでは，サービスユニットに対応するホストおよび論理
サーバをManagement Serverに定義します。論理サーバ名の設定ルールについては，
「cmx_build_system」を参照してください。
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• パラメタの一括変更
構成変更定義ファイルに指定した論理サーバのコンフィグレーション定義の情報に変
更します。

引数

-f <構成変更定義ファイル >
構成変更定義ファイルのパスを指定します。

入力例
cmx_change_model -f MyWebSystemDef.xml

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

注意事項

● -fオプションで指定した構成変更定義ファイルのスキーマのバージョンが，構築済み
のシステムの構築時に使用した簡易構築定義ファイルのスキーマのバージョンより古
いときは，動作が保証されません。

●構築済みのシステムの構築時に使用した簡易構築定義ファイルのスキーマのバージョ
ンが 2.1以前の場合，-fオプションで指定する構成変更定義ファイルのホストの定義
の <host-ref>タグは次のように指定します。

<host-ref>タグに指定する値
構築済みのシステムの構築時に使用した簡易構築定義ファイルのホストの定義の
<operational-ip>タグで指定している値

cmx_define_application（J2EEアプリケーションとWebシス
テムの関連づけ）（互換用）

形式
• アーカイブ形式の J2EEアプリケーションを関連づける場合
cmx_define_application [共通引数] [-s <Webシステム名>] -appname <ア
プリケーション表示名> -appver <アプリケーションバージョンID>
 

• 展開ディレクトリ形式の J2EEアプリケーションを関連づける場合
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cmx_define_application [共通引数] [-s <Webシステム名>] -appname <ア
プリケーション表示名>

機能

J2EEアプリケーションをWebシステムに関連づけます。

引数

-s <Webシステム名 >
Webシステム名を指定します。
このオプションを省略した場合は，.cmxrcファイルまたは cmxclient.properties
ファイルの cmx.websystem.nameキーで設定した値が仮定されます。なお，.cmxrc
ファイルおよび cmxclient.propertiesファイルの cmx.websystem.nameキーを省略
している場合に，このオプションを省略してコマンドを実行したときは，エラーに
なります。

-appname <アプリケーション表示名 >
J2EEアプリケーションの表示名を指定します。cmx_register_applicationコマンド
実行後にメッセージに出力される表示名を使用します。

-appver <アプリケーションバージョン ID>
J2EEアプリケーションのバージョン IDを指定します。

入力例
cmx_define_application -s sample-system -appname App1 -appver 1.0

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

注意事項

このコマンドは旧バージョンとの互換用のコマンドです。アプリケーションの操作に関
するコマンドは，08-00以降はサーバ管理コマンドを使用することをお勧めします。
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cmx_define_resource（リソースとWebシステムの関連づけ）
（互換用）

形式
• リソースアダプタを関連づける場合
cmx_define_resource [共通引数] [-s <Webシステム名>] -resname <リソー
スアダプタ表示名>
 

• JavaBeansリソースを関連づける場合
cmx_define_resource [共通引数] [-s <Webシステム名>] -resname 
<JavaBeansリソース表示名>

機能

リソースアダプタまたは JavaBeansリソースをWebシステムに関連づけます。

引数

-s <Webシステム名 >
Webシステム名を指定します。
このオプションを省略した場合は，.cmxrcファイルまたは cmxclient.properties
ファイルの cmx.websystem.nameキーで設定した値が仮定されます。なお，.cmxrc
ファイルおよび cmxclient.propertiesファイルの cmx.websystem.nameキーを省略
している場合に，このオプションを省略してコマンドを実行したときは，エラーに
なります。

-resname <リソースアダプタ表示名または JavaBeansリソース表示名 >
リソースアダプタまたは JavaBeansリソースの表示名を指定します。
cmx_register_resourceコマンド実行後にメッセージに出力される表示名を使用しま
す。

入力例
cmx_define_resource -s sample-system -resname App1

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。
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注意事項

このコマンドは旧バージョンとの互換用のコマンドです。リソースの操作に関するコマ
ンドは，08-00以降はサーバ管理コマンドを使用することをお勧めします。

cmx_delete_serverref（論理ユーザサーバの削除）（互換用）

形式
cmx_delete_serverref [共通引数] [-s <Webシステム名>] -unit <サービスユ
ニット名> -name <論理サーバ名>

機能

Webシステム中のサービスユニットから論理ユーザサーバを削除します。

引数

-s <Webシステム名 >
Webシステム名を指定します。
このオプションを省略した場合は，.cmxrcファイルまたは cmxclient.properties
ファイルの cmx.websystem.nameキーで設定した値が仮定されます。なお，.cmxrc
ファイルおよび cmxclient.propertiesファイルの cmx.websystem.nameキーを省略
している場合に，このオプションを省略してコマンドを実行したときは，エラーに
なります。

-unit <サービスユニット名 >
サービスユニット名を指定します。

-name <論理サーバ名 >
論理サーバ名を指定します。

入力例
cmx_delete_serverref -s sample-system -unit Unit01 -name 
cmx_Web02_Unit01_User_01

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。
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注意事項

●指定した論理ユーザサーバが，同じサービスユニット，またはほかのサービスユニッ
トに追加済みの場合はエラーになります。

●このコマンドは旧バージョンとの互換用のコマンドです。論理ユーザサーバだけを削
除したい場合に使用します。

cmx_delete_system（Webシステムの削除）

形式
• Webシステムを削除する場合
cmx_delete_system [共通引数] [-s <Webシステム名>] [-lb 
{keepvs|deletevs}]
 

• サービスユニットを削除する場合
cmx_delete_system [共通引数] [-s <Webシステム名>] -unit <サービスユ
ニット名>

• Webシステムに関連づいていない論理サーバ，およびホストをすべて削除する場合
cmx_delete_system [共通引数] -ns

機能

Webシステム，またはWebシステム中のサービスユニットを削除します。-unitオプ
ションの指定を省略した場合はWebシステムを，-unitオプションを指定した場合は
Webシステム中のサービスユニットを削除します。ホスト単位管理モデルで構築した
Webシステムの場合に，複数のアプリケーションサーバ（ホスト）で負荷分散機の仮想
サーバを共有しているときは，-lbオプションで仮想サーバを削除するかどうかを指定し
て，Webシステムを削除してください。

また，-nsオプションを指定した場合は，Webシステムに関連づいていない論理サーバ，
およびホストをすべて削除します。

なお，このコマンドはManagement Serverに登録したWebシステムの情報モデル，負
荷分散機に設定した情報，および削除対象のWebシステムまたはサービスユニットに関
連づいている，すべてのホストも削除します。ただし，ほかのWebシステムや削除対象
外のサービスユニットから参照しているホスト，および Smart Composer機能以外で論
理サーバを追加したホストは削除しません。運用管理ドメイン内に登録されていて，
Webシステムと関連づいていないホストを削除する場合は，一時的なWebシステムや
サービスユニットに削除対象とするホストを関連づけて，関連づけたWebシステムまた
はサービスユニットごと削除する必要があります。

引数

-s <Webシステム名 >
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Webシステム名を指定します。
このオプションを省略した場合は，.cmxrcファイルまたは cmxclient.properties
ファイルの cmx.websystem.nameキーで設定した値が仮定されます。なお，.cmxrc
ファイルおよび cmxclient.propertiesファイルの cmx.websystem.nameキーを省略
している場合に，このオプションを省略してコマンドを実行したときは，エラーに
なります。

-unit <サービスユニット名 >
サービスユニット名を指定します。

-lb
負荷分散機の仮想サーバを削除するかどうかを指定します。ホスト単位管理モデル
で構築したWebシステムをスケールアウトする場合に指定します。
• keepvs
負荷分散機の仮想サーバは削除しません。負荷分散機の設定情報を削除します。
複数のホストで負荷分散機の仮想サーバを共有している場合に指定します。

• deletevs
負荷分散機の仮想サーバおよび負荷分散機の設定情報を削除します。

このオプションを省略した場合は，.cmxrcファイルまたは cmxclient.properties
ファイルの cmx.lbキーで設定した値が仮定されます。なお，.cmxrcファイルおよ
び cmxclient.propertiesファイルの cmx.lbキーを省略している場合に，このオプ
ションを省略したときは deletevsが仮定されます。.cmxrcファイルおよび
cmxclient.propertiesファイルの詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリ
ケーションサーバ リファレンス 定義編 (サーバ定義 )」の .cmxrc（クライアント設
定プロパティファイル）および cmxclient.properties（クライアント共通設定プロパ
ティファイル）の説明を参照してください。

-ns
Webシステムに関連づいていない論理サーバ，およびホストをすべて削除します。

入力例
cmx_delete_system -s sample-system -unit unit1

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。
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注意事項

●このコマンドで，Webシステムやサービスユニットを削除した場合，サービスユニッ
トを構成するホストにWebサーバや J2EEサーバの環境が残ります。
このホストを Smart Composer機能を使って再利用する場合は，次の方法でサーバの
環境をアンセットアップしてください。
• Webサーバの環境のアンセットアップ

Hitachi Web Serverのユーティリティを使用してアンセットアップします。
ユーティリティに指定するWebサーバ名は，「HWS_<Webサーバの論理サーバ名
>」の形式で指定します。Webサーバの論理サーバ名は cmx_list_modelコマンドを
使用して参照できます。cmx_delete_systemコマンドを実行する前に論理サーバ名
を確認してください。
ただし，物理ティアの realservernameパラメタでWebサーバの実サーバ名を指定
している場合は，ユーティリティに指定するサーバ名は，「HWS_<Webサーバの実
サーバ >」を指定してください。

• J2EEサーバの環境のアンセットアップ
サーバ管理コマンドの cjsetupコマンドを使用してアンセットアップします。
コマンドには，J2EEサーバの論理サーバ名を指定します。J2EEサーバの論理サー
バ名は cmx_list_modelコマンドを使用して参照できます。cmx_delete_systemコ
マンドを実行する前に論理サーバ名を確認してください。
ただし，物理ティアの realservernameパラメタで J2EEサーバの実サーバ名を指
定している場合は，コマンドに指定するサーバ名は実サーバ名を指定してください。

それぞれのサーバの環境削除の例を次に示します。

Webサーバの環境削除の例
Windowsの場合
<Cosminexusインストールディレクトリ >¥httpsd¥admin¥bin¥hwsserveredit 
-delete HWS_cmx_sample-system_unit1_HTTP_01
UNIXの場合
/opt/hitachi/httpsd/admin/bin/hwsserveredit -delete 
HWS_cmx_sample-system_unit1_HTTP_01

J2EEサーバの環境削除の例
Windowsの場合
<Cosminexusインストールディレクトリ >¥CC¥server¥bin¥cjsetup -d 
cmx_sample-system_unit1_J2EE_01
UNIXの場合
/opt/Cosminexus/CC/server/bin/cjsetup -d cmx_sample-system_unit1_J2EE_01

Hitachi Web Serverのユーティリティについてはマニュアル「Hitachi Web Server」
を参照してください。

●このコマンドを実行すると，論理ユーザサーバも同時に削除されます。論理ユーザ
サーバだけを削除したい場合は，cmx_delete_serverrefコマンドを使用してください。
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cmx_deploy_application（J2EEアプリケーションのデプロ
イ）（互換用）

形式
• アーカイブ形式の J2EEアプリケーションを指定する場合
cmx_deploy_application [共通引数] [-s <Webシステム名>] [-unit <サービ
スユニット名>] -appname <アプリケーション表示名> -appver <アプリケーショ
ンバージョンID>
 

• 展開ディレクトリ形式の J2EEアプリケーションを指定する場合
cmx_deploy_application [共通引数] [-s <Webシステム名>] [-unit <サービ
スユニット名>] -appname <アプリケーション表示名>
 

• J2EEアプリケーションを指定しない場合
cmx_deploy_application [共通引数] [-s <Webシステム名>] [-unit <サービ
スユニット名>]

機能

J2EEアプリケーションをデプロイします。コマンドに J2EEアプリケーションを指定
している場合と，指定していない場合とでデプロイのしかたが異なります。

• アーカイブ形式の J2EEアプリケーションを指定する場合
Webシステムに含まれるすべてのサービスユニットに，指定されたアーカイブ形式の
J2EEアプリケーションをデプロイします。
サービスユニットが指定されている場合は，指定したサービスユニットに，指定され
たアーカイブ形式の J2EEアプリケーションをデプロイします。

• 展開ディレクトリ形式の J2EEアプリケーションを指定する場合
Webシステムに含まれるすべてのサービスユニットに，指定された展開ディレクトリ
形式の J2EEアプリケーションをデプロイします。
サービスユニットが指定されている場合は，指定したサービスユニットに，指定され
た展開ディレクトリ形式の J2EEアプリケーションをデプロイします。

• J2EEアプリケーションを指定しない場合
Webシステムに含まれるすべてのサービスユニットに，そのWebシステムに関連づ
けられているすべての J2EEアプリケーション（アーカイブ形式および展開ディレク
トリ形式）をデプロイします。
サービスユニットが指定されている場合は，指定したサービスユニットに，そのWeb
システムに関連づけられているすべての J2EEアプリケーションをデプロイします。

引数

-s <Webシステム名 >
Webシステム名を指定します。
このオプションを省略した場合は，.cmxrcファイルまたは cmxclient.properties
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ファイルの cmx.websystem.nameキーで設定した値が仮定されます。なお，.cmxrc
ファイルおよび cmxclient.propertiesファイルの cmx.websystem.nameキーを省略
している場合に，このオプションを省略してコマンドを実行したときは，エラーに
なります。

-unit <サービスユニット名 >
サービスユニット名を指定します。

-appname <アプリケーション表示名 >
J2EEアプリケーションの表示名を指定します。cmx_register_applicationコマンド
実行後にメッセージに出力される表示名を使用します。

-appver <アプリケーションバージョン ID>
J2EEアプリケーションのバージョン IDを指定します。

入力例
cmx_deploy_application -s sample-system -unit unit1 -appname App1 
-appver 1.0

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

注意事項

●アーカイブ形式の J2EEアプリケーションの場合，バージョン IDが異なる，同じ表
示名の J2EEアプリケーションを同時にデプロイできません。

●メモリセッションフェイルオーバ用のサービスユニットを処理対象に指定した場合は
エラーになります。

●このコマンドは旧バージョンとの互換用のコマンドです。アプリケーションの操作に
関するコマンドは，08-00以降はサーバ管理コマンドを使用することをお勧めします。

cmx_deploy_resource（リソースのデプロイ）（互換用）

形式
• リソースアダプタを指定してデプロイする場合
cmx_deploy_resource [共通引数] [-s <Webシステム名>] [-unit <サービス
ユニット名>] -resname <リソースアダプタ表示名>
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• JavaBeansリソースを指定してデプロイする場合
cmx_deploy_resource [共通引数] [-s <Webシステム名>] [-unit <サービス
ユニット名>] -resname <JavaBeansリソース表示名>
 

• リソースアダプタまたは JavaBeansリソースを指定しないでデプロイする場合
cmx_deploy_resource [共通引数] [-s <Webシステム名>] [-unit <サービス
ユニット名>]

機能

リソースアダプタまたは JavaBeansリソースをサービスユニットにデプロイします。コ
マンドにリソースアダプタまたは JavaBeansリソースを指定している場合と，指定して
いない場合とでデプロイのしかたが異なります。

• リソースアダプタまたは JavaBeansリソースを指定している場合
Webシステムに含まれるすべてのサービスユニットに，指定されたリソースアダプタ
または JavaBeansリソースをデプロイします。
サービスユニットが指定されている場合は，指定したサービスユニットに，指定され
たリソースアダプタまたは JavaBeansリソースをデプロイします。

• リソースアダプタまたは JavaBeansリソースを指定していない場合
Webシステムに含まれるすべてのサービスユニットに，Webシステムに関連づけられ
ているすべてのリソースアダプタまたは JavaBeansリソースをデプロイします。
サービスユニットが指定されている場合は，指定したサービスユニットに，Webシス
テムに関連づけられているすべてのリソースアダプタまたは JavaBeansリソースをデ
プロイします。

引数

-s <Webシステム名 >
Webシステム名を指定します。
このオプションを省略した場合は，.cmxrcファイルまたは cmxclient.properties
ファイルの cmx.websystem.nameキーで設定した値が仮定されます。なお，.cmxrc
ファイルおよび cmxclient.propertiesファイルの cmx.websystem.nameキーを省略
している場合に，このオプションを省略してコマンドを実行したときは，エラーに
なります。

-unit <サービスユニット名 >
サービスユニット名を指定します。

-resname <リソースアダプタ表示名または JavaBeansリソース表示名 >
リソースアダプタまたは JavaBeansリソースの表示名を指定します。
cmx_register_resourceコマンド実行後にメッセージに出力される表示名を使用しま
す。
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入力例
cmx_deploy_resource -s sample-system -unit unit1 -resname App1

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

注意事項

●メモリセッションフェイルオーバ用のサービスユニットを処理対象に指定した場合は
エラーになります。

●このコマンドは旧バージョンとの互換用のコマンドです。リソースの操作に関するコ
マンドは，08-00以降はサーバ管理コマンドを使用することをお勧めします。

cmx_export_model（簡易構築定義ファイルの出力）

形式
cmx_export_model [共通引数] [-indent <インデントサイズ>] [-myhost <置換
するホスト名>] [-encoding <文字エンコーディング名>] -o <出力ファイル>

機能

構築されているWebシステムの内容に従って，簡易構築定義ファイルを出力します。

引数

-indent <インデントサイズ >
簡易構築定義ファイルのタグのインデントサイズを指定します。下位タグの開始位
置を上位のタグから半角スペースで何文字分右にずらすかを 0～ 8の範囲で指定し
ます。

「-indent 4」を指定した場合の出力例
<web-system>
△△△△<name>MyWebSystem</name>
△△△△<tier>
△△△△△△△△<tier-type>combined-tier</tier-type>
△△△△</tier>
       ：

（凡例）△：半角スペース 1文字分
このオプションを省略した場合は，.cmxrcファイルまたは cmxclient.properties
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ファイルの cmx.indentキーで設定した値が仮定されます。なお，.cmxrcファイル
および cmxclient.propertiesファイルの cmx.indentキーを省略している場合に，こ
のオプションを省略してコマンドを実行したときは，2が設定されます。

-myhost <置換するホスト名 >
出力する簡易構築定義ファイルの運用管理サーバマシンのホスト名を指定します。
ホスト単位管理モデルのシステムを，別のホストに移行する場合に指定します。
このオプションを省略した場合は，.cmxrcファイルまたは cmxclient.properties
ファイルの cmx.myhostキーで設定した値が仮定されます。なお，.cmxrcファイル
および cmxclient.propertiesファイルの cmx.myhostキーを省略している場合に，
このオプションを省略してコマンドを実行したときは，出力する簡易構築定義ファ
イルの運用管理サーバマシンのホスト名が設定されません。
なお，移行先の環境で，このオプションの指定が有効になるのは次の場合です。
• ホストの定義の <host-name>に，移行先の環境の運用管理サーバマシンの IPア
ドレスと一致する IPアドレス，または移行先の環境の運用管理サーバマシンの
IPアドレスと一致する IPアドレスに変換できるホスト名を指定している。

• ホストの定義の <host-name>に localhostかループバックアドレスを指定してい
る。

これらの条件を満たさないホスト名を指定した場合，指定は無効になります。
指定する値は，移行先の環境の運用管理サーバマシンのホスト名，または @myhost
です。移行先の環境の運用管理サーバマシンのホスト名を指定した場合と，
@myhostを指定した場合のホスト名の置換について，それぞれ説明します。

移行先の環境の運用管理サーバマシンのホスト名を指定する場合
移行先の環境の運用管理サーバマシンのホスト名を指定すると，出力する簡易
構築定義ファイルで，次に示すタグの値が指定したホスト名に置換されます。
• ホストの定義の <host-name>タグ
• ユニットの定義の <host-ref>タグ
• 論理サーバのコンフィグレーションに指定されているパラメタのホスト名

@myhostを指定する場合
@myhostを指定すると，出力する簡易構築定義ファイルで，次に示すタグの値
が @myhostに置換されます。
• ユニットの定義の <host-ref>タグ
• 論理サーバのコンフィグレーションに指定されているパラメタのホスト名

@myhostを指定した場合，ホストの定義は出力されません。ただし，@myhost
を指定した場合に，ホストの定義の <display-name>タグ，<description>タ
グ，<agent-host>タグ，または <agent-port>タグに値を指定したときは，ホ
ストの定義が出力されます。

-encoding <文字エンコーディング名 >
出力する簡易構築定義ファイルの文字エンコーディングを指定します。指定を省略
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した場合は UTF-8が設定されます。
設定できる文字エンコーディングは，JavaVMがサポートしている文字エンコー
ディングとなります。JavaVMがサポートしている文字エンコーディングについて
は，JDKのドキュメントのサポートされているエンコーディングに関する説明を参
照してください。 
このオプションを省略した場合は，.cmxrcファイルまたは cmxclient.properties
ファイルの cmx.encodingキーで設定した値が仮定されます。なお，.cmxrcファイ
ルおよび cmxclient.propertiesファイルの cmx.encodingキーを省略している場合
に，このオプションを省略してコマンドを実行したときは，UTF-8が設定されます。

-o <出力ファイル >
出力する簡易構築定義ファイルの出力先を指定します。

入力例
<Cosminexusインストールディレクトリ>¥manager¥bin¥cmx_export_model -o 
c:¥temp¥MyWebSystemexport.xml

出力形式

XMLファイル形式の簡易構築定義ファイルで出力します。簡易構築定義ファイルの出力
例については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ リファレンス 定義編
(サーバ定義 )」を参照してください。

注意事項

Smart Composer機能で構築したシステムに当てはまらない構成は，free-tier構成で出
力されます。出力した簡易構築定義ファイルに，free-tierの定義が含まれていた場合，
出力した簡易構築定義ファイルに対して，Smart Composer機能のコマンドでは，シス
テム構築以外の操作は実行できません。

cmx_list_model（Webシステムの情報モデルの取得）

形式

●Webシステムの情報モデルを取得する場合
cmx_list_model [共通引数] -modeltype 
{SERVER|APPLICATION|RESOURCE|RESADAPTER|RESJAVABEANS|SERVEREX} 
[{-s <Webシステム名>|-all|-r}]

●Webシステムに関連づいていない論理サーバの一覧を取得する場合
cmx_list_model [共通引数] -ns

機能

●Webシステムの情報モデルを取得する場合
登録されているWebシステムの情報モデルを取得し，標準出力に取得結果を出力しま
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す。
-sオプション，または .cmxrcファイルまたは cmxclient.propertiesファイルの
cmx.websystem.nameキーでWebシステム名が指定されている場合は，そのWebシ
ステムだけを対象とします。

●Webシステムに関連づいていない論理サーバの一覧を取得する場合
Webシステムに関連づいていない論理サーバの一覧を取得し，標準出力に取得結果を
出力します。一覧には論理サーバの種別も表示します。

引数

-modeltype
表示する対象を指定します。
• SERVER

Webシステムの情報モデル中の論理サーバの一覧を表示します。
• APPLICATION

Webシステムの情報モデル中の J2EEアプリケーションの一覧を表示します。
• RESOURCE※

Webシステムの情報モデル中のリソースアダプタの一覧を表示します。
• RESADAPTER

Webシステムの情報モデル中のリソースアダプタの一覧を表示します。
• RESJAVABEANS

Webシステムの情報モデル中の JavaBeansリソースの一覧を表示します。
• SERVEREX

Webシステムの情報モデル中の論理サーバの一覧を表示します。一覧には論理
サーバの種別も表示します。

注※　互換用の引数です。RESADAPTERを使用することをお勧めします。

-s <Webシステム名 >
Webシステム名を指定します。
このオプションを省略した場合は，.cmxrcファイルまたは cmxclient.properties
ファイルの cmx.websystem.nameキーで設定した値が仮定されます。

-all
登録されているすべてのWebシステムを表示する対象とします。

-r
cmx_register_applicationコマンドで登録した J2EEアプリケーションの一覧，ま
たは cmx_register_resourceコマンドで登録したリソースアダプタの一覧を表示す
る場合に指定します。

-ns
Webシステムに関連づいていない論理サーバの一覧表示する場合に指定します。
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出力形式

CSV形式で出力します。

●Webシステムの情報モデルを取得する場合

• 論理サーバ一覧の場合（SERVER指定時）

注※
論理ユーザサーバの場合，ティア種類には空文字が出力されます。

• 論理サーバ一覧の場合（SERVEREX指定時）

注※
論理ユーザサーバの場合，ティア種類には空文字が出力されます。

• Webシステムに関連づけられたアプリケーション一覧の場合

• 登録されている J2EEアプリケーション一覧の場合

• Webシステムに関連づけられたリソースアダプタ一覧の場合

• 登録されているリソースアダプタ一覧の場合

• Webシステムに関連づけられた JavaBeansリソース一覧の場合

• 登録されている JavaBeansリソース一覧の場合

• Webシステムに関連づいていない論理サーバの一覧

<論理サーバ名>,<ホスト名>,<ティア種類>※,<サービスユニット名>,<Webシステム名>

<論理サーバ名>,<論理サーバ種別>,<ホスト名>,<ティア種類>※,<サービスユニット名>,<Web
システム名>

<アプリケーション表示名>,<アプリケーションバージョン>,<Webシステム名>

<アプリケーション表示名>,<アプリケーションバージョン>

<リソースアダプタ表示名>,<Webシステム名>

<リソースアダプタ表示名>

<JavaBeansリソース表示名>,<Webシステム名>

<JavaBeansリソース表示名>

<論理サーバ名>,<論理サーバ種別>,<ホスト名>
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入力例・出力例
• 論理サーバ一覧（SERVER指定時）
>cmx_list_model -modeltype SERVER
cmx_Web01_Unit01_PRF_01,Host01,combined-tier,Unit01,Web01
cmx_Web01_Unit01_J2EE_01,Host01,combined-tier,Unit01,Web01
cmx_Web01_Unit01_HTTP_01,Host01,combined-tier,Unit01,Web01
cmx_Web01_Unit02_PRF_01,Host01,combined-tier,Unit02,Web01
cmx_Web01_Unit02_J2EE_01,Host01,combined-tier,Unit02,Web01
cmx_Web01_Unit02_HTTP_01,Host01,combined-tier,Unit02,Web01
cmx_Web02_Unit01_PRF_01,Host01,combined-tier,Unit01,Web02
cmx_Web02_Unit01_USER_01,Host01,,Unit01,Web02
：
 

• 論理サーバ一覧（SERVEREX指定時）
>cmx_list_model -modeltype SERVER
cmx_Web01_Unit01_PRF_01,PRF,Host01,combined-tier,Unit01,Web01
cmx_Web01_Unit01_J2EE_01,J2EEServer,Host01,combined-tier,Unit01,
Web01
cmx_Web01_Unit01_HTTP_01,Webserver,Host01,combined-tier,Unit01,W
eb01
cmx_Web01_Unit02_PRF_01,PRF,Host01,combined-tier,Unit02,Web01
cmx_Web01_Unit02_J2EE_01,J2EEServer,Host01,combined-tier,Unit02,
Web01
cmx_Web01_Unit02_HTTP_01,Webserver,Host01,combined-tier,Unit02,W
eb01
cmx_Web02_Unit01_PRF_01,PRF,Host01,combined-tier,Unit01,Web02
cmx_Web02_Unit01_USER_01,UserServer,Host01,,Unit01,Web02
：
 

• Webシステムに関連づけられたアプリケーション一覧
>cmx_list_model -modeltype APPLICATION
App01,Ver01,Web01
App02,Ver02,Web02
App03,Ver01,Web02
 

• 登録されているアプリケーション一覧
>cmx_list_model -modeltype APPLICATION -r
App01,Ver01
App02,Ver01
App02,Ver02
App03,Ver01
 

• Webシステムに関連づけられたリソースアダプタ一覧
>cmx_list_model -modeltype RESADAPTER
Rar01,Web01
Rar02,Web02
 

• 登録されているリソースアダプタ一覧
>cmx_list_model -modeltype RESADAPTER -r
Rar01
Rar02
Rar03
Rar04

• Webシステムに関連づけられた JavaBeansリソース一覧
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>cmx_list_model -modeltype RESJAVABEANS
Jar01,Web01
Jar02,Web02
 

• 登録されている JavaBeansリソース一覧
>cmx_list_model -modeltype RESJAVABEANS -r
Jar01
Jar02
Jar03
Jar04

• Webシステムに関連づいていない論理サーバ一覧
>cmx_list_model -ns
PRF_01,PRF,Host01
J2EE_01,J2EEServer,Host01
HTTP_01,Webserver,Host01
：
 

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

注意事項

● -sオプション，-allオプション，および .cmxrcファイルまたは cmxclient.properties
ファイルの cmx.websystem.nameキーの指定をすべて省略した場合は，登録されてい
るすべてのWebシステムを表示する対象とします。

● .cmxrcファイル，または cmxclient.propertiesファイルの cmx.websystem.name
キーにWebシステム名を指定している場合に，すべてのWebシステムのモデルを取
得するには，-allオプションを指定してください。

●modeltype SERVERと -rを同時に指定した場合，エラーになります。

●統合ネーミングスケジューラサーバ用のWebシステムの場合，-modeltypeオプショ
ンに APPLICATION，RESOURCE，RESADAPTER，または RESJAVABEANSを
指定すると，何も表示されません。
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cmx_list_status（サービスユニット状況の表示）

形式

●Webシステム中のサービスユニットのステータスを取得する場合
cmx_list_status [共通引数] [-s <Webシステム名>] [-unit <サービスユニッ
ト名>]

●Webシステムに関連づいていない論理サーバのステータスを取得する場合
cmx_list_status [共通引数] -ns
 

機能

Webシステム中のサービスユニットのステータスを取得する場合

サービスユニットの稼働状況のステータス，およびサービスユニットに対する
cmx_build_systemコマンドの実行状態を取得し，標準出力に取得結果を出力します。

●サービスユニットの稼働状況のステータス
サービスユニットの状態を取得し，標準出力に取得結果を出力します。出力される
サービスユニット稼働状況のステータスは次の 5種類です。
• working
稼働状態を表します。サービスユニット中の全論理サーバが稼働中で，負荷分散機
からリクエストが振り分けられる状態です。

• ready
準備状態を表します。サービスユニット中の全論理サーバが稼働中で，負荷分散機
からのリクエスト振り分けが抑止されている状態です。
通常，アプリケーションのテストなどは，停止状態から準備状態にして，アプリ
ケーションのデプロイや外部との接続をしないで実施します。

• hold
閉塞状態を表します。サービスユニット中のWebサーバが計画停止済み（ほかの論
理サーバは稼働中）で，負荷分散機からのリクエスト振り分けが抑止されている状
態です。通常，J2EEアプリケーションの入れ替えなどは，稼働状態から閉塞状態
にして，実施します。
なお，閉塞状態と準備状態との違いは，Webサーバが起動しているかどうかだけで
す。

• stopped
停止状態を表します。サービスユニット中の全論理サーバが停止済みで，負荷分散
機からのリクエスト振り分けが抑止されている状態です。

• unknown
障害発生や未セットアップのために状態の判別がつかない状態を表します。

● cmx_build_systemの実行状態
サービスユニットに対する cmx_build_systemの実行状態を取得し，標準出力に done
（実行済み）と not done（未実行）で取得結果を出力します。
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コマンドのオプションで，サービスユニットが指定されていれば特定のサービスユニッ
トが，省略されていればWebシステム中の全ユニットが表示の対象となります。

なお，それぞれの J2EEアプリケーションやそれぞれの論理サーバの稼働状態を知りた
い場合は，mngsvrutilコマンドを使用してください。mngsvrutilコマンドについては，
「7.2　Management Serverで使用するコマンドの詳細」の「mngsvrutil（Management 
Serverの運用管理コマンド）」を参照してください。

Webシステムに関連づいていない論理サーバのステータスを取得する場合

●論理サーバの稼働状況のステータス
論理サーバの状態を取得し，標準出力に取得結果を出力します。出力されるサービス
ユニット稼働状況のステータスについては，「7.3　mngsvrutilコマンドのサブコマン
ドの詳細」を参照してください。

●論理サーバの設定情報の配布の実行状態
論理サーバに対する設定情報の配布の実行状態を取得し，標準出力に done（実行済
み）と not done（未実行）で取得結果を出力します。設定情報の配布が実行済みの状
態とは，次の 2種類の状態を指します。
• cmx_build_systemコマンドを引数に -nsを指定して実行し，正常にシステムの構築
が完了した状態

• 運用管理ポータルで正常に論理サーバの配布が完了した状態

引数

-s <Webシステム名 >
Webシステム名を指定します。
このオプションを省略した場合は，.cmxrcファイルまたは cmxclient.properties
ファイルの cmx.websystem.nameキーで設定した値が仮定されます。なお，.cmxrc
ファイルおよび cmxclient.propertiesファイルの cmx.websystem.nameキーを省略
している場合に，このオプションを省略してコマンドを実行したときは，エラーに
なります。

-unit <サービスユニット名 >
サービスユニット名を指定します。

-ns
Webシステムに関連づいていない論理サーバのステータスを取得する場合に指定し
ます。

出力形式

CSV形式で出力されます。

●Webシステム中のサービスユニットのステータスを表示する場合
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●Webシステムに関連づいていない論理サーバのステータスを表示する場合

注※　論理サーバの種別が J2EEサーバ，SFOサーバ，Webサーバ以外の場合は論理サーバの設定
情報の配布の実行状態は空文字で表示されます。

入力例・出力例

●Webシステム中のサービスユニットのステータスを表示する場合
>cmx_list_status -s sample-system
unit01,sample-system,done,working
unit02,sample-system,done,ready
unit03,sample-system,done,hold
unit04,sample-system,done,stopped
unit05,sample-system,done,unknown
unit06,sample-system,not done,unknown

●Webシステムに関連づいていない論理サーバのステータスを表示する場合
>cmx_list_status -ns
PRF01,,working
J2EE01,done,working
HTTP01,done,working

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

注意事項

●メモリセッションフェイルオーバ用のサービスユニットの場合，サービスユニットの
稼働状況のステータスには，「working」，「stopped」および「unknown」の 3種類が
表示されます。

● CTM用のサービスユニットおよび統合ネーミングスケジューラサーバ用のサービスユ
ニットの場合，サービスユニットの稼働状況のステータスには，「working」，
「stopped」および「unknown」の 3種類が表示されます。

● CTM用のサービスユニットに複数の J2EEサーバを配置している場合に，サービス
ユニットが正常に起動したあと，一部の J2EEサーバが異常停止したときは，サービ

<サービスユニット名 >,<Webシステム名 >,<cmx_build_system実行状態 >,<サービスユニットの稼働
状態 >

<論理サーバ名 >,<論理サーバの設定情報の配布の実行状態 >※ ,<論理サーバの稼働状態 >
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スユニットの稼働状況のステータスには「unknown」が表示されます。

cmx_register_application（J2EEアプリケーションの登録）
（互換用）

形式
• アーカイブ形式の J2EEアプリケーションを登録する場合
cmx_register_application [共通引数] -f <EARファイル> -appver <アプリ
ケーションバージョンID> [-replace]
 

• 展開ディレクトリ形式の J2EEアプリケーションを登録する場合
cmx_register_application [共通引数] -appname <アプリケーション表示名> 
-d <アプリケーションディレクトリ> [-replace]

機能

Management Serverが管理するドメインに J2EEアプリケーションを登録します。

登録できる J2EEアプリケーションの形式には，アーカイブ形式および展開ディレクト
リ形式があります。

• アーカイブ形式の J2EEアプリケーションを登録する場合
アーカイブ形式の J2EEアプリケーションは，アプリケーション表示名とアプリケー
ションバージョン IDで一意に識別されます。同じアプリケーション表示名，同じア
プリケーションバージョン IDのアプリケーションがすでに登録されている場合は，
-replaceオプションを指定することによって再登録できます。

• 展開ディレクトリ形式の J2EEアプリケーションを登録する場合
展開ディレクトリ形式の J2EEアプリケーションは，アプリケーション表示名で一意
に識別されます。同じアプリケーション表示名のアプリケーションがすでに登録され
ている場合は，-replaceオプションを指定することによって再登録できます。

引数

-f <EARファイル >
J2EEアプリケーションの EARファイルのパスを指定します。

-appver <アプリケーションバージョン ID>
J2EEアプリケーションのバージョン IDを指定します。

-appname <アプリケーション表示名 >
アプリケーションディレクトリ下の DD（application.xml）の display-nameタグに
記述したアプリケーション表示名を指定します。

-d <アプリケーションディレクトリパス >
アプリケーションサーバマシン（J2EEサーバ）から参照できるアプリケーション
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ディレクトリのパスを指定します。

-replace
J2EEアプリケーションを再登録する場合に指定します。

入力例
cmx_register_application -f App1.ear -appver 1.1 -replace

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

注意事項

● J2EEアプリケーションを登録する形式が異なっていても，同じアプリケーション表
示名のアプリケーションは登録できません。
また，同じアプリケーション表示名のアプリケーションがすでに登録されている場合
に，-replaceオプションを指定しても，登録するアプリケーションの形式が異なると
きは再登録できません。異なる形式のアプリケーションを再登録する場合は，登録済
みのアプリケーションを削除してから登録してください。

●このコマンドは旧バージョンとの互換用のコマンドです。アプリケーションの操作に
関するコマンドは，08-00以降はサーバ管理コマンドを使用することをお勧めします。

cmx_register_resource（リソースの登録）（互換用）

形式
• リソースアダプタを登録する場合
cmx_register_resource [共通引数] -f <RARファイル> [-c <Connector属性
ファイル>] [-replace]
 

• JavaBeansリソースを登録する場合
cmx_register_resource [共通引数] -f <JARファイル> -c <JavaBeansリソー
ス属性ファイル> [-replace]

機能

Management Serverが管理するドメインにリソースアダプタまたは JavaBeansリソー
スを登録します。
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-fオプションの引数で指定したリソースアダプタまたは JavaBeansリソースの表示名と
同じ表示名のリソースがすでに登録されている場合は，-replaceオプションを指定する
ことによって，再登録できます。

引数

-f <RARファイルまたは JARファイル >
登録するリソースアダプタの RARファイルまたは JavaBeansリソースの JARファ
イルのパスを指定します。

-c <Connector属性ファイルまたは JavaBeansリソース属性ファイル >
登録するリソースアダプタの Connector属性ファイルまたは JavaBeansリソース属
性ファイルのパスを指定します。JavaBeansリソースを登録する場合は，-cオプ
ションで JavaBeansリソース属性ファイルを必ず指定してください。

-replace
リソースを再登録する場合に指定します。

入力例
cmx_register_resource -f App1.rar -replace

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

注意事項

● RARファイルと Connector属性ファイルで異なる表示名が指定された場合，
Connector属性ファイルの表示名で登録します。リソースアダプタと JavaBeansリ
ソースで同じ表示名が指定された場合はエラーになります。

●このコマンドは旧バージョンとの互換用のコマンドです。リソースの操作に関するコ
マンドは，08-00以降はサーバ管理コマンドを使用することをお勧めします。

cmx_resume_lb（負荷分散機の設定再開始）

形式
cmx_resume_lb [共通引数] [-s <Webシステム名>]
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機能

負荷分散機を冗長化したシステムの場合に，障害の発生した負荷分散機の休止状態を解
除して，設定処理を再開します。

負荷分散機を冗長化したシステムの場合，cmx_build_systemコマンドなどを入力する
と，2台の負荷分散機に対して同じ設定が同時に実行されます。一方の負荷分散機で障害
が発生すると，障害が発生した負荷分散機に対する設定は抑止され，もう一方の負荷分
散機だけに設定を実行する運用になります。この場合，障害の発生した負荷分散機を正
常な負荷分散機と同じ設定に復旧してから，cmx_resume_lbコマンドを実行します。
cmx_resume_lbコマンドが正常に受け付けられると，両方の負荷分散機に対して同じ設
定を同時に実行する運用に回復されます。

引数

-s <Webシステム名 >
Webシステム名を指定します。
このオプションを省略した場合は，.cmxrcファイルまたは cmxclient.properties
ファイルの cmx.websystem.nameキーで設定した値が仮定されます。なお，.cmxrc
ファイルおよび cmxclient.propertiesファイルの cmx.websystem.nameキーを省略
している場合に，このオプションを省略してコマンドを実行したときは，エラーに
なります。

入力例
cmx_resume_lb -s sample-system

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

注意事項

負荷分散機を冗長化したシステムでない場合，または負荷分散機が休止状態でない場合
はエラーになります。

cmx_scaleout_host（Webシステムの情報モデルの変更）

形式
cmx_scaleout_host [共通引数] -f <スケールアウト用ホスト定義ファイル>
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機能

スケールアウト用ホスト定義ファイルの内容に従って，ホスト単位管理モデルのWebシ
ステムの情報モデルを変更します。JP1/SC/DPMを利用して，ホスト単位管理モデルの
Webシステムをスケールアウトする場合に使用します。このコマンドは複製先のホスト
で実行します。

引数

-f <スケールアウト用ホスト定義ファイル >
スケールアウト用ホスト定義ファイルのパスを指定します。

入力例
cmx_scaleout_host -f MyWebSystemHostScaleout.xml

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

注意事項

●運用管理サーバモデルのWebシステムのホストに対して，このコマンドを実行した場
合はエラーになります。

●負荷分散機および CTMを使用したシステムで，このコマンドを実行する場合の注意
事項を次に示します。
• 負荷分散機を使用したシステムの場合
複製元のホストと複製先のホストは，負荷分散機の仮想サーバを共有します。負荷
分散機で使用するサーバ IDの割り振りルールの範囲が，ホスト間で重複しないよ
うに，スケールアウト用ホスト定義ファイルを設定してください。

• CTMを使用したシステムの場合
複製元のホストと複製先のホストは，同じ CTMドメインに属します。複製元のホ
ストに CTM識別子が定義されている場合，複製先のホストにも同じ CTM識別子
が定義されるため，CTMドメイン内で CTM識別子が重複することになります。こ
のため，複製元のホストでは，CTM識別子の設定を省略することをお勧めします。
CTM識別子の設定を省略した場合，CTM識別子は，ホスト間で一意になるよう
に，Management Serverで自動的に設定されます。
なお，複製元のホストで CTM識別子を定義している場合は，このコマンドを実行
したあとに，複製先のホストの CTM識別子を CTMドメイン内でユニークになる
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ように設定し直してください。

cmx_start_application（J2EEアプリケーションの開始）（互
換用）

形式
• J2EEアプリケーションを指定して開始する場合
cmx_start_application [共通引数] [-s <Webシステム名>] [-unit <サービ
スユニット名>] -appname <アプリケーション表示名>
 

• J2EEアプリケーションを指定しないで開始する場合
cmx_start_application [共通引数] [-s <Webシステム名>] [-unit <サービ
スユニット名>]

機能

J2EEアプリケーションを開始します。コマンドに J2EEアプリケーションを指定して
いる場合と，指定していない場合とで開始対象となる J2EEアプリケーションが異なり
ます。

• J2EEアプリケーションを指定する場合
Webシステムに含まれるすべてのサービスユニット上で，指定された J2EEアプリ
ケーションを開始します。
サービスユニットが指定されている場合は，指定されたサービスユニット上で，指定
された J2EEアプリケーションを開始します。

• J2EEアプリケーションを指定していない場合
Webシステムに含まれるすべてのサービスユニット上で，そのWebシステムに関連
づけられているすべての J2EEアプリケーション（アーカイブ形式および展開ディレ
クトリ形式）を開始します。
サービスユニットが指定されている場合は，指定されたサービスユニット上で，その
Webシステムに関連づけられているすべての J2EEアプリケーションを開始します。

引数

-s <Webシステム名 >
Webシステム名を指定します。
このオプションを省略した場合は，.cmxrcファイルまたは cmxclient.properties
ファイルの cmx.websystem.nameキーで設定した値が仮定されます。なお，.cmxrc
ファイルおよび cmxclient.propertiesファイルの cmx.websystem.nameキーを省略
している場合に，このオプションを省略してコマンドを実行したときは，エラーに
なります。

-unit <サービスユニット名 >
サービスユニット名を指定します。
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-appname <アプリケーション表示名 >
J2EEアプリケーションの表示名を指定します。cmx_register_applicationコマンド
実行後にメッセージに出力される表示名を使用します。

入力例
cmx_start_application -s sample-system -unit unit1 -appname App1

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

注意事項

●メモリセッションフェイルオーバ用のサービスユニットを処理対象に指定した場合は
エラーになります。

●このコマンドは旧バージョンとの互換用のコマンドです。アプリケーションの操作に
関するコマンドは，08-00以降はサーバ管理コマンドを使用することをお勧めします。

cmx_start_resource（リソースの開始）（互換用）

形式
• リソースアダプタを指定して開始する場合
cmx_start_resource [共通引数] [-s <Webシステム名>] [-unit <サービスユ
ニット名>] -resname <リソースアダプタ表示名>
 

• JavaBeansリソースを指定して開始する場合
cmx_start_resource [共通引数] [-s <Webシステム名>] [-unit <サービスユ
ニット名>] -resname <JavaBeansリソース表示名>
 

• リソースアダプタまたは JavaBeansリソースを指定しないで開始する場合
cmx_start_resource [共通引数] [-s <Webシステム名>] [-unit <サービスユ
ニット名>]

機能

リソースアダプタまたは JavaBeansリソースを開始します。コマンドにリソースアダプ
タまたは JavaBeansリソースを指定している場合と，指定していない場合とで開始対象
となるリソースアダプタまたは JavaBeansリソースが異なります。
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• リソースアダプタまたは JavaBeansリソースを指定している場合
Webシステムに含まれるすべてのサービスユニット上で，指定されたリソースアダプ
タまたは JavaBeansリソースを開始します。
サービスユニットが指定されている場合は，指定されたサービスユニット上で，指定
されたリソースアダプタまたは JavaBeansリソースを開始します。

• リソースアダプタまたは JavaBeansリソースを指定していない場合
Webシステムに含まれるすべてのサービスユニット上で，そのWebシステムに関連
づけられているすべてのリソースアダプタまたは JavaBeansリソースを開始します。
サービスユニットが指定されている場合は，指定されたサービスユニット上で，その
Webシステムに関連づけられているすべてのリソースアダプタまたは JavaBeansリ
ソースを開始します。

引数

-s <Webシステム名 >
Webシステム名を指定します。
このオプションを省略した場合は，.cmxrcファイルまたは cmxclient.properties
ファイルの cmx.websystem.nameキーで設定した値が仮定されます。なお，.cmxrc
ファイルおよび cmxclient.propertiesファイルの cmx.websystem.nameキーを省略
している場合に，このオプションを省略してコマンドを実行したときは，エラーに
なります。

-unit <サービスユニット名 >
サービスユニット名を指定します。

-resname <リソースアダプタ表示名または JavaBeansリソース表示名 >
リソースアダプタまたは JavaBeansリソースの表示名を指定します。
cmx_register_resourceコマンド実行後にメッセージに出力される表示名を使用しま
す。

入力例
cmx_start_resource -s sample-system -unit unit1 -resname App1

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。
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注意事項

●コネクションプールのクラスタ化機能を利用しているリソースアダプタが開始対象に
含まれている場合は，必ず -resnameオプションでリソースアダプタを指定して，一
つずつ開始してください。この場合，メンバリソースアダプタを開始したあとに，
ルートリソースアダプタを開始してください。
また，コネクションプールのクラスタ化機能を利用しているリソースアダプタと，利
用していないリソースアダプタとが開始対象に含まれている場合は，コネクション
プールのクラスタ化機能を利用しているリソースアダプタをすべて開始したあと，
-resnameオプションを指定しない cmx_start_resourceコマンドを入力して，ほかの
リソースアダプタを開始してください。

●データベース上のキューに接続するためのリソースアダプタが開始対象に含まれてい
る場合は，必ず -resnameオプションでリソースアダプタを指定して，次の順序で開
始してください。
1. DB Connector for Cosminexus RM 
2. Cosminexus RM 

●メモリセッションフェイルオーバ用のサービスユニットを処理対象に指定した場合は
エラーになります。

●このコマンドは旧バージョンとの互換用のコマンドです。リソースの操作に関するコ
マンドは，08-00以降はサーバ管理コマンドを使用することをお勧めします。

cmx_start_target（Webシステムまたはサービスユニットの
開始）

形式

●Webシステムを開始する場合
cmx_start_target [共通引数] [-s <Webシステム名>] [-unit <サービスユ
ニット名>] -mode { ALL|READY } [-strict]

●Webシステムに関連づいていない論理サーバを含むシステムを開始する場合
cmx_start_target [共通引数] -ns

機能

システムの開始をします。Webシステムを開始する場合と，Webシステムに関連づいて
いない論理サーバを含むシステムを開始する場合で動作が異なります。それぞれの場合
の動作について説明します。

●Webシステムを開始する場合
指定されたモードに応じて，開始対象のサービスユニットの状態を稼働状態または準
備状態にします。稼働状態とは，サービスユニット中の全論理サーバが稼働中で負荷
分散機からリクエストが振り分けられる状態です。準備状態とは，サービスユニット
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8.　Smart Composer機能で使用するコマンド
中の全論理サーバが稼働中で，負荷分散機からのリクエスト振り分けが抑止されてい
る状態です。
コマンドのオプションで，サービスユニットが指定されていれば特定のサービスユ
ニットが，省略されていればWebシステム中の全サービスユニットが，開始の対象と
なります。
サービスユニットの状態は，cmx_list_statusコマンドで参照できます。サービスユ
ニットの状態の種類，およびサービスユニットの状態の参照方法については，
「cmx_list_status」を参照してください。

●Webシステムに関連づいていない論理サーバを含むシステムを開始する場合
開始対象のシステムに含まれるすべての論理サーバを起動して，稼働状態にします。
すでに稼働中の論理サーバは，引き続き稼働状態が保たれ，この操作によって再起動
されることはありません。
運用管理ポータルで論理サーバの起動順序を設定している場合は，その順序に従って
起動されます。
Webシステムに関連づいていない論理サーバの状態は，cmx_list_statusコマンドに
-nsオプションを指定することで参照できます。論理サーバの状態の種類，および論
理サーバの状態の参照方法については，「cmx_list_status」を参照してください。

引数

-s <Webシステム名 >
Webシステム名を指定します。
このオプションを省略した場合は，.cmxrcファイルまたは cmxclient.properties
ファイルの cmx.websystem.nameキーで設定した値が仮定されます。なお，.cmxrc
ファイルおよび cmxclient.propertiesファイルの cmx.websystem.nameキーを省略
している場合に，このオプションを省略してコマンドを実行したときは，エラーに
なります。

-unit <サービスユニット名 >
サービスユニット名を指定します。

-mode { ALL|READY }
開始モードを指定します。
• ALL
停止状態，閉塞状態，準備状態を稼働状態に引き上げます。

• READY
停止状態，閉塞状態を準備状態に引き上げます。
稼働状態のサービスユニットを準備状態に引き下げることはできません。

-strict
論理サーバの起動に失敗した場合に，以降の論理サーバの起動を中断するときに指
定します。
このオプションを省略してコマンドを実行した場合，論理サーバの起動に失敗した
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8.　Smart Composer機能で使用するコマンド
とき，以降の論理サーバの起動を継続します。
論理サーバの起動に失敗した場合に，以降の論理サーバの起動を継続するか，中断
するかの選択については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ シス
テム構築・運用ガイド」のサービスユニットの起動の説明を参照してください。

-ns
Webシステムに関連づいていない論理サーバを含むシステムを起動する場合に指定
します。

入力例
cmx_start_target -s sample-system -unit unit1 -mode ALL

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

戻り値の詳細を次の表に示します。

（凡例）　－：なし。
注※ 1　サービスユニットの起動成功とは，サービスユニット中のすべての論理サーバの起動に成功
したことです。
注※ 2　サービスユニットの起動失敗とは，サービスユニット中の一部の論理サーバの起動に失敗し
たことです。

注意事項

● -unitオプションでメモリセッションフェイルオーバ用，CTM用または統合ネーミン
グスケジューラサーバ用のサービスユニットを指定する場合，-modeオプションに
READYを指定したときはエラーになります。-unitオプションを省略している場合
に，-modeオプションに READYを指定した場合，Webシステムに属するメモリセッ
ションフェイルオーバ用，CTM用および統合ネーミングスケジューラサーバ用のサー

戻り値 サービスユニットが一つの場合 サービスユニットが複数の場合

0 すべての論理サーバの起動に成功しました。 すべてのサービスユニットの起動に成功※ 1

しました。

1 － 一部のサービスユニットの起動に失敗※ 2

しました。

64 一部の論理サーバの起動に失敗しました。 すべてのサービスユニットの起動に失敗※ 2

しました。
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8.　Smart Composer機能で使用するコマンド
ビスユニットの状態は，稼働状態に引き上げられます。

●開始対象のサービスユニットに含まれている論理ユーザサーバは，-modeオプション
の指定に関係なく，起動されます。開始対象のサービスユニットに論理ユーザサーバ
が含まれている場合に，論理ユーザサーバの起動に失敗したときは，サービスユニッ
トの開始も失敗したとみなされます。この場合，-unitオプションを指定したコマンド
は異常終了し，-unitオプションを省略したコマンドは警告終了します。

●複数の J2EEサーバを配置した CTM用のサービスユニットを起動する場合，一部の
J2EEサーバで起動処理を失敗しても，すべての J2EEサーバに対して起動処理を実
行します。この場合，コマンドは異常終了します。

cmx_stop_application（J2EEアプリケーションの停止）（互
換用）

形式
• J2EEアプリケーションを指定して停止する場合
cmx_stop_application [共通引数] [-s <Webシステム名>] [-unit <サービス
ユニット名>] -appname <アプリケーション表示名>
 

• J2EEアプリケーションを指定しないで停止する場合
cmx_stop_application [共通引数] [-s <Webシステム名>] [-unit <サービス
ユニット名>]

機能

J2EEアプリケーションを停止します。コマンドに J2EEアプリケーションを指定して
いる場合と，指定していない場合とで停止対象となる J2EEアプリケーションが異なり
ます。

• J2EEアプリケーションを指定する場合
Webシステムに含まれるすべてのサービスユニット上で，指定された J2EEアプリ
ケーションを停止します。
サービスユニットが指定されている場合は，指定されたサービスユニット上で，指定
された J2EEアプリケーションを停止します。

• J2EEアプリケーションを指定していない場合
Webシステムに含まれるすべてのサービスユニット上で，そのWebシステムに関連
づけられているすべての J2EEアプリケーション（アーカイブ形式および展開ディレ
クトリ形式）を停止します。
サービスユニットが指定されている場合は，指定されたサービスユニット上で，その
Webシステムに関連づけられているすべての J2EEアプリケーションを停止します。
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引数

-s <Webシステム名 >
Webシステム名を指定します。
このオプションを省略した場合は，.cmxrcファイルまたは cmxclient.properties
ファイルの cmx.websystem.nameキーで設定した値が仮定されます。なお，.cmxrc
ファイルおよび cmxclient.propertiesファイルの cmx.websystem.nameキーを省略
している場合に，このオプションを省略してコマンドを実行したときは，エラーに
なります。

-unit <サービスユニット名 >
サービスユニット名を指定します。

-appname <アプリケーション表示名 >
J2EEアプリケーションの表示名を指定します。cmx_register_applicationコマンド
実行後にメッセージに出力される表示名を使用します。

入力例
cmx_stop_application -s sample-system -unit unit1 -appname App1

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

注意事項

●メモリセッションフェイルオーバ用のサービスユニットを処理対象に指定した場合は
エラーになります。

●このコマンドは旧バージョンとの互換用のコマンドです。アプリケーションの操作に
関するコマンドは，08-00以降はサーバ管理コマンドを使用することをお勧めします。

cmx_stop_resource（リソースの停止）（互換用）

形式
• リソースアダプタを指定して停止する場合
cmx_stop_resource [共通引数] [-s <Webシステム名>] [-unit <サービスユ
ニット名>] -resname <リソースアダプタ表示名>
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8.　Smart Composer機能で使用するコマンド
• JavaBeansリソースを指定して停止する場合
cmx_stop_resource [共通引数] [-s <Webシステム名>] [-unit <サービスユ
ニット名>] -resname <JavaBeansリソース表示名>
 

• リソースアダプタまたは JavaBeansリソースを指定しないで停止する場合
cmx_stop_resource [共通引数] [-s <Webシステム名>] [-unit <サービスユ
ニット名>]

機能

リソースアダプタまたは JavaBeansリソースを停止します。コマンドにリソースアダプ
タまたは JavaBeansリソースを指定している場合と，指定していない場合とで停止対象
となるリソースアダプタまたは JavaBeansリソースが異なります。

• リソースアダプタまたは JavaBeansリソースを指定している場合
Webシステムに含まれるすべてのサービスユニット上で，指定されたリソースアダプ
タまたは JavaBeansリソースを停止します。
サービスユニットが指定されている場合は，指定されたサービスユニット上で，指定
されたリソースアダプタまたは JavaBeansリソースを停止します。

• リソースアダプタまたは JavaBeansリソースを指定していない場合
Webシステムに含まれるすべてのサービスユニット上で，そのWebシステムに関連
づけられているすべてのリソースアダプタまたは JavaBeansリソースを停止します。
サービスユニットが指定されている場合は，指定されたサービスユニット上で，その
Webシステムに関連づけられているすべてのリソースアダプタまたは JavaBeansリ
ソースを停止します。

引数

-s <Webシステム名 >
Webシステム名を指定します。
このオプションを省略した場合は，.cmxrcファイルまたは cmxclient.properties
ファイルの cmx.websystem.nameキーで設定した値が仮定されます。なお，.cmxrc
ファイルおよび cmxclient.propertiesファイルの cmx.websystem.nameキーを省略
している場合に，このオプションを省略してコマンドを実行したときは，エラーに
なります。

-unit <サービスユニット名 >
サービスユニット名を指定します。

-resname <リソースアダプタ表示名または JavaBeansリソース表示名 >
リソースアダプタまたは JavaBeansリソースの表示名を指定します。
cmx_register_resourceコマンド実行後にメッセージに出力される表示名を使用しま
す。
405



8.　Smart Composer機能で使用するコマンド
入力例
cmx_stop_resource -s sample-system -unit unit1 -resname App1

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

注意事項

●コネクションプールのクラスタ化機能を利用しているリソースアダプタが停止対象に
含まれている場合は，必ず -resnameオプションでリソースアダプタを指定して，一
つずつ停止してください。この場合，ルートリソースアダプタを停止したあとに，メ
ンバリソースアダプタを停止してください。
また，コネクションプールのクラスタ化機能を利用しているリソースアダプタと，利
用していないリソースアダプタとが停止対象に含まれている場合は，コネクション
プールのクラスタ化機能を利用しているリソースアダプタをすべて停止したあと，
-resnameオプションを指定しない cmx_stop_resourceコマンドを入力して，ほかの
リソースアダプタを停止してください。

●メモリセッションフェイルオーバ用のサービスユニットを処理対象に指定した場合は
エラーになります。

●このコマンドは旧バージョンとの互換用のコマンドです。リソースの操作に関するコ
マンドは，08-00以降はサーバ管理コマンドを使用することをお勧めします。

cmx_stop_target（Webシステムまたはサービスユニットの
停止）

形式

●Webシステムを停止する場合
cmx_stop_target [共通引数] [-s <Webシステム名>] [-unit <サービスユニッ
ト名>] -mode { ALL|HOLD }

●Webシステムに関連づいていない論理サーバを含むシステムを停止する場合
cmx_stop_target [共通引数] -ns [-normal]

機能

●Webシステムを停止する場合
指定されたモードに応じて，停止対象のサービスユニットの状態を停止状態または閉
406



8.　Smart Composer機能で使用するコマンド
塞状態にします。停止状態とは，サービスユニット中の全論理サーバが停止済みで，
負荷分散機からのリクエスト振り分けが抑止されている状態です。また，閉塞状態と
は，サービスユニット中のWebサーバが計画停止済み（ほかの論理サーバは稼働中）
で，負荷分散機からのリクエスト振り分けが抑止されている状態です。
コマンドのオプションで，サービスユニットが指定されていれば特定のサービスユ
ニットが，省略されていればWebシステム中の全サービスユニットが停止の対象とな
ります。
なお，このコマンドでは，実行中のクライアントからのリクエストを中断させないた
めに，Webサーバは計画停止させます。
サービスユニットの状態は，cmx_list_statusコマンドで参照できます。サービスユ
ニットの状態の種類，およびサービスユニットの状態の参照方法については，
「cmx_list_status」を参照してください。
サービスユニット停止時の動作については，マニュアル「Cosminexus アプリケー
ションサーバ システム構築・運用ガイド」のWebシステムに含まれているサービス
ユニットを停止する場合の説明を参照してください。

●Webシステムに関連づいていない論理サーバを含むシステムを停止する場合
開始対象のシステムに含まれるすべての論理サーバを停止します。すでに停止中の論
理サーバは，引き続き停止状態が保たれます。
運用管理ポータルで論理サーバの起動順序を設定している場合は，その順序の逆順に
従って停止されます。また，Webサーバは計画停止します。計画停止とは，現在受け
付けているすべてのリクエストの処理終了を待って論理サーバを停止させることです。
Webサーバの計画停止をしたくない場合は -normalオプションを指定します。
Webシステムに関連づいていない論理サーバの状態は，cmx_list_statusコマンドに
-nsオプションを指定することで参照できます。論理サーバの状態の種類，および論
理サーバの状態の参照方法については，「cmx_list_status」を参照してください。
サービスユニット停止時の動作については，マニュアル「Cosminexus アプリケー
ションサーバ システム構築・運用ガイド」のWebシステムに関連づいていない論理
サーバを含むシステムを停止する場合の説明を参照してください。

引数

-s <Webシステム名 >
Webシステム名を指定します。
このオプションを省略した場合は，.cmxrcファイルまたは cmxclient.properties
ファイルの cmx.websystem.nameキーで設定した値が仮定されます。なお，.cmxrc
ファイルおよび cmxclient.propertiesファイルの cmx.websystem.nameキーを省略
している場合に，このオプションを省略してコマンドを実行したときは，エラーに
なります。

-unit <サービスユニット名 >
サービスユニット名を指定します。
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-mode { ALL | HOLD }
停止モードを指定します。
• ALL
稼働状態，準備状態，閉塞状態を停止状態に引き下げます。

• HOLD
稼働状態，準備状態を閉塞状態に引き下げます。
停止状態のサービスユニットを閉塞状態に引き上げることはできません。

-ns
Webシステムに関連づいていない論理サーバを含むシステムを停止する場合に指定
します。

-normal
Webサーバの計画停止をしたくない場合に指定します。このオプションを指定しな
いでコマンドを実行すると，Webサーバは計画停止します。

入力例
cmx_stop_target -s sample-system -unit unit1 -mode ALL

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

注意事項

● -unitオプションでメモリセッションフェイルオーバ用，CTM用または統合ネーミン
グスケジューラサーバ用のサービスユニットを指定する場合に，-modeオプションに
HOLDを指定したときはエラーになります。-unitオプションを省略している場合に，
-modeオプションにHOLDを指定した場合，Webシステム中のメモリセッション
フェイルオーバ用，CTM用および統合ネーミングスケジューラサーバ用のサービスユ
ニットは，稼働状態のままで変更されません。

●停止対象のサービスユニットに論理ユーザサーバが含まれている場合に，-modeオプ
ションに HOLDを指定したときは，サービスユニットは閉塞状態となりますが，論理
ユーザサーバが停止されません。また，停止対象のサービスユニットに論理ユーザ
サーバが含まれている場合に，-modeオプションに ALLを指定したときは，論理
ユーザサーバが停止されます。論理ユーザサーバの停止に失敗した場合は，サービス
ユニットの停止も失敗したとみなされます。この場合，-unitオプションを指定したコ
マンドは異常終了し，-unitオプションを省略したコマンドは警告終了します。
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●複数の J2EEサーバを配置した CTM用のサービスユニットを停止する場合，一部の
J2EEサーバで停止処理を失敗しても，すべての J2EEサーバに対して停止処理を実
行します。この場合，コマンドは異常終了します。

cmx_test_lb（負荷分散機との接続テスト）

形式
cmx_test_lb [共通引数] [-s <Webシステム名>]

機能

引数で指定されたWebシステムに定義している負荷分散機を操作できるか，テストしま
す。

このコマンドを利用することで，簡易構築定義ファイルの負荷分散機の定義内容や
Smart Composer機能の環境設定，および JP1/Cm2/NCの環境設定が正しく設定されて
いるかどうか確認できます。

引数

-s <Webシステム名 >
Webシステム名を指定します。
このオプションを省略した場合は，.cmxrcファイルまたは cmxclient.properties
ファイルの cmx.websystem.nameキーで設定した値が仮定されます。なお，.cmxrc
ファイルおよび cmxclient.propertiesファイルの cmx.websystem.nameキーを省略
している場合に，このオプションを省略してコマンドを実行したときは，エラーに
なります。

入力例
cmx_test_lb -s sample-system

戻り値

0：
負荷分散機の接続に成功しました。

1：
指定されたWebシステムには負荷分散機が定義されていません。

64：
負荷分散機との接続に失敗しました。
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cmx_trans_param（抽象パラメタの展開）

形式
cmx_trans_param -i <入力ファイル> -p <抽象パラメタ指定> -o <出力ファイル>

機能

入力した簡易構築定義ファイル，または構成変更定義ファイル（論理サーバのパラメタ
変更用）に対して，指定された抽象パラメタを展開し，Webシステムに適した物理ティ
アのコンフィグレーションを生成します。

参考
 

Webシステムを初期構築する場合は簡易構築定義ファイルを，構築したWebシステムの構
成を変更する（論理サーバのパラメタを変更する）場合は構成変更定義ファイルを使用しま
す。
なお，構成変更定義ファイルには，論理サーバのパラメタ変更用と，サービスユニット・ホ
スト追加用の 2種類があります。このコマンドはWebシステムの初期構築をする場合，お
よびWebシステム全体の設定を変更する場合に使用するため，サービスユニット・ホスト
追加用の構成変更定義ファイルは指定できません。

引数

-i <入力ファイル >
簡易構築定義ファイル，または構成変更定義ファイル（論理サーバのパラメタ変更
用）を指定します。

-p <抽象パラメタ指定 >
<抽象パラメタ指定 >には，<抽象パラメタ >=<値 >の形式で，抽象パラメタとそ
の値を指定します。
抽象パラメタにはリクエスト最大同時処理数を指定します。リクエスト最大同時処
理数のパラメタ名は「UnitMaxParallelCount」であるため，<抽象パラメタ指定 >
には，「UnitMaxParallelCount=<値 >」を指定します。
なお，抽象パラメタの詳細については，「付録 I　Smart Composer機能で使用でき
る抽象パラメタ」を参照してください。

-o <出力ファイル >
抽象パラメタ展開後の出力ファイルを指定します。

入力例
cmx_trans_param -i MyWebSystemDef.xml -p UnitMaxParallelCount=10 -o 
outMyWebSystemDef.xml

戻り値

0：
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正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

注意事項

<入力ファイル >に指定した物理ティアが combined-tier以外の場合はエラーになりま
す。

cmx_undefine_application（J2EEアプリケーションとWeb
システムの関連づけ解除）（互換用）

形式
• アーカイブ形式の J2EEアプリケーションの関連づけを削除する場合
cmx_undefine_application [共通引数] [-s <Webシステム名>] -appname <
アプリケーション表示名> -appver <アプリケーションバージョンID>
 

• 展開ディレクトリ形式の J2EEアプリケーションの関連づけを削除する場合
cmx_undefine_application [共通引数] [-s <Webシステム名>] -appname <
アプリケーション表示名>

機能

J2EEアプリケーションとWebシステムの関連づけを削除します。

引数

-s <Webシステム名 >
Webシステム名を指定します。
このオプションを省略した場合は，.cmxrcファイルまたは cmxclient.properties
ファイルの cmx.websystem.nameキーで設定した値が仮定されます。なお，.cmxrc
ファイルおよび cmxclient.propertiesファイルの cmx.websystem.nameキーを省略
している場合に，このオプションを省略してコマンドを実行したときは，エラーに
なります。

-appname <アプリケーション表示名 >
J2EEアプリケーションの表示名を指定します。cmx_register_applicationコマンド
実行後にメッセージに出力される表示名を使用します。

-appver <アプリケーションバージョン ID>
J2EEアプリケーションのバージョン IDを指定します。
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入力例
cmx_undefine_application -s sample-system -appname App1 -appver 1.0

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

注意事項

●指定した J2EEアプリケーションがデプロイされている場合はエラーとなります。

●このコマンドは旧バージョンとの互換用のコマンドです。アプリケーションの操作に
関するコマンドは，08-00以降はサーバ管理コマンドを使用することをお勧めします。

cmx_undefine_resource（リソースとWebシステムの関連づ
け解除）（互換用）

形式
• リソースアダプタの関連づけを削除する場合
cmx_undefine_resource [共通引数] [-s <Webシステム名>] -resname <リ
ソースアダプタ表示名>
 

• JavaBeansリソースの関連づけを削除する場合
cmx_undefine_resource [共通引数] [-s <Webシステム名>] -resname 
<JavaBeansリソース表示名>

機能

リソースアダプタまたは JavaBeansリソースとWebシステムの関連づけを削除します。

引数

-s <Webシステム名 >
Webシステム名を指定します。
このオプションを省略した場合は，.cmxrcファイルまたは cmxclient.properties
ファイルの cmx.websystem.nameキーで設定した値が仮定されます。なお，.cmxrc
ファイルおよび cmxclient.propertiesファイルの cmx.websystem.nameキーを省略
している場合に，このオプションを省略してコマンドを実行したときは，エラーに
なります。
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-resname <リソースアダプタ表示名または JavaBeansリソース表示名 >
リソースアダプタまたは JavaBeansリソースの表示名を指定します。
cmx_register_resourceコマンド実行後にメッセージに出力される表示名を使用しま
す。

入力例
cmx_undefine_resource -s sample-system -resname App1

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

注意事項

●指定したリソースアダプタまたは JavaBeansリソースがデプロイされている場合はエ
ラーとなります。

●このコマンドは旧バージョンとの互換用のコマンドです。リソースの操作に関するコ
マンドは，08-00以降はサーバ管理コマンドを使用することをお勧めします。

cmx_undeploy_application（J2EEアプリケーションのアンデ
プロイ）（互換用）

形式
• J2EEアプリケーションを指定してアンデプロイする場合
cmx_undeploy_application [共通引数] [-s <Webシステム名>] [-unit <サー
ビスユニット名>] -appname <アプリケーション表示名>
 

• J2EEアプリケーションを指定しないでアンデプロイする場合
cmx_undeploy_application [共通引数] [-s <Webシステム名>] [-unit <サー
ビスユニット名>]

機能

J2EEアプリケーションをアンデプロイします。コマンドに J2EEアプリケーションを
指定している場合と，指定していない場合とでアンデプロイのしかたが異なります。

• J2EEアプリケーションを指定する場合
Webシステムに含まれるすべてのサービスユニットから，指定された J2EEアプリ
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ケーションをアンデプロイします。
サービスユニットが指定されている場合は，指定したサービスユニットから，指定さ
れた J2EEアプリケーションをアンデプロイします。

• J2EEアプリケーションを指定しない場合
Webシステムに含まれるすべてのサービスユニットから，そのWebシステムに関連
づけられているすべての J2EEアプリケーション（アーカイブ形式および展開ディレ
クトリ形式）をアンデプロイします。
サービスユニットが指定されている場合は，指定したサービスユニットから，その
Webシステムに関連づけられているすべての J2EEアプリケーションをアンデプロイ
します。

引数

-s <Webシステム名 >
Webシステム名を指定します。
このオプションを省略した場合は，.cmxrcファイルまたは cmxclient.properties
ファイルの cmx.websystem.nameキーで設定した値が仮定されます。なお，.cmxrc
ファイルおよび cmxclient.propertiesファイルの cmx.websystem.nameキーを省略
している場合に，このオプションを省略してコマンドを実行したときは，エラーに
なります。

-unit <サービスユニット名 >
サービスユニット名を指定します。

-appname <アプリケーション表示名 >
J2EEアプリケーションの表示名を指定します。cmx_register_applicationコマンド
実行後にメッセージに出力される表示名を使用します。

入力例
cmx_undeploy_application -s sample-system -unit unit1 -appname App1

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

注意事項

●メモリセッションフェイルオーバ用のサービスユニットを処理対象に指定した場合は
エラーになります。
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●このコマンドは旧バージョンとの互換用のコマンドです。アプリケーションの操作に
関するコマンドは，08-00以降はサーバ管理コマンドを使用することをお勧めします。

cmx_undeploy_resource（リソースのアンデプロイ）（互換
用）

形式
• リソースアダプタを指定してアンデプロイする場合
cmx_undeploy_resource [共通引数] [-s <Webシステム名>] [-unit <サービ
スユニット名>] -resname <リソースアダプタ表示名>
 

• JavaBeansリソースを指定してアンデプロイする場合
cmx_undeploy_resource [共通引数] [-s <Webシステム名>] [-unit <サービ
スユニット名>] -resname <JavaBeansリソース表示名>
 

• リソースアダプタまたは JavaBeansリソースを指定しないでアンデプロイする場合
cmx_undeploy_resource [共通引数] [-s <Webシステム名>] [-unit <サービ
スユニット名>]

機能

リソースアダプタまたは JavaBeansリソースをサービスユニットからアンデプロイしま
す。コマンドにリソースアダプタまたは JavaBeansリソースを指定している場合と，指
定していない場合とでアンデプロイのしかたが異なります。

• リソースアダプタまたは JavaBeansリソースを指定している場合
Webシステムに含まれるすべてのサービスユニットから，指定されたリソースアダプ
タまたは JavaBeansリソースをアンデプロイします。
サービスユニットが指定されている場合は，指定したサービスユニットから，指定さ
れたリソースアダプタまたは JavaBeansリソースをアンデプロイします。

• リソースアダプタまたは JavaBeansリソースを指定していない場合
Webシステムに含まれるすべてのサービスユニットから，そのWebシステムに関連
づけられているすべてのリソースアダプタまたは JavaBeansリソースをアンデプロイ
します。
サービスユニットが指定されている場合は，指定したサービスユニットから，その
Webシステムに関連づけられているすべてのリソースアダプタまたは JavaBeansリ
ソースをアンデプロイします。

引数

-s <Webシステム名 >
Webシステム名を指定します。
このオプションを省略した場合は，.cmxrcファイルまたは cmxclient.properties
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ファイルの cmx.websystem.nameキーで設定した値が仮定されます。なお，.cmxrc
ファイルおよび cmxclient.propertiesファイルの cmx.websystem.nameキーを省略
している場合に，このオプションを省略してコマンドを実行したときは，エラーに
なります。

-unit <サービスユニット名 >
サービスユニット名を指定します。

-resname <リソースアダプタ表示名または JavaBeansリソース表示名 >
リソースアダプタまたは JavaBeansリソースの表示名を指定します。
cmx_register_resourceコマンド実行後にメッセージに出力される表示名を使用しま
す。

入力例
cmx_undeploy_resource -s sample-system -unit unit1 -resname App1

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

注意事項

●メモリセッションフェイルオーバ用のサービスユニットを処理対象に指定した場合は
エラーになります。

●このコマンドは旧バージョンとの互換用のコマンドです。リソースの操作に関するコ
マンドは，08-00以降はサーバ管理コマンドを使用することをお勧めします。

cmx_unregister_application（J2EEアプリケーションの削除）
（互換用）

形式
• アーカイブ形式の J2EEアプリケーションを削除する場合
cmx_unregister_application [共通引数] -appname <アプリケーション表示名
> -appver <アプリケーションバージョンID>
 

• 展開ディレクトリ形式の J2EEアプリケーションを削除する場合
cmx_unregister_application [共通引数] -appname <アプリケーション表示名
>
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機能

Management Serverが管理するドメインから，指定された J2EEアプリケーションを削
除します。

• アーカイブ形式の J2EEアプリケーションを削除する場合
J2EEアプリケーションはアプリケーション表示名とアプリケーションバージョン ID
で一意に識別されます。

• 展開ディレクトリ形式の J2EEアプリケーションを削除する場合
J2EEアプリケーションはアプリケーション表示名で一意に識別されます。

引数

-appname <アプリケーション表示名 >
J2EEアプリケーションの表示名を指定します。cmx_register_applicationコマンド
実行後にメッセージに出力される表示名を使用します。

-appver <アプリケーションバージョン ID>
J2EEアプリケーションのバージョン IDを指定します。

入力例
cmx_unregister_application -appname App1 -appver 1.0

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

注意事項

●指定した J2EEアプリケーションが cmx_define_applicationコマンドでWebシステ
ムに関連づけられている場合はエラーになります。

●このコマンドは旧バージョンとの互換用のコマンドです。アプリケーションの操作に
関するコマンドは，08-00以降はサーバ管理コマンドを使用することをお勧めします。

cmx_unregister_resource（リソースの削除）（互換用）

形式
• リソースアダプタを削除する場合
cmx_unregister_resource [共通引数] -resname <リソースアダプタ表示名>
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• JavaBeansリソースを削除する場合
cmx_unregister_resource [共通引数] -resname <JavaBeansリソース表示名
>

機能

Management Serverが管理するドメインから，指定したリソースアダプタまたは
JavaBeansリソースを削除します。

引数

-resname <リソースアダプタ表示名または JavaBeansリソース表示名 >
リソースアダプタまたは JavaBeansリソースの表示名を指定します。
cmx_register_resourceコマンド実行後にメッセージに出力される表示名を使用しま
す。

入力例
cmx_unregister_resource -resname App1

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

注意事項

●指定されたリソースアダプタまたは JavaBeansリソースが，cmx_define_resourceコ
マンドでWebシステムに関連づけられている場合はエラーになります。

●このコマンドは旧バージョンとの互換用のコマンドです。リソースの操作に関するコ
マンドは，08-00以降はサーバ管理コマンドを使用することをお勧めします。
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9　 仮想化システムで使用する
コマンド
この章では，仮想化システムで使用するコマンドの入力形式，
機能などについて説明します。

9.1　仮想化システムで使用するコマンドの一覧

9.2　コマンド実行時の排他制御

9.3　仮想化システムで使用するコマンドの詳細
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9.1　仮想化システムで使用するコマンドの一覧
仮想化システムで使用するコマンドの一覧を次の表に示します。

表 9-1　仮想化システムで使用するコマンドの一覧

コマンド名称 分類 概要 コマンドの系
統

vmx_create_unit 管理ユニットの作成 仮想サーバマネージャに管理ユニッ
トを新規に作成します。

更新系

vmx_delete_unit 管理ユニットの削除 仮想サーバマネージャに登録してい
る管理ユニットのバージョン，また
は管理ユニット全体を削除します。

更新系

vmx_deploy_unit 管理ユニットのデプ
ロイ

管理ユニットの仮想アプリケーショ
ンサーバのコピーをインスタンス
プールに作成します。

更新系

vmx_export_rule 管理ユニット運用
ルールの参照

管理ユニットで使用している管理ユ
ニット運用ルールをエクスポートし
ます。

参照系

vmx_get_machine_i
nfo

管理対象マシン情報
の取得

すでに設定されている管理対象マシ
ンに関する情報を取得します。

参照系

vmx_list_unit_versi
on

管理ユニットのバー
ジョン情報一覧表示

仮想サーバマネージャに作成してい
る管理ユニットのバージョン情報の
一覧を標準出力に表示します。

参照系

vmx_list_virtualser
ver_status

仮想サーバの稼働状
況の一覧表示

仮想サーバのステータス一覧を標準
出力に表示します。

参照系

vmx_rolling_update 管理ユニットのロー
リングアップデート

仮想サーバマネージャで管理してい
る管理ユニットの，カレントバー
ジョンに設定された仮想アプリケー
ションサーバを，稼働中の仮想サー
バへローリングアップデートします。

更新系

vmx_scalein_unit 仮想サーバのスケー
ルイン

指定した仮想サーバを停止します。 更新系

vmx_scaleout_unit 仮想サーバのスケー
ルアウト

指定した管理対象マシン上に新たに
一つの仮想サーバを起動します。

更新系

vmx_set_machine_i
nfo

管理対象マシン情報
の設定

管理対象マシンに関する情報を設定
します。

更新系

vmx_set_unit_curre
ntversion

管理ユニットのカレ
ントバージョンの設
定

仮想サーバマネージャに登録してい
る管理ユニットのバージョンの一つ
を，カレントバージョンに設定しま
す。

更新系

vmx_start_unit 管理ユニットの一括
起動

仮想サーバマネージャに登録してい
る管理ユニットを起動します。

更新系

vmx_stop_unit 管理ユニットの一括
停止

仮想サーバマネージャに登録してい
る管理ユニットを停止します。

更新系

vmx_update_unit 管理ユニットの変更 仮想サーバマネージャに登録してい
る管理ユニットを更新します。

更新系
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（凡例）
参照系：参照系コマンド。仮想サーバマネージャから情報を取得したり，取得した情報を指定され
ている出力装置に表示したりするコマンドです。
更新系：更新系コマンド。仮想サーバマネージャの設定を更新したり，VMware vCenter Serverに
アクセスして仮想サーバを操作したりするコマンドです。
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9.2　コマンド実行時の排他制御
仮想化システムで使用するコマンドおよび GUI操作の系統ごとに，コマンド実行の排他
制御の条件を次の表に示します。

表 9-2　コマンド実行の排他制御の条件

（凡例）
○：コマンドの実行が許可されます。
×：コマンドの実行を中止し，排他エラーが返ります。排他エラーとなった場合，コマンド実
行ではログファイルと標準出力，GUI操作ではログファイルと一括起動などの処理実行の失敗
画面にメッセージが出力されます。

注※ 1
参照系の GUI操作とは，管理ユニットビュー，管理対象マシンビュー，およびログ表示画面を表示
する操作を示します。
注※ 2
更新系 GUI操作とは，管理ユニットビューの一括起動ボタン，および一括停止ボタンでの操作を示
します。

実行中のコマンド あとから実行するコマンド あとから実行する GUI操作

参照系 更新系 参照系※ 1 更新系※ 2

参照系コマンド ○ ○ ○ ○

更新系コマンド ○ × ○ ×

参照系 GUI操作
※ 1

○ ○ ○ ○

更新系 GUI操作
※ 2

○ × ○ ×
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9.3　仮想化システムで使用するコマンドの詳細
仮想化システムで使用するコマンドの入力形式，機能などを次に示します。

コマンドの格納先
仮想化システムで使用するコマンドは，次のディレクトリに格納されています。
• Windowsの場合
<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥manager¥vmx¥bin¥

• Linuxの場合
/opt/Cosminexus/manager/vmx/bin/

共通引数
各コマンドは，次の引数を共通引数として指定します。共通引数は，
vmxclient.properties（クライアント共通設定ファイル）で，指定を省略したときの
デフォルト値を設定できます。vmxclient.propertiesファイルについては，マニュア
ル「Cosminexus アプリケーションサーバ リファレンス 定義編 (サーバ定義 )」の
vmxclient.properties（仮想サーバマネージャのクライアント共通設定プロパティ
ファイル）にの説明を参照してください。

形式
コマンド名称 [-m <ホスト名>[:<ポート番号>]] 
             [-u <管理ユーザID>] [-p <管理ユーザパスワード>]

説明

-m <ホスト名 >[:<ポート番号 >]
仮想サーバマネージャ (Management Server)のホスト名とポート番号を指定し
ます。
• <ホスト名 >
ドット記法での IPアドレス指定（xxx.xxx.xxx.xxx），または名前解決できる
ホスト名で指定します。なお，xxxには 0～ 255の整数を指定します。

• <ポート番号 >
Management Serverの設定に従います。設定個所は，mserver.properties
ファイル（Management Server環境設定ファイル）の
webserver.connector.http.portキーの値となります。デフォルト値は 28080
です。

-u <管理ユーザ ID>
仮想サーバマネージャ (Management Server)のセットアップで設定した
Management Serverの管理ユーザ IDを指定します。仮想サーバマネジャの
セットアップについては，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ 
仮想化システム構築・運用ガイド」の仮想サーバマネジャの構築に関する説明
を参照してください。

-p <管理ユーザパスワード >
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仮想サーバマネージャ (Management Server)のセットアップで設定した
Management Serverの管理ユーザパスワードを指定します。仮想サーバマネ
ジャのセットアップについては，マニュアル「Cosminexus アプリケーション
サーバ 仮想化システム構築・運用ガイド」の仮想サーバマネジャの構築に関す
る説明を参照してください。

終了コード
仮想化システムで使用するコマンドは，次の範囲で戻り値を返します。

表 9-3　仮想化システムで使用するコマンドの戻り値

注意事項
仮想化システムで使用するコマンドを実行している間は，［Ctrl］+［C］キーな
どで外部から停止しないでください。

vmx_create_unit（管理ユニットの作成）

形式
vmx_create_unit [共通引数]
                -unit <管理ユニット名>
                -master_name <マスタ仮想サーバ名>
                -aps_dir <アプリケーションサーバ情報ディレクトリパス>
                -rule <管理ユニット運用ルールファイル>
               [-script <仮想サーバ起動時ユーザスクリプトファイル>]

機能

仮想サーバマネージャに管理ユニットを新規に作成します。

同じ名称の管理ユニット名を指定した場合は，作成できません。

管理ユニットの作成中に異常が発生した場合，使用できません。ただし，作成途中の管
理ユニットは，VMware vCenter Serverなど仮想化ソフトウェアを使用して仮想サーバ
を起動して調査する場合に必要です。そのためバージョンとして残ります。この場合，
vmx_list_unit_versionコマンドの出力ヘッダ「CurrentVersion」には「x」が出力され
ます。

また，不要となった管理ユニットの仮想アプリケーションサーバのバージョンは
vmx_delete_unitコマンドで削除できます。

戻り値 意味

0 コマンドの処理が正常終了しました。

1 コマンドの処理で軽微な障害が発生しました。

2 コマンドの処理で排他エラーが発生しました。

64 コマンドの処理が異常終了しました。
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9.　仮想化システムで使用するコマンド
引数

-unit <管理ユニット名 >
新規に作成する管理ユニット名を指定します。

-master_name <マスタ仮想サーバ名 >
使用するマスタ仮想サーバ名を指定します。

- aps_dir <アプリケーションサーバ情報ディレクトリパス >
アプリケーションサーバ情報ディレクトリのディレクトリパスを指定します。

-rule <管理ユニット運用ルールファイル >
管理ユニット運用ルールファイルのファイルパスを指定します。

-script <仮想サーバ起動時ユーザスクリプトパスファイル >
仮想サーバ起動時ユーザスクリプトファイルのファイルパスを指定します。

入力例

管理ユニットを管理ユニット名（UNIT001）で新規作成する場合
vmx_create_unit -m HOST001 -u admin -p admin -unit UNIT001 
-master_name MASTER001
-aps_dir C:¥tmp¥appDir -rule C:¥tmp¥rule.properties
-script C:¥tmp¥poweron-vm.bat

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

2：
排他エラーが発生しました。

64：
異常終了しました。

vmx_delete_unit（管理ユニットの削除）

形式
vmx_delete_unit [共通引数] -unit <管理ユニット名> [ -all]

機能

仮想サーバマネージャに登録している管理ユニットのバージョン，または管理ユニット
全体を削除します。
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-allオプションを指定しない場合は，-unitオプションで指定した管理ユニットのカレン
トバージョン以外の仮想アプリケーションサーバのバージョンを削除します。

-allオプションを指定すると -unitオプションで指定した管理ユニット全体を削除しま
す。このオプションを指定する場合は，あらかじめ対象の管理ユニットに属する仮想
サーバをすべて停止する必要があります。

引数

-unit <管理ユニット名 >
削除対象の管理ユニット名を指定します。

-all
-unitオプションで指定した管理ユニット全体を削除する場合に指定します。
-allオプションを指定しない場合は，-unitオプションで指定した管理ユニットのカ
レントバージョン以外の仮想アプリケーションサーバのバージョンを削除します。

入力例

カレントバージョン以外の仮想アプリケーションサーバのバージョンを削除する場合
vmx_delete_unit -m HOST001 -u admin -p admin -unit UNIT001

管理ユニットを削除する場合
vmx_delete_unit -m HOST001 -u admin -p admin -unit UNIT001 -all

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

2：
排他エラーが発生しました。

64：
異常終了しました。

vmx_deploy_unit（管理ユニットのデプロイ）

形式
vmx_deploy_unit [共通引数] -unit <管理ユニット名>

機能

作成した管理ユニットの仮想アプリケーションサーバのコピーをインスタンスプールに
作成し，コピーした仮想アプリケーションサーバを停止状態にします。
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操作対象の管理ユニットに稼働中の仮想サーバがあった場合，稼働中の仮想サーバの処
理はスキップし，そのほかの仮想サーバの処理を実行します。

管理ユニット運用ルールの設定が変更されていて，デプロイする仮想サーバの数を減ら
す場合に，稼働中の仮想サーバと停止されている仮想サーバがあるときは，停止されて
いる仮想サーバを優先的に削除します。

処理の結果，仮想サーバが稼働中などの理由で，古いバージョンの仮想サーバが残って
しまった場合やデプロイ数を適切な数にできなかった場合はエラー終了します。

このコマンドがエラー終了した場合は，仮想アプリケーションサーバの状態は次のよう
になります。

• このコマンドがエラー終了する前に，このコマンドでデプロイされた仮想アプリケー
ションサーバはデプロイされた状態のままとなります。

• このコマンドがエラー終了する前に，このコマンドで削除された仮想アプリケーショ
ンサーバは削除された状態のままとなります。

• このコマンドがエラー終了する前に，このコマンドで更新された仮想アプリケーショ
ンサーバは更新された状態のままとなります。

引数

-unit <管理ユニット名 >
デプロイする管理ユニット名を指定します。

入力例

管理ユニット（UNIT001）をデプロイする場合
vmx_deploy_unit -m HOST001 -u admin -p admin -unit UNIT001

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

2：
排他エラーが発生しました。

64：
異常終了しました。
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vmx_export_rule（管理ユニット運用ルールの参照）

形式
vmx_export_rule [共通引数] -unit <管理ユニット名> -o <出力ファイルパス>

機能

管理ユニットで使用している管理ユニット運用ルールをエクスポートします。エクス
ポートしたファイルは，管理ユニット運用ルールのファイル形式で出力されます。

引数

-unit <管理ユニット名 >
エクスポート対象の管理ユニット名を指定します。

-o <出力ファイルパス >
出力するファイルのファイルパスを指定します。

入力例

管理ユニット（UNIT001）の管理ユニット運用ルールをエクスポートする場合
vmx_export_rule -m HOST001 -u admin -p admin -unit UNIT001 -o 
D:¥tmp¥rule.properties

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

vmx_get_machine_info（管理対象マシン情報の取得）

形式
vmx_get_machine_info [共通引数]
                     -machine_info <管理対象マシン情報ファイルのパス>

機能

すでに設定されている管理対象マシンに関する情報を取得します。

管理対象マシン情報が設定されていない状態でこのコマンドを実行すると，エラーとな
ります。
428



9.　仮想化システムで使用するコマンド
引数

-machine_info <管理対象マシン情報ファイルのパス >
取得した管理対象マシン情報ファイルの出力先パスを指定します。
管理対象マシン情報ファイルの詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリ
ケーションサーバ リファレンス 定義編 (サーバ定義 )」のmachine_info.xml（管理
対象マシン情報ファイル）に関する説明を参照してください。

入力例

管理対象マシン情報を取得する場合
vmx_get_machine_info -m HOST001 -u admin -p admin -machine_info 
C:¥temp¥machine_info.xml

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

vmx_list_unit_version（管理ユニットのバージョン情報一覧表
示）

形式
vmx_list_unit_version [共通引数] [-unit <管理ユニット名>] [-h]

機能

仮想サーバマネージャに作成している管理ユニットのバージョン情報の一覧を標準出力
に表示します。各バージョンのバージョン情報は，管理ユニットごとに降順で出力しま
す。

-unitオプションを省略した場合は，すべての管理ユニットのバージョン情報一覧を管理
ユニットごとに表示します。

複数の管理ユニットの情報を出力する場合は，管理ユニット名の降順で出力します。

引数

-unit <管理ユニット名 >
対象とする管理ユニット名を指定します。
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-h
ヘッダを出力しない場合に指定します。-hオプションを省略した場合は，ヘッダを
出力します。

入力例・出力例

●管理ユニット（UNIT001）のバージョン情報一覧を表示する場合
vmx_list_unit_version -m HOST001 -u admin -p admin -unit UNIT001

●すべての管理ユニットのバージョン情報一覧を表示する場合
vmx_list_unit_version -m HOST001 -u admin -p admin

出力ヘッダ

CurrentVersion
カレントバージョンの場合は，アスタリスク（*）を出力します。
カレントバージョンでない場合は，半角スペースを出力します。
作成に失敗して使用できない管理ユニットの場合は，「x」を出力します。

Version
管理ユニットの仮想アプリケーションサーバのバージョンを出力します。

UnitName
管理ユニット名を出力します。

MasterName
作成元となったマスタ仮想サーバ名を出力します。

UnitUpdateTime

 
CurrentVersion,Version,UnitName,MasterName,UnitUpdateTime,MasterUpdateTime,APU
pdateTime
*,004,UNIT001,MasterVM_002,2009/08/10 15:01:23,2009/08/10 15:01:23,2009/08/10 
15:01:23
,003,UNIT001,MasterVM_002,2009/08/10 13:00:00,2009/08/05 16:00:00,2009/08/10 
13:00:00
 

 
CurrentVersion,Version,UnitName,MasterName,UnitUpdateTime,MasterUpdateTime,APU
pdateTime
*,001,UNIT003,MasterVM_001,2009/08/02 15:00:00,2009/08/02 15:00:00,2009/08/02 
15:00:00
*,002,UNIT002,MasterVM_002,2009/08/07 11:24:11,2009/08/06 12:00:00,2009/08/07 
11:24:11
,001,UNIT002,MasterVM_002,2009/08/06 12:00:00,2009/08/06 12:00:00,2009/08/06 
12:00:00
*,004,UNIT001,MasterVM_002,2009/08/10 15:01:23,2009/08/10 15:01:23,2009/08/10 
15:01:23
,003,UNIT001,MasterVM_002,2009/08/10 13:00:00,2009/08/05 16:00:00,2009/08/10 
13:00:00
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管理ユニットを作成または更新した日時を出力します。

MasterUpdateTime
管理ユニットの作成または更新時にマスタ仮想サーバが指定された日時を出力しま
す。各管理ユニットで同じ日時のバージョンは，同じマスタ仮想サーバを使用して
いることがわかります。

APUpdateTime
管理ユニットの作成または更新時にアプリケーションおよびアプリケーション定義
情報が指定された日時を出力します。各管理ユニットで同じ日時のバージョンは，
同じアプリケーションおよびアプリケーション定義情報を使用していることがわか
ります。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。

vmx_list_virtualserver_status（仮想サーバの稼働状況の一覧
表示）

形式
vmx_list_virtualserver_status [共通引数]
                              [-unit <管理ユニット名>]
                              [-hv <管理対象マシン名>]
                              [-h]

機能

仮想サーバのステータス一覧を標準出力に表示します。管理ユニット名および管理対象
マシン名を指定することで，特定の管理ユニットおよび管理対象マシンに絞り込んだ仮
想サーバのステータス一覧も表示できます。

ステータス一覧を次の表に示します。

表 9-4　ステータス一覧

ステータス 説明

setup 管理ユニットのデプロイで，仮想サーバが構築中の状態であることを示します。

starting 管理ユニットの一括起動やスケールアウトなどで，仮想サーバが起動中の状態であ
ることを示します。
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注※
障害監視機能については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ 仮想化システム
構築・運用ガイド」の仮想サーバの障害監視と障害検知に関する説明を参照してください。

引数

-unit <管理ユニット名 >
ステータス一覧表示の絞込みの対象とする管理ユニット名を指定します。

-hv <管理対象マシン名 >
ステータス一覧表示の絞込みの対象とする管理対象マシン名を指定します。

-h
ヘッダを出力しない場合に指定します。-hオプションを省略した場合は，ヘッダを
出力します。

表示形式

ヘッダに
「UnitName,UnitVersion,VirtualServerName,ManagementIP,ServiceIP,MachineNam
e,Status」を表示し，1行ごとに仮想サーバのステータスを CSVで表示します。

出力例

管理 LANと業務 LANを分けた環境の場合
UnitName,UnitVersion,VirtualServerName,ManagementIP,ServiceIP,M
achineName,Status
UNIT1,003,VMX192168000001,192.168.0.1,192.168.2.1,HV1,working
UNIT1,003,VMX192168000002,192.168.0.2,192.168.2.2,HV1,working

working 仮想サーバが起動され，仮想アプリケーションサーバが稼働している状態であるこ
とを示します。なお，障害監視機能※を OFFにした場合は，仮想サーバで障害が
発生しても，「working」と表示されます。

stopping 管理ユニットの一括停止やスケールインなどで，仮想サーバが停止中の状態である
ことを示します。

stopped 仮想サーバが停止の状態であることを示します。

delete 仮想サーバマネージャが，不要になった仮想サーバをインスタンスプールから削除
している状態であることを示します。

fault(setup) 管理ユニットのデプロイで，仮想サーバが構築に失敗したことを示します。

fault(starting) 仮想サーバの起動に失敗したことを示します。

fault(working) 稼働中の仮想サーバで障害が発生したことを示します。障害監視機能※を OFFに
した場合は，このステータスは表示されません。

fault(stopping) 仮想サーバの停止に失敗したことを示します。

fault(delete) 仮想サーバの削除に失敗したことを示します。

ステータス 説明
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UNIT2,001,VMX192168000003,192.168.0.3,192.168.2.3,HV1,starting
UNIT3,002,VMX192168000004,192.168.0.4,192.168.2.4,HV1,stopped

管理 LANと業務 LANが同じ環境の場合
UnitName,UnitVersion,VirtualServerName,ManagementIP,ServiceIP,M
achineName,Status
UNIT1,003,VMX192168000001,192.168.0.1,192.168.0.1,HV1,working
UNIT1,003,VMX192168000002,192.168.0.2,192.168.0.2,HV1,working
UNIT2,001,VMX192168000003,192.168.0.3,192.168.0.3,HV1,starting
UNIT3,002,VMX192168000004,192.168.0.4,192.168.0.4,HV1,stopped

出力ヘッダ

UnitName
仮想サーバが所属する管理ユニット名を出力します。

UnitVersion
仮想サーバがデプロイされたときの管理ユニットのバージョンを出力します。

VirtualServerName
仮想サーバ名を出力します。

ManagementIP※

仮想サーバの管理用ネットワークに割り当てられた IPアドレスを出力します。

ServiceIP※

仮想サーバの業務用ネットワークに割り当てられた IPアドレスを出力します。

MachineName
仮想サーバがデプロイされている管理対象マシン名を出力します。

Status
仮想サーバのステータスを出力します。

注※

管理 LANと業務 LANを同じ LANで運用している場合は，各仮想サーバの
ManagementIPおよび ServiceIPそれぞれに同じ IPアドレスが表示されます。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

64：
異常終了しました。
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vmx_rolling_update（管理ユニットのローリングアップデー
ト）

形式
vmx_rolling_update [共通引数] -unit <管理ユニット名>

機能

仮想サーバマネージャで管理している管理ユニットのカレントバージョンに設定された
仮想アプリケーションサーバを，稼働中の仮想サーバへローリングアップデートします。
旧アプリケーションと新アプリケーションを同時に実行できる場合に使用します。ロー
リングアップデート実行時に，どの仮想サーバが入れ替わった（または入れ替えに失敗
した）かは，仮想サーバマネージャのログに出力されます。

引数

-unit <管理ユニット名 >
ローリングアップデートする管理ユニット名を指定します。

入力例

稼働中の仮想サーバへローリングアップデートする場合
vmx_rolling_update -m HOST001 -u admin -p admin -unit UNIT001

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

2：
排他エラーが発生しました。

64：
異常終了しました。

vmx_scalein_unit（仮想サーバのスケールイン）

形式
vmx_scalein_unit [共通引数] -vs <仮想サーバ名>

機能

指定した仮想サーバを停止します。
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引数

-vs <仮想サーバ名 >
停止する仮想サーバ名を指定します。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

2：
排他エラーが発生しました。

64：
異常終了しました。

vmx_scaleout_unit（仮想サーバのスケールアウト）

形式
vmx_scaleout_unit [共通引数]
                  -unit <管理ユニット名> -hv <管理対象マシン名>

機能

指定した管理対象マシン上に新たに一つの仮想サーバを起動します。起動する仮想サー
バは，コマンド実行時のカレントバージョンの管理ユニットでデプロイされたものだけ
が対象となります。管理対象マシンにデプロイされている仮想サーバがカレントバー
ジョンの管理ユニットでデプロイされたものでない場合は起動対象となりません。

引数

-unit <管理ユニット名 >
スケールアウトする管理ユニット名を指定します。

-hv <管理対象マシン名 >
仮想サーバを起動する管理対象マシン名を指定します。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。
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2：
排他エラーが発生しました。

64：
異常終了しました。

vmx_set_machine_info（管理対象マシン情報の設定）

形式
vmx_set_machine_info [共通引数]
                     -machine_info <管理対象マシン情報ファイルのパス>

機能

管理対象マシンに関する情報を設定します。

すでに管理対象マシン情報が設定されている場合は，このコマンドで指定したファイル
の情報で，設定を上書き更新します。

引数

-machine_info <管理対象マシン情報ファイルのパス >
設定する情報を記述した管理対象マシン情報ファイルのパスを指定します。
指定する管理対象マシン情報ファイルには，すべての管理対象マシンに関する情報
を記述しておく必要があります。管理対象マシン情報ファイルの詳細については，
マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ リファレンス 定義編 (サーバ定
義 )」のmachine_info.xml（管理対象マシン情報ファイル）に関する説明を参照し
てください。

入力例

管理対象マシン情報を設定する場合
vmx_set_machine_info -m HOST001 -u admin -p admin -machine_info 
C:¥temp¥machine_info.xml

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

2：
排他エラーが発生しました。

64：
異常終了しました。
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vmx_set_unit_currentversion（管理ユニットのカレントバー
ジョンの設定）

形式
vmx_set_unit_currentversion [共通引数]
                            -unit <管理ユニット名>
                            -ver <バージョン番号>

機能

仮想サーバマネージャに登録している管理ユニットのバージョンの一つを，カレント
バージョンに設定します。カレントバージョンに設定したバージョンは，管理ユニット
のデプロイやスケールアウトのときの対象となります。

このコマンドは，管理ユニットが二つ以上のバージョンを持っている場合に，カレント
バージョンに設定されていないバージョンに対して実行できます。このコマンドを実行
すると，カレントバージョンだったバージョンは，カレントバージョンではなくなり，
デプロイやスケールアウトで使用されないバージョンとなります。すでにカレントバー
ジョンに設定されたバージョンに対してカレントバージョンを設定すると，エラーメッ
セージが出力され，コマンドが終了します。

引数

-unit <管理ユニット名 >
カレントバージョンを設定する管理ユニット名を指定します。

-ver <バージョン番号 >
カレントバージョンを設定する管理ユニットのバージョン番号を指定します。

入力例

カレントバージョンを 002へ変更する場合
vmx_set_unit_currentversion -m HOST001 -u admin -p admin -unit 
UNIT001 -ver 002

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

2：
排他エラーが発生しました。

64：
異常終了しました。
437



9.　仮想化システムで使用するコマンド
vmx_start_unit（管理ユニットの一括起動）

形式
vmx_start_unit [共通引数] -unit <管理ユニット名>

機能

仮想サーバマネージャに登録している管理ユニットを起動します。

このコマンドでは，管理ユニット運用ルールの一括起動時に起動する仮想サーバ数
（unit.rule.start.num）だけ仮想サーバを起動します。“unit.rule.start.num”に指定し
た数の仮想サーバを起動できた場合，このコマンドは正常終了します。

起動する仮想サーバは，コマンド実行時のカレントバージョンの管理ユニットでデプロ
イされたものだけが対象となります。管理対象マシンにデプロイされている仮想サーバ
がカレントバージョンの管理ユニットでデプロイされたものでない場合は起動対象とな
りません。

同じ管理ユニットに属する仮想サーバがすでに一つ以上起動している場合は，次のよう
な処理を行います。ただし，すでに起動している仮想サーバがカレントバージョンの管
理ユニットでデプロイされたものでないときは，警告終了します。

• すでに起動している仮想サーバの数が“unit.rule.start.num”に指定した数に満たな
い場合は，足りない分の仮想サーバを起動します。

• すでに起動している仮想サーバの数が“unit.rule.start.num”に指定した数以上の場
合は，起動処理は行わず，警告終了します。

仮想サーバを一つも起動できない場合はエラー終了します。起動できなかった仮想サー
バが幾つかある場合は，警告終了します。管理ユニット運用ルールで，総デプロイ数が
一括起動時の起動数に満たない場合は，デプロイされたすべての仮想サーバが起動でき
ても警告終了します。起動できなかった仮想サーバは，vmx_list_virtualserver_status
コマンドでは「fault(starting)」，仮想サーバマネージャ GUIでは「障害 (起動中 )」と
表示されます。

引数

-unit <管理ユニット名 >
起動する管理ユニット名を指定します。

入力例

管理ユニット（UNIT001）を起動する場合
vmx_start_unit -m HOST001 -u admin -p admin -unit UNIT001

戻り値

0：
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正常終了しました。

1：
警告終了しました。

2：
排他エラーが発生しました。

64：
異常終了しました。

vmx_stop_unit（管理ユニットの一括停止）

形式
vmx_stop_unit [共通引数] -unit <管理ユニット名>

機能

仮想サーバマネージャに登録している管理ユニットを停止します。

管理ユニットに属する仮想サーバをすべて停止できた場合は，このコマンドは正常終了
します。一部，またはすべての仮想サーバを停止できなかった場合は，このコマンドは
エラー終了となります。

引数

-unit <管理ユニット名 >
停止する管理ユニット名を指定します。

入力例

管理ユニット（UNIT001）を停止する場合
vmx_stop_unit -m HOST001 -u admin -p admin -unit UNIT001

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

2：
排他エラーが発生しました。

64：
異常終了しました。
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vmx_update_unit（管理ユニットの変更）

形式

主にマスタ仮想サーバを更新する場合
vmx_update_unit [共通引数]
              -unit <管理ユニット名>
              -master_name <マスタ仮想サーバ名>
             [-aps_dir <アプリケーションサーバ情報ディレクトリパス>]
             [-rule <管理ユニット運用ルールファイル>]
             [-script <仮想サーバ起動時ユーザスクリプトファイル>]

主にアプリケーションサーバ情報ディレクトリを更新する場合
vmx_update_unit [共通引数]
              -unit <管理ユニット名>
              -aps_dir <アプリケーションサーバ情報ディレクトリパス>
             [-master_name <マスタ仮想サーバ名>
             [-rule <管理ユニット運用ルールファイル>]
             [-script <仮想サーバ起動時ユーザスクリプトファイル>]

主に管理ユニット運用ルールを更新する場合
vmx_update_unit [共通引数]
              -unit <管理ユニット名>
              -rule <管理ユニット運用ルールファイル>
             [-master_name <マスタ仮想サーバ名>
             [-aps_dir <アプリケーションサーバ情報ディレクトリパス>]
             [-script <仮想サーバ起動時ユーザスクリプトファイル>]

主に仮想サーバ起動時ユーザスクリプトを更新する場合
vmx_update_unit [共通引数]
              -unit <管理ユニット名>
              -script <仮想サーバ起動時ユーザスクリプトファイル>
             [-master_name <マスタ仮想サーバ名>
             [-aps_dir <アプリケーションサーバ情報ディレクトリパス>]
             [-rule <管理ユニット運用ルールファイル>]

機能

仮想サーバマネージャに登録している管理ユニットを更新します。

更新したアプリケーションやマスタ仮想サーバを，管理ユニットに反映する場合に使用
します。

管理ユニットの更新中に異常が発生した場合，使用することはできませんが更新途中の
管理ユニットのバージョンが残ります（VMware vCenter Serverなど仮想化ソフトウェ
アを使用して仮想サーバを起動して調査する場合に必要なため）。この場合，
vmx_list_unit_versionコマンドの出力ヘッダ「CurrentVersion」には「x」が出力され
ます。

また，不要となった管理ユニットの仮想アプリケーションサーバのバージョンは
vmx_delete_unitコマンドで削除できます。
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引数

-unit <管理ユニット名 >
更新対象の管理ユニット名を指定します。

-master_name <マスタ仮想サーバ名 >
管理ユニットに反映するマスタ仮想サーバ名を指定します。

-aps_dir <アプリケーションサーバ情報ディレクトリパス >
アプリケーションサーバ情報ディレクトリのディレクトリパスを指定します。

-rule <管理ユニット運用ルールファイル >
管理ユニット運用ルールファイルのファイルパスを指定します。

-script <仮想サーバ起動時ユーザスクリプトファイル >
仮想サーバ起動時ユーザスクリプトファイルのファイルパスを指定します。

入力例

更新したアプリケーションを管理ユニットに反映する場合
vmx_update_unit -m HOST001 -u admin -p admin -unit UNIT001 
-aps_dir C:¥tmp¥appDir

更新したマスタ仮想サーバを管理ユニットに反映する場合
vmx_update_unit -m HOST001 -u admin -p admin -unit UNIT001 
-master_name MASTER001

更新した管理ユニット運用ルールを管理ユニットに反映する場合
vmx_update_unit -m HOST001 -u admin -p admin -unit UNIT001 -rule 
C:¥tmp¥rule.properties

更新した仮想サーバ起動時ユーザスクリプトを管理ユニットに反映する場合
vmx_update_unit -m HOST001 -u admin -p admin -unit UNIT001 
-script C:¥tmp¥poweron-vm.bat

更新したアプリケーション，更新したマスタ仮想サーバ，更新した管理ユニット運用
ルール，仮想サーバ起動時ユーザスクリプトを管理ユニットに反映する場合

vmx_update_unit -m HOST001 -u admin -p admin -unit UNIT001 
-master_name MASTER001
 -aps_dir C:¥tmp¥appDir -rule C:¥tmp¥rule.properties
 -script C:¥tmp¥poweron-vm.bat

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
警告終了しました。

2：
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排他エラーが発生しました。

64：
異常終了しました。
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10　JavaVMで使用するコマンド
この章では，日立の JavaVMで使用するコマンドの入力形式，
機能などについて説明します。
なお，日立の JavaVMは，J2SE 5.0および Java SE 6に準拠
しています。詳細については，マニュアル「Cosminexus アプ
リケーションサーバ 概説」を参照してください。また，JDK 
5.0および JDK 6で使用できるコマンドについては，Sun 
Microsystems社が提供している JDK 5.0および JDK 6のド
キュメントを参照してください。

10.1　JavaVMで使用するコマンドの一覧

10.2　JavaVMで使用するコマンドの詳細
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10.1　JavaVMで使用するコマンドの一覧

JavaVMで使用するコマンドの一覧を，次の表に示します。

表 10-1　JavaVMで使用するコマンドの一覧

注※　AIXでは使用できません。snapcoreコマンドを使用してください。

コマンド名称 分類 概要

car_tar_Z※ coreアーカイブ機能 coreファイルと関連するライブラリなどをまと
めて，一つのアーカイブファイルに出力します。
このコマンドは，UNIX用です。

eheapprof Explicitヒープ詳細情報付き
拡張スレッドダンプの出力

Explicitヒープ詳細情報をスレッドダンプ中に
出力します。

javacore coreファイルの取得 coreファイルとスレッドダンプを同時に取得し
ます。
このコマンドは，UNIX用です。

javagc ガーベージコレクションの強
制発生

メモリリーク，システム障害およびアプリケー
ションのデバッグのために，任意のタイミング
でガーベージコレクションを発生させます。

javatrace トレース情報の収集 coreファイルからスタックトレース情報を収集
します。
このコマンドは，UNIX用です。

jheapprof 日立クラス別統計情報付き拡
張スレッドダンプの出力

日立クラス別統計情報をスレッドダンプ中に出
力します。

jheapprofanalyzer 日立クラス別統計情報解析
ファイルの CSV出力

日立クラス別統計情報解析ファイルを CSV形式
で出力します。
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10.2　JavaVMで使用するコマンドの詳細

JavaVMで使用するコマンドの入力形式，機能などを次に示します。

コマンドの格納先
JavaVMで使用するコマンドは，次のディレクトリに格納されています。
• Windowsの場合

<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥jdk¥jre¥bin¥
• UNIXの場合

/opt/Cosminexus/jdk/jre/bin/

car_tar_Z（coreアーカイブ機能）

形式
car_tar_Z [-i <実行ファイル名>] [-f] [-s|-S] [<coreファイル名>] > <出力
ファイル名>

機能

coreファイルと関連するライブラリなどをまとめて，一つのアーカイブファイルに出力
します。なお，このコマンドは，UNIX用です。

引数

-i <実行ファイル名 >
実行ファイル名を指定します。

-f
パス名付きでライブラリなどのファイルを取得します。

-s
出力するアーカイブファイルのサイズ（単位：バイト）を報告します。
この場合，アーカイブファイルは出力されません。

-S
アーカイブファイルを作成するための，シェルスクリプトを出力します。
このオプションを指定する場合，<出力ファイル名 >には，シェルスクリプト名を
指定してください。
出力されたシェルスクリプトを実行すると，アーカイブファイルが出力されます。

<coreファイル名 >
coreファイル名を指定します。省略した場合，"core"が指定されます。

<出力ファイル名 >
アーカイブファイル，またはシェルスクリプトのファイル名を指定します。
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入力例

アーカイブファイルを作成する場合
car_tar_Z -f core.8326 > corefile.tar.Z

アーカイブファイルのサイズを調べる場合
car_tar_Z -s core.8326

シェルスクリプトからアーカイブファイルを作成する場合
1. シェルスクリプトを作成します。

car_tar_Z -S core.8326 > collect_cores.csh

2. シェルスクリプトに実行権を付与します。
chmod +x ./collect_cores.csh

3. シェルスクリプトを実行して，アーカイブファイルを作成します。
./collect_cores.csh > corefile.tar.Z

出力メッセージ

次のメッセージを出力した場合，正常なアーカイブファイルは出力されません。

表 10-2　car_tar_Zコマンドで出力されるエラーメッセージ

注意事項

●カレントディレクトリに，書き込み権限が必要です。

●同じディレクトリ下で，同じ coreファイルまたは作成時間が同じ coreファイルに対
して，car_tar_Zコマンドは同時に実行できません。

●システムに tarコマンドおよび compressコマンドがインストールされている必要が
あります。

● car_tar_Zコマンド実行中に強制終了した場合，カレントディレクトリに car_tar_Z
コマンドが作成した一時的なファイルやディレクトリが残ります。
一時的に作成されるファイル：car_exec??（??は，00～ 99）

項番 エラーメッセージ 説明

1 usage: car_tar_Z [ -i executable-file ] [ -f ] [ -s 
| -S ] [ core-file ]

コマンドの引数が不正です。

2 car_tar_Z: inner error! car_tar_Zコマンドの内部エラーです。

3 car_tar_Z: cannot create temporary name 一時的に使用するファイルが作成できません。
カレントディレクトリにある，ファイル
car_exec??（??は 00～ 99）を削除するか，
移動してください。

4 car_tar_Z: ～ : file not found ファイルが見つかりません。
coreファイルおよび -iオプションで指定した
実行ファイルを確認してください。

5 car_tar_Z: ～ : not supported platform サポートしていない OSです。
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一時的に作成されるディレクトリ：carYYMMDDhhmm/（YYMMDDhhmmは，core
ファイルの作成年月日時分）

eheapprof（Explicitヒープ詳細情報付き拡張スレッドダンプ
の出力）

形式
eheapprof [-i|-f] [-force] -p <プロセスID>

機能

引数に指定したプロセス IDの javaプロセスについて，Explicitヒープ詳細情報を含ん
だ拡張スレッドダンプを出力します。

引数

-i
Explicitヒープ詳細情報付き拡張スレッドダンプの出力処理の実行を確認するメッ
セージが表示されます。表示されたメッセージに対して yまたは nを入力します。
このとき，yを入力すると，Explicitヒープ詳細情報を含んだ拡張スレッドダンプが
出力されます。nを入力すると，何も出力しないで処理を終了します。省略した場
合，-fオプションが指定されないかぎり，このオプションは有効です。

-f
-iオプションを無効にします。省略した場合，-iオプションが有効になります。

-force
javaプロセスが作成する /tmp/hsperfdata_<ユーザ名 >/<プロセス ID>ファイルの
有無の確認をしないで，-pオプションで指定したプロセス IDの javaプロセスに対
して拡張スレッドダンプの出力を要求します。
なお，このオプションはUNIX用のオプションです。

-p <プロセス ID>
Explicitヒープ詳細情報を含んだ拡張スレッドダンプを出力する javaプログラムの
プロセス IDを指定します。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
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一定時間内に Explicitヒープ詳細情報を含んだ拡張スレッドダンプ出力処理終了の
応答がありませんでした。

出力メッセージ

次のエラーメッセージまたは警告メッセージが出力された場合，Explicitヒープ詳細情
報付き拡張スレッドダンプは出力されません。

表 10-3　eheapprofコマンドで出力されるメッセージ（Windowsの場合）

項番 エラーメッセージ 説明

1 usage: eheapprof [-f|-i] -p 
process-id

eheapprofコマンドへの引数の指定が間違っていま
す。

2 eheapprof: illegal option -- <オプ
ション >

eheapprofコマンドに指定した <オプション >が不正
です。

3 <プロセス ID>: Now processing 
previous request, this request 
canceled

eheapprofコマンドの引数に指定した <プロセス ID>
に該当するプロセスが，現在 Explicitヒープ詳細情
報を出力しています。

4 <プロセス ID>: Not owner eheapprofコマンドの引数に指定した <プロセス ID>
に 0が指定されています。

5 eheapprof: can't create work file at 
temporary directory , this request 
canceled

一時ファイル用ディレクトリに参照・書き込み権限が
ない場合，Explicitヒープ詳細情報付き拡張スレッド
ダンプを出力できません。Explicitヒープ詳細情報付
き拡張スレッドダンプの出力要求はキャンセルされま
す。

6 eheapprof: can't get temporary 
directory, this request canceled

一時ファイル用ディレクトリが取り出せない場合，
Explicitヒープ詳細情報付き拡張スレッドダンプを出
力できません。Explicitヒープ詳細情報付き拡張ス
レッドダンプの出力要求はキャンセルされます。

7 eheapprof: please delete <削除でき
なかったファイル名 > in <削除でき
なかったファイルのフルパス >

eheapprofコマンドを終了したときに，内部ファイル
を削除できませんでした。削除できなかったファイル
のフルパスにある，削除できなかったファイルを削除
してください。

8 eheapprof: unexpected error 
occurred: <エラー原因 >

eheapprofコマンド実行中に予期しないエラーが発生
しました。
<エラー原因 >には，例えば下記のような表示がされ
ます。
• 作業用メモリ確保に失敗した場合

malloc systemcall fail (errno=Y)
• オブジェクトのクローズに失敗した場合

close systemcall fail (errno=Y)

9 eheapprof: can't communicate with 
process <プロセス ID>

eheapprofコマンドの引数に指定した <プロセス ID>
に該当するプロセスに問題があり，通信処理でエラー
が発生しているため通信できません。または，
eheapprofコマンドの引数に指定した <プロセス ID>
に該当するプロセスがありません。
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表 10-4　eheapprofコマンドで出力されるメッセージ（UNIXの場合）

注意事項

● eheapprofコマンドはプログラムの開発用ユーティリティとして提供されているもの

10 <プロセス ID>: Timeout occurred. 
Java process not responding

eheapprofコマンドの引数に指定した <プロセス ID>
に該当するプロセスから，一定時間内に Explicit
ヒープ詳細情報出力処理終了の応答がありませんでし
た。

項番 エラーメッセージ 説明

1 usage: eheapprof [-f|-i] [-force] -p 
process-id

eheapprofコマンドへの引数の指定が間違っていま
す。

2 eheapprof: illegal option -- <オプ
ション >

eheapprofコマンドに指定した <オプション >が不正
です。

3 <プロセス ID>: Now processing 
previous request, this request 
canceled

eheapprofコマンドの引数に指定した <プロセス ID>
に該当するプロセスが，現在 Explicitヒープ詳細情
報を出力しています。

4 <プロセス ID>: No such process eheapprofコマンドの引数に指定した <プロセス ID>
に該当するプロセスがありません。または，
eheapprofコマンドで指定した <プロセス ID>に該
当するプロセスが javaプロセス以外でした。

5 <プロセス ID>: Not owner eheapprofコマンドの引数に指定した <プロセス ID>
のプロセスのオーナーではありません。

6 eheapprof: can't create work file at 
/tmp , this request canceled

一時ファイル用ディレクトリに参照・書き込み権限が
ない場合，Explicitヒープ詳細情報付き拡張スレッド
ダンプを出力できません。Explicitヒープ詳細情報付
き拡張スレッドダンプの出力要求はキャンセルされま
す。

7 eheapprof: please delete <削除でき
なかったファイル名 > in <削除でき
なかったファイルのフルパス >

eheapprofコマンドを終了したときに，内部ファイル
を削除できませんでした。削除できなかったファイル
のフルパスにある，削除できなかったファイルを削除
してください。

8 eheapprof: unexpected error 
occurred: <エラー原因 >

eheapprofコマンド実行中に予期しないエラーが発生
しました。
<エラー原因 >には，例えば下記のような表示がされ
ます。
• 作業用メモリ確保に失敗した場合

malloc systemcall fail (errno=Y)
• オブジェクトのクローズに失敗した場合

close systemcall fail (errno=Y)

9 <プロセス ID>: Timeout occurred. 
Java process not responding

eheapprofコマンドの引数に指定した <プロセス ID>
に該当するプロセスから，一定時間内に Explicit
ヒープ詳細情報出力処理終了の応答がありませんでし
た。

項番 エラーメッセージ 説明
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です。システムの運用では使用しないでください。

●同じ javaプロセスに対して，同時に eheapprofコマンドは実行できません。前回の
eheapprofコマンドによる Explicitヒープ詳細情報が拡張スレッドダンプに出力され
たあとに実行してください。

●Windowsの場合，Javaプロセスは起動時にMailSlotを使った通信の初期化処理を実
行します。初期化に失敗した場合，メッセージを出力して処理を中断します。

●Windowsの場合，引数に指定したプロセス IDの javaプロセス所有者以外でも
eheapprofコマンドを実行できます。

● UNIXの場合，引数に指定したプロセス IDの javaプロセスオーナーでないユーザが
このコマンドを実行すると，メッセージを出力して処理を終了します。ただし，ユー
ザが rootである場合は，処理を継続します。

● UNIXの場合，eheapprofコマンドは，SIGQUITシグナルを指定されたプロセスに送
信します。誤って javaプログラム以外を指定すると，ほかのプログラムが停止するこ
とがあります。

● UNIXの場合，eheapprofコマンド実行時に，/tmp/hsperfdata_<ユーザ名 >/<プロセ
ス ID>ファイルを使用します。該当するファイルが存在しない場合，eheapprofコマ
ンドによる Explicitヒープ詳細情報付き拡張スレッドダンプは出力できません。ただ
し，-forceオプションを指定した場合，/tmp/hsperfdata_<ユーザ名 >/<プロセス ID>
ファイルの有無の確認をしないで，-pオプションで指定したプロセス IDの javaプロ
セスに対して拡張スレッドダンプの出力を要求します。

javacore（coreファイルの取得）

形式
javacore [-i|-f] [-force] -p <プロセスID>

機能

コマンド実行時の coreファイルとスレッドダンプを同時に取得します。なお，このコマ
ンドは，UNIX用です。

引数

-i
対象プロセスのプロセス IDについて，確認を要求します。省略した場合，-fオプ
ションが指定されないかぎり，このオプションは有効です。

-f
-iオプションを無効にします。省略した場合，プロセス IDを確認するメッセージが
表示されるので，yまたは nを入力します。このとき，yを入力すると coreファイ
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ルとスレッドダンプを取得します。nを入力すると，何もしないで処理を終了しま
す。

-force
javaプロセスが作成する /tmp/hsperfdata_<ユーザ名 >/<プロセス ID>ファイルの
有無の確認をしないで，-pオプションで指定したプロセス IDの javaプロセスに対
して coreを出力させます。

-p <プロセス ID>
<プロセス ID>には，coreファイルとスレッドダンプを取得する javaプログラムの
プロセス IDを指定します。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
一定時間内に core生成処理終了の応答がありませんでした。

入力例

1. -fオプションを省略して javacoreコマンドを実行します。
javacore -p 8326

2. プロセス ID確認のメッセージが表示されます。
send SIGQUIT to 8326:?(y/n)

3. coreファイルおよびスレッドダンプを取得する場合は yを，取得しない場合は nを入
力します。
send SIGQUIT to 8326:?(y/n)y

4. coreファイルおよびスレッドダンプを取得すると，実行中の javaプログラムでは次
のメッセージが出力されます。

5. 実行中の javaプログラムは，カレントディレクトリに次のファイルを作成し，プログ
ラムを継続します。

coreファイル

Now generating core file (javacore8662.030806215140.core)...

done

(スレッドダンプを出力 )

Writing Java core to javacore8662.030806215140.txt... OK
451



10.　JavaVMで使用するコマンド
javacore<プロセス ID>.<日時 >.core

スレッドダンプ
javacore<プロセス ID>.<日時 >.txt

出力メッセージ

次のエラーメッセージまたは警告メッセージを出力した場合，coreファイルやスレッド
ダンプは取得されません。

表 10-5　javacoreコマンドで出力されるエラーメッセージ

注意事項

● javacoreコマンドは，SIGQUITシグナルを指定されたプロセスに送信します。誤っ
て javaプログラム以外を指定すると，ほかのプログラムが停止することがあります。

●同じ javaプロセスに対して，同時に javacoreコマンドは実行できません。前回の
javacoreコマンドによる core出力処理が終了したあとに実行してください。

項番 エラーメッセージ 説明

1 usage: javacore [-f|-i] [-force] -p process-id コマンドの引数が不正です。

2 javacore: can’t create work file at /tmp, 
this request canceled

/tmpに参照および書き込み権限がありませ
ん。

3 javacore: illegal option --<オプション > コマンドの引数に指定した <オプション >が
不正です。

4 javacore: unexpected error occurred:<エ
ラー原因 >

コマンド実行中に予期しないエラーが発生し
ました。

5 javacore: please delete <削除できなかった
ファイル名 > in <削除できなかったファイ
ルのフルパス >

javacoreコマンドを終了したときに，内部
ファイルを削除できませんでした。削除でき
なかったファイルのフルパスにある，削除で
きなかったファイルを削除してください。

6 <プロセス ID>: No such process javacoreコマンドの引数に指定した <プロセ
ス ID>に該当するプロセスがありません。ま
たは，javacoreコマンドで指定した <プロセ
ス ID>に該当するプロセスが javaプロセス
以外でした。

7 <プロセス ID>: Not owner 実行ユーザは，コマンドの引数に指定した <
プロセス ID>に該当するプロセスのオーナー
ではありません。

8 <プロセス ID>: Now processing previous 
request, this request canceled

コマンドの引数に指定した <プロセス ID>の
プロセスが現在 coreを生成中です。

9 <プロセス ID>: Timeout occurred. Java 
process not responding.

javacoreコマンドの引数に指定した <プロセ
ス ID>に該当するプロセスから，一定時間内
に core出力処理終了の応答がありませんでし
た。
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● JavaVMプロセスが，スレッドダンプ取得要求に反応しないで無応答状態になってい
る場合には，javacoreコマンドによる coreファイルも取得できません。この場合は，
kill -6コマンドの実行によって，JavaVMプロセスを強制停止させて coreファイルを
取得してください。

● AIX（5L V5.1）の場合，coredumpシステムコールで coreを生成するため，次の環境
変数を設定する必要があります。環境変数が設定されていない場合，coreファイルが
正常に取得できません。

cshの場合
setenv LDR_CNTRL USERREGS

shまたは kshの場合
export LDR_CNTRL=USERREGS

LDR_CNTRL環境変数に複数指定する場合，@が区切り文字になります。例えば，
MAXDATAと USERREGSの二つを指定する場合は，次のようになります。

cshの場合
setenv LDR_CNTRL MAXDATA=0x40000000@USERREGS

shまたは kshの場合
export LDR_CNTROL=MAXDATA=0x40000000@USERREGS

● Linuxの場合，gdbの gcoreコマンドで coreを生成します。gdbがインストールされ
ていない場合には，次のエラーメッセージが標準出力に出力されます。
Error occurred in generating core file, gdb not found.

また，インストールされている gdbのバージョンが古い場合には，次のエラーメッ
セージが標準出力に出力されます。
Error occurred in generating core file, gdb version 5.2 or later 

needed.

● javacoreコマンドは，実行時に，/tmp/hsperfdata_<ユーザ名 >/<プロセス ID>ファ
イルを使用します。該当するファイルが存在しない場合は，javacore コマンドによる
coreファイルの出力はできません。ただし，-forceオプションを指定した場合，/tmp/
hsperfdata_<ユーザ名 >/<プロセス ID>ファイルの有無の確認をしないで，-pオプ
ションで指定したプロセス IDの javaプロセスに対して coreを出力させます。

javagc（ガーベージコレクションの強制発生）

形式
javagc [-i|-f] [-v] [-s] [-force] -p <プロセスID>
 

機能

メモリリーク，システム障害およびアプリケーションのデバッグのために，プロセス ID
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が <プロセス ID>の javaプロセスに対して，任意のタイミングでガーベージコレクショ
ンを発生させます。

javaプロセスとの通信には SIGQUITシグナルを使用します。コマンドを実行すると，
ガーベージコレクションを発生させるかどうか（Windowsの場合），またはガーベージ
コレクションを発生させるために SIGQUITシグナルを送信するかどうか（UNIXの場
合）をユーザに確認します。発生させない，または送信しない（n）と回答した場合に
は，ガーベージコレクションは発生しません（戻り値が 1となります）。この確認動作
は，-fオプションを指定することで省略できます。

<プロセス ID>の javaプロセスが通常の要因で発生するコピーガーベージコレクション
やフルガーベージコレクションを実行中の場合は，その終了を待ってからコマンドを実
行します。

引数

-i
<プロセス ID>のプロセスに対して，ガーベージコレクションを発生させるかどう
か（Windowsの場合），または SIGQUITシグナルを送信させるかどうか（UNIX
の場合）をユーザに確認します。
このオプションより前に指定した，-fオプションを無効にします。

-f
<プロセス ID>のプロセスに対して，ガーベージコレクションを発生させるかどう
か（Windowsの場合），または SIGQUITシグナルを送信させるかどうか（UNIX
の場合）をユーザに確認しません。
このオプションより前に指定した，-iオプションを無効にします。

-v
• -XX:+HitachiVerboseGCオプションが指定されている場合に出力される，日立

JavaVMログファイルと同じ内容を，日立 JavaVMログファイルに出力します。
• -XX:+HitachiVerboseGCオプションが指定されている場合，その日立 JavaVMロ
グファイルに情報を追加します。

• -XX:+HitachiVerboseGCPrintDate，-XX:+HitachiVerboseGCIntervalTime，
-XX:+HitachiVerboseGCPrintCause，-XX:+HitachiVerboseGCCpuTime，
-XX:+HitachiCommaVerboseGCなどの追加オプションが指定されている場合は，
その形式に従って出力されます。

• -XX:HitachiVerboseGCIntervalTimeオプションが指定され，指定時間を経過し
ていない場合でも日立 JavaVMログファイルを出力します。

• -XX:+HitachiVerboseGCオプションが指定されていない場合は，日立 JavaVMロ
グファイル作成の規則に従って新規に日立 JavaVMログファイルを作成します。

-s
• -XX:+HitachiVerboseGCオプションが指定されている場合に出力される，日立
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JavaVMログファイルと同じ内容を，標準出力に出力します。
• -XX:+HitachiVerboseGCPrintDate，-XX:+HitachiVerboseGCIntervalTime，

-XX:+HitachiVerboseGCPrintCause，-XX:+HitachiCommaVerboseGCなどの追
加オプションが指定されている場合は，その形式に従って出力されます。

• -XX:HitachiVerboseGCIntervalTimeオプションが指定され，指定時間を経過し
ていない場合でも日立 JavaVMログファイルと同じ内容を標準出力に出力しま
す。

-force
javaプロセスが作成する /tmp/hsperfdata_<ユーザ名 >/<プロセス ID>ファイルの
有無の確認をしないで，-pオプションで指定したプロセス IDの javaプロセスに対
してガーベージコレクションを発生させます。
なお，このオプションはUNIX用のオプションです。

-p <プロセス ID>
プロセス IDを指定します。

日立固有の JavaVM拡張オプションについては，マニュアル「Cosminexus アプリケー
ションサーバ リファレンス 定義編 (サーバ定義 )」を参照してください。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
一定時間内にガーベージコレクション処理終了の応答がありませんでした。

入力例

1. -iオプションを指定して javagcコマンドを実行します。
javagc -i -v -p 8326

2. Windowsの場合，ガーベージコレクションを発生させるかどうかの確認メッセージが
表示されます。UNIXの場合，プロセス IDの確認メッセージが表示されます。
• Windowsの場合
Force VM to execute GC ? (y/n)

• UNIXの場合
send SIGQUIT to 8326:?(y/n)

3. Windowsの場合，ガーベージコレクションを発生させる場合は yを，発生させない場
合は nを入力します。UNIXの場合，SIGQUITシグナルを送信させる場合は yを，送
信させない場合は nを入力します。
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• Windowsの場合
Force VM to execute GC ? (y/n)y

• UNIXの場合
send SIGQUIT to 8326:?(y/n)y

出力例

出力メッセージ

表 10-6　javagcコマンドで出力されるメッセージ（Windowsの場合）

[VGC]<Wed Mar 17 00:42:30 2004>(Skip Full:0,Copy:0)[Full GC 149K->149K(1984K), 
0.0786038 secs][DefNew::Eden: 264K->0K(512K)][DefNew::Survivor: 
0K->63K(64K)][Tenured: 85K->149K(1408K)][Perm: 
1300K->1300K(1536K)][cause:JavaGC Command]

項番 メッセージ 説明

1 usage: javagc [-f|-i] [-v] [-s] -p 
process-id

javagcコマンドへの引数の指定が間違っています。

2 javagc: illegal option--<オプション
>

javagcコマンドに指定した <オプション >が不正で
す。

3 javagc: can't communicate with 
process <プロセス ID>

javagcコマンドの引数に指定した <プロセス ID>に
問題があり，通信処理でエラーが発生しているため通
信できません。または，javagcコマンドの引数に指
定した <プロセス ID>に該当するプロセスがありま
せん。

4 <プロセス ID>: Not owner javagcコマンドで指定した <プロセス ID>に 0が指
定されています。

5 <プロセス ID>: Now processing 
previous request, this request 
canceled

javagcコマンドの引数に指定した <プロセス ID>に
該当するプロセスは，前回の javagcコマンドによる
ガーベージコレクションを実行中です。javagcコマ
ンドによるガーベージコレクション実行要求はキャン
セルされます。

6 javagc: can’t create work file at 
temporary directory, this request 
canceled

一時ファイル用ディレクトリに参照・書き込み権限が
ない場合，ガーベージコレクション要求ファイルが作
成できません。このガーベージコレクション実行要求
はキャンセルされます。

7 javagc:  can't get temporary 
directory, this request canceled

一時ファイル用ディレクトリが取り出せない場合，
ガーベージコレクション要求ファイルが作成できませ
ん。このガーベージコレクション実行要求はキャンセ
ルされます。

8 javagc: unexpected error 
occurred:<エラー原因 >

javagcコマンド実行中に予期しないエラーが発生し
ました。
<エラー原因 >には，例えば下記のような表示がされ
ます。
• 作業用メモリ確保に失敗した場合

malloc systemcall fail (errno=Y)
• オブジェクトのクローズに失敗した場合

close systemcall fail (errno=Y)
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表 10-7　javagcコマンドで出力されるメッセージ（UNIXの場合）

9 <プロセス ID>: Timeout occurred. 
Java process not responding.

javagcコマンドの引数に指定した <プロセス ID>に
該当するプロセスから，一定時間内にガーベージコレ
クション処理終了の応答がありませんでした。

10 javagc : please delete <削除できな
かったファイル名 > in <削除できな
かったファイルのフルパス >

javagcコマンドを終了したときに，内部ファイルを
削除できませんでした。削除できなかったファイルの
フルパスにある，削除できなかったファイルを削除し
てください。

項番 メッセージ 説明

1 javagc [-f|-i][-v][-s] [-force] -p 
process-id

javagcコマンドへの引数の指定が間違っています。

2 javagc: illegal option--<オプション
>

javagcコマンドに指定した <オプション >が不正で
す。

3 <プロセス ID>: No such process javagcコマンドの引数に指定した <プロセス ID>に
該当するプロセスがありません。または，javagcコ
マンドで指定した <プロセス ID>に該当するプロセ
スが javaプロセス以外でした。

4 <プロセス ID>: Not owner 実行ユーザは，javagcコマンドの引数に指定した <
プロセス ID>に該当するプロセスのオーナーではあ
りません。

5 <プロセス ID>: Now processing 
previous request, this request 
canceled

javagcコマンドの引数に指定した <プロセス ID>に
該当するプロセスは，前回の javagcコマンドによる
ガーベージコレクションを実行中です。javagcコマ
ンドによるガーベージコレクション実行要求はキャン
セルされます。

6 javagc: can't create work file at /
tmp, this request canceled

/tmpに参照および書き込み権限がないため，ガー
ベージコレクション要求ファイルが作成できません。
javagcコマンドによるガーベージコレクション実行
要求はキャンセルされます。

7 javagc: unexpected error 
occurred:<エラー原因 >

javagcコマンド実行中に予期しないエラーが発生し
ました。
<エラー原因 >には，例えば下記のような表示がされ
ます。
• 作業用メモリ確保に失敗した場合

malloc systemcall fail (errno=Y)
• オブジェクトのクローズに失敗した場合

close systemcall fail (errno=Y)

8 <プロセス ID>: Timeout occurred. 
Java process not responding.

javagcコマンドの引数に指定した <プロセス ID>に
該当するプロセスから，一定時間内にガーベージコレ
クション処理終了の応答がありませんでした。

項番 メッセージ 説明
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注意事項

●同じ javaプロセスに対して，同時に javagcコマンドは実行できません。前回の
javagcコマンドによるガーベージコレクション処理が終了してから実行してくださ
い。前回のガーベージコレクション処理が終了している場合は，日立 JavaVM固有ロ
グファイルに出力される拡張 verbosegc機能のガーベージコレクションの要因に
"JavaGC Command"が出力されます。

●Windowsの場合，引数に指定したプロセス IDの javaプロセス所有者以外でも
javagcコマンドを実行できます。

● UNIXの場合，javagcコマンドは SIGQUITシグナルを指定されたプロセス IDに送
信します。誤って javaプロセス以外のプロセス IDを指定すると，ほかのプログラム
が停止することがあります。

● UNIXの場合，javagcコマンド実行時に，/tmp/hsperfdata_<ユーザ名 >/<プロセス
ID>ファイルを使用します。該当するファイルが存在しない場合は，javagcコマンド
によるガーベージコレクションの要求はできません。ただし，-forceオプションを指
定した場合，/tmp/hsperfdata_<ユーザ名 >/<プロセス ID>ファイルの有無の確認を
しないで，-pオプションで指定したプロセス IDの javaプロセスに対してガーベージ
コレクションを発生させます。

javatrace（トレース情報の収集）

形式
javatrace <coreファイル名> <実行ファイル名> [<出力ファイル名>] [-l <ライブ
ラリファイル名> ...]

機能

coreファイルからスタックトレース情報を取得します。なお，このコマンドは，UNIX
用です。

このコマンドは，JavaVMが異常終了して coreファイルを生成した場合，その異常終了
の原因究明に必要な情報を取得するために実行するコマンドです。プロセスダウン時の
詳細要因などが調査できます。

引数

<coreファイル名 >

9 javagc : please delete <削除できな
かったファイル名 > in <削除できな
かったファイルのフルパス >

javagcコマンドを終了したときに，内部ファイルを
削除できませんでした。削除できなかったファイルの
フルパスにある，削除できなかったファイルを削除し
てください。

項番 メッセージ 説明
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coreファイル名を指定します。

<実行ファイル名 >
coreファイルを生成した実行ファイル名を指定します。

<出力ファイル名 >
出力ファイル名を指定します。
省略した場合は，カレントディレクトリの "javatrace.log"に出力されます。

-l <ライブラリファイル名 >
使用したライブラリファイルを指定します。
共用ライブラリが絶対パスで実行ファイルに取り込まれている場合は，自動的に読
み込まれるため，指定する必要はありません。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

入力例

JavaVMが異常終了して coreファイルを生成した場合，次のメッセージが表示されま
す。このメッセージ内の javatraceコマンドの文字列を実行します。

なお，このメッセージは，異常終了時に生成されるエラーリポートファイル
（hs_err_pid<プロセス ID>.log）にも出力されます。

coreファイル名が coreの場合
/opt/Cosminexus/jdk/jre/bin/javatrace core /opt/Cosminexus/CC/
server/bin/cjstartsv

OSによっては実際に出力される coreファイル名が core.<プロセス ID>になる場合があ
ります。その場合は，実際に出力された coreファイル名を javatraceの引数に指定して
ください。

coreファイル名が core.<プロセス ID>の場合

  ：
# You can get further information from javatrace.log file generated
# by using javatrace command.
# usage: javatrace core-file-name loadmodule-name [out-file-name] 
[-l(library-name)...]
# Please use javatrace command as follows and submit a bug report
# to Hitachi with javatrace.log file:
# [/opt/Cosminexus/jdk/jre/bin/javatrace core /opt/Cosminexus/CC/server/bin/
cjstartsv]
#
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/opt/Cosminexus/jdk/jre/bin/javatrace core.8326 /opt/
Cosminexus/CC/server/bin/cjstartsv

出力メッセージ

次のエラーメッセージまたは警告メッセージを出力した場合，スタックトレース情報は
出力されません。

表 10-8　javatraceコマンドで出力されるエラーメッセージ

注意事項

● javatraceコマンドは coreファイルが生成されたマシンで実行してください。

項番 エラーメッセージ 説明

1 usage : javatrace core-filename 
loadmodule-name [out-filename] 
[-llibrary-name...]

javatrace コマンドへの引数の指定が間違って
います。

2 javatrace: Cannot open file-name :No such 
file or directory

<出力ファイル >で指定したファイル以外の
ファイル（file-name）が見つかりません。

3 javatrace: Cannot open file-name : 
Permission denied

ファイル（file-name）の読み込みが許可され
ていません。

4 javatrace : Cannot create file-name : 
Already exist

<出力ファイル >に指定したファイル
（file-name）がすでに存在しています。

5 * unknown core type(XXXXXXX) ignored. <coreファイル名 >で指定したファイルは，
coreファイルではありません。

6 * ERROR : file-name, unknown 
magic(0xXXXX)

<実行ファイル名 >で指定したファイルは，
実行ファイルではありません。

7 WARNING : core file may not match 
loadmodule (core file from 
‘loadmodule-name')

<実行ファイル名 >で指定した実行ファイル
と，<coreファイル名 >で指定した coreファ
イルから取り出した実行ファイル
（loadmodule-name）が一致していません。

8 javatrace : Bad argument : 
argument-name  is directory

指定したファイル（file-name）はディレクト
リです。

9 * ERROR : library-name open : No such 
file or directory

実行ファイルが取り込んだ共用ライブラリ
（library-name）が見つかりません。共用ライ
ブラリが相対パスで取り込まれている場合に
は，-lオプションで共用ライブラリを明示的
に指定する必要があります。

10 javatrace : illegal option -- x 誤ったオプション文字（x）が指定されていま
す。

11 javatrace : Cannot create file-name : 
Permission denied

<出力ファイル >で指定したファイル
（file-name）の出力先に書き込み権限があり
ません。
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jheapprof（日立クラス別統計情報付き拡張スレッドダンプの
出力）

形式
jheapprof [-i|-f] [-class <クラス名>][-explicit|-noexplicit] 
          [-fullgc|-copygc|-nogc] [-garbage|-nogarbage] 
　　　　　[-rootobjectinfo|-norootobjectinfo]　
　　　　　[-rootobjectinfost <値> ] [-force] -p <プロセスID>

機能

引数に指定したプロセス IDの javaプロセスについて，日立クラス別統計情報を含んだ
拡張スレッドダンプを出力します。

引数

-i
日立クラス別統計情報付き拡張スレッドダンプの出力処理の実行を確認するメッ
セージが表示されます。表示されたメッセージに対して yまたは nを入力します。
このとき，yを入力すると，日立クラス別統計情報を含んだ拡張スレッドダンプが出
力されます。nを入力すると，何も出力しないで処理を終了します。省略した場合，
-fオプションが指定されないかぎり，このオプションは有効です。

-f
-iオプションを無効にします。省略した場合，-iオプションが有効になります。

-class <クラス名 >
<クラス名 >に指定したクラス（インスタンス）をメンバに持つクラスの構造を一
覧にしてスレッドダンプ中に出力します。

-explicit
インスタンス統計機能の統計対象に Explicitヒープを含めます。なお，このオプ
ションと -noexplicitオプションを同時に指定している場合，最後に指定しているオ
プションが有効になります。

-noexplicit
インスタンス統計機能の統計対象に Explicitヒープを含めません。省略した場合，
-explicitオプションが有効になります。なお，このオプションと -explicitオプショ
ンを同時に指定している場合，最後に指定しているオプションが有効になります。

-fullgc
統計する前に実行するガーベージコレクションにフルガーベージコレクションを設
定します。なお，このオプションと -copygcオプションまたは -nogcオプションを同
時に指定している場合，最後に指定しているオプションが有効になります。
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-copygc
統計する前に実行するガーベージコレクションにコピーガーベージコレクションを
設定します。省略した場合，-fullgcオプションが有効になります。
なお，このオプションと -fullgcオプションまたは -nogcオプションを同時に指定し
ている場合，最後に指定しているオプションが有効になります。

-nogc
統計する前にガーベージコレクションを実行しません。省略した場合，-fullgcオプ
ションが有効になります。なお，このオプションと -fullgcオプションまたは
-copygcオプションを同時に指定している場合，最後に指定しているオプションが有
効になります。

-garbage
Tenured領域内不要オブジェクト統計機能が有効になり，Tenured領域内の不要な
オブジェクトを統計対象とした日立クラス別統計情報を出力します。また，インス
タンス統計機能と STATICメンバ統計機能は無効になります。省略した場合，
-nogarbageオプションが有効になります。統計前ガーベージコレクション選択機能
については，-fullgcオプション，-copygcオプションが無効になり，-nogcオプショ
ンは有効になります。このため，統計処理前にガーベージコレクションを実行しま
せん。なお，このオプションと -nogarbage オプションを同時に指定している場合，
最後に指定しているオプションが有効になります。

-nogarbage
Tenured領域内不要オブジェクト統計機能が無効になります。そのため，Tenured
領域内の不要なオブジェクトを統計対象とした日立クラス別統計情報は出力しませ
ん。なお，このオプションと -garbageオプションを同時に指定している場合，最後
に指定しているオプションが有効になります。

-rootobjectinfo
Tenured増加要因の基点オブジェクトリスト出力機能が有効になり，Tenured増加
要因の基点オブジェクトリストを出力します。
このオプションは，-garbageオプションが有効であることが前提です。そのため，
-nogarbageオプションを有効にすると，このオプションは無効になります。なお，
このオプションと -norootobjectinfoオプションを同時に指定している場合，最後に
指定しているオプションが有効になります。

-norootobjectinfo
Tenured増加要因の基点オブジェクトリスト出力機能が無効になります。そのため，
Tenured増加要因の基点オブジェクトリストは出力しません。省略した場合，
-rootobjectinfoオプションが有効になります。なお，このオプションと
-rootobjectinfoオプションを同時に指定している場合，最後に指定しているオプ
ションが有効になります。
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-rootobjectinfost <値 >
Tenured増加要因の基点オブジェクトリストの情報量を調節します。インスタンス
サイズの合計が，指定した <値 >以上のクラス情報だけが，Tenured増加要因の基
点オブジェクトリストに出力されます。省略した場合，0が設定されます。
このオプションは，-rootobjectinfoオプションが有効であることが前提です。その
ため，-norootobjectinfoオプションを有効にすると，このオプションは無効になり
ます。<値 >には 0以上の自然数を指定できます。自然数以外や，文字列を指定し
た場合は，引数の指定に誤りがあるという内容のエラーメッセージが出力されて終
了します。

-force
javaプロセスが作成する /tmp/hsperfdata_<ユーザ名 >/<プロセス ID>ファイルの
有無の確認をしないで，-pオプションで指定したプロセス IDの javaプロセスに対
して拡張スレッドダンプの出力を要求します。
なお，このオプションはUNIX用のオプションです。

-p <プロセス ID>
<プロセス ID>には，日立クラス別統計情報を出力する javaプログラムのプロセス
IDを指定します。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
一定時間内に日立クラス別統計情報出力処理終了の応答がありませんでした。

入力例

1. -fオプションを省略して jheapprofコマンドを実行します。
% jheapprof -p 2463

2. Windowsの場合，日立クラス別統計情報付き拡張スレッドダンプを出力するかどうか
の確認メッセージが表示されます。UNIXの場合，プロセス IDの確認メッセージが表
示されます。
• Windowsの場合
Force VM to output HitachiJavaHeapProfile: ? (y/n)

• UNIXの場合
send SIGQUIT to 2463: ? (y/n)

3. Windowsの場合，日立クラス別統計情報付き拡張スレッドダンプを出力する場合は y
463



10.　JavaVMで使用するコマンド
を，出力しない場合は nを入力します。UNIXの場合，SIGQUITシグナルを送信させ
る場合は yを，送信させない場合は nを入力します。
• Windowsの場合
Force VM to output HitachiJavaHeapProfile: ? (y/n)y

• UNIXの場合
send SIGQUIT to 2463: ? (y/n)y

4. 日立クラス別統計情報付き拡張スレッドダンプを出力すると，実行中の javaプログラ
ムでは次のメッセージが出力されます。

5. 実行中の javaプログラムは，カレントディレクトリに日立クラス別統計情報付き拡張
スレッドダンプ（javacore<プロセス ID>.<日時 >.txt）を作成し，プログラムを継続
します。

出力形式

日立クラス別統計情報の出力形式については，マニュアル「Cosminexus アプリケー
ションサーバ 機能解説 保守／移行／互換編」のクラス別統計情報機能の説明を参照して
ください。

出力メッセージ

次のエラーメッセージまたは警告メッセージが出力された場合，日立クラス別統計情報
付き拡張スレッドダンプは出力されません。

表 10-9　jheapprofコマンドで出力されるメッセージ（Windowsの場合）

Writing Java core to javacore2463.030806215140.txt... OK

項番 エラーメッセージ 説明

1 usage: jheapprof [-f|-i] [-class 
classname] [-explicit|-noexplicit] 
[-fullgc|-copygc|-nogc] 
[-garbage|-nogarbage] 
[-rootobjectinfo|-norootobjectinfo] 
[-rootobjectinfost size] -p process-id

jheapprofコマンドへの引数の指定が間違っていま
す。

2 jheapprof: illegal option -- <オプショ
ン >

jheapprofコマンドに指定した <オプション >が不
正です。

3 <プロセス ID>: Now processing 
previous request, this request 
canceled

jheapprofコマンドの引数に指定した <プロセス
ID>に該当するプロセスが，クラス別統計情報の出
力中です。

4 <プロセス ID>: Not owner jheapprofコマンドの引数に指定した <プロセス
ID>に 0が指定されています。
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表 10-10　jheapprofコマンドで出力されるメッセージ（UNIXの場合）

5 jheapprof: can't create work file at 
temporary directory , this request 
canceled

一時ファイル用ディレクトリに参照・書き込み権限
がない場合，日立クラス別統計情報付き拡張スレッ
ドダンプを出力できません。日立クラス別統計情報
付き拡張スレッドダンプの出力要求はキャンセルさ
れます。

6 jheapprof: can't get temporary 
directory, this request canceled

一時ファイル用ディレクトリが取り出せない場合，
日立クラス別統計情報付き拡張スレッドダンプを出
力できません。日立クラス別統計情報付き拡張ス
レッドダンプの出力要求はキャンセルされます。

7 jheapprof: please delete <削除できな
かったファイル名 > in <削除できな
かったファイルのフルパス >

jheapprofコマンドを終了したときに，内部ファイ
ルを削除できませんでした。削除できなかったファ
イルのフルパスにある，削除できなかったファイル
を削除してください。

8 jheapprof: unexpected error 
occurred: <エラー原因 >

jheapprofコマンド実行中に予期しないエラーが発
生しました。
<エラー原因 >には，例えば下記のような表示がさ
れます。
• 作業用メモリ確保に失敗した場合

malloc systemcall fail (errno=Y)
• オブジェクトのクローズに失敗した場合

close systemcall fail (errno=Y)

9 jheapprof: can't communicate with 
process <プロセス ID>

jheapprofコマンドの引数に指定した <プロセス
ID>に該当するプロセスに問題があり，通信処理で
エラーが発生しているため通信できません。また
は，jheapprofコマンドの引数に指定した <プロセ
ス ID>に該当するプロセスがありません。

10 <プロセス ID>: Timeout occurred. 
Java process not responding

jheapprofコマンドの引数に指定した <プロセス
ID>に該当するプロセスから，一定時間内に日立ク
ラス別統計出力処理終了の応答がありませんでし
た。

項番 エラーメッセージ 説明

1 usage: jheapprof [-f|-i] [-class 
classname] [-explicit|-noexplicit] 
[-fullgc|-copygc|-nogc] 
[-garbage|-nogarbage] 
[-rootobjectinfo|-norootobjectinfo] 
[-rootobjectinfost size] [-force] -p 
process-id

jheapprofコマンドへの引数の指定が間違っていま
す。

2 jheapprof: illegal option -- <オプショ
ン >

jheapprofコマンドに指定した <オプション >が不
正です。

3 <プロセス ID>: Now processing 
previous request, this request 
canceled

jheapprofコマンドの引数に指定した <プロセス
ID>に該当するプロセスが現在クラス別統計情報の
出力中です。

項番 エラーメッセージ 説明
465



10.　JavaVMで使用するコマンド
注意事項

● jheapprofコマンドはプログラムの開発用ユーティリティとして提供されているもの
です。システムの運用では使用しないでください。

●同じ javaプロセスに対して，同時に jheapprofコマンドは実行できません。前回の
jheapprofコマンドによるクラス別統計情報が拡張スレッドダンプに出力されたあと
に実行してください。

●Windowsの場合，Javaプロセスは起動時にMailSlotを使った通信の初期化処理を実
行します。初期化に失敗した場合，メッセージを出力して処理を中断します。

●Windowsの場合，引数に指定したプロセス IDの javaプロセス所有者以外でも
jheapprofコマンドを実行できます。

● UNIXの場合，引数に指定したプロセス IDの javaプロセスオーナーでないユーザが
このコマンドを実行すると，メッセージが出力されて，処理は終了します。ただし，
ユーザが rootである場合は，処理を継続します。

● UNIXの場合，jheapprofコマンドは，SIGQUITシグナルを指定されたプロセスに送

4 <プロセス ID>: No such process jheapprofコマンドの引数に指定した <プロセス
ID>に該当するプロセスがありません。または，
jheapprofコマンドで指定した <プロセス ID>に該
当するプロセスが javaプロセス以外でした。

5 <プロセス ID>: Not owner jheapprofコマンドの引数に指定した <プロセス
ID>のプロセスのオーナーではありません。

6 jheapprof: can't create work file at /
tmp , this request canceled

一時ファイル用ディレクトリに参照・書き込み権限
がない場合，日立クラス別統計情報付き拡張スレッ
ドダンプを出力できません。日立クラス別統計情報
付き拡張スレッドダンプの出力要求はキャンセルさ
れます。

7 jheapprof: please delete <削除できな
かったファイル名 > in <削除できな
かったファイルのフルパス >

jheapprofコマンドを終了したときに，内部ファイ
ルを削除できませんでした。削除できなかったファ
イルのフルパスにある，削除できなかったファイル
を削除してください。

8 jheapprof: unexpected error 
occurred: <エラー原因 >

jheapprofコマンド実行中に予期しないエラーが発
生しました。
<エラー原因 >には，例えば下記のような表示がさ
れます。
• 作業用メモリ確保に失敗した場合

malloc systemcall fail (errno=Y)
• オブジェクトのクローズに失敗した場合

close systemcall fail (errno=Y)

9 <プロセス ID>: Timeout occurred. 
Java process not responding

jheapprofコマンドの引数に指定した <プロセス
ID>に該当するプロセスから，一定時間内に日立ク
ラス別統計情報出力処理終了の応答がありませんで
した。

項番 エラーメッセージ 説明
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10.　JavaVMで使用するコマンド
信します。誤って javaプログラム以外を指定すると，ほかのプログラムが停止するこ
とがあります。

● UNIXの場合，jheapprofコマンド実行時に，/tmp/hsperfdata_<ユーザ名 >/<プロセ
ス ID>ファイルを使用します。該当するファイルが存在しない場合，jheapprofコマ
ンドによるクラス別統計情報出力はできません。

● Explicitヒープをインスタンス統計情報の統計対象に含めるためには，
-XX:+HitachiUseExplicitMemoryを指定して，明示管理ヒープ機能を有効にしている
javaプロセスに対して，jheapprofコマンドで -explicitオプションを指定してくださ
い。なお，-XX:-HitachiUseExplicitMemoryを指定して，明示管理ヒープ機能を無効
にしている場合，-explicitを指定しても Explicitヒープ内のインスタンスはインスタ
ンス統計情報の統計対象になりません。

jheapprofanalyzer（日立クラス別統計情報解析ファイルの
CSV出力）

形式
jheapprofanalyzer [-J <オプション名>] [<ファイル名>]

機能

日立クラス別統計情報解析ファイルを CSV形式で出力します。

日立クラス別統計情報解析ファイルで使用する入力ファイルについては，マニュアル
「Cosminexus アプリケーションサーバ 機能解説 保守／移行／互換編」のクラス別統計
情報解析機能の説明を参照してください。

引数

-J <オプション名 >
<オプション名 >には，次のオプションを指定できます。また，次のオプション以
外を指定した場合は，動作保証の対象外となります。
• -Xms
メモリ割り当てプールの初期サイズをバイト数で指定します。

• -Xmx
メモリ割り当てプールの最大サイズをバイト数で指定します。

• -DJP.co.Hitachi.soft.jvm.tools.jheapprofanalyzer.threshold=num
num: インスタンス合計サイズのしきい値を設定します。範囲は 0～ 263-1 
（Long.MAX_VALUE）です。インスタンス合計サイズが num以上のクラスだけ
出力します。デフォルト値は，1024です。

<ファイル名 >
日立クラス別統計情報付き拡張スレッドダンプファイルを指定できます。ファイル
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10.　JavaVMで使用するコマンド
名称の規定は，特にありません。また，ファイルの指定は，順不同であり，数に制
限はありません。

戻り値

0：
正常終了しました。

1以上：
異常終了しました。

入力例

出力形式

日立クラス別統計情報解析ファイルの出力形式については，マニュアル「Cosminexus 
アプリケーションサーバ 機能解説 保守／移行／互換編」のクラス別統計情報解析機能の
説明を参照してください。

出力メッセージ

次のエラーメッセージが出力された場合，日立クラス別統計情報解析ファイルは出力さ
れません。また，次のエラーメッセージ以外が出力された場合は，デフォルトの例外処
理となります。

表 10-11　jheapprofanalyzerコマンドで出力されるエラーメッセージ

jheapprofanalyzer -J-Xms1024m -J-Xmx1024m 
-J-DJP.co.Hitachi.soft.jvm.tools.jheapprofanayzer.threshold=5000
javacore22356.080523161703.txt  javacore22356.080523161711.txt

項
番

エラーメッセージ 説明 出力後
の動作

1 usage: jheapprofanalyzer [options] 
file...
where options include:
-J-Xms<size> set initial Java heap 
size
-J-Xmx<size> set maximum Java 
heap size
-J-DJP.co.Hitachi.soft.jvm.tools.jheap
profanalyzer.threshold=<num> set 
instance total size threshold

JheapprofAnalyzerクラスへの引数の指定が
間違っています。

(a) 

2 JheapprofAnalyzer: Illegal property 
value<num>. Default is assumed.

JP.co.Hitachi.soft.jvm.tools.jheapprofanalyze
r.thresholdの <num>に数字以外を指定しま
した。または <num>が範囲外となっていま
す。

(b) 

3 JheapprofAnalyzer: can't open input 
file<ファイル名 >

ディレクトリに <ファイル名 >がありません。
または，別の原因でファイルを開けません。

(c) 
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10.　JavaVMで使用するコマンド
（凡例）
(a)：エラーとなり処理を終了します。
(b)：デフォルトを仮定して処理を続行します。
(c)：処理を続行し，指定したすべての入力ファイルのエラーチェックをします。

注意事項

日立クラス別統計情報解析機能では，日付を取得するときと，データを読み込むときに
ファイルを開きます。そのため，コマンド実行中に入力ファイルの更新および削除の操
作をした場合の結果は保証されません。

4 JheapprofAnalyzer: can't read input 
file<ファイル名 >

<ファイル名 >の読み込みに失敗しました。 (c) 

5 JheapprofAnalyzer: Illegal input file 
format<ファイル名 >

<ファイル名 >は，日立クラス別統計情報付
き拡張スレッドダンプファイルではありませ
ん。

(c) 

6 JheapprofAnalyzer: can't open output 
file<ファイル名 >

出力ファイルが開けません。
エラーの原因として，次の状態が考えられま
す。
• 出力ファイルがディレクトリとなっていま
す。

• 出力ファイルがありません。
• 別の原因で出力ファイルを開けません。

(a) 

7 JheapprofAnalyzer: can't write output 
file<ファイル名 >

<ファイル名 >の書き込みに失敗しました。 (a)

項
番

エラーメッセージ 説明 出力後
の動作
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11　ログの運用で使用するコマ
ンド
この章では，ログの運用で使用するコマンドの入力形式，機能
などについて説明します。

11.1　ログの運用で使用するコマンドの一覧

11.2　ログの運用で使用するコマンドの詳細
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11.　ログの運用で使用するコマンド
11.1　ログの運用で使用するコマンドの一覧
ログの運用で使用するコマンドの一覧を，次の表に示します。

表 11-1　ログの運用で使用するコマンドの一覧

コマンド名称 分類 概要

cjcldellog Javaアプリケーションのシス
テムログ出力先サブディレクト
リの削除

Javaアプリケーションのシステムログ出力先サ
ブディレクトリを削除します。
cjcldellogコマンドについては，「14.　Javaアプ
リケーションで使用するコマンド」の
「cjcldellog」を参照してください。

snapshotlog snapshotログの収集 Cosminexusシステムの構成ソフトウェアが出力
したログを収集します。
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11.2　ログの運用で使用するコマンドの詳細
ログの運用で使用する各コマンドの入力形式，機能などを次に示します。

コマンドの格納先
ログの運用で使用するコマンドは，次のディレクトリに格納されています。
• Windowsの場合

<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥manager¥bin¥
• UNIXの場合

/opt/Cosminexus/manager/bin/

snapshotlog（snapshotログの収集）

形式
snapshotlog <出力ファイル名> [<snapshotログ収集対象定義ファイル名>]

機能

snapshotログを収集します。snapshotログは，業務システムにトラブルが発生した場合
に，調査用資料として利用できます。このコマンドは，Management Serverを利用しな
いで運用している場合も実行できます。

snapshotログ情報については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ 機能
解説 保守／移行／互換編」を参照してください。

引数

<出力ファイル名 >
収集した snapshotログを出力する ZIPファイルを指定します。
ファイル名だけを指定した場合は，カレントディレクトリ下に指定したファイル名
で ZIPファイルが作成されます。
フルパスで指定した場合は，指定したディレクトリ下に指定した名前で ZIPファイ
ルが作成されます。
拡張子に「.zip」以外を指定した場合も，ZIP形式で出力されます。

<snapshotログ収集対象定義ファイル名 >
snapshotログ収集対象定義ファイルをフルパスで指定します。省略した場合，次の
ファイルに定義されたファイルが収集対象になります。空白を含む場合は，""（ダブ
ルクォーテーション）で囲みます。
• Windowsの場合

<Cosminexusのインストールディレクトリ
>¥manager¥config¥snapshotlog.conf

• UNIXの場合
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11.　ログの運用で使用するコマンド
/opt/Cosminexus/manager/config/snapshotlog.conf

なお，snapshotログ収集対象定義ファイルについては，マニュアル「Cosminexus 
アプリケーションサーバ リファレンス 定義編 (サーバ定義 )」を参照してください。

入力例

カレントディレクトリに出力する場合
snapshotlog snapshot.zip

指定したディレクトリに出力する場合
• Windowsの場合

  snapshotlog c:¥tmp¥snapshot.zip

• UNIXの場合

  snapshotlog /tmp/snapshot.zip

snapshotログ収集対象定義ファイル名を指定した場合
• Windowsの場合

  snapshotlog snapshot.zip c:¥temp¥snapshotlog.conf

• UNIXの場合

  snapshotlog snapshot.zip /temp/snapshotlog.conf
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12　監査ログの設定で使用する
コマンド
この章では，監査ログの設定で使用するコマンドの入力形式，
機能などについて説明します。

12.1　監査ログの設定で使用するコマンドの一覧

12.2　監査ログの設定で使用するコマンドの詳細
475



12.　監査ログの設定で使用するコマンド
12.1　監査ログの設定で使用するコマンドの一
覧

監査ログの設定で使用するコマンドの一覧を次の表に示します。

表 12-1　監査ログの設定で使用するコマンドの一覧

コマンド名称 分類 概要

auditsetup 監査ログの設定 監査ログ定義ファイルに指定されたプロパティに
従って空の監査ログファイルを出力し，所有者お
よびアクセス権限を設定します。
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12.2　監査ログの設定で使用するコマンドの詳
細

監査ログの設定で使用するコマンドの入力形式，機能などを次に示します。

auditsetup（監査ログの設定）

形式
auditsetup

機能

監査ログ定義ファイルに指定されたプロパティに従って空の監査ログファイルを出力し，
所有者およびアクセス権限を設定します。

監査ログ定義ファイルは環境変数 COSMINEXUS_AUDITLOG_CONFで指定されてい
るファイルを使用します。環境変数 COSMINEXUS_AUDITLOG_CONFが設定されて
いない場合は，デフォルトの設定ファイルを使用します。デフォルトの設定ファイルは
次のとおりです。

Windowsの場合
<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥common¥conf¥auditlog.properties

UNIXの場合
/opt/Cosminexus/common/conf/auditlog.properties

監査ログ定義ファイルの指定値と設定内容は，Windowsの場合と UNIXの場合で異なり
ます。監査ログ定義ファイルの詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリケー
ションサーバ リファレンス 定義編 (サーバ定義 )」を参照してください。

引数

なし

戻り値

0：
正常終了しました。

0以外：
異常終了しました。

注意事項

●このコマンドを実行したあと，監査ログファイルを削除（移動も含む）しないでくだ
さい。削除（または移動）した場合，監査ログを出力したプロセスのユーザおよびプ
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12.　監査ログの設定で使用するコマンド
ライマリグループが監査ログの所有者となります。

●このコマンドを再度実行する場合，すべての監査ログファイル，管理ファイル，メッ
セージログファイルおよび例外ログファイルを削除してから，またはこれらのファイ
ルの出力ディレクトリを変更してから実行してください。これらのファイルが残って
いる場合，実行に失敗します。

●メッセージログファイルの出力ディレクトリが存在しない場合，デフォルトの出力
ディレクトリが使用されます。

●監査ログ定義ファイルを読み込めない場合や監査ログ出力ディレクトリが存在しない
場合，実行に失敗します。
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13　統合ユーザ管理で使用する
コマンド
この章では，統合ユーザ管理で使用するコマンドの入力形式，
機能などについて説明します。

13.1　統合ユーザ管理で使用するコマンドの一覧

13.2　統合ユーザ管理で使用するコマンドの詳細
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13.　統合ユーザ管理で使用するコマンド
13.1　統合ユーザ管理で使用するコマンドの一
覧

統合ユーザ管理で使用するコマンドの一覧を，次の表に示します。

表 13-1　統合ユーザ管理で使用するコマンドの一覧

コマンド名称 分類 概要

convpw パスワードの暗号化 ldifファイル内のパスワードフィールドの内容
を暗号化して，その結果を標準出力に出力しま
す。

ssoexport シングルサインオン情報リポジ
トリの参照

シングルサインオン情報リポジトリに内容を読
み込んで，標準出力に CSV形式で表示します。

ssogenkey 暗号鍵ファイルの作成 シングルサインオン情報リポジトリに登録／参
照するときの暗号鍵ファイルを作成します。

ssoimport シングルサインオン情報リポジ
トリの登録

シングルサインオン用の認証情報が格納されて
いる CSV形式のファイルを読み込んでシング
ルサインオン情報リポジトリに登録します。

uachpw パスワードの変更 統合ユーザ管理のコンフィグレーションファイ
ル中の LDAPディレクトリサーバと DBサーバ
にアクセスするためのパスワードを変更します。
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13.2　統合ユーザ管理で使用するコマンドの詳
細

統合ユーザ管理で使用する各コマンドの入力形式，機能などを次に示します。

コマンドの格納先
統合ユーザ管理で使用するコマンドは，次のディレクトリに格納されています。
• Windowsの場合

<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥manager¥bin¥
• UNIXの場合

/opt/Cosminexus/manager/bin/

共通の仕様

終了コード
統合ユーザ管理で使用するコマンドの終了コードを，次の表に示します。

表 13-2　統合ユーザ管理で使用するコマンドの終了コード

convpw（パスワードの暗号化）

形式
convpw [-f {md5|sha1}] <ldif_file_name> <password_attribute>

機能

ユーザ情報リポジトリに登録するときに，ldifファイルの内容を暗号化します。このコマ
ンドは，指定した ldifファイルの内容を読み取って，<password_attribute>で指定され
ている内容を暗号化して標準出力に出力します。ldifファイルの内容で，
<password_attribute>で指定した属性名の値以外は，そのまま標準出力に出力します。

なお，<password_attribute>で指定した属性名がない場合，そのままファイルの内容が
標準出力に出力されます。

なお，このコマンドは，root権限があるユーザ，またはコマンドの実行権限を設定した
特定のユーザだけが実行できます。特定のユーザにコマンドの実行権限を設定する方法
については，「7.2　Management Serverで使用するコマンドの詳細」の「mngenvsetup
（管理グループの設定）」を参照してください。

終了コード 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドの実行中にエラーが発生しました。

2 コマンドまたはサーバ起動時の引数に誤りがあります。
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引数

-f {md5|sha1}
<ldif_file_name>に指定したファイルの内容の中で，password（パスワード）で指
定された値を暗号化する形式を指定します。省略した場合は，sha1を仮定します。
ここで指定する値は，大文字と小文字を区別しません。
• md5

MD5形式で暗号化します。
• sha1

SHA-1形式で暗号化します。

<ldif_file_name>
パスワード変換をするユーザ情報が格納された ldifファイルのファイル名を指定し
ます。

<password_attribute>
パスワードのフィールドの内容を変換する際の属性名を指定します。

注意事項

変換する ldifファイルに日本語を記述する場合，UTF-8に変換したあとで，base64エン
コードしてください。LDIFの詳細については，RFC 2849 "The LDAP Data 
Interchange Format (LDIF) - Technical Specification"を参照してください。

ssoexport（シングルサインオン情報リポジトリの参照）

形式
ssoexport [-n <レルム名>] [-u <ユーザID>] [-scramble] 
<useradmin_configfile>

機能

シングルサインオン情報リポジトリに格納されたユーザ情報を，CSV形式で標準出力に
出力します。

シングルサインオン情報リポジトリのユーザ情報を変更する場合，ssoexportコマンドに
よって出力された情報を CSV形式ファイルにリダイレクトして，CSV形式ファイルを
編集したあとで，ssoimportコマンドで再度登録処理をします。

ssoexportコマンドでユーザ情報を取り出した場合，項目”SECRETDATA”の実データ
は復号化されます。

ssoexportコマンドがユーザ情報を CSV形式に変換して出力するには，ユーザ情報にレ
ルムとユーザ IDが含まれている必要があります。含まれていない場合，出力しないで無
視します。
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なお，このコマンドは，root権限があるユーザ，またはコマンドの実行権限を設定した
特定のユーザだけが実行できます。特定のユーザにコマンドの実行権限を設定する方法
については，「7.2　Management Serverで使用するコマンドの詳細」の「mngenvsetup
（管理グループの設定）」を参照してください。

引数

-n <レルム名 >
検索するレルム名を指定します。省略した場合，すべてのレルム名が対象となりま
す。

-u <ユーザ ID>
検索するユーザ IDを指定します。ユーザ IDには，ワイルドカード（*）を指定で
きます。ワイルドカード（*）を指定する場合は，ダブルクォーテーション（"）で
囲んでください。

（例）
• -u "*"
すべてのユーザを取り出します。

• -u "Ta*"
ユーザ IDが Taで始まるユーザを取り出します。

• -u "*no"
ユーザ IDが noで終わるユーザを取り出します。
　

省略した場合，すべてのユーザ IDが対象となります。

-scramble
パスワード変更コマンド（uachpw）でパスワードをスクランブル化した場合に指定
します。

<useradmin_configfile>
統合ユーザ管理のコンフィグレーションファイル（ua.conf）を指定します。

入力例・出力例

レルム名が「RealmA」で，「s9」で始まるユーザを取り出す場合の入力例および出力例
を次に示します。

入力例

Windowsの場合
C:¥>ssoexport -n RealmA -u "s9*" "C:¥Program 
Files¥Hitachi¥Cosminexus¥manager¥config¥ua.conf"

 

UNIXの場合
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% ssoexport -n RealmA -u "s9*" /opt/Cosminexus/manager/
config/ua.conf

 

出力例
SecurityDomain,USERID,SECRETDATA,PUBLICDATA,LINK_J2EE,LINK_REAL
MA
RealmA,s981234,abfdef,,
RealmA,s991234,ghijkl,,

注意事項

●シングルサインオン情報リポジトリに情報がない場合，または指定したレルム名／
ユーザ IDに対応したユーザ情報が取得できない場合，ヘッダだけ出力してこのコマ
ンドは終了します。

● ssoexportコマンドを実行中に LDAPディレクトリサーバを停止しないでください。
エラーメッセージを出力しないで，コマンドが終了することがあります。

● ssoexportコマンドと ssoimportコマンドは，同時に実行しないでください。

● ssoimportコマンドで登録する接続先のユーザ管理を持つアプリケーションについて
は，整合性を取りません。つまり，シングルサインオン情報リポジトリ内に対応する
レルムのエントリ（またはユーザエントリ）がなくてもエラーとなりません。この場
合，ssoexportコマンドで情報を参照しても出力されないため注意が必要です。
ssoexportコマンドでは，接続先のユーザ管理を持つアプリケーションについては，
ベース DNの直下にあるレルムのエントリに対応する値しか表示しません。

ssogenkey（暗号鍵ファイルの作成）

形式
ssogenkey <useradmin_configfile>

機能

シングルサインオン用の認証情報は，暗号化して保存します。また，参照する際は，復
号化して参照します。このコマンドは，暗号化および復号化で使用する暗号鍵を作成し
ます。

なお，このコマンドは，root権限があるユーザ，またはコマンドの実行権限を設定した
特定のユーザだけが実行できます。特定のユーザにコマンドの実行権限を設定する方法
については，「7.2　Management Serverで使用するコマンドの詳細」の「mngenvsetup
（管理グループの設定）」を参照してください。

引数

<useradmin_configfile>
統合ユーザ管理のコンフィグレーションファイル（ua.conf）を指定します。
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注意事項

●指定したファイルがすでにある場合は，”.n”を付けて，指定したファイルと同一ディ
レクトリ内にバックアップを取ります。

●このコマンドでは，シングルサインオン情報リポジトリの内容はアクセスしません。
すでにシングルサインオン情報リポジトリ内にシングルサインオン用の認証情報を登
録している場合は，先にすべての情報を ssoexportで取り出したあと，ssoimportコ
マンドで登録する必要があります。

ssoimport（シングルサインオン情報リポジトリの登録）

形式
ssoimport {-a|-m|-d|-x} [-p] [-scramble] <csvfile_name> 
<useradmin_configfile>

機能

ユーザ管理を持つアプリケーションから取り出した CSV形式ファイル（または取り出し
て編集した CSV形式ファイル）を，シングルサインオン情報リポジトリに登録します。
登録時，項目 ID”SECRETDATA”に記述された実データは暗号化されてシングルサイ
ンオン情報リポジトリに登録されます。

なお，このコマンドは，root権限があるユーザ，またはコマンドの実行権限を設定した
特定のユーザだけが実行できます。特定のユーザにコマンドの実行権限を設定する方法
については，「7.2　Management Serverで使用するコマンドの詳細」の「mngenvsetup
（管理グループの設定）」を参照してください。

引数

-a
<csvfile_name>に指定したファイルの内容をシングルサインオン情報リポジトリに
追加します。シングルサインオン情報リポジトリ内に追加しようとするユーザのエ
ントリがある場合は，該当ユーザに対する処理はしないで，警告メッセージを出力
して次行以降の行の処理を継続します。

-m
<csvfile_name>に指定したファイルの内容でシングルサインオン情報リポジトリを
上書きします。シングルサインオン情報リポジトリ内に上書きしようとするユーザ
のエントリがない場合は，ユーザエントリを追加します。

-d
<csvfile_name>に指定したファイルの内容をシングルサインオン情報リポジトリか
ら削除します。シングルサインオン情報リポジトリ内に削除しようとするユーザの
エントリがない場合は，警告メッセージを出力して処理は継続します。
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-x
ラインオペレーションの指定に従って，シングルサインオン情報リポジトリの内容
を更新します。シングルサインオン用認証情報の CSV形式ファイルのラインオペ
レーションについては，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ リファ
レンス 定義編 (サーバ定義 )」を参照してください。

-p
追加，変更，または更新したレルム名とユーザ名の一覧を標準出力に出力します。

-scramble
パスワード変更コマンド（uachpw）でパスワードをスクランブル化した場合に指定
します。

<csvfile_name>
シングルサインオン情報リポジトリに登録する CSV形式ファイルを指定します。

<useradmin_configfile>
統合ユーザ管理のコンフィグレーションファイル（ua.conf）を指定します。

入力例

ここでは，登録する CSV形式ファイルを userdata.csv，シングルサインオン用設定ファ
イルを”ua.conf”として説明します。

CSV形式ファイルの内容をシングルサインオン情報リポジトリに追加する場合
ssoimport -a userdata.csv ua.conf

CSV形式ファイルの内容をシングルサインオン情報リポジトリから削除する場合
ssoimport -d userdata.csv ua.conf

CSV形式ファイル OPERATION項目の実データに指定したオペレーションに従ってシ
ングルサインオン情報リポジトリに登録する場合

ssoimport -x userdata.csv ua.conf

出力メッセージ

ssoimportコマンドは，オプションに指定した CSV形式ファイルから 1行ずつ取得して
シングルサインオン情報リポジトリに登録（変更または削除）します。このとき，-pオ
プションを指定して実行すると，その操作についての情報を標準出力に出力します。な
お，操作時に発生した警告，エラーメッセージについては，標準エラー出力に出力しま
す。

-pオプションを指定しないで実行した場合は，警告，エラーメッセージと「結果」だけ
を出力します。

出力例を次の図に示します。
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図 13-1　ssoimportコマンドの出力例（Windowsの場合）

図 13-2　ssoimportコマンドの出力例（UNIXの場合）

「OPERATION」「REALMNAME」「USERID」の順に表示します。

実行内容
ヘッダに対応した「OPERATION」「REALMNAME」「USERID」の内容，および
操作時に発生した警告／エラーメッセージを表示します。

OPERATION
次の表に示す操作種別のどれかを出力します。

表 13-3　ssoimportコマンドの操作種別

項目 内容

add 情報を追加したことを意味します。

modify 情報を変更（上書き）したことを意味します。

delete 情報を削除したことを意味します。
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REALMNAME
操作の対象となるレルム名を出力します。この値は，CSV形式ファイルの
「REALMNAME」項目に指定した値を表示します。

USERID
操作の対象となるユーザ IDを出力します。この値は，CSV形式ファイルの
ヘッダ「USERID」項目に指定した値を表示します。

実行結果
次の表に示す実行結果を表示します。

表 13-4　ssoimportコマンドの実行結果

注意事項

●接続先の JAAS対応ユーザ管理を持つアプリケーションのユーザの情報を削除する場
合は，ssoexportで対象とするユーザを取得したあとで，削除したい接続先のユーザ
管理を持つアプリケーションのユーザを削除し，-mオプションで更新してください。

● ssoexportコマンドと ssoimportコマンドは，同時に実行しないでください。

● ssoimportコマンドで登録する接続先のユーザ管理を持つアプリケーションについて
は，整合性を取りません。つまり，シングルサインオン情報リポジトリ内に対応する
レルムのエントリ（またはユーザエントリ）がなくてもエラーとなりません。この場
合，ssoexportコマンドで情報を参照しても出力されないため注意が必要です。
ssoexportコマンドでは，接続先のユーザ管理を持つアプリケーションについては，
ベース DNの直下にあるレルムのエントリに対応する値しか表示しません。

uachpw（パスワードの変更）

形式
uachpw [-scramble] [-ldap.<n> <パスワード>] [-db.<n> <パスワード>] 
<useradmin_configfile>

機能

統合ユーザ管理のコンフィグレーションファイル（ua.conf）の LDAPディレクトリサー
バと DBサーバにアクセスするためのパスワードを変更します。また，変更時にパス

項目 内容

Total 操作の対象となった行数を出力します。

ADD シングルサインオン情報リポジトリ内に追加したエントリ数を表示します。

MODIFY シングルサインオン情報リポジトリ内を変更したエントリ数を表示します。

DELETE シングルサインオン情報リポジトリから削除したエントリ数を表示します。

WARNING 上記の操作をした際に発生した警告メッセージの数を表示します。
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ワードをスクランブル化できます。

なお，このコマンドは，root権限があるユーザ，またはコマンドの実行権限を設定した
特定のユーザだけが実行できます。特定のユーザにコマンドの実行権限の設定について
は，「7.2　Management Serverで使用するコマンドの詳細」の「mngenvsetup（管理グ
ループの設定）」を参照してください。

引数

-scramble
変更するパスワードをスクランブル化する場合に指定します。

-ldap.<n> <パスワード >
<n>で指定した LDAPディレクトリサーバにアクセスするためのパスワードを変更
します。<n>には，統合ユーザ管理のコンフィグレーションファイルに定義した
LDAP設定番号を指定します。<パスワード >には，変更する新しいパスワードを
指定します。

-db.<n> <パスワード >
<n>で指定した DBサーバにアクセスするためのパスワードを変更します。<n>に
は，統合ユーザ管理のコンフィグレーションファイルに定義した JDBC設定番号を
指定します。<パスワード >には，変更する新しいパスワードを指定します。

<useradmin_configfile>
統合ユーザ管理のコンフィグレーションファイル（ua.conf）を指定します。この引
数は省略できません。

入力例

統合ユーザ管理のコンフィグレーションファイル（ua.conf）に定義したパスワードを下
記のように変更し，-scrambleオプションを使用してスクランブル化する場合の入力例を
示します。

• LDAPアクセス情報 0のパスワードを diradminに変更
• LDAPアクセス情報 1のパスワードを administratorに変更
• DBアクセス情報 0を tigerに変更

　
% uachpw -scramble -ldap.0 diradmin -ldap.1 administrator -db.0 
tiger ua.conf

注意事項

● -scrambleオプションでパスワードをスクランブル化する場合は，usrconf.properties
の com.cosminexus.admin.auth.passwordScramble.enableに trueを設定してくださ
い。設定しなかった場合，パスワードが復号化されないため LDAPディレクトリサー
バや DBにアクセスできません。
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●パスワードに使用できる文字数は 30文字までです。

●オプションの大文字と小文字は区別されません。

●コマンドを二重で実行しないでください。

●引数に統合ユーザ管理のコンフィグレーションファイル（ua.conf）以外のファイルは
指定しないでください。
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14　Javaアプリケーションで使
用するコマンド
この章では，Javaアプリケーションで使用するコマンドの入
力形式，機能などについて説明します。

14.1　Javaアプリケーションで使用するコマンドの一覧

14.2　Javaアプリケーションで使用するコマンドの詳細
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14.1　Javaアプリケーションで使用するコマン
ドの一覧

Javaアプリケーションで使用するコマンドの一覧を次の表に示します。

表 14-1　Javaアプリケーションで使用するコマンドの一覧

コマンド名称 分類 概要

cjcldellog Javaアプリケーションのシス
テムログ出力先サブディレクト
リの削除

vbjコマンドで起動した Javaアプリケーション
のシステムログ出力先サブディレクトリを削除し
ます。

cjcldumpap Javaアプリケーションのス
レッドダンプの取得

cjclstartapコマンドで開始した Javaアプリケー
ションで障害が発生した場合に，JavaVMのス
レッドダンプを取得します。

cjclstartap Javaアプリケーションの開始 Javaアプリケーションを開始します。
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14.2　Javaアプリケーションで使用するコマン
ドの詳細

Javaアプリケーションで使用する各コマンドの入力形式，機能などを次に示します。

コマンドの格納先
Javaアプリケーションで使用するコマンドは，次のディレクトリに格納されていま
す。
• Windowsの場合

<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥client¥bin¥※

• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/CC/client/bin/

注※
uCosminexus Clientを使用している場合は，格納ディレクトリの
「<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥」を，「<Cosminexusのイ
ンストールディレクトリ >¥CCL¥」と読み替えてください。

cjcldellog（Javaアプリケーションのシステムログ出力先サブ
ディレクトリの削除）

形式
cjcldellog -t <時間>h|<日数>d [-f] <ログ出力先ディレクトリ名称> 
           [<ログ出力先ディレクトリ名称> ...]

機能

引数に指定したログ出力先ディレクトリに，指定した日数または時間より前の更新日時
のサブディレクトリがあった場合に，削除します。なお，-fを指定しない場合は，起動
中の Javaアプリケーションのサブディレクトリは削除しません。

なお，このコマンドは，vbjコマンドで起動した Java環境で実行するコマンドです。

このコマンドは，タスク（Windowsの場合），または atコマンドや crontabコマンド
（UNIXの場合）を使用して定期的に実行してください。

引数

-t <時間 >h
更新時間が何時間よりも前のサブディレクトリを削除するかを 1～ 8760の範囲（単
位：時間）で指定します。例えば，2を指定した場合，更新時間が 2時間前よりも
古いサブディレクトリが削除されます。
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-t <日数 >d
更新日が何日よりも前のサブディレクトリを削除するかを 1～ 365の範囲（単位：
日）で指定します。例えば，2を指定した場合，更新日が 2日よりも古いサブディ
レクトリが削除されます。

-f
指定された日時より古いサブディレクトリすべてを削除対象とします。省略した場
合は，client_process_endファイルが存在するサブディレクトリだけが削除対象に
なります。
この引数を使用すると，Javaアプリケーション起動中のサブディレクトリも削除対
象としてしまうおそれがあるため，すべての Javaアプリケーションが終了している
ことを確認してからコマンドを実行してください。

<ログ出力先ディレクトリ名称 >
削除対象にするサブディレクトリの上位ディレクトリである，ログ出力先ディレク
トリを，フルパス名で指定します。ログ出力先ディレクトリを複数指定するときは，
空白で区切ってください。また，複数のログ出力先ディレクトリを指定した場合，
最後のディレクトリだけにワイルドカード（*）を指定できます。
なお，Windowsの場合，空白を含むパスを指定するときは，パス全体を ""で囲む必
要があります。
指定できるパスの例を次に示します。
• Windowsの場合

  "C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥client¥logs¥ejb"
  C:¥work¥logs¥ejb*
  C:¥work¥logs¥ejb*log
  C:¥work¥logs¥*log

• UNIXの場合

  /work/logs/ejb*
  /work/logs/ejb*log
  /work/logs/*log

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

入力例

7日より前の更新日時のサブディレクトリをすべて削除する場合
• Windowsの場合

  cjcldellog -t 7d -f c:¥work¥logs
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• UNIXの場合

  cjcldellog -t 7d -f /work/logs

12時間より前の更新日時のサブディレクトリで client_process_endファイルが存在する
サブディレクトリを削除する場合

• Windowsの場合

  cjcldellog -t 12h c:¥work¥logs

• UNIXの場合

  cjcldellog -t 12h /work/logs

複数のディレクトリ下にある 12時間より前の更新日時のサブディレクトリで，
client_process_endファイルが存在するサブディレクトリを削除する場合

• Windowsの場合

  cjcldellog -t 12h c:¥work¥logs¥ejb1 c:¥work¥logs¥ejb2 
c:¥work¥logs¥ejb3

• UNIXの場合

  cjcldellog -t 12h /work/logs/ejb1 /work/logs/ejb2 /work/logs/
ejb3

“ejb”で始まるディレクトリにある 12時間より前の更新日時のサブディレクトリで，
client_process_endファイルが存在するサブディレクトリを削除する場合

• Windowsの場合

  cjcldellog -t 12h c:¥work¥logs¥ejb*

• UNIXの場合

  cjcldellog -t 12h /work/logs/ejb*

注意事項

●ログ出力サブディレクトリ配下にユーザがディレクトリを作成した場合，このコマン
ドではサブディレクトリ下のログファイルは削除しますが，ユーザ作成ディレクトリ
は削除しません。この場合，サブディレクトリとユーザ作成ディレクトリが削除され
ないで残ります。

●このコマンドでは作成後 1時間以上経過していないログは削除できません。

●サブディレクトリ共有モードで動作しているアプリケーションが使用しているサブ
ディレクトリを削除しないでください。削除した場合，以降のログ出力が正しく行わ
れなくなることがあります。
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cjcldumpap（Javaアプリケーションのスレッドダンプの取
得）

形式
cjcldumpap [＜プロセスID＞]

機能

cjclstartapコマンドで開始した Javaアプリケーションのスレッドダンプを，cjclstartap
コマンドを実行しているカレントディレクトリに出力します。また，指定した
cjclstartapプロセスのスレッドダンプを出力することもできます。

プロセスを指定しない場合，スレッドダンプを出力したい cjclstartapコマンドを実行し
ているカレントディレクトリで，このコマンドを実行してください。

引数

<プロセス ID>
特定のプロセスのスレッドダンプを出力する場合，cjclstartapコマンドのプロセス
IDを指定します。引数を指定しない場合，cjcldumpapコマンドを実行したカレン
トディレクトリから起動した cjclstartapプロセスに対するスレッドダンプを出力し
ます。存在しないプロセス IDを指定した場合，エラーメッセージが出力されて，異
常終了します。

プロセス ID以外を指定した場合，コマンドの使用方法を表示します。

戻り値

0： 
正常終了しました。 

1： 
異常終了しました。 

注意事項

● cjcldumpapコマンドは，cjclstartapコマンドを実行したユーザ，またはスーパー
ユーザが実行できます。

● usrconf.cfgの ejb.client.directory.shareableに「false」を指定していないで
cjclstartapコマンドを実行した場合，引数に <プロセス ID>を指定しないで
cjcldumpapコマンドを実行すると，エラーメッセージが出力されてスレッドダンプが
出力されないことがあります。
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cjclstartap（Javaアプリケーションの開始）

形式
cjclstartap [[<Javaオプション>]...] <Javaアプリケーションクラス名> 
            [[<mainメソッドに渡される引数>] ...]

機能

Javaアプリケーションを開始します。

引数

引数の指定がない場合，コマンドの使用方法を表示します。

<Javaオプション >
JavaVMの起動オプションを指定します。
<Javaオプション >とオプション定義ファイル（usrconf.cfg）で同じオプションを
指定した場合，<Javaオプション >に指定した内容が有効になります。
指定できるオプションを次に示します。
• -cp
• -classpath
• -D<name>=<value>
• -verbose[:class|gc|jni]
• -ea[:<packagename>...|:<classname>]
• -enableassertions[:<packagename>...|:<classname>]
• -da[:<packagename>...|:<classname>]
• -disableassertions[:<packagename>...|:<classname>]
• -esa | -enablesystemassertions
• -dsa | -disablesystemassertions
• -agentlib:<libname>[=<options>]
• -agentpath:<pathname>[=<options>]
• -javaagent:<jarpath>[=<options>]
• -Xmixed
• -Xint
• -Xbootclasspath:<directories and zip/jar files separated by ;>
• -Xbootclasspath/a:<directories and zip/jar files separated by ;>
• -Xbootclasspath/p:<directories and zip/jar files separated by ;>
• -Xnoclassgc
• -Xloggc:<file>
• -Xbatch
• -Xms<size>
• -Xmx<size>
497



14.　Javaアプリケーションで使用するコマンド
• -Xmn<size>
• -Xss<size>
• -Xprof
• -Xrunhprof[:help]|[:<option>=<value>, ...]
• -Xdebug
• -Xrs
• -Xcheck:jni
• -XX:NewRatio=<value>
• -XX:PermSize=<size>
• -XX:MaxPermSize=<size>
• -XX:SurvivorRatio=<value>
• -XX:[+|-]PrintTenuringDistribution
• -XX:TargetSurvivorRatio=<value>
• -XX:MaxTenuringThreshold=<value>

なお，次のオプションは指定できません。
• -jar jarfile（-cp jarfile <Javaアプリケーションクラス名 >で代替）
• -client（usrconf.cfgファイルに jvm.type=clientを指定することで代替）
• -server（usrconf.cfgファイルに jvm.type=serverを指定することで代替）
• -hotspot
• -version
• -showversion
• -? -help
• -X
• -XX
• -Xfuture

<Javaアプリケーションクラス名 >
ユーザ作成の Javaアプリケーションクラス名を指定します。

<mainメソッドに渡される引数 >
Javaアプリケーションのmainメソッドに渡す引数を指定します。

戻り値

次の戻り値以外は，Javaアプリケーションの終了コードが返却されます。ただし，
UNIXでは SIGHUP, SIGINT, SIGTERMが発生した場合，シグナル番号に +128した値
が返却されます。

1：
Javaアプリケーション開始コマンドでエラーが発生しました。

143：
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コマンド実行中に次の操作をしました（Windowsの場合）。
• コマンドを起動しているコマンドプロンプトのウィンドウを「×」ボタンを押下
して閉じた。

• Windowsシステムをシャットダウンした。
• Windowsシステムをログオフした。

注意事項

●オプション定義ファイル（usrconf.cfg），およびユーザプロパティファイル
（usrconf.properties）が格納されているディレクトリパスを指定する場合，ユーザ定
義ファイル格納先環境変数（CJCLUSRCONFDIR）を指定する必要があります。
Javaアプリケーションの環境変数の設定については，マニュアル「Cosminexus アプ
リケーションサーバ システム構築・運用ガイド」を参照してください。
ユーザ定義ファイル格納先環境変数が設定されていない場合，カレントディレクトリ
が参照されます。環境変数で設定したディレクトリにオプション定義ファイル
（usrconf.cfg），またはユーザプロパティファイル（usrconf.properties）が存在しない
場合は，エラーメッセージが出力され，異常終了します。

●このコマンドは，Javaアプリケーションのメインクラスのmainメソッドを実行しま
す。mainメソッドは，public static void main(String[])と宣言する必要があります。

● CLASSPATH環境変数に指定したクラスパスは無視されます。

●このコマンドを実行するには，カレントディレクトリ，およびログ出力先ディレクト
リに，書き込み権限が必要です。

● UNIXの場合，ログの出力先を複数のユーザで使用するには，umaskを「0」に設定
しておく必要があります。

● ejb.client.directory.shareableオプションに「false」を指定した場合，同じカレント
ディレクトリ，または同じログ出力先ディレクトリを使用する複数のプロセスを同時
に起動しようとすると，エラーメッセージが出力されて，異常終了します。

● ejb.client.directory.shareableオプションに「false」を指定した場合，カレントディ
レクトリにプロセス IDを格納するファイル（.cjclstartap.pid）とロックファイル
（.cjclstartap.lock）が作成されます。また，UNIXの場合，パイプファイル
（.COSMINEXUS_CC_EJBCLIENT_<プロセス ID>）が作成されます。これらの
ファイルを編集または削除した場合，ログファイル，およびスレッドダンプが正しく
出力されないことがあります。

● JavaVMイベントログの「hs_err<pid>.log」，および coreダンプはカレントディレク
トリに出力されます。

●Windowsの場合，UNC名を含むパスをカレントディレクトリにすると，ログが出力
されないことがあります。

● UNIXの場合，nfsマウントされたディスクをカレントディレクトリにすると，ログ
が出力されないことがあります。
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● usrconf.cfgの ejb.client.directory.shareableオプションに「false」を指定しないで，
同じログ出力先を指定した複数の cjclstartapコマンドから同時に Javaログが出力さ
れた場合，Javaログが正しく出力されないことがあります。その場合，
ejb.client.log.directoryに指定するディレクトリパスは別にしてください。

● -cpオプション，および -classpathオプションの指定がない場合，デフォルトのクラ
スパスとしてカレントディレクトリを使用しません。

● -cpオプション，および -classpathオプションを複数指定した場合，すべての指定が
有効になります。

● Javaアプリケーションログはサブディレクトリ共有モードだけで使用できます。サブ
ディレクトリ占有モードに設定した場合，ログは正しく出力されません。

●アカウントのログオフ時にこのコマンドを実行した場合，起動に失敗することがあり
ます。

●このコマンドは，スレッドダンプを出力するため，Ctrl+Breakの信号を自身に送信し
ます。この場合，cjclstartapコマンドとコンソールを共有する Ctrl+Breakを無視し
ていないアプリケーションは終了されます。

●Windows Server 2008 x86，Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，
Windows 7またはWindows Vistaの場合，このコマンドはユーザに書き込み権限があ
るディレクトリで実行してください。一般ユーザ権限で，%ProgramFiles%およびそ
のサブディレクトリで実行した場合，カレントディレクトリがリダイレクトされるた
め次のように動作します。
• ログファイル，ロックファイル，pidファイルがリダイレクトされます。
• 複数のユーザが実行した場合，ユーザごとにプロセスが同時に動作します。
• このコマンドを実行したユーザと異なるユーザは，cjcldumpapコマンドを実行でき
ません。
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15　Webアプリケーションで使
用するコマンド
この章では，Webアプリケーションで使用するコマンドの入
力形式，機能などについて説明します。

15.1　Webアプリケーションで使用するコマンドの一覧

15.2　Webアプリケーションで使用するコマンドの詳細
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15.1　Webアプリケーションで使用するコマン
ドの一覧

Webアプリケーションで使用するコマンドの一覧を次の表に示します。

表 15-1　Webアプリケーションで使用するコマンドの一覧

コマンド名称 分類 概要

cjjspc JSPの事前コンパイル JSPファイルから Javaソースファイルを生成お
よびコンパイルし，クラスファイルを生成しま
す。

cjjsp2java JSPソースのチェック JSPファイルのシンタックスチェックをします。
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15.2　Webアプリケーションで使用するコマン
ドの詳細

Webアプリケーションで使用するコマンドの入力形式，機能などを次に示します。

コマンドの格納先
Webアプリケーションで使用するコマンドは，次のディレクトリに格納されていま
す。
• Windowsの場合

<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥web¥bin¥
• UNIXの場合

/opt/Cosminexus/CC/web/bin/

cjjspc（JSPの事前コンパイル）

形式

Windowsの場合
cjjspc [-jspworkdir <JSPワークディレクトリ名>]
       [-classpath <クラスパス1>[;<クラスパス2>…]]
       [-excludefile <JSPファイルパス1>[;<JSPファイルパス2>…]|
       -excludelist <コンパイル対象外リストファイルパス>]
       [-keepgenerated]
       [-source {1.3|1.4|1.5|5} 
       [-pageencoding <文字エンコーディング>]
       [-resultlist <実行結果リストファイルパス>]
       [-customactiondeclarevariable]
       [-customactionignorecaseattributename]
       [-usebeannocheckclass]
       [-usebeannocheckduplicateid]
       [-tagnocheckrtexprvalue]
       [-tagrtexprvalueterminate]
       [-taglibnocheckprefix]
       [-debugging]
       [-jsppagedisablebom]
       [-nojavaeetaglib]
       [-lowerversion {2.4|2.5}]
       -root <Webアプリケーションのルートディレクトリ>
       [<JSPファイルパス>...]

UNIXの場合
cjjspc [-jspworkdir <JSPワークディレクトリ名>]
       [-classpath <クラスパス1>[:<クラスパス2>…]]
       [-excludefile <JSPファイルパス1>[:<JSPファイルパス2>…]|
       -excludelist <コンパイル対象外リストファイルパス>]
       [-keepgenerated]
       [-source {1.3|1.4|1.5|5} 
       [-pageencoding <文字エンコーディング>]
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       [-resultlist <実行結果リストファイルパス>]
       [-customactiondeclarevariable]
       [-customactionignorecaseattributename]
       [-usebeannocheckclass]
       [-usebeannocheckduplicateid]
       [-tagnocheckrtexprvalue]
       [-tagrtexprvalueterminate]
       [-taglibnocheckprefix] 
       [-debugging]
       [-jsppagedisablebom]
       [-nojavaeetaglib]
       [-lowerversion {2.4|2.5}]
       -root <Webアプリケーションのルートディレクトリ>
       [<JSPファイルパス>...]

機能

JSPファイルから Javaソースファイルを生成およびコンパイルし，クラスファイルを生
成します。このコマンドを実行したときのログは，標準出力または標準エラー出力しま
す。Webアプリケーションに含まれるすべての JSPファイルをコンパイルできます。

-excludelistオプションまたは -excludefileオプションを指定することで，コンパイルす
る必要のない JSPファイルをコンパイル対象外ファイルとして指定できます。コンパイ
ル対象外ファイルには，次の「コンパイルが不要なファイル」または「再度コンパイル
する必要がないファイル」のどちらかの条件に当てはまるファイルを指定してください。

●次のどれかに該当するファイルでコンパイルが不要なファイル
• 拡張子が「.jsp」または「.jspx」のファイル
• Deployment Descriptor（/WEB-INF/web.xml）の <jsp-file>に指定されたファイル
• Deployment Descriptor（/WEB-INF/web.xml）の

<jsp-property-group><url-pattern>タグに合致するファイル
• cjjspcコマンドの引数に指定したファイル

●コンパイル済みであり，再度コンパイルする必要がないファイル

なお，-excludelistオプションと -excludefileオプションの併用はできません。併用した
場合はエラーメッセージが表示され，処理が終了します。

また，-resultlistオプションと -excludelistオプションに同じファイルを指定すること
で，一度コンパイルに成功した JSPファイルをコンパイル対象外ファイルに指定できま
す。また，コンパイルに失敗した JSPファイルがコンパイル不要な場合は，実行結果リ
ストファイルに出力されたコンパイルに失敗した JSPファイルパスの行頭の「#」を削
除することで，コンパイル対象外に指定できます。

引数

-jspworkdir <JSPワークディレクトリ名 >
JSPワークディレクトリ（<Webアプリケーションのルートディレクトリ >/
WEB-INF/cosminexus_jsp_work）のディレクトリ名を変更する場合に指定します。
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JSPワークディレクトリ名に使用できる文字列は，A～ Z，a～ z，0～ 9の半角英
数字と「_（半角アンダースコア）」だけです。また，次のディレクトリ名は，大文
字・小文字の区別なく，JSPワークディレクトリ名として使用できません。
• lib
• tags
• classes

-classpath <クラスパス >
JSPのコンパイルに必要となるクラスのクラスパスを絶対パスで指定します。デ
フォルトで指定されているクラスパスは，次のとおりです。
• <Webアプリケーションのルートディレクトリ >/WEB-INF/classes
• <Webアプリケーションのルートディレクトリ >/WEB-INF/libに含まれる jar
ファイル

• Servlet 2.5 APIなどを含んだアプリケーションサーバのシステムが使用するクラ
スライブラリ

複数のクラスパスを指定する場合，Windowsでは「;（半角セミコロン）」，UNIXで
は「:（半角コロン）」で区切って指定します。なお，アプリケーションサーバのシス
テムが使用するクラスライブラリ内のクラスファイルと -classpathオプションに指
定されたクラスパスに含まれる jarファイル内のクラスファイルが重複している場合
は，アプリケーションサーバのシステムが使用するクラスライブラリ内のクラス
ファイルが優先して使用されます。

-excludefile <JSPファイルパス >
コンパイル対象外とする JSPファイルを指定します。
複数の JSPファイルパスを指定する場合，Windowsでは「;（半角セミコロン）」，
UNIXでは「:（半角コロン）」で区切って指定します。JSPファイルは，Webアプ
リケーションのルートディレクトリからの相対パスを指定します。ファイルパスに
ワイルドカード文字「*(アスタリスク )」や空白文字列を含める場合は，ファイルパ
スを必ず「"（ダブルクォーテーション）」で囲みます。
ファイルパスに区切り文字（Windowsの場合「;（半角セミコロン）」，UNIXの場合
「:（半角コロン）」）を含めることはできません。ファイルパスに区切り文字を含める
必要がある場合は，コンパイル対象外リストファイルを使用してください。コンパ
イル対象外リストは -excludelistオプションで指定します。
指定方法を次に示します。

指定方法（Windowsの場合）
cjjspc -excludefile <JSPファイルパス1>;<JSPファイルパス2>;… 
-root <Webアプリケーションのルートディレクトリ>

指定方法（UNIXの場合）
cjjspc -excludefile <JSPファイルパス1>:<JSPファイルパス2>:… 
-root <Webアプリケーションのルートディレクトリ>

-excludelist <コンパイル対象外リストファイルパス >
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コンパイル対象外とする JSPファイルを記述したコンパイル対象外リストファイル
を指定します。コンパイル対象外リストファイルとは，コマンドによる JSP事前コ
ンパイルを実行する際，コンパイルの対象外とする JSPファイルパスを記述するた
めのテキストファイルです。
ファイルは相対パスまたは絶対パスで指定します。
指定方法とファイル形式を次に示します。

コンパイル対象外リストファイルの指定方法
cjjspc -excludelist <コンパイル対象外リストファイルのパス> -root 
<Webアプリケーションのルートディレクトリ>

コンパイル対象外リストファイルのファイル形式
# コメント
＜コンパイルの対象外とするJSPファイルパス１＞
＜コンパイルの対象外とするJSPファイルパス２＞
…

-keepgenerated
JSPをコンパイルする際，JSPトランスレーション時に生成された Javaソース
ファイルを残す場合に指定します。作成された Javaソースファイルは，コンパイル
されたクラスファイルと同じディレクトリに作成されます。
指定方法を次に示します。

指定方法
cjjspc -keepgenerated -root <Webアプリケーションのルートディレクト
リ>

-source {1.3|1.4|1.5|5}
JSPをコンパイルする際，JSPトランスレーション時に Javaソースファイルが生
成されます。この Javaソースファイルをコンパイルする Java言語仕様のバージョ
ンを指定します。例えば，JSPファイルに，J2SE1.3の言語仕様に依存したプログ
ラムコードを記述している場合は，このオプションに 1.3を指定してください。こ
のオプションを省略した場合，インストールしている JDKの Java言語仕様に従っ
てコンパイルします。
指定方法を次に示します。

指定方法
cjjspc -source <バージョン> -root <Webアプリケーションのルートディ
レクトリ>

-pageencoding <文字エンコーディング >
JSPファイルのデフォルトの文字エンコーディングを指定します。デフォルトの文
字エンコーディングとして設定できる文字は，JavaVMがサポートしている文字エ
ンコーディングとなります。JavaVMがサポートしている文字エンコーディングに
ついては，JDKのドキュメントのサポートされているエンコーディングに関する説
明を参照してください。
また，指定できる文字列は，java.nio API用の正準名と java.lang API用の正準名に
記載されている文字エンコーディング，およびそれらの別名になります。サポート
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されていない文字エンコーディングを指定した場合，エラーメッセージが出力され
て処理が終了します。

-resultlist <実行結果リストファイルパス >
コンパイル実行結果リストファイルを絶対パスまたはカレントディレクトリからの
相対パスで指定します。コンパイル実行結果リストファイルには次のリストが出力
されます。
• コンパイル対象外の JSPファイルパス
• コンパイルに成功した JSPファイルパス
• コンパイルに失敗した JSPファイルパス

指定方法と出力形式を次に示します。

指定方法
cjjspc -resultlist <実行結果リストファイルのパス> -root <Webアプリ
ケーションのルートディレクトリ>

実行結果リストファイルの出力形式
# Excluded JSP files.
＜コンパイル対象外JSPファイルの一覧＞
# Compiled JSP files.
＜コンパイルに成功したJSPファイル＞
# ＜コンパイルに失敗したJSPファイル＞
…

指定したファイルと同名のファイルが存在した場合は，ファイルを上書きして処理
を続行します。

-customactiondeclarevariable
複数のカスタムタグで，スクリプト変数名とスクリプト変数のスコープが重複する
場合，JSPファイルから生成された Javaコードで，2回目のカスタムタグに対応す
るスクリプト変数の変数宣言を出力するときに，このオプションを指定します。こ
のオプションを指定しない場合は，スクリプト変数の変数宣言を出力しません。
(*)スクリプト変数のスコープは，javax.servlet.jsp.tagext.TagExtraInfoクラスの
サブクラス，または TLDファイルの variable要素内の scope要素で指定できます。

-customactionignorecaseattributename
カスタムタグで指定された属性が，TLDファイルまたはタグファイルで定義されて
いるかどうかのチェックで，大文字小文字を区別しない場合に指定します。

-usebeannocheckclass
JSPコンパイル時に <jsp:useBean>タグの class属性値の検証をしない場合に指定
します。

-usebeannocheckduplicateid
JSPコンパイル時に <jsp:useBean>タグの id属性値の検証をしない場合に指定しま
す。
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-tagnocheckrtexprvalue
Expressionが指定できないタグの属性値に Expressionが指定されているかどうか
を検証しない場合に指定します。

-tagrtexprvalueterminate
タグの属性値が，「"<%=」（または「'<%=」）で開始していて，「%>"」（または
「%>'」）で終了していない属性値がある場合，「"」（または「'」）で囲まれた値を文字
列として扱うときに指定します。

-taglibnocheckprefix
aglibディレクティブの前に，taglibディレクティブで指定した prefixを使用したカ
スタムタグを記述しているかどうかをチェックしない場合に指定します。

-debugging
JSPデバッグ機能を有効にする場合に指定します。
JSPデバッグ機能が有効な場合，JSPファイルから作成されたサーブレットの class
ファイルに SMAPが埋め込まれます。また，このオプションを指定した場合と指定
しない場合で，出力されるクラス名が異なります。詳細については，マニュアル
「Cosminexus アプリケーションサーバ 機能解説 基本・開発編 (Webコンテナ )」を
参照してください。

-jsppagedisablebom
Servlet 2.5仕様以降のWebアプリケーションの JSPページで BOMによる文字エ
ンコーディングの決定をしない場合に指定します。

-nojavaeetaglib
Servle t2.5仕様以降のWebアプリケーションで Java EE仕様に含まれるタグライ
ブラリ（JSTLおよび JSF）を自動的にマッピングしない場合に指定します。

-lowerversion {2.4|2.5}
設定したWebアプリケーションのバージョンで，JSPファイルをコンパイルできま
す。
指定方法を次に示します。

指定方法 
cjjspc -lowerversion <バージョン> -root <Webアプリケーションの
ルートディレクトリ>

-root <Webアプリケーションのルートディレクトリ >
コンパイル対象の JSPを含むWebアプリケーションのルートディレクトリを指定
します。カレントディレクトリからの相対パスまたは絶対パスで指定します。パス
名に空白が含まれるときは，「"（ダブルクォーテーション）」で囲みます。

<JSPファイルパス >...
JSPファイル単位のコンパイルを実行する場合に指定します。JSPファイルパスは，
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-rootで指定したWebアプリケーションのルートディレクトリからの相対パスで指
定します。パスの区切り文字には「/」を使用して，パスの先頭には必ず「/」を付け
ます。JSPファイルパスを複数指定する場合は，それぞれの JSPファイルパスを半
角スペースで区切って，複数の JSPファイルパスを指定します。省略した場合は，
Webアプリケーション内のすべての JSPファイルがコンパイル対象となります。パ
ス名にアスタリスク（*），または空白が含まれるときは，JSPファイルパスごとに
「"（ダブルクォーテーション）」で囲みます。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
オプション解析エラーです。

2以上：
異常終了しました。

注意事項

●このコマンドを実行したときには，Deployment Descriptor（/WEB-INF/web.xml）
および TLDファイルが，DTDまたは XMLスキーマに従っているか検証します。
Deployment Descriptor（/WEB-INF/web.xml）がスキーマに従っていない場合は，
エラーとなりコマンドの処理が終了します。また，TLDファイルがスキーマに従って
いない場合も，JSPがトランスレーションしているときにエラーとなります。した
がって，スキーマに従っていない場合は，エラーとなりコマンドの処理が終了します。

●タグファイル，静的インクルードされたファイル，または TLDファイルを更新した
場合，更新したファイルを参照するすべての JSPファイルをコンパイルしてくださ
い。

cjjsp2java（JSPソースのチェック）

形式
cjjsp2java [-d <ディレクトリ>|-d:non] [-classpath <クラスパス>]
           [-root <ディレクトリ> [[-taglib <uri> <location>]...]]
           <JSPファイル名>...

機能

JSP1.1仕様および JSP1.2仕様に準拠した JSPファイルから Javaソースを生成し，
JSPファイルのシンタックスチェックをします。

なお，JSP2.0仕様以降に準拠した JSPファイルのシンタックスチェックをする場合は，
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cjjspcコマンドを使用してください。

引数

-d <ディレクトリ >
生成した javaソースファイルの出力先ディレクトリを指定します。このオプション
を指定しなかった場合は，コマンドを実行したカレントディレクトリ下に生成され
ます。
-rootオプションを指定していない場合，-dオプションで指定したディレクトリの直
下に javaソースファイルが生成されます。同一ファイル名の JSPファイルが複数指
定された場合，javaソースファイルも同一名称となるため，先に生成された java
ソースファイルは，あとから生成された javaソースファイルに上書きされます。
-rootオプションを指定している場合，-dオプションで指定したディレクトリ下に
-rootオプションで指定した webアプリケーションのルートディレクトリから JSP
ファイルまでのパスが生成され，そのディレクトリ下に javaソースファイルが生成
されます。

-d:non
javaソースファイルを生成しません。JSPファイルの確認だけを実施します。

-classpath <クラスパス >
JSPファイルから javaファイルを生成する時に必要となるクラスのクラスパスを絶
対パスで指定します。次のクラスパスが必要です。
• タグライブラリの実装クラス（タグライブラリバリデータの実装クラスも含む）
• <jsp:useBean>タグで指定した JavaBeansの実装クラス

複数のパスを指定する場合は，";" で区切って指定します。
なお，-rootオプションを使用し，指定したディレクトリ下のWEB-INF¥classes¥
（UNIXの場合，WEB-INF/classes/）ディレクトリ，およびWEB-INF¥lib¥
（UNIXの場合，WEB-INF/lib/）ディレクトリ下に必要な classファイル，jarファ
イルを配置する場合，このオプションで指定する必要はありません。

-root <ディレクトリ >
Webアプリケーションのルートディレクトリを指定します。JSPファイルで
includeディレクティブを使用する場合，タグライブラリを使用する場合，または
javaソースファイル生成時に必要なクラスパスを指定する場合に，このオプション
を指定します。-rootオプションを指定した場合，指定したWebアプリケーション
のルートディレクトリ下に JSPファイルを配置する必要があります。Webアプリ
ケーションのルートディレクトリ下以外にある JSPファイルを指定した場合は無視
されます。

includeディレクティブを使用する場合
includeディレクティブの page属性に "/"から始まるパスを指定した場合，こ
のオプションで指定されたルートディレクトリからインクルード対象の JSP
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ファイル，または静的コンテンツが検索されます。また，page属性に "/"から
始まるパスを指定していても，-rootオプションを指定していない場合は，コマ
ンドに指定した JSPファイルのディレクトリから "/"以下のファイルが検索さ
れます。

タグライブラリを使用する場合
-taglibオプションの <location>に指定されたパス，または -taglibオプション
を使用しないで JSPファイル内に直接記述された tldファイルの検索に使用さ
れます。タグライブラリを使用する場合，-rootオプションは必ず指定してくだ
さい。
tldファイルが jarファイルに含まれる場合，その jarファイルの検索に使用さ
れます。この場合，使用する jarファイルは指定したWebアプリケーションの
ルートディレクトリ下のWEB-INF¥lib¥（UNIXの場合，WEB-INF/lib/）
ディレクトリ下に配置する必要があります。

クラスパスを指定する場合
javaファイル生成時にクラスパスの指定が必要な場合，Webアプリケーション
のルートディレクトリ下のWEB-INF¥classes¥（UNIXの場合，WEB-INF/
classes/）ディレクトリ，またはWEB-INF¥lib¥（UNIXの場合，WEB-INF/
lib/）ディレクトリ下に classファイル，jarファイルを配置します。クラスパス
の指定が必要な場合については，-classpathオプションの説明を参照してくだ
さい。

-taglib <uri> <location>
タグライブラリを使用する場合に，<uri>および <location>に，それぞれ web.xml
に定義する <taglib-uri>タグ，<taglib-location>タグの内容を指定します。-taglib
オプションを指定する場合，-rootオプションでWebアプリケーションのルート
ディレクトリを指定する必要があります。
複数のタグライブラリを使用する場合，-taglib <uri> <location>の形式で複数指定
します。

<JSPファイル名 >
javaソースファイルを生成する JSPファイルを指定します。複数の JSPファイル
を指定する場合は，空白で区切って指定します。
複数の JSPファイルを指定した場合，同名の JSPファイルがあるときは，先に生成
された javaソースファイルは，あとから生成された javaソースファイルに上書き
されます。
複数の JSPファイルを指定した場合，指定した順に javaソースが生成されます。途
中でエラーを検出した場合は javaソースファイルの生成が中断されます。

戻り値

0：
正常終了しました。
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1：
オプション解析エラーです。

2以上：
異常終了しました。

注意事項

このコマンドで生成された javaソースファイルは，javacコマンドでコンパイルするこ
とで，<%! ... %>タグ，<% ... %>タグ，または <%= ... %>タグで記述した java言語
ソースコードのコンパイル確認もできます。ただし，生成された javaソースファイルお
よび javacコマンドで作成した classファイルは，サーバの実行環境では使用できませ
ん。

また，cjjsp2javaコマンドで生成したソースファイルをコンパイルするには，次に示す
JARファイルをクラスパスに指定する必要があります。

• <Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥lib¥ejbserver.jar
• <Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥lib¥hitj2ee.jar
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16　構築済み実行環境の切り替
えで使用するコマンド
この章では，構築済み実行環境の切り替えで使用するコマンド
の入力形式，機能などについて説明します。
このコマンドは UNIX用です。

16.1　構築済み実行環境の切り替えで使用するコマンドの一覧

16.2　構築済み実行環境の切り替えで使用するコマンドの詳細
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16.1　構築済み実行環境の切り替えで使用する
コマンドの一覧

構築済み実行環境の切り替えで使用するコマンドの一覧を次の表に示します。

表 16-1　構築済み実行環境の切り替えで使用するコマンドの一覧

コマンド名称 分類 概要

cosmienv 構築済み実行環境の退避，回
復，削除，一覧出力

実行環境の退避・回復を行います。
514



16.　構築済み実行環境の切り替えで使用するコマンド
16.2　構築済み実行環境の切り替えで使用する
コマンドの詳細

構築済み実行環境の切り替えで使用するコマンドの入力形式，機能などを次に示します。

cosmienv（構築済み実行環境の退避，回復，削除，一覧出
力）

形式
cosmienv <オプション> [-I<識別子>]
                      [-P<退避パス>]
                      [-f]

機能

実行環境の退避・回復，退避環境の削除または一覧を表示します。

引数

<オプション >

-s
構築済み実行環境を退避します。

-d
退避環境を削除します。

-r
退避環境を回復します。

-l
現在の退避環境の一覧を表示します。

-h
cosmienvコマンドのヘルプを表示します。

-I<識別子 >
退避環境を識別するための識別子を指定します。
20文字までの半角英数字で指定します。
-s，-d，-rオプションを使用する場合には，識別子の指定は必須です。

-P<退避パス >
構築済み実行環境を退避するパス名をフルパスで指定します。
半角空白，全角空白，タブ文字を含むパス名は指定できません。
構築済み実行環境の退避先は <退避パス >/<識別子 > となります。
-sオプションを使用する場合には，退避パスの指定は必須です。
515



16.　構築済み実行環境の切り替えで使用するコマンド
-f
-rオプションを指定した場合に，退避環境を強制的に回復することを指定します。
-fオプションを指定した場合，Cosminexusのインストール先にファイルが残ってい
ても，退避環境の回復が実行されます。
-fオプションを指定しない場合，Cosminexusのインストール先にファイルが残って
いると，退避環境の回復は実行されません。
-rオプション以外のオプションと組み合わせて指定した場合，無効です。

出力形式

退避環境の一覧表示
aa…aa bb…bb cccc/dd/ee ff:gg:hh ii…ii jj…jj kk…kk
 

• aa…aa　退避機能実行時に指定した識別子
• bb…bb　退避機能実行時に指定した退避パス
• cccc　退避機能実行時の時刻（年）
• dd　退避機能実行時の時刻（月）
• ee　退避機能実行時の時刻（日）
• ff　退避機能実行時の時刻（時）
• gg　退避機能実行時の時刻（分）
• hh　退避機能実行時の時刻（秒）
• ii…ii　退避した製品の形名
• jj…jj　退避した製品の VV-RR-SS
• kk…kk　退避した製品名

入力例・出力例

入力例
退避環境の一覧を表示します。
cosmienv -l

出力例
KEUC00001-I The cosmienv -l command will now start.
UCAPSE001 /home/CosmiBackup 2007/03/23 15:02:36 P-1M43-7K71 
07-50 uCosminexus Application Server Enterprise
UCAPSS001 /home/CosmiBackup 2007/03/23 16:06:08 P-1M43-7D71 
07-50 uCosminexus Application Server Standard
KEUC00002-I The cosmienv -l command ended successfully.

戻り値

コマンドの戻り値を次の表に示します。
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表 16-2　cosmienvコマンドの戻り値一覧

注※　障害が発生した構成ソフトウェアについては，コマンドで出力されるログファイルで確認し
てください。

戻り値「143」で付与される構成ソフトウェア別の戻り値を次の表に示します。

表 16-3　構成ソフトウェア別の戻り値一覧

戻り値 意味

0 正常終了しました。

128 異常終了しました。

129 構築済み実行環境の退避・回復の元情報が正しくありません。

130 構築済み実行環境の退避・回復の後処理で障害が発生しました。

131 構築済み実行環境の退避・回復のための情報が正しくありません。

133 ディスクのアクセスでエラーが発生しました。

135 ファイルのオープンでエラーが発生しました。

138 引数の指定に誤りがあります。

139 製品がサポートしていない機能を指定しています。

140 コマンド実行中です。

141 コマンドの実行環境が正しくありません。

142 コマンドの実行権限がありません。

143 製品の構成ソフトウェアで障害が発生しました。
構成ソフトウェア※の戻り値が付与されています。

構成ソフトウェア 戻り値 意味

Cosminexus Component Container 145 HNTRLibのインストールに失敗しまし
た。

146 退避に失敗しました。

147 異常終了しました。

Cosminexus Component Transaction 
Monitor

129 退避・回復の元情報が正しくありません。

130 退避・回復の後処理でエラーが発生しまし
た。

131 退避・回復のための情報が正しくありませ
ん。

138 引数の指定に誤りがあります。

142 実行権限がありません。

146 退避先ディレクトリがありません。

147 そのほかのエラーが発生しました。

148 ファイルおよびディレクトリの削除に失敗
しました。
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Cosminexus DABroker Library 128 異常終了しました。

131 退避・回復の元情報が正しくありません。

138 引数の指定に誤りがあります。

144 Cosminexus DABroker Libraryが実行中
です。

Cosminexus Developer's Kit for Java 131 構築済み実行環境の退避・回復のための情
報が正しくありません。

138 引数の指定に誤りがあります。

144 回復に失敗しました。

145 /opt/Cosminexus/jdkがシンボリックリン
クファイルです。

146 そのほかのエラーが発生しました。

Cosminexus Performance Tracer 129 退避・回復の元情報が正しくありません。

130 退避・回復の後処理でエラーが発生しまし
た。

131 退避・回復のための情報が正しくありませ
ん。

138 引数の指定に誤りがあります。

142 実行権限がありません。

145 HCCLibのインストールに失敗しました。

146 退避先のディレクトリがありません。

147 そのほかのエラーが発生しました。

148 ファイルおよびディレクトリの削除に失敗
しました。

Cosminexus Reliable Messaging 129 退避・回復の元情報が正しくありません。

130 退避・回復の後処理でエラーが発生しまし
た。

144 HNTRLib2のインストールに失敗しまし
た。

145 退避先のディレクトリがありません。

146 そのほかのエラーが発生しました。

Cosminexus TPBroker 129 退避・回復の元情報が正しくありません。

130 退避・回復の後処理でエラーが発生しまし
た。

131 退避・回復のための情報が正しくありませ
ん。

133 ディスクのアクセスでエラーが発生しまし
た。

構成ソフトウェア 戻り値 意味
518
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注意事項

●このコマンドはスーパーユーザで実行してください。

●退避機能実行時は，アプリケーションサーバが提供するすべてのプログラムが停止中
であることを確認してください。

●回復機能実行時は，アプリケーションサーバが提供するすべての製品がアンインス
トール済みであることを確認してください。

●すべての製品をアンインストールし，かつアプリケーションサーバのインストール先
にファイルやディレクトリが残った状態で回復機能を実行したい場合は，-fオプショ
ンを指定してください。この場合，回復処理によってインストール先に残ったファイ
ルが更新されることがあります。

●退避機能で退避する範囲以外でアプリケーションサーバの動作に必要なものは，ユー

135 ファイルのオープンでエラーが発生しまし
た。

144 HCCLibのインストールに失敗しました。

145 HNTRLib2のインストールに失敗しまし
た。

146 退避に失敗しました。

147 日立 PPインストーラ情報の取得・設定に
失敗しました。

Cosminexus Web Services - Security 129 退避・回復の元情報が正しくありません。

130 退避・回復の後処理でエラーが発生しまし
た。

131 退避・回復のための情報が正しくありませ
ん。

138 引数の指定に誤りがあります。

146 退避に失敗しました。

147 そのほかのエラーが発生しました。

148 ファイルおよびディレクトリの削除に失敗
しました。

Cosminexus XML Processor 128 異常終了しました。

138 引数の指定に誤りがあります。

144 退避に失敗しました。

145 HNTRLib2のインストールに失敗しまし
た。

Hitachi Web Server 128 異常終了しました。

138 引数の指定に誤りがあります。

144 退避に失敗しました。

構成ソフトウェア 戻り値 意味
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ザで退避してください。退避機能で退避する範囲およびユーザで退避が必要なファイ
ルについては，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ 機能解説 拡張編」
を参照してください。
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17　Webコンテナサーバで使用
するコマンド
この章では，Webコンテナサーバで使用するコマンドの入力
形式，機能などについて説明します。

17.1　Webコンテナサーバで使用するコマンドの一覧

17.2　Webコンテナサーバで使用するコマンドの詳細
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17.　Webコンテナサーバで使用するコマンド
17.1　Webコンテナサーバで使用するコマンド
の一覧

Webコンテナサーバで使用するコマンドの一覧を，次の表に示します。

表 17-1　Webコンテナサーバで使用するコマンドの一覧

セットアップ系コマンド（cjwebsetup）は単独で実行してください。ほかのセットアッ
プ系コマンド（cjenvsetup，cjenvupdate，cjrarupdate，cjsetupなど）と同時に実行し
ないでください。

コマンド名称 分類 概要

cjdumpweb Webコンテナサーバのスレッドダ
ンプの取得

Webコンテナサーバで障害が発生した場合
などに，JavaVMのスレッドダンプを取得
します。

cjenvsetup Component Container管理者の
セットアップ

インストールファイルの属性を変更して，
root権限を持つユーザ以外で運用できるよ
うにします。
このコマンドは，UNIX用です。
このコマンドについては，「2.　J2EEサー
バで使用するコマンド」の「cjenvsetup」を
参照してください。

cjgetsysinfo OS状態情報の取得 OSの状態情報を取得します。
このコマンドについては，「2.　J2EEサー
バで使用するコマンド」の「cjgetsysinfo」
を参照してください。

cjstartweb Webコンテナサーバの開始 Webコンテナサーバを開始します。

cjstopweb Webコンテナサーバの停止 Webコンテナサーバを停止します。

cjwebchangedbid データベース IDの変更 プール管理情報のデータベース IDを変更し
ます。

cjwebclearpool プール内のコネクションのクリア データベースのコネクションをクローズし
て，クローズしたコネクションをプールか
ら削除します。

cjwebclosepool プール内のコネクションの強制切
断

データベースのコネクションをプールから
削除して，クローズします。

cjwebdeletepool プール管理情報の削除 データベースのプール管理情報を削除しま
す。

cjwebeditpool プール管理情報の登録と変更 プール管理情報を新規登録または変更しま
す。

cjweblistpool プール管理情報の一覧表示 プール管理情報の一覧を表示します。

cjwebsetup Webコンテナサーバのセットアッ
プとアンセットアップ

Webコンテナの環境をセットアップまたは
アンセットアップします。
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17.2　Webコンテナサーバで使用するコマンド
の詳細

Webコンテナサーバで使用する各コマンドの入力形式，機能などを次に示します。

コマンドの格納先
Webコンテナサーバで使用するコマンドは，次のディレクトリに格納されています。

cjdumpwebコマンド，cjstartwebコマンド，cjstopwebコマンド，cjwebsetupコマ
ンド

• Windowsの場合
<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥web¥bin¥

• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/CC/web/bin/

それ以外のコマンド
• Windowsの場合

<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥admin¥bin¥
• UNIXの場合

/opt/Cosminexus/CC/admin/bin/

cjdumpweb（Webコンテナサーバのスレッドダンプの取得）

形式
cjdumpweb [<サーバ名称>]

機能

Webブラウザおよび EJBクライアントに応答が返らない場合，Webコンテナサーバで
障害が発生した場合，アプリケーションの挙動を調査したい場合などに，JavaVMのス
レッドダンプを取得します。

コマンドを実行すると，サーバ標準出力ログ（cjstdout.log），および次のファイルにス
レッドダンプが出力されます。

• Windowsの場合
<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥web¥containers¥<サーバ名称
>¥javacore*.txt

• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/CC/web/containers/<サーバ名称 >/javacore*.txt

引数

<サーバ名称 >
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Webコンテナのサーバ名称を指定します。サーバ名称には，半角英数字（0～ 9，A
～ Z，a～ z），アンダースコア（_）またはハイフン（-）が使用できます。サーバ名
称の先頭の文字は英数字でなければなりません。サーバ名称を省略したときは，ホ
スト名称がサーバ名称として使用されます。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

注意事項

● UNIXの場合，cjdumpwebコマンドの実行には，root権限または Component 
Container管理者の権限が必要です。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjwebsetupコマンドで指定したサーバ
名称と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

cjstartweb（Webコンテナサーバの開始）

形式
cjstartweb [<サーバ名称>] [-security]

機能

サーバ名称のWebコンテナサーバを開始します。

引数

<サーバ名称 >
開始するWebコンテナのサーバ名称を指定します。サーバ名称には，半角英数字
（0～ 9，A～ Z，a～ z），アンダースコア（_）またはハイフン（-）が使用できま
す。サーバ名称の先頭の文字は英数字でなければなりません。サーバ名称を省略し
たときは，ホスト名称がサーバ名称として使用されます。

-security
Webコンテナの実行時保護機能を有効にします。

戻り値

0：
正常終了しました。

1以上：
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異常終了しました。

ユーザ定義ファイル

●Windowsの場合
• <Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥web¥containers¥<サーバ名称

>¥usrconf¥usrconf.cfg
• <Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥web¥containers¥<サーバ名称

>¥usrconf¥usrconf.properties

● UNIXの場合
• /opt/Cosminexus/CC/web/containers/<サーバ名称 >/usrconf/usrconf.cfg
• /opt/Cosminexus/CC/web/containers/<サーバ名称 >/usrconf/usrconf.properties

注意事項

●Windowsの場合，cjstartwebコマンドの実行には，Administrator権限が必要です。

● UNIXの場合，cjstartwebコマンドの実行には，root権限（Component Container管
理者を設定していない場合），または Component Container管理者の権限
（Component Container管理者を設定している場合）が必要です。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjwebsetupコマンドで指定したサーバ
名称と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

cjstopweb（Webコンテナサーバの停止）

形式
cjstopweb [<サーバ名称>]
          [-f|-fd [<スレッドダンプ取得間隔> <スレッドダンプ取得回数>]]

機能

サーバ名称のWebコンテナサーバを停止します。

引数

<サーバ名称 >
停止するWebコンテナサーバのサーバ名称を指定します。サーバ名称には，半角英
数字（0～ 9，A～ Z，a～ z），アンダースコア（_）またはハイフン（-）が使用で
きます。サーバ名称の先頭の文字は英数字でなければなりません。サーバ名称を省
略したときは，ホスト名称がサーバ名称として使用されます。

-f
Webコンテナサーバを強制停止します。

-fd
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17.　Webコンテナサーバで使用するコマンド
Webコンテナサーバの障害情報を取得したあと，Webコンテナサーバを強制停止し
ます。

<スレッドダンプ取得間隔 >
スレッドダンプを取得する間隔を 1～ 60の整数（単位：秒）で指定します。省
略した場合の初期値は 3秒です。

<スレッドダンプ取得回数 >
スレッドダンプを取得する回数を 1～ 60の整数（単位：回）で指定します。省
略した場合の初期値は 10回です。

取得する障害情報を次に示します。
1. OSの稼働状況

Windowsの場合の出力先：
<Cosminexusインストールディレクトリ >¥CC¥web¥containers¥<サーバ名称
>¥cjsysinfo.<出力時間 >.txt
UNIXの場合の出力先：
/opt/Cosminexus/CC/web/containers/<サーバ名称 >/cjsysinfo.<出力時間 >.txt
<出力時間 >は，yymmddHHMMSSの形式になります。
なお，出力内容については，「2.　J2EEサーバで使用するコマンド」の
「cjgetsysinfo（OS状態情報の取得）」を参照してください。

2. JavaVMのスレッドダンプ
<スレッドダンプ取得間隔 >，<スレッドダンプ取得回数 >で指定した間隔と回
数でスレッドダンプを取得します。Webコンテナサーバプロセスの状態によって
は指定間隔，指定回数でスレッドダンプが出力されない場合もあります。なお，
出力内容については，「cjdumpweb（Webコンテナサーバのスレッドダンプの取
得）」を参照してください。

3. Webコンテナサーバのクラッシュダンプ（Windowsの場合）または coreファイ
ル（UNIXの場合）
最後のスレッドダンプ取得要求後，スレッドダンプ取得間隔時間経過後にクラッ
シュダンプまたは coreファイルを出力します。
クラッシュダンプの出力先：
Windows Server 2003，Windows XPとWindows Server 2008 x86，Windows 
Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows 7またはWindows Vista
ではクラッシュダンプの出力先は異なります。
・Windows Server 2003，Windows XPの場合
<ワトソン博士のクラッシュダンプ出力先 >※ ¥user.dmp
注※：ワトソン博士のクラッシュダンプ作成オプションの設定が必要です。
・Windows Server 2008 x86，Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 
R2，Windows 7またはWindows Vistaの場合
<環境変数 CJMEMDUMP_PATHで指定したディレクトリ >※

¥cjmemdump.dmp
注※：環境変数 CJMEMDUMP_PATHが指定されていないか，指定したディレ
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クトリが存在しない場合，クラッシュダンプは出力されません。また，指定した
ディレクトリにクラッシュダンプがすでに存在する場合，クラッシュダンプは上
書きされます。
coreファイルの出力先：

/opt/Cosminexus/CC/web/containers/<サーバ名称 >/core※

注※
Linuxの場合，core.<強制停止されたWebコンテナサーバのプロセス ID>

戻り値

0：
正常終了しました。

1以上：
異常終了しました。

ユーザ定義ファイル

●Windowsの場合
• <Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥web¥containers¥<サーバ名称

>¥usrconf¥usrconf.cfg
• <Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥web¥containers¥<サーバ名称

>¥usrconf¥usrconf.properties

● UNIXの場合
• /opt/Cosminexus/CC/web/containers/<サーバ名称 >/usrconf/usrconf.cfg
• /opt/Cosminexus/CC/web/containers/<サーバ名称 >/usrconf/usrconf.properties

注意事項

●Webコンテナサーバを停止させるには，必ず cjstopwebコマンドを使用してくださ
い。［Ctrl+C］やタスクマネージャ（Windowsの場合）から停止しないでください。

● cjstopwebコマンドでWebコンテナサーバを停止する場合，サーブレットまたは JSP
のサービスメソッドが実行中のときは，該当するメソッドが終了するまでWebコンテ
ナサーバは停止しません。なお，cjstopwebコマンドは，Webコンテナサーバの終了
を待たないで，すぐに終了します。

●サーブレットまたは JSPのサービスメソッドが実行中の状態で cjstopwebコマンドを
実行した場合，Webコンテナサーバを停止できないことがあります。この場合，-fオ
プションまたは -fdオプションを指定して，再度 cjstopwebコマンドを実行すること
でWebコンテナサーバを強制停止します。

●Windowsの場合，cjstopwebコマンドの実行には，Administrator権限が必要です。

● UNIXの場合，cjstopwebコマンドの実行には，root権限（Component Container管
理者を設定していない場合），または Component Container管理者の権限
527



17.　Webコンテナサーバで使用するコマンド
（Component Container管理者を設定している場合）が必要です。

●コマンドの引数にサーバ名称を指定する場合，cjwebsetupコマンドで指定したサーバ
名称と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●Windows Server 2008 x86，Windows Server 2008 x64，Windows Server 2008 R2，
Windows 7またはWindows Vistaで -fdオプションを指定する場合，環境変数
CJMEMDUMP_PATHは次のように設定してください。
• 環境変数 CJMEMDUMP_PATHで指定した保存先のディスクに十分な空き容量が
あることを確認してください。クラッシュダンプのファイルサイズはWEBコンテ
ナサーバの実メモリ所要量以上になります。

• 環境変数 CJMEMDUMP_PATHに日本語などのマルチバイト文字を含むディレク
トリを指定しないでください。クラッシュダンプの出力に失敗する場合があります。

• クラッシュダンプの出力先ディレクトリには，存在するディレクトリを指定してく
ださい。

cjwebchangedbid（データベース IDの変更）

形式
cjwebchangedbid [-host <ホスト名称>] [-port <ポート番号>]
                -olddbid <データベースID> -newdbid <データベースID>

機能

-olddbidに指定されたデータベース IDに該当するプール管理情報のデータベース ID
を，-newdbidに指定されたデータベース IDに変更します。-olddbidと -newdbidに同
じデータベース IDを指定された場合，処理は実行しません。

使用中のプールのデータベース IDを変更した場合は，Webコンテナを再起動した時に
変更内容が有効となります。

引数

-host <ホスト名称 >
接続先のホスト名称として，コマンドからのリクエスト要求を受け付けるサーブ
レットが動作しているホスト名称を指定します。指定を省略した場合は，localhost
が仮定されます。

-port <ポート番号 >
コマンドからのリクエスト要求を受け付けるサーブレットが使用するポート番号と
して，サーブレットが管理されているWebコンテナのポート番号を指定します。指
定を省略した場合は，8080が仮定されます。

-olddbid <データベース ID>
変更の対象となる現在のデータベース IDを指定します。データベース IDには，半
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角英数字（0～ 9，A～ Z，a～ z）またはアンダースコア（_）が使用できます。

-newdbid <データベース ID>
変更後のデータベース IDを指定します。データベース IDには，半角英数字（0～
9，A～ Z，a～ z）またはアンダースコア（_）が使用できます。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

入力例
cjwebchangedbid -olddbid db_1 -newdbid db_2

注意事項

●引数は，コマンド名の直後に指定する必要があります。引数は，コマンド名より後ろ
にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え（例：<デー

タベース ID> -olddbid）はできません。

cjwebclearpool（プール内のコネクションのクリア）

形式
cjwebclearpool [-host <ホスト名称>] [-port <ポート番号>] 
               [-mode {normal|plan}] [-dbid <データベースID>]

機能

動作種別を選択して，プール内のすべてのコネクションまたは指定されたデータベース
のコネクションをクローズします。クローズしたコネクションは，プールから削除しま
す。

このコマンドは，データベースサーバが異常終了した場合やネットワークが切断された
場合などの，システム障害時に実行するコマンドです。このコマンドでは，プールから
コネクションを削除してクローズすることだけを実行します。新たなコネクションは生
成しません。

引数

-host <ホスト名称 >
接続先のホスト名称として，コマンドからのリクエスト要求を受け付けるサーブ
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レットが動作しているホスト名称を指定します。指定を省略した場合は，localhost
が仮定されます。

-port <ポート番号 >
コマンドからのリクエスト要求を受け付けるサーブレットが使用するポート番号と
して，サーブレットが管理されているWebコンテナのポート番号を指定します。指
定を省略した場合は，8080が仮定されます。

-mode {normal|plan}
使用中のコネクションに対するクリア動作の種別を指定します。
• normal（通常モード）
ユーザが使用中のコネクションはプールの外へ移して，プール内からはクリアさ
れます。データベースとの接続はそのまま維持されますが，再利用はできません。

• plan（計画モード）
ユーザが使用中のコネクションはクリアしません。ただし，再利用はできません。

-dbid <データベース ID>
削除対象となるプール管理情報のデータベース IDを指定します。データベース ID
には，半角英数字（0～ 9，A～ Z，a～ z）またはアンダースコア（_）が使用でき
ます。
省略すると，指定した動作種別で，すべてのプール管理情報を対象に処理が実行さ
れます。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

入力例
cjwebclearpool -mode normal -dbid db_1

注意事項

●引数は，コマンド名の直後に指定する必要があります。引数は，コマンド名より後ろ
にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え（例：<デー
タベース ID> -dbid）やオプション名と値を非対応にすること（例：-mode <データ
ベース ID> -dbid normal）はできません。
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cjwebclosepool（プール内のコネクションの強制切断）

形式

コネクション IDを指定する場合
cjwebclosepool [-host <ホスト名称>] [-port <ポート番号>]
               -dbid <データベースID> -type connectionid
               -cid <コネクションID>

タイムアウト時間を指定する場合
cjwebclosepool [-host <ホスト名称>] [-port <ポート番号>]
               -dbid <データベースID> -type timeout 
               -time <タイムアウト時間>

機能

指定されたコネクション IDに該当するコネクション，または指定されたタイムアウト時
間を超過したコネクションをプールから削除して，クローズします。

指定されたタイムアウト時間を超過したコネクションをプールから削除する場合，プー
ルまたはデータベースに対して getConnectionメソッド，SQLステートメントなどが実
行されてからの経過時間が，指定された時間を超えているコネクションが対象となりま
す。

このコマンドは，コネクションが使用中のまま長時間放置されている場合などに使用し
ます。コネクション IDまたは経過時間をキーにして削除して，プール内のコネクション
が［Minimum size］に達していない場合は，新たにプールにコネクションを生成しま
す。

引数

-host <ホスト名称 >
接続先のホスト名称として，コマンドからのリクエスト要求を受け付けるサーブ
レットが動作しているホスト名称を指定します。指定を省略した場合は，localhost
が仮定されます。

-port <ポート番号 >
コマンドからのリクエスト要求を受け付けるサーブレットが使用するポート番号と
して，サーブレットが管理されているWebコンテナのポート番号を指定します。指
定を省略した場合は，8080が仮定されます。

-dbid <データベース ID>
削除対象となるプール管理情報のデータベース IDを指定します。データベース ID
には，半角英数字（0～ 9，A～ Z，a～ z）またはアンダースコア（_）が使用でき
ます。

-type {connectionid|timeout}
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コネクションを削除する基準の種別を指定します。
• connectionid
コネクション IDを基に，プールからコネクションを削除します。

• timeout
タイムアウト時間を基に，プールからコネクションを削除します。

-cid <コネクション ID>
削除対象となるコネクションのコネクション IDを指定します。

-time <タイムアウト時間 >
コネクションを削除する際のタイムアウト時間を指定します。コネクション最終ア
クセス時刻から，指定時間を超過したコネクションが削除対象となります。指定は
秒単位で，指定できる値は 0≦指定値≦ 2147483647の範囲になります。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

入力例

コネクション IDを指定する場合
cjwebclosepool -dbid db_1 -type connectionid -cid connection1

タイムアウト時間を指定する場合
cjwebclosepool -dbid db_1 -type timeout -time 36000

注意事項

●引数は，コマンド名の直後に指定する必要があります。引数は，コマンド名より後ろ
にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え（例：<デー
タベース ID> -dbid）やオプション名と値を非対応にすること（例：-dbid timeout 
-type <データベース ID>）はできません。

cjwebdeletepool（プール管理情報の削除）

形式
cjwebdeletepool [-host <ホスト名称>] [-port <ポート番号>] 
                -dbid <データベースID>
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機能

指定されたデータベース IDに該当するプール管理情報を削除します。

使用中のプール管理情報が削除された場合，動作中のプールには影響を与えません。
Webコンテナを再起動した時に有効になります。

引数

-host <ホスト名称 >
接続先のホスト名称として，コマンドからのリクエスト要求を受け付けるサーブ
レットが動作しているホスト名称を指定します。指定を省略した場合は，localhost
が仮定されます。

-port <ポート番号 >
コマンドからのリクエスト要求を受け付けるサーブレットが使用するポート番号と
して，サーブレットが管理されているWebコンテナのポート番号を指定します。指
定を省略した場合は，8080が仮定されます。

-dbid <データベース ID>
削除対象となるプール管理情報のデータベース IDを指定します。データベース ID
には，半角英数字（0～ 9，A～ Z，a～ z）またはアンダースコア（_）が使用でき
ます。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

注意事項

●引数は，コマンド名の直後に指定する必要があります。引数は，コマンド名より後ろ
にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え（例：<デー
タベース ID> -dbid）はできません。

cjwebeditpool（プール管理情報の登録と変更）

形式
cjwebeditpool [-host <ホスト名称>] [-port <ポート番号>] 
              -c <プール管理情報設定ファイルパス>
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機能

プール管理情報を，新規登録または変更します。

登録されていないデータベース IDをプール管理情報設定ファイルに定義した場合，プー
ル管理情報を新規登録します。すでに登録されているデータベース IDをプール管理情報
設定ファイルに定義した場合，プール管理情報を変更します。

プール管理情報設定ファイルに，データベース ID，クラス名および URL名が指定され
ていない場合は，プール管理情報を登録できません。

プール管理情報設定ファイルは，あらかじめエディタなどを使って作成しておく必要が
あります。プール管理情報設定ファイルについては，マニュアル「Cosminexus アプリ
ケーションサーバ リファレンス 定義編 (アプリケーション／リソース定義 )」を参照し
てください。

プール管理情報の変更は，データベース IDをキーにして実行されます。登録されていな
いデータベース IDを指定した場合，プール管理情報が新規に作成，登録されます。

引数

-host <ホスト名称 >
接続先のホスト名称として，コマンドからのリクエスト要求を受け付けるサーブ
レットが動作しているホスト名称を指定します。指定を省略した場合は，localhost
が仮定されます。

-port <ポート番号 >
コマンドからのリクエスト要求を受け付けるサーブレットが使用するポート番号と
して，サーブレットが管理されているWebコンテナのポート番号を指定します。指
定を省略した場合は，8080が仮定されます。

-c <プール管理情報設定ファイルパス >
読み込み対象となるプール管理情報ファイル設定ファイルのパスを指定します。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。

注意事項

●引数は，コマンド名の直後に指定する必要があります。引数は，コマンド名より後ろ
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にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え（例：<プー
ル管理情報設定ファイルパス > -c）はできません。

●プール管理情報を新規に登録する場合は，プール管理情報設定ファイルに
<DatabaseID>，<ClassName>，<URL>を必ず指定してください。

●プール管理情報を変更する場合は，プール管理情報設定ファイルに <DatabaseID>を
必ず指定してください。

●プール管理情報設定ファイルの <ClassName>と <URL>は対で指定してください。

●プール管理情報設定ファイルのそれぞれのタグには，次の条件を満たす値を指定して
ください。
• <UserCount> ≧ 0
• <MinimumSize> ≦ <MaximumSize>かつ <MaximumSize> ≧ 1
• <MinimumSize> ≧ 0
• <MaximumSize> ≧ 0
• <RetryInterval> ≧ 0
• <RetryCount> ≧ 0

●新規登録または変更されたプール管理情報に対して，まだ一度もコネクション取得要
求がない場合，コネクション取得要求することで新規登録または変更したプール管理
情報が反映されたプールが生成されます。

●すでに使用中のプール管理情報を変更した場合，コマンド実行時に <DatabaseID>，
<ClassName>，<URL>以外の項目が変更されます。<DatabaseID>，
<ClassName>，<URL>については，Webコンテナを再起動してプールを再作成した
時に有効になります。

●新規登録時に <DatabaseID>，<ClassName>，<URL>以外の項目を省略した場合
は，デフォルトの値が設定されます。

●プール管理情報設定ファイルについては，マニュアル「Cosminexus アプリケーショ
ンサーバ リファレンス 定義編 (アプリケーション／リソース定義 )」を参照してくだ
さい。

cjweblistpool（プール管理情報の一覧表示）

形式

データベースリストを表示する場合
cjweblistpool [-host <ホスト名称>] [-port <ポート番号>] 
              -listtype dblist [-f <ファイルパス>]

プールリストを表示する場合
cjweblistpool [-host <ホスト名称>] [-port <ポート番号>] 
              -dbid <データベースID> -listtype poollist
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              [-f <ファイルパス>]

コネクションリストを表示する場合
cjweblistpool [-host <ホスト名称>] [-port <ポート番号>] 
              -dbid <データベースID> -userid <ユーザID> 
              -listtype connectionlist [-f <ファイルパス>]

すべてのプール情報を表示する場合
cjweblistpool [-host <ホスト名称>] [-port <ポート番号>] 
              -listtype all [-f <ファイルパス>]

機能

プール管理情報の一覧を表示します。表示できるプール管理情報を次に示します。

データベースリスト
データベースリスト（データベース ID，データベースクラス，データベース URL，
ユーザ数，コネクション最小数，コネクション最大数，リトライ待ち時間，リトラ
イ回数，およびプールの数）を表示します。または，指定されたファイルに出力し
ます。

プールリスト
プールリスト（ユーザ ID，コネクション取得待ちカウンタ，およびコネクションの
数）と，キー項目のデータベース IDを表示します。または，指定されたファイルに
出力します。

コネクションリスト
コネクションリスト（コネクション ID，使用中フラグ，再利用可否フラグ，コネク
ション生成時刻，コネクション最終アクセス時刻）と，キー項目のデータベース
ID，ユーザ IDおよびコネクション IDを表示します。または，指定されたファイル
に出力します。

すべてのプール管理情報
上記のすべてのプール管理情報を一覧表示します。または，指定されたファイルに
出力します。
表示順序は次の図中の番号に示した順番になります。一つのデータベースリストに
関連するプールリストが表示され終わってから，次のデータベースリストが表示さ
れます。また，一つのプールリストに関連するプールリストに関連するコネクショ
ンリストが表示され終わってから，次のプールリストが表示されます。
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なお，データベースリスト，プールリストおよびコネクションリストに出力される
項目については，-listtypeオプションのオプション引数に，dblist，poollist，
connectionlistを指定した場合と同じです。

引数

-host <ホスト名称 >
接続先のホスト名称として，コマンドからのリクエスト要求を受け付けるサーブ
レットが動作しているホスト名称を指定します。指定を省略した場合は，localhost
が仮定されます。

-port <ポート番号 >
コマンドからのリクエスト要求を受け付けるサーブレットが使用するポート番号と
して，サーブレットが管理されているWebコンテナのポート番号を指定します。指
定を省略した場合は，8080が仮定されます。

-listtype {dblist|poollist|connectionlist|all}
表示対象となるプール管理情報の種別を指定します。
• dblist
データベースリストを一覧表示します。

• poollist
プールリストを一覧表示します。

• connectionlist
コネクションリストを一覧表示します。

• all
すべてのプール管理情報を一覧表示します。

-f <ファイルパス >
プール管理情報の出力先ファイルのパスを指定します。

-dbid <データベース ID>
処理対象となるプール管理情報のデータベース IDを指定します。データベース ID
には，半角英数字（0～ 9，A～ Z，a～ z）またはアンダースコア（_）が使用でき
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ます。

-userid <ユーザ ID>
処理対象となるプール管理情報のユーザ IDを指定します。

入力例

データベースリストを表示する場合
cjweblistpool -listtype dblist -f db1.list

プールリストを表示する場合
cjweblistpool -dbid db_1 -listtype poollist -f pool1.list

コネクションリストを表示する場合
cjweblistpool -dbid db_1 -userid user1 -listtype connectionlist 
-f connection1.list

すべてのプール情報を表示する場合
cjweblistpool -listtype all -f all.list

出力形式

データベースリストを表示する場合
<DatabaseID=<データベースID1>><ClassName=<データベースクラス>><URL=<
データベースURL>><UserCount=<ユーザ数>><MinimumSize=<コネクション最小
数>><MaximumSize=<コネクション最大数>><RetryInterval=<リトライ待ち時
間>><RetryCount=<リトライ回数>><PoolCount=<プールの数>>
<DatabaseID=<データベースID2>><ClassName=<データベースクラス>><URL=<
データベースURL>><UserCount=<ユーザ数>><MinimumSize=<コネクション最小
数>><MaximumSize=<コネクション最大数>><RetryInterval=<リトライ待ち時
間>><RetryCount=<リトライ回数>><PoolCount=<プールの数>>
・・・
・・・

プールリストを表示する場合
<DatabaseID=<データベースID1>><UserID=<ユーザID1>><WaitCount=<コネ
クション取得待ちカウンタ>><ConnectionCount=<コネクションの数>>
<DatabaseID=<データベースID1>><UserID=<ユーザID2>><WaitCount=<コネ
クション取得待ちカウンタ>><ConnectionCount=<コネクションの数>>
<DatabaseID=<データベースID2>><UserID=<ユーザID3>><WaitCount=<コネ
クション取得待ちカウンタ>><ConnectionCount=<コネクションの数>>
・・・
・・・

コネクションリストを表示する場合
<DatabaseID=<データベースID1>><UserID=<ユーザID1>><ConnectionID=<
コネクションID1>><ConnectionBusy=<使用中フラグ>><ConnectionReuse=<
再利用可否フラグ>><ConnectionTime=<コネクション生成時刻>><LastTime=<
最終アクセス時刻>>
<DatabaseID=<データベースID1>><UserID=<ユーザID2>><ConnectionID=<
コネクションID2>><ConnectionBusy=<使用中フラグ>><ConnectionReuse=<
再利用可否フラグ>><ConnectionTime=<コネクション生成時刻>><LastTime=<
最終アクセス時刻>>
<DatabaseID=<データベースID2>><UserID=<ユーザID3>><ConnectionID=<
コネクション
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ID3>><ConnectionStatus=NotUsed><ReuseStatus=NotReuse><Connectio
nTime=2003/11/25 11:36:00.616><LastTime=2003/11/25 
11:40:00.313>
<DatabaseID=<データベースID2>><UserID=<ユーザID3>><ConnectionID=<
コネクション
ID4>><ConnectionStatus=Used><ReuseStatus=Reuse><ConnectionTime=
2003/11/25 11:37:00.256><LastTime=2003/11/25 11:37:00.256>
・・・
・・・

すべてのプール管理情報を表示する場合
<DatabaseID=<データベースID1>><ClassName=<データベースクラス>><URL=<
データベースURL>><UserCount=<ユーザ数>><MinimumSize=<コネクション最小
数>><MaximumSize=<コネクション最大数>><RetryInterval=<リトライ待ち時
間>><RetryCount=<リトライ回数>><PoolCount=<プールの数>>
<DatabaseID=<データベースID1>><UserID=<ユーザID1>><WaitCount=<コネ
クション取得待ちカウンタ>><ConnectionCount=<コネクションの数>>
<DatabaseID=<データベースID1>><UserID=<ユーザID1>><ConnectionID=<
コネクションID1>><ConnectionStatus=<使用中フラグ>><ReuseStatus=<再
利用可否フラグ>><ConnectionTime=<コネクション生成時刻>><LastTime=<最
終アクセス時刻>>
<DatabaseID=<データベースID1>><UserID=<ユーザID2>><WaitCount=<コネ
クション取得待ちカウンタ>><ConnectionCount=<コネクションの数>>
<DatabaseID=<データベースID1>><UserID=<ユーザID2>><ConnectionID=<
コネクションID2>><ConnectionStatus=<使用中フラグ>><ReuseStatus=<再
利用可否フラグ>><ConnectionTime=<コネクション生成時刻>><LastTime=<最
終アクセス時刻>>
<DatabaseID=<データベースID2>><ClassName=<データベースクラス>><URL=<
データベースURL>><UserCount=<ユーザ数>><MinimumSize=<コネクション最小
数>><MaximumSize=<コネクション最大数>><RetryInterval=<リトライ待ち時
間>><RetryCount=<リトライ回数>><PoolCount=1>
<DatabaseID=<データベースID2>><UserID=<ユーザID3>><WaitCount=<コネ
クション取得待ちカウンタ>><ConnectionCount=2>
<DatabaseID=<データベースID2>><UserID=<ユーザID3>><ConnectionID=<
コネクション
ID3>><ConnectionStatus=NotUsed><ReuseStatus=NotReuse><Connectio
nTime=2003/11/25 11:36:00.616><LastTime=2003/11/25 
11:40:00.313>
<DatabaseID=<データベースID2>><UserID=<ユーザID3>><ConnectionID=<
コネクション
ID4>><ConnectionStatus=Used><ReuseStatus=Reuse><ConnectionTime=
2003/11/25 11:37:00.256><LastTime=2003/11/25 11:37:00.256>
・・・
・・・

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

2：
排他エラーによってコマンドを実行できません。
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注意事項

●引数は，コマンド名の直後に指定する必要があります。引数は，コマンド名より後ろ
にあれば順序は任意です。ただし，オプション名と値の順序の入れ替え（例：<デー
タベース ID> -dbid）やオプション名と値を非対応にすること（例：-dbid timeout 
-type <データベース ID>）はできません。

cjwebsetup（Webコンテナサーバのセットアップとアンセッ
トアップ）

形式

セットアップの場合
cjwebsetup [<サーバ名称>]

アンセットアップの場合
cjwebsetup -d <サーバ名称>

機能

指定したサーバ名称のWebコンテナの環境をセットアップまたはアンセットアップしま
す。

-dオプションを指定した場合，次に示すWebコンテナの環境（ディレクトリおよびファ
イル）の <サーバ名称 >以下を削除します。

• Windowsの場合
<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥web¥containers¥<サーバ名称
>¥

• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/CC/web/containers/<サーバ名称 >/

引数

<サーバ名称 >
セットアップまたはアンセットアップするWebコンテナのサーバ名称を指定しま
す。
サーバ名称には，半角英数字（0～ 9，A～ Z，a～ z），アンダースコア（_）また
はハイフン（-）が使用できます。サーバ名称の先頭の文字は英数字でなければなり
ません。また，サーバ名称は，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ 
システム構築・運用ガイド」のWebコンテナの作業ディレクトリの説明を参照して
見積もった範囲内の長さで指定できます。
サーバ名称を省略したときは，ホスト名称がサーバ名称として使用されます。ただ
し，アンセットアップ時は省略できません。また，ホスト名称にサーバ名称として
使用できない文字が含まれている場合はエラーになります。
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-d
Webコンテナの環境を削除する場合に指定します。

戻り値

0：
正常終了しました。

1：
異常終了しました。

注意事項

●セットアップ済みのサーバ名称を指定して再セットアップ（cjwebsetup <サーバ名称
>）を行うと，エラーとなります。

●Windowsの場合，サーバ名称の大文字・小文字は区別されません。作成済みのサーバ
名称と，大文字・小文字の区別以外は一致している文字列を cjwebsetupのサーバ名
称として指定した場合，次のように動作します。
• セットアップの場合 (cjwebsetup <サーバ名称 >)
セットアップに失敗します。

• アンセットアップの場合 (cjwebsetup -d <サーバ名称 >)
すでに作成済みである，<サーバ名称 >と大文字・小文字の区別以外は一致してい
るサーバが削除されます。

●Webコンテナサーバの開始または停止コマンドを実行する場合，これらのコマンドに
サーバ名称を引数として指定するときは，cjwebsetupコマンドで作成したサーバ名称
と大文字・小文字を一致させた文字列を指定する必要があります。

●起動中のWebコンテナサーバに対して，-dオプションで削除しないでください。

●Windowsの場合，削除対象のファイルの属性が読み取り専用，または使用中のとき
に，-dオプションで削除しないでください。

● UNIXの場合，cjwebsetupコマンドの実行には，root権限（Component Container
管理者を設定していない場合），または Component Container管理者の権限
（Component Container管理者を設定している場合）が必要です。

● UNIXの場合，削除対象のディレクトリ，ファイルのアクセス権の設定および使用状
態に関係なく，すべて削除します。

●Webコンテナサーバを再セットアップする場合，cjwebsetup -d <サーバ名称 >で
サーバの環境をいったん削除してから再度セットアップコマンドを実行してください。
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付録 A　JavaVMで使用するポート番号と設定変更方法
付録 A　JavaVMで使用するポート番号と設定変更方
法

JavaVMで使用するポート番号，ポート番号の目的，およびポート番号の設定変更方法
について，次の表に示します。

表 A-1　JavaVMで使用するポート番号一覧

注※
socksプロパティについては，J2EEサーバ，Webコンテナサーバ，または EJBクライアント
アプリケーションのシステムプロパティとして設定します。詳細については，マニュアル
「Cosminexus アプリケーションサーバ リファレンス 定義編 (アプリケーション／リソース定義
)」を参照してください。

ポート番号 目的 変更方法

1049（TCP） orbdコマンドが使用します。
orbdコマンドは，このポートで
持続オブジェクトに対する要求
を受け取ります。

orbdコマンドの -portオプションで変更できま
す。
% orbd -port <ポート番号>

1080（TCP） SOCKSプロトコルで用いる
ポート番号です。

プロパティ socksProxyPort※にポート番号を指
定して変更できます。
% java -DsocksProxyPort=<ポート番号>

1098（TCP） rmidコマンドが使用します。
rmidコマンドは，このポートで
内部レジストリを起動します。

rmidコマンドの -portオプションで変更できま
す。
% rmid -port <ポート番号>

1099（TCP） rmiregistryコマンドが使用しま
す。rmiregistryコマンドは，こ
のポート番号上にリモートオブ
ジェクトレジストリを作成しま
す。

rmiregistryコマンドにポート番号を指定する
ことで変更できます。
% rmiregistry <ポート番号>
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付録 B　dabsetup（Cosminexus DABroker Libraryのセットアップ）
付録 B　dabsetup（Cosminexus DABroker Libraryの
セットアップ）

ここでは，UNIXの場合に使用する Cosminexus DABroker Libraryのセットアップコマ
ンドについて説明します。

なお，dabsetupコマンドを実行する前に，次の操作が必要です。

• Cosminexus DABroker Libraryの管理ユーザの登録
• Cosminexus DABroker Libraryインストールディレクトリ（/opt/DABroker）の属性
（ユーザ，グループ）の変更

Cosminexus DABroker Libraryのセットアップについては，マニュアル「Cosminexus 
アプリケーションサーバ 機能解説 保守／移行／互換編」を参照してください。

コマンドの格納先
/opt/DABroker/bin/

（1） 形式

dabsetup [-d] [<パス名 >]

（2） 機能

Cosminexus DABroker Libraryの運用ディレクトリを設定します。dabsetupコマンド
を実行すると，インストールディレクトリのディレクトリおよびファイルが，<パス名 >
に指定した運用ディレクトリに移動されます。

また，-dオプションを指定することで，運用ディレクトリを削除できます。

（3） 引数

-d
Cosminexus DABroker Library運用ディレクトリ下の Cosminexus DABroker 
Libraryシステムを，OSから削除します。Cosminexus DABroker Library運用
ディレクトリを設定する場合は，このオプションを指定しないでください。

<パス名 >
Cosminexus DABroker Libraryを運用したい任意のディレクトリを指定します。
ここで指定したディレクトリ下に "DABroker"ディレクトリが作成されて，インス
トールディレクトリのディレクトリおよびファイルが移動されます。
指定を省略した場合，Cosminexus DABroker Library運用ディレクトリは
Cosminexus DABroker Libraryのインストールディレクトリ（/opt/DABroker）と
なります。なお，リモートファイルシステム上のディレクトリ，リモートファイル
システム，またはローカルファイルとリンクしたディレクトリは指定できません。
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（4） 入力例

Cosminexus DABroker Library運用ディレクトリを設定する場合
dabsetup /home

Cosminexus DABroker Libraryシステムを削除する場合
dabsetup -d /home

（5） 注意事項

● dabsetupコマンドは，スーパーユーザで実行してください。

● dabsetupコマンドは，Cosminexus DABroker Libraryが停止中に実行してください。

● dabsetupコマンドで Cosminexus DABroker Libraryを再度セットアップする場合，
運用ディレクトリの Cosminexus DABroker Libraryの動作状態は初期状態になりま
す。ただし，ユーザが作成した Cosminexus DABroker Library動作環境定義ファイ
ル，ログファイル，およびトレースファイルなどはセットアップされません。

●運用ディレクトリとして指定したパスが，ファイルとして存在する場合，dabsetupコ
マンドの実行を中止します。

●運用ディレクトリとして指定したパスに，Cosminexus DABroker Libraryが提供する
ディレクトリと同一名称のファイル，または Cosminexus DABroker Libraryが提供
するファイルと同一名称のディレクトリが存在する場合，dabsetupコマンドの実行を
中止します。

●運用ディレクトリとして指定したパスが，ディレクトリとして存在する場合，上書き
するかどうかを確認します。なお，上書きすることを選択しても，指定したディレク
トリに存在する Cosminexus DABroker Libraryがセットアップしないファイル
（ユーザが作成した Cosminexus DABroker Library動作環境定義ファイル，ログファ
イル，およびトレースファイルなど）は保証されます。

● dabsetupコマンドの実行が失敗した場合，dabsetupコマンドの実行を終了して，
dabsetupコマンドを実行する前の状態に戻します。

（6） Cosminexus DABroker Library運用ディレクトリの削除について

dabsetupコマンドでの運用ディレクトリの削除に成功した場合
• インストールディレクトリに，dabsetupコマンドなどのシステムで必要なファイ
ルが残ります。インストールディレクトリに残ったファイルは，インストーラで
削除してください（アンインストールしてください）。

• ユーザが作成した Cosminexus DABroker Library動作環境定義ファイルは，
dabsetupコマンドでは削除されません。必要に応じて削除してください。

dabsetupコマンドでの運用ディレクトリの削除に失敗した場合
• 残ったディレクトリおよびファイルを OSの rmコマンドで削除してください。
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付録 C　J2EEアプリケーションを実行するシステムの構築と削除
付録 C　J2EEアプリケーションを実行するシステム
の構築と削除

ここでは，J2EEアプリケーションを実行するシステムを，ファイル編集とコマンド実行
で構築，および削除する手順について説明します。

付録 C.1　システム構築の流れ
J2EEアプリケーションを実行するシステムをファイル編集とコマンド実行で構築する場
合，アプリケーションサーバが提供するコマンド，ユーザ定義ファイルなどを使用して
システムの動作環境を設定します。

（1） システムの構築で使用するファイル

J2EEアプリケーションを実行するシステムを構築する場合に使用する主なファイルを次
に示します。各ファイルの詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリケーショ
ンサーバ リファレンス 定義編 (サーバ定義 )」を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

ファイルを変更する場合は，J2EEサーバを停止してください。J2EEサーバの稼働中に
ファイルの内容を変更した場合の動作は保証されません。

● usrconf.properties（J2EEサーバ用ユーザプロパティファイル）
J2EEサーバのユーザプロパティを指定するファイルです。J2EEサーバが使用する
ネーミングサービス，トランザクション，コネクション，コンテナ，ログ，セキュリ
ティなどを指定します。
ファイルの格納場所を次に示します。
• Windowsの場合

<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥<サーバ
名称 >¥usrconf.properties

• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/CC/server/usrconf/ejb/<サーバ名称 >/usrconf.properties

● usrconf.cfg（J2EEサーバ用オプション定義ファイル）
J2EEサーバの JavaVMの起動オプションを指定するファイルです。
ファイルの格納場所を次に示します。
• Windowsの場合

<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥<サーバ
名称 >¥usrconf.cfg

• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/CC/server/usrconf/ejb/<サーバ名称 >/usrconf.cfg
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付録 C　J2EEアプリケーションを実行するシステムの構築と削除
● server.policy（J2EEサーバ用セキュリティポリシーファイル）
J2EEサーバを実行する JavaVMのセキュリティポリシーを指定するファイルです。
ファイルの格納場所を次に示します。
• Windowsの場合

<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥<サーバ
名称 >¥server.policy

• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/CC/server/usrconf/ejb/<サーバ名称 >/server.policy

● hitachi_web.properties（J2EEサーバ用Webアプリケーションプロパティファイル）
Webアプリケーション個別のプロパティを指定するファイルです。なお，J2EEサー
バ全体でのプロパティの設定は，usrconf.propertiesで指定します。
ファイルの格納場所を次に示します。
• Windowsの場合

<WebアプリケーションのWEB-INFディレクトリ >¥hitachi_web.properties
• UNIXの場合

<WebアプリケーションのWEB-INFディレクトリ >/hitachi_web.properties

hitachi_web.propertiesを変更した場合，WARファイルを作成，インポートし直して
ください。

（2） J2EEアプリケーションを実行するシステムを構築する流れ

ファイル編集とコマンド実行で，J2EEアプリケーションを実行するシステムを構築する
場合の，システム構築の流れについて説明します。

1. J2EEサーバをセットアップします。
デフォルトの設定のままで利用する場合は，セットアップ不要です。
インストール時にセットアップ済みの J2EEサーバとは別のサーバ名称を使用したい
場合に，セットアップしてください。詳細については，「付録 C.2　J2EEサーバの
セットアップ」を参照してください。

2. J2EEサーバの動作設定をします。
デフォルトの設定のままで利用する場合は，設定不要です。
使用する機能の動作を変更したり，特定の機能を使用したりする場合には，アプリ
ケーションサーバが提供するユーザ定義ファイルやコマンドを使用して，J2EEサー
バの動作を設定，変更します。
J2EEサーバの動作を設定，変更できる機能の例を次に示します。
• ネーミングサービス
• トランザクション
• JavaVMの起動オプション
• コンテナ拡張ライブラリ
• CTMによるリクエストのスケジューリング

アプリケーションサーバが提供する主な機能の設定内容については，マニュアル
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「Cosminexus アプリケーションサーバ システム構築・運用ガイド」の J2EEサーバ
の動作設定に関する説明を参照してください。

3. トラブルシューティングの資料取得の設定をします。
デフォルトの設定のままで利用する場合は，設定不要です。ただし，次の資料は，事
前に取得のための設定をしておかないと，取得できません。これらの資料はトラブル
シューティングで必要となるため，取得することをお勧めします。
• OSの統計情報，ユーザダンプ（Windowsの場合）または coreダンプ（UNIXの
場合）

• JavaVMのガーベージコレクションのログ

これらの資料を取得する場合や，ほかの資料の取得設定を変更したい場合に，トラブ
ルシューティングの資料取得の設定をしてください。トラブルシューティングに必要
な資料の詳細と，システム構築時の設定の要否については「付録 C.1(3)　トラブル
シューティングに必要な資料」を参照してください。

4. Webサーバとの連携の設定をします。
Webサーバと連携しない場合は，設定不要です。
リダイレクタを利用したリクエストの振り分け，通信タイムアウト，エラーページの
カスタマイズなど，Webサーバと連携するための設定をします。設定方法の詳細につ
いては，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ 機能解説 基本・開発編
(Webコンテナ )」のWebサーバとの連携の設定（アプリケーションの実行環境の場
合）に関する説明を参照してください。

5. 統合ユーザ管理機能の設定をします。
統合ユーザ管理機能を使用しない場合は，設定不要です。
Cosminexusシステムにログインするユーザを統合管理するための設定をします。
ユーザ認証情報を格納する LDAPディレクトリサーバや，統合ユーザ管理のコンフィ
グレーションファイルを設定します。設定方法の詳細については，マニュアル
「Cosminexus アプリケーションサーバ 機能解説 拡張編」の統合ユーザ管理機能の設
定に関する説明を参照してください。

6. システムの可用性を高める設定をします。
システムの可用性を高める機能を使用しない場合は，設定不要です。
セッションフェイルオーバ機能による J2EEサーバへのセッション情報の引き継ぎの
設定をします。設定方法の詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリケー
ションサーバ 機能解説 拡張編」の J2EEサーバ間のセッション情報の引き継ぎの設
定に関する説明を参照してください。

7. リソースと J2EEアプリケーションの設定をします。
サーバ管理コマンドを使用して，リソースアダプタや J2EEアプリケーションのプロ
パティを定義し，J2EEサーバにインポートします。設定方法の詳細については，マ
ニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ 機能解説 基本・開発編 (コンテナ共
通機能 )」のリソースと J2EEアプリケーションの設定に関する説明を参照してくだ
さい。
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8. システムを起動して，システムの動作を確認します。
システムの起動および停止については，「付録 D　J2EEアプリケーションを実行する
システムの起動と停止（Windowsの場合）」，または「付録 E　J2EEアプリケーショ
ンを実行するシステムの起動と停止（UNIXの場合）」を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

各ファイルでデフォルトの設定を変更する場合，簡易構築定義ファイルを使用して設定して
いるときは，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ システム構築・運用ガイ
ド」の J2EEサーバの動作設定についての説明を参照してください。

（3） トラブルシューティングに必要な資料

トラブルシューティングに必要な資料と，システム構築時の設定の要否について次の表
に示します。なお，設定方法の詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリケー
ションサーバ 機能解説 保守／移行／互換編」のトラブルシューティングの資料取得の設
定に関する説明を参照してください。

表 C-1　トラブルシューティングの資料の種類と設定要否（J2EEアプリケーションを実
行するシステムの場合）

資料の種類 設定の要否

snapshotログ △※ 1

性能解析トレースファイル ×※ 2

J2EEサーバのログ △

SFOサーバのログ △

Webサーバのログ △

リダイレクタのログ △

J2EEアプリケーションのユーザログ ○

インプロセス HTTPサーバのログ △

稼働情報ファイル △

リソースアダプタのログ △

Cosminexus TPBrokerのトレースファイル △

Cosminexus DABroker Libraryのログ △

OSの統計情報 ○

ユーザダンプ ○

coreダンプ ○

JavaVMの資料 ○

サーバ管理コマンドのログ △
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（凡例）
○：資料を取得する場合には，設定が必要。
△：デフォルトの資料取得の設定を変更する場合だけ，設定が必要。
×：設定は不要。

注※ 1
snapshotlogコマンドを使用して snapshotログを取得します。この場合，あらかじめ設定して
おいたリストファイルを，コマンド実行時に引数として指定します。snapshotlogコマンド，お
よびデフォルトの設定で収集できる snapshotログについては，「11.2　ログの運用で使用する
コマンドの詳細」の「snapshotlog（snapshotログの収集）」を参照してください。なお，
snapshotログの収集先を変更する場合には，snapshotログ収集対象定義ファイルを編集しま
す。snapshotログ収集対象定義ファイルについては，マニュアル「Cosminexus アプリケー
ションサーバ リファレンス 定義編 (サーバ定義 )」を参照してください。

注※ 2
日常的なシステム運用の作業で，cprfstartコマンドを実行してパフォーマンストレーサを起動
するときに，PRFトレースの取得レベルやファイルの面数を指定できます。性能解析トレース
ファイルの取得については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ 機能解説 保守
／移行／互換編」を参照してください。

表 C-1に示したログは，snapshotログで一括収集できます。ただし，Cosminexus 
TPBrokerのトレースファイルについては，収集できるものと収集できないものが混在し
ています。このほかにも，snapshotログのデフォルトの設定で取得できないログについ
ては，取得のための設定をしたり，snapshotログの収集先に追加したりする必要があり
ます。

なお，次のログはログ出力先を変更できません。

• セットアップ時に作成される install.log，移行コマンドなどのログファイル
• 次のディレクトリに出力される Javaのスレッドダンプファイル

Windowsの場合
<作業ディレクトリ >¥ejb¥<サーバ名称 >
UNIXの場合
<作業ディレクトリ >/ejb/<サーバ名称 >

ログの種類やデフォルト値，チャネル名，取得できるログの詳細や取得方法については，
マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ 機能解説 保守／移行／互換編」を参
照してください。

付録 C.2　J2EEサーバのセットアップ
アプリケーションサーバのシステムを構成する J2EEサーバのセットアップについて説
明します。

J2EEサーバは，製品のインストール時にセットアップ済みです。デフォルトの設定で
は，J2EEサーバ名はホスト名です。別のサーバ名に変更したい場合には，J2EEサーバ
をセットアップしてください。また，同じホスト内で複数の J2EEサーバを起動する場
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合には，それぞれの J2EEサーバに別のサーバ名を割り当てる必要があるため，J2EE
サーバをセットアップしてください。

J2EEサーバのセットアップの手順について説明します。セットアップに関する注意事項
については，「付録 C.2（3）　セットアップに関する注意事項」を参照して，必要に応じ
て対応してください。同じホスト内で複数の J2EEサーバを起動する場合に，サーバ名
を割り当てるときの注意事項については，「付録 C.2（4）　複数の J2EEサーバを起動す
る場合の注意事項」を参照してください。

（1） Windowsの場合

Windowsの場合の J2EEサーバのセットアップ手順を次に示します。

1. 次のコマンドでカレントディレクトリを移動します。
"cd <Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥bin"

2. cjsetupコマンドで J2EEサーバをセットアップします。
"cjsetup <サーバ名 >"
J2EEサーバのセットアップの例を次に示します。この例では，Cosminexusのイン
ストールディレクトリは「C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus」，サーバ名は
「MyServer」です。

（2） UNIXの場合

UNIXの場合の J2EEサーバのセットアップ手順を次に示します。

1. cjsetupコマンドで J2EEサーバをセットアップします。コマンドの実行には，root権
限（Component Container管理者を設定していない場合），または Component 
Container管理者の権限（Component Container管理者を設定している場合）が必要
です。
/opt/Cosminexus/CC/server/bin/cjsetup <サーバ名 >
J2EEサーバのセットアップの例を次に示します。この例では，サーバ名は
「MyServer」です。

（3） セットアップに関する注意事項

● J2EEサーバのセットアップは，1回だけ実行してください。セットアップ済みの
J2EEサーバを設定してセットアップすると，エラーメッセージが出力されます。

 
C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥server¥binC:¥Program 
Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥server¥bin>cjsetup MyServer
 

 
/opt/Cosminexus/CC/server/bin/cjsetup MyServer
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● J2EEサーバをセットアップして，カスタマイズしない場合，J2EEサーバはホスト
名「localhost」，ポート番号「900」の CORBAネーミングサービスをインプロセスで
自動起動して使用します。使用する CORBAネーミングサービスを変更する場合は，
usrconf.propertiesの ejbserver.naming.hostキーと ejbserver.naming.portキーで変
更してください。また，CORBAネーミングサービスの起動モードを変更する場合に
は，usrconf.propertiesの ejbserver.naming.startupModeキーで変更してください。

● J2EEサーバを開始する前に，環境変数「OSAGENT_PORT」の値と
usrconf.propertiesの vbroker.agent.portキーの値が一致しているかどうかを確認し
てください。

●サーバ名称に使用できる文字については，cjsetupコマンドの説明を参照してくださ
い。cjsetupコマンドについては，「2.2　J2EEサーバを操作するコマンド」を参照し
てください。

●サーバ名称は，作業ディレクトリ中のディレクトリ名として使用されます。作業ディ
レクトリ下のパス長がプラットフォームの上限に達しないようにサーバ名称を指定し
てください。作業ディレクトリのパス長の見積もりについては，マニュアル
「Cosminexus アプリケーションサーバ システム構築・運用ガイド」の J2EEサーバの
作業ディレクトリに関する説明を参照してください。

（4） 複数の J2EEサーバを起動する場合の注意事項

J2EEサーバはサーバ名称によって識別されます。インストール時に，インストールされ
たホストのホスト名がデフォルトのサーバ名称として設定されています。このため，同
じホスト内で複数の J2EEサーバを起動する場合，それぞれの J2EEサーバにサーバ名
称を割り当て，J2EEサーバをセットアップします。

J2EEサーバのサーバ名称を割り当てる上で，次に示す二つの条件を考慮する必要があり
ます。

●同じホスト内では，同じサーバ名称の J2EEサーバを複数回セットアップしてはいけ
ません。同じサーバ名称で再セットアップした場合，エラーになります。

●同じ CORBAネーミングサービスを利用する場合，複数のホスト間でも同じサーバ名
称の J2EEサーバを複数回セットアップしてはいけません。

J2EEサーバと接続する CORBAネーミングサービスのホスト名およびポート番号，
CORBAネーミングサービスの使用するスマートエージェントの設定に関する注意事項
を次に示します。

ホスト名およびポート番号の設定
同一ホストで複数の J2EEサーバを同時に起動する場合，CORBAネーミングサー
ビスとの接続に使用するホスト名およびポート番号が両方とも重ならないようにし
てください。ホスト名およびポート番号は，usrconf.propertiesで設定します。
また，usrconf.propertiesの webserver.connector.ajp13.portキーおよび
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ejbserver.http.portキーで設定されているポート番号には，同時に起動する J2EE
サーバ間で異なる値を使用するように設定してください。

スマートエージェントの設定
J2EEサーバが接続する CORBAネーミングサービスでスマートエージェントを使
用する場合，同一のスマートエージェントの範囲内（同一のポート番号で接続する
範囲内）で J2EEサーバ名を一意としてください。J2EEサーバ名を一意にしない
場合には，サーバ管理コマンドで KDJE37302-Eのメッセージが出力され，サーバ
管理コマンドが実行できなくなることがあります。
なお，CORBAネーミングサービスでスマートエージェントを使用する場合とは，
次のとおりです。

CORBAネーミングサービスをアウトプロセスで手動起動する場合
ejbserver.naming.startupModeキーにmanualを指定して起動する場合，
CORBAネーミングサービス起動時の引数で，
vbroker.agent.enableLocator=true（デフォルトは true）を指定します。

CORBAネーミングサービスをアウトプロセスで自動起動，またはインプロセスで
自動起動する場合

ejbserver.naming.startupModeキーに automaticまたは inprocessを指定して
起動する場合，usrconf.propertiesで，vbroker.agent.enableLocator=true（デ
フォルトは false）を指定して，スマートエージェントの使用を有効にします。

付録 C.3　システムの削除の流れ
J2EEアプリケーションを実行するシステムをファイル編集とコマンド実行で削除する場
合，アプリケーションサーバが提供するコマンドを使用して，J2EEサーバをアンセット
アップし，システムを削除します。

ファイル編集とコマンド実行で，J2EEアプリケーションを実行するシステムを削除する
場合の，システム削除の流れについて説明します。

1. システムを停止します。
システムの停止手順および停止方法については，「付録 D　J2EEアプリケーションを
実行するシステムの起動と停止（Windowsの場合）」，または「付録 E　J2EEアプリ
ケーションを実行するシステムの起動と停止（UNIXの場合）」を参照してください。

2. J2EEサーバをアンセットアップします。
詳細については，「付録 C.4　J2EEサーバのアンセットアップ」を参照してくださ
い。

付録 C.4　J2EEサーバのアンセットアップ
アプリケーションサーバのシステムを構成する J2EEサーバのアンセットアップについ
て説明します。J2EEサーバのアンセットアップの手順について，OSごとに説明しま
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す。

（1） Windowsの場合

Windowsの場合の J2EEサーバのアンセットアップ手順を次に示します。

1. 次のコマンドでカレントディレクトリを移動します。
"cd <Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥bin"

2. cjsetupコマンドで引数に -dを指定して，J2EEサーバをアンセットアップします。
"cjsetup -d <サーバ名 >"
J2EEサーバのアンセットアップの例を次に示します。この例では，Cosminexusの
インストールディレクトリは「C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus」，サーバ名
は「MyServer」です。

（2） UNIXの場合

UNIXの場合の J2EEサーバのアンセットアップ手順を次に示します。

1. cjsetupコマンドで引数に -dを指定して，J2EEサーバをアンセットアップします。
コマンドの実行には，root権限（Component Container管理者を設定していない場
合），または Component Container管理者の権限（Component Container管理者を設
定している場合）が必要です。
/opt/Cosminexus/CC/server/bin/cjsetup -d <サーバ名 >
J2EEサーバのアンセットアップの例を次に示します。この例では，サーバ名は
「MyServer」です。

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥server¥binC:¥Program 
Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥server¥bin>cjsetup -d MyServer
 

/opt/Cosminexus/CC/server/bin/cjsetup -d MyServer
 

555



付録 D　J2EEアプリケーションを実行するシステムの起動と停止（Windowsの場合）
付録 D　J2EEアプリケーションを実行するシステム
の起動と停止（Windowsの場合）

ここでは，Windowsの場合の J2EEアプリケーションを実行するシステムの起動と停止
の手順について説明します。

付録 D.1　システムの起動手順
システムの起動手順について説明します。

！！！！ 注意事項
 

システム構成によって，アプリケーションサーバだけを起動する場合と，アプリケーション
サーバのほかに，統合ネーミングスケジューラサーバ，セッションフェイルオーバサーバを
起動する場合があります。
アプリケーションサーバのほかに，統合ネーミングスケジューラサーバ，セッションフェイ
ルオーバサーバを起動する場合，次の点に注意してください。
• セッションフェイルオーバサーバを使用するときは，アプリケーションサーバより先に
セッションフェイルオーバサーバを起動してください。

• 統合ネーミングスケジューラサーバの起動順序は任意です。

次に，アプリケーションサーバ，統合ネーミングスケジューラサーバおよびセッション
フェイルオーバサーバの起動手順について説明します。

なお，データベース，LDAPディレクトリサーバ，EISなどの関連製品は起動済みであ
ることを前提に説明します。データベース，LDAPディレクトリサーバ，EISなどを使
用している場合は，必要に応じてあらかじめ起動しておいてください。

（1） アプリケーションサーバの起動の流れ

アプリケーションサーバの起動の流れについて説明します。

ここでは，標準システム構成の場合と，CTMを使用する構成の場合のアプリケーション
サーバの起動の流れについて説明します。

アプリケーションサーバの起動の流れを次の図に示します。
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図 D-1　アプリケーションサーバの起動の流れ（Windowsの場合）

図中の 1.～ 11.について説明します。

1. 環境変数の設定
環境変数を設定します。環境変数の設定方法については，「付録 D.2(1)　システム起
動時の環境変数の設定」を参照してください。

2. PRFデーモンの起動
cprfstartコマンドで PRFデーモンを起動します。起動方法については，「付録
D.2(2)　PRFデーモンの起動」を参照してください。

3. スマートエージェントの起動
CTMを使用しない場合，この操作は不要です。
osagentコマンドでスマートエージェントを起動します。起動方法については，「付録
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D.2(3)　スマートエージェントの起動」を参照してください。

4. CTMドメインマネジャの起動
CTMを使用しない場合，この操作は不要です。
ctmdmstartコマンドで CTMドメインマネジャを起動します。起動方法については，
「付録 D.2(4)　CTMドメインマネジャの起動」を参照してください。

5. CORBAネーミングサービスの起動
J2EEサーバ用の CORBAネーミングサービスは，J2EEサーバ起動時にインプロセ
スで起動することを推奨します。
アウトプロセスでの起動方法については，「付録 D.2(5)　CORBAネーミングサービ
スの起動」を参照してください。

6. CTMデーモンの起動
CTMを使用しない場合，この操作は不要です。
ctmstartコマンドで CTMデーモンを起動します。起動方法については，「付録
D.2(6)　CTMデーモンの起動」を参照してください。

7. SFOサーバの起動
SFOサーバを起動しない場合，この操作は不要です。また，アプリケーションサーバ
内で SFOサーバを起動しない場合もこの操作は不要です。
cjstartsvコマンドに -nosecurityオプションを指定して，SFOサーバを起動します。
また，SFOサーバを起動したときに SFOサーバアプリケーションが停止している場
合，サーバ管理コマンド（cjstartapp）で SFOサーバアプリケーションを開始しま
す。
起動方法およびアプリケーションの開始については，「付録 D.2(7)　SFOサーバの起
動」を参照してください。

8. J2EEサーバの起動
cjstartsvコマンドで J2EEサーバを起動します。起動方法については，「付録 D.2(8)
　J2EEサーバの起動」を参照してください。

9. リソースの開始
リソースを使用しない場合，この操作は不要です。また，J2EEアプリケーションに
含まれるリソースアダプタを利用する場合もこの操作は不要です。
サーバ管理コマンド（cjstartrar，cjstartjb）でリソースを開始します。開始方法につ
いては，「付録 D.2(9)　リソースの開始」を参照してください。

10.J2EEアプリケーションの開始
サーバ管理コマンド（cjstartapp）で J2EEアプリケーションを開始します。なお，
リソースアダプタを含んだ J2EEアプリケーションの場合，J2EEアプリケーション
に含まれるすべてのリソースアダプタが同時に開始されます。
開始方法については，「付録 D.2(10)　J2EEアプリケーションの開始」を参照してく
ださい。
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11. Webサーバの起動
起動方法については，ご使用のWebサーバのマニュアルを参照してください。
なお，Webサーバの起動のタイミングはシステムの運用形態に依存しますが，この順
序で起動することで J2EEアプリケーションへのリクエストの受け付けを制御できま
す。Webサーバ起動後，Webクライアントからの J2EEアプリケーションへのリク
エストの受け付けを開始します。開始方法については，「付録 D.2(11)　Webサーバの
起動」を参照してください。
また，インプロセス HTTPサーバを使用する場合は，Webサーバの起動は必要あり
ません。

（2） 統合ネーミングスケジューラサーバの起動の流れ

統合ネーミングスケジューラサーバの起動の流れを次の図に示します。

図 D-2　統合ネーミングスケジューラサーバの起動の流れ（Windowsの場合）

図中の 1.～ 6.について説明します。

1. 環境変数の設定
環境変数を設定します。環境変数の設定方法については，「付録 D.2(1)　システム起
動時の環境変数の設定」を参照してください。

2. PRFデーモンの起動
cprfstartコマンドで PRFデーモンを起動します。起動方法については，「付録
D.2(2)　PRFデーモンの起動」を参照してください。

3. スマートエージェントの起動
osagentコマンドでスマートエージェントを起動します。起動方法については，「付録
D.2(3)　スマートエージェントの起動」を参照してください。

4. CTMドメインマネジャの起動
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ctmdmstartコマンドで CTMドメインマネジャを起動します。起動方法については，
「付録 D.2(4)　CTMドメインマネジャの起動」を参照してください。

5. CORBAネーミングサービスの起動
CTM用のグローバル CORBAネーミングサービスを起動します。起動方法について
は，「付録 D.2(5)　CORBAネーミングサービスの起動」を参照してください。

6. CTMデーモンの起動
ctmstartコマンドで CTMデーモンを起動します。起動方法については，「付録
D.2(6)　CTMデーモンの起動」を参照してください。

（3） セッションフェイルオーバサーバの起動の流れ

セッションフェイルオーバサーバの起動の流れを次の図に示します。

図 D-3　セッションフェイルオーバサーバの起動の流れ（Windowsの場合）

図中の 1.～ 3.について説明します。

1. 環境変数の設定
環境変数を設定します。環境変数の設定方法については，「付録 D.2(1)　システム起
動時の環境変数の設定」を参照してください。

2. PRFデーモンの起動
cprfstartコマンドで PRFデーモンを起動します。起動方法については，「付録
D.2(2)　PRFデーモンの起動」を参照してください。

3. SFOサーバの起動
cjstartsvコマンドに -nosecurityオプションを指定して，SFOサーバを起動します。
また，SFOサーバを起動したときに，SFOサーバアプリケーションが停止している
場合，サーバ管理コマンド（cjstartapp）で SFOサーバアプリケーションを開始しま
す。
なお，SFOサーバでは，明示管理ヒープ機能の設定を無効にすることを推奨します。
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起動方法およびアプリケーションの開始については，「付録 D.2(7)　SFOサーバの起
動」を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

SFOサーバで実行できるアプリケーションは，SFOサーバアプリケーションだけです。
SFOサーバで SFOサーバアプリケーション以外のアプリケーションは実行しないでくださ
い。

付録 D.2　システムの起動方法
ここでは，構成ソフトウェアの各プロセスの起動方法，リソースの開始方法，および
J2EEアプリケーションの開始方法について説明します。

（1） システム起動時の環境変数の設定

ここでは，アプリケーションサーバ，統合ネーミングスケジューラサーバ，および SFO
サーバに設定する環境変数について説明します。

setコマンドで次に示す環境変数を設定してください。

注※
CTMを使用する場合に，アプリケーションサーバおよび統合ネーミングスケジューラサーバで設定
が必要な環境変数です。

• 環境変数「TZ」に「JST-9」を設定して，システム環境変数に登録してください。
• CORBAネーミングサービスを手動起動する場合は，環境変数「PATH」の先頭に
「<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥jdk¥bin」を指定してください。
• HiRDBまたは Oracleを利用する場合には，それぞれのライブラリのパスを環境変数
「PATH」に設定します。あらかじめシステム環境変数に設定している場合は setコマ
ンドの実行は不要です。

• インストール時に，「<システムドライブ >:¥Common Files¥Hitachi」が環境変数
「PATH」に追加され，自動的にシステム環境変数に登録されます。
• インストール時に，「<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥PRF¥spool」が
環境変数「PRFSPOOL」に設定され，自動的にシステム環境変数に登録されます。

（2） PRFデーモンの起動

PRFデーモンの起動手順を次に示します。

 
set PATH=<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥jdk¥bin;%PATH%
set PATH=<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥TPB¥bin;%PATH%
set VBROKER_ADM=<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥TPB¥adm
set TPDIR=<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥TPB

set CTMDIR=<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥CTM※

set CTMSPOOL=<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥CTM¥spool※
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1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. cprfstartコマンドで PRFデーモンを起動します。

（3） スマートエージェントの起動

スマートエージェントの起動手順を次に示します。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. osagentコマンドでスマートエージェントを起動します。
コマンドの実行には，Administrator権限が必要です。

（4） CTMドメインマネジャの起動

CTMドメインマネジャの起動手順を次に示します。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. ctmdmstartコマンドで CTMドメインマネジャを起動します。
コマンドの実行には，Administrator権限が必要です。

なお，CTMドメインマネジャを起動する時には，パフォーマンストレーサのライブラリ
パス（<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥PRF¥lib）を同時に設定しないで
ください。パフォーマンストレーサのライブラリパスを同時に設定すると，CTMドメイ
ンマネジャがパフォーマンストレーサのライブラリをロードした場合にエラーとなり，
起動できません。

（5） CORBAネーミングサービスの起動

CORBAネーミングサービスの起動方法について説明します。

 
cd "<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥PRF¥bin"

 
cprfstart

 
cd "<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥TPB¥bin"

 
osagent

 
cd "<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥CTM¥bin"

 
ctmdmstart
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J2EEサーバ用の CORBAネーミングサービスは，J2EEサーバ起動時にインプロセスで
起動することを推奨します。アウトプロセスで起動する場合は，nameservコマンドを使
用して起動します。

ここでは，nameservコマンドで CORBAネーミングサービスをアウトプロセスで起動
する方法について説明します。J2EEサーバの起動時に CORBAネーミングサービスを
インプロセスで起動する方法については，「付録 D.2(8)　J2EEサーバの起動」を参照し
てください。

なお，CORBAネーミングサービス起動時は次の点に留意してください。

• CTMを使用する場合，J2EEサーバ用および CTM用の CORBAネーミングサービス
を起動します。CTM用にグローバル CORBAネーミングサービスを nameservコマ
ンドで手動起動して，さらに J2EEサーバ用の CORBAネーミングサービスを J2EE
サーバ起動時にインプロセスで自動起動してください。

• J2EEサーバ間でのセッション情報の引き継ぎを行う場合，アプリケーションサーバ
内で SFOサーバを起動するときは，SFOサーバ用の CORBAネーミングサービスは
インプロセスで起動することが前提のため起動は不要です。

nameservコマンドで CORBAネーミングサービスを手動起動する場合の手順を次に示
します。

1. setコマンドで環境変数「CLASSPATH」を設定解除します。

2. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

3. nameservコマンドでローカル CORBAネーミングサービスを手動開始します。
コマンドの実行には，Administrator権限が必要です。

注意事項
• CORBAネーミングサービスを手動起動する場合は，環境変数「PATH」の先頭に
「<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥jdk¥bin」を指定してください。
• nameservコマンドで指定するオプションの値に空白を含むディレクトリが含まれ
る場合は，値全体をダブルクォーテーション（"）で囲むようにしてください。

• nameservコマンドで指定する値は環境に合わせて変更してください。

 
set CLASSPATH=

 
cd "<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥TPB¥bin"

 
nameserv -J-Dvbroker.agent.enableLocator=false 
-J-Djava.security.policy=="<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥
CC¥server¥sysconf¥cli.policy" 
-J-Dvbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.listener.port=<ポート番号>
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• CORBAネーミングサービスは，次のオプションで指定したポート番号で起動し
ます。
-J-Dvbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.listener.port=<ポート番号 >

（6） CTMデーモンの起動

CTMデーモンの起動手順を次に示します。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. ctmstartコマンドで CTMデーモンを起動します。
コマンドの実行には，Administrator権限が必要です。

ホスト名およびポート番号にはグローバル CORBAネーミングサービスを起動してい
るホスト名およびポート番号を指定してください。

なお，CTMデーモンを起動する時には，パフォーマンストレーサのライブラリパス
（<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥PRF¥lib）を同時に設定しないでくださ
い。パフォーマンストレーサのライブラリパスを同時に設定すると，CTMデーモンがパ
フォーマンストレーサのライブラリをロードした場合にエラーとなり，起動できません。

参考
 

CTMデーモンを開始する ctmstartコマンドでは，コマンド実行時に次のファイルを指定で
きます。
• CTMユーザ環境変数定義ファイル

-CTMEnvironオプションで指定するファイルです。CTMデーモンで管理するプロセス
が使用する環境変数を指定したい場合は，このファイルに環境変数を記述します。

• CTMコマンドオプションファイル
-CTMRegOptionで指定するファイルです。CTMレギュレータを自動開始するときのコ
マンドオプションを指定したい場合は，このファイルにコマンドオプションを記述しま
す。

必要に応じて，これらのファイルを作成しておいてください。

（7） SFOサーバの起動

SFOサーバの起動手順を次に示します。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

 
cd "<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥CTM¥bin"

 
ctmstart -CTMINSRef <ホスト名：ポート番号>
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2. cjstartsvコマンドに -nosecurityオプションを指定して，SFOサーバを開始します。
コマンドの実行には，Administrator権限が必要です。

3. SFOサーバアプリケーションを開始します。
SFOサーバを起動したときに SFOサーバアプリケーションが停止している場合，
サーバ管理コマンドを使用して，SFOサーバアプリケーションを開始します。なお，
サーバ管理コマンドの実行には，Administrator権限が必要です。
SFOサーバアプリケーションの名称は「CCC_SFO_Server_Application」です。

！！！！ 注意事項
 

SFOサーバで実行できるアプリケーションは，SFOサーバアプリケーションだけです。
SFOサーバで SFOサーバアプリケーション以外のアプリケーションは実行しないでくださ
い。

（8） J2EEサーバの起動

J2EEサーバの起動方法について説明します。

J2EEサーバ起動時に，次に示すプロセスをインプロセスで起動することを推奨します。

• J2EEサーバ用の CORBAネーミングサービス
• トランザクションサービス（トランザクションサービスを使用する場合）

なお，CTMを使用する場合，J2EEサーバ用の CORBAネーミングサービスはインプロ
セスで起動してください。

次に示す場合の J2EEサーバの起動手順について (a)～ (d)で説明します。

• 標準システム構成で CORBAネーミングサービスをインプロセスで起動する場合
• CTMを使用する構成で CORBAネーミングサービスおよびトランザクションサービ
スをインプロセスで起動する場合

• 標準システム構成でインプロセスHTTPサーバを起動して CORBAネーミングサービ
スをインプロセスで起動する場合

• 標準システム構成で CORBAネーミングサービスをアウトプロセスで起動する場合

また，J2EEサーバ起動時は次の点に留意してください。

• 複数の J2EEサーバで一つのネーミングサービスを共有する場合，J2EEサーバは一
つずつ起動してください。複数の J2EEサーバを同時に起動しようとすると J2EE

 
cd "<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥CC¥server¥bin"

 
cjstartsv <サーバ名称> -nosecurity
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サーバの起動に失敗することがあります。

（a）標準システム構成で CORBAネーミングサービスをインプロセスで起動する場合

標準システム構成で CORBAネーミングサービスをインプロセスで起動する場合の，
J2EEサーバの起動手順を次に示します。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. cjstartsvコマンドで J2EEサーバを開始します。
コマンドの実行には，Administrator権限が必要です。

（b）CTMを使用する構成で CORBAネーミングサービスおよびトランザクションサービ
スをインプロセスで起動する場合

CTMを使用する構成で，J2EEサーバ用の CORBAネーミングサービス，およびトラン
ザクションサービスをインプロセスで起動する場合の，J2EEサーバの起動手順について
説明します。

なお，J2EEサーバ用の CORBAネーミングサービス，およびトランザクションサービ
スをインプロセスで起動する場合の前提を次に示します。

• usrconf.propertiesファイルの ejbserver.naming.portキーに J2EEサーバ用の
CORBAネーミングサービスの TCPポート番号が設定されている必要があります。
ejbserver.naming.port = <TCPポート番号 >

J2EEサーバの起動手順を次に示します。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. cjstartsvコマンドで J2EEサーバを開始します。
コマンドの実行には，Administrator権限が必要です。

（c）標準システム構成でインプロセス HTTPサーバを起動して CORBAネーミングサー
ビスをインプロセスで起動する場合

標準システム構成でインプロセス HTTPサーバを起動して，CORBAネーミングサービ

 
cd "<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥CC¥server¥bin"

 
cjstartsv <サーバ名称>

 
cd "<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥CC¥server¥bin"

 
cjstartsv <サーバ名称>
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スをインプロセスで起動する場合の，J2EEサーバの起動手順について説明します。

なお，インプロセスHTTPサーバを起動する場合，および CORBAネーミングサービス
をインプロセスで起動する場合の前提を次に示します。

• インプロセスHTTPサーバを使用する場合
usrconf.propertiesファイルの webserver.connector.inprocess_http.enabledキーに
「true」が指定されている必要があります。
• J2EEサーバ用の CORBAネーミングサービスをインプロセスで使用する場合

usrconf.propertiesファイルの ejbserver.naming.portキーに J2EEサーバ用の
CORBAネーミングサービスの TCPポート番号が設定されている必要があります。
ejbserver.naming.port = <TCPポート番号 >

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. cjstartsvコマンドで J2EEサーバを開始します。
コマンドの実行には，Administrator権限が必要です。

（d）標準システム構成で CORBAネーミングサービスをアウトプロセスで起動する場合

標準システム構成で，J2EEサーバ用の CORBAネーミングサービスをアウトプロセス
で起動する場合の，J2EEサーバの起動手順について説明します。

なお，J2EEサーバ用の CORBAネーミングサービスをアウトプロセスで起動する場合
の前提を次に示します。

• J2EEサーバ起動前に，J2EEサーバ用の CORBAネーミングサービスを起動してお
く必要があります。CORBAネーミングサービスの手動起動の方法については，「付録
D.2(5)　CORBAネーミングサービスの起動」を参照してください。

• usrconf.propertiesファイルの ejbserver.naming.startupModeキーに「manual」を
設定しておく必要があります。

• usrconf.propertiesファイルの ejbserver.naming.portキーに設定する TCPポート番
号が，同じホストで起動しているほかの CORBAネーミングサービスと同じ値になら
ないように注意してください。

J2EEサーバの起動手順を次に示します。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

 
cd "<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥CC¥server¥bin"

 
cjstartsv <サーバ名称>

 
cd "<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥CC¥server¥bin"
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2. cjstartsvコマンドで J2EEサーバを開始します。
コマンドの実行には，Administrator権限が必要です。

（9） リソースの開始

リソースの開始方法について説明します。

リソースは，サーバ管理コマンド（cjstartrarコマンド，cjstartjbコマンド）を使用して
開始します。

なお，開始するリソースは，あらかじめ J2EEリソースとして，J2EEサーバにデプロ
イされている必要があります。J2EEサーバへのリソースのデプロイも，サーバ管理コマ
ンドで実行します。

J2EEアプリケーションに含まれるリソースアダプタを利用する場合，この操作は不要で
す。

詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ システム構築・運
用ガイド」のリソースの設定に関する説明，およびマニュアル「Cosminexus アプリ
ケーションサーバ アプリケーション設定操作ガイド」の J2EEリソースの設定に関する
説明を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

• Cosminexus RMを起動する場合，あらかじめ DB Connector for Cosminexus RMを起動
しておいてください。DB Connector for Cosminexus RMを起動しないで Cosminexus 
RMを起動しようとするとエラーが発生します。

• ルートリソースアダプタは，ルートリソースアダプタに所属するすべてのメンバリソース
アダプタが開始状態の場合に開始できます。

（10） J2EEアプリケーションの開始

J2EEアプリケーションの開始方法について説明します。

J2EEアプリケーションは，サーバ管理コマンドを使用して開始します。なお，サーバ管
理コマンドの実行には，Administrator権限が必要です。

J2EEアプリケーションは用途に応じて，動作モードを選択して開始します。本番稼働で
動作する J2EEアプリケーションは通常モードで実行します。本番稼働前の J2EEアプ
リケーションの動作確認などで，テスト用として動作する J2EEアプリケーションはテ
ストモードで実行します。

動作モードによって，J2EEアプリケーションの開始方法が異なります。それぞれの場合
の開始方法を次に示します。

 
cjstartsv <サーバ名称>
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●通常モードの場合
通常モードで J2EEアプリケーションを開始する場合，サーバ管理コマンド
（cjstartapp）を使用します。

●テストモードの場合
テストモードで J2EEアプリケーションを開始する場合，サーバ管理コマンドの
cjstartappコマンドに -testオプションを指定して実行します。

開始する J2EEアプリケーションは，J2EEサーバにインポートされている必要があり
ます。J2EEアプリケーションとは，Enterprise Bean（EJB-JAR）およびサーブレット
と JSP（WAR）を一つにまとめた EARです。サーバ管理コマンドでは，J2EEアプリ
ケーション単位に開始，停止を実行します。

J2EEサーバへの J2EEアプリケーションのインポートも，サーバ管理コマンドで実行
します。また，開発環境で作成したWARや EJB-JARを，サーバ管理コマンドを使用し
て J2EEアプリケーションにすることもできます。

詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ システム構築・運
用ガイド」の J2EEアプリケーションの開始に関する説明，およびマニュアル
「Cosminexus アプリケーションサーバ アプリケーション設定操作ガイド」の J2EEアプ
リケーションのインポートに関する説明を参照してください。

（11） Webサーバの起動

Webサーバの起動方法については，ご使用のWebサーバのマニュアルを参照してくださ
い。

なお，Webサーバの起動のタイミングはシステムの運用形態に依存しますが，この順序
で起動することで J2EEアプリケーションへのリクエストの受け付けを制御できます。
Webサーバ起動後，Webクライアントからの J2EEアプリケーションへのリクエストの
受け付けを開始します。

また，インプロセスHTTPサーバを使用する場合は，Webサーバの起動は必要ありませ
ん。

付録 D.3　システムの停止手順
ここでは，構成ソフトウェアの各プロセス，リソース，および J2EEアプリケーション
の停止の手順について説明します。

（1） システムの停止の流れ

システムの停止手順は，起動手順と逆の順序になります。データベース，LDAPディレ
クトリサーバ，EISなどを使用している場合は，必要に応じて最後に停止してください。
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！！！！ 注意事項
 

システム構成によって，アプリケーションサーバだけを停止する場合と，アプリケーション
サーバのほかに，統合ネーミングスケジューラサーバ，セッションフェイルオーバサーバを
停止する場合があります。
アプリケーションサーバのほかに，統合ネーミングスケジューラサーバ，セッションフェイ
ルオーバサーバを停止する場合，次の点に注意してください。
• セッションフェイルオーバサーバを使用しているときは，アプリケーションサーバを停止
したあとに，セッションフェイルオーバサーバを停止してください。

• 統合ネーミングスケジューラサーバの停止順序は任意です。

次に示す停止操作を基にシステムを停止してください。

●Webサーバの停止
停止方法については，ご使用のWebサーバのマニュアルを参照してください。
なお，Webサーバの停止のタイミングについてはシステムの運用形態に依存します
が，最初に停止することで J2EEアプリケーションへのリクエストの受け付けを制御
できます。また，インプロセス HTTPサーバを使用する場合は，Webサーバを停止す
る必要はありません。

● J2EEアプリケーションの停止
サーバ管理コマンド（cjstopapp）で J2EEアプリケーションを停止します。停止方法
については，「付録 D.4(2)　J2EEアプリケーションの停止」を参照してください。
なお，次回 J2EEサーバの起動と同時に J2EEアプリケーションを開始する場合は，
J2EEアプリケーションの停止は不要です。

●リソースの停止
J2EEリソースを使用しない場合，この操作は不要です。
サーバ管理コマンド（cjstoprar，cjstopjb）で J2EEリソースを停止します。停止方
法については，「付録 D.4(3)　リソースの停止」を参照してください。
なお，次回 J2EEサーバ起動時に J2EEリソースを開始する場合は，J2EEリソース
の停止は不要です。

● J2EEサーバの停止
cjstopsvコマンドで J2EEサーバを停止します。停止方法については，「付録 D.4(4)　
J2EEサーバの停止」を参照してください。

● SFOサーバの停止
cjstopsvコマンドで SFOサーバを停止します。SFOサーバは，J2EEサーバと同様
の手順で停止します。停止方法については，「付録 D.4(5)　SFOサーバの停止」を参
照してください。

● CTMデーモンの停止
CTMを使用しない場合，この操作は不要です。
ctmstopコマンドで CTMデーモンを停止します。停止方法については，「付録 D.4(6)
　CTMデーモンの停止」を参照してください。
570



付録 D　J2EEアプリケーションを実行するシステムの起動と停止（Windowsの場合）
● CORBAネーミングサービスの停止
CORBAネーミングサービスの起動方法によって，停止方法が異なります。停止方法
については，「付録 D.4(7)　CORBAネーミングサービスの停止」を参照してくださ
い。

● CTMドメインマネジャの停止
CTMを使用しない場合，この操作は不要です。
ctmdmstopコマンドで CTMドメインマネジャを停止します。停止方法については，
「付録 D.4(8)　CTMドメインマネジャの停止」を参照してください。

●スマートエージェントの停止
スマートエージェントを起動していない場合，この操作は不要です。
停止方法については，「付録 D.4(9)　スマートエージェントの停止」を参照してくださ
い。

● PRFデーモンの停止
cprfstopコマンドで PRFデーモンを停止します。停止方法については，「付録
D.4(10)　PRFデーモンの停止」を参照してください。

付録 D.4　システムの停止方法
ここでは，構成ソフトウェアの各プロセスの停止方法，リソースの停止方法，および
J2EEアプリケーションの停止方法について説明します。

（1） Webサーバの停止

Webサーバの停止方法については，ご使用のWebサーバのマニュアルを参照してくださ
い。

なお，Webサーバの停止のタイミングについてはシステムの運用形態に依存しますが，
最初に停止することで J2EEアプリケーションへのリクエストの受け付けを制御できま
す。また，インプロセスHTTPサーバを使用する場合は，Webサーバを停止する必要は
ありません。

（2） J2EEアプリケーションの停止

J2EEアプリケーションの停止方法について説明します。

J2EEアプリケーションは，サーバ管理コマンドを使用して停止します。通常モードの場
合，およびテストモードの場合の停止方法を次に示します。

●通常モードの場合
通常モードの J2EEアプリケーションを停止する場合，サーバ管理コマンド
（cjstopapp）を使用します。

●テストモードの場合
テストモードの J2EEアプリケーションを停止する場合，CUIを使用します。
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cjstopappコマンドに -testオプションを指定して実行します。

なお，サーバ管理コマンドの実行には，Administrator権限が必要です。

J2EEアプリケーションを停止しても，J2EEアプリケーション内のリクエスト処理が終
了しないなどの原因で停止処理が完了しない場合があります。この場合，J2EEアプリ
ケーションを強制的に停止する必要があります。J2EEアプリケーションを強制停止する
場合，cjstopappコマンドに -forceオプションを指定して実行します。J2EEアプリケー
ションを停止するための具体的な手順については，マニュアル「Cosminexus アプリ
ケーションサーバ システム構築・運用ガイド」を参照してください。

（3） リソースの停止

リソースの停止方法について説明します。

リソースの停止は，サーバ管理コマンド（cjstoprar，cjstopjb）を使用します。

なお，サーバ管理コマンドの実行には，Administrator権限が必要です。

J2EEアプリケーションに含まれるリソースアダプタを利用する場合，この操作は不要で
す。

！！！！ 注意事項
 

• DB Connector for Cosminexus RMを停止する場合，あらかじめ Cosminexus RMを停止
しておいてください。Cosminexus RMを停止しないで DB Connector for Cosminexus 
RMを停止しようとするとエラーが発生します。

• メンバリソースアダプタは，所属するルートリソースアダプタが停止状態のときだけ停止
できます。

• 別名を定義した J2EEリソースは，J2EEサーバで開始されている J2EEアプリケーショ
ンがある場合は停止できません。停止しようとするとメッセージが出力されて処理が失敗
します。別名を定義した J2EEリソースは，J2EEサーバで開始されているすべての
J2EEアプリケーションを停止してから停止してください。

（4） J2EEサーバの停止

J2EEサーバの停止の手順を次に示します。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. cjstopsvコマンドで J2EEサーバを停止します。
コマンドの実行には，Administrator権限が必要です。

 
cd "<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥CC¥server¥bin"
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cjstopsvコマンドの実行例を次に示します。この例では，Cosminexusのインストール
ディレクトリは「C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus」，サーバ名は「MyServer」
です。

なお，J2EEサーバを停止しても，J2EEサーバでの処理が終了しないなどの原因で停止
処理が完了しない場合があります。この場合，J2EEサーバを強制的に停止する必要があ
ります。J2EEサーバを強制停止する場合，cjstopsvコマンドに -fオプションまたは -fd
オプションを指定して実行します。-fdオプションを指定すると，J2EEサーバの障害情
報を取得したあと，J2EEサーバを強制停止します。

注意事項
CORBAネーミングサービスを自動起動している場合は，J2EEサーバ停止時に
CORBA ネーミングサービスも自動停止されます。

（5） SFOサーバの停止

SFOサーバは，J2EEサーバと同様の手順で停止します。

J2EEサーバの停止手順については，「付録 D.4(4)　J2EEサーバの停止」を参照してく
ださい。

（6） CTMデーモンの停止

CTMデーモンの停止手順を次に示します。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. ctmstopコマンドで CTMデーモンを停止します。
コマンドの実行には，Administrator権限が必要です。

なお，CTMデーモンを停止しても，CTMデーモンの停止処理が完了しない場合があり
ます。この場合，CTMデーモンを強制的に停止する必要があります。CTMデーモンを
強制停止する場合，ctmstopコマンドに -CTMForceオプションを指定して実行します。

 
cjstopsv <サーバ名称>

 
C:¥>cd "C:¥Program Files¥HITACHI¥Cosminexus¥CC¥server¥bin"
C:¥Program Files¥HITACHI¥Cosminexus¥CC¥server¥bin>cjstopsv MyServer
C:¥Program Files¥HITACHI¥Cosminexus¥CC¥server¥bin>

 
cd "<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥CTM¥bin"

 
ctmstop
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（7） CORBAネーミングサービスの停止

CORBAネーミングサービスの停止手順は，CORBAネーミングサービスの起動方法に
よって異なります。

• J2EEサーバ起動時にインプロセスで起動している場合
J2EEサーバ停止時に CORBAネーミングサービスも自動停止します。

• アウトプロセスで起動している場合
1. J2EEサーバを停止しておきます。

J2EEサーバの停止については，「付録 D.4(4)　J2EEサーバの停止」を参照して
ください。

2.［Ctrl］+［C］キーで，CORBAネーミングサービスを手動停止します。

（8） CTMドメインマネジャの停止

CTMドメインマネジャの停止手順を次に示します。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. ctmdmstopコマンドで CTMドメインマネジャを停止します。
コマンドの実行には，Administrator権限が必要です。

なお，CTMドメインマネジャを停止しても，CTMドメインマネジャの停止処理が完了
しない場合があります。この場合，CTMドメインマネジャを強制的に停止する必要があ
ります。CTMドメインマネジャを強制停止する場合，ctmdmstopコマンドに
-CTMForceオプションを指定して実行します。

（9） スマートエージェントの停止

スマートエージェントの停止手順を次に示します。

1. Windowsのタスクバーに表示されているスマートエージェントのアイコンを右クリッ
クして［Exit］を選択し，スマートエージェントを停止します。

（10） PRFデーモンの停止

PRFデーモンの停止手順を次に示します。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

 
cd "<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥CTM¥bin"

 
ctmdmstop

 
cd "<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥PRF¥bin"
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2. cprfstopコマンドで PRFデーモンを停止します。
cprfstartコマンドを実行したユーザが実行してください

なお，PRFデーモンを停止しても，PRFデーモンの停止処理が完了しない場合がありま
す。この場合，PRFデーモンを強制的に停止する必要があります。PRFデーモンを強制
停止する場合，cprfstopコマンドに -Forceオプションを指定して実行します。

 
cprfstop
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付録 E　J2EEアプリケーションを実行するシステム
の起動と停止（UNIXの場合）

ここでは，UNIXの場合の J2EEアプリケーションを実行するシステムの起動と停止の
手順について説明します。

付録 E.1　システムの起動手順
システムの起動手順について説明します。

！！！！ 注意事項
 

システムでは，システム構成によって，アプリケーションサーバだけを起動する場合と，ア
プリケーションサーバのほかに，統合ネーミングスケジューラサーバ，セッションフェイル
オーバサーバを起動する場合があります。
アプリケーションサーバのほかに，統合ネーミングスケジューラサーバ，セッションフェイ
ルオーバサーバを起動する場合，次の点に注意してください。
• セッションフェイルオーバサーバを使用するときは，アプリケーションサーバより先に
セッションフェイルオーバサーバを起動してください。

• 統合ネーミングスケジューラサーバの起動順序は任意です。

以降の項では，アプリケーションサーバ，統合ネーミングスケジューラサーバおよび
セッションフェイルオーバサーバの起動手順について説明します。

なお，データベース，LDAPディレクトリサーバ，EISなどの関連製品は起動済みであ
ることを前提に説明します。データベース，LDAPディレクトリサーバ，EISなどを使
用している場合は，必要に応じてあらかじめ起動しておいてください。

（1） アプリケーションサーバの起動の流れ

システムで使用するアプリケーションサーバの起動の流れについて説明します。

ここでは，標準システム構成の場合と，CTMを使用する構成の場合のアプリケーション
サーバの起動の流れについて説明します。

アプリケーションサーバの起動の流れを次の図に示します。
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図 E-1　アプリケーションサーバの起動の流れ（UNIXの場合）

図中の 1.～ 11.について説明します。

1. 環境変数の設定
環境変数を設定します。環境変数の設定方法については，「付録 E.2(1)　システム起
動時の環境変数の設定」を参照してください。

2. PRFデーモンの起動
cprfstartコマンドで PRFデーモンを起動します。起動方法については，「付録 E.2(2)
　PRFデーモンの起動」を参照してください。

3. スマートエージェントの起動
CTMを使用しない場合，この操作は不要です。
osagentコマンドでスマートエージェントを起動します。起動方法については，「付録
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E.2(3)　スマートエージェントの起動」を参照してください。

4. CTMドメインマネジャの起動
CTMを使用しない場合，この操作は不要です。
ctmdmstartコマンドで CTMドメインマネジャを起動します。起動方法については，
「付録 E.2(4)　CTMドメインマネジャの起動」を参照してください。

5. CORBAネーミングサービスの起動
J2EEサーバ用の CORBAネーミングサービスは，J2EEサーバ起動時にインプロセ
スで起動することを推奨します。
アウトプロセスでの起動方法については，「付録 E.2(5)　CORBAネーミングサービ
スの起動」を参照してください。

6. CTMデーモンの起動
CTMを使用しない場合，この操作は不要です。
ctmstartコマンドで CTMデーモンを起動します。起動方法については，「付録
E.2(6)　CTMデーモンの起動」を参照してください。

7. SFOサーバの起動
SFOサーバを起動しない場合，この操作は不要です。また，アプリケーションサーバ
内で SFOサーバを起動しない場合もこの操作は不要です。
cjstartsvコマンドに -nosecurityオプションを指定して，SFOサーバを起動します。
また，SFOサーバを起動したときに SFOサーバアプリケーションが停止している場
合，サーバ管理コマンド（cjstartapp）で SFOサーバアプリケーションを開始しま
す。
起動方法およびアプリケーションの開始については，「付録 E.2(7)　SFOサーバの起
動」を参照してください。

8. J2EEサーバの起動
cjstartsvコマンドで J2EEサーバを起動します。起動方法については，「付録 E.2(8)
　J2EEサーバの起動」を参照してください。

9. リソースの開始
リソースを使用しない場合，この操作は不要です。
また，J2EEアプリケーションに含まれるリソースアダプタを利用する場合もこの操
作は不要です。
サーバ管理コマンドでリソースを開始します。開始方法については，「付録 E.2(9)　
リソースの開始」を参照してください。

10.J2EEアプリケーションの開始
サーバ管理コマンドで J2EEアプリケーションを開始します。なお，リソースアダプ
タを含んだ J2EEアプリケーションの場合，J2EEアプリケーションに含まれるすべ
てのリソースアダプタが同時に開始されます。開始方法については，「付録 E.2(10)　
J2EEアプリケーションの開始」を参照してください。
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11. Webサーバの起動
起動方法については，ご使用のWebサーバのマニュアルを参照してください。
なお，Webサーバの起動のタイミングはシステムの運用形態に依存しますが，この順
序で起動することで J2EEアプリケーションへのリクエストの受け付けを制御できま
す。Webサーバ起動後，Webクライアントからの J2EEアプリケーションへのリク
エストの受け付けを開始します。開始方法については，「付録 E.2(11)　Webサーバの
起動」を参照してください。
また，インプロセス HTTPサーバを使用する場合は，Webサーバの起動は必要あり
ません。

（2） 統合ネーミングスケジューラサーバの起動の流れ

統合ネーミングスケジューラサーバの起動の流れを次の図に示します。

図 E-2　統合ネーミングスケジューラサーバの起動の流れ（UNIXの場合）

図中の 1.～ 6.について説明します。

1. 環境変数の設定
環境変数を設定します。環境変数の設定方法については，「付録 E.2(1)　システム起
動時の環境変数の設定」を参照してください。

2. PRFデーモンの起動
cprfstartコマンドで PRFデーモンを起動します。起動方法については，「付録 E.2(2)
　PRFデーモンの起動」を参照してください。

3. スマートエージェントの起動
osagentコマンドでスマートエージェントを起動します。起動方法については，「付録
E.2(3)　スマートエージェントの起動」を参照してください。

4. CTMドメインマネジャの起動
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ctmdmstartコマンドで CTMドメインマネジャを起動します。起動方法については，
「付録 E.2(4)　CTMドメインマネジャの起動」を参照してください。

5. CORBAネーミングサービスの起動
CTM用のグローバル CORBAネーミングサービスを起動します。起動方法について
は，「付録 E.2(5)　CORBAネーミングサービスの起動」を参照してください。

6. CTMデーモンの起動
ctmstartコマンドで CTMデーモンを起動します。起動方法については，「付録
E.2(6)　CTMデーモンの起動」を参照してください。

（3） セッションフェイルオーバサーバの起動の流れ

セッションフェイルオーバサーバの起動の流れを次の図に示します。

図 E-3　セッションフェイルオーバサーバの起動の流れ（UNIXの場合）

図中の 1.～ 3.について説明します。

1. 環境変数の設定
環境変数を設定します。環境変数の設定方法については，「付録 E.2(1)　システム起
動時の環境変数の設定」を参照してください。

2. PRFデーモンの起動
cprfstartコマンドで PRFデーモンを起動します。起動方法については，「付録 E.2(2)
　PRFデーモンの起動」を参照してください。

3. SFOサーバの起動
cjstartsvコマンドに -nosecurityオプションを指定して，SFOサーバを起動します。
また，SFOサーバを起動したときに，SFOサーバアプリケーションが停止している
場合，サーバ管理コマンド（cjstartapp）で SFOサーバアプリケーションを開始しま
す。
なお，SFOサーバでは，明示管理ヒープ機能の設定を無効にすることを推奨します。
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起動方法およびアプリケーションの開始については，「付録 E.2(7)　SFOサーバの起
動」を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

SFOサーバで実行できるアプリケーションは，SFOサーバアプリケーションだけです。
SFOサーバで SFOサーバアプリケーション以外のアプリケーションは実行しないでくださ
い。

付録 E.2　システムの起動方法
ここでは，構成ソフトウェアの各プロセスの起動方法，リソースの開始方法，および
J2EEアプリケーションの開始方法について説明します。

（1） システム起動時の環境変数の設定

ここでは，アプリケーションサーバ，統合ネーミングスケジューラサーバ，および SFO
サーバに設定する環境変数について説明します。

Cシェルの場合，setenvコマンドで次に示す環境変数を設定してください。

注※
CTMを使用する場合に，アプリケーションサーバおよび統合ネーミングスケジューラサーバで設定
が必要な環境変数です。

• 下線の部分は，OSごとに変数名が異なります。AIXの場合は「LIBPATH」，HP-UX
（IPF），Linuxおよび Solarisの場合は「LD_LIBRARY_PATH」となります。
• CORBAネーミングサービスを手動起動する場合は，環境変数「PATH」の先頭に「/

opt/Cosminexus/jdk/bin」を指定してください。
• HiRDBまたは Oracleを利用する場合には，それぞれのライブラリのパスを環境変数
「LIBPATH」（AIXの場合），または「LD_LIBRARY_PATH」（HP-UX，Linuxおよ
び Solarisの場合）に設定します。あらかじめ環境変数に設定している場合は，
setenvコマンドの実行は不要です。

（2） PRFデーモンの起動

PRFデーモンの起動手順を次に示します。

 
set path=( /opt/Cosminexus/jdk/bin /opt/Cosminexus/TPB/bin /bin $path)
setenv SHLIB_PATH "${SHLIB_PATH}:/opt/Cosminexus/TPB/lib:/opt/Cosminexus/PRF/
lib:/opt/hitachi/common/lib"
setenv VBROKER_ADM /opt/Cosminexus/TPB/adm
setenv TPDIR /opt/Cosminexus/TPB
setenv PRFSPOOL /opt/Cosminexus/PRF/spool

setenv CTMDIR /opt/Cosminexus/CTM※

setenv CTMSPOOL /opt/Cosminexus/CTM/spool※

setenv TZ JST-9
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1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. cprfstartコマンドで PRFデーモンを起動します。
Solarisの場合，コマンドの実行には，root権限が必要です。

（3） スマートエージェントの起動

スマートエージェントの起動手順を次に示します。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. osagentコマンドでスマートエージェントを起動します。

（4） CTMドメインマネジャの起動

CTMドメインマネジャの起動手順を次に示します。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. ctmdmstartコマンドで CTMドメインマネジャを起動します。
Solarisの場合，コマンドの実行には，root権限が必要です。

（5） CORBAネーミングサービスの起動

CORBAネーミングサービスの起動方法について説明します。

J2EEサーバ用の CORBAネーミングサービスは，J2EEサーバ起動時にインプロセスで
起動することを推奨します。アウトプロセスで起動する場合は，nameservコマンドを使
用して起動します。

ここでは，nameservコマンドで CORBAネーミングサービスをアウトプロセスで起動

 
# cd /opt/Cosminexus/PRF/bin

 
# cprfstart

 
# cd /opt/Cosminexus/TPB/bin

 
# osagent &

 
# cd /opt/Cosminexus/CTM/bin

 
# ctmdmstart
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する方法について説明します。J2EEサーバの起動時に CORBAネーミングサービスを
インプロセスで起動する方法については，「付録 E.2(8)　J2EEサーバの起動」を参照し
てください。

なお，CORBAネーミングサービス起動時は次の点に留意してください。

• CTMを使用する場合，J2EEサーバ用および CTM用の CORBAネーミングサービス
を起動します。CTM用にグローバル CORBAネーミングサービスを nameservコマ
ンドで手動起動して，さらに J2EEサーバ用の CORBAネーミングサービスを J2EE
サーバ起動時にインプロセスで自動起動してください。

• J2EEサーバ間でのセッション情報の引き継ぎを行う場合，アプリケーションサーバ
内で SFOサーバを起動するときは，SFOサーバ用の CORBAネーミングサービスは
インプロセスで起動することが前提のため起動は不要です。

nameservコマンドで CORBAネーミングサービスを手動起動する場合の手順を次に示
します。

1. unsetenvコマンドで環境変数「CLASSPATH」を設定解除します。（Ｃシェルの場合）

2. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

3. nameservコマンドでローカル CORBAネーミングサービスを手動開始します。
コマンドの実行には，root権限が必要です。

注意事項
• CORBAネーミングサービスを手動起動する場合は，環境変数「PATH」の先頭に
「/opt/Cosminexus/jdk/bin」を指定してください。
• nameservコマンドで指定するオプションの値に空白を含むディレクトリが含まれ
る場合は，値全体をダブルクォーテーション（"）で囲むようにしてください。

• nameservコマンドで指定する値は環境に合わせて変更してください。
• CORBAネーミングサービスは，次のオプションで指定したポート番号で起動し
ます。
-J-Dvbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.listener.port=<ポート番号 >

 
# unsetenv CLASSPATH

 
# cd /opt/Cosminexus/TPB/bin

 
# nameserv -J-Dvbroker.agent.enableLocator=false 
-J-Djava.security.policy==/opt/Cosminexus/CC/server/sysconf/cli.policy 
-J-Dvbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.listener.port=<ポート番号> &
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（6） CTMデーモンの起動

CTMデーモンの起動手順を次に示します。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. ctmstartコマンドで CTMデーモンを起動します。
Solarisの場合，コマンドの実行には，root権限が必要です。

ホスト名およびポート番号にはグローバル CORBAネーミングサービスを起動してい
るホスト名およびポート番号を指定してください。

参考
 

CTMデーモンを開始する ctmstartコマンドでは，コマンド実行時に次のファイルを指定で
きます。
• CTMユーザ環境変数定義ファイル

-CTMEnvironオプションで指定するファイルです。CTMデーモンで管理するプロセス
が使用する環境変数を指定したい場合は，このファイルに環境変数を記述します。

• CTMコマンドオプションファイル
-CTMRegOptionで指定するファイルです。CTMレギュレータを自動開始するときのコ
マンドオプションを指定したい場合は，このファイルにコマンドオプションを記述しま
す。

必要に応じて，これらのファイルを作成しておいてください。

（7） SFOサーバの起動

SFOサーバの起動手順を次に示します。

 
# cd /opt/Cosminexus/CTM/bin

 
# ctmstart -CTMINSRef <ホスト名：ポート番号>
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！！！！ 注意事項
 

• cjstartsvコマンドの実行には，root権限（Component Container管理者を設定していな
い場合），または Component Container管理者の権限（Component Container管理者を
設定している場合）が必要です。

• root権限を持たないユーザを Component Container管理者に設定している場合，SFO
サーバ用の CORBAネーミングサービスのポート番号に 1024以上の値を指定しておく必
要があります。1024以上の値が指定されていない場合，エラーとなり，SFOサーバは起
動できません。

• SFOサーバ起動時に KDJE47500-Eというエラーメッセージが出力された場合，利用し
ようとした CORBAネーミングサービスがすでに起動されているため，SFOサーバの起
動処理に失敗します。すでに起動している CORBAネーミングサービスを停止して，
SFOサーバを起動してください。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. cjstartsvコマンドに -nosecurityオプションを指定して，SFOサーバを開始します。
コマンドの実行には，root権限（Component Container管理者を設定していない場
合），または Component Container管理者の権限（Component Container管理者を
設定している場合）が必要です。

3. SFOサーバアプリケーションを開始します。
SFOサーバを起動したときに SFOサーバアプリケーションが停止している場合，
サーバ管理コマンドを使用して，SFOサーバアプリケーションを開始します。なお，
サーバ管理コマンドの実行には，root権限，または Component Container管理者の
権限が必要です。
SFOサーバアプリケーションの名称は「CCC_SFO_Server_Application」です。

！！！！ 注意事項
 

SFOサーバで実行できるアプリケーションは，SFOサーバアプリケーションだけです。
SFOサーバで SFOサーバアプリケーション以外のアプリケーションは実行しないでくださ
い。

（8） J2EEサーバの起動

J2EEサーバの起動方法について説明します。

J2EEサーバ起動時に，次に示すプロセスをインプロセスで起動することを推奨します。

 
# cd /opt/Cosminexus/CC/server/bin

 
# cjstartsv <サーバ名称> -nosecurity
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• J2EEサーバ用の CORBAネーミングサービス
• トランザクションサービス（トランザクションサービスを使用する場合）

なお，CTMを使用する場合，J2EEサーバ用の CORBAネーミングサービスはインプロ
セスで起動してください。

次に示す場合の J2EEサーバの起動手順について (a)～ (d)で説明します。

• 標準システム構成で CORBAネーミングサービスをインプロセスで起動する場合
• CTMを使用する構成で CORBAネーミングサービスおよびトランザクションサービ
スをインプロセスで起動する場合

• 標準システム構成でインプロセス HTTPサーバを起動して CORBAネーミングサービ
スをインプロセスで起動する場合

• 標準システム構成で CORBAネーミングサービスをアウトプロセスで起動する場合

また，J2EEサーバ起動時は次の点に留意してください。

• 複数の J2EEサーバで一つのネーミングサービスを共有する場合，J2EEサーバは一
つずつ起動してください。複数の J2EEサーバを同時に起動しようとすると J2EE
サーバの起動に失敗することがあります。

• cjstartsvコマンドの実行には，root権限（Component Container管理者を設定して
いない場合），または Component Container管理者の権限（Component Container管
理者を設定している場合）が必要です。

• root権限を持たないユーザを Component Container管理者に設定している場合，
CORBAネーミングサービスを起動するときは，J2EEサーバ用の CORBAネーミン
グサービスのポート番号に 1024以上の値を指定しておく必要があります。1024以上
の値が指定されていない場合，エラーとなり，J2EEサーバは起動できません。

• J2EEサーバ起動時に KDJE47500-Eというエラーメッセージが出力された場合，利
用しようとした CORBAネーミングサービスがすでに起動されているため，J2EE
サーバの起動処理に失敗します。すでに起動している CORBAネーミングサービスを
停止して，J2EEサーバを起動してください。

（a）標準システム構成で CORBAネーミングサービスをインプロセスで起動する場合

標準システム構成で CORBAネーミングサービスをインプロセスで起動する場合の，
J2EEサーバの起動手順を次に示します。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. cjstartsvコマンドで J2EEサーバを開始します。
コマンドの実行には，root権限（Component Container管理者を設定していない場
合），または Component Container管理者の権限（Component Container管理者を
設定している場合）が必要です。

 
# cd /opt/Cosminexus/CC/server/bin
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（b）CTMを使用する構成で CORBAネーミングサービスおよびトランザクションサービ
スをインプロセスで起動する場合

CTMを使用する構成で，J2EEサーバ用の CORBAネーミングサービス，およびトラン
ザクションサービスをインプロセスで起動する場合の，J2EEサーバの起動手順について
説明します。

なお，J2EEサーバ用の CORBAネーミングサービス，およびトランザクションサービ
スをインプロセスで起動する場合の前提を次に示します。

• usrconf.propertiesファイルの ejbserver.naming.portキーに J2EEサーバ用の
CORBAネーミングサービスの TCPポート番号が設定されている必要があります。
ejbserver.naming.port = <TCPポート番号 >

J2EEサーバの起動手順を次に示します。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. cjstartsvコマンドで J2EEサーバを開始します。
コマンドの実行には，root権限（Component Container管理者を設定していない場
合），または Component Container管理者の権限（Component Container管理者を
設定している場合）が必要です。

（c）標準システム構成でインプロセス HTTPサーバを起動して CORBAネーミングサー
ビスをインプロセスで起動する場合

標準システム構成でインプロセスHTTPサーバを起動して，CORBAネーミングサービ
スをインプロセスで起動する場合の，J2EEサーバの起動手順について説明します。

なお，インプロセスHTTPサーバを起動する場合，および CORBAネーミングサービス
をインプロセスで起動する場合の前提を次に示します。

• インプロセスHTTPサーバを使用する場合
usrconf.propertiesファイルの webserver.connector.inprocess_http.enabledキーに
「true」が指定されている必要があります。
• J2EEサーバ用の CORBAネーミングサービスをインプロセスで使用する場合

usrconf.propertiesファイルの ejbserver.naming.portキーに J2EEサーバ用の

 
# cjstartsv <サーバ名称>

 
# cd /opt/Cosminexus/CC/server/bin

 
# cjstartsv <サーバ名称>
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CORBAネーミングサービスの TCPポート番号が設定されている必要があります。
ejbserver.naming.port = <TCPポート番号 >

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. cjstartsvコマンドで J2EEサーバを開始します。
コマンドの実行には，root権限（Component Container管理者を設定していない場
合），または Component Container管理者の権限（Component Container管理者を
設定している場合）が必要です。

（d）標準システム構成で CORBAネーミングサービスをアウトプロセスで起動する場合

標準システム構成で，J2EEサーバ用の CORBAネーミングサービスをアウトプロセス
で起動する場合の，J2EEサーバの起動手順について説明します。

なお，J2EEサーバ用の CORBAネーミングサービスをアウトプロセスで起動する場合
の前提を次に示します。

• J2EEサーバ起動前に，J2EEサーバ用の CORBAネーミングサービスを起動してお
く必要があります。CORBAネーミングサービスの手動起動の方法については，「付録
E.2(5)　CORBAネーミングサービスの起動」を参照してください。

• usrconf.propertiesファイルの ejbserver.naming.startupModeキーに「manual」を
設定しておく必要があります。

• usrconf.propertiesファイルの ejbserver.naming.portキーに設定する TCPポート番
号が，同じホストで起動しているほかの CORBAネーミングサービスと同じ値になら
ないように注意してください。

J2EEサーバの起動手順を次に示します。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. cjstartsvコマンドで J2EEサーバを開始します。
コマンドの実行には，root権限（Component Container管理者を設定していない場
合），または Component Container管理者の権限（Component Container管理者を
設定している場合）が必要です。

 
# cd /opt/Cosminexus/CC/server/bin

 
# cjstartsv <サーバ名称>

 
# cd /opt/Cosminexus/CC/server/bin 

 
# cjstartsv <サーバ名称>
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（9） リソースの開始

リソースの開始方法について説明します。

リソースは，サーバ管理コマンド（cjstartrarコマンド，cjstartjbコマンド）を使用して
開始します。

なお，開始するリソースは，あらかじめ J2EEリソースとして，J2EEサーバにデプロ
イされている必要があります。J2EEサーバへのリソースのデプロイも，サーバ管理コマ
ンドで実行します。

J2EEアプリケーションに含まれるリソースアダプタを利用する場合，この操作は不要で
す。

詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ システム構築・運
用ガイド」のリソースの設定に関する説明，およびマニュアル「Cosminexus アプリ
ケーションサーバ アプリケーション設定操作ガイド」の J2EEリソースの設定に関する
説明を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

• Cosminexus RMを起動する場合，あらかじめ DB Connector for Cosminexus RMを起動
しておいてください。DB Connector for Cosminexus RMを起動しないで Cosminexus 
RMを起動しようとするとエラーが発生します。

• ルートリソースアダプタは，ルートリソースアダプタに所属するすべてのメンバリソース
アダプタが開始状態の場合に開始できます。

（10） J2EEアプリケーションの開始

J2EEアプリケーションの開始方法について説明します。

J2EEアプリケーションは，サーバ管理コマンドを使用して開始します。なお，サーバ管
理コマンドの実行には，root権限，または Component Container管理者の権限が必要で
す。

J2EEアプリケーションは用途に応じて，動作モードを選択して開始します。本番稼働で
動作する J2EEアプリケーションは通常モードで実行します。本番稼働前の J2EEアプ
リケーションの動作確認などで，テスト用として動作する J2EEアプリケーションはテ
ストモードで実行します。

動作モードによって，J2EEアプリケーションの開始方法が異なります。それぞれの場合
の開始方法を次に示します。

●通常モードの場合
通常モードで J2EEアプリケーションを開始する場合，サーバ管理コマンドの
cjstartappコマンドを使用します。
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●テストモードの場合
テストモードで J2EEアプリケーションを開始する場合，サーバ管理コマンドの
cjstartappコマンドに -testオプションを指定して実行します。

開始する J2EEアプリケーションは，あらかじめ J2EEアプリケーションとして，J2EE
サーバにインポートされている必要があります。J2EEアプリケーションとは，アプリ
ケーション開発環境で作成した J2EEアプリケーションの構成要素である Enterprise 
Bean（EJB-JAR）およびサーブレットと JSP（WAR）を一つにまとめた EARです。
サーバ管理コマンドでは，J2EEアプリケーション単位に開始，停止を実行します。

J2EEサーバへの J2EEアプリケーションのインポートも，サーバ管理コマンドで実行
します。また，開発環境で作成したWARや EJB-JARを，サーバ管理コマンドを使用し
て J2EEアプリケーションにすることもできます。

詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ システム構築・運
用ガイド」の J2EEアプリケーションの設定に関する説明，およびマニュアル
「Cosminexus アプリケーションサーバ アプリケーション設定操作ガイド」の J2EEアプ
リケーションのインポートに関する説明を参照してください。

（11） Webサーバの起動

Webサーバの起動方法については，ご使用のWebサーバのマニュアルを参照してくださ
い。

なお，Webサーバの起動のタイミングはシステムの運用形態に依存しますが，この順序
で起動することで J2EEアプリケーションへのリクエストの受け付けを制御できます。
Webサーバ起動後，Webクライアントからの J2EEアプリケーションへのリクエストの
受け付けを開始します。

また，インプロセス HTTPサーバを使用する場合は，Webサーバの起動は必要ありませ
ん。

付録 E.3　システムの停止手順
ここでは，構成ソフトウェアの各プロセス，リソース，および J2EEアプリケーション
の停止の手順について説明します。

（1） システムの停止の流れ

システムの停止手順は，起動手順と逆の順序になります。データベース，LDAPディレ
クトリサーバ，EISなどを使用している場合は，必要に応じて最後に停止してください。
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！！！！ 注意事項
 

システム構成によって，アプリケーションサーバだけを停止する場合と，アプリケーション
サーバのほかに，統合ネーミングスケジューラサーバ，セッションフェイルオーバサーバを
停止する場合があります。
アプリケーションサーバのほかに，統合ネーミングスケジューラサーバ，セッションフェイ
ルオーバサーバを停止する場合，次の点に注意してください。
• セッションフェイルオーバサーバを使用しているときは，アプリケーションサーバを停止
したあとに，セッションフェイルオーバサーバを停止してください。

• 統合ネーミングスケジューラサーバの停止順序は任意です。

次に示す停止操作を基にシステムを停止してください。

●Webサーバの停止
停止方法については，ご使用のWebサーバのマニュアルを参照してください。
なお，Webサーバの停止のタイミングについてはシステムの運用形態に依存します
が，最初に停止することで J2EEアプリケーションへのリクエストの受け付けを制御
できます。また，インプロセスHTTPサーバを使用する場合は，Webサーバを停止す
る必要はありません。

● J2EEアプリケーションの停止
サーバ管理コマンド（cjstopapp）で J2EEアプリケーションを停止します。停止方法
については，「付録 E.4(2)　J2EEアプリケーションの停止」を参照してください。
なお，次回 J2EEサーバの起動と同時に J2EEアプリケーションを開始する場合は，
J2EEアプリケーションの停止は不要です。

●リソースの停止
J2EEリソースを使用しない場合，この操作は不要です。
サーバ管理コマンド（cjstoprar）で J2EEリソースを停止します。停止方法について
は，「付録 E.4(3)　リソースの停止」を参照してください。
なお，次回 J2EEサーバ起動時に J2EEリソースを開始する場合は，J2EEリソース
の停止は不要です。

● J2EEサーバの停止
cjstopsvコマンドで J2EEサーバを停止します。停止方法については，「付録 E.4(4)　
J2EEサーバの停止」を参照してください。

● SFOサーバの停止
cjstopsvコマンドで SFOサーバを停止します。SFOサーバは，J2EEサーバと同様
の手順で停止します。停止方法については，「付録 E.4(4)　J2EEサーバの停止」を参
照してください。

● CTMデーモンの停止
CTMを使用しない場合，この操作は不要です。
ctmstopコマンドで CTMデーモンを停止します。停止方法については，「付録 E.4(6)
　CTMデーモンの停止」を参照してください。
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● CORBAネーミングサービスの停止
CORBAネーミングサービスの起動方法によって，停止方法が異なります。停止方法
については，「付録 E.4(7)　CORBAネーミングサービスの停止」を参照してくださ
い。

● CTMドメインマネジャの停止
CTMを使用しない場合，この操作は不要です。
ctmdmstopコマンドで CTMドメインマネジャを停止します。停止方法については，
「付録 E.4(8)　CTMドメインマネジャの停止」を参照してください。

●スマートエージェントの停止
スマートエージェントを起動していない場合，この操作は不要です。
停止方法については，「付録 E.4(9)　スマートエージェントの停止」を参照してくださ
い。

● PRFデーモンの停止
cprfstopコマンドで PRFデーモンを停止します。停止方法については，「付録
E.4(10)　PRFデーモンの停止」を参照してください。

付録 E.4　システムの停止方法
ここでは，構成ソフトウェアの各プロセスの停止方法，リソースの停止方法，および
J2EEアプリケーションの停止方法について説明します。

（1） Webサーバの停止

Webサーバの停止方法については，ご使用のWebサーバのマニュアルを参照してくださ
い。

なお，Webサーバの停止のタイミングについてはシステムの運用形態に依存しますが，
最初に停止することで J2EEアプリケーションへのリクエストの受け付けを制御できま
す。また，インプロセス HTTPサーバを使用する場合は，Webサーバを停止する必要は
ありません。

（2） J2EEアプリケーションの停止

J2EEアプリケーションの停止方法について説明します。

J2EEアプリケーションは，サーバ管理コマンドを使用して停止します。通常モードの場
合，およびテストモードの場合の停止方法を次に示します。

●通常モードの場合
通常モードの J2EEアプリケーションを停止する場合，サーバ管理コマンド
（cjstopapp）を使用します。

●テストモードの場合
テストモードの J2EEアプリケーションを停止する場合，サーバ管理コマンド
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（cjstopapp）に -testオプションを指定して実行します。

なお，サーバ管理コマンドの実行には，root権限または Component Container管理者の
権限が必要です。

J2EEアプリケーションを停止しても，J2EEアプリケーション内のリクエスト処理が終
了しないなどの原因で停止処理が完了しない場合があります。この場合，J2EEアプリ
ケーションを強制的に停止する必要があります。J2EEアプリケーションを強制停止する
場合，cjstopappコマンドに -forceオプションを指定して実行します。J2EEアプリケー
ションを停止するための具体的な手順については，マニュアル「Cosminexus アプリ
ケーションサーバ システム構築・運用ガイド」を参照してください。

（3） リソースの停止

リソースの停止方法について説明します。

リソースの停止は，サーバ管理コマンド（cjstoprar，cjstopjb）を使用します。

なお，サーバ管理コマンドの実行には，root権限または Component Container管理者の
権限が必要です。

J2EEアプリケーションに含まれるリソースアダプタを利用する場合，この操作は不要で
す。

！！！！ 注意事項
 

• DB Connector for Cosminexus RMを停止する場合，あらかじめ Cosminexus RMを停止
しておいてください。Cosminexus RMを停止しないで DB Connector for Cosminexus 
RMを停止しようとするとエラーが発生します。

• メンバリソースアダプタは，所属するルートリソースアダプタが停止状態のときだけ停止
できます。

• 別名を定義した J2EEリソースは，J2EEサーバで開始されている J2EEアプリケーショ
ンがある場合は停止できません。停止しようとするとメッセージが出力されて処理が失敗
します。別名を定義した J2EEリソースは，J2EEサーバで開始されているすべての
J2EEアプリケーションを停止してから停止してください。

（4） J2EEサーバの停止

J2EEサーバの停止の手順を次に示します。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. cjstopsvコマンドで J2EEサーバを停止します。
コマンドの実行には，root権限（Component Container管理者を設定していない場

 
# cd /opt/Cosminexus/CC/server/bin
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合），または Component Container管理者の権限（Component Container管理者を
設定している場合）必要です。

cjstopsvコマンドの実行例を次に示します。この例では，サーバ名は「MyServer」で
す。

なお，J2EEサーバを停止しても，J2EEサーバでの処理が終了しないなどの原因で停止
処理が完了しない場合があります。この場合，J2EEサーバを強制的に停止する必要があ
ります。J2EEサーバを強制停止する場合，cjstopsvコマンドに -fオプションまたは -fd
オプションを指定して実行します。-fdオプションを指定すると，J2EEサーバの障害情
報を取得したあと，J2EEサーバを強制停止します。

注意事項
CORBAネーミングサービスを自動起動している場合は，J2EEサーバ停止時に
CORBAネーミングサービスも自動停止されます。

（5） SFOサーバの停止

SFOサーバは，J2EEサーバと同様の手順で停止します。

J2EEサーバの停止手順については，「付録 E.4(4)　J2EEサーバの停止」を参照してく
ださい。

（6） CTMデーモンの停止

CTMデーモンの停止手順を次に示します。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. ctmstopコマンドで CTMデーモンを停止します。
Solarisの場合，コマンドの実行には，root権限が必要です。

なお，CTMデーモンを停止しても，CTMデーモンの停止処理が完了しない場合があり
ます。この場合，CTMデーモンを強制的に停止する必要があります。CTMデーモンを

 
# cjstopsv <サーバ名称>

 
# cd /opt/Cosminexus/CC/server/bin
# cjstopsv MyServer
#

 
# cd /opt/Cosminexus/CTM/bin

 
# ctmstop
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強制停止する場合，ctmstopコマンドに -CTMForceオプションを指定して実行します。

（7） CORBAネーミングサービスの停止

CORBAネーミングサービスの停止手順は，CORBAネーミングサービスの起動方法に
よって異なります。

• J2EEサーバ起動時にインプロセスで起動している場合
J2EEサーバ停止時に CORBAネーミングサービスも自動停止します。

• フォアグラウンドで手動起動している場合
［Ctrl］+［C］キーで停止します。
• バックグラウンドで手動起動している場合

CORBAネーミングサービスのプロセス IDを特定して，killコマンドで停止します。

次に，バックグラウンドで手動起動している場合の停止手順の詳細について説明します。

バックグラウンドで手動起動している場合，ほかの Javaプロセスと区別がつかなくな
り，どれが CORBAネーミングサービスなのかわからなくなることがあります。このた
め，ほかに起動している Javaプロセスの有無によって CORBAネーミングサービスの
プロセス IDの取得方法が異なります。なお，AIXの場合は，ps -efコマンドを実行する
とプロセスの引数が他プラットフォームよりも長めに表示されるため，CORBAネーミ
ングサービスを識別できます。

ほかに起動している Javaプロセスがないとき
1. CORBAネーミングサービスのプロセス IDを取得します。

2. 取得したプロセス IDを指定して，CORBAネーミングサービスを停止します。

ほかに起動している Javaプロセスがあるとき
1. CORBAネーミングサービスのプロセス IDを取得します。

CORBAネーミングサービスの起動用シェルスクリプトを使用すると，カレント
ワーキングディレクトリに生成される namesv_pidファイルに CORBAネーミン
グサービスのプロセス IDを出力できます。
CORBAネーミングサービスの起動用シェルスクリプトの例を次に示します。

 
# ps -ef | grep java

 
# kill <CORBAネーミングサービスのプロセスID>
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なお，下線の部分は，OSごとに変数名が異なります。AIXの場合は
「LIBPATH」，HP-UX（IPF），Linuxおよび Solarisの場合は
「LD_LIBRARY_PATH」となります。

2. 取得したプロセス IDを指定して，CORBAネーミングサービスを停止します。

（8） CTMドメインマネジャの停止

CTMドメインマネジャの停止手順を次に示します。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. ctmdmstopコマンドで CTMドメインマネジャを停止します。
Solarisの場合，コマンドの実行には，root権限が必要です。

なお，CTMドメインマネジャを停止しても，CTMドメインマネジャの停止処理が完了
しない場合があります。この場合，CTMドメインマネジャを強制的に停止する必要があ
ります。CTMドメインマネジャを強制停止する場合，ctmdmstopコマンドに
-CTMForceオプションを指定して実行します。

（9） スマートエージェントの停止

スマートエージェントの停止手順を次に示します。

スマートエージェントの停止方法は，起動方法によって異なります。

フォアグラウンドで手動起動している場合
［Ctrl］+［C］キーで停止します。

 
#!/bin/sh
export VBROKER_ADM=/opt/Cosminexus/TPB/adm
export SHLIB_PATH="${SHLIB_PATH}:/opt/Cosminexus/TPB/lib"
 
# start name server process
exec /opt/Cosminexus/TPB/bin/nameserv ¥
-J-Dvbroker.agent.enableLocator=false ¥
-J-Djava.security.policy==/opt/Cosminexus/CC/server/sysconf/cli.policy ¥
-J-Dvbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.listener.port=900 &
 
# save background java process pid
echo $! > ./namesv_pid

 
# kill `cat namesv_pid`

 
# cd /opt/Cosminexus/CTM/bin

 
# ctmdmstop
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バックグラウンドで手動起動している場合
次の手順でスマートエージェントを停止します。
1. スマートエージェントのプロセス IDを取得します。

2. 取得したプロセス IDを指定して，スマートエージェントを停止します。

（10） PRFデーモンの停止

PRFデーモンの停止手順を次に示します。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. cprfstopコマンドで PRFデーモンを停止します。
Solarisの場合，コマンドの実行には，root権限が必要です。

なお，PRFデーモンを停止しても，PRFデーモンの停止処理が完了しない場合がありま
す。この場合，PRFデーモンを強制的に停止する必要があります。PRFデーモンを強制
停止する場合，cprfstopコマンドに -Forceオプションを指定して実行します。

 
# ps -ef | grep osagent

 
# kill <スマートエージェントのプロセスID>

 
# cd /opt/Cosminexus/PRF/bin

 
# cprfstop
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付録 F　バッチアプリケーションを実行するシステム
の構築と削除

ここでは，バッチアプリケーションを実行するシステムを，ファイル編集とコマンド実
行で構築，および削除する手順について説明します。

付録 F.1　システム構築の流れ
バッチアプリケーションを実行するシステムをファイル編集とコマンド実行で構築する
場合，アプリケーションサーバが提供するコマンド，ユーザ定義ファイルなどを使用し
てシステムの動作環境を設定します。

（1） システムの構築で使用するファイル

バッチアプリケーションを実行するシステムを構築する場合に使用する主なファイルを
次に示します。各ファイルの詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリケー
ションサーバ リファレンス 定義編 (サーバ定義 )」を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

ファイルを変更する場合は，バッチサーバを停止してください。バッチサーバの稼働中に
ファイルの内容を変更した場合の動作は保証されません。

● usrconf.properties（バッチサーバ用ユーザプロパティファイル）
バッチサーバのユーザプロパティを指定するファイルです。バッチサーバが使用する
ネーミングサービス，コネクション，コンテナ，ログ，セキュリティ，CTMの使用な
どを指定します。
ファイルの格納場所を次に示します。
• Windowsの場合

<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥<サーバ
名称 >¥usrconf.properties

• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/CC/server/usrconf/ejb/<サーバ名称 >/usrconf.properties

● usrconf.cfg（バッチサーバ用オプション定義ファイル）
バッチサーバの JavaVMの起動オプションを指定するファイルです。
ファイルの格納場所を次に示します。
• Windowsの場合

<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥<サーバ
名称 >¥usrconf.cfg

• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/CC/server/usrconf/ejb/<サーバ名称 >/usrconf.cfg
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● server.policy（バッチサーバ用セキュリティポリシーファイル）
バッチサーバを実行する JavaVMのセキュリティポリシーを指定するファイルです。
ファイルの格納場所を次に示します。
• Windowsの場合

<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥<サーバ
名称 >¥server.policy

• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/CC/server/usrconf/ejb/<サーバ名称 >/server.policy

（2） バッチアプリケーションを実行するシステムを構築する流れ

ファイル編集とコマンド実行で，バッチアプリケーションを実行するシステムを構築す
る場合の，システム構築の流れについて説明します。

1. バッチサーバをセットアップします。
詳細については，「付録 F.2　バッチサーバのセットアップ」を参照してください。

2. バッチサーバの動作設定をします。
使用する機能の動作を変更したり，特定の機能を使用したりする場合には，アプリ
ケーションサーバが提供するユーザ定義ファイルやコマンドを使用して，バッチサー
バの動作を設定，変更します。ただし，トランザクションは必ずローカルトランザク
ションに設定してください。
バッチサーバの動作を設定，変更できる機能の例を次に示します。
• ネーミングサービス
• JavaVMの起動オプション
• コンテナ拡張ライブラリ

アプリケーションサーバが提供する主な機能の設定内容については，マニュアル
「Cosminexus アプリケーションサーバ 機能解説 拡張編」のバッチサーバの動作設定
に関する説明を参照してください。

3. ジョブスケジューリング機能を使用する場合の設定をします。
バッチアプリケーションの実行をスケジューリングする場合にだけ必要な設定です。
スケジューリング機能は CTMを使用します。CTMを使用するための動作設定は次
のファイルで指定します。
• usrconf.properties（バッチサーバ用ユーザプロパティファイル）の

ejbserver.ctm.enabledプロパティ
• バッチアプリケーションで使用するコマンド（cjexecjob，cjkilljob，cjlistjob）の

usrconf.cfg（バッチアプリケーション用オプション定義ファイル）の
batch.ctm.enabledオプション

詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ リファレンス 定
義編 (サーバ定義 )」を参照してください。

4. トラブルシューティングの資料取得の設定をします。
デフォルトの設定のままで利用する場合は，設定不要です。ただし，次の資料は，事
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前に取得のための設定をしておかないと，取得できません。これらの資料はトラブル
シューティングで必要となるため，取得することをお勧めします。
• OSの統計情報，ユーザダンプ（Windowsの場合）または coreダンプ（UNIXの
場合）

• JavaVMのガーベージコレクションのログ

これらの資料を取得する場合や，ほかの資料の取得設定を変更したい場合に，トラブ
ルシューティングの資料取得の設定をしてください。トラブルシューティングに必要
な資料の詳細と，システム構築時の設定の要否については「付録 F.1（3）　トラブル
シューティングに必要な資料」を参照してください。

5. リソースの設定をします。
サーバ管理コマンドを使用して，リソースアダプタのプロパティを定義し，バッチ
サーバにインポートします。設定方法の詳細については，マニュアル「Cosminexus 
アプリケーションサーバ システム構築・運用ガイド」のリソースの設定に関する説明
を参照してください。

6. システムを起動して，システムの動作を確認します。
システムの起動および停止については，「付録 G　バッチアプリケーションを実行す
るシステムの起動と停止（Windowsの場合）」，または「付録 H　バッチアプリケー
ションを実行するシステムの起動と停止（UNIXの場合）」を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

各ファイルでデフォルトの設定を変更する場合，簡易構築定義ファイルを使用して設定して
いるときは，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ システム構築・運用ガイ
ド」の J2EEサーバの動作設定についての説明を参照してください。

（3） トラブルシューティングに必要な資料

トラブルシューティングに必要な資料と，システム構築時の設定の要否について次の表
に示します。なお，設定方法の詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリケー
ションサーバ 機能解説 保守／移行／互換編」のトラブルシューティングの資料取得の設
定に関する説明を参照してください。

表 F-1　トラブルシューティングの資料の種類と設定要否（バッチアプリケーションを実
行するシステムの場合）

資料の種類 設定の要否

snapshotログ △※ 1

性能解析トレースファイル ×※ 2

バッチサーバのログ △

アプリケーションのユーザログ ○

稼働情報ファイル △
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（凡例）
○：資料を取得する場合には，設定が必要。
△：デフォルトの資料取得の設定を変更する場合だけ，設定が必要。
×：設定は不要。

注※ 1
snapshotlogコマンドを使用して snapshotログを取得します。この場合，あらかじめ設定して
おいたリストファイルを，コマンド実行時に引数として指定します。snapshotlogコマンド，お
よびデフォルトの設定で収集できる snapshotログについては，「11.2　ログの運用で使用する
コマンドの詳細」の「snapshotlog（snapshotログの収集）」を参照してください。なお，
snapshotログの収集先を変更する場合には，snapshotログ収集対象定義ファイルを編集しま
す。snapshotログ収集対象定義ファイルについては，マニュアル「Cosminexus アプリケー
ションサーバ リファレンス 定義編 (サーバ定義 )」を参照してください。

注※ 2
日常的なシステム運用の作業で，cprfstartコマンドを実行してパフォーマンストレーサを起動
する場合，PRFトレースの取得レベルやファイルの面数を指定できます。性能解析トレース
ファイルの取得については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ 機能解説 保守
／移行／互換編」を参照してください。

表に示したログは，snapshotログで一括収集できます。ただし，CosminexusTPBroker
のトレースファイルについては，収集できるものと収集できないものが混在しています。
このほかにも，snapshotログのデフォルトの設定で取得できないログについては，取得
のための設定をしたり，snapshotログの収集先に追加したりする必要があります。

なお，次のログはログ出力先を変更できません。

• セットアップ時に作成される install.log，移行コマンドなどのログファイル
• 次のディレクトリに出力される Javaのスレッドダンプファイル

Windowsの場合
<作業ディレクトリ >¥ejb¥<サーバ名称 >
UNIXの場合
<作業ディレクトリ >/ejb/<サーバ名称 >

リソースアダプタのログ △

Cosminexus TPBrokerのトレースファイル △

Cosminexus DABroker Libraryのログ △

OSの統計情報 ○

ユーザダンプ ○

coreダンプ ○

JavaVMの資料 ○

サーバ管理コマンドのログ △

資料の種類 設定の要否
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ログの種類やデフォルト値，チャネル名，取得できるログの詳細や取得方法については，
マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ 機能解説 保守／移行／互換編」を参
照してください。

付録 F.2　バッチサーバのセットアップ
アプリケーションサーバのシステムを構成するバッチサーバのセットアップについて説
明します。

デフォルトの設定では，バッチサーバ名はホスト名です。また，同じホスト内で複数の
バッチサーバを起動する場合には，それぞれのバッチサーバに別のサーバ名を割り当て
てください。サーバ名を割り当てるときの注意事項については，「付録 F.2（4）　複数の
バッチサーバを起動する場合の注意事項」を参照してください。

バッチサーバのセットアップの手順について説明します。セットアップに関する注意事
項については，「付録 F.2（3）　セットアップに関する注意事項」を参照して，必要に応
じて対応してください。

（1） Windowsの場合

Windowsの場合のバッチサーバのセットアップ手順を次に示します。

1. 次のコマンドでカレントディレクトリを移動します。
"cd <Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥bin"

2. cjsetupコマンドでバッチサーバをセットアップします。
"cjsetup -batch <サーバ名 >"
バッチサーバのセットアップの例を次に示します。この例では，Cosminexusのイン
ストールディレクトリは「C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus」，サーバ名は
「MyServer」です。

（2） UNIXの場合

UNIXの場合のバッチサーバのセットアップ手順を次に示します。

1. cjsetupコマンドでバッチサーバをセットアップします。コマンドの実行には，root
権限（Component Container管理者を設定していない場合），または Component 
Container管理者の権限（Component Container管理者を設定している場合）が必要
です。
/opt/Cosminexus/CC/server/bin/cjsetup -batch <サーバ名 >
バッチサーバのセットアップの例を次に示します。この例では，サーバ名は
「MyServer」です。

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥server¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥server¥bin>cjsetup -batch MyServer
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（3） セットアップに関する注意事項

●バッチサーバのセットアップは，1回だけ行ってください。セットアップ済みのバッ
チサーバを指定するとエラーメッセージが出力されます。

●バッチサーバをセットアップして，バッチサーバをカスタマイズしない場合，バッチ
サーバはホスト名「localhost」，ポート番号「900」の CORBAネーミングサービスを
インプロセスで自動起動して使用します。使用する CORBAネーミングサービスを変
更する場合は，usrconf.propertiesの ejbserver.naming.hostキーと
ejbserver.naming.portキーで変更してください。

●バッチサーバを開始する前に，環境変数「OSAGENT_PORT」の値と
usrconf.propertiesの vbroker.agent.portキーの値が一致しているかどうかを確認し
てください。

●サーバ名称に使用できる文字については，cjsetupコマンドの説明を参照してくださ
い。cjsetupコマンドについては，「3.2　バッチサーバを操作するコマンド」を参照し
てください。

●サーバ名称は，作業ディレクトリ中のディレクトリ名として用いられます。作業ディ
レクトリ下のパス長がプラットフォームの上限に達しないようにサーバ名称を指定し
てください。作業ディレクトリのパス長の見積もりについては，マニュアル
「Cosminexus アプリケーションサーバ システム構築・運用ガイド」のバッチサーバの
作業ディレクトリについての説明を参照してください。

（4） 複数のバッチサーバを起動する場合の注意事項

バッチサーバはサーバ名称によって識別されます。インストールされたホストのホスト
名がデフォルトのサーバ名称として設定されます。このため，同じホスト内で複数の
バッチサーバを起動する場合，それぞれのバッチサーバにサーバ名称を割り当て，バッ
チサーバをセットアップします。

バッチサーバにサーバ名称を割り当てる場合，同じホスト内では，同じサーバ名称の
バッチサーバを複数回セットアップしてはいけません。同じサーバ名称で再セットアッ
プすると，エラーになります。

バッチサーバと接続する CORBAネーミングサービスのホスト名およびポート番号に関
する注意事項を次に示します。

ホスト名およびポート番号の設定
同一ホストで複数のバッチサーバを同時に起動する場合，CORBAネーミングサー
ビスとの接続に使用するホスト名およびポート番号が両方とも重ならないようにし
てください。ホスト名およびポート番号は，usrconf.propertiesで設定します。
また，usrconf.propertiesの webserver.connector.ajp13.portキーおよび

/opt/Cosminexus/CC/server/bin/cjsetup -batch MyServer
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ejbserver.http.portキーで設定されているポート番号には，同時に起動するバッチ
サーバ間で異なる値を使用するように設定してください。

付録 F.3　システムの削除の流れ
バッチアプリケーションを実行するシステムをファイル編集とコマンド実行で削除する
場合，アプリケーションサーバが提供するコマンドを使用して，バッチサーバをアン
セットアップし，システムを削除します。

ファイル編集とコマンド実行で，バッチアプリケーションを実行するシステムを削除す
る場合の流れについて説明します。

1. システムを停止します。
システムの停止手順および停止方法については，「付録 G　バッチアプリケーション
を実行するシステムの起動と停止（Windowsの場合）」，または「付録 H　バッチア
プリケーションを実行するシステムの起動と停止（UNIXの場合）」を参照してくだ
さい。

2. バッチサーバをアンセットアップします。
詳細については，「付録 F.4　バッチサーバのアンセットアップ」を参照してくださ
い。

付録 F.4　バッチサーバのアンセットアップ
アプリケーションサーバのシステムを構成するバッチサーバのアンセットアップについ
て説明します。バッチサーバのアンセットアップの手順について，OSごとに説明しま
す。

（1） Windowsの場合

Windowsの場合のバッチサーバのアンセットアップ手順を次に示します。

1. 次のコマンドでカレントディレクトリを移動します。
"cd <Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥bin"

2. cjsetupコマンドで引数に -dを指定して，バッチサーバをアンセットアップします。
"cjsetup -d <サーバ名 >"
バッチサーバのアンセットアップの例を次に示します。この例では，Cosminexusの
インストールディレクトリは「C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus」，サーバ名
は「MyServer」です。

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥server¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥server¥bin>cjsetup -d MyServer
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（2） UNIXの場合

UNIXの場合のバッチサーバのアンセットアップ手順を次に示します。

1. cjsetupコマンドで引数に -dを指定して，バッチサーバをアンセットアップします。
コマンドの実行には，root権限（Component Container管理者を設定していない場
合），または Component Container管理者の権限（Component Container管理者を設
定している場合）が必要です。
/opt/Cosminexus/CC/server/bin/cjsetup -d <サーバ名 >
バッチサーバのアンセットアップの例を次に示します。この例では，サーバ名は
「MyServer」です。

/opt/Cosminexus/CC/server/bin/cjsetup -d MyServer
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付録 G　バッチアプリケーションを実行するシステム
の起動と停止（Windowsの場合）

ここでは，バッチアプリケーションを実行するシステムの起動と停止の手順について説
明します。

付録 G.1　システムの起動手順
システムの起動手順について説明します。

なお，データベースは起動済みであることを前提に説明します。データベースを使用し
ている場合は，必要に応じてあらかじめ起動しておいてください。

（1） アプリケーションサーバの起動の流れ

システムで使用するアプリケーションサーバの起動の流れについて説明します。

システムの起動の流れを次の図に示します。

図 G-1　システムの起動の流れ（Windowsの場合）

図中の 1.～ 9について説明します。
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1. 環境変数の設定
環境変数を設定します。環境変数の設定方法については，「付録 D.2(1)　システム起
動時の環境変数の設定」を参照してください。

2. PRFデーモンの起動
cprfstartコマンドで PRFデーモンを起動します。起動方法については，「付録
D.2(2)　PRFデーモンの起動」を参照してください。

3. スマートエージェントの起動
CTMを使用しない場合，この操作は不要です。
osagentコマンドでスマートエージェントを起動します。起動方法については，「付録
D.2(3)　スマートエージェントの起動」を参照してください。

4. CTMドメインマネジャの起動
CTMを使用しない場合，この操作は不要です。
ctmdmstartコマンドで CTMドメインマネジャを起動します。起動方法については，
「付録 D.2(4)　CTMドメインマネジャの起動」を参照してください。

5. CORBAネーミングサービスの起動
CTMを使用しない場合，この操作は不要です。
CTMを使用する場合，nameservコマンドで CTM用の CORBAネーミングを起動し
ます。起動方法については，「付録 D.2(5)　CORBAネーミングサービスの起動」を
参照してください。

6. CTMデーモンの起動
CTMを使用しない場合，この操作は不要です。
ctmstartコマンドで CTMデーモンを起動します。起動方法については，「付録
D.2(6)　CTMデーモンの起動」を参照してください。

7. バッチサーバの起動
cjstartsvコマンドでバッチサーバを起動します。起動方法については，「付録 G.2(1)
　バッチサーバの起動」を参照してください。

8. リソースの開始
リソースを使用しない場合，この操作は不要です。
サーバ管理コマンド（cjstartrar）でリソースを開始します。開始方法については，
「付録 D.2(9)　リソースの開始」を参照してください。

9. バッチアプリケーションの実行
cjexecjobコマンドでバッチアプリケーションを実行します。
実行方法については，「付録 G.2(2)　バッチアプリケーションの実行」を参照してく
ださい。

付録 G.2　システムの起動方法
ここでは，バッチサーバの起動方法，およびバッチアプリケーションの実行方法につい
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て説明します。

（1） バッチサーバの起動

バッチサーバの起動方法について説明します。

標準システム構成で CORBAネーミングサービスをインプロセスで起動する場合の，
バッチサーバの起動手順を次に示します。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. cjstartsvコマンドでバッチサーバを開始します。
コマンドの実行には，Administrator権限が必要です。

（2） バッチアプリケーションの実行

バッチアプリケーションの実行方法について説明します。

バッチアプリケーションは，cjexecjobコマンドを使用して実行します。なお，cjexecjob
コマンドの実行には，Administrator権限が必要です。Windows Vistaの場合は，管理
者特権が必要です。

バッチアプリケーションの実行手順を次に示します。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. cjexecjobコマンドでバッチアプリケーションを実行します。
コマンドの実行には，Administrator権限が必要です。
バッチアプリケーションがジョブスケジューリング機能を使用する場合と使用しない
場合とでは接続サーバの指定方法が異なります。

ジョブスケジューリング機能を使用しない場合
ジョブの実行ができるバッチサーバを指定します。

ジョブスケジューリング機能を使用する場合
ジョブスケジューリングのグループを指定します。

 
cd "<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥CC¥server¥bin"

 
cjstartsv <サーバ名称> -nosecurity

 
cd "<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥CC¥batch¥bin"

 
cjexecjob <サーバ名称> <Javaアプリケーションクラス名>
 

608



付録 G　バッチアプリケーションを実行するシステムの起動と停止（Windowsの場合）
付録 G.3　システムの停止手順
ここでは，バッチアプリケーション，およびバッチサーバなどの停止の手順について説
明します。

（1） システムの停止の流れ

システムの停止手順は，起動手順と逆の順序になります。データベースを使用している
場合は，必要に応じて最後に停止してください。

次に示す順にシステムを停止してください。

●バッチアプリケーションの停止
バッチアプリケーションが停止していない場合に，cjkilljobコマンドでバッチアプリ
ケーションを停止します。停止の方法については，「付録 G.4(1)　バッチアプリケー
ションの停止」を参照してください。

●リソースの停止
リソースを使用していない場合，この操作は不要です。
サーバ管理コマンド（cjstoprar）でリソースを停止します。停止方法については，
「付録 D.4(3)　リソースの停止」を参照してください。

●バッチサーバの停止
cjstopsvコマンドでバッチサーバを停止します。停止方法については，「付録 G.4(2)　
バッチサーバの停止」を参照してください。

● CTMデーモンの停止
CTMを使用しない場合，この操作は不要です。
ctmstopコマンドで CTMデーモンを停止します。停止方法については，「付録 D.4(6)
　CTMデーモンの停止」を参照してください。

● CORBAネーミングサービスの停止
［Ctrl］＋［C］で CORBAネーミングサービスを停止します。

● CTMドメインマネジャの停止
CTMを使用しない場合，この操作は不要です。
ctmdmstopコマンドで CTMドメインを停止します。停止方法については，「付録
D.4(8)　CTMドメインマネジャの停止」を参照してください。

●スマートエージェントの停止
スマートエージェントのアイコンを右クリックして Exitを選択してスマートエージェ
ントを停止します。

● PRFデーモンの停止

 
cjexecjob [<スケジュールグループ名>] [-jobID <ジョブID>] <Javaアプリケーションクラス名>
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cprfstopコマンドで PRFデーモンを停止します。停止方法については，「付録
D.4(10)　PRFデーモンの停止」を参照してください。

付録 G.4　システムの停止方法
ここでは，バッチアプリケーションおよびバッチサーバの停止の方法について説明しま
す。

（1） バッチアプリケーションの停止

バッチアプリケーションの停止の方法について説明します。

バッチアプリケーションが停止していない場合に，cjkilljobコマンドを使用してバッチ
アプリケーションを停止します。なお，cjkilljobコマンドの実行には，Administrator権
限が必要です。また，Windows Vistaの場合は，管理者特権が必要です。

cjkilljobコマンドは，メソッドキャンセルまたは CTMによりバッチアプリケーションを
停止します。停止に失敗した場合は，バッチサーバを強制停止します。

バッチアプリケーションの停止手順を次に示します。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. cjkilljobコマンドでバッチサーバを停止します。
コマンドの実行には，Administrator権限が必要です。
バッチアプリケーションの停止には，サーバ名称を指定する場合とジョブ IDを指定
する場合があります。

サーバ名称を指定する場合
メソッドキャンセルによってバッチアプリケーションを停止します。

ジョブ IDを指定する場合
CTMによってバッチアプリケーションを停止します。
ジョブスケジューリング機能を使用している場合にだけ使用できます。

（2） バッチサーバの停止

バッチサーバの停止の手順を次に示します。

 
cd "<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥CC¥batch¥bin"

 
cjkilljob <サーバ名称>
 

 
cjkilljob -jobID <ジョブID>
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1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. cjstopsvコマンドでバッチサーバを停止します。
コマンドの実行には，Administrator権限が必要です。

cjstopsvコマンドの実行例を次に示します。この例では，Cosminexusのインストール
ディレクトリは「C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus」，サーバ名は「MyServer」
です。

なお，バッチサーバでの処理が終了しないなどの原因で，バッチサーバの停止処理が完
了しない場合があります。この場合，バッチサーバを強制的に停止する必要があります。
バッチサーバを強制停止する場合，cjstopsvコマンドに -fオプションまたは -fdオプショ
ンを指定して実行します。-fdオプションを指定すると，バッチサーバの障害情報を取得
したあと，バッチサーバを強制停止します。

 
cd "<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥CC¥server¥bin"

 
cjstopsv <サーバ名称>

 
C:¥>cd "C:¥Program Files¥HITACHI¥Cosminexus¥CC¥server¥bin"
C:¥Program Files¥HITACHI¥Cosminexus¥CC¥server¥bin>cjstopsv MyServer
C:¥Program Files¥HITACHI¥Cosminexus¥CC¥server¥bin>
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付録 H　バッチアプリケーションを実行するシステム
の起動と停止（UNIXの場合）

ここでは，バッチアプリケーションを実行するシステムの起動と停止の手順について説
明します。

付録 H.1　システムの起動手順
システムの起動手順について説明します。

なお，データベースは起動済みであることを前提に説明します。データベースを使用し
ている場合は，必要に応じてあらかじめ起動しておいてください。

（1） アプリケーションサーバの起動の流れ

システムで使用するアプリケーションサーバの起動の流れについて説明します。

アプリケーションサーバの起動の流れを次の図に示します。

図 H-1　アプリケーションサーバの起動の流れ（UNIXの場合）

図中の 1.～ 9.について説明します。
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1. 環境変数の設定
環境変数を設定します。環境変数の設定方法については，「付録 E.2(1)　システム起
動時の環境変数の設定」を参照してください。

2. PRFデーモンの起動
cprfstartコマンドで PRFデーモンを起動します。起動方法については，「付録 E.2(2)
　PRFデーモンの起動」を参照してください。

3. スマートエージェントの起動
CTMを使用しない場合，この操作は不要です。
osagentコマンドでスマートエージェントを起動します。起動方法については，「付録
E.2(3)　スマートエージェントの起動」を参照してください。

4. CTMドメインマネジャの起動
CTMを使用しない場合，この操作は不要です。
ctmdmstartコマンドで CTMドメインマネジャを起動します。起動方法については，
「付録 E.2(4)　CTMドメインマネジャの起動」を参照してください。

5. CORBAネーミングサービスの起動
CTMを使用しない場合，この操作は不要です。
CTMを使用する場合，nameservコマンドで CTM用の CORBAネーミングを起動し
ます。起動方法については，「付録 E.2(5)　CORBAネーミングサービスの起動」を
参照してください。

6. CTMデーモンの起動
CTMを使用しない場合，この操作は不要です。
ctmstartコマンドで CTMデーモンを起動します。起動方法については，「付録
E.2(6)　CTMデーモンの起動」を参照してください。

7. バッチサーバの起動
cjstartsvコマンドでバッチサーバを起動します。起動方法については，「付録H.2(1)
　バッチサーバの起動」を参照してください。

8. リソースの開始
リソースを使用しない場合，この操作は不要です。
サーバ管理コマンドでリソースを開始します。開始方法については，「付録 E.2(9)　
リソースの開始」を参照してください。

9. バッチアプリケーションの実行
cjexecjobコマンドでバッチアプリケーションを開始します。開始方法については，
「付録H.2(2)　バッチアプリケーションの実行」を参照してください。

付録 H.2　システムの起動方法
ここでは，バッチサーバの起動方法，およびバッチアプリケーションの実行方法につい
て説明します。
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（1） バッチサーバの起動

バッチサーバの起動方法について説明します。

バッチサーバ起動時は次の点に留意してください。

• cjstartsvコマンドの実行には，root権限（Component Container管理者を設定して
いない場合），または Component Container管理者の権限（Component Container管
理者を設定している場合）が必要です。

• root権限を持たないユーザを Component Container管理者に設定している場合，
CORBAネーミングサービスを起動するときは，バッチサーバ用の CORBAネーミン
グサービスのポート番号に 1024以上の値を指定しておく必要があります。1024以上
の値が指定されていない場合，エラーとなり，バッチサーバは起動できません。

• バッチサーバ起動時に KDJE47500-Eというエラーメッセージが出力された場合，利
用しようとした CORBAネーミングサービスがすでに起動されているため，バッチ
サーバの起動処理に失敗します。すでに起動している CORBAネーミングサービスを
停止して，バッチサーバを起動してください。

標準システム構成で CORBAネーミングサービスをインプロセスで起動する場合の，
バッチサーバの起動手順を次に示します。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. cjstartsvコマンドでバッチサーバを開始します。
コマンドの実行には，root権限（Component Container管理者を設定していない場
合），または Component Container管理者の権限（Component Container管理者を
設定している場合）が必要です。

（2） バッチアプリケーションの実行

バッチアプリケーションの実行方法について説明します。

バッチアプリケーションは，サーバ管理コマンドを使用して実行します。なお，サーバ
管理コマンドの実行には，root権限または Component Container管理者の権限が必要で
す。

バッチアプリケーションの実行手順を次に示します。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

 
# cd /opt/Cosminexus/CC/server/bin

 
# cjstartsv <サーバ名称> -nosecurity

 
cd /opt/Cosminexus/CC/batch/bin/cjexecjob
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2. cjexecjobコマンドでバッチアプリケーションを実行します。
コマンドの実行には，root権限または Component Container管理者の権限が必要で
す。
バッチアプリケーションがジョブスケジューリング機能を使用する場合と使用しない
場合とでは接続サーバの指定方法が異なります。

ジョブスケジューリング機能を使用しない場合
ジョブの実行ができるバッチサーバを指定します。

ジョブスケジューリング機能を使用する場合
ジョブスケジューリングのグループを指定します。

付録 H.3　システムの停止手順
ここでは，バッチアプリケーション，およびバッチサーバなどの停止の手順について説
明します。

（1） システムの停止の流れ

システムの停止手順は，起動手順と逆の順序になります。データベースを使用している
場合は，必要に応じて最後に停止してください。

次に示す順にシステムを停止してください。

●バッチアプリケーションの停止
バッチアプリケーションが停止していない場合に，cjkilljobコマンドでバッチアプリ
ケーションを停止します。停止方法については，「付録H.4(1)　バッチアプリケー
ションの停止」を参照してください。

●リソースの停止
リソースを使用していない場合，この操作は不要です。
サーバ管理コマンド（cjstoprar）でリソースを停止します。停止方法については，
「付録 E.4(3)　リソースの停止」を参照してください。

●バッチサーバの停止
cjstopsvコマンドでバッチサーバを停止します。停止方法については，「付録H.4(2)　
バッチサーバの停止」を参照してください。

● CTMデーモンの停止
CTMを使用しない場合，この操作は不要です。
ctmstopコマンドで CTMデーモンを停止します。停止方法については，「付録 E.4(6)

 
cjexecjob.exe <サーバ名称> <Javaアプリケーションクラス名>
 

 
cjexecjob [<スケジュールグループ名>] [-jobID <ジョブID>] <Javaアプリケーションクラス名>
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　CTMデーモンの停止」を参照してください。

● CORBAネーミングサービスの停止
［Ctrl］＋［C］で CORBAネーミングサービスを停止します。

● CTMドメインマネジャの停止
CTMを使用しない場合，この操作は不要です。
ctmdmstopコマンドで CTMドメインを停止します。停止方法については，「付録
E.4(8)　CTMドメインマネジャの停止」を参照してください。

●スマートエージェントの停止
［Ctrl］＋［C］でスマートエージェントを停止します。

● PRFデーモンの停止
cprfstopコマンドで PRFデーモンを停止します。停止方法については，「付録
E.4(10)　PRFデーモンの停止」を参照してください。

付録 H.4　システムの停止方法
ここでは，バッチアプリケーションおよびバッチサーバの停止方法について説明します。

（1） バッチアプリケーションの停止

バッチアプリケーションの停止方法について説明します。

バッチアプリケーションが停止していない場合に，cjkilljobコマンドを使用してバッチ
アプリケーションを停止します。なお，cjkilljobコマンドの実行には，root権限または
Component Container管理者の権限が必要です。

cjkilljobコマンドは，メソッドキャンセルまたは CTMによりバッチアプリケーションを
停止します。停止に失敗した場合は，バッチサーバを強制停止します。

バッチアプリケーションの停止手順を次に示します。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. cjkilljobコマンドでバッチアプリケーションを停止します。
コマンドの実行には，root権限または Component Container管理者の権限が必要で
す。
バッチアプリケーションの停止には，サーバ名称を指定する場合とジョブ IDを指定
する場合があります。

サーバ名称を指定する場合
メソッドキャンセルによってバッチアプリケーションを停止します。

 
# cd /opt/Cosminexus/CC/batch/bin
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ジョブ IDを指定する場合
CTMによってバッチアプリケーションを停止します。
ジョブスケジューリング機能を使用している場合にだけ使用できます。

（2） バッチサーバの停止

バッチサーバの停止手順を次に示します。

1. cdコマンドでカレントディレクトリを移動します。

2. cjstopsvコマンドでバッチサーバを停止します。
コマンドの実行には，root権限または Component Container管理者の権限が必要で
す。

cjstopsvコマンドの実行例を次に示します。この例では，サーバ名は「MyServer」で
す。

なお，バッチサーバでの処理が終了しないなどの原因で，バッチサーバの停止処理が完
了しない場合があります。この場合，バッチサーバを強制的に停止する必要があります。
バッチサーバを強制停止する場合，cjstopsvコマンドに -fオプションまたは -fdオプショ
ンを指定して実行します。-fdオプションを指定すると，バッチサーバの障害情報を取得
したあと，バッチサーバを強制停止します。

 
cjkilljob <サーバ名称>
 

 
cjkilljob -jobID <ジョブID>
 

 
# cd /opt/Cosminexus/CC/server/bin

 
# cjstopsv <サーバ名称>

 
# cd /opt/Cosminexus/CC/server/bin
# cjstopsv MyServer
#
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付録 I　Smart Composer機能で使用できる抽象パラ
メタ

Smart Composer機能では，互いに関連があるパラメタを一つにまとめたパラメタとし
て提供しています。これを抽象パラメタ抽象パラメタ抽象パラメタ抽象パラメタといいます。抽象パラメタとは，個々の製品の
それぞれ具体的な実パラメタではなく，システム設計の見地からシステムの性能要件と
して定義されるパラメタのことをいいます。Smart Composer機能では，次の抽象パラ
メタを使用します。

リクエスト最大同時処理数 
一つのサービスユニットでの，リクエストの最大同時処理数です。リクエストとは，
クライアントから送られる HTTPリクエストに端を発する，一連の業務処理をいい
ます。 

cmx_trans_paramコマンドを実行すると，定義した抽象パラメタの値が，展開規則に
従って複数の実パラメタとして展開されます。なお，そのほかの実パラメタについては，
パラメタのデフォルト値を使用します。それぞれのパラメタの詳細については，マニュ
アル「Cosminexus アプリケーションサーバ リファレンス 定義編 (サーバ定義 )」を参照
してください。

抽象パラメタの展開機能は，物理ティアが combined-tier構成の場合だけ利用できます。
combined-tier以外の物理ティアの場合は，Smart Composer機能を利用しない場合の
Webシステム構築と同様のパラメタ定義設計が必要です。

ここでは，抽象パラメタの展開，および抽象パラメタによって展開される実パラメタに
ついて説明します。

付録 I.1　抽象パラメタの展開
cmx_trans_paramコマンドに，簡易構築定義ファイルと抽象パラメタを入力することに
よって，抽象パラメタから実パラメタに展開された定義ファイル（抽象パラメタ展開済
み簡易構築定義ファイル）が作成されます。抽象パラメタ展開のイメージを，次の図に
示します。
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図 I-1　抽象パラメタ展開のイメージ

なお，抽象パラメタの展開には，抽象パラメタが設計されている必要があります。抽象
パラメタを展開する前に，リクエスト最大同時処理数の見積もりをしてください。

次に，リクエスト最大同時処理数を 20と見積もった場合の抽象パラメタの展開の実行例
を示します。

Windowsの場合 

UNIXの場合 

cmx_trans_paramコマンドの詳細については，「8.3　Smart Composer機能で使用する
コマンドの詳細」の「cmx_trans_param」を参照してください。

付録 I.2　抽象パラメタによって展開される実パラメタ
抽象パラメタであるリクエスト最大同時処理数は，cmx_trans_paramコマンドを実行す
ると，簡易構築定義ファイルの次の七つの実パラメタに値が展開されます。

• ThreadsPerChild
• MaxClients
• StartServers
• HWSKeepStartServers
• KeepAliveTimeout
• webserver.connector.ajp13.backlog

 
<Cosminexusインストールディレクトリ>¥manager¥bin¥cmx_trans_param -i <任意のディレクト
リ>¥MyWebSystemDef.xml -p UnitMaxParallelCount=20 -o <任意のディレクトリ
>¥MyWebSystemDef2.xml
 

 
# /opt/Cosminexus/manager/bin/cmx_trans_param -i <任意のディレクトリ>/
MyWebSystemDef.xml -p UnitMaxParallelCount=20 -o <任意のディレクトリ>/
MyWebSystemDef2.xml
 

619



付録 I　Smart Composer機能で使用できる抽象パラメタ
• webserver.connector.ajp13.max_threads

また，この抽象パラメタを使用して，Connector属性ファイルの，次の二つのパラメタ
の値を決定できます。なお，Connector属性ファイルとは，リソースアダプタの属性を
取得，編集する場合に使用するファイルです。

• MaxPoolSize
• MinPoolSize

ここでは，簡易構築定義ファイルに展開される実パラメタの展開規則と，Connector属
性ファイルに設定するパラメタの値の設定規則について説明します。

（1） 簡易構築定義ファイルに展開される実パラメタ

リクエスト最大同時処理数の値が，それぞれの実パラメタへ展開されるときの規則およ
び実パラメタの説明を，実パラメタごとに説明します。なお，説明中の「設定先のファ
イル」とは，抽象パラメタ展開済みの簡易構築定義ファイルの情報が最終的に反映され
る，Cosminexusのファイルを指します。

（a）ThreadsPerChild

展開規則
(KeepAliveTimeout＋ 1リクエストの平均処理時間 )／ 1リクエストの平均処理時
間×リクエスト最大同時処理数
 

展開規則は上記のとおりですが，ここでは，1リクエストの平均処理時間＝
KeepAliveTimeoutとして計算されるため，次のような式になります。
 

リクエスト最大同時処理数× 2

実パラメタの説明
Hitachi Web Serverで，Webサーバとして起動するスレッド数を指定するパラメタ
です。指定したスレッド数はWebサーバの最大同時接続数を示します。
詳細については，マニュアル「Hitachi Web Server」を参照してください。

設定先のファイル：httpsd.conf（Hitachi Web Server定義ファイル）

（b）MaxClients

展開規則
(KeepAliveTimeout＋ 1リクエストの平均処理時間 )／ 1リクエストの平均処理時
間×リクエスト最大同時処理数
 

展開規則は上記のとおりですが，ここでは，1リクエストの平均処理時間＝
KeepAliveTimeoutとして計算されるため，次のような式になります。
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リクエスト最大同時処理数× 2

実パラメタの説明
Hitachi Web Serverで，同時に接続できるクライアントの最大数を指定するパラメ
タです。

設定先のファイル：httpsd.conf（Hitachi Web Server定義ファイル）

（c）StartServers

展開規則
(KeepAliveTimeout＋ 1リクエストの平均処理時間 )／ 1リクエストの平均処理時
間×リクエスト最大同時処理数
 

展開規則は上記のとおりですが，ここでは，1リクエストの平均処理時間＝
KeepAliveTimeoutとして計算されるため，次のような式になります。
 

リクエスト最大同時処理数× 2

実パラメタの説明
Hitachi Web Serverで，Webサーバ起動時のサーバプロセス数を指定するパラメタ
です。
詳細については，マニュアル「Hitachi Web Server」を参照してください。

設定先のファイル：httpsd.conf（Hitachi Web Server定義ファイル）

（d）HWSKeepStartServers

展開規則
「On」が展開されます。

実パラメタの説明
Hitachi Web Serverで，サーバプロセスの稼働数を StartServersパラメタに指定し
た数だけ維持するかどうかを指定するパラメタです。
詳細については，マニュアル「Hitachi Web Server」を参照してください。

設定先のファイル：httpsd.conf（Hitachi Web Server定義ファイル）

（e）KeepAliveTimeout

展開規則
「3」（秒）が展開されます。

実パラメタの説明
KeepAliveTimeoutは，HTTP1.1の持続型接続をしているときの，コネクションを
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持続する時間を指定するパラメタです。
持続型接続を使用する場合（KeepAliveディレクティブをオンにする場合），レスポ
ンスの高速化のため，クライアントからのリクエストに対して応答を返したあとも
コネクションを切断しないで，同じクライアントからの次のリクエストを待ちます。
このため，KeepAliveTimeoutでタイムアウト時間を設定します。
詳細については，マニュアル「Hitachi Web Server」を参照してください。

設定先のファイル：httpsd.conf（Hitachi Web Server定義ファイル）

（f） webserver.connector.ajp13.backlog

展開規則
(KeepAliveTimeout＋ 1リクエストの平均処理時間 )／ 1リクエストの平均処理時
間×リクエスト最大同時処理数
 

展開規則は上記のとおりですが，ここでは，1リクエストの平均処理時間＝
KeepAliveTimeoutとして計算されるため，次のような式になります。
 

リクエスト最大同時処理数× 2

実パラメタの説明
リダイレクタからの接続要求の最大の待ち行列数を指定します。

設定先のファイル：usrconf.properties（J2EEサーバ用ユーザプロパティファイル）

（g）webserver.connector.ajp13.max_threads

展開規則
リクエスト最大同時処理数がそのまま展開されます。

実パラメタの説明
Webコンテナがリクエストを処理する同時実行数を指定します。

設定先のファイル：usrconf.properties（J2EEサーバ用ユーザプロパティファイル）

（2） 抽象パラメタの展開例

cmx_trans_paramコマンドを実行すると物理ティアの定義（<tier>タグの定義）の
<configuration>タグに，次の表に示すパラメタが自動展開されて，抽象パラメタ展開済
み簡易構築定義ファイルが作成されます。

表 I-1　cmx_trans_paramコマンドによって自動展開されるパラメタ一覧

logical-server-type param-name

web-server ThreadsPerChild

MaxClients
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なお，パラメタの詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ 
リファレンス 定義編 (サーバ定義 )」を参照してください。

抽象パラメタ展開済み簡易構築定義ファイルの内容を，次に示します（一部抜粋）。

抽象パラメタ展開済み簡易構築定義ファイル
 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<model-definition xmlns="http://www.cosminexus.com/mngsvr/schema/
ModelDefinition-2.5">
  <web-system>
    <name>MyWebSystem</name>
    <!-- 負荷分散機の定義 -->
    <load-balancer>
      :
    </load-balancer>
    <!-- 物理ティア(combined-tier)の定義 -->
    <tier>
      <tier-type>combined-tier</tier-type>
    
      <!-- Generate web-server configuration by cmx_trans_param -->
      <configuration>
        <logical-server-type>web-server</logical-server-type>
        <param>
          <param-name>ThreadsPerChild</param-name>
          <param-value>40</param-value>
        </param>
        <param>
          <param-name>MaxClients</param-name>
          <param-value>40</param-value>
        </param>
        <param>
          <param-name>StartServers</param-name>
          <param-value>40</param-value>
        </param>
        <param>
          <param-name>HWSKeepStartServers</param-name>
          <param-value>On</param-value>
        </param>
        <param>
          <param-name>KeepAliveTimeout</param-name>
          <param-value>3</param-value>
        </param>
      </configuration>
 
      <!-- Generate j2ee-server configuration by cmx_trans_param -->
      <configuration>
        <logical-server-type>j2ee-server</logical-server-type>
        <param>
          <param-name>webserver.connector.ajp13.backlog</param-name>

StartServers

HWSKeepStartServers

KeepAliveTimeout

j2ee-server webserver.connector.ajp13.backlog

webserver.connector.ajp13.max_threads

logical-server-type param-name
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          <param-value>40</param-value>
        </param>
        <param>
          <param-name>webserver.connector.ajp13.max_threads</
param-name>
          <param-value>20</param-value>
        </param>
          :
      </configuration>
    </tier>
    <!-- サービスユニットの定義 -->
    <unit>
      :
    </unit>
  </web-system>
  <!-- ホストの定義 -->
  <host>
    :
  </host>
</model-definition>
　

注　太字の部分が自動展開された定義です。

（3） Connector属性ファイルのパラメタの値

Connector属性ファイルの，MaxPoolSizeおよびMinPoolSizeのパラメタについては，
抽象パラメタの値を基に設定値を決定できます。これらのパラメタは，
cmx_trans_paramコマンドで自動的に設定されません。手動で Connector属性ファイル
に設定し，リソースアダプタをデプロイしてください。

（a）MaxPoolSize

設定値
リクエスト最大同時処理数に設定した値を設定します。

実パラメタの説明
コネクションプールの最大値を指定します。

設定先のファイル：Connector属性ファイル

（b）MinPoolSize

設定値
リクエスト最大同時処理数に設定した値を設定します。

実パラメタの説明
コネクションプールの最小値を指定します。

設定先のファイル：Connector属性ファイル
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付録 J　このマニュアルの参考情報
このマニュアルを読むに当たっての参考情報を示します。

付録 J.1　関連マニュアル
アプリケーションサーバのマニュアルについて次に示します。

• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 概説（3020-3-U01）
アプリケーションサーバの概要について説明しています。

• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 ファーストステップガイド（3020-3-U02）
Application Serverまたは Developerを使用して，サンプルプログラムを動かすため
のシステムを構築する手順について説明しています。

• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 システム設計ガイド（3020-3-U03）
システム設計時に，システムの目的に応じたシステム構成や運用方法を検討するため
の指針について説明しています。また，チューニングの方法についても説明していま
す。

• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 システム構築・運用ガイド（3020-3-U04）
セットアップウィザードおよび Smart Composer機能を使用したシステムの構築・運
用の手順について説明しています。

• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 機能解説 基本・開発編 (Webコンテナ )
（3020-3-U05）
アプリケーションサーバで提供するWebコンテナの機能，およびWebコンテナに関
連する機能（Webサーバ，サーブレット／ JSPなど）について説明しています。

• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 機能解説 基本・開発編 (EJBコンテナ )
（3020-3-U06）
アプリケーションサーバで提供する EJBコンテナの機能，および EJBコンテナに関
連する機能（EJB，EJBクライアントなど）について説明しています。

• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 機能解説 基本・開発編 (コンテナ共通機能 )
（3020-3-U07）
Webコンテナおよび EJBコンテナで共通して利用する機能について説明しています。

• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 機能解説 拡張編（3020-3-U08）
アプリケーションサーバで提供する拡張機能（セッションフェイルオーバ機能，バッ
チサーバ，CTMなど）について説明しています。

• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 機能解説 運用／監視／連携編（3020-3-U09）
アプリケーションサーバで提供する運用・監視機能，およびほかのプログラムとの連
携について説明しています。

• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 機能解説 保守／移行／互換編（3020-3-U10）
アプリケーションサーバで構築したシステムの保守に関する機能，移行情報，および
互換用機能について説明しています。

• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 アプリケーション設定操作ガイド
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（3020-3-U12）
アプリケーションサーバで動作するアプリケーションの操作方法について説明してい
ます。

• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 運用管理ポータル操作ガイド（3020-3-U13）
運用管理ポータルの使用方法について説明しています。

• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 リファレンス 定義編 (サーバ定義 )
（3020-3-U15）
アプリケーションサーバを構築・運用するとき，またはアプリケーションを開発する
ときに使用するファイルのうち，J2EEサーバやManagement Serverなどのサーバ
の定義に使用するファイルの形式について説明しています。

• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 リファレンス 定義編 (アプリケーション／リ
ソース定義 )（3020-3-U16）
アプリケーションサーバを構築・運用するとき，またはアプリケーションを開発する
ときに使用するファイルのうち，アプリケーションやリソースの属性設定に使用する
ファイルの形式について説明しています。

• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 仮想化システム構築・運用ガイド
（3020-3-U18）
アプリケーションサーバを仮想化したサーバ上に構築する場合の設計，構築，運用の
手順について説明しています。

• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 アプリケーション開発ガイド（3020-3-U25）
アプリケーションサーバで動作させるアプリケーションの開発方法について説明して
います。

• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 リファレンス API編（3020-3-U26）
アプリケーションを開発するときに，使用する APIの形式について説明しています。

• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 メッセージ 1 KDAL-KDCGおよび Hitachi 
Web Server編（3020-3-U41）
アプリケーションサーバで出力される KDALから KDCGまでのメッセージ，および
Hitachi Web Serverのメッセージについて説明しています。

• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 メッセージ 2 KDJE-KDJW編（3020-3-U42）
アプリケーションサーバで出力される KDJEから KDJWまでのメッセージについて
説明しています。

• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 メッセージ 3 KECX-KEDT／
KEOS02000-29999／ KEUC-KFRM編（3020-3-U43）
アプリケーションサーバで出力される KECXから KEDTまでのメッセージ，
KEOS02000から KEOS29999までのメッセージ，および KEUCから KFRMまでの
メッセージについて説明しています。

• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 メッセージ 4 監査ログ編（3020-3-U44）
アプリケーションサーバで出力される監査ログメッセージについて説明しています。

また，このマニュアルと関連するこのほかのマニュアルを次に示します。必要に応じて
お読みください。
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• Hitachi Web Server（3020-3-U17）
• VisiBroker Version 5 Borland(R) Enterprise Server VisiBroker(R) デベロッパーズガ
イド（3020-3-U28）

• JP1 Version 8 JP1/Cm2/Extensible SNMP Agent（3020-3-L04）
• JP1 Version 9 JP1/Cm2/Extensible SNMP Agent（3020-3-T04）

なお，このマニュアルでは，次のマニュアルについて，対象 OSおよびバージョン番号
を省略して表記しています。マニュアルの正式名称とこのマニュアルでの表記を次の表
に示します。

正式名称 このマニュアルでの表記

Cosminexus アプリケーションサーバ V8 概説 Cosminexus アプリケーショ
ンサーバ 概説

Cosminexus アプリケーションサーバ V8 システム設計ガイド Cosminexus アプリケーショ
ンサーバ システム設計ガイド

Cosminexus アプリケーションサーバ V8 システム構築・運用ガイド Cosminexus アプリケーショ
ンサーバ システム構築・運用
ガイド

Cosminexus アプリケーションサーバ V8 機能解説 基本・開発編 (Web
コンテナ )

Cosminexus アプリケーショ
ンサーバ 機能解説 基本・開発
編 (Webコンテナ )

Cosminexus アプリケーションサーバ V8 機能解説 基本・開発編 (EJB
コンテナ )

Cosminexus アプリケーショ
ンサーバ 機能解説 基本・開発
編 (EJBコンテナ )

Cosminexus アプリケーションサーバ V8 機能解説 基本・開発編 (コン
テナ共通機能 )

Cosminexus アプリケーショ
ンサーバ 機能解説 基本・開発
編 (コンテナ共通機能 )

Cosminexus アプリケーションサーバ V8 機能解説 拡張編 Cosminexus アプリケーショ
ンサーバ 機能解説 拡張編

Cosminexus アプリケーションサーバ V8 機能解説 運用／監視／連携
編

Cosminexus アプリケーショ
ンサーバ 機能解説 運用／監視
／連携編

Cosminexus アプリケーションサーバ V8 機能解説 保守／移行／互換
編

Cosminexus アプリケーショ
ンサーバ 機能解説 保守／移行
／互換編

Cosminexus アプリケーションサーバ V8 アプリケーション設定操作ガ
イド

Cosminexus アプリケーショ
ンサーバ アプリケーション設
定操作ガイド

Cosminexus アプリケーションサーバ V8 運用管理ポータル操作ガイド Cosminexus アプリケーショ
ンサーバ 運用管理ポータル操
作ガイド

Cosminexus アプリケーションサーバ V8 リファレンス 定義編 (サーバ
定義 )

Cosminexus アプリケーショ
ンサーバ リファレンス 定義編
(サーバ定義 )
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付録 J.2　このマニュアルでの表記
このマニュアルで使用している表記と，対応する製品名を次に示します。

Cosminexus アプリケーションサーバ V8 リファレンス 定義編 (アプリ
ケーション／リソース定義 )

Cosminexus アプリケーショ
ンサーバ リファレンス 定義編
(アプリケーション／リソース
定義 )

Cosminexus アプリケーションサーバ V8 仮想化システム構築・運用ガ
イド

Cosminexus アプリケーショ
ンサーバ 仮想化システム構
築・運用ガイド

Cosminexus アプリケーションサーバ V8 アプリケーション開発ガイド Cosminexus アプリケーショ
ンサーバ アプリケーション開
発ガイド

JP1 Version 8 JP1/Cm2/Extensible SNMP Agent JP1/Cm2/Extensible SNMP 
Agent

JP1 Version 9 JP1/Cm2/Extensible SNMP Agent

VisiBroker Version 5 Borland(R) Enterprise Server VisiBroker(R) デ
ベロッパーズガイド

Borland(R) Enterprise Server 
VisiBroker(R) デベロッパーズ
ガイド

表記 製品名

Application 
Server

Application Server 
Enterprise

uCosminexus Application Server Enterprise

Application Server Standard uCosminexus Application Server Standard

Developer Developer Professional uCosminexus Developer Professional

Developer Standard uCosminexus Developer Standard

HiRDBまたは
HiRDBサーバ

HiRDB/Parallel Server HiRDB/Parallel Server Version 7

HiRDB/Parallel Server Version 8

HiRDB/Single Server HiRDB/Single Server Version 7

HiRDB/Single Server Version 8

HiRDB Run TimeまたはHiRDBクライアント HiRDB/Run Time Version 7

HiRDB/Run Time Version 8

IPF Itanium(R) Processor Family

JP1/Cm2 JP1/Cm2/ESA JP1/Cm2/Extensible SNMP Agent

JP1/IM JP1/IM - CM JP1/Integrated Management - Central Information 
Master

JP1/IM - Manager JP1/Integrated Management - Manager

JP1/IM - View JP1/Integrated Management - View

JP1/SC/DPM JP1/ServerConductor/Deployment Manager 
Standard Edition

正式名称 このマニュアルでの表記
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なお，Application Serverおよび Developerを総称して，アプリケーションサーバと表
記します。

このマニュアルで使用している表記と，対応するアプリケーションサーバの機能名を次

Oracle Oracle10g Oracle 10g

Oracle 10g R2

Oracle11g Oracle Database 11g

Oracle Database 11g R2

Oracle9i Oracle9i

Oracle9i R2

UNIX AIX AIX 5L V5.3

AIX V6.1

HP-UXまたは HP-UX
（IPF）

HP-UX 11i V2（IPF）

HP-UX 11i V3（IPF）

Linux Linux
（IPF）

Red Hat Enterprise Linux(R) AS 4（IPF）

Red Hat Enterprise Linux(R) 5（Intel Itanium）

Red Hat Enterprise Linux(R) 5 Advanced Platform
（Intel Itanium）

Linux（x86
／AMD64 & 
Intel 
EM64T）

Red Hat Enterprise Linux(R) AS 4（x86）

Red Hat Enterprise Linux(R) 5 Advanced Platform
（x86）

Red Hat Enterprise Linux(R) ES 4（x86）

Red Hat Enterprise Linux(R) 5（x86）

Red Hat Enterprise Linux(R) AS 4（AMD64 & 
Intel EM64T）

Red Hat Enterprise Linux(R) 5 Advanced Platform
（AMD/Intel 64）

Red Hat Enterprise Linux(R) ES 4（AMD64 & 
Intel EM64T）

Red Hat Enterprise Linux(R) 5（AMD/Intel 64）

Solaris Solaris 10（SPARC）

Solaris 10（x64）

Solaris 9（SPARC）

VMware VMware vCenter Server VMware(R) vCenter Server

Web Redirector uCosminexus Web Redirector

XDM/RD E2 VOS3 XDM/RD E2

表記 製品名
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に示します。

このマニュアルで使用している表記と，対応する Java関連用語を次に示します。

表記 アプリケーションサーバの機能名

CJMSPブローカー Cosminexus JMSプロバイダのブローカー機能

CJMSPリソースアダプタ Cosminexus JMSプロバイダのリソースアダプタ

Cosminexus Developer's Kit for Java Cosminexus Developer's Kit for JavaTM

CTM Cosminexus Component Transaction Monitor

Management Server Cosminexus Management Server

PRF Cosminexus Performance Tracer

TPBroker Cosminexus TPBroker

表記 Java関連用語

BOM Byte Order Mark

Connector 1.0 J2EETM Connector Architecture 1.0

Connector 1.5 J2EETM Connector Architecture 1.5

EAR Enterprise ARchive

EJBまたは Enterprise JavaBeans Enterprise JavaBeansTM

J2EEまたは Java 2 Platform, 
Enterprise Edition

JavaTM 2 Platform, Enterprise Edition

J2SE JavaTM 2 Platform, Standard Edition

JAAS JavaTM Authentication and Authorization Service

JAR JavaTM Archive

Java JavaTM

Java 2 Runtime Environment, 
Standard Edition

JavaTM 2 Runtime Environment, Standard Edition

Java 2 SDK, Standard Edition JavaTM 2 Software Development Kit, Standard Edition

JavaBeans JavaBeansTM

Java EEまたは Java Platform, 
Enterprise Edition

JavaTM Platform, Enterprise Edition

JavaMail JavaMailTM

JavaVM JavaTM Virtual Machine

JAXP JavaTM API for XML Processing

JCA J2EETM Connector Architecture

JCE JavaTM Cryptography Extension
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付録 J.3　英略語
このマニュアルで使用している英略語を次に示します。

JDBC JDBCTM

JavaTM Database Connectivity

JDK JavaTM Development Kit

JMS JavaTM Message Service

JNDI Java Naming and Directory InterfaceTM

JNI JavaTM Native Interface

JSF JavaServerTM Faces Reference Implementation (RI) Version: 
1.1_01 FCS

JSP JavaServer PagesTM

JSTL JavaServer PagesTM Standard Tag Library

JTA JavaTM Transaction API

JTS JavaTM Transaction Service

Servletまたはサーブレット JavaTM Servlet

SMAP Source Map

WAR Web Archive

英略語 英字での表記

API Application Programming Interface

ASCII American Standard Code for Information Interchange

BMP Bean-Managed Persistence

BMT Bean-Managed Transaction

CA Certification Authority

CMP Container-Managed Persistence

CMR Container-Managed Relationship

CMT Container-Managed Transaction

CORBA Common Object Request Broker Architecture

CPU Central Processing Unit

CR Carriage Return

CRL Certificate Revocation List

CSR Certificate Signing Request

表記 Java関連用語
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CSV Comma Separated Value

CUI Character User Interface

DB Database

DBMS Database Management System

DD Deployment Descriptor

DIT Directory Information Tree

DN Distinguished Name

DNS Domain Name System

DoS Denial of Service attack

DTD Document Type Definition

EIS Enterprise Information System

EJB QL EJB Query Language

EUC Extended UNIX Code

FF Form Feed

GC Garbage Collection

GUI Graphical User Interface

HTML Hyper Text Markup Language

HTTP Hyper Text Transfer Protocol

IDE Integrated Development Environment

IIOP Internet Inter-Orb Protocol

ISAPI Internet Server Application Programming Interface

ISO International Organization for Standardization

JAR Java Archive 

JDBC Java Database Connectivity

JIS Japanese Industrial Standards

JMS Java Message Service

JNI Java Native Interface 

JVM Java Virtual Machine

LAN Local Area Network

LDAP Lightweight Directory Access Protocol

LDIF LDAP Data Interchange Format

LF Line Feed

MIB Management Information Base

英略語 英字での表記
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付録 J.4　常用漢字以外の漢字の使用について
このマニュアルでは，常用漢字を使用することを基本としていますが，次に示す用語に
ついては，常用漢字以外の漢字を使用しています。

鍵（かぎ）　個所（かしょ）　汎用（はんよう）　必須（ひっす）

付録 J.5　KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそ

OID Object Identifier

OMG Object Management Group

ORB Object Request Broker

OS Operating System

OTS Object Transaction Service

RDB Relational Database

RMI Remote Method Invocation

RPC Remote Procedure Call

SFO Session Fail Over

SHA Secure Hash Algorithm

SNMP Simple Network Management Protocol

SOA Service Oriented Architecture

SPI Service Provider Interface

SPP Service Providing Program

SSL Secure Sockets Layer

TCS Transaction Context Server

UDDI Universal Description, Discovery and Integration

UML Unified Modeling Language

UNC Universal Naming Convention

URI Uniform Resource Identifier

URL Uniform Resource Locator

UTC Universal Time Coordinated

UTF UCS Transformation Format

WAR Web ARchive

XML Extensible Markup Language

英略語 英字での表記
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れぞれ 1,024バイト，1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。
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A

adminagentcheck 307
adminagentctl 309
auditsetup 477

C

car_tar_Z 445
cjaddapp 44
cjaddsec 154
cjchmodapp 47
cjcldellog 493
cjcldumpap 496
cjclearpool 92
cjclosecn 95
cjclstartap 497
cjcopyres 98
cjdeleteapp 49
cjdeletejb 100
cjdeletelibjar 51
cjdeleteres 102
cjdeletesec 155
cjdeployrar 104
cjdumpsv 19
cjdumpweb 523
cjenvsetup 20
cjenvupdate 21
cjexecjob 183
cjexportapp 53
cjexportrar 105
cjgencmpsql 56
cjgetappprop 58
cjgetjbprop 107
cjgetrarprop 109
cjgetresprop 111
cjgetstubsjar 61
cjgetsysinfo 23
cjimportapp 63
cjimportjb 114
cjimportlibjar 67

cjimportres 117
cjjsp2java 509
cjjspc 503
cjkilljob 187
cjlistapp 69
cjlistjb 120
cjlistjob 189
cjlistlibjar 73
cjlistpool 121
cjlistrar 125
cjlistres 129
cjlistsec 157
cjlistthread 159
cjlisttrn 161
cjlisttrnfile 164
cjmapsec 167
cjmsbroker 226
CJMSPブローカー管理 223
CJMSPブローカーの起動 226
cjrarupdate 25
cjreloadapp 75
cjrenameapp 77
cjreplaceapp 79
cjresetsv 168
cjresumepool 133
cjsetappprop 82
cjsetjbprop 135
cjsetrarprop 136
cjsetresprop 138
cjsetup 31,179
cjsleep 33
cjstartapp 85
cjstartjb 141
cjstartrar 142
cjstartrecover 34
cjstartsv 36,181
cjstartweb 524
cjstopapp 87
cjstopjb 144
cjstoprar 145
cjstopsv 38
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cjstopthread 170
cjstopweb 525
cjsuspendpool 146
cjtestres 149
cjtracesync 171
cjundeployrar 151
cjunmapsec 172
cjwebchangedbid 528
cjwebclearpool 529
cjwebclosepool 531
cjwebdeletepool 532
cjwebeditpool 533
cjweblistpool 535
cjwebsetup 540
CMP2.x Entity Bean用 SQL文の生成 56
cmx_add_serverref 364
cmx_admin_passwd 365
cmx_build_model 366
cmx_build_system 367
cmx_change_model 371
cmx_define_application 372
cmx_define_resource 374
cmx_delete_serverref 375
cmx_delete_system 376
cmx_deploy_application 379
cmx_deploy_resource 380
cmx_export_model 382
cmx_list_model 384
cmx_list_status 389
cmx_register_application 392
cmx_register_resource 393
cmx_resume_lb 394
cmx_scaleout_host 395
cmx_start_application 397
cmx_start_resource 398
cmx_start_target 400
cmx_stop_application 403
cmx_stop_resource 404
cmx_stop_target 406
cmx_test_lb 409
cmx_trans_param 410
cmx_undefine_application 411
cmx_undefine_resource 412

cmx_undeploy_application 413
cmx_undeploy_resource 415
cmx_unregister_application 416
cmx_unregister_resource 417
Component Container管理者のセットアッ
プ 20
Connector属性ファイルのパラメタの値 624
convpw 481
CORBAネーミングサービスの起動 
562,582
CORBAネーミングサービスの停止 
595,574
coreアーカイブ機能 445
coreファイルの取得 450
cosmienv 515
Cosminexus DABroker Libraryのセット
アップ 545
Cosminexus JMSプロバイダで使用するコマ
ンド 221
Cosminexus JMSプロバイダで使用するコマ
ンドの一覧 223
Cosminexus JMSプロバイダで使用するコマ
ンドの概要 222
Cosminexus JMSプロバイダで使用するコマ
ンドの注意事項 249
Cosminexusアダプタコマンドのセットアッ
プとアンセットアップ 314
Cosminexusモニタ起動コマンドのセット
アップとアンセットアップ 315
cprfed 199
cprfflush 204
cprfgetpid 205
cprflevel 207
cprfstart 213
cprfstop 219
ctmchpara 254
ctmdminfo 256
ctmdmstart 258
ctmdmstop 262
ctmgetpid 263
ctmholdque 264
ctmlogcat 268
ctmlsque 269
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索引
ctmrasget 273
ctmregltd 274
ctmridinfo 276
ctmrlesque 277
ctmstart 279
ctmstop 288
ctmstsed 289
ctmstsflush 298
ctmstsstart 299
ctmstsstop 301
ctmtscgwd 302
ctmver 303
CTMデーモンの開始 279
CTMデーモンの起動 564,584
CTMデーモンの終了 288
CTMデーモンの停止 573,594
CTMで使用するコマンド 251
CTMドメイン情報の出力 276
CTMドメイン情報の表示と削除 256
CTMドメインマネジャの開始 258
CTMドメインマネジャの起動 582,562
CTMドメインマネジャの終了 262
CTMドメインマネジャの停止 574,596
CTMレギュレータの開始 274

D

dabsetup 545
daemon 309

E

eheapprof 447
Explicitヒープ詳細情報付き拡張スレッドダ
ンプの出力 447

H

HWSKeepStartServers 621

J

J2EEアプリケーション 590
J2EEアプリケーションとWebシステムの
関連づけ 372

J2EEアプリケーションとWebシステムの
関連づけ解除 411
J2EEアプリケーションのアンデプロイ 413
J2EEアプリケーションのインポート 63
J2EEアプリケーションのエクスポート 53
J2EEアプリケーションの開始 
85,397,568,589
J2EEアプリケーションの削除 49,416
J2EEアプリケーションの停止 
87,403,571,592
J2EEアプリケーションのデプロイ 379
J2EEアプリケーションの登録 392
J2EEサーバで使用するコマンド 15
J2EEサーバの開始 36
J2EEサーバの起動 565,585
J2EEサーバの起動間隔 33
J2EEサーバのコネクションクローズまたは
コネクションの状態表示 95
J2EEサーバのスレッドダンプの取得 19
J2EEサーバのセットアップとアンセット
アップ 31
J2EEサーバの停止 38,572,593
J2EEサーバのトランザクション回復 34
JavaBeansリソースの一覧表示 120
JavaBeansリソースのインポート 114
JavaBeansリソースの開始 141
JavaBeansリソースの削除 100
JavaBeansリソースの属性設定 135
JavaBeansリソースの属性の取得 107
JavaBeansリソースの停止 144
javacore 450
javagc 453
javatrace 458
JavaVMで使用するコマンド 443
JavaVMで使用するコマンドの一覧 444
JavaVMで使用するコマンドの詳細 445
Javaアプリケーションで使用するコマンド 
491
Javaアプリケーションで使用するコマンド
の一覧 492
Javaアプリケーションで使用するコマンド
の詳細 493
Javaアプリケーションの開始 497
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Javaアプリケーションのシステムログ出力
先サブディレクトリの削除 493
Javaアプリケーションのスレッドダンプの
取得 496
jheapprof 461
jheapprofanalyzer 467
JSPソースのチェック 509
JSPの事前コンパイル 503

K

KeepAliveTimeout 621
kill 310

M

Management Server管理ファイルの回復 
330
Management Server管理ファイルの退避 
329
Management Serverで使用するコマンド 
305
Management Serverの移行コマンド 319
Management Serverの運用管理コマンド 
321
Management Serverの管理ユーザアカウン
トの設定 365
Management Serverの起動 /停止 /セット
アップ 315
MaxClients 620
MaxPoolSize 624
MinPoolSize 624
mngautorun 311
mngsvr_adapter_setup 314
mngsvr_monitor_setup 315
mngsvrctl 315
mngsvrupdate 319
mngsvrutil 321
mstrexport 329
mstrimport 330

O

OS状態情報の取得 23
OTMゲートウェイの開始 302

P

PRFデーモンの開始 213
PRFデーモンの起動 581,561
PRFデーモンの停止 219,597
PRFデーモンプロセス IDの取得 205
PRFトレース取得レベルの指定例
（cprflevelコマンド） 209
PRFトレース取得レベルの指定例
（cprfstartコマンド） 214,216
PRFトレース取得レベルの表示と変更 207

R

RAR属性設定 136
RARファイルの属性の取得 109

S

SFOサーバの起動 564,584
SFOサーバの停止 573,594
Smart Composer機能で使用するコマンド 
353
Smart Composer機能で使用するコマンドの
詳細 362
Smart Composer機能で使用できる抽象パラ
メタ 618
snapshotlog 473
snapshotログの収集 473
ssoexport 482
ssogenkey 484
ssoimport 485
StartServers 621

T

ThreadsPerChild 620

U

uachpw 488

V

vmx_create_unit 424
vmx_delete_unit 425
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vmx_deploy_unit 426
vmx_export_rule 428
vmx_get_machine_info 428
vmx_list_unit_version 429
vmx_list_virtualserver_status 431
vmx_rolling_update 434
vmx_scalein_unit 434
vmx_scaleout_unit 435
vmx_set_machine_info 436
vmx_set_unit_currentversion 437
vmx_start_unit 438
vmx_stop_unit 439
vmx_update_unit 440

W

webserver.connector.ajp13.backlog 622
webserver.connector.ajp13.max_threads 
622
Webアプリケーションで使用するコマンド 
501
Webアプリケーションで使用するコマンドの
一覧 502
Webアプリケーションで使用するコマンドの
詳細 503
Webコンテナサーバで使用するコマンド 
521
Webコンテナサーバの開始 524
Webコンテナサーバのスレッドダンプの取得 
523
Webコンテナサーバのセットアップとアン
セットアップ 540
Webコンテナサーバの停止 525
Webサーバの起動 569,590
Webサーバの停止 571,592
Webシステムの構築 367
Webシステムの削除 376
Webシステムの情報モデルの取得 384
Webシステムの情報モデルの生成 366
Webシステムの情報モデルの変更 371,395
Webシステムまたはサービスユニットの開始 
400
Webシステムまたはサービスユニットの停止 
406

あ

アプリケーションサーバの起動の流れ
（UNIXの場合） 577,612
アプリケーションサーバの起動の流れ
（Windowsの場合） 557
アプリケーションの RMI-IIOPスタブおよび
インタフェースの取得 61
アプリケーションの一覧表示 69
アプリケーションの入れ替え 79
アプリケーションの属性設定 82
アプリケーションの属性の取得 58
アプリケーションのモード切り替え 47
アプリケーションのリロード 75
アプリケーション名の変更 77
暗号鍵ファイルの作成 484

い

インプロセスHTTPサーバ用トレースファ
イルの同期 171

う

運用管理エージェントの稼働確認 307
運用管理エージェントの起動と停止 309

か

ガーベージコレクションの強制発生 453
仮想化システムで使用するコマンド 419
仮想化システムで使用するコマンドの詳細 
423
仮想サーバの稼働状況の一覧表示 431
仮想サーバのスケールアウト 435
仮想サーバのスケールイン 434
稼働中の J2EEサーバのトランザクション情
報の表示 161
稼働統計情報の取得開始 299
稼働統計情報の取得終了 301
稼働統計情報の編集と出力 289
簡易構築定義ファイルに展開される実パラメ
タ 620
簡易構築定義ファイルの出力 382
監査ログの設定で使用するコマンド 475
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監査ログの設定で使用するコマンドの一覧 
476
監査ログの設定で使用するコマンドの詳細 
477
管理対象マシン情報の取得 428
管理対象マシン情報の設定 436
管理ユニット運用ルールの参照 428
管理ユニットの一括起動 438
管理ユニットの一括停止 439
管理ユニットのカレントバージョンの設定 
437
管理ユニットの削除 425
管理ユニットの作成 424
管理ユニットのデプロイ 426
管理ユニットのバージョン情報一覧表示 429
管理ユニットの変更 440
管理ユニットのローリングアップデート 434

き

旧バージョンとの互換用のコマンドの一覧 
356

く

クライアント側共通定義ファイル
（mngsvrutilcl.properties） 326
クライアント側定義ファイル
（.mngsvrutilrc） 325

こ

構築済み実行環境の切り替えで使用するコマ
ンド 513
構築済み実行環境の切り替えで使用するコマ
ンドの一覧 514
構築済み実行環境の切り替えで使用するコマ
ンドの詳細 515
コネクションプール内のコネクション削除 
92
コネクションプールの一覧表示 121
コマンドを同時に複数実行した場合の排他制
御 359

さ

サーバ側定義ファイル
（mngsvrutil.properties） 326
サーバ管理コマンドの排他強制解除 168
サービスの設定 311
サービスユニット状況の表示 389
作業ディレクトリおよびユーザ定義ファイル
の移行 21
サブコマンド 324
サブコマンド changeに指定できる引数 346
サブコマンド checkに指定できる引数 347
サブコマンド collectに指定できる引数 345
サブコマンド dumpに指定できる引数 349
サブコマンド getに指定できる引数 335
サブコマンド holdに指定できる引数 342
サブコマンド listに指定できる引数 332
サブコマンド releaseに指定できる引数 344
サブコマンド reloadに指定できる引数 342
サブコマンド setに指定できる引数 337
サブコマンド startに指定できる引数 339
サブコマンド stopに指定できる引数 340

し

システム起動時の環境変数の設定 561,581
システムの起動手順 556,576,606,612
システムの起動の流れ（Windowsの場合） 
606
システムの起動方法 561,581,607
システムの停止手順 569,590,609,615
システムの停止の流れ 569,590,609,615
システムの停止方法 571,592,610,616
実行形式ファイルおよびライブラリのバー
ジョン情報の出力 267,303
詳細レベルのトレース情報を取得する場合の
指定値（cprflevelコマンド） 208
詳細レベルのトレース情報を取得する場合の
指定値（cprfstartコマンド） 215
詳細レベルまたは保守レベルのトレース情報
を取得する場合の指定値（cprflevelコマン
ド） 209
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索引
詳細レベルまたは保守レベルのトレース情報
を取得する場合の指定値（cprfstartコマン
ド） 215
シングルサインオン情報リポジトリの参照 
482
シングルサインオン情報リポジトリの登録 
485

す

スケジュールキュー情報の出力 269
スケジュールキューの同時実行数の変更 254
スケジュールキューの閉塞 264
スケジュールキューの閉塞解除 277
スマートエージェントの起動 562,582
スマートエージェントの停止 574,596
スレッド情報の表示 159
スレッドの削除 170

せ

性能解析トレース情報の編集出力 199
性能解析トレースで使用するコマンド 197
セッションフェイルオーバサーバの起動の流
れ（UNIXの場合） 580
セッションフェイルオーバサーバの起動の流
れ（Windowsの場合） 560

ち

抽象パラメタによって展開される実パラメタ 
619
抽象パラメタの展開 410,618
抽象パラメタの展開例 622

て

停止中の J2EEサーバのトランザクション情
報の表示 164
データベース IDの変更 528
デーモンプロセスの起動 309

と

統合ネーミングスケジューラサーバの起動の
流れ（UNIXの場合） 579

統合ネーミングスケジューラサーバの起動の
流れ（Windowsの場合） 559
統合ユーザ管理で使用するコマンド 479
統合ユーザ管理で使用するコマンドの一覧 
480
統合ユーザ管理で使用するコマンドの詳細 
481
トラブルシュート情報の取得と出力 273
トレース情報の収集 458

は

パスワードの暗号化 481
パスワードの変更 488
バッチアプリケーション情報の一覧表示 189
バッチアプリケーションで使用するコマンド 
183
バッチアプリケーションの実行 183,608
バッチアプリケーションの停止 610
バッチアプリケーションの停止またはバッチ
サーバの強制停止 187
バッチサーバで使用するコマンド 175
バッチサーバで使用するコマンドの概要 176
バッチサーバで使用するリソース操作コマン
ド 194
バッチサーバの開始 181
バッチサーバの起動 608
バッチサーバのセットアップとアンセット
アップ 179
バッチサーバの停止 610
バッチサーバを操作するコマンド 178
バッファ内容の強制ファイル出力 204,298

ひ

日立クラス別統計情報解析ファイルの CSV
出力 467
日立クラス別統計情報付き拡張スレッドダン
プの出力 461

ふ

プール管理情報の一覧表示 535
プール管理情報の削除 532
プール管理情報の登録と変更 533
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プール内のコネクションの強制切断 531
プール内のコネクションのクリア 529
負荷分散機との接続テスト 409
負荷分散機の設定再開始 394
プロセス IDの取得 263
プロセスの強制停止 310

め

メッセージの編集と出力 268
メンバコネクションプールの一時停止 146
メンバコネクションプールの再開始 133
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ソフトウェアマニュアルのサービス ご案内 

１．マニュアル情報ホームページ 
ソフトウェアマニュアルの情報をインターネットで公開しています。 

URL  http://www.hitachi.co.jp/soft/manual/ 

ホームページのメニューは次のとおりです。 

■マニュアル一覧 日立コンピュータ製品マニュアルを製品カテゴリ，マニュアル名称，資料番号の

いずれかから検索できます。 

■CD-ROMマニュアル 日立ソフトウェアマニュアルと製品群別CD-ROMマニュアルの仕様について記載

しています。 

■マニュアルのご購入 マニュアルご購入時のお申し込み方法を記載しています。 

■オンラインマニュアル 一部製品のマニュアルをインターネットで公開しています。 

■サポートサービス ソフトウェアサポートサービスお客様向けページでのマニュアル公開サービス

を記載しています。 

■ご意見・お問い合わせ マニュアルに関するご意見，ご要望をお寄せください。 

２．インターネットでのマニュアル公開 
2 種類のマニュアル公開サービスを実施しています。 

(1) マニュアル情報ホームページ「オンラインマニュアル」での公開 

製品をよりご理解いただくためのご参考として，一部製品のマニュアルを公開しています。 

(2) ソフトウェアサポートサービスお客様向けページでのマニュアル公開 

ソフトウェアサポートサービスご契約のお客様向けにマニュアルを公開しています。公開しているマニ 

ュアルの一覧，本サービスの対象となる契約の種別などはマニュアル情報ホームページの「サポートサ 

ービス」をご参照ください。 

３．マニュアルのご注文 

①  マニュアル情報ホームページの「マニュアルのご購入」にアクセスし，お申し込み方法をご確認の

うえ WEB からご注文ください。ご注文先は日立インターメディックス(株)となります。 

②  ご注文いただいたマニュアルについて請求書をお送りします。 

③  請求書の金額を指定銀行へ振り込んでください。 

④  入金確認後 7日以内にお届けします。在庫切れの場合は，納期を別途ご案内いたします。 

お客様

B A N K

請求書

マニュアル

日立インターメディックス(株)

② 請求書をご送付

③ 銀行振込でご入金

④ マニュアルをお届け

  ①ご注文はWEBで

WEB
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